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要旨
I　調査研究の目的と方法
日本で、毎年育成する理学系及び工学系の課程博士数（大学院博士課程を修了
して博士号を取得した者をいう。以下同じ。）は、米国に比較して極めて少ない。
これは、1989年の「NISTEP REPORT NO．7　自然科学系博士号取得の量的日米比較」
において明らかにしたところである。
この調査研究は、日本の科学技術の一層の発展を図るためには、大学院博士課
程の研究機能を強化し課程博士数を増加することが極めて重要であるとの視点か
ら、大学院博士課程における問題点の所在と改善の方策を明らかにすることを目
的として行ったものである。
実態調査は、1990年11月から1991年2月にかけて行った。面接調査又はアンケ
ート調査に協力をいただいたのは（回答数）、日本の大学教授38人、米国の大学
教授1人、主要民間企業66社、その民間企業に勤務する修士1838人、同課程博
士　510人、主要大学大学院修士課程在学生　942人、同博士課程在学生240人である。
Ⅱ　調査研究の結果
1　課程博士の日米比較
1988年度において、日本が一年間に育成する国民10万人当たり課程博士数（外
国人を除く。）は、理学系0．38人、工学系0．44人である。米国は、理学系
2．57人、工学系1．05人である。米国に対する日本の課程博士数は、理学系で15
％、工学系で　42％となっている。
また、日本の一大学が育成する課程博士数の規模をみると、米国に比べて極め
て貧弱な状況にある。例えば、一年間に、100人以上の規模で理学系及び工学系
の課程博士を育成する大学数は、日本が3大学であるのに対して、米国は　47大
学である。日本の大学を米国の大学に比べると、零細小規模の大学が、手工業で
細々と育成しているような状況である。
2　大学院博士課程の機能と在学生のもつ社会的な意義
日本の大学院博士課程は、課程博士の育成のほかに、学問の体系化と基礎研究
を行っている。
したがって、大学院博士課程の研究活動の重要な担い手である博士課程在学生
は、単なる学生ではなく、日本の科学技術発展の一葉となって社会的な貢献を行
っている存在である。
3　民間企業で活躍する課程博士を育成しなければならない理由
日本では、大学教授にも学生にも、大学院博士課程は大学の教員を養成するた
めにあるという意識が強い。
しかし、それは、次の理由により改める必要がある。
今後、日本社会は、人間と地球により望ましい科学技術を現在よりも更に強く
要請するであろう。その要請に応えるためには、民間企業も技術追求の側面から
だけではなく、科学の側面を強く意識した課程博士を必要とすると考えられる。
また、課程博士の就職先が大学教員のみであるとすれば、量的には現状で十分
に育成されている。したがって、大学院博士課程を強化し、課程博士育成数を増
やしていくためには、国公立研究機関又は民間企業で活躍する課程博士を育成し
ていく必要がある。国公立研究機関は大幅な増員が難しい現状にあること、米国
では民間企業で活躍する博士が多いことを考えると、民間企業で重用される課程
博士の育成が必要ということになる。
4　「課程博士が備えている資質」と「民間企業が課程博士に求める資質」との
間、及び「課程博士が民間企業に求める研究条件」と「民間企業が課程博士
に示す研究条件」との間に発生している落差の実態、並びにそれが発生する
要因及び落差を解消するために考えられていること
（1）落差の実態
課程博士が民間企業に求めることと民間企業が課程博士に求めることとの間に
は、二つの点で大きな落差が生じている。
その第一点は、「民間企業が課程博士に求める資質」と「課程博士が備えてい
る資質」とが食い違っていることである。「民間企業が課程博士に求める資質」
は、修士で就職するグループよりも一段と優れた資質をもつ者が博士課程に進学
していること、課程博士が民間企業で活躍しようと希望していること、ヒト、モ
ノ及びカネを統合する研究能力が修士より優れていること、並びに課程博士が特
定研究テーマだけでなく、研究の本質を掌達する能力、研究手法、基礎的学識の
広さ、語学力、科学的実証能力などにおいて修士よりも優れていることである。
しかし、個人差があって一概にはいえないが、民間企業が求める資質を備えて
いる課程博士は少ない実態である。
第二点は、「課程博士が民間企業に求める研究条件」と「民間企業が課程博士
に示す研究条件」とが食い違っていることである。「課程博士が民間企業に求め
る研究条件」は、民間企業に高い研究の自由度があること、課程博士には修士よ
りも高度でかつ異質の研究能力があると認めること、したがって、それにふさわ
しい評価、活用及び処遇を行うことである。特に賃金は、20年間に博士課程で投
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入した費用を回収するためには、退職金及び先行投資の利子を計算外としても、
同期の修士よりも　7％以上高くなければならない。
しかし、課程博士が求めるような処遇条件、研究条件を示している．民間企業は
少ない実態である。
多くの「課程博士が備えている資質」と、「民間企業が課程博士に求める資質」
とはかけ離れている。したがって、民間企業では「課程博士が民間企業に求める
研究条件」を示すことができない。民間企業における課程博士の処遇が修士と同
じということは、課程博士の将来は暗いという見方を学生の間に助長している。
課程博士の将来が暗ければ、優れた学生は博士課程に進学しないこととなり、そ
れが、民間企業が求める資質をもつ学生が博士課程に進学することを躊躇させる
要因となっている。
（2）落差が発生する要因
落差の実態の第一にあげた点で、修士で就職するグループよりも格段と優れた
資質の学生が博士課程に進学しないのは、博士課程在学中の生活が同じ年代の者
の生活よりも劣っていること、借金がかさむこと、博士課程修了後の将来展望が
暗く博士課程在学中の費用を回収できる見通しがないこと、実質的に自由‾に進学
先を選べないことなどがその要因となっている。
次に、課程博士に民間企業の求めるヒト、モノ及びカネを統合する研究能力が
不足しているのは、研究室にいわゆる“生え抜き教授”に起因する暗さがあるこ
と、及びリサーチフェロー制度（いわゆるポストドクターフェローシップ制度）
が貧しいことによると考えられる。
また、特定研究テーマを除くと、研究の本質を掌握する能力、研究手法、基礎
的学識の広さ、語学力、科学的実証能力に不足がみられるのは、論文作成が重視
されすぎていること、幅広い基礎的な学識及び実証能力を育成するカリキュラム
及び風土がないこと、教授が博士課程の教育や研究指導に専念できないこと、建
物が前近代的でありその中身の近代化が行われていないことによると考えられる。
落差の実態の第二にあげた点で、課程博士の求める研究条件を民間企業が提示
できない理由は、民間企業が課程博士を修士で就職するグループよりも格段に優
れていると考えていないこと、課程博士が限られた研究テーマ以外では修士や論
文博士よりも特に優れているとはみられていないこと、民間企業の賃金決定は修
士と課程博士とを同じに扱う慣行が定着していることによるものと考えられる。
（3）落差を解消するために考えられていること
この落差を解消するために、大学教授、民間企業の研究所長などが考えている
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ことは、次のとおりである。
第一は、課程博士の備える資質を民間企業の求める資質にすることである。
そのためには、就職する修士よりも格段に優れた学生が博士課程に進学するよ
うにすること、幅広く有能なタイプの課程博士を育成することが必要と考えられ
ている。優れた学生が進学するためには、博士課程の進学先を自由に選択できる
ようにすること、在学中の経済的自立条件を整えるとともに3年以内で学位が取
得できるようにすること、博士課程修了後の将来を明るくすることが必要と考え
られている。
有能な資質を備えた課程博士を育成するためには、大学教授がどのような資質
を形成しようとするのかを明確に設定して、それにしたがった履修科目重視に移
行すること、教授が教育や研究指導に専念できるようにすること、建物とその中
身の近代化を行うことが必要であると考えられている。
第二は、民間企業が課程博士に示す研究条件を向上することである。
そのためには、課程博士の備えている資質が改善されることを前提として、課
程博士が修士とは異質の研究能力をもつ者と考え、その処遇を改めることが必要
であると考えられている。
5　課程博士増強方策の提言
課程博士を増強するための基本的な考えは次のとおりである。
第－に、大学院博士課程は、課程博士を育成すると同時に、新しい科学技術を
生みだし、新しい学問を体系化する重要な機関である。
今後、日本が健全な発展を遂げていくためには、人文系、自然科学系を問わず、
さまざまな資質を備えた課程博士を従前よりも尊重する時代が到来するものと考
えられる。
第二に、国は、さまざまな資質を備えた課程博士を尊重する時代が到来すると
いう認識に基づいて、多くの国民がそのことを理解できるような方策を講じ、さ
まざまな目的、さまざまな形態の大学院博士課程を充実するとともに、博士課程
在学中と修了後の将来を明るくして、優れた学生が博士課程に殺到するようにす
る。
第三に、大学院博士課程は、博士課程入学者を厳選し、課程博士が大学教員に
限らず、民間企業においても重用される資質を備えるように、教育及び研究指導
方法を改める。
第四に、「民間企業が課程博士に示す研究条件」は、「民間企業が求める資質
を備えた課程博士」の存在を前提とする。また、「民間企業が求める資質を備え
た課程博士」は、「民間企業が課程博士の求める研究条件を示す」ことを前提す
IV
る。したがって、「民間企業が求める資質を備えた課程博士を育成するための改
善」と、「民間企業が課程博士に示す研究条件の改善」とは、ワンパッケージと
して同時に実践することが重要である。
具体的には、次に掲げる課程博士を増強する方策を早急に実践することが必要
である。
1　研究環境の画期的な改善を図るために、美しく大きな研究棟の建設とその中
身の近代化を行う。
（1）大学院博士課程を大切にし、課程博士を尊重しようという社会の意思を
明確に宣言するために、国は、主要な大学院博士課程に美しく大きな研究棟
を建設し、研究室のスペース、研究設備、研究機器、研究費の充実を図る。
主要私立大学にもそれらの充実に必要な助成を行う。
（2）民間企業にも重用される資質を形成するために、次に掲げる博士課程の
近代化を行い、大学教授と学生との間に学究面及び人間面での強い信頼の絆
を形成する。
ア　学びたい大学院、学びたい教授のもとに進学するような慣習を定着させ
る。そのために、博士課程入学の選抜は厳格に行い、他の大学からの進学
者数が多い場合には、博士課程の学生定員、研究室面積、研究費を増加し、
担当教授を優遇する。
イ　大学教授は、民間企業にも重用される課程博士を育成するという目的の
もとに、課程博士が幅広い基礎的学識と語学能力、研究の本質を掌握する
能力、科学的実証能力、ヒトと知識、モノ、カネを調整統合して研究をと
りまとめるる能力、並びに新しい研究の効果を明快に説明できる能力など
を高めるために、博士課程のカリキュラムをコースワークを重視したもの
に改善する。博士課程の学位論文では論文博士のような高度な研究成果を
求めない。
ウ　博士課程在学生に教授の研究論文の作成を手伝わせないようにするとと
もに、教授が学生の教育、研究指導に専念できるようにする。そのために、
共同研究者及び秘書を採用できるようにし、事務部門の近代化などを行う。
エ　研究室に生き生きとした人的環境を形成するために、大学と民間企業あ
るいは国公立研究所との人事交流を進める。
2　優秀な学生が競って博士課程に殺到するようにするために、次の方法により
博士課程在学中に、同じ年齢の者が営む程度の経済的生活を保障する。
ア　民間企業が　200億円規模の基金を拠出し、その運用益で　450人の博士
課程在学生に年間　240万円を無利子で貸与し、拠出した民間企業に就職し
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たときはその返済を免除する、或いは就職先の民間企業がそれを肩代わり
して返済する。
イ　当分の間の経過措置として、学部、修士課程で成績が優秀な学生には、
博士課程の学費を免除又は補助する。
ウ　学生の立場を尊重した合理的で近代的なアシスタント制度を導入する。
エ　日本育英会の奨学金の増額と貸付制限規定を撤廃する。
オ　日本学術振興会の博士課程在学中の特別研究員の増員と研究奨励金の増
額を行う。修士段階で特別研究員の採用内定を行う。
3　リサーチフェロー制度を拡充する。
博士課程修了後の生活を安定させながら研究能力を切磋琢磨するため、国は、
既存の特別研究貞制度を一層拡充するとともに、民間企業が行う契約任期制研
究貞制度の導入や拡大に必要な費用の一部を援助する。
いろいろな研究機関を異動することが研究者にとって有利となるように関係
する機関の処遇制度を改める。
4　民間企業は、課程博士を正当に評価し処遇する。
民間企業は、課程博士の備える資質に応じ、課程博士独自の評価活用制度を
取り入れる。課程博士の賃金は、少なくとも同期の修士よりも10％以上高く
する。ゼネラリストの資質を補強し、それに登用する。
民間企業は、大学の行う博士課程の充実と課程博士の増強に積極的に協力す
る。
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別事はじめに
1　調査研究の目的
大学院博士課程と課程博士が活躍する場を拡充することが、日本の科学技術の
強化に大きくつながることに異論を差し挟む余地はない。
課程博士が活躍する場は、大学、国公立又は民間企業の研究機関である。
しかし、今までは、大学での活躍は当然のこととしながら、民間企業で活躍する
という視点は少なかった。
そこで、この調査研究は、大学院博士課程と民間企業で活躍する課程博士の育
成に焦点を絞って、次のことを明らかにすることを目的として行ったものである。
（1）　日本全体の科学技術を発展させる上で、大学院博士課程と課程博士とは、今
後、どのような重要性をもつのか。
（2）博士課程は、大学教員育成のためにだけあると考えてよいのか。課程博士の
重要性は、今後、民間企業の研究開発組織において高まるのか、高まらないの
か。仮に高まるとすれば、どのような資質を備えた課程博士が求められるのか。
（3）民間企業が求める資質を備えた課程博士は、今後、十分に育成される可能性
はあるのか。仮にその可能性がないとすればどのような条件を整えれば育成さ
れるのか。そのような育成条件を整えることが日本全体の科学技術人材の育成
にどのような効果があるのか。
2　調査研究の対象
課程博士の需給構造は、大学教授、学生、民間企業の三者で成立していること
に着眼して、この調査研究は、その三者の意見などを収集分析して、考察を加え
ることとした。
調査の対象者、及び収集した資料は次に掲げるとおりである。
（1）日本の主要民間企業の人事部門の長及び研究所長、並びに博士課程、又
は修士課程を修了して主要民間企業の研究開発に携わっている者の意見、
賃金、及び博士数等の実態調査（アンケート）
（回答数）
人事部門の長
研究所長
計
在職している修士
在職している課程博士
一1一
??????????? ?? ? ?? ? ? ?
?????????
?
計　　　　　　　　　　　　　　　2348人
（2）理工学系の大学教授の意見調査（インタビュー）
（実施数）
日本の5国立大学の教授
日本の2私立大学の教授
アメリカの大学教授
計
32人
6人
1人
39人
（3）（2）に掲げる日本の大学院に在学する学生の意見調査（アンケート）
（回答数）
修士課程在学生
博士課程在学生
計
（調査対象者を選定した理由などの詳細は、参照資料の2「調査の集計表」（以下「集計表」という）の第1表「調
査の対象とした主要民間企業」及び第2表「調査の対象とした主要大学の博士課程及び修士課程」及び第3表「調
査葉の送付数と回答数の一覧表」を参照）
3　禍査分析の方法
上記2の実態調査は、まず、アンケート調査及び面接調査で収集した数値の集
計を行い、参照資料の2「調査の集計表」のとおりとりまとめた。
アンケート調査票に記述された事項は、博士課程の改善を検討する上で極めて
貴重な資料であると考えたので、個人の秘密に配慮しながら、参照資料3に掲げ
る『「アンケート調査票記述意見」及び「大学教授の意見」』の3－1から3－8
のとおり原文に忠実に転載した。
また、大学教授との面接で聴取した意見は項目別に整理し、参照資料3に掲げ
る『「アンケート調査票記述意見」及び「大学教授の意見」』の3－7－1から3
－7胃3までのとおりとりまとめた。
次に、収集した数値と意見をもとに実態分析を行った。報告書本文のとりまと
めに当たっては、たとえ「アンケート調査票記述意見」及び「大学教授意見」の
うち、それが少数意見であっても、博士課程を検討する上で重要であると判断し
たものは、できる限り報告書本文に引用することとした。
4　用語の定義
この報告書の用語の定義及び参照資料の略称は、次に掲げるとおりである。
用語の定義
博士課程：特に断らない限り理学系及び工学系の博士課程をいう。博士課程
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には、前期博士課程を含めない。
修士課程：特に断らない限り理学系及び工学系の修士課程をいう。修士課程
には、前期博士課程を含む。
課程博士：大学院博士課程を修了して博士号を取得した博士をいう。
論文博士：論文によって博士号を取得した博士をいう。
参照資料の略称
「博就」：参照資料3－1 主要民間企業に勤務する博士課程修了者の
「アンケート調査票記述意見」
「博在」：参照資料3－2　　主要大学博士課程在学生の「アンケート調査
票記述意見」
「修就」：参照資料3－3　　主要民間企業に勤務する修士課程修了者の
「アンケート調査票記述意見」
「修在」：参照資料3－4　　主要大学修士課程在学生の「アンケート調査
票記述意見」
「人事」：参照資料3－5　　主要民間企業の人事部門の長の「アンケート
調査票記述意見」
「所長」：参照資料3胃6　　主要民間企業の研究所長の「アンケート調査
「教要」：参照資料3－7胃1
「教詳」：参照資料3－7－2
「教追」：参照資料3－7－2
「集計表」：参照資料2
票記述意見」
大学教授の意見の要約
大学教授の意見の詳細
大学教授の意見の詳細一迫加
調査の集計表
5　参考文献
この調査研究は、参照資料4に掲げる文献を参考とした。
6　調査研究の協力者
この調査研究は、「あとがき」に掲げる方々、及び日本の主要な民間企業から
格別のご協力いただいて作成した。
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第I章大学院博士網の鵬と科学鯛の朋
1　課程博士の日米比較
日本と米国の課程博士の育成数及び課程博士を育成する環境条件を比較した結
果は次のとおりである。
（1）課程博士の育成数
日本が育成する国民一人当たり課程博士数は、欧米諸国よりも極めて少な
い。
修士課程から博士課程に進学する人数は、最近増加しつつあるが、現在の
米国並の課程博士数になるには、長い歳月が必要である。
以下、このことを詳述する。
日本が一年間に育成する国民10万人当たり課程博士数（外国人留学生は、その後に期待
される括蹄の程度が自国民と異なると考えられるので、それを除く）は、米国の博士数に比較して極めて
少ない。
その実態は次の図に示すとおりである。（集計表第4表参軋ただし、論文博士を含めた数は集計
表第的表参照）すなわち、1988年度における人口10万人当たり課程博士育成数は、
理学系は日本が0．377人に対して米国は2．567人（日本は米国の15，6）、工学系は日本
が　0．439　人に対して米国は1．051人（日本は米国の42％）である。
日本の課程博士数は、次に示すとおり、西ドイツと比較しても極めて少ない。
（この博士数は、西ドイツなどは、外国人留学生数が不詳であることから、外国人留学生を含むものである。）
第1表　国民10万人当たりの博士数（外国人留学生を含む）
日本　　　　1988年度
米国　　　　1989年
西ドイツ　1987年
フランス　　1985年
??????? ?
????．?
????．????
????．?
理学・工学・農学系
1．30
6．12
10．42
13．77
注：米国は、蝿F90－320SCl餌CE仙D ENCIN8巳RING DOCTO払TES：1960－89により、西ドイツ、フランスは、文部省
「教育指標の国際比較」（平成3年版）により筆者が作成。
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第1図　課程博士数の日米比較
理学系
注　ご課程博士数は人口10万人当たりの博士数で留学生を除く
出典＝第4表「El本の課程博士数は米国の博士数に比較してどのくらいか」
日本の博士課程進学者数は、次の図に示すとおりである。（集計表第時参照け
修士課程からの進学者数は、理学系は1977年から1981年まで、工学系は1977年
から1980年まで、それぞれ減少の一途をたどった。その後は増加に転じた。1991
年は1990年に対して、理学系で9％、工学系で12％増加した。1992年は1991年に対
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してそれぞれ5％、8％増加した。
第2図　博士課程への進学状況
理　学　系
注）実　線：修士課程から博士課程への進学率＝
点　線：学部から修士課程への進学率＝
巨＝コ；博士課程進学者数
博士課程進学者数
修士課程修了者総数
修士課程進学者数
学部卒業者総数
出典：第5表「修士課程から博士課程進学者数はいくらか」
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×100
×100
1991年に博士課程進学者数が伸びた理由を、主要大学の教授は、「課程博士を
必要」とする認識が「社会的に盛り上がっていることが学生に伝わっている」た
めとみている。（「教要」2、3頁参照）
1987年から1992年までの5年間における博士課程進学者数の伸びは、理学系が
26％、工学系が27％である。年平均の伸びは、理学系が5．2％、工学系は5．4
％である。（集計表第5表参照）
この年平均の伸びで、日本の課程博士数が米国の1989年の水準に到達するため
に必要な年数は、理学系で38年、工学系で17年となる。
h
（算式：理学系＝0．377（1．052）：2．567　m＝37．8　工学系＝0．439（1．054）＆；1．05l n：16．6）
また、仮に進学者数が毎年、前年よりも10％ずつ増加したとしても、理学系
は　20年、工学系は　9年が必要である。
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
（算式：理学系＝0．377（1．1）こ乙567　n＝20．1　工学系＝0．439（1．1）il．051n工9．16）
なお、修士課程修了者から博士課程に進学する者の割合は、1977年以降、理学
系、工学系とも減少の傾向を示している。
（2）課程博士を育成する環境
日本の課程博士を育成する環境を米国と比較すると、一大学が育成する
博士数は少なく、学費などの生活費は自力で負担している。また、博士課
程入学には厳しい選抜はなく、教育訓練内容は大学教授の個人の考えに依
存しており、制度としてのコースワーク（履修科目）が確立していない。
以下、このことを詳述する。
①　一大学の課程博士育成規模
日本 の課程博士 は、少数 の国立大学 が少人数 の課程博士 を育成 している。
これに対 して、米国は、多数 の公立大学 と私立大学 が多 くの人数の博 士を育
成 している。
以下、このことを詳述する。
ー7－
その実態は、次の図に示すとおりである。（集計表第6表参照）
一年間に100人以上の博士を育成する大学数は、
理学系：
日本（1987年）は、国立大学1、合計1大学
米国（1989年）は、公立大学18、私立大学7、合計25大学
工学系：
日本は、大学0、合計0大学
米国は、公立大学10、私立大学　3、合計13大学
である。
また、理学系と工学系を合わせて100人以上を育成する大学数は、日本が東京、
京都、大阪の　3国立大学であるのに対して、米国は、公立大学30、私立大学
17、合計　47大学である。
博士1人を10メートルの高さとした山にたとえると、1年間に理工系博士を育成
する大学は、日本は、2000メートル級が1峰、1000メートル級が2峰、200メート
ルから1000メートル未満が7時しかない。
ところが、米国は、5000メートル級が1峰、3000メートル級が2峰、2000メー
トル級が10峰、1000メートル級が32噂、200メートルから1000メートル未満が93噂
も連なるほどの壮観さである。
日本の大学は、米国の大学に比較すると零細規模の大学が手工業で細々と課程
博士を育成している状況である。
この日米の違いは、学生がどこの大学院の博士課程を選択するかというときに、
その選択範囲が日本は米国よりも極めて狭いこと、大学の中における博士課程は、
米国では大きな独自の存在をもっているのに対して、日本の多くの大学は外から
はみえないほどの小さなものであることを示している。
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第3図　博士育成規模別大学数の日米比較
第3－1図　　　理　　学　　系
ー9－
第3－2図　　　工　　学　　系
一10－
第3－1図　　　理学系・工学系の合計
出典：第6表「日本の主要大学の博士育成数は米国の大学に比較してどのような状況か」
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②　博士課程在学中の経費の負担状況
日本の博士課程在学生 は、在学中の学費な どを含め生活費 を自力で支払 っ
ている。 しか し、米国 の学生 は、 フェロー シップ制度 、 アシスタ ン ト制度 を
利用＿して生活費を獲得 できるよ うにな って いる。
以下、このことを詳述する。
日本の場合は次のとおりである。
日本育英会の奨学金は、民間企業に就職した場合には返済義務がある。また、
民間企業の奨学金のほとんどは、その企業に一定期間勤務しないと返済義務が生
じる。
日本学術振興会の特別研究員に採用されて大学その他の研究機関で研究に専念
する場合は、研究奨励金が156000円（199輝度）支給される。しかし、これが支給さ
れている理工系学生数（199時度）は323人で、これは、1988年から1990年までの理工
系博士課程在学生（3学年の総人数）5405人の　6％に過ぎない。
なお、一部の大学では、アシスタント制度が導入されているが、まだ、試行段
階である。
米国の場合は次のとおりである。
「学科及び指導教授の責任で、博士課程の学生であればフェローシップ、ティ
ーチングアシスタントシップ、リサーチアシスタントシップで月謝、生活費が支
給される」（米国プリンストン大学教授　小林久志「日米大学診・米国における大学と産業界の連削）のであ
り、奨学金を返済することはない。
米国で、自己資金のみで生活している大学院学生は、理学系で14％、工学系
で32％である。（「自然科学系博士号取得者の且的日米比勘NIST品肝のTN。．7　50貫参欄り
日本の多くの博士課程在学生は、費用を自己負担しているが、米国の場合は、
フェローシップ、ティーチングアシスタントシップ、リサーチアシスタントシッ
プという形で社会がその費用を負担している。
学生が進学できるかどうかは、極端にいうと、日本は親の生活揺助力があるか
どうかに大きく依存しており、「お金が全くいらない。更に借金がいくらできて
もいいという人以外は博士課程に進学できない」（「博凱2頂泰郎のである。
これに対して、米国では学生の研究能力がそれを決定していると考えてよい状
況である。
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③　博士課程入学の難易と教育訓練の方法
日本は、実態として、博士課程進学に厳しい選抜が行われていないが、米
国は、厳しい選抜が実施されている。
日本の博士課程は、特定の研究テーマの論文作成に重点がおかれているが
米国はコースワーク（履修科目）が主体となっている。
以下、このことを詳述する。
日本で、修士課程と同じ大学の博士課程に進学する学生の割合は、理学系81％、
工学系69％（有力耶乱立大学では88％）である。（文部省「学校基本調査報告」、「未来を拓く工学教育一大学
院改革のための検討と提言」19918大学工学部長懇談会　50．85頁参照）
他の大学から異動する度合が低いのは、「今の日本（大学院）の状況は、学生を貴
重な戦力と考えて囲い込み、ヒモつきにする」（「教要」頂参凧）からである。
これは、学生の見識を狭くしているとか（前記「提言」より）、「インブリーディング
（同種繁殖）の弊害が顕著で、これが真の競争原理や評価制度の導入を不可能に
する」（「博士課程制度の充実に向けて」小林久恵　日経サイエンス1992年1月号1買参照）要因と考えられ
ている。
また、定員に対する入学者数は、理学系が86％（国立は99％）、工学系が62％（国立は
77％）であること、入学志願者は理学系が定員の0．9倍（国立は⊥1倍）、工学系が0．7倍
（国立は0．8倍）であること（1991年現在∴大学審議会「大学院部会報告」平成3年11月12頁参照）、大学教
授は「進学させたい素質の学生はなかなか進学しない」（「教要」2頁参照）、「課程博
士に大学や国立研究所の研究生活に入れるほどの実力のある者が少ない」（「教要」
2、碩参酌という厳しい見方をしていることから考えると、日本は博士課程の進学
に当たって、厳しい選抜がなされているとは考えられない状況にある。
博士課程に入学した後は、特定分野の研究論文の作成に多くの時間をかけてお
り、制度的にも実態的にも、コースワーク（履修科目）の時間は少なく、博士号
の取得は、どのような論文を作成するかが決め手となっている。したがって、狭
い専門領域の専門家が育成されることになる。
米国の博士課程は、原則として学部のときとは違う大学の大学院に進学する。
「進学希望者が教授に申し出て、教授の0桁が得られると進学できる」のであり、
「研究書手前に、既成の論文を調査整理し、誰もやっていない、しかしやればい
かに値打ちがあるか、どれとどれをどのように組み合わせるかを文章化し、発表
する」（「教詳」54貫参照）のである。
プリンストン大学では、「能力のありそうな学生は、（学士から）Ph．D（博士）
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コースに入学し、最初の2年くらいの間に半分以上がふるい落とされる」。一般
に「厳格なGeneral Examination（大学によってはQualifying Examination）を
パスしてから本格的な論文研究を始める」のである。博士課程のカリキュラムは、
「コースワークを主体」（米国プリンストン大学教授　小林久恵「日米大学比較論・米国における大学と産業
界の連携」）とした幅広い研究の基礎能力の育成に力が注がれている。
（3）博士課程進学の目的と就職実態
日本の教授や学生の多 くは、博士課程は大学の教職につ くためにあると考
えてお り、工学系の有力国立大学学長の意見 も同様である。
実際に民間企業に就職する課程博士は米国よりも少ない。
以下、このことを詳述する。
博士課程在学生が、就職を決めるときに重視する条件は、研究の自由度である。
その割合は、理学系が65％、工学系が60％である。（集計表第8表参照）
大学教員を希望する者は、理学系が63％、工学系が47％、民間企業の研究員
を希望する割合は、理学系が12％、工学系が37％となっている。（集計表第9表参照）
日本と米国の博士課程修了者の就職先（1988年）は、次の図に示すとおりである。
（集計表第11表参照）
日本は米国に比較して、民間企業に就職する割合が低い。
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第4図　博士課程修了者の就職先の日米比較
（大学教員及び民間企業への就職割合）
本
、＼ 17．0％　（404人）
＼＼→、、一一一一
理学系
工学系
理学・工学系合計
（1865人）…精鉱　（183人）
出典：第11表「博士課程修了者の就職先は大学教員か民間企業か（1988年）」
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（4）論文博士制度の沿革と学位授与機構
日本には、課程博士 と異なる論文博士制度がある。論文博士号取得年齢
は高 く、博士号取得後の活動期間は課程博士より短い。
博士号を授与で きる機関として学位授与機構が設置 されている。
以下、このことを詳述する。
日本における論文博士の制度の沿革については、「自然科学系博士号取得の量
的日米比較（NISTEP R肝ORT No．7　平成元年12月）」において、次の諸点を明ら
かにしたところである。
①　日本は、1887年に博士制度を定めたときには、帝国大学大学院を設置して一
年を経過したばかりであったため、「大学院に入り定規の試験を経た者」がい
ないので、経過的措置として論文博士制度が生まれたものと理解できること。
②1945年の終戦に伴い、日本が新制大学院のもとにおける学位制度を審議して
いる際に、連合国軍最高指令官総司令部民間情報局から、大学設置審議会第8
特別委員会に対して論文博士を廃止する意向が示された。その意向に対して、
大学設置審議会は、「優秀な学問的才能を有する学者で、経済的事由」などの
事情によって大学に進学できない者がいるので是非論文博士制度の存続が必要
であると主張し、「それが認められて」今日にいたっていること。
③　論文博士の性格及び機能は、日本の課程博士及び米国の博士と異なっている
こと。課程博士はこれからの研究を行う能力が評価されるが、論文博士は過去
の研究実績が評価されること。課程博士は在学中に大学院博士課程の研究推進
に寄与しているが、論文博士にそのようなことは少ないこと。
博士号取得時の平均年齢は、日本の課程博士が理学系29．1歳、工学系28．5歳、
米国の博士が理学系31．5歳、工学系31．0歳（中央値）であること。
これに対して、論文博士は、理学系39．5歳、工学系41．9歳であること。
したがって、論文博士号を取得した後の創造的な研究活動期間は、日本の課
程博士や米国の博士よりもかなり短いと考えられること。
今回の調査においても一部の大学教授から、一般論として論文博士は博士課程
の研究に貢献していないこと、社会環境が大きく変わった今日においては、論文
博士制度は、生涯学習という意味で研究意欲を刺激する制度、あるいは過去の業
績を称える名誉的なもの、学位論文の対象とした研究分野では課程博士と同等の
研究能力をもっているという資格認定的なものとなっていることが指摘された。
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これらのことを総合すると、創造的な研究に従事する科学技術人材の育成を論
議する場合には、日米に共通する制度である課程博士に焦点を絞るのが適切と考
えられる。
なお、1991年から国立学校設置法により設置された学位授与機構は、「学校以
外の教育施設で」、「大学院に相当する教育を行うと認めるものを修了した者」
に博士号を授与することができることとなった。
博士号取得者に占める論文博士の割合は、次の表に示すとおりである。
第2表　博士号取得者数に占める静文博士の割合
日　　本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　　国
理　学　系　　　　　　　　　工　学　系　　　　　理学系　工学系
博士総数論文　論文博士　博士総数論文　論文博士
?????????????
??????????????????????
????
??????
博士数　の割合
36人
67
85
162　　　23人　　14％
610　　　287　　　　47
822　　　365　　　　44
??????????
????
?
860　　　363　　　42　　　1404
博士数　の割合
?? ? ? ? ? ? ? ? ?
??????
?? ? ? ? ? ? ? ?
??????????
820　　　341　　　42　　　1493　　　988
1987　　　837　　　373　　　45　　　1547　　　926
????????????
8416　　4162
8901　　4704
1988　　　881　　363　　　41　　1717　　　929　　　54　　　8954　　5148
注：日本は各年度の取得者数、米国は翌年の取得音数
出典：1987年までは「自然科学系博士号取得の且的日米比較（NISmP REPORT N0．7　平成元年12月）」。
日本の1988年は文部省資料、米国の1970．1988年はNSP90－320「SCHmCE仙D ENGINEERING D∝TORAm：
1960－89」による
2　大学院博士課程の機能と在学生のもつ社会的な意義
大学院博士課程は、「課程博士を育成する機能」と「研究する機能」とを
もっている。その「研究する機能」が、日本の学問の体系化と基礎研究を担
っていると考えられるが、研究機能の遂行に博士課程在学生が果たす役割は
大きいので、彼らは社会的な貢献を果たす存在といえる。
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以下、このことを詳述する。
大学院の目的は、学校教育法第65条に「学術の理論及び応用を教授研究し、そ
の深奥をきわめて、文化の進展に寄与すること」と定められている。
博士課程では、大学院設置基準第4条に「高度の研究能力及びその基礎となる
豊かな学識を養う」と規定している。
すなわち、「博士課程の機能には、課程博士育成機能と研究機能」（「教要」l頁参
照）とがあると考えられている。
博士課程の第一次的な目的は、「博士を養成する機能」を果たすことにあり、
その目的を達成するために、「教授する機能」をもっているのである。
すなわち、学術の理論及び応用の水準が急速に展開するときに、最新の学問、
最新の科学技術の理論や応用を学生に教授するためには、教授自身が新しく生み
出される科学技術を学問に体系化しながら、それを基盤として新しい研究を展開
する必要がある。
博士課程で「教授する機能」を十分に果たすためには、「研究する機能」が裏
側に十分確保されていなければならない。
この「研究する機能」は、「教授する機能」の遂行だけのために必要なのでは
ない。
すなわち、「大学は、次世代の学問体系を作り確立していくところである。そ
れは、民間企業ではやらない」（「教要」1．12貫参酌のである。
したがって、現在の国公立研究機関、民間研究機関では行われていないが、今
後重要になるような研究課題、あるいは、既に行われているが更に強力に推進し
なければならない研究課題が生じたときに、日本全体の科学技術の研究体制から
考えて、それを大学院で行うことがもっとも効果的な場合には、それを「研究す
る」ことが大学院博士課程に期待されることとなる。
事実、日本は、基礎的な研究を大学院博士課程に依存している。
大学院博士課程の研究は、大学「教授に共同研究者が配置されることによって、
より高度な、より幅広い研究が可能」（小林久志教授談）となるが、その共同研究者が
配置されていないので、大学院博士課程の学生がそれを肩代わりをしている。
また、博士課程には、新鮮かつ優秀な博士課程在学生が3年ごとに更新される
ので、それが「教授の研究を刺激し、また修士課程の活性化にも及んでいる」（小
林久恵教授載）と考えられている。
このように考えると、日本では、「教授と博士課程在学生とが一体となって大
学院の研究の推進機能と課程博士の教育養成機能に画期的な貢献をしている」
（「教要」1貫参照）のである。
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したがって、博士課程在学生は、単なる学生ではなく、社会的な貢献を行って
いる側面を強くもっているということになる。
3　民間企業で活躍する課程博士を育成しなければならない理由
博士課程が大学教員の養成のみを目的とするならば、現在の課程博士育成
数で十分である。日本の課程博士数を米国並にしようということは、民間企
業に就職する課程博士 を増加 しようということを意味する。
以下、このことを詳述する。
理工系学部学生数の伸びと博士課程を修了して大学教員に就職した人数との関
係を示したのが次の図である。（集計表第12表参照）
第5図　「理学系学部学生数の伸び」と「理学系博士課程修了者の
大学教員就職者数の伸び」との関係
出典：第12表「理学系及び工学系の学部学生数の伸びと大学教員就職者数の伸びとはどのような関係にあるか」
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これによれば、理学系では、1969年までは、理学部の学生数の伸びよりも、大
学教員に就職した理学系博士課程修了者数の伸びの方が大きかった。しかし、そ
の後は、理学部の学生数の伸びほど大学教員に就職した理学系博士課程修了者数
は伸びていない。
工学系の場合は、次の図に示すとおり、1974年までは工学部の学生数の伸びよ
りも、大学教員に就職した工学系博士課程修了者数の伸びの方が大きかった。こ
の傾向は一旦崩れるが、1987年以降は再び復活している。
第6図　「工学系学部学生数の伸び」と「工学系博士課程修了者の
大学教員就職者数の伸び」との関係
注　：学生数の伸び＝
教員就職者の伸び＝
各年の工学系学部学生数
1963年の工学系学部学生数×100
各年の工学系博士課程修了者のうち大学教員就職者数
1963年の工学系博士課程修了者のうち大学教員就職者数
×100
出典：第12表「理学系及び工学系の学部学生数の伸びと大学教員就職者数の伸びとはどのような関係にあるか」
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将来、博士課程修了者が大学教員になれる人数を、大学教員の年齢構成から算
出した結果は次のとおりである。
1992年までは、18歳人口が増加した時代であったから、理学部工学部の学生数
も増加の一途をたどった。しかし、厚生省人口問題研究所の「日本の将来推計人
口」（平成4年9月推計）によれば、2008年まで18歳人口は減少していくことになる。
したがって、その期間内に学生数が増加することはないであろう。したがって、
博士課程修了者が大学教員に就職できる人数は、大学教授の定年退職に伴う補充
人数程度とみることが妥当と考えられる。
理学系学部、工学系学部の教授の年齢構成は、次の図に示すとおりである。（集
計表第13表参照）
大学教員の定年退職補充人数を算定するときには、国立大学の理学部、工学部、
教育学部及び教養学部などの理学系工学系教授のポスト数に、私立大学のそれら
のポスト数を加算しなければならない。しかし、教育学部などのポスト数の算定
は難しく、また、私立大学教授の定年退職年齢は一定していない。
そこで、国公立大学の理学部及ぶ工学部の教授に限定し、かつその定年退職年
齢を一律に60歳と仮定した補充人数を、博士課程を修了して大学教員になれる可
能人数とみることとした。
これによると、定年退職補充人数は、1992年で、理学系は約80人、工学系は約
190人である。この人数は、以後、年々減少することになる。
したがって、国公立研究機関に就職できる人数は増えないという前提で、かつ、
博士課程は大学教員のみを育成することであると考えるならば、課程博士の育成
数は、現在の人数で十分ということになる。「大学教員は15年、20年に1人いれ
ばよい」（「教要」1頂参照）のであるから、供給過剰ということで、博士課程進学者数
は、縮小する方に向かうであろう。
そうすると、当然、米国との間に生じている国民一人当たり課程博士数の格差
は埋まらないし、進学者数が少なければ課程博士の資質の向上も望みにくいこと
になる。
大学教員の昇進コースは、実際には、教員の年齢構成、大学や学科の伝統的性
格などによってさまざまである。博士課程修了後直ちに講師となり、翌年には、
助教授に昇進するような例もないわけではない。
しかし、1講座1教授という条件で、よそからの人事の交流がないものと仮定
して、博士課程を修了後、直ちに助手となり、助教授から教授へと昇進するコー
スを想定すれば、理論上は、1講座の博士課程修了者は10年に1人いればよいこ
とになる。単純に、教員期間を3等分すると、10年間の助手生活、10年間の助教
授生活を経て、10年間の教授の生活をおくることになる。
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助手の10年間と助教授の10年間の下積み生活は、教員の豊かな人間性、創造的
第7回　大学教授の年齢構成（1988年現在）
出典：第13表「理学系及び工学系の大学教授の年齢はどのような構成か」
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な資質の向上、あるいは、広い知見の蓄積に支障となるのではないかと考えられ
ている。
すなわち、「一番研究のできる年代」を「助手、助教授という狭い階段に詰め
ておく」（「教要」18貢参剛ことは問題であり、しかも「助手を長年やっていると人間
として卑屈になり易く」（「教追」8頁、同旨「博就」目貫参照）、それは、博士課程在学生の
人間性の形成に悪い影響を及ぼす危険性がある。
つまり、大学の教授を、いわゆる、「生え抜き」で育成するには、需要面から
の限界があり、また優れた課程博士の育成の障害にもなるのである。
そのように考えると、博士課程の目的を大学教員の育成に限定することは、日
本全体の科学技術を停滞させる危険性が高いと考えられるのである。
したがって、米国のように、大学以外の研究機関、すなわち、民間企業の研究
機関でも活躍できる課程博士を育成し、一旦学外にでて、民間企業の研究機関な
どで実績を挙げた課程博士が大学教員になるような交流を活発に行うことが望ま
しいと考えられる。
このようなことからも、日本でも民間企業で活躍する課程博士が必要である。
そこで、次章では、民間企業で重用される課程博士をどのようにして育成する
かという観点から、民間企業で課程博士がどの程度必要とされているのか、課程
博士は民間企業でどのように評価され処遇されているのか、課程博士に対して関
係者はどのような改善意見をもっているのか、その実態を調査分析した結果を述
べることとする。
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削章網博士相聞企業でどの程度必要とされ、評価、処遇されているか
課程博士が民間企業で活躍するためには、民間企業が経営戦略を展開するにあ
たって、課程博士の有効性、必要性を強く認識していることが大前提となる。
次いで、民間企業の求める資質を備えた課程博士が存在すること、課程博士の
求める研究条件を提供する民間企業が存在することが不可欠といえる。
したがって、第一に、民間企業が課程博士を必要としているのかどうか、第二
に「課程博士が備えている資質」と「民間企業が課程博士に求める資質」とが一
致しているのかどうか、第三に「課程博士が民間企業に求める研究条件」と「民
間企業が課程博士に示す研究条件」とが一致しているのかどうかの実態確認が必
要である。
ここでは、上記の三点について、民間企業が課程博士を採用している実態、大
学教授及び民間企業の関係者の意見をもとに調査分析した結果を、民間企業が課
程博士を必要とする度合、「課程博士が備えている資質」と「民間企業が課程博
士に求める資質」、及び「民間企業が課程博士に示す研究条件」を類型化して述
べることとする。
ただし、「課程博士が備えている資質」については、主要民間企業の研究所長
の圧倒的多数が、「大学や専攻学科の性格」、「指導教授」、「課程博士の個々
人の性格」などによって非常に大きな違いがある（「所長」4～7貫参照）と指摘してい
る。民間企業が「課程博士に求める資質」や「課程博士に示す研究条件」も、
「業種、経営規模、その業種の景気動向、会社の首脳陣の経営方針、研究体制、
研究内容、専門性と民間企業のニーズとの一致の程度、上司の考え」などによっ
て様々な違いがみられる（「捗凱18頁以下参照）という指摘が圧倒的多数を占める。
以下に述べることは、それらの多数意見を背景にしたものである。
1　課程博士の採用実態と必要度
（1）民間企業における課程博士の採用数
日本の製造業全体に新規に採用された課程博士数の伸びは、修士よりも大
きい。これは、製造業が課程博士に期待していることを示すものと考える。
主要民間企業に限ってみると、課程博士の新規採用数の伸びは、日本全体
の製造業の伸びよりも大きいので、主要民間企業を中心として課程博士の必
要性が高まっていると考えられる。
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以下、このことを詳述する。
①　全製造業における課程博士の採用数
全製造業に新規採用された修士及び課程博士数の推移は、次の図に示すとおり
である。（集計表第14表参照）
製造業全体で博士課程修了者を新規に採用した人数は、1988年は209人、
1990年は　322人である。この期間に、54％増加した。
これに対して、修士の新規採用者数は、21％の増加である。
修士よりも博士課程修了者の伸びが大きい。
修士以上の学歴の新規採用者数のうち、博士課程修了者数の占める割合は、
1988年が　2．7％で、1990年は　3．4％となっている。
第8図　修士以上の新規債容赦数に占める博士課程修了者数の割合（全製造業）
出典：第14表「製造業は博士課程修了者をどのくらい新規採用してきたか」
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主要民間企業における課程博士の新規採用者数は、1990年は1988年よりも、
69％増加した。この増加率は製造業全体よりも大きい。
このことは、主要民間企業、すなわち大規模の民間企業は、そのほかの民間企
業よりも課程博士を多く採用していることを示している。
これに対して、修士の新規採用者数は、24％増加した。これも、製造業全体の
修士の新規採用増加率より高い。（集計表別5表参照）
なお、主要民間企業において、修士以上の新規採用者数に占める博士課程修了
者の割合は、1988年は4％、1990年は　5％となっている。これも、製造業全体
の　3％よりも高い。（業種別では、食料品・飲料製造業、医薬品製造業、鉄鋼・金属製造業が高い。集計表第
16表参照）
このように、最近の課程博士の新規採用者数は、主要民間企業を中心に修士よ
りも高い伸びを示している。
②　主要民間企業の修士及び博士の割合
主要民間企業に在籍する修士以上の研究者に占める博士の割合は、次の図に示
すとおりである。（集計表第18表参照）
第9図　修士以上の研究者数に占める博士号取得者数の割合（1990年現在）
－主要民間企業34社－
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課程博士
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修　　士
出典：第18表「主要民間企業で、修士以上の研究者の在籍者に占める博士号取得者数の割合はいくらか」
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1990年に、主要民間企業34社の研究開発組織に在籍する修士以上の研究者のう
ち、博士号取得者が占める割合は17％である。課程博士は　8％、論文博士は9％
である。（集計表第18表参照）
主要民間企業における博士の在籍者数は、1985年から1990年までの間に、課程
博士が93％、論文博士が158％増加した。課程博士よりも論文博士の増加が大きい。
（集計表第19表参照）
これは、主要民間企業においては、課程博士よりも論文博士の占める割合が増
加する傾向にあることを示している。
（2）課程博士を必要とするタイプ
この調査研究では、民間企業のタイプを次のように分類した。
業種の違いによる区分
G　必要度が高い業種
H　必要度が低い業種
新規分野に進出するかどうかの違いによる区分
I　新規分野に進出するために必要度の高い民間企業
J　従来から行っている業務を行うために必要度の低い民間企業
研究所の性格による区分
K　基礎的研究所
L　基礎的な研究と実用的な研究の中間的な研究を行う研究所
（以下「中央的研究所」という）
M　実用的研究所
（3）課程博士を必要とする度合
この調査研究の対象とした主要民間企業は、資本金、売上高、従業員数のいず
かが、日本で上位を占める民間企業である。
そのような主要民間企業において、課程博士の必要度がどのように異なるかに
ついて、以下、上記の三つの区分にしたがって詳述する。
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①　G（必要度が高い）タイプか、H（必要度が低い）タイプか
Gタイプの業種は、電気機械製造業 ・通信業、食料品 ・飲料製造業で 、H
タイプの業種は、パン類のみを製造する業種である。
輸送機械製造業は、H　タイプに近い。
以下、このことを詳述する。
主要民間企業で課程博士の採用方針が確立しているのは、全産業で27％である。
医薬品製造業、電気機械製造業・通信業は採用方針が確立しているとみられる。
（集計表第35表書照）
また、課程博士の中途採用が必要でありそれを既に実施洩みとしている主要民
間企業の研究所長は52％である。
その割合は、一般・精密機械製造業が高く、以下、食料品・飲料製造業、鉄鋼
業・金属製品製造業、輸送機械製造業の順で低くなっている。（集計表別7表参照）
主要民間企業の研究所長で課程博士を非常に必要であると考えている割合は、
電気機械製造業・通信業が58％で、以下、鉄鋼業・金属製品製造業、化学工業、
一般・精密・輸送機械製造業、食料品・飲料製造業、医薬品製造業の順で低くな
っている。（集計表第25表参照）
以上のことを総合すると、電気機械製造業・通信業、食料品・飲料製造業は　G
（必要度が高い）タイプとみることができる。
課程博士を採用する理由について、大学教授は、民間企業が求めるのは「学問
ではなく生産技術である。大半の民間企業の研究所長は学位がないと対外的に通
用しないという形式的な要請から課程博士を採用しているだけ」（「教則22頁参酌と
いう見方、「民間企業は即戦力を希望し、プロジェクトに合致した場合にしか課
程博士を採用しない」（「教則　9貫参剛という見方、「民間企業はスペシャリストを
求め、ゼネラリストの需要はない」（「教要」22貢参酌という見方をしている。
電気系の大学教授には、「半導体の分野では民間企業の方が進んでいる」から
課程博士を必要としていない（「教委」9膚参照）という見方、「電気系は従前から博士
号を評価する民間企業が少ない」（「教削　5頁参酌という見方があり、「エレクトロ
ニクスでは今や遥かに企業の方が有利な研究をやっているので、大学のレベル」
（「博凱12頁参照）を上げる必要があるとも考えられている。
機械系の大学教授には、「機械系は課程博士をあまり必要としていないように
見える」（「教要」9貫参照）とする見方があり、修士課程や博士課程を修了して民間企
業に勤務している者にも、「機械系の博士を求めていない」（「修凱13頁参照）、「工
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学系なら明らかに修士で大丈夫」（「博就」7貫参照）という見方がある。
課程博士を必要とする度合は、実在する課程博士が必ずしも民間企業の求める
資質を備えていないこと、また今まで学部卒業者や修士の力で今日の発展を築い
てきた歴史があること、論文博士が組織の頂点に立っている主要民間企業が多い
ことなどが強く影響していることが考えられる。
主要民間企業の役員で博士号をもつ割合は　7％、その82％が論文博士である。
主要民間企業の研究所長で博士号をもつ割合は42％、その74％が論文博士である。
主要民間企業の研究所長で博士号をもつ者のうち、論文博士の占める割合が高
い業種は、機械（除く電気）製造業、食料品・飲料製造業であり、逆に課程博士
が占める割合が高い業種は、化学工業・石油製品製造業、鉄鋼業・金属製品製造
業である。（集計表別5表参照）
なお、パン類のみを製造する業種は、H（必要度が低い）タイプである。この業種で
は修士も不要としている。
輸送機械製造業は、その研究所長の　80％は、課程博士を不要またはあまり必要
としていない（全業種では56％）としている。
また、この業種は、課程博士の中途採用をする必要性が全業種のうちでもっとも
低く、「自動車業界ならば修士で大丈夫」という意見（「修就」9頁参照）もあることか
ら、この業種も　H（必要度が低い）タイプと考えられている。
主要民間企業が必要とする課程博士の専攻学科は、電気電子、化学、バイオ関
係である。（集計表第30表参照）
②1（新規分野進出）タイプかJ（従来路線踏襲）タイプか
主要民間企業の研究所長は、課程博士を必要とする理由について、新規分
野に進出するためと従来から行っている業種のための両方の理由を挙げてい
る割合が高い。次いで、新規業種に進出するためにのみ必要、従来から行っ
ている業種のためにのみ必要の順序で低くなっている。
以下、このことを詳述する。
課程博士の採用と進出分野との関係に対する主要民間企業の研究所長の見方は
次のとおりである。
従来から行っている業種のためと新しい業種に進出するためとの両方から課程
博士を必要とする割合が高い業種は、医薬品製造業の82％、化学工業の79％、電
気機械製造業・通信業の67％である。
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新規業種に進出するためのみに必要とする割合は、一般・輸送・精密機械製造
業が39％で、鉄鋼業・金属製品製造業、石油製品製造業の順に低くなっている。
従来から行っている業種のためにのみ必要とする割合は、鉄鋼業・金属製品製
造業が22％で、その他の業種はこれよりも低い。（集計表那2表参照）
「研究所として全くの新規分野に進出する場合、博士クラスの採用は必須であ
る」（「所長」13頁参照）、あるいは、「製造業は常に新しい製品を開発していく必要が
あり、特に最近、独自の技術開発の必要性が強く意識されているため、優秀な技
術者が必要である。それが必ずしも博士課程修了者とはいえないが、最低博士号
を取得できるような研究開発に携わった経験（ブレークスルー）は独創的技術開
発に役立つものと認められる」（r所長」12頁参照）と考えられている。
③　K（基礎的研如タイプか、L（中央的研兜）タイプか、H（実用的研究）タイプか
主要民間企業に在籍する修士以上の研究者に博士が占める割合は、基礎的
研究所が高く、以下、中央的研究所、実用的研究所の順となっている。
以下、このことを詳述する。
第10図　研究所の性格と課程博士の必要性（研究所長の意識）
まったく必要でない
あまり必要でない
非常に必要である
出典：第24表「課程博士の必要性は研究所の性格によってどう違うか」
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研究所の性格と課程博士の必要性との関係は、前図に示したとおりで、基礎的
研究所の必要性は高く、中央的研究所、実用的研究所の順に低い。（集計表第璃表参照）
研究所の性格によって、博士の専攻学科の種類に違いがみられる。
工学系博士の占める割合は、基礎的研究所、中央的研究所、実用的研究所の順
に高く、基礎的研究所は、ほかの研究所よりも農学、医学、薬学の占める割合が
高い。
これらは、民間企業の研究開発が基礎的研究に近づくほど課程博士の需要は強
まり、その専攻学科は理学、農学、医学薬学に広がることを示している。
なお、「基礎研究、特に外国の研究所に勤務する場合、または外国と共同研究
をする場合は、博士の肩書きは必須」（「修就」1頒参照）という見方が強い。しかし、
「基礎的研究分野では博士号取得者と研究開発との関係は大いにあると思うが、
中央的開発（当社では先行開発とよぷ）では、企業の研究者を大学に留学させる方がメリッ
トが大きい」（「所長」14頁参照）という意見がみられる。
④　課程博士の採用の見通し
主要民間企業の研究所長の半数は、課程博士を増やす必要があると考えて
いる。
主要民間企業に勤務している博士課程修了者及び修士、並びに博士課程在
学生は、今後、民間企業は課程博士の採用を増加するとみている。
多くの大学教授は、民間企業が課程博士の採用を増加するときがきている
と考えているが、その一方で、日本の民間企業の経営姿勢は米国と違うので
課程博士の採用数を増加しないという見方もしている。
以下、このことを詳述する。
主要民間企業の研究所長で、課程博士の採用を増加する必要があると考えてい
る割合は56％である。（集計表第27衆参酎
しかし、そのほとんどは、できれば博士号取得者が良いと考えているに過ぎな
い。博士号取得者でなければ研究が進まないと考えている研究所長の割合は低い。
ただし、博士号取得者は不要と考えている研究所長の割合も極めて低い。（集計表第
23表参照）
大学教授で、民間企業は課程博士を増加すべきときにきているという意見に共
鳴する割合は75％、実際に増加するとみる割合は　94％である。（集計表別8表参照）
主要民間企業に勤務している博士課程修了者の42％、同修士の58％は、今後と
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も、「修士で大丈夫」と考えている。（集計表第43表参照）。
主要民間企業に勤務している博士課程修了者の83％、同修士の87％、博士課程
在学生の82％は、今後、民間企業は課程博士の採用を増加するとみている。その
理由としては、研究開発の水準が高度化するからだとみている割合が高い。（集計
表第26表参照）
大学教授などが、民間企業でも課程博士の採用を増加すべきであると考えてい
る理由には、次の二点がある。
第一点は、課程博士は、博士課程の研究過程で、次のような資質が養成されて
いるというものである。
すなわち、「知識は、20歳代に身につけなければならない」（「教要」18頁参照）。そ
の時期に、課程博士は、研究の「目的を特定せずに、教官と討論しながら自由に
研究テーマを発想し、研究方法を兄い出し、一人で悩み苦しみ」、「フレキシビ
リティを養成しながら、研究を完成するプロセスを3年間」（「教要」19頁）長くやっ
て、論文作成という成功体験をもっている。そのことが先端的研究を推進する自
信となっている。
「その研究過程が高級研究者として必要」（「赦要」18頁参照）である。その経験の
「有無がその後の創造的な研究に対する問題意識、研究スタイルに強く影響する」。
つまり課程博士は修士よりも、大局的に本質的に物事を見る能力、「基礎的理
解と知識の帽」、研究マネジメント能力、「研究成果の公表能力、事務能力など
の基礎訓練を受けて」（「教要」19貫参酌おり、「他人がやっていなければいないほど、
困難であればあるほど燃えてその間題に挑戦する。勝ち目のない挑戦ではなく、
やり遂げられるという確信をもった課題には自信をもって挑戦する。外国で進ん
だ研究が出てくる分野があるとそれを消化して独自の道を拓くことができる」と
いうのである。
これに対して修士で民間企業に就職している場合は、「貸金を得ながら民間企
業のある種の制約の中で一つの歯車として研究に従事する。無駄な時間を作らず
に、壁に突き当たれば直ちに誰かが手助けしたり、交代する。それでは先端を開
拓する独創的な研究者の資質は育たない」（「教要」19頁参照）というのである。
第二点は、これからの社会は、「高品位のテクノロジーを求める。民間企業は
そのニーズに応えるために、単に技術追究の側面からではなく、サイエンスの側
面を強く意識してきた課程博士を求めてくるに違いない。高品位のテクノロジー
とは、グローバルなもの、ヒューマンなものである。高品位のテクノロジーから
は、時間的な広がりの中で新たな問題が生じない。仮に問題を生じても、その間
題が非常に僅かな技術で、結果的に長命な技術ということになる。そのような高
品位のテクノロジーを裏打ちするのはサイエンスであり、サインテイストである。
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エンジニアリングのためにサイエンフイツクの資質を備えた人材とは、修士課程
修了後民間企業で過ごした人材ではなく、その間、博士課程でサイエンス観を身
につけた課程博士」（「教要」23貫参照）であるというのがその理由である。
また、今後、日本の民間企業は、「モデルのない研究開発」、「抜本的、本質
的な新しいアイデアに基づく」「自前の独自領域の技術開発が不可欠の条件」に
なっている。「新しい科学技術を創出するときには、矛盾が生じる。それを解決
するためには」「科学的武装が必要で」ある。したがって、「本格的訓練を受け、
本質的な理解に基づいた見通しをする課程博士が必要になる」（「教要」20貫参剛とい
う意見がある。
先端分野では、「キーマンにすべき人のキャリアとして」「博士号を持ってい
ることは当然の世の中である。日本で不足しているのは、そのキーマンである」
（「博就」6頁参照）という意見もある。
ある大学教授は「ゆとりのある大企業は、理論化学が民間企業に重要な貢献を
すると考え始めている。民間企業は理論化学の先達を育成していない。修士より
高い学識の者がいない。理論化学の中核になる人材として課程博士を採用する傾
向がでている」（「教要」Z頂参酌と指摘している。
しかし、「民間企業は博士を国際交流の肩書き程度にしか認識していない」
（「教要」20頁参照）ので、民間企業は課程博士をあまり求めないのではないかという大
学教授の意見もある。
それは、「米国では純粋科学でも必ずどのように役立つかを考えるが」、「日
本は米国と違って、役に立たない方が純粋という考えが強く、日本のアカデミズ
ムは基本的に応用、実用に向いていない。米国ではエンジニアが独立して会社を
設立したり、大学教員も契約終了とともに更に高い給料」（「教要」19頁参照）を支払う
雇用先を探す。「そのような場合には博士号は意味がある」が、日本の「産業構
造」、雇用制度のもとでは、日本の課程博士と米国の課程博士とでは価値が違う。
日本の民間企業の「製品開発は修士で十分で」、「先端的研究をする民間企業は
限られている。終身雇用制のもとでは」（「教要」20頁参照）、「課程博士は当たりはず
れがあるので」、優れた「修士を採用」する方が民間企業の「リスクはもっとも
少ない」（「教則　9頁参剛というのである。
また、課程博士は、博士課程に在学する期間、修士よりも経営知識、「会社内
人脈の形成、技術管理の知識の修得などが遅れるのでその分だけ無駄」（「教要」20
頁参照）という見方もある。
そのようなことから、民間企業は、「優れた修士を高級研究者にするための教
育投資をし、大学よりも優れた研究設備で、企業が主体をもって大学と共同研究
をしながら高級研究者を育成した方が企業利益が大きい」（「教削20貫参照）と推測さ
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れている。
「企業内で高級研究者を育成する力のない民間企業は、課程博士を雇用する力
もない」（「教要」20頁参照）ので、そのような民間企業においては課程博士の需要は増
加しないという考えや、「知的感動を覚えるような革新的基礎的研究には採算性
を無視した研究所が必要である。しかし、日本のサラリーマン社長は、自分の業
績をあげなければならないから基礎的な研究は無駄な投資と考えるだろう。機械
産業界には基礎的な研究に投資する余裕がない。民間企業に財力、生活力がつい
てH製作所の基礎研究を見習って欲しいという願望はあるが、現実には、民間企
業はそうしないだろう」（「教要」20頁参照）という考えもある。
2　課程博士の「備えている資質」と民間企業の「求める資質」
（1）課程博士の「備えている資質」のタイプ
この調査研究では、課程博士の備えている資質を次のタイプに設定した。
P　もっとも優れた修士が進学していない
Q　もっとも優れた修士が進学している
R　就職先は研究の自由を重視し、大学教職を志望
S　就職先は研究の自由を重視するが民間企業を含めて考えている
T　就職先は民間企業を志望
V　ヒト、モノ、カネを調整し、統合して研究をまとめる研究能力が不足してい
る
W　ヒト、モノ、カネを調整し、統合して研究をまとめる研究能力が修士より格
段に優れている
W“研究に専念する方を望んでいる
X　特定テーマは高い水準に到達しているが、それ以外の基礎的学識は修士と同
じ
Y　特定テーマのほか研究の本質を掌撮する能力、研究手法、基礎的学識の広さ、
語学力、科学的実証能力が修士より格段に優れている
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（2）「備えている資質」と「求める資質」との落差
「課程博士が備えている資質」の実態と、「民間企業が課程博士に求める資質」
との間には、おおむね、次のような落差が見られる。
第11図　「備えている資質」と「求める資質」の落差
課程博士の
「備えている資質」
???
＝－　P　もっとも優れた修士が進学していない
…　0　もっとも優れた修士が進学している
R　研究の自由を重視し、大学教職を志望
S　研究の自由を重視するが民間企業への就職も考
えている
バ…－‥　T　民間企業を志望
∨　ヒト、モノ、カネを調整し、統合する力が不足
している
Wヒト、モノ、カネを調整し、統合する力が修士
より優れている
W’研究を専念する方を望んでいる
…‥　X　特定テーマは高い水準に到達、それ以外の基礎
的学識は修士と同じ
…‥　Y　特定テーマのほか研究の本質掌握力、
研究手法、幅広い基礎的学識、語学、
科学的実証能力が修士より優れている
民間企業の
「求める資質」
注：1上図で、課程博士側の実態と民間企業洲の希望とが一致しないことが民間企業が積極的に課程博士を採用し
ない原因である。
2実線は実態が多いこと及び希望が強いこと、点線は実態がやや多いこと及び希望がやや強いことを示す。
「課程博士が備えている資質」の評価は、「常に個人差が大きく」、また「民
間企業の方針、研究体制、上司の考え方や評価能力、その分野の景気動向が複雑
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に絡んでいるので一概にいえない」（「修凱19頁参照）という意見が極めて多かった。
以下に述べる評価は、そのような考えを背景にしているものである。
①　P（学力普通）タイプか、Q（学力優秀）タイプか
民間企業は、優れた修士が博士課程に進学する例は少ないとみている。
工学系の大学教授の見方もそれに近い見方をしている。
以下、このことを詳述する。
先の博士課程入学の難易の項で、日本の博士課程は、同じ大学の博士課程に進
学する学生が多いこと、志願者の倍率があまり高くないこと、入学定員を満たし
ていないことを述べた。そのことからは、学力優秀な修士が博士課程進学を志望
する例は少ないとみざるをえない。
「進学させたい素質の学生はなかなか進学しない」（「教要」2頁参照）のである。
理学系及び工学系の教授32人は、博士課程進学者の成績を次のようにみている。
すなわち、修士課程を修了した時点で成績が上位5人のうち、3人以上が進学
しているとみている教授は、理学系が67％、工学系は　27％である。（集計表第32表参照）
また、成績上位の学生が進学する傾向が増えているとみる教授の割合は13％、
（理学系20％、工学系12％）それが減っているとみる教授の割合は24％（理学系
40％、工学系20％）である。（集計表第32表参照）
大学教授は、「課程博士の就職先が狭いのは、一級人物が修士で就職するから
ではないか」（「教要」9頁参照）とみており、また、大学教員の後継者という視点から
みると「人数はいるが能力的に要求水準に合う学生は少ない」（「教要」1瞞参照）と考
えている。
「博士課程進学者と修士の成績に差がない。差がないから若い修士を採用」
（「教要」9頁参照）するのであり、「理工系学生の絶対数が少ないので、採用競争に負
けないため」（「教要」4頁参照）に、いわば青田刈り的に修士を採用すること．になると
いうのである。
ある主要民間企業の人事部門の長は、「課程博士か否かにかかわらず、優秀な
者を集めたい。修士の相当数は優秀である。結果として課程博士から採用するこ
ともある」（「人事」l頁参照）と述べている。
大学教授の中には、「モラトリアムとして、進学」（「教要」4貫参照）するという見
方もある。
明確な就職先を掲げないで博士課程に進学する（射1の研究を続けたい、または、進路決定は
ー36－
時期早尚）学生の割合は、修士課程在学生では78％、博士課程在学生では66％、主要
民間企業に就職している課程博士の場合は77％である。（集計表第7表参照）
以上のことから、学力優秀な修士がすべて博士課程に進学しているとみること
には無理がある。
②　R C大学教員志望）タイプか、S（自由な艮問企業志望）またはT（民問企業志望）タイプか
課程博士は研究の自由を求めている。
多 くの博士課程進学者は、Rタイプである。その傾向は理学系に強 くみら
れる。
以下、このことについて詳述する。
博士課程在学生が就職先を決定するときに研究の自由度を重視している割合は、
理学系で　65％、工学系で　60％である。賃金が高いことを重視する割合は、理学
系で　7％、工学系で13％である。（集計表第8表参照）
また、大学教員に就職を希望する割合は、理学系で63％、工学系で47％であ
る。民間企業の研究職を希望する割合は、理学系では12％、工学系では　37％で
ある。（集計表第9表参照）工学系は理学系よりも　T（民間企業志望）タイプの割合が大きい。
大学教授は、「教えることが好きだとか、大手の民間企業でも自由度が少ない
という理由で大学教員希望者が多い。ただし、H製作所の研究所は希望者が多い。」
（「教要」8頁参照）こと、「物理系では、教員志望者は多いが理論系は実験系よりも門
戸が狭い」（「教要」8頁参照）こと、「国立大学の教員を希望し、専攻分野でないと行
かない」こと、「動物学専攻は、民間企業は自由な研究ができないと考えて大学、
国立研究所を希望する」（「教要」8頁参照）こと、「機械系では大学あるいは高等専門
学校の教員になるために進学するのであり、民間企業に就職するためとは考えら
れてない」（「教要」4頁参照）ことを指摘している。
「博士課程で　博士号取得→教員　の図式は間違いであり」（「修在」13貫参照）、
「企業の研究を志向する博士号取得者が必要である。現在は大学にポストがない
から民間企業に来る人が多く、逆にそういう人は企業は欲しくない」（「所長Jl頂参
照）という考えがある。
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③Ⅴ（統合力不足）タイプか、W（統合力優秀）タイプか
主要民間企業の研究所長は、 W　タイプが少ないとみている。
以下、このことを詳述する。
民間企業が課程博士に求めている資質は、次のように考えられている。
主要民間企業の研究所長は、「人間関係が良い」こと、「優秀な教授から受け
継いだ研究哲学を具体化」できること、「研究能力」、「マネジメント能力」、
「完遂意欲」の高いこと（「所長」l貫参刺を挙げている。
大学教授は、「優れた研究リーダー」であると考えている。「優れた研究リー
ダー」とは、「何かをやらせる見識ある言動、責任感、気概、一流意識」（「教要」
1頂参照）をもって研究開発のオーガナイザーの機能を果たすことができること、
「何をすべきかの値打ちが解り（ここまで解っている。ここから解っていない。それが解ったらどのよう
に素晴らしいということが認識できること）、それをほかの者にも認識させることができること、
人と組織、装置、資金をどのように使えば実現可能であるかを理路整然と短時間
に説明し、共鳴させることができる」（「教要」l頂参剛こと、「大小を問わず、一つ
のプロジェクトの中心として活動」できること、「実験技術、語学力に優れ、自
分の専門分野以外の分野も知っている」（「教要」10買参照）こと、「自分の専門にこだ
わらず広い視野でいろいろ分野をてがけ、研究以外の開発とかマネジメントに目
が配れる」（「教要」19頁参照）ことである。
また、工学系の場合は、「面倒みがよいこと、人にアイデアを惜しげもなく与
えても枯れない好奇心が強いこと」（「教則1頂参刺と考えている。
特に機械系は、「いくつかの深い専門と広い視野をもち、材料的側面、化学的
側面、電気的側面、情報的側面の人材を総合して、それらの間の協力関係を作り、
継続的に取り組み、発生するトラブルを解決することのできる」（「教要」22頁参照）こ
とと考えている。
主要民間企業に勤務している博士課程修了者は、「幅のない人は評価されない」
（「博就」10貫参照）と考えている。
主要民間企業に勤務している修士は、「先見性、指導力、チームワーク、人間
性、リーダーシップ」（「修就」21貫参照）があることと考えている。
このようなことから、民間企業では、W（統合力優秀）タイプの課程博士が求めら
れているというのが大方の見方である。
主要民間企業の研究所長によると、課程博士が実際に備えている資質は、次の
図に示すとおりである。（集計表別7表参剛
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これによると、自立的研究能力あるいは問題発見能力はあるが、グループリー
ダーとしての能力など組織的な研究実施能力はとりたてて高く評価されていない。
すなわち、W（統合力優秀）タイプが多いという評価は得られていないのである。
課程博士の備えている資質には、「個人差があり一概にいえないが、研究の先
見性、創造性はあるが、部下の研究能力を把握する力がないということでしょう
か」（「所長」5貢参酌という見方や、日本の民間企業は、「課程博士は社会性に乏し
く、指導的資質に劣るとして採用しない」（「教要」5頁参照）という見方がある。
第12図　研究所長による課程博士の評価
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研究マネージャーに昇進させる段階における課程博士の評価は、主要民間企業
の研究所長の68％が修士よりも研究の先見性を見きわめる能力がある、45％が修
士よりも部下をリードしていく力がある、22％が修士よりも部下の研究能力を把
撞する力があるとなっている。（集計表別8表参照）
課程博士は、「全く個々人に依存するが、統計的にみると、マネージャーとし
て不適当の者が多い」（「所長」7頁参照）、あるいは「専門分野における研究遂行のリ
ードは優れているが、部下の把捉、先見性については、個々人に依存する」（「所
長」6頁参照）、「優秀な割には共同作業がうまくない」（「所長」5、6頁参照）と考えられ
ている。すなわち、「概して個性が強く、リーダーシップを発揮し、筋の通った
人材育成もできるが自己犠牲に欠ける」（「所長」頒参照）こと、「自分の研究・技術
にこだわり部下の能力を引き出せず、それを発展させない例がやや多い」（r所長」
5頁参照）こと、「小グループでは研究能力を基に部下をまとめるが、必ずしも全体
がまとまらないことがある」（「所長」6頁参照）こと、「研究能力を把撞する力はある
がバランス感覚がない」（「所長」頂参照）こと、「当研究所では“いくつかの弱い部
分”があり、良い課程博士が欲しいが、柔軟性のない研究者はリーダーになりに
くく、研究開発上マイナスである。柔軟性のある修士を採用できれば、1～2年
企業内で問題意識をもたせた上で国内留学で博士課程を修了させた方が現実的」
（「所長」12頁参照）であることなどが挙げられている。
なお、「課程博士は、博士課程に在学した年数分だけ会社内人脈、技術管理知
識が少ない。数年経つと部下をもつが部下の妬みもあって、チームワークがうま
くいかないと聞いている」（「教要」20頁参照）という同情的な見方もある。
逆に、課程博士の備えている資質を高く評価する意見もある。
それは、「進行中の研究レベルを把握する力」や「研究熱心で能力がある場合
が多い」（「所長」頒参照）こと、「研究の進め方を知っておりスピードも早い」
（「所長」4頁参照）こと、「問題の解決にあたりその場しのぎの対策ではなく本質を捉
えた基礎的な立場から研究を指導しようとする傾向」（「所長」5貫参胤があること、
「自己の研究能力をもとに部下をリードする力が強い」（「所長」6頁参照）こと、「研
究レベルが高く部下がついていく」（「所長」6頁参照）こと、「平均的にリーダーとし
ての能力がある」（「所長」頂参剛ことなどである。
④　X（テーマに限定）タイプか、Y（幅広く有能）タイプか
主要民間企業の研究所長は、課程博士には X　タイプが多く、Yタイプが
少ないと考えている。また、課程博士に語学力の不足が自覚されている。
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以下、このことを詳述する。
民間企業で評価される課程博士とは、
「（深い専門知識）×（広範囲な知識）×（効率的な仕事の進め方）」
（「修就」1頂参照）のできる博士である。
民間企業においては、「最低限、博士号を取得できるような研究開発に携わっ
た経験は独創的技術開発に役に立つ」（「所長」12買参照）こと、「目前のプロジェクト
は修士が行い、長期模索を行うのは課程博士」（「教要」22貫参照りであること、「研究
開発の推進には、優れた研究哲学が組織的に脈脈と流れていることが必要で、優
秀な教授の指導を受けた人、成功体験をもった人に期待できるのは、彼らが承継
したり獲得した研究哲学を日常の研究に具体化すること」（「所長」12頁参照）であると
考えている。
したがって「課程博士はそのような大学研究室」の「研究哲学」に「しっかり
染まった者でないと価値がない」（「所長」10頁参照）という考えもある。
すなわち、民間企業が課程博士に求めている資質は、研究哲学、「基礎学力、
研究能力を仕事に展開していく」（「捗凱23頁参照）資質であり、「研究活動を通じて、
研究の進め方、広い知識や経験に基づいた問題解決の仕方、独創的な発想ができ
るかどうかであって、博士課程で選択した研究内容とは特に関係がない」（「博就」
9貫参照）と考えられている。
博士課程の研究テーマは、「研究に一番良い成果を得られる研究材料として、
たまたまそれを取り上げたに過ぎない。特定の研究材料でその性質を明らかにし
ただけで良い専門家とはいえない」と考えられている。良い専門家とは「根底に
科学の本質をとらえる能力を備えた者」（「教要」31頁）である。
このような見方に立つと、X（テ＿マに限定）タイプの課程博士は、「大学での研究
分野と民間企業での研究分野は異なる」（「博耽」9頁参酌こと、「民間企業では必ず
しも研究テーマを自分で選択できないので、その能力を生かせるとは限らない」
（「修就」20貫参酌こと、博士課程での研究が「企業の求めに一致していれば評価され
るが、一致していなければゼロ」または「マイナス」（「修就」20頁）であること、
「企業では、研究分野が変わる」（「所長」目貫参照）ことが一般的であること、加えて、
「博士課程の3年間で得られる専門的知識、経験は企業の広範囲な研究をカバー
するには非常に狭」（「博削　8頁参照）いこと、更に、科学技術の進歩が急速な今日で
は「博士課程の　3年で研究したテーマはすぐに古くなる」（「教要」zO頁参照）こと、
「製品を作る観点からは、研究の課題を捕まえる能力、解決する能力があれば良
い」（「教要」ZO頁参照）ので、研究テーマが古くなると、「つぶしがきかないので荷物
になるだけ」（「修就」20頁参照）であることから、民間企業から敬遠されることになる
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と考えられている。
そこで、課程博士自身も、「基礎研究所以外では、自分の研究分野に固執しな
い柔軟性」（r所長」15頁参照）をもつこと、「課程博士の学位は与えられたテーマでこ
れくらいの解決能力でこれだけ解決したという証拠として授与された」（「教要」10
頁参照）と考えて、「学位論文に対するエキスパート意識を捨てる必要がある」
（「教要」24頁参照）と考えられている。
また、「大学で基礎研究をし、民間企業でコスト計算もできる幅広い」（「教削
22貫参照）資質も求められている。
しかし、課程博士が備えている資質は、前の図に示したとおり、主要民間企業
の研究所長の37％は、専門にこだわり、配置換しにくいと考えている。（集計表第第
表参照）これを、研究所の性格別にみると、基礎的研究所長の33％、中央的研究所
長の　45％がそのようにみている。特に、この項目に三重丸をつけた研究所長が
いた。
また、研究開発態度が硬直的と考えている研究所長の割合は17％である。これ
を研究所の性格別にみると、基礎的研究所長の22％、中央的研究所長の18％、実
用的研究所長の11％がそのように考えている。
課程博士に求められるもう一つの資質に語学力がある。
それは、「語学力が劣ると論文読破能力が低下し、研究速度が」（「教要」5頁参照）
低下し、国際的研究の場でも鋭い論議ができないからである。
しかし、その語学力が欠けている。例えば、進学希望の修士課程在学生が、外
国の博士課程よりも日本の博士課程に進学したいとした理由の第1位は、語学力
が心配だということ（集計表那3表参照）であり、主要民間企業に就職している課程博士
も、課程博士の改善項目の第一に、語学力の向上をあげている。
⑤　「課程博士が備えている資質」と「民間企業が課程博士に求める資質」
との間の落差が及ぼす影響
「課程博士が備 えて いる資質」 と 「民間企業 が課程博士 に求め る資質」 と
の間 には大 きな落差が あって、民 間企業か らみ ると、課程博士 の人数 は十分
にいるが、採用 したい人は不十分 となっている。
以下、このことを詳述する。
主要民間企業は、博士号の有無にかかわらず、とにかく優秀な人材を採用した
いと考えている。
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民間企業が課程博士を積極的に採用するためには、課程博士の素質が、修士就
職でするグループよりも一段と上位、いわゆる　Q（学力優秀）でなければならない。
しかし、「課程博士の重みは、20～30年前の学部卒、修士課程修了レベルのよ
うに感じる」（「所長」9頁参照）こと、「博士のレベルの玉石混交ぶりに常に驚いてい
る。もっとフレキシブルで最低レベルが保障された博士を作らないと民間企業の
重点は、修士卒という従来の傾向を打破できないだろう」（r所長」1碩参照）という意
見に代表されるように、民間企業の希望は満たされていない。
すなわち、主要民間企業の研究所長は、次の図に示すとおり、その47％は、課
程博士の人数は十分いるが採用したい人材は不十分と考えており、優秀な人材が
十分いると考えているのは、13％に過ぎない。（集計表第33表参照）
そして、優秀な課程博士を採用するのが難しいと考えている主要民間企業の研
究所長は82％である。これを研究所の性格別にみると、基礎的研究所長が53％、
中央的研究所長が87％、実用的研究所長が91％となっている。（集計表別4表参照）
第13図　課程博士の供給状況（研究所長の意識）
?
?
人数が不十分
人数は十分だが採用したい
人材は不十分
優秀な人材が十分いる
出典：第33表「主要民間企業は課程博士が十分に供給されていると考えているか」
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たとえば、平均的な課程博士と修士とを並べたと仮定した場合に、どちらを採
用するかというと、修士を採用する研究所長は36％であるのに対して、課程博士
を採用する研究所長は13％である（集計表第小義参殿）。ここにも、実在する課程博士
が主要民間企業から良い評価を得ていないことが明らかである。
大学教授で、課程博士の求人数と求職数が見合っていると考えている割合は39
％、求人数の方が多いと考えている割合は52％である。（集計表別9表参照）
ただし、これは、1年間に育成される課程博士数は、特定大学に限られ、その
人数も少ないので、民間企業側もどこの大学院博士課程にどのような在学生がい
るかを十分に把握している。そのような中での見方である。
（3）資質の落差が生じる要因
課程博士が備えている資質と民間企業が求める資質との間に落差が生じる
要因は、次のように考えられている。
1Q（学力優秀）タイプが進学することを阻む要因
博士課程在学中の生活に対する社会一般の理解が不足していること、博士
課程修了後の将来展望が暗く、博士課程在学中の費用を回収できる見込みが
ないこと、実質的に自由に進学先を選べないこと、博士号は論文博士制度に
よって取得できること。
2　T（民間企業志望）タイプの育成を阻む要因
大学院博士課程に民間企業で活躍する研究者を育成するという意識が少な
いこと。
3　W　タイプ（統合力優秀）の資質形成を阻む要因
研究室に、いわゆる“生え抜き教授”に起因する暗さがあること、研究
体制が封建的、閉鎖的であること。
4　Y（幅広く有能）タイプの資質形成を阻む要因
博士課程で、論文作成が重視されすぎていること、このタイプの課程博士
を育成する風土とカリキュラムがないこと、大学教授が博士課程の教育や研
究指導に専念できないこと、建物、施設が前近代的であり自発的な研究がで
きないこと。
リサーチフェロー制度が発達していないこと。
以下、このことを詳述する。
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①　Q（学力優秀）タイプが進学することを阻む要因
優れた資質 をもつ修士が博士課程 に進学することを阻む大 きな理由は、
「博士課程の在学中と修了後の将来見通 しが暗い」からであると考えられて
いる。
以下、このことを詳述する。
博士課程に進学するかどうかを決定する要素は、
（修士課程修了して更に　3年間無収入という経済的負担）×（研究者とし
てしてやっていく自信）×（研究者としての将来の経済性）
である（「修就」頂参照）と考えられている。
ただし、「日本は博士号を取得した場合の社会的地位が米国よりも高いので、
非経済的損益を算入すべきである」（「教要」1頂参酌という大学教授の意見がある。
なお、自信に関しては、「日本の受験体制の影響を受けて、学生は自主的に研
究の筋道を立てて実験に取り組む能力が乏しく、受験疲労から気力を喪失してい
るので、3年間に博士論文を作成する自信がない。特に優秀な学生ほど学界の研
究競争に参列することの厳しさを知っているので蹄躇する」（「教要」5頁参照）という
見方がある。
ア　博士課程在学中の生活に対する理解が不足していること
博士課程に在学する時期は、家庭の形成期又は準備期にあたる。しかし社
会は、博士課程学生に同年齢者並の生活を保障しようと考えてはいない。
日本育英会の奨学金の金額や貸与制限、日本学術振興会の特別研究員の人
数、アシスタント制度の金額や運用に問題のあることが、優秀な学生の進学
を少なくしていると考えられている。
以下、このことを詳述する。
修士課程在学生で博士課程に進学しない理由の第一位は、そろそろ就職する潮
時と考えたこと（能力に限界を感じたことを含む）、第二位は、学費の出費が大変であるとな
っている。（集計表第閲表参照）
主要民間企業に就職している修士が進学しなかった理由の第二位は、進学のメ
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リットがないとなっている。（集計表第66表参照）
先に述べたように、米国の学生は、素質さえあれば独力で博士課程に進学する
ことができる。また、米国の奨学金は返済不要である。
日本では、博士課程在学中の費用は、本人（または親）が全額負担する。
親からの資金で生活をしている博士課程学生は15％、親の負担とアルバイトや
奨学金で生活している学生は31％、親の負担なしでアルバイトと奨学金で生活し
ている学生は54％である。（集計表第哺表参照）
特に私立で、親から遠く離れて大都市で勉学している博士課程在学生の経済的
な負担は、学生ないしその親に極めて重くのしかかっている。
博士課程在学生は、「米国の博士課程在学生は月に15万円くらいの給料を貰い
ながら研究をしている。私はアルバイトなしでは満足に食事もできず、本も買え
ない。米国の学生は、“日本では何故そんな条件で博士コースに行くの？”」（「博
在」13頁参照）と質問されると述べている。
博士課程に在学する時期は、一般的に家庭を形成する時期にあたる。国民年金
の負担やこどもの養育費などの生活費の支出も多くなる。
しかし、日本の奨学金や学術振興会の制度は、同年齢並の生活を保障しようと
いう考え方に立っていない。
日本育英会の奨学金の金額については、「博士課程在学という時期は、就職し
ていれば、ある程度の財産も蓄え、結婚して家族をもつという重要な時期」（「教
要6頁参照」）にもかかわらず、「就職している者よりも、7万円以上低い。これは親
からの援助やアルバイトを前提としており、研究に専念できない」（「博在」2貫参照）
し、「クレジットカードの作成さえ斬られる」（r博机7頁参照）状況に追いつめられ
ている。
したがって、「同世代並の金額が欲しい」（「博在」8、13貫、「修就」封貫参照）という要
望が非常に強い。
次にその貸与条件は、親が生活費を負担することを前提として、親の収入が一
定額を超えると制限される。これについて、「親の年収制限によって受給できず、
泣く泣く親に頭を下げるかアルバイトに追われる学生が多く」（「博在」l貫参照）、親
の年収制限の改善見通しがないから「来年米国に渡る予定」（r博在」1頒参照）という
意見もあった。
この貸与制限は、「自営業のこどもは皐に乗ってブランド品を多数もち、奨学
金や授業料の免除をうけている。給与所得者のこどもは、両方とも収入制限にか
かっている。」（「鯵凱33貫参照）から不公平だと考えられている。
また、返済免除について、「民間の研究機関も日本の技術開発を支えているの
だから、免除職にすべきだ」（「修削34頁参照）と考えられている。
－46－
日本学術振興会の特別研究員制度は、先に述べたとおり、それが受給できる可
能性は6％に過ぎない。しかも、進学してみないと受給できるかどうかのめどが
立たない。したがって、学力優秀な学生の進学意欲を高揚する効果は果たされて
いない。
アシスタント制度は、日本でも試行的に導入されているが、その金額は低いと
考えられている。
すなわち、これに応募しない学生のうち、40％は、1990年時点で仮に1時間15
00円としても、その金額は安いから応募しないと考えているのである。（集計表別5
表参照）
「1時間1500円、月　6万円という数字はどこからでるのか、これでは日本の大
都市では生活できない」（「博在」2頁参照）、「安い」（「博勘　3貫参刺、「拘束時間が
長いわりあいには安い」、「女房を食わせるためには安すぎる、ほかのバイトの
方が良い」（「博在」3眉参照）と考えられている。
イ　博士課程修了後の将来展望が暗く、博士課程在学中の費用を回収できる見込
みがないこと
博士課程を修了して大学の教職に就職できる見通しは暗いこと、仮に就職
できても、助手の生活は経済的にも精神的にも厳しいこと、民間企業で修士
よりも高い賃金を支給するところが限られていることが優秀な学生の進学を
少なくしていると考えられている。
以下、このことを詳述する。
先に、大学教員に就職できる人数は、国公立大学の定年退職補充人数と仮定す
れば、1992年以降、理学系では約80人前後、工学系では約190人前後の人数である
と述べた。
1991年に修士課程から博士課程に進学した人数は、理学系が　907人、工学系が
1171人であることから考えると、大学教員への道は非常に狭い。私立大学の博士
課程修了者は、特に「大学教員に就職するのが難しい」（「教要」5頁参照）と考えられ
ている。
大学の人事の閉鎖性も指摘されており、「国立大学の助手」の仕事は、「低賃
金の上、多くの雑用に追われ、自分の能力を一番発揮できる時期を無駄に過ごし
ている」（「博勘1頂参照）、あるいは、助手、助教授は「社会的、経済的、精神的に
恵まれた条件がない」（「教追」6頁参照）と考えられている。
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仮に大学教授になれても、「大学教授の処遇は民間企業の重役に比較して低く、
大学の研究は個人が責任を負うので逃避する場所がなく、研究競争（論文作成競
争）は織烈を極めている」こと、「実際には自由時間がない」こと、「研究室が
狭く研究費も少ない」ことから、大学教授は、「優れた資質をもつ者に博士課程
進学を勧めにくい」（「教要」4、6貫参照）と考えている。
「博士課程に興味があり、外国の大学院も調査したが、大学教授の報酬（研究
費を含む）が低いので就職の道を選んだ」（「修就」3頁参照）という実例もある。
主要民間企業でも、多くの課程博士は、修士に比較して有利な処遇を受けてい
ない。
「課程博士が就職に有利」と考えている者の割合は、課程博士が11％、修士が
9％である。（集計表別9表書照）
逆に、主要民間企業に就職している課程博士と修士で、「修士は課程博士より
も不利な処遇を受ける」と考えているのはそれぞれ13％、7％に過ぎない。（集計表
第67表参照）
すなわち、主要民間企業に就職している課程博士、修士の約90％は、課程博士
は、修士に比較して、就職も有利ではないし、処遇にも差がないと考えている。
主要民間企業に就職している者が、博士課程に進学するメリットをどのように
考えているかというと、最近博士課程を修了した者は、ずっと依然に修了した者
よりもややメリットを認めている。しかし、修士は、最近修士課程を修了した者
は、ずっと依然に修了した者よりもメリットを認めない傾向となっている。（集計
表第68表参照）
博士課程に進学するための所要経費は、修士で就職すれば得られる収入を機会
費用として含めて算定すると、約1250万円から1500万円（1990年試算）である。（集計
表第79表参照）
この費用を20年間の研究生活で得る賃金で回収するためには、無利子とし、か
つ退職金を除外すると、修士の賃金よりも約7％高くなければならない。（集計表第
的表参照）
しかし、後に述べるとおり、多くの民間企業では、課程博士の賃金は修士と同
額である。そこでは、博士課程在学のために修士よりも余分に支出した費用を回
収することは困難である。
ただし、「博士課程は、自己実現に役立つ一つのステップであり、」博士課程
修了後の「処遇の有利不利の問題ではない」（「修就」祁頁参照）という考えや、「自分
がその学問を一生やっていくかどうかで決めるもので就職条件の良否で決定すべ
きものでない」（「捗削34貫参照）という考えが示されている。
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ウ　実質的に自由に進学先を選べないこと
実質的に自由に博士課程を選べないことが、優秀な学生の進学を少なくし
ていると考えられている。
以下、このことを詳述する。
日本の有力国立大学の工学部長の報告書は、学生の「学科間、学部間、大学間
の異動が少ない。それは、教官の固定観念や極端な場合にはその囲い込みの姿勢
がある」（「未来を拓く工学教育」8大学工学部長懇談会49頁）と指摘している。
実質的に自由に博士課程の進学先が選べない理由は、「今の日本の状況は、学
生を貴重な研究戦力として囲い込み、ヒモつきにし、学生が自由に博士課程を選
択できないようにしている」（「教要」7眉應照）からである。
また、進学先が自由に選択できないために進学しなかったと考えられる実例は
次のとおりである。
「自分の希望する研究ができそうにない」こと、「所属する研究室の教授に幻
滅を感じた」こと、「教授と肌が合わず進学を止められた」こと、「学部の体制
が肌に合わなかった」こと、「博士課程には修士課程のうち1名しか進学できな
かった」こと、「同一講座に進学希望者が多数いた」こと、「同じ研究室の一つ
上の先輩が同じテーマで博士課程に進学していた」こと、「学びたい助教授の研
究室では制度的に進学が認められなかった」こと、「一応の基準定員で受け入れ
枠がなかった」こと、「学科内で卒業時の首席者だけが進学可能だった」こと、
「教授の退官で進学が認められなかった」こと、「教授の退官で研究室がなくな
った」こと、「教授の退官が近く、不利な面が多いと考えた」こと、「教授が人
間としてマシでなかった」こと、「博士課程がなかった」こと（「修就」6－7、3頂参照）
など枚挙にいとまがない。
なお、教授も「教授と学生とが性格が合わないということはあり」、教授と学
生の「好みの一致は重要である」（「教要」頂参照）と考えている。
「現在大学に閉鎖性」（「教要」頂参照）があり、特に「私立大学から国立大学に進
学するのは大変困難な状況である」（「修就」31頁参剛と考えられ、また、「大学を移
籍すると、移籍先の大学院で放任されやすい」（「教要」5頁参照）と考えられている。
これらの結果、「少なくとも修士から博士に進学する段階で大学を異動する自
由が欲しかった」（「博就」11、12頁参照）と考えられている。
このようにみると、好きな博士課程を実質的に自由に選択できない事例は非常
に多いものと考えられる。
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エ　博士号は論文博士制度によって取得できること
論文博士の制度 のあるこ とが、優秀な学生の進 学を少な くしてい ると考 え
られて いる。
以下、このことを詳述する。
主要民間企業に就職している修士の84％は、その研究開発活動を進めていく上
で、「修士であることが不利」と思ったことがないと考えている。（集計表第舶表参照）
しかし、「修士で大丈夫だが」、研究開発活動を進めるには、「できるだけ早
く学位を取るように」（「博鏡」2頁参照）した方がよいと考えられている。
それは、「これからの研究開発活動を進めていくうちに、博士号を取得した方
が活躍し易い」（「修削10頁参照）こと、特に「国際的にも信頼度が増し」、「研究面
での知識、人脈」（「修就」10頁参照）でも有利になると考えられている。
むしろ、「会社に入って博士号を取る方が賃金や昇進面で有利」（「修駄目0頁参照）
であるから、「大学よりも論文博士が良い」（「修就」10貫参剛とさえ考えられている。
実際に、主要民間企業の研究所長の85％は、論文による博士号の取得を奨めて
いる。（集計表別l表参照）
その理由の第一位は対外的評価が高まり会社に貢献することである。以下、会
社の研究水準の向上、研究者にとって有利の順となっている。そのほかには、成
功体験が研究リーダーとなるチャンスを増大させるとか、論文博士にしてやるの
が上司の責任という考えがある。
そのような理由から、主要民間企業の中には、論文作成の時間を認めるなどの
応接を行い、博士号取得後は研究費を有利にするなどの処遇をしているところが
ある。
ただし、「2年間博士課程に在学したが両親がいないために就職。論文博士の
道を期待したが未だ目的を果たしていない」（「修就」鋼頁参照、国立、1965年俸）例、「企
業では利益追求のための研究が多い」（「捗凱l晴参照）ので「民間企業で博士号を取
得するのは大学よりもずっと苦労が多い」（「修就」10頁参照）という見方もある。
大学教授の中には、「論文による博士号取得が簡単になり、課程博士の有利性
が失われた」（「教要」頂参刺とし、「経済的自立と社会的地位を得て博士号を取得
できれば、誰も博士課程に進学しなくなる。そうすると高等教育は修士までとな
り、教育に必要な先端の研究が遅れ、学問体系のレベルダウンになる。それは、
結果的に大学の空洞化を促進し、長期的には大学の教育機能を失う」（「教要」1時照）
と憂慮する考えがある。
－50－
ただし、主要大学教授の76％は、論文博士制度を存続すべきである、または存
続しても差し支えないと考えている。（集計表第93表参照）
その理由は、「知識を学問体系に織り込むことに参加する人は多いほど良い」
こと、「巨大システムで長期間の実験を必要とする分野では、論文博士制度によ
り日本全体のレベルアップ」が図れること、この制度は「生涯教育的な立場」か
ら「複数の人生コースを保障する利点がある」こと、「この制度の存在は日本が
階級社会でない証拠」であること（「教要目6、1頂参牒りなどである。
ただし、大学教授の12％は、論文博士制度の存続は否定しないが「最低1年間
は大学に在籍する方が大学の論理に合う」（集計表別3表参照）と考えている。
②　T（民間企業志望）タイプの育成を阻む要因
大学教授 、学生及び民間企業 に、博士課 程で民 間企業 の研究者 を育成 する
とい う意識が少 ない。 また、民間企業 が修 士 と同 じ処遇 を して いる・ことが、
Tタイプの育成 を阻 んで いる。
以下、このことを述べる。
大学教授の中には、「民間企業向けの課程博士の育成は不要である」（「教要」23
貫金剛という考えがあり、主要民間企業の研究所長の中にも、「大学院博士課程は
企業の研究員の養成機関ではない。大学院博士課程の研究では“自分の価値観”
にしたがって自分を具現するための努力をすべきところ」（「所別11頁参照）であると
いう考えがある。
このような考えがあることも、T（民間企業志望）タイプの育成を阻む要因になって
いると考えられる。
なお、民間企業が課程博士に示す研究条件がT（民間企業志望）タイプの育成に影響
していることはいうまでもない。
③　W（統合力優秀）タイプの育成を阻む要因
研究室の研究体制が封建的、閉鎖的であること、産業界と学界との人事交
流が少ないことが　W　タイプの育成を阻んでいると考えられている。
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ア　研究室の研究体制が封建的、閉鎖的であること
研究室の体質が封建的、閉鎖的であると考えられている。
以下、このことを詳述する。
工学系などでは、共同研究が多いので、課程博士には、良い研究リーダーの資
質が求められている。
W（統合力優秀）タイプの資質を育成するためには、「教授が明るくバツラツとし
て魅力がある」こと、「講座制の壁を越えて」ほかの教授と開放的な「共同研究
ができる」こと、人間性豊かな人間関係の中で、「学生が伸び伸びと研究をする
ことができる」（「教要」27貫参酌こと、大学教授が「情熱をもち、心から楽しんで研
究に取り組む姿勢を見せれば、それに感動し、感化されて学生が育つかも知れな
い」（「教詳」4頁参照）と考えられている。
本来、研究室では、博士課程学生が、「いろいろな経験を通じて判断力、後輩
の指導力、解決力、それらを総合して問題の本質をつかむ能力を養成できる」
（「教要」糾頁参照）ところである。
しかし、博士課程教育の現状は、「教育体制としては中途半端で、従来の徒弟
制度が同居して」（「教要」5頁参照）いるので、それが十分に行われていないと考えら
れている。
具体的には、「大学の人事は大勢が参画しており、強力な指導性が発揮できな
い」（「教要」1帽参照）こと、「大学内の人事や学生選抜等、教授、助教授の思惑が多
すぎて、人事のために研究効率が低下している面が大いにある」（「博削13貫参照）こ
と、「教授の研究業績を正当に評価しないし、人事はコネで動くので研究者の理
想から遠い」（「教要」頂参照けこと、「朝争原理を導入し実力主義でいくべきである
が、日本には何も新しい仕事をしないで給料だけを貰っている教授が多すぎる」
（「修在」15貫参照）こと、「画一的形式的平等主義により、人を大切にする気風が枯渇
している」（「教要」頂参照）こと、「学生の研究意欲がないせいか教授の指導意欲も
なくなっている」（「修在」6頁参照）こと、「教育に熱心さが足りない」（「修在」15頁参
照）ことなどが指摘されている。
また、「装置が古いから大学に活気がなく、教授が生き生きとしていない」
（「教詳」1頁参照）とも考えられている。
大学の後継者をいわゆる”生え抜き教授”で考えると、先に述べたように、助
手の期間が長くなり易い。「助手では科研費の主体になれない」（「教要」5頁柚）し、
「長く助手をやっていると人間として卑屈になり易く、それは、博士課程学生の
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自主的な研究の独立性を損なう」（「教要」27頁参照）と考えられている。
このような研究室の状況は、修士課程在学生から、「一見自由な研究活動が得
られそうにみえても引換に失うものがあまりにも大きすぎる」こと、「研究体制
が封建的」であること、「博士課程に進学すると教授からの拘束が強くなる」
（「鯵在」12貫参照）と考えられている。
「研究に関しては進学する気持ちはある。しかし、閉鎖的な社会に対して
negativeな印象が残るから進学しない」、「大学の研究室はまだ閉鎖的過ぎるし、
人間関係が少ない」（「修在」12頁参照）ので「大学院博士課程という小さな社会に埋も
れたくない」、「研究室の体制が自分には我慢できない」、「教授の仕事だけを
やらされるようになる」（「修在」8貫参酌のはいやだ、「この研究室では体力がもた
ない」、「教授があまりにも無能で自分のためにならない」、「教官の小間使い
をさせられるのはいやだ」（「修勘12頁参照）、「人間関係が複雑」（「修在」6頁参照）で
あると考えられているのである。
既に主要民間企業に就職している修士も、「日本の大学の教授を頂点とする封
建制にうんざりしたから進学しなかった」、「教授に幻滅した」あるいは「学部
の体制と肌が合わなかったから進学しなかった」（「修眈」6頁参照）としている。
また、主要民間企業に就職している課程博士も、「研究以外のスタッフの人間
関係に巻き込まれたくなかった」（「博削14頁参照）、「大学内の人事や学生選抜等教
授、助教授の思惑が大きすぎる」、「研究室内のチームワークがもっと欲しかっ
た」、「もっと良い人間関係で研究したかった」（「博凱13頁参照）、「日本の大学院
は金、人脈、学閥に左右されるところが大きく、実力主義ではなく教授の気に入
られることが最重要事であり、閉鎖的である」、「米国はオープンで、諸制度に
フレキシビリティであり、テーマが合わない場合は交渉により指導教授を変える
ことができる」（「博就」26頁参酌のに日本はそういうことができないなどと考えてい
る。
イ　産業界と学界との人事交流が少ないこと
産業界 と学界 との間にい くつかの障壁があ るために人事の交流 が沢 山行わ
れていない と考 えられている。
以下、このことを述べる。
「産業界と学界との人事交流があまりにも少ないのは、双方にとっても、日本
全体の研究レベルの向上にもマイナス」（「所長」10頁参照）である。
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しかし、「民間企業では一つの研究を長期間継続させないし、企業の秘密を守
るために学界発表を制限する」が、大学では論文業績がなければ採用しないので、
「民間企業から大学への流動性」（「教削6頁参照）を高めることはできにくいと考え
られている。
この人事交流の少なさも　Wタイプ（統合力優秀）の資質形成を阻むと考えられる。
④　Y（幅広く有能）タイプの育成を阻む要因
ア　論文作成が重視されすぎていること
論文作成が重視 されていると考えられている。
以下、このことを詳述する。
博士号を授与する基準は、「大学の特徴、学問の性格、学科」によって違うが、
ある大学の学位論文は、「学問の審査基準の厳しい学術誌に、学者として風格の
ある論文を数件発表することとなっている。論文投稿から掲載までの時間を必要
とするので　3年で学位を取得するのは無理」（「教要目0、日頁参凧）であるといわれて
いる。
物理学の実験系、生物学の教授は、実験場所と実験時期に「多くの制約が伴う
ことが多いので、実態は、3年で博士号を取得できない」（「教要」10、11頁参照）と考
えている。
主要民間企業の研究所長の76％は、課程博士を“中途採用”するのであれば、
年齢は35歳以下にしたい（集計表第周廣参照）と考えている。
つまり、若い課程博士を必要としているのである。
このため、大学から高度な水準の学位論文を求められ、それに何年もかかるの
では、民間企業に就職できないことになる。そこで、3年以内に、学位論文を作
成しようとすると、学生は限定された研究テーマの論文作成に集中せざるを得な
い。したがって、「論文博士は論文数が重視されるので、それが課程博士の論文
に影響するという弊害がある、実態として止めたらどうか」（「教則16頁参剛という
ことになる。
しかも、博士課程の研究テーマは、学生の希望と必ずしも一致していない。
例えば、工学系の実験を伴う研究テーマは、「指導教官が実験室の機器施設の
利用面と研究室全体の研究テーマを考えて、自分の研究室で可能であり、かつ発
展性のあるものを教授が選ぶ」（「教則12頁参照）ことが多いようである。電気系の研
究室では、「ある程度の研究チームを組んで行うので、個々の学生のテーマ選択
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の幅は自ずから制約され、もっと自由にさせて欲しいということにはならない」
（「教妥」12頁参照）とされている。
そのほかにも、「博士課程を修了して就職するときには、論文数や国際会議の
発表数が重視されるので論文を沢山書かなければならない。しかし、テーマの発
見には時間がかかるので、安易に指導教授の考えたテーマを行えば効率よく論文
が作成できる」（「教削12貫参照）ということにもなる。
したがって、博士課程の論文テーマは、多くの場合、教授から与えられたテー
マとならざるを得ない。
これを学生側からみると、博士課程では「良い研究テーマを選択する幅がなか
った」（「博凱14頁参照）と考えられ、極端な例では、「テーマが自分に合っていない
と考えたから進学しなかった」（「修眈」6頁参照）ということになっている。
その上、「最近の大学の研究テーマは、民間企業に比較して遅れているのでは
ないか」（「所則　電気槻絨製造業l碩参照）、「情報処理分野では日本の大学は実際の技
術に背を向けている」（「博凱26頁参照）と考えられている。
教授の間には論文作成競争がある。ところが、共同研究者が少ないので、博士
課程在学生に研究を手伝わせることになる。そのため、博士課程在学生は論文作
成に時間をより多くかけざるを得ない。
そして、「論文を書くための机上の研究テーマではなく、実際の現場で切実に
要求されている問題について知る機会が欲しかった」（「博就」12貫参照）と考えられて
いるのである。
ただし、1990年の秋に大学教授から示された論文の実績を重視する考えは、
1991年の秋には、非常に弱くなり、1990年よりも　Y（幅広く有能）タイプの課程博士
を育成することが必要と考えられていた。
米国の大学院では、1、2年は、履修課目の講義に集中しないと総合試験（資
格試験）に合格せず、合格しないと進学できない。その履修科目の帽も広く、
「自分の専門以外の分野、例えば有機化学を専攻する場合でも無機化学の講義を
受け、無機化学の論文を必ず作成する」（「教追」1帽参酌ことが義務づけられるなど、
Y（幅広く有能）タイプの資質を形成している。
イ　　Y（幅広く有能）タイプの課程博士を育成する風土とカリキュラムがな
いこと
幅広い基礎学識、実証能力を育成するための風土とカリキュラムがないと
考 えられている。外国は、その点が優れていると考えられている。
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以下、このことを詳述する。
博士号を取得する要件は、大学院設置基準に、修士課程で30単位以上を修得し
ていれば特段の単位をとる必要はなく（大学院投置基準第17条）、大学院に特別な定めが
なければ、「3年以上在学し、必要な研究指導を受けた上、当該大学院の行う博
士論文の審査及び試験に合格」すればよいとなっている。
この規定から考えると、制度としてのカリキュラムは存在しないといって過言
ではない。
主要民間企業の研究所長は、「現状では、博士課程の教育は、教授の助手とし
て研究展開上の実務の修得に重きがおかれているが、今後は幅広い知識を修得し、
多方面の分野で研究活動が行える実力を身につけた課程博士の供給をお願いした
い」（「所長」10、11頁参照）と考えている。
大学教授の中には、「民間企業はどのような課程博士を求めているのか明確に
して欲しい」（「教則22貢参照Dという意見がある一方で、民間企業の求めるのは「米
国型の課程博士」（「教要」㍑頁参照）で、「幅広い領域に対応できる資質と新規課題に
アプローチする能力」（「教要」26貫参酌であるという考えもある。
いずれにせよ、日本の博士課程には、米国のように履修科目を主体とする「教
育体制が確立」していないので、「個々の教授の個人的努力と情熱に頼って」
（「赦要」5頁参照）いるのである。
主要民間企業に就職している課程博士も、それは、「教授の力量」に委ねられ
ている（「博削23、2頒参刺と考えている。
大学教授に民間企業で求められる博士像について明確なイメージがなく、その
イメージの実現を目指したカリキュラムのないことが、Y（幅広く有能）タイプの育成
を阻む大きな要因になっている。
なお、米国の博士は、「研究遂行能力や帽の広さ、問題発見能力、論文作成能
力などのレベルが高」く、それは、「教授の質、指導、研究設備、研究環境」が
日本と格段に違う（「所長」13頁参照）からであるという見方や、「米国では企業と大学
の間を異動することが多く、現実的なテーマを研究対象とすることが多い」（「博
就」25頁金剛からであるという見方がある。
外国の博士課程が日本より良いと考えているには、修士課程在学生で進学を希
望する者の10％、博士課程在学生の55％、主要民間企業に就職している修士の67
％、主要民間企業の研究所長の68％、主要民間企業に就職している博士課程修了
者の77％である。（集計表那2表参照）
博士課程の進学先として外国が良いとする理由の上位3項目は、優れた能力が
身につく、外国の研究者との間に人脈ができる、外国語の力が高められるといダ
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ものである。（集計表那6表参照）
外国の課程博士の方が日本よりも優れている点は、「表現力、研究の両面から
のカリキュラムが充実している」（「博凱24頁参照）こと、「基礎的なトレーニングが
厳しい」（「博凱25頁参剛こと、「基礎学力、能力評価が日本より厳しい」（「博凱
2頒参照）こと、「研究が進め易く、教育体制が厳格としており、中途半端な修了は
認めない」（「修凱26、27頁参剛こと、「日本人と英米人との間には論理構築や研究
展開の方法に差がある」ので、「科学は西洋の所産、研究哲学を学ぶには本場の
方がよい」（「博凱24、25貢参即こと、「基礎研究がやり易い」こと、「独創に対す
る評価が温かい」こと、「個人の競争意識が強い」こと、「自主的な研究ができ
る環境にあると聞いている」こと、「日本は依然として大学教授の養成所のカラ
ーが強く、研究者の育成は二次的な役割となっている」（「修就」26、2頂参照）ことで
あると考えられている。
また、研究を「世界的なレベルでとらえ易い」こと、「研究の自由度が高い」
こと、「ズバリ個人主義である」（「博在」12頁参照）こと、「米国の講義は面白く楽し
く学べる」こと、「日本にはロクな大学がない。博士号をとった大学がある特定
の大学以外であればロクなことがない」（「修机10貫参剛こと、「研究室の管理体制
が違う（日本は封建的）」こと、「研究・学問に対する新たなアプローチの仕方
を身につけられる」こと、「外国の教育制度の方が研究員としての思考力を養う
のに適する」こと、「欧米の工学博士は価値」（「修在」10頁参照）が高そうであること、
「ある特定大学の博士でなければ話にならない」（「修凱26頁参照）ことなどが挙げら
れている。
ウ　大学教授が博士課程の教育や研究指導に専念できないこと
教授は、学部から博士課程 までを兼務 しており非常に多忙であるが、共同
研究者も秘書などの補助者もいないので、博士課程学生の教育や研究指導に
専念できないと考 えられている。
以下、このことを詳述する。
大学の学部の教授と博士課程の教授とは、その教育レベル、研究の指導方法に
大きな違いがある。
例えば、「大学の研究所の教授は研究が90％、大学院の教育が10％である。こ
れに対して学部の教授は研究が30％、教育が70％」である。ところが、博士課程
の教授は、修士課程と学部とを兼任している。本来は、研究能力の変化を考える
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と、「教授のライフスタイルとして大学院から学部に異動することが自然である」
（「教則1頂参酌が、そのような視点に立った教授の配置は考えられていないのであ
る。その結果、研究がもっともできる年代に「教育面の負担が重く」（「教要」頂参
照）研究が十分にできないこととなる。
それに加えて、教授は、修士課程や博士課程の研究テーマを考え出すとともに、
「教授も業績主義に束縛される」（「教要」㌫頁参照）ので研究実績を挙げるために織烈
な論文作成競争に参加している。
しかも、「教室を運営して行くための対外折衝に時間がかかり」（「教要」瞞参照）、
「文房具代」（「故買頂参削）程度しかない研究予算を効率的に使用するために、ど
の研究室が窓ガラスの修理費用を負担するかというような教授会議を開催するな
ど、物品の調達、機器の保守、研究費の調達に奔走している。
近年、外国人留学生が増加しているので、その問い合わせに対する回答から、
下宿探しや身元保証までも教授が行っている事例が多い。
このように、大学教授は繁忙をきわめているが、教授の共同研究者はいない。
また、助手の定員枠を助教授に振り換えた大学や、助手の希望者がいないために、
助手が不在の大学も多い。秘書を雇用することも難しい。また、事務管理機能も
近代化しているとはいいがたい。
大学教授は「自由時間があると考えられているが実際には時間がない」（「教要」
6貫参照）こと、その上、研究費などが乏しいことから、すでに、「教授の個人的努
力と熱意の限界を越えている」（「教要」5頁参照）ので、「日本は高等教育を放棄して
いる」（「教要」頂）ように見られている。
大学教授が多忙であることのしわよせは、必要以上に博士課程学生を教授の研
究の有力な戦力にさせている状況である。
この点は、次のように見られている。
（ア）教授の見方
大学教授は、「日本では、大学の研究を博士課程学生に頼りすぎ」（「教則30貫参
照）と考えつつも、「博士課程在学生がいると研究の中心になってもらうことがで
きる」（「教則1頁参照）ので、「博士課程在学生は研究の戦力に組み込まれている」
（「教要目2貫参照）と考えている。
（イ）博士課程在学生の見方
大学の研究戦力に組み込まれていることに対する博士課程在学生の意識は、次
の図に示すとおりである。（集計表別2義春の
教授の研究戦力とみることに反対するのは15％、博士課程の性格上止むを得な
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いとするのは30％である。（集計表別2表参照）
賛成する理由として、「教授は研究成東を得、学生は方法論を学べるので当然」
であること、「博士課程の性格上」「研究者としての実力をつけるには好ましい」
こと、「研究チームの一員として教授の戦力として研究し、それなりに技術、知
識を教授から得られるから、単なる研究室、教授の雑用係にならなければ良い」
と考えられること、「研究業績を教授がとってしま」わなければ問題ない（rl軋在」
6、7貫参照）ことを挙げている。
しかし、「単なる手伝いに利用されるだけで良いこととは思わない」こと、
「外国の研究所と比較すると学生に頼りすぎているように思われ、外国との研究
上の競争という点で不安である」こと、教授と学問的興味が一致していれば良い
が、学生が好きでもないテーマをやらされていたり、「テーマを全く天下り的に
与えられるのであれば問題である」（「博在」6、頂参照）などとも考えられている。
第14図　博士課程在学生は大学院の研究戦力とみられることを
どのように感じているか
博士課程の性格上
やむを得ない
30．0％ ?
??
ー??????????
出典：第82衷「博士課程在学生は大学院の研究戦力とみられることをどのように感じているか」
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（ウ）修士課程在学生の見方
修士課程在学生が進学しない理由として、「研究室の体制が自分には我慢でき
ない」こと、「教授の仕事ばかりやらされる」こと、「基礎研究が主で実用面に
沿った研究ができない。研究室のスタッフが学生の指導に熱心ではない」こと
（「修在」8頁参照）を挙げている。
そのようなこともあって、教授から博士課程進学を勧められた修士課程在学生
の反応は、「雑用を押しつけようとしている」と考え、「雑用が飛躍的に増える
から断ろうと思う」、「ただ単に雑用に追われ3年間過ごして肩書きだけとるの
はいやだ」、「一見自由な研究活動ができそうにみえても引換に失うものが多す
ぎる」し、「学会発表要員は多ければ多いほど良いのだろう」（「修在Jl碩参照）とい
うように冷ややかである。
「日本の博士課程は雑多な事務作業に忙殺されそうだから外国の博士課程がよ
いとする」（「鯵在」10頁参照）学生もいる。
（工）主要民間企業に勤務する課程博士の見方
主要民間企業に勤務している課程博士は、「日本の大学院は最低！授業料を払
って教授の労働力となるのはゴメンだ」（「博削26頁参酌という意見、「研究の主力
は博士課程の学生である。博士課程のやっていることの大部分は助手と同じであ
るにもかかわらず学費を納めなければならない。非常に矛盾している。日本の大
学の教授は、タダでヒトを使い、しかも、研究のサジェションもほとんどだきず
に論文の最後に学生の名前を記載し、スター印は自分の名前につけたがる。現在
の講座制のもとでは反発するわけにもいかず、それが若手研究者の発想とやる気
をそいでいる」（「博凱16貫参酌とも指弾されている。
「博士の研究活動が“奉仕”では辛い」（r博凱18頁参照）、「日本の大学は、学生
を単なる労働力として扱う部分が多く、システマティックに一人の研究者として
育て上げる意識が薄いのではないか」（「博凱24頁参照）というのである。
「博士課程では、学会発表等に追われることが多かったのでもっと落ち着いて
研究をしたかった」、「自ら研究哲学（研究の意義と方法論）を創出できるよう
な教育、基礎学力がつく時間が欲しかった」と考えられている。
（オ）主要民間企業の研究所長の見方
主要民間企業の研究所長で、博士課程在学生を研究戦力とすることに批判的な
意見をもつ者は44％である。（集計表別3表参照）
主要民間企業の研究所長の中には、「大学院博士課程では、自分の考えを立証
するための研究を行うべきである。論文は研究成果を世に問う場である。教授と
－60－
共同で論文を作成するのは当然である」（「所長」頂参照）という意見がある反面で、
「現状では、博士課程における教育は、教授または助教授の助手として研究開発
上の実務の修得に重きが置かれているという問題点がある。今後は幅広い知識を
修得し多方面で研究活動を行える実力を身につけた博士号取得者の供給を大学に
お願いしたい」（「所長」10貫参照）という意見もある。
（カ）アシスタント制度の運用上の問題
大学教授が博士課程の教育や研究指導に専念できるようにするために、アシス
タント制度を活用する考えがある。
日本でアシスタント制度が制度化されたとしたら、博士課程在学生の70％前後
の者は応募したいと考えている。（集計表別4表参照）
応募する理由は、「Research assistant　のような仕事はほとんどの大学院生
が無給でやっていると思われる、いくらかでも報酬がもらえれば嬉しい」（「博在」
3、4頁参照）こと、このような「大学院生の再教育を目的とした制度は好都合」
（「博在」4頁参酌であること、「通常のアルバイトは金を稼ぐための仕事に過ぎない
が、Research assistantは自分の素養を高めることもできるし、責任感と誇りを
もってやれる」（「博在」3頁参酌ことである。
しかし、博士課程在学生の20～30％は応募しないと考えている。
その理由は、「制度化されると、今以上に教授の手伝いをさせられて、コピー
とりに走り回ることが正当化される」（「博在」5貫参剛こと、「先生によってこき使
われて自分の時間がなくなる」（「博在」3屑参照）こと、「自分の研究との境界がわか
らなくなる」こと、「個人的に時間延長を頼まれると断りにくい」こと、「この
制度は安い時間給で学生の奉仕を半ば強制しかねないという意味でかえって有害
だということは小学生にも理解できる」（「博在」5貢参剛こと、「自分の研究活動の
負担になる」（「博在」4頁参照）ことなどである。
修士課程在学生も、「時間通りに終わるとは思えない」（「修在」碩参照）こと、
「個人的に付き合いたくない教授が多い。雑用ばかりやらされるのは目に見えて
いる」こと（「修在」3頁参照）、「教授と関係が深まり、就職などに拘束を受け」そう
であること、「教授の研究内容を信用できない」（「修在」4頁参照）こと、「自分の研
究と教授の研究が同じになってしまう恐れがある」（「修在」3頁参照）こと、実施して
いるが「給料は貰えない。研究室に巻き上げられている」（「修在」l頁参照）こと、
「残業が多くその分給料を払って貰えない」（「修在」措参照）こと、「本当にお金が
貰えるならば良いが実際には研究費の〟たし，，にされてしまう可能性がある（現
実はこうではないか）」（「修在」4貫参照）ことを指摘している。
「このアンケートの作成者は日本の大学のシステムが解ってこのような質問を
－61－
するのか。アシスタント制度ができたら余計ただ働きの時間が増える」（「修在」3
頁参照）という強い抗議さえ記載されていた。
このような問題が生じる要因は、日本の教授の学生に対する前近代的な考えや
姿勢、合理的な感覚の欠如、更に、学生のアシスタントの賃金さえ研究費にあて
なければならないほどの研究費の乏しさ、心底から慕っていない教授のもとで勉
学しなければならないことから生じる教授への不信感などである。
エ　建物、施設が前近代的であり、自発的な研究が制約されること
大学 の建物は貧弱で あ り、研究費 も少な く、 自発的 な研究が制約 されてい
る と考 えられている。
以下、このことを詳述する。
主要大学の教授は、大学院で「本当の意味の研究者を育成するためには、大学
の建物の質、設備、研究室のスペース、校費などの資金」（「教追」z頁参照）が必要で
あり、「大学の基礎研究には、真理を追求できる社会的文化的環境も必要である」
が、「そのことへの議論が欠落している」（「教要」113貫参剛と考えられている。
また、「大学院生の定員に対する部屋の割当がない。課程博士を養成するため
のスペースが不足」（「教要」6頁参照）していると考えられている。
具体的には、化学関係の講座の専用面積は、国立大学は2501戒、私立大学は170
戒（1988年～1989年）である（日本化学協会）が、その広さは、国立大学でも、身体の
危険を覚えるほどの狭さである。「旧帝大でも施設が悪く、日常の化学の実験は
危険を伴っている」。「新しい技術に対応した実験装置が購入できない。仮に購
入できても置く場所がない」。「それ以外の国立大学でも研究環境は極めて劣悪
である。早稲田大学、慶應義塾大学も同じである」（「教則　6買春剛と考えられてい
る。
また「民間企業の研究設備は良く、研究費が多い。大学との差は学会の発表な
どで歴然と表れる」（「教要」7頁参照）のである。
近年、「日本の民間企業の研究投資額が多くなって研究能力が上っている。官
庁等の公共建物」も美しく改築され、「社会は、ゆとりある創造的な研究体制、
社会体制ができている。しかし、大学だけが旧態依然とした団地サイズで最低の
投資で最大の効果を上げようとしている。その分、大学教授は無理を強いられて
いる」（「教削12頁参照）と考えられている。
また、主要民間企業に勤務している課程博士も「設備の遅れが目立ち、“知恵
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”だけでは限界がある」（「博凱18頁参照）こと、博士課程在学当時を振り返ると「マ
シーンタイムがいっぱいのため、十分に実験する時間がとれなかった」こと、
「もう少し多めの研究材料費が必要だった」（「博凱14頁参照）と述べている。
「国の講座費は、文房具代、研究雑費程度であり、研究設備の更新、機材の購
入はできない」、「研究費は教授が集めている」、「当研究室の研究費に占める
国の支出割合は17％にすぎない」（「教要」7頁参照）という意見がある。
資金が不足しているので、教授は、「研究施設の維持などに力をさかなければ
ならず」（「教要」6頁参照D、その分、教育研究の時間を割愛しなければならないこと
になる。
修士課程在学生、博士課程在学生が研究設備、研究スペースの改善を希望する
度合は、経済的援助に次いで高い。（集計表第70表参照）
なお、研究設備、研究スペースの改善を希望する博士課程在学生の割合は、理
学系よりも工学系が10％高く、国立大学より私立大学が10％程度高い。これは、
工学系と私立の大学院の窮状を示している。（集計表第86表参照）
「理学の基礎研究に民間企業が研究費や寄付金を出すとは考えられない。特に
私立大学の研究環境を国立大学並に近づける意味、要請が大きい。私立大学の工
学系は、総合的な研究環境、実験設備、サポートする人材が民間企業より劣って
いる。大学と民間企業との対等性を保つことが施設的に困難になっている。大学
は民間企業と違う領域の研究をすべきだとの考えもあるが、実験に巨大設備と多
額の金が必要であり、私学で経営できる範囲を超えている。学費だけでは設置す
ることはできない。そうすると私学の研究は、実験以外のソフト的な方向に向か
わざるを得ない。私学も経済成長期に、学士や修士を数多く産業社会に供給して
日本の産業に貢献している。私学の公共性を理解して、私学助成を強化し、国の
プロジェクトに参加しやすくして欲しい」（「教要」29頁参照）という要望がある。
オ　リサーチフェロー制度が貧弱であること
博士号取得後に、 “同年齢の人並”の家庭生活を営みながら、いわゆる武
者修行 によって研究能力を研蹄できる場が貧弱であると考 えられている。
以下、このことについて詳述する。
課程博士が研究開発資源を統合する能力を向上させるためには、いろいろ異な
る研究機関で、さまざまな研究開発資源を統合する経験を積み重ねることが有効
である。それには、博士号取得後に、“同年齢の人並”の家庭生活を営みながら、
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いわゆる武者修行のできるリサーチフェロー制度が必要である。
リサーチフェロー制度に対する研究者の意識をみると、研究所を渡り歩いて研
究能力を研紳したいと考えている者は、博士課程在学生の83％、博士課程を修了
して主要民間企業に勤務している者の86％となっている。（集計表第87表参照）
しかし、その現状は次のとおり、極めて貧弱である。
リサーチフェロー制度としては、日本学術振興会の博士課程修了者等の新規特
別研究員制度は201名（申請者数は497名）、科学技術庁の特別研究員制度（第1
回50人）、理化学研究所の基礎科学特別研究員制度は1年間25名、その他創造科
学技術推進制度がある。
また、三菱化成生命科学研究所の　2年契約の特別研究員制度は毎年10数名程度、
（財）相模中央化学研究所の契約研究員制度は1年間6～7名程度、（財）大阪
バイオサイエンス研究所の研究員制度は1年間に　5名程度である。
この程度の人数では、1991年3月に育成された課程博士1722名の受け皿として
は、決して十分とはいえない。
課程博士が備えている資質と民間企業が求める資質との間に落差が生じる要因
は、以上に述べたとおりである。この実状を、理想に向かって情熱と献身的な努
力で博士課程学生の研究指導にあたっているある教授は、やや自虐的に次のとお
り要約している。
すなわち、博士課程では、「人望の少ない学生が、借金を重ねながら、貧しい
団地サイズの建物の、徒弟制度的なよどんだ社会の中で、博士論文という限られ
た条件でスペシャリスト的な研究をして、自分の研究に固執している。これでは、
民間企業では使いものにならない」（「教要」21頁参刺と。
もちろん、人望の高い優秀な学生が、自活しながら切磋琢磨、身を粉にして努
力している事例は多い。しかし、この言葉は、博士課程のおかれている現状を雄
弁に物語っているものと考える。
3　「民間企業が課程博士に示す研究条件」と「課程博士が民間企業に求
める研究条件」
（1）民間企業の研究条件のタイプ
この調査研究では、民間企業の経営のタイプを次のように設定した。
A　研究の自由度が高い民間企業
B　研究の自由度が低い民間企業
C　課程博士は修士より高度でかつ異質の研究開発能力をもつと高く評価して
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いる民間企業
D　課程博士は修士と同質の研究能力を同程度もつと考えている民間企業
E　課程博士を修士よりも高く処遇している民間企業
F　課程博士を修士と同じように処遇している民間企業
（2）「示す研究条件」と「求める研究条件」との落差
「民間企業が課程博士に示す研究条件」は、研究の自由度は低く、処遇は
修士と変わらないところが多い。
これに対して、「課程博士が民間企業に求める研究条件」は、研究の自由
度が高く、修士よりも優遇されることである。
「民間企業が課程博士に示す研究条件」と「課程博士が民間企業に求める研究
条件」との落差は、次の図のように示すことができる。
第15図　「民間企業が課程博士に示す研究条件」と「課程博士が
民間企業に求める研究条件」との落差
注：1上図で、課程博士側の希望と民間企業側の実態とが一致しないことが、課程博士を民間企業に就職すること
を躊躇させる原因である。
2実線は実態が多いこと及び希望が強いこと、点線は実態がやや多いこと及び希望がやや強いことを示す。
ー65－
①　A（自由度が高い）タイプかB（自由度が低い）タイプか
課程博士は研究の自由度が高いことを希望しているが、多くの主要民間企
業はその希望を満たしていない。
以下、このことを詳述する。
博士課程在学生が就職先を決定するときに重視する項目は、その62％が研究の
自由度を重視し、27％が専攻を生かせることを重視し、11％が賃金を重視してい
る。（集計表第8表参照）
また、研究の自由度を重視する者のうち、大学教員を志望するのは57％、民間
企業を志望する割合は23％である。（集計表第10表参剛
このことから、博士課程在学生は、研究の自由度を重視しており、それを重視
する者は民間企業への就職を敬遠する傾向があるとみることができる。
課程博士が民間企業を敬遠する理由は、「必ずしも研究テーマを自分で選択し、
本人の希望する分野を担当することができない」（「捗凱　20頁参照）こと、「精密機
械の企業では、必ずしも博士課程のテーマと一致しない」（「鯵就」21頁参照）ことが普
通だからである。
つまり、B（自由度が低い）タイプが多いとみられていることが、そこに就職するこ
とを躊躇させていると考えられる。
大学教授も、「大手民間企業でも研究の自由度が少ないという理由で大学教員
の希望者が多い」（「教妥」8頁参照）と指摘している。ただし、「大学教員への希望を
貫徹しようとするとオーバードクターになる」（「教則　8頁参照）と考えている。
このようなことからみると、主要民間企業の多くは、B（自由度が低い）タイプとみ
ることができる。
②　C（高度異質とみる）タイプか、D C同賞とみる）タイプか
主要民間企業は、課程博士 の備 えている資質 には個人差があ り、一概 に言
えないが、修 士 よ りも高度、異質の研究開発能力 を備 えている とはみていな
い。
以下、このことを詳述する。
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主要民間企業が、課程博士をC（高度異質とみる）タイプとみているか否かを計る
目安として、採用方針が確立しているかどうか、課程博士がどのように評価され
ているか、博士と修士を並べたときにどちらを採用するかという三つの側面から
見ることができる。それは、次のとおりである。
主要民間企業で課程博士の採用方針が確立している民間企業は30％以下である。
これは、C　用度異質とみる）タイプの民間企業が少ないことを示している。（集計表
第35表参照）
博士課程修了者自身が民間企業で評価されていると考えている割合は、全体の
37％である。（集計表別2表参照）
業種別にみると、医薬品製造業が46％、電気機械製造業・通信業が44％、金属
鉄鋼業が41％である。したがって、それらの業種は、他の業種よりも、ややC絹
度異質とみる）タイプが多い業種であり、化学工業・石油製造業は、24％であることか
ら、D（同質とみる）タイプが多い業種とみることができる。一般・運輸・精密機械
製造業と食料品・飲料製造業は、それぞれ30％、23％であるが、修士で課程博士
が評価されていると考えている割合が69％、55％と高いので、C（高度異質とみる）タ
イプと　D　タイプ（同質とみる）の中間タイプとみられる。
民間企業で課程博士が評価されるかどうかは、圧倒的多数が「企業が求める分
野の研究能力とその人の博士課程で研究してきたものとが一致すれば評価される」
が、「必ずしも研究テーマを自分で選択することはできない」ので、それが一致
しないことが多い。その場合は「疑問」、「ゼロ」、「マイナス」ないし「荷物
になる」（「修胱」19、20頁参照）と考えている。
そのほかに、博士号の取得と研究能力との間には相関関係がないという見方も
ある。
すなわち、「博士号と研究能力に相関関係はない」（「所長」10、12買参照）、「日本
における博士号は研究能力の絶対的尺度とはならない」（「所長」13頁参照）、「修士の
相当数は優秀である」（「所長」10貫参照）、「博士のレベルの玉石混交ぶりに常に驚い
ている」（「所長」1碩参照、精密・一般・輸送機械製造業中央的研究所長）、「研究能力、熱意、指導
力、判断力などは修士と博士号取得者との間には差は少ない」（r所長」12貫参照、医薬
品製造業）という見方である。また、「自己の研究分野指向となり、やや考え方に硬
直性がみられ」（「所長」6貫参照）、「一般的に議論が硬直的で相手の立場に立って議
論できず、特に専門分野をトップや営業関係者にわかりやすく伝えることが下手
で、哲学・価値観をもっているのはよいが、他人のそれを受け入れないのでプロ
ジェクトでは苦労する人が多い」（「所長」13、14頁参照）とも考えられている。
「中途採用者では学位をもっている方が優れている」（「所長」13頁参照）という見方
があるが、これは、すべての博士課程修了者が優れているわけではないことを示
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すものと考えられる。
このようなことが、「博士課程修了者は、個人差があるので、入所者の適性を
みて配属、処遇を考えており、博士号取得者としての特別扱いはしない」（「所長」
9、10貫参臥金属鉄鋼業中央的研究所長）とか、「結果として、採用したいという人材も少な
い」（「所長」2、3貫参照）とか、実用的研究の場合は、総合的に考えると、「修士卒を
3年間企業内で先駆けて育成した方が博士卒を採用するよりも組織上有益な構成
が期待できる」（化学工業．石油製品製造業実用的研究所長）（「所長」11頁参酌いう厳しい評価につ
ながっている。
なお、「課程博士には実力が高い人材がいる確率が高いので基礎研究部門には
課程博士を多く入れたいと思う。逆に開発部門には不適な場合が多い」（「所則10
頁参照）という見方、「博士課程修了に意味があるのではなく、いろいろな経験、経
歴をもつ多様な研究者を集めることが望ましいので、課程博士の採用は積極的に
行う」（「人事」4頁参照）という意見がある。
以上の見方に対して課程博士を評価する意見もある。
それは、「ブレークスルーできる能力がある」（「所長」6頁参照）こと、「先端の動
向に関しては幅広い情報をもっており判断力が良い」（「所長」5頁参照）こと、「平均
的に、基礎的な観点に遡ってものごとを考えるので（つまり平均レベルは高い）
実用開発面でも能力を発揮する可能性が高い」（「所長」H頁参照）ことである。
研究マネージャーに昇進させるときの主要民間企業の研究所長の評価は、課程
博士には「個人差があり一概にいえないが、研究の先見性、創造力を見きわめる
能力はあるが部下の研究能力を把撞する力がないということでしょうか」（「所長」
5貫参臥化学工業・石油製品製造業、実用的研究所長）というのが代表的な意見である。
主要民間企業に勤務している課程博士の考えは、次の図に示すように、課程博
士であることで有利な体験をもつ者は73％、不利な体験を持たない者は79％であ
る。（集計表別3表参剛
これによると課程博士が有利のようにみえる。しかし、修士の方の意識も、修
士であることが不利だと思ったことがなかった者が84％である。
このことからみると、主要民間企業は、C（高度異質とみる）タイプと　D　タイプ（同質
とみる）の中間のタイプが多いとみることができる。（集計表別4表参照）
平均的な課程博士と修士とを並べた場合にどちらを採用するかというと、主要
民間企業の多くの人事部門の長、研究所長はケースバイケースとしながらも、主
要民間企業の研究所長で修士を採用する割合は36％、課程博士を採用すると考え
ているのは13％である。（集計表第41表参酌
これは、主要民間企業が課程博士にC（高度異質とみる）タイプが少ないとみている
ことを示していると考えられる。
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第16図　修士と比較した場合の課程博士の有利性と不利性（課程博士の意識）
﹇?﹇‖〕???
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出典：第43表「主要民間企業の研究活動で、課程博士であることが必要か、その有利性」
第46表「課程博士は、主要民間企業で昇進するときに、修士と比較してどのよう
な取扱いをうけていると考えているか」
大学教授は、博士課程と修士との間に成績の差がないならば、民間企業が若い
修士を沢山採用し、その中から優秀な素質をもつ者を選抜して教育した方が課程
博士を少人数採用するよりもリスクが少ないと考えるのは当然であろうとみてい
る。（集計表別9表参照）
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③　E（高い処遇）タイプか、F（普通の処遇）タイプか
民間企業の処遇は、労働慣行や課程博士の資質の評価が基礎になっている
が、主要民間企業の多くは課程博士の処遇を修士とは別個に考えていない。
昇進の面でも賃金の面でも修士よりも有利な処遇を受けている課程博士は
少ない。
以下、このことを詳述する。
ア　制度の両
制度の面で課程博士の処遇を修士と別個としている主要民間企業（人事部門の
長の見方）は、回答35社のうち　5社である。その内容は、専門性を重視した配置
をするが　3社、給与と研究専門職制度が1社、賃金が1社である。（集計表別0表参照）
課程博士の処遇と修士の処遇を別個に考えている主要民間企業の研究所長の割
合は24％である。これを業種別にみると、一般・輸送・精密機械製造業は39％、
食料品・飲料製造業は35％、化学工業は18％、鉄鋼業・金属製品製造業は11％で
ある。
イ　昇進の面
昇進の画では、主要民間企業に勤務する課程博士で修士よりも有利な経験をも
った者の割合は23％である。（有利とする割合が高いのは、石油製品製造業、医薬品製造業、電気機械製造
業・通信業、低いのは、鉄鋼業・金属製品製造業、化学工業、精密・輸送・一般機械製造業である。）
また、修士よりも不利なことはなかった者の割合は84％（業種による差異は少ない。）であ
る。（集計表第46表参照）
これによると、課程博士の51％は、課程博士であることが有利でも不利でもな
かったということになる。
他方、主要民間企業に勤務する修士86％は、修士であることが不利であったと
いう経験をもたない。（業種による差異は少ない。）（「集計表別蝿参照＝）
ウ　賃金の面
賃金額は処遇の良否を具体的に示す指標とみられる。
主要民間企業の研究所長の多数は、年齢的に同一の処遇をするが、実力によっ
て差がつくとしている。
主要民間企業に就職している博士課程修了者と修士の初任給、及び博士課程修
了後の経過年数でみた賃金の実態は次に述べるとおりである
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（ア）初任給
日本の民間企業の課程博士の初任給は、日本の国立研究機関や米国に比較して、
F（普通の処遇）タイプが多いといえる。
（ト1）日本の実態
課程博士の賃金の決め方について、主要民間企業の研究所は、課程博士の賃金
は、入社時は、平均的な修士が入社して　3年後にうける貸金から出発する研究所
が5所、採用時に一律に手当を考慮するところが1所、修士卒は（X）等級、博士卒
は（X‡1）等級に自動的に処遇するところが1所、入社時の給与、資格が違うところ
が　2所（「所長」2、3貫参剛である。
なお、「博士課程3年間を修士卒者が3年間就労しかつその3年間を勤務評定
A　とみなして取り扱うほかは変わらない」（「修就」19頁参照）ところもある。
主要民間企業で課程博士を同期の修士と同額に決めているのは62％である。初
任給が10％未満高いところは19％、10％以上高いところは14％である。（集計表第
55表参照）
また、京都大学及び東北大学に配布された求人案内のうち、学士、修士、課程
博士のすべてを採用する30社の求人案内（1990年及び1991年秋）に示された初任
給を集計分析した。その30社を平均すると、課程博士の初任給は修士よりも平均
14％高く、修士の初任給は学士よりも11％高いことが明らかになった。
このことから考えると、博士課程の1年間は、修士の1年間よりも低く評価さ
れていることになる。（集計表第55表参照）
これも、貸金曲線が学歴ではなく、主として年齢曲線で決定されていることの
表れとみることができる。
日本の国立研究機関の初任給は、修士は学士よりも11％高く、課程博士は修士
よりも20％高い。
したがって、主要民間企業の初任給は、国立研究機関と比較しても、F（普通の処
遇）タイプが多いということになる。（集計表第56表参照）
（7－2）米国の実態
米国の博士の初任給は、次の図に示すとおり（集計表別7表参照）、修士よりも27％な
いし42％高い。これよりも高いことを示す資料もある。
米国の場合は、学部又は修士課程修了後、数年間、民間企業などに就職してか
ら博士課程に戻る事例も多いので、学部卒業から博士号取得までの間に空白期間
がある。それにもかかわらず、このような賃金実態にあるということは、この図
で示されている以上に博士号取得が高く評価されているとみることができる。
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第17図　博士の初任給（米国比較）
化学者　化学技術者
米　国
注：博士の初任給の賃金指数は、修士の初任給に対する指数である。
出典：第57表「米国の民間企業は博士の初任給をどのように決定しているか」
（イ）経過年数別の基本賃金
主要民間企業の課程博士の経過年数（博士課程修了後の年数）別賃金、修士
（修士課程修了後の年数から　3年をひいた年数）は、修士との比較においても、
米国との比較においても、F（普通の処削タイプとみざるをえない。
（イー1）　日本の実態
主要民間企業に勤務する博士課程修了者の13％は、修士よりも低い貸金である
と考えており、73％は修士と同じ賃金であると考えている。修士より高いと考え
ているのは　6％である。
これに対して、修士の58％は課程博士と同じ貸金を受けていると考え、課程博
士より低いと考えているのは18％である。（集計表第51表参照）
なお、博士課程修了者で、自分の賃金が修士よりも有利と思ったことのないの
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は87％、不利だと思ったのは31％である。（集計表那2表参照）
修士は、11％が課程博士よりも賃金で不利だと思っている。しかし、89％は課
程博士よりも不利だと思っていない。（集計表第53表参照）
なお、修士で、同期の学士よりも高いと考えている割合は11％、ほぼ同じと考
えている割合は76％である。（集計表第54表参剛
博士課程修了後の経過年数でみた課程博士と修士の基本賃金の実態は、次の各
図に示すとおり、業種によっていろいろである。
鉄鋼業・金属製造業は、経過年数によって課程博士の方が高かったり、修士の
方が高かったりしている。博士課程修了者の各年齢の賃金指数の平均は、修士の
90％である。（集計表第61表参照）
化学工業・医薬品・食料品飲料・石油製品製造業（以下「化学関係」という）
のグループは次の図に示すとおりである。（集計表第58表参照）
課程博士の各年齢の賃金指数の平均は、修士の99％である。
この数値からみると、鉄鋼業、金属製造業、化学関係グループは　F（普通の処遇）タ
イプとみざるをえない。
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第18図　化学工業、医薬品、食料品・飲料製造業の博士課程修了者の貸金
（修士比較：1990年）
注：賃金指数＝ 各修了年次の賃金1987年に修士課程を修了した者の賃金
（1990年に博士課程を修了とみなす）
×100
ただし、修士は、修士課程修了年次に3年を加算して博士課程修了年次とみなした。
出典：第58表「主要な化学工業、医薬品、食料品飲料、石油製品製造業に就職している
課程博士は、修士に比較してどのような賃金を受けているか」
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一般・輸送・精密機械製造業の賃金は、次の図に示すとおりである。（集計表第59
表参照）
博士課程修了者の各年齢の賃金指数の平均は、修士の103％である。
第19図　一般機械、輸送機械、精密機械製造業の博士課程修了者の貸金
（修士比較：1990年）
注：賃金指数＝ 各修了年次の賃金1987年に修士課程を修了した者の賃金
（1990年に博士課程を修了とみなす）
×100
ただし、修士は、修士課程修了年次に3年を加算して博士課程修了年次とみなした。
出典：第59表「主要な一般機械、輸送機械、精密機械製造業に就職している課程博士
は、修士に比較してどのような賃金を受けているか」
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電気機械製造業・通信業の賃金は、次の図に示すとおりである。（集計表第∽表参照）
博士課程修了者の各年齢の賃金指数の平均は、修士の106％である。
注：賃金指数＝ 各修了年次の賃金1987年に修士課程を修了した者の賃金
（1990年に博士課程を修了とみなす）
ただし、修士は、修士課程修了年次に3年を加算して博士課程修了年次とみなした。
出典：第60表「主要な電気機械製造業、通信業に就職している課程博士は、修士に比較
してどのような賃金を受けているか」
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経過年数別の基本賃金の実態からみると、電気機械製造業・通信業は、他の業
種よりは　F（酌、処遇）タイプとみることができる。
なお、基本給でみると博士課程修了者と修士との間に差は少ないが、ボーナス
を加算した年収比較では、課程博士の賃金が修士を上回るのではないかという意
見がある。しかし、別途確認したところ、その傾向はみられなかった。（集計表第的
表参照）
（イー2）米国の実態
米国の実態は、次の図に示すとおりである。（集計表第餌表参照）
博士はすべての経過年数で、修士よりも10％以上高い。
第21図　米国の民間企業に勤務する工学系博士の貸金（修士比較）
注：賃金指数＝ 各経過年数の賃金学士号取得後5年を経過した修士の賃金
出典：第64表「米国の民間企業に就職している工学系の者は、学士号取得後の経過年
数によってどのような賃金を受けているか」
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（ウ）課程博士の貸金実態に対する意識
博士課程修了者は、このような賃金実態に対して、「博士課程に　3年かけて入
社しても、修士卒3年後と同じ給与扱いなら、勤続年数などで退職金を含めると
非常に不利であるから、絶対修士修了後は働いた方が良い。」（「博就」2、20頁参照）
と考えられている。
大学教授は、課程博士が実際にどのような資質を備えているかを熟知している。
その上で、主要大学の教授の約　2／3は、課程博士の貸金が、学士、修士の同年次
と同じであることは、博士課程での知識、経験が評価されていないので、民間企
業の処遇は不十分であるとみている。（「教要」蛸参剛
残りの1／3の大学教授は、「学士、修士と比較して見劣りしなければ良い。本
人のできることと民間企業の期待とを考えると余り差があるのは考えもの」で、
「博士課程進学者の成績は修士と同じ程度であるから、採用する側から考えたら
あまりぜいたくをいえない」、「実力があれば優遇され貢献に応じた処遇がされ
ている」（「教要」9頁参照）と考えている。
以上を総合すると、主要民間企業の研究条件は、課程博士の資質の実態を前提
として、B（自由度が低い）－D（同質とみる）－E（普通の処那タイプが多く、課程博士の希望す
る　Å（自由度が削、）－C（異質高度とみる）－E（射、処遇）タイプは、少ないとみられる。
（3）研究条件の落差が生じる要因
「民間企業が課程博士に示す研究条件」と「課程博士が民間企業に求める
研究条件」との間に落差を生じる要因としては、次のようなことが考えられ
る。
ア　民間企業が課程博士を修士で就職するグループよりも格段に優れている
とは考えていない。しかも、「課程博士の備えている資質」が「民間企業
の求める資質」からかけ離れている面が多く、玉石混交であること、課程
博士は教授を通じて新規に採用しているので、民間企業側から一定のレベ
ルの資質に揃えにくく、修士と峻別した統一的な研究条件を示しにくいこ
と。
イ　学士の初任給も文系と理系との間に差がみられないように、民間企業が
研究開発要員として、学士中心から修士に切り換える過程で双方に差をつ
けないことが賃金慣行として定着しているので課程博士だけを特別に扱う
ことはできないこと。
ウ　民間企業は、課程博士を既存の限られた研究テーマの専門家であると考
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えており、そのほかの研究能力について修士や論文博士よりも、異質ある
いは高度の能力を備えていると考えていないこと。民間企業の求めている
研究テーマを研究している課程博士を採用する場合を別とすれば、一般的
に課程博士独自の採用方針を確立していないことから、その処遇も独自な
ものにできないこと。
このように考えられているので、「民間企業が課程博士に示す研究条件」と
「課程博士が民間企業に求める研究条件」とが一致するためには、課程博士が修
士で就職するグループよりも格段と優れており、修士とは異質の能力あるいはよ
り高度の研究能力を備えていることが前提になるのである。
4　落差を解消するために必要と考えられていること
「課程博士が備えている資質」と「民間企業が課程博士に求める資質」、
「課程博士が民間企業に求める研究条件」と「民間企業が課程博士に示す研
究条件」との間に存在する落差を解消するために、主要民間企業の関係者及
び大学教授が考えている条件は、次のとおりである。
ア　課程博士の備える資質を民間企業が求める資質にすること。
そのために、大学院博士課程で、民間企業の求める資質を育成すること。
イ　アによって育成された課程博士に対して、その求める研究条件を民間企
業が提示すること。
ウ　国や民間企業などがリサーチフェロー制度を拡充すること。
エ　課程博士の備える資質と課程博士が民間企業に求める研究条件とを一挙
に改善する必要があること。
（1）「課程博士が備えている資質」を「民間企業が課程博士に求める資質」
にするために考えられていること
民間企業が課程博士に求めているのは、博士課程に進学する者が修士で就
職する者よりも格段と優れていることである。
そのためには、博士課程在学生に「経済的自立」を保障すること、自由に
博士課程を選択できるようにして教授と学生の信頼関係を確立すること、博
士課程修了後の将来展望を明るくすることが必要と考えられている。
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①　Q（学力優秀）タイプの学生が進学するようにすること
Qタイプが進学するためには、次のようなことが必要であると考えられて
いる。
ア　在学中の経済的な自立条件を整えること。
イ　3年以内で学位が取得できること。
ウ　博士課程の進学先を自由に選択できること。
以下、このことについて詳述する。
「石はどんなに教育を受けようと玉になることはない。大学、会社を問わず、
優秀な者が博士コースにいけるようにすることが社会全体のために必要」（「所長J
l頂参照）なので、「優れた学生が博士課程に進学するような魅力作りが必要で」
（「所長」14頁参照）あると考えられている。
たとえば、「社会全体に課程博士を尊重すべき風土を作る」（「博就」15頁参照）ため
に、「国や民間企業がサイエンスを重んじ、オリジナリティが大切と考えて、大
学に投資し大学を勇気づける」（「教妥」3頂参照）ことが必要であるというものである。
より具体的には、「博士課程進学段階で厳しく研究開発能力を選別し、モラト
リアム志向の学生を排除する」（「人事」碩参酌こと、「博士課程に入学する段階で
独創的な能力があるかどうかを判定することは難しい」（「教要」26頁参胤ので、「多
くの学生が博士課程にいく中で選抜を繰り返しながら見分けていく」（「教要」l頂参
照）ことが必要と考えられている。
「博士課程進学者を多数にする」（「教則1頂参照）ためには、「米国のように学生
に経済的援助を与え易くし、入る人数を多くする。途中入学も可能とする。その
上で、博士に値しない人物は振り落とす。それで能力的に尊敬される人物が生ま
れてくる。」（「博就」15貢参照）と考られている。
優秀な学生の「進学を促進する方法は論じ尽くされている。優秀な若者が損得
勘定をできるような具体的な立案と早期実行が」（「教要」3頂参欄り必要であるという
強い主張がある。
そこで、次に述べるアからウまでに掲げる条件を整えて、多くの優れた修士課
程修了者が博士課程に進学するようにすることが有効と考えられている。
－80－
ア　在学中の経済的な自立条件を整えること
博士課程在学中の経済的な自立条件を整えることが切望されている。
具体的には、社会が博士課程の生活費用は同年齢者の生活費用と同じと考
えること、その上で、日本育英会の貸与奨学金額を引き上げるとともに親の
収入による貸与制限を廃止すること、当分の間の経過措置として成績優秀な
学生の学費を免除すること、日本学術振興会の特別研究員は修士在学時点で
採用内定を行うこと、アシスタント制度の運用に当たっては、学生の立場を
十分に尊重することが必要であると考えられている。
以下、このことを詳述する。
（ア）経済的な援助が希望されている程度
今の「日本の制度は、お金は全くいらない、更に借金がいくらできてもよいと
いう人以外は博士課程に進学するなというのと同じ」（「博就」の貫参照りである。「博
士課程の学生は身体を削っているので、21世紀を見据えた政策」（「博在」l碩参照）を
樹立することが望まれている。
修士課程在学生、博士課程在学生が大学院博士課程に希望している項目の第一
位は、在学中の経済的な援助である。
主要民間企業に就職した課程博士の第一位は、語学力をつけることで、第二位
が在学中の経済的援助となっている。（集計表第70表参照）
また、博士課程に進学しない修士課程在学生や主要民間企業に就職している修
士が、進学者を増加させる条件の第一位として挙げたのは経済的援助である。（集
計表第70表参照）
主要民間企業に就職している課程博士が、進学者を増加させる条件の第一位に
挙げたのも経済的援助である。（集計表第7蟻参照）
大学教授も、博士課程在学生に「経済的自立、社会的自立」（「教削22頁参照）を保
障することが重要であると考えている。
これらは、次の図の示すとおりである。
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第22図　博士課程に改善を希望する項目
（1）博士課程進学（予定）者があげる上位項目
語学力的蝿　　経済的援助　論文作成能力を磨く　良い研究設備　　研究スペース　　　講座制で帥　　自主的研究粧きる
出典：第70表「大学院在学生や博士課程修了者は博士課程にどのような改善を希望するか」（複数回答）
（2）修士就職（予定）者があげる上位項目
経済的援助　　　国公立の研究職に就職できる　教育が企業の需要に合う　特定教授の拘束弼射る　通常人としての時間純てる
出典：第71表「博士課程に進学しない修士課程在学生や修士で就職した者は博士課程にどのような条件があったら就職するか」
（複数回答）
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このように、経済的援助は、すべての者に共通する強い意見であって、国公立
研究職や大学の教職に就職できることよりも重要だと考えられている。
私立大学の場合は、「支払う金額が格段に違う。援助して欲しい金額も違う」
（「博在」3貫参照）こと、「私立大学の地方出身者は、学費生活費の負担」（「教要」6
貫参照）が特に重いことから、それが重要であると考えられている。
（イ）経済的援助の程度
主要民間企業に勤務している課程博士は、在学中の生活を振り返ってみて、
「27歳まで低収入生活者として生きてきたのは、人生に悔いが残る」（「博凱1碩参
照）と考えている。
博士課程に在学する年代は、一般に家庭を形成する時期にあたるので、社会が
学部学生程度の生活費を援助すれば足りると考えていることに対して、社会の
「経済的援助、経済的支援に対する金額の認識は低い」（「修凱34貫参酌という批判
が非常に多くなされている。
つまり、修士と比較して、「博士課程在学中及び修了後の収入が不利でないよ
うにする」（「博凱19頁参照）ならば、優れた資質をもつ者が多数博士課程に進学する
ことはまちがいないと考えられている。
（ウ）経済的援助の種類
次の図は、大学院博士課程に求められている経済的援助の項目を示したもので
ある。（集計表第89表参照）
立場によって若干の違いはあるが、ボスドクの助成をしてほしい、アシスタン
ト制度で月6万円を支給してほしい、返済不要の奨学金を60万円はしいという順
序になっている。
なお、アシスタント制度によって月額6万円を支給する、あるいは財団が奨学
金を年間60万円を支給したらどのように考えるかという設問に対して、金額が何
故そのように低いのかという記述意見（「博在」2頁、「修就」30頁参照）が多数みられた。
返済不要の奨学金が、年間100万円ないし400万円あれば、博士課程に進学した
と記述した者は　5名である。（「修就」30頁参照）
日本育英会の奨学金は、親の収入による生活を前提とし、かつ、その金額は月
額106000円である。
この金額については、「基本的には人並の生活ができる程度の奨学金額」（「博
在」2頁参照）にして欲しい、「同年代の人の給料と同程度の額にしてほしい。家の経
済的事情により、授業料免除でかつ日本育英会の奨学金を借りているが下宿ない
しアパートを借りて生活するのは非常に苦しい」（「博凱13貢参照）と述べられている。
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貸与制限については、「学生の所得制限、資産制限は別として、一般に親の所
得による制限を撤廃する必要がある」（「教的22貫参照）と考えられている。
返済の免除については、「民間の研究機関も日本の科学技術を支えているので
あるから免除職を民間企業にも拡大すべきである」（「修就」33、34頁参照）、あるいは
「借りる奨学金はナンセンス」（「博勘　2頁参酌という意見がある。
博士課程在学生で、就職先の会社が日本育英会の奨学金を肩代りして返済する
ことを希望したのは、240人中48人であった。（集計表第88表参照）
第23図　博士課程に希望する経済的支援項目の内訳
アシスタントで月6万　　返済不要の奨学金60万円　　財団等から200万円貸与　　会社が学費200万円貸与
出典：第89表「大学院博士課程在学生に対して希望する経済的支援項目は立場によってどのような違いがあるか」（複数回答）
日本学術振興会の特別研究員の研究奨励金は、「修士1年で就職が内定してし
まうことが多いので、博士課程に進学する前に、学術振興会の特別研究員として
採用内定する」（日本生物物理学会棺集「生物物凱1991V。1．31N。．6）ことが実際的であると考え
られている。
学費の免除については、博士課程進学を「厳選されたシステムにする」（「博凱
2順参照）ことを前提として、「学費を全額」又は「一部」（「博削絹参臥「博在」：告
3貫参照）を免除すること、「博士号を取得したら奨学金の返済を1／6に」する、また
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は「半額」（「教削32頁参照）にすることが考えられている。
それは、博士課程在学生は、「実質的な研究者であり、研究とその伝承に寄与
している」（「教則32頁参照）こと、学生は「研究室の運営を行い、後輩の指導をして
いる」（「博在」2頁参照）ことなどから受益者負担の考えを取らないで良いのではない
かというものである。
新しい制度として、国または財団から、「年間少なくとも300万円の生活費、学
費の支給」（「博就」の頁参照）を求める意見、民間企業には返済しないで良い奨学金を
支給して欲しいという要望も多い。
1990年秋から1991年にかけての主要大学における掲示文では、すべての民間企
業の奨学金に、入社しなければ返済しなければならないという条件がついてい
た。
第24図　就職すれば返済が免除される民間企業の奨学金に応募するか
（博士課程在学生）
出典：第90表「就職しなければ返済義務のある全社の奨学金に応募するか」
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そのような条件がついている奨学金に応募しない博士課程在学生の割合は、前
の図に示したとおり76％である。その割合は、修士課程在学生の場合は、54％で
ある。すなわち、学歴が高くなるほど精神的拘束があるから応募しないという傾
向が強くみられる。（集計表別0表参照）
すなわち、返済条件のある奨学金は、「博士課程1年で会社を決められないか
ら受給しない」（「博在」碩参照）、仮に受給するとすれば、「不本意ながら身売りす
る」（「博在」5頁参照）と考えられている。
このような学生意識からみると、入社して一定年数を勤務しなければ返済しな
ければならないという条件の民間企業の奨学金制度は、優れた学生を博士課程に
誘引する力が弱いと考えられる。
そこで、誘引力のより強い手段として、民間企業が「全体の問題として、民間
企業連合体という考え方のもとに、資金を委託してその利子で運営するなどの方
法を考える」（「教要」25貫参牒りこと、博士課程学生が「エリートとしてのプライドを
もって修学できるようにする。そのためには、博士課程に進学して欲しい修士に
推薦制を取り入れて財団が博士課程在学中年間100万円を支給する」（「教詳」3頂参
照）ことが必要であると考えられている。
アシスタント制度については、「心理的には、有効である」が、実施してみる
と希望者が少ない（「教則13頁参酌ようである。
それは、その報酬額と運用の方法に問題点があるためと考えられている。
報酬額は、一時間1500円（1990年秋の金額）では低いと考えられている。
その金額ならば、「家庭教師」（「惇在」Z貫参照）や「時給5000円以上のアルバイト
がある。そのアルバイトの方がよい」（「降飢3碩参臥同旨「博在」3貫参欄）、「1時間採
点事務をして1500円ならば自分の研究をした方がよい」（「博在」4頁参照）、「過去に
経験した労働の割に安い」（「修在」2頁参酌、「自分の研究に差し支える割合には安
い。時給1500円で学生が応じるはずがない」（「博在」頂参照）、「月　6万円という数
字はどこからでてくるのか、それでは大都会で生活できるわけがない」（「博在」2
貫参厭け、「少ない。月12万円はほしい」（「修机30頁参照りと考えられている。
したがって、「アシスタントの金額は日本育英会の奨学金並にする」か、「ア
シスタントと奨学金で修士の初任給並にすること」（r教則32、33頁参照）が必要と考
えられている。
現在のアシスタント制度の運用方法については、「研究のノウハウを教えてく
れる教授は少なく」、「単なる肉体的労働になる」だけでなく、「教授に対して
金銭的な関係が生じるのは好ましくない」（「捗削3貫参酌と考えられている。
したがって、このような日本のアシスタント制度に存在する弊害を除去するた
めに、実際の運用に当たっては、合理的な立場から、「日本的な方法論を考える」
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（「教要」32頁参照）ことが重要であると考えられている。
イ　3年以内で学位が取得できること
3年以内で学位が取得できることが必要と考えられている。
以下、このことを詳述する。
「博士課程に進学すると人生計画が明るく」（「教要」31頁参照）なるとともに、「3
年間で博士号が取得できて、＿民間企業、大学、国公立研究機関に就職できる、民
間企業の処遇が良い方向に回る、博士課程に投じた費用が生涯賃金で回収できる
見通しができることが形に見えれば、進学者は増加する」（「教要」31頁参照）とみられ
ている。
学位が3年以内で取得できるということは重要と考えられている。
すなわち、課程博士は、仮に　3年で学位をとっても、「研究者としての活動期
間は7ないし　8年しかない」（「裁許」13頁参照）から、「フレキシビリティのある若
いうちに入社でき」（「教要」23頁参照）るようにしなければならないからである。
博士課程を　3年で修了しないと「社会的には不利な面が多いので、基本的には
一生懸命努力すれば3年で授与するように考えるべき」で、「博士号授与の条件
を緩和し」（「教妥」飢頁参照）、「飛び級の導入によって」「超優秀な者は学部3年か
ら修士課程へ、修士課程1年で博士課程へ、博士課程2年で博士号を取得できる
ように」すること（「赦要」の貫参照）、「修士期間を含め、2件程度の論文で」、「
3年以内」の「若い年齢で学位を取得」しやすくすること（「教要」26、2頂参照）、その
ためには、「学位論文の考えを変え」、「博士論文の審査は、厚さや体裁ではな
く、オリジナリティや工学的な寄与などを重視したもの」にすること（「博就」18頁参
照）が重要と考えられている。
ただし、「論文を極端に軽視することには賛成できない」（「社則26貫参照りという
意見がある。
ウ　博士課程の進学先を自由に選択できること
学生が優れた教授を求めて自由に進学先 を決定できることが必要と考えら
れている。
以下、このことを詳述する。
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民間企業が課程博士に期待するのは、「彼らが論文完成という成功体験と優秀
な教授の指導から受け継いだり、獲得した研究哲学を日常の研究に具体化するこ
と」（「所長」12頁参照）である。
そのためには、「本当に自分は何をしたいかを考えて」（「博就」6頁参照）、「水準
の高い研究、水準の高い教育機会が得られて、十分に鍛えられる大学研究室を選
ぶ」（「博凱　5頁参照）ことが必要であると考えられている。
したがって、「博士課程進学先は、できれば、研究ポテンシャルの高い別の研
究室」に移るように勧める（「博就」帽参照）が、「正直を申し上げてそういう研究室
は多くないのが実情」（「博就」5貫参照）と考えられている。
そのような状況であればあるほど、進学先を実質的に自由に選択できることが
必要になる。
もしも、学びたいと慕う教授のいる博士課程に進学して、教授と学生の間に学
究面と人間関係面の信頼関係をきちんと確立するならば、学生に、教授が自分の
「研究成果を教授の成果としたり、研究内容を教授流に変更されたくなかった」
（「博眈」13頁参照）というような不満が生じる余地はなくなるであろう。
学生が実質的に進学先を自由に選択できるようにするためには、「博士課程に
ボスドクのようなプロフェッショナルが何人もいれば、大学院学生を貴重な戦力
と考えて囲い込み、ヒモつきにしない」（「教追」16頁参剛と考えられている。したが
って、リサーチフェロー制度を拡充し、教授の共同研究者を配置することが重要
と考えられる。
また、「大学の研究室、研究所でやっているテーマとレベルの情報を入手しや
すくする」（「修就」35頁参照）ことが提案されている。
②　T（民間企業志望）タイプ、W（統合力優秀）タイプ及びY（幅広く有能）タイプ
の育成を目指すこと
T、W、Yタイプの課程博士 を育成 するためには、様 々な大学院 を設置する
こと、 カリキュラムを確立 し、履修科 目重視 に切 り換 えることが必要 である
と考 えられて いる。
以下、このことを詳述する。
「社会が高度化するほど社会の要請は複雑化」する。その要請に応えるために
は、「いろいろなタイプの大学院が必要である」（「教要」25貫参酌と考えられている。
「単一種類の大学院ではなく、大学を自由にし、いろいろなタイプの大学院を
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作り、いろいろな領域の学生を抱える」（「教追」日和鋸のことが有益で、そのために
は「独立した大学院大学」でもよいし、「大学院と学部が一緒のものも良いだろ
う」（「教要」26頁参照）と考えられている。
T（民間企業志望）タイプ、Y（帽広く有能）タイプ及びW（統合力優秀）タイプの資質を形成
する条件として考えられていることは次のとおりである。
ア　大学教授がT（民間企業志望）タイプ、Y（幅広く有能）タイプ、W（統合力優秀）タイプ
の育成を目指すこと
工学系の大学の教授の間には、現在民間企業が求めている課程博士像に迷
いがみられる。仮にその博士像がはっきりしていても、制度的にも実態的に
も、個々の教授の指導に委ねられているので、これを改める必要があると考
えられている。
以下、このことを詳述する。
大学教授には、T（民間企業志望）タイプの育成については、「アカデミックな課程博
士の養成にわりきるべき」（「教要」31頁参剛という考えが強い。民間企業向けの「課
程博士の育成は不要である」（「教則23貢参照）、あるいは「民間企業に迎合する行為
は自殺行為である」（「社削15頁参剛という考えもあり、特に工学系では、博士課程
の目的について、大学の教授の考え方はさまざまである。
すなわち、大学の教授は、大学の研究テーマを「普遍性のあるもの、因果関係
の明らかでないもの、知的感動を呼び起こす革新的なもの」（r教委」28頁参照）にする
ことが重要であるが、「研究テーマは社会経済、産業などの環境変化によって、
あるいは時代の流れにしたがった波動があるので、大学が常に魅力的なテーマを
継続することはできない」（「教要」7、18頁参照）と考えている。
「民間企業の現実の発展ニーズに応じた研究テーマを念頭におきながら取り上
げる研究テーマ自体は純粋に基礎的なものを選択させる」（「教要」23、2頒参照）こと、
「固有の技術、固有の理論、固有の実験データーで民間企業と協力しながら実際
の産業界に通用する技術を作る」（「教要」2相参照）ことが有効と考えられている。
基礎的研究テーマか、実用的研究テーマかということになると、民間企業が課
程博士に「求めているのは生産技術である」（「教則22貫参酌、あるいは、民間企業
には「業種、サイクルなどによって明確な具体的研究ニーズがある場合と、基礎
的学問的研究ニーズがある場合とあるので一概にいえない」（「教要」2頂参照）と考え
られている。
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もしも、「研究が分析であるとすれば、機械工学はあらゆる知識を結合してモ
ノを作るという設計的な側面を強くもつ応用学科である。修士よりも更に奥深く
研究するとより専門的になるが、専門化によって課程博士の将来の可能性を限定
し、就職しにくくなる」（「教要」5頁参剛という見方、「民間企業は、どのような学
生が欲しいのか、どのような教育をして欲しいのか明確にして欲しい」（「教要」22
頁参照）という要望、「機械工学系で、大学向けのサイエンスコースと民間企業向け
のテクノロジーコースを区分するのは絶対に反対である。機械工学系の課程博士
はサイエンティストを育てるべきだ」（「教則23貢参酌という見方もある。
また、民間企業がスペシャリストを求めているのかゼネラリストを求めている
のかという点についても、「民間企業はスペシャリストを求めゼネラリストを求
めていない」（「教要」22頁参照）という見方、「スペシャリストとゼネラリストの両
方」（「教要」2頂参照）を求めているという見方に分かれている。
したがって、民間企業の求める課程博士像を大学教授が明確にイメージするこ
とが必要である。
「少なくとも、工学系では、“産業的に意味のあるテーマ”を選ぶこと、もし
くは、“意味のあるテーマ”を見分ける能力のある教授を増やす」（「博就」16頁参照）
ことが必要であると考えられている。
イ　履修科目に重点を移行すること
大学院博士課程は組織として教育体系を確立すること、論文偏重を改める
こと、課程博士も研究テーマに対するエキスパー ト意識を変え修士よりも柔
軟性のある研究者としての自覚をもつことが必要であると考えられている。
以下、このことを詳述する。
多くの大学教授は、個別的な対応により、民間企業の求める資質を育成しよう
と考えている。
それは、「大学向けは学問を深く修得した人、民間企業向けはゼネラリストと
考えると、両者はカリキュラム、養成方法が違う。制度として二分することはで
きない。なぜなら、民間企業向けの博士課程は学問のレベルが下がる。成績がト
ップの学生はそういう博士課程に進学しないだろう。そうすると民間企業はアカ
デミックなコースの課程博士を採用するだろう。アカデミックの課程博士は、民
間企業が採用してもゼネラリストにできない。そうすると、二分することは失敗
する」（「教要」㍑頁参照、機械系教授）であろう。したがって、民間企業向け、大学向けと
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二分するのではなく、「学生の得意タイプが、基礎的分野のタイプ、応用的分野
のタイプ、先の読める企画的タイプのいずれに当たるかを見極め、それぞれのタ
イプに応じて」、個人的に、「アカデミックな中で、民間企業向けに指導する」、
あるいは、「制度として、アカデミック向けと、民間企業向けの課程博士の育成
はできない。米国型の博士を志向しながら、民間企業の期待に応えていくしかな
い」（「教要」30頁参照）というのである。
その一方で、「米国のように教育内容を充実する」（r博削1踊参照）ためには、
「博士課程の教育目的を明確にし、組織として教育体系を確立」（「教要」祁貫参照）し
なければならないと考えられている。
「頭脳の柔らかいうちに自然科学の基礎知識を深め」、「知識体系を整え、英
語で論文を作成し講演するなどの密度の高い訓練を行い」、「対立する意見と論
争できる」（「教要」26貫参照）能力を備えることが重要と考えられている。
課程博士の意識も変えることが重要と考えられている。
すなわち、課程博士は、「拘束条件が民間企業よりも少ない研究を行ってきた
幅広い研究者」（「教要」19頁参照）であり、「幾つもの山を越え壁を突き破って広く研
究を行い、いろいろな考え方に遭遇して得た豊富な経験を通じて、判断力、後輩
の指導力、解決力、それらを総合して問題の本質をつかむ能力を養成」（r教要」24
頁参照）した者である。学位論文のテーマは、たまたま、その「研究に一番良い成果
を得られる材料（テーマ）で、その性質を明らかにしたに過ぎない」（「教要」31頁参
凧）のであるから、「学位論文のテーマに対するエキスパート意識を捨て、修士よ
りも新しいことを解決する方法を知っており、その能力があるという明確な意識
をもつ」（「教則2碩参臥同趣旨「博凱　9頁参照）こと、修士よりも柔軟性のある研究者と
自覚するようにすれば民間企業でも重用されることになると考えられている。
なお、ゼネラリスト的資質をどこで養成するかということについては、主要民
間企業の研究所長の41％は、ゼネラリストに登用する段階で、ビジネススクール
に派遣して課程博士のゼネラリストの資質を高めることに賛成している。（集計表第
36表参照）
ウ　博士課程の教授のレベルアップを図り、教育や研究指導に専念できるように
すること
教授 の資質 の レベル ア ップを図 り、共同研究者 を配 置するな ど、教授が博
士課程学生の教育 、研究指導 に専 念で きるよ うにす ることが大切であ ると考
えられて いる。
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以下、このこと詳述する。
（ア）大学教授の資質のレベルアップを図ること
民間企業の求める資質を形成するためには、「優れた指導者（教授とは限らな
い）、優れた刺激を受ける情報環境、優れた人間環境、優れた研究施設のもとで」
学生が勉学する必要がある（「博眈」8頁参剛と考えられている。
優れた指導者とは、「研究能力、人間性の両面で、学生の目標となれるように
努力する」（「博凱16頁参照）人のことで、「バツラツ」（「教要」2頂参照）として魅力が
あり「研究実績をあげて、研究費を集めてそれを学生に投資」（「教妥」28頁参照）する
こと、「情熱をもち、心から楽しみながら学問に取り組む姿勢をみせて学生を感
動感化させる」（「教要」28頁参剛こと、「個々の学生の性格をみながら、学生が研究
室の運営ができるようにすること、研究テーマの選択、研究方針、研究戦略を立
て、ある分野では学生が教授の能力、知識を凌賀する」（「教要」26頁）ようにするこ
と、「学生が伸び伸びと研究できる」（「教妥」2頂参照）ようにすること、教授が世界
で一流になって「博士課程在学生も世界的に一流と認められる」（「教要」祁頁参照）よ
うにすることと考えられている。
また、「民間企業からみて、外国の博士課程よりも日本の博士課程に多くの研
究資金を投入し、研究成果を上げることを期待される」（「教要」25頁参照）ような研究
室にする必要があるとも考えられている。
そうするためには、「教授、助教授のレベルアップを図る」（「博凱18貫参照）こと、
「教授のオリジナリティを伸ばす環境を作る」こと、教授を研究教育以外の「雑
務から解放し、学生の指導時間を増加させる」（「教要」25貢参酌こと、「教授が直接
学生と向き合って、学生の訓練に時間をかける」（「教要」針賃参照）ことが必要と考え
られている。
教授の資質のレベルアップの方法は、「大学教員の資格を厳格にする」（「教則
2頂参照）こと、「教授に対するなんらかのチェック機構」（「博削16貫参照）を設置す
ること、「教授の研究活動、成績によって、組織、研究費、賃金などで優遇され
る業績主義を導入」（「教則28頁参照）するなど、教授の評価方法を改めること、例え
ば「指導教授があまりにも無能な場合、研究室などの多数決で教授を罷免する事
ができるようにする」（「修勘　9貫参剛というようなことが考えられている。
なお、「大勢が参画する人事システムでは、強力な措導性が発揮できず、適切
な人事が成立しない」（「社削18頁参刺ので、「大学の学閥主義を廃止し、業績中心
の大学とする」（「教要」2頂参照）こと、「学長、学部長などの責任者がポリシーをも
って導いて行く」（「教則28頁参剛ことが必要との考えもある。
ただし、「研究の評価の方法を改善する必要はあるが、解答の解っている研究
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は誰が評価しても同じである。しかし、解答の解らない長期的な研究の評価は難
しい。それは、研究の価値を決定するのは、多数派であるが、多数派はすでに先
端的研究グループとはいえないからである。先端的研究グループは少数派で資金
力がなく、評価者も少ない。先端的研究の少数派に研究援助の手がさしのべられ
なければならない」（「教削17参剛という注目すべき意見がある。
教授の資質のレベルアップには、別の角度からの見方がある。
その－は、“生え抜き教授”の廃止である。
“生え抜き教授”は既に述べたような弊害が大きいので、「よそで実績を上げ
た者を大学の後継者にするのがよい。ただし、民間企業から大学によぷときは賃
金の改善が必要である」（「教削18頁参剛とみられている。
その二は、「大学院は研究が多く、学部は教育が多い」（「教要」ll貫参照）ので、
「大学の教育機能、教授の研究教育能力の変化に応じて配置すること、大学の機
能をいくつかに分けて、その機能ごとに研究者のライフスタイルにあわせて契約
制、定年制を定め、業績主義を中心としてその機能にふさわしい人材をあてるこ
とが必要」であると考えられている。
ただし、研究のみ、教育のみという教授の区分をすると教育のみの教授の向上
意欲を減退させるのでそれは行わない」（「教則2頂参照）こと、「研究能力のピーク
には個体差があるので、無差別に研究中心の教授から教育中心の教授に異動する
ことにはならない」（「教妥」1頂参照）ことという見方もされている。
「外国人を採用すべきである」（「博削1頂参酌という考えもある。
（イ）専念できる体制を確立すること
大学教授は、博士課程の学生から、「教授はタダで人を使い、しかも、研究に
対するサジェッションはほとんど行わず、論文のファーストオーサーになりたが
る。現在の講座制の下では反発する訳にも行かず、博士課程在学生の発想とやる
気をそいでいる」（「博耽」16頁参剛という批判や、「大学院生の研究室の雑用、会社
から引き受けた仕事を少なくして大学院生が研究に専念できるようにして欲しい」
（「博在」頂参酌という要望、及び「教授が研究費をもらうために民間企業と共同研
究をすることにして、実際は学生のただ働きになるような状況を作らないで欲し
い」（「修在」帽参照）などという要望に応えるとともに、教授が十分に、学生の教育
や研究指導を行うためには、次のことが有効と考えられている。
それは、学生よりも「一段高い共同研究者を」（「教要」2頂参照）、「ボスドクとし
て、教授の研究テーマや学生の実験のアシスタント」に「2年ないし　3年契約で
配置（「教要」2頂参臥同旨「博在」27頁参照）することである。
なお、共同研究者は、「化学系ではポストドクターフェローシップに従事して
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いる間に実験の手腕をあげ教授の推薦で次のポストにつける米国型が望ましい」
（「教要」2頂参臥化学系）という意見がある。
博士課程の学生が教授の共同研究者から指導されることは、「いろいろなプロ
ジェクトに参画する機会がないと非常に研究が個人的になりがちである。いろい
ろなプロジェクトに自主的に参加し、3人位の指導者を得て研究しないと研究者
の質は伸びない」（「教削22貫参照）ので、それを伸ばす機会に恵まれることにもな
ると考えられている。
また、「教授との人間関係のほかに、カウンセリング指導、アシスタント制度
の整備」（「博就」16貫参酌が有効であると考えられている。
そのほか、「秘書を雇用できるようにする。現在、教授が行っている建物の設
備の管理保全、外国人の留学生の保証などは、今後事務管理部門が行うようにす
る」（「赦削29貫参照）こと、「試薬の作成、器具の洗浄、実験機器のメンテナンス等
を専門とする技官、技術補佐員を十分に」（「削り　8頁参照）配置することが必要と考
えられている。
教授が教育研究に専念できる環境が整うと、学生も研究に専念し、一歩進んで、
時間的なゆとりをもち、「哲学、歴史などの社会科学の勉強」（「博就」13頁参照）や、
芸術に親しむことができるようにもなると考えられている。
ただし、「日本の大学は教育に熱心さが足りない。民間企業が日本の大学に本
当に期待することはないと思う。紙の上の優等生が教授になって紙の上の教育と
研究を進めていく限り大学は変わらない」（「捗勘15頁参酌という批判がある。
エ　建物の近代化とその中身の近代化を行うこと
博士課程の建物を近代化して研究施設と研究機器の整備を行 うとともに、
建物の中身の近代化を行うことが極めて大切と考えられている。
以下、このことを詳述する。
（7）建物の近代化
大学院博士課程の問題は「基本的には、財政面、研究設備、研究室の面積」
（「教要」25頁参酌であるが、大学院博士課程の重要な問題で、議論の対象から欠落し
ているのは、「真理を追究できる社会的、文化的な立地環境に関する議論」（「教
要」11貫参照）であると指摘されている。
建物の近代化は、「学生が教授を自由に選べる風通しの良さが必要である。大
学の教授には中小企業のように単独会社のような性格があり、単独会社でありな
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がら教授間の共同が必要なので、講座制を超えて教授間の共同体制を整え、風通
しをよくする。そうした風通しをよくする裏付けとして、建物をきれいにし」
（「教追」6頁参照）、「研究室のスペース、設備、研究費などを欧米並にする」（「教
要」25頁参照）ことが必要と考えられている。
「昨今は大学の設備の遅れが目立つ。“知恵”だけでは限界があり設備の改革
が必要ではないか。分野によっては民間企業の方が遥かにレベルが上がっている
のでそれを知った人は進学しないのではないか」（「博凱18頁参照）という考え方や、
「ElectronicsやFactory Automationなどは、民間企業の研究開発の方が進ん
でいる」（「修耽」9頁）と考えられている。
大学の工学系で設置すべき研究設備の範囲については、「民間企業のさまざま
な業種の基盤となるような普遍的な研究設備とならざるを得ない。最先端の研究
設備をまんべんなく大学に設置するのは実態上無理である。民間企業は特定分野
の最先端の研究を志向し、高価な最先端の機器、施設を揃える」（「教要」14頁参照）と
いうように、大学と民間企業の分業体制が考えられている。
なお、大学が民間企業の最先端の研究設備を「積極的に使用させてもらう態度」
もよいが、工学系の大学の研究と民間企業の研究には、「研究領域、研究目的に
違いがあるので、それを明確に自覚する」こと、「民間企業の研究には企業秘密
があって、共同研究ができない」領域があるし、「大学を通じて情報が流出する
危険もあるので」、「教授が主体性をもって、民間企業に巻き込まれないように
する」（「教妥」14頁参照）ことが必要と考えられている。
（イ）建物の中身の近代化
建物、研究設備の近代化とともに、その中身の近代化を行わなければならない
と考えられている。
大学は、「閉鎖的なムラ社会から脱出し、社会常識の通用するところとなり、
民間企業との交流も活発でありながら、確固とした思想のもとに独自研究を行え
る場」（「博就」17頁参照）にすることが必要と考えられている。
すなわち、日本の大学は、「実力主義ではなく教授の気に入られることがもっ
とも重要なこと」になっており、「金、人脈、学閥に左右されるところが大きく」
（「博就」26頁参剛、また「人事はコネで動くので研究者として努力しても認められな
い」（「教詳」13頁参酌し、特定の教授が強力な「政治手腕」を獲得して「一部の研究
者にのみ有利に運営されている。それは大学への就職、科研費の当たり方を見れ
ば明らか」（「修凱　9貢参酌であるというのである。
助手の近代化も必要と考えられている。
それは、国立大学の助手は、「低賃金で雑用に追い回されて、自らの能力を一
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番発揮できる時期を無駄に過ごしている。賢い学生ならばそのような助手の仕事
を得ようとは思わない。助手の冷遇は、ひいては博士課程のレベルの低下と進学
者の減少を招く。ボスドクシステムの採用により助手の立場の向上を図るべきで
ある。」（「博就」1頂参照）というものである。
要するに、「大学の学閥主義を廃止し、教授の国内の交流を多くする」（「教要」
27頁参照）こと、「学科、学部の壁を乗り越えて異なる分野の研究者とプロジェクト
研究ができる自由で開放的な大学風土」（「博削12貫参照）を作ること、「大学教授の
終身雇用制を見直す」（「博凱13貫参照）こと、「ほかのところで実績を上げた者を大
学の後継者とする」（「教要」18貢参照）ことなど、「大学間、大学と民間企業との間の
人事異動を米国並に活発」にする（「博眈」20頁参酌ことが必要と考えられている。
「学生に精神的な　3Kを感じさせない」（「教要」25頁参照）ようにするために、「大
学自身が教授団の協力により、生き生きとして幅広い人間性のある環境、したが
ってそのような人間性を形成できるような環境、組織的にも協力関係のある人的
環境」を作り、「豊かな研究費を使用できるようする」（「教追」6、7貫参照）こと、物
理系では、「講座制を廃止して博士課程に研究費をもたせ、学生は研究費に従属
することとして、研究室に閉じこめない。どの研究室に論文を提出しても公平に
審査がなされるよう」（「教削2g頁参照）にすることが必要であると考えられている。
大学教員の交流については、一度民間企業に出て「業績を上げた者は大学に戻
ってこない。民間企業は離さないし、本人も民間企業で活躍した方が良い。民間
企業で主流からはずれた者が大学に戻る。優秀な人材を大学に戻すためには国が
何をしなければならないかを考える」（「教削42、43頁参照）必要があると考えられて
いる。
国は、「民間企業から大学教授に招くときの賃金を改善」する（「教則18貫参照）こ
と、「大学の研究施設、研究レベルを民間企業と対等にして、対等の研究交流、
人事交流を行う」（「教凱28貢参酌ことが大切と考えられている。
（2）「民間企業が課程博士に示す研究条件」を「課程博士が民間企業に求
める研究条件」にするために考えられていること
民間企業が課程博士の求める研究条件を示すためには、大学が民間企業の
求める資質を備える課程博士を育成していることが大前提となる。その大前
提が満たされた上で、民間企業は、課程博士を修士とは別個の研究能力を備
えている者と評価し、その研究能力にふさわしい処遇を図ることが必要であ
ると考えられている。
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以下、このことを詳述する。
①　課程博士は修士とは異質の研究能力をもつ者と考えること
大学教授は、課程博士は、「博士課程における研究領域を通じて学問的科学的
方法論を身につけ、基本的応用的知識を体系的にまとめており、その知識方法論
が今後の研究展開に役に立つ者」（r教妥」15頁参照）、「大局的にしかも本質的に物事
をみることのできる人材、これから価値を作り出して行ける人材」（「教要」19貫参刺
であると考え、従来のように、「過去に業績を上げた人、論文を作成した人とい
う考えを改める」（「教則19頁参照）こと、現在の評価体系は、学士あるいは修士の採
用を前提に組立てられたものであるから、課程博士については、修士とは異なる
「評価体系を確立」（「教要」封頁参照）することが必要であると考えている。
主要民間企業に就職している課程博士は、民間企業が「博士課程における基礎
研究から応用研究のすべてわたって理解を示し、その重要性と必要性を認識し、
確実な求人を出すこと、大学教育に求めるものが単なる学歴（出身大学）ではな
く、大学で何を身につけ、何を研究するかに関して、どれだけ独自性や理解があ
るかを重視」（「博胱」19頁参照）することであろうと考えている。
具体的には、「入社時に課程博士のための独自の研修を行う」（「教要」33頁参照）こ
と、「課程博士の助走期間」（「教妥」飢頁参照）を設けること、課程博士は「少なくて
もチームリーダーないしその候補者」と考えて、「研究テーマの選択」や「研究
方法」に「自主性を尊重する」こと、「専門的研究者として扱う」（「所長」2、頂参
照）ことなどによって、「博士課程での蓄積が有効に生かせる受け入れ体制（基礎
研究等）を用意する」（「博凱19頁参照）ことが必要と考えられている。
②　課程博士の処遇を改めること
課程博士は、修士よりも出発時点が「3年間、出遅れている」（「博就」2頁参照）の
で、現状の制度では、「博士課程に進むことで相当な金銭的な不利益が生じる。
企業内での賃金、昇進面で何の利益もない学位のために3年の期間と500万円程度
の投資が必要である。修士のままで民間企業に就職すれば、1000万円以上の収入
を得ることができる」（「修耽」33頁参照）と考えられている。
したがって、「課程博士が民間企業に就職した場合には、修士よりも生涯賃金
（年金を含む）が明らかに高くなるような努力を民間企業が行う」こと、例えば
「課程博士に特別の賃金体系を設ける」こと、「年間100万円以上高くする」
（「博就」20頁参照）こと、「課程博士で有能な者の賃金を同年齢の　3ないし　5割増しに
する」（「教妥」33頁参照）こと、「課程博士の賃金を修士と同額とするならば、入社時
に博士課程在学中の奨学金返済額を一時金として支給する」（「教要」33頁参照）こと、
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あるいは「民間企業が学生に代わって奨学金を返済する」（「教削3頂参酌ことが必
要と考えられている。
そのほか、課程博士に「発言力を持たせる」（「教則33貫参照）こと、「研究主任者
として権限を与える」（「博的19貢参卿りこと、「修士では重役になれるが博士ではな
れない」（「教＃」飢頁参照）といわれないように「本人の意志により研究を続行するの
もマネジメントになるのも自由に選べる」（「教要」33頁参照）ようにすることが必要と
考えられている。
なお、「IBMや　ATTのベル研、NTTの通研のように博士が研究職としてのキャ
リアルートを進める企業がもっと増えることが希望」（「修批」33頁参照）されている。
（注）　大学教員について、「大学教授の社会的地位、給与は、民間企業の重役に比較して低く」（「教要」6頁参
照）、「教育の負担が重く、研究を十分にできない」（「教要」7貫参照」）。したがって、「大学教員
の処遇を改善する」（「教妥」33貢参照）ことが要望されている。
（3）「課程博士が備える資質の改善」と「民間企業が課程博士に示す研究
条件の改善」のどちらかを優先できないこと
「課程博士が備える資質の改善」と 「民間企業の課程博士に示す研究条件
の改善」は、そのどちらかを先行させることは不可能である。
以下、このことを詳述する。
「課程博士が備える資質」と「民間企業が課程博士に示す研究条件」との間に
は、次のような関係が認められる。
すなわち、米国の博士は、学部からも博士課程に進学できる制度である。した
がって、博士の中には、修士よりも1年間、長く修学しただけの若い博士も含ま
れているにもかかわらず、博士の賃金が修士よりも遥かに高い。
－その大きな理由は、博士は、修士で修了する者よりも格段と優れた者が博士課
程に進学していること、博士号は厳しい関門を幾つもくぐり抜けて初めて取得で
きることにあると考えられる。学生の立場からみると、学問への探究心とともに、
序列の高い大学で博士号を取得すれば修士よりも遥かに高く待遇されるから、そ
のような試練にも耐え抜いていくものと考えられる。
日本でも、入学が難しい専攻学科の博士課程修了者は修士よりも高い賃金を受
け、そうでない専攻学科の博士課程修了者は、修士と同じ賃金を受けている事例
が見受けられる。
例えば、理学系A学科は、高校から大学の学部に入学するときの困難度は、極
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めて高い学科である。学部から修士課程への進学率は32％、修士課程から博士課
程への進学率は　33％（文部省「学校基本調査報告書」1991年3月）である。修士課程から博士課
程に進学するタイプはQ（学力優秀）タイプとみられている。なお、この学科は、ほ
かの専攻学科の基礎的な性格をもつので、Y（幅広く有能）タイプに近い性質をもって
いるということもある。
その学科の博士課程修了者と修士の賃金とを比較したのが次の図である。
第25図　理学系A学科専攻の博士課程修了者の貸金（修士比較）
注：修士は、修士課程修了年次に3年を加算して博士課程修了年次とみなした0
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課程博士修了年次
この図によれば、この学科の博士課程修了者は修士よりも高い賃金を支給する
民間企業に就職しているとみることができる。
この学科に対して、工学系B学科は、高校から学部に入学するときの困難度は、
工学系の中でも低い方といわれている。学部から修士課程への進学率は29％、修
士課程から博士課程への進学率は10％（文部省「学校基本調査報告書」1991年3月）である。修
士課程から博士課程に進学するタイプは　理学系A学科よりもP（学力普通）タイプと
みられる。この学科は博士課程在学生の中で外国人留学生の占める割合も高い。
第26図　工学系B学科専攻の博士課程修了者の貸金（修士比較）
注：修士は、修士課程修了年次に3年を加算して博士課程修了年次とみなした。
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課程博士修了年次
その学科の博士課程修了者と修士の賃金とを比較したのが前の図である。
この図によれば、博士課程修了者は、修士とほとんど同じ賃金を支給する民間
企業に就職しているということができる。
この事例と米国の例とをあわせて考えると、課程博士の資質が民間企業の求め
る資質に近ければ、民間企業は、課程博士が求める研究条件を示すものと考える
ことができる。
一方、民間企業が課程博士に求める資質、とりわけ、極めて優れた者が博士課
程に進学するためには、博士課程修了後の将来が明るくなければならない。明る
い条件は、優れた者が進学し、特別の資質を備えた課程博士が育成されなければ
生じない。
したがって、課程博士の備える資質と民間企業が課程博士に示す条件との間に
は、次のような循環関係が認められるのである。
悪い（縮小）循環（工学系B学科のタイプはこれに近い）
課程博士の将来が明るくない
採用しても処遇は修士と同じ
優れた修士は課程博士になろうとしない
民間企業は修士を高く評価し、課程博士
を採用しない
良い（拡大）循環（理学系Å学科はこれに近いタイプ）
課程博士の将来が明るい
処遇は修士より良い
優れた修士は課程博士になろうとする
民間企業は課程博士を採用する
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上記の循環は、古い諺にある「鶏が先か、卵が先か」という関係にある。悪い
循環を、良い循環に転換するには、どちらも一緒でなければ実行に移せない。し
たがって、改善策はワンセットとして行う必要がある。
（4）社会の仕組みを変えるために考えられていること
社会の仕組みを変える一環として、国や民間企業がリサーチフェロー制度
を拡大強化すること、課程博士を尊重する気風を盛り上げること、民間企業
が利益を大学に還元することなどが必要と考えられている。
以下、このことを詳述する。
①　国や民間企業がリサーチフェロー制度を拡大強化すること
博士課程修了者が学者、研究者 としての実力を切磋琢磨する場 として、 リ
サーチフェロー制度を拡大強化することが大切 と考えられている。
以下、このことを詳述する。
「欧米の考え方は、博士号取得だけでは一人前ではない。勉強はむしろそれか
らである」（「教要」10頁参照）というものである。
日本でも、「博士課程のカリキュラムを米国型に変えると、博士号の取得だけ
では、研究者としての地位、実力が客観的にまだ定まっていないので、研究者と
しての評価、実力を切磋琢磨し、実力を世に問う場が必要となる」（r所長」ll貫参照）
と考えられている。
すなわち、「博士課程を修了した後に職がないことが博士課程進学者の一番の
問題」（「博就」19頁参照）であるが、リサーチフェロー制度を拡大強化すれば、そのよ
うな問題を解消することができると考えられている。
したがって、「博士号取得後は1年ないし2年は武者修行にでることとし、民
間企業はその武者修行先の業績証明によって採用することとする。そういう武者
修行ができるマーケット」（「教則23頁参酌を広げることが必要であると考えられて
いるのである。
特に、大学教授の共同研究者としてボスドクを採用することは、教授が博士課
程学生の教育研究指導に専念し、教授独自の研究を推進していく上で有益な制度
である。
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これは先に述べたように、「博士課程在学生を研究の貴重な戦力」（「教要Jlz貫参
照）としないで良いし、博士課程在学生が「修士課程や学部学生の世話をする負担」
（「博在」頂参凧）が軽減されるからである。
教授の共同研究者は、「教授の研究に賛同して研究に協力する者とし、博士号
取得直後のクラスと、他の大学の助教授、助手のクラスとする。いずれも有期と
する」（「教要」30頁参照）こと、このリサーチフェロー制度を媒介として、「民間企業、
国公立研究所、大学間の人事交流を盛んにする」（r博凱1頂参照）こと、「民間企業
でも、どしどし、Post Doctral Fellowを一時雇用し、有能な人材であれば正規
に雇用するような制度を取り入れていく」（「博就」20頁参牒りこと、その交流を一層促
進するために、「賃金、処遇などの差別感をなくす」（「博凱18、19頁参照）ことが必
要であると考えられている。
（注）　大学教員、民間企業などに採用されなかった証程博士に、「今の技官のような仕事で専門性の高い仕書、新し
いタイプの研究に従事させたらどうか」（「教要」27、28頁参照）という意見、「英国では、博士の研究者
が高校教員になっているが、日本の現状は、物瑚を教える高校教諭は高齢者が多く今日的な研究を十分知ら
ない、修士の高校教員も少ないので、日本も博士の高校教諭など、優秀な理系教諭を採用」（「教要」32頁
参照）するなど、課程博士の職域を広く考えることが重要と考えられている。
②　課程博士を尊重する気風を盛り上げること
優れた資質の課程博士を増加することが重要であり、そのためには日本
にサイエン尊重する風土を盛り上げること、民間企業がその利益を大学に還
元すること、日本に米国のような科学を尊重し独創性を大切にする風土を作
ること、国立大学と私立大学の学費の格差を解消することが必要と考えられ
ている。
以下、このことを詳述する。
ア　博士を増加させること
今後、「日本の各階層、各職場の知的レベルが上がり、組織全体が多面的にな
り」（「教要」3屑参照）、社会は、さまざまな課程博士の能力を必要とするから、「理
工系、文系を問わず、博士号取得者を増加」（「教要」3肩参照）させる必要があると考
えられている。
博士課程在学生は「研究指導者、研究承継者の母集団である。その母集団は大
きいほど良い」（「教委」3頁参照）ので、大学院博士課程の存在が「小学生にも見える
ようにし」（「教則26貫参牒日、少年時代から博士課程に熱い憧れを抱かせるようにし
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て、研究者の母集団を多くすることが必要であると考えられている。
イ　サイエンスを尊重する風土を作ること
日本には、「サイエンスを尊重する風土がない」（「博眈」4貫参照）こと、「優れた
研究者を作り出す努力が不足している」（「博凱15頁参照）こと、「社会や民間企業が
工学系課程博士を低く評価している」（「教追」7貫参酌ことなどにより、「大学にも、
民間企業、官庁にも研究者が育ちにくい」（「博耽」15頁参照）と考えられている。
「学生は打算的に考えていない」。博士課程に進学するのは「サイエンスに対
する情熱憧れ」（「教要」31貢参照）であるという意見もある。
これらのことから、サイエンスを尊重する風土と「社会全体に博士を尊重する
風土をより強力に作る」（「博耽」15頁参酌ために、「米国のMITやスタンフォード大
学の博士は、研究遂行能力や幅の広さ、問題発見能力、論文にする能力などの点
で、日本の課程博士よりもレベルがはるかに高い。教授陣の指導及び質、研究設
備環境の相違も大きい。課程博士への進学を奨励すべきだが、総合的な対策」
（「所長」13頁参照）を樹立すること、「基礎的研究の軽視、国の科学技術に対する力の
入れ方（NIHにみられるような日米両国の差などをみると実に情けない）など、
社会全般の意識を変える必要がある。それには、やはり、まず国が先頭に立って、
研究環境を整備する」（「博耽」19頁参酌こと、「民間企業には利潤の追求という評価
基準があるから、日本のエクセレンスのセンターとしての機能を果たす機関とし
ては、民間企業を考えることはできない。それに対して大学の評価は、どのよう
に日本の文化、学術に寄与しているかが評価基準になる」ので、エクセレンスの
センターとして、「国家予算という大きな循環論」（「教追」頂参照）の中で、博士課
程のあり方を考えることが必要であると考えられている。
「科学者、工学者の地位を確立」（「博就」1瞞参牒目すること、「社会が課程博士の
資質を利用する機会を」（「教則　3頁参酌豊かにすることが必要であると考えられて
いる。
現在の教育実態について、「研究が面白いと感じる人間を多くすることが重要
である。今の小学校、中学校、高校では、楽に稼いで遊ぶことを考える人間を育
てているとしか思えない。小学校からの受験勉強体制も影響しているであろう」
（「博就」15貫参剛という見方、あるいは「中学校、高校の教育があまりにも詰め込み
過ぎで、学生は知識の理解は早いが新しい問題を交通整理して、オリジナルな知
識をつけ加えるのは不得意である。それが創造力に自信」（「教則32貫参照）をなくさ
せているという見方、現在の「日本の受験体制では大学までで疲れている」（「教
的26買参照）という見方、「日本の大学及び一部の大学院は学生のパラダイスとなっ
て、学問、研究に対する真撃さが欠けて」（「博削l頂参照）いるという見方、「経済
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的に豊かになったので修士課程までは行くが、更に博士課程まで行く気力を失っ
ている。米国は、高校までは伸び伸びし、大学、大学院で良く勉強し、良い研究
成果を上げている」（「教群」26貫参照りので「今の日本の教育システムを変えなければ
ならない」（「教削32貢参照）という意見、「米国は教科書に気を使っている。良い教
科書を作るべきである」（「教群」35頁参照）という意見、「両親の大学のブランド志向
を変える」（「教的26貫参剛べきだという意見などが出されている。
なお、米国の博士課程に留学してそのカルチャーに染まると「日本国内におい
ては米国流の発想、行動が受け入れられない環境」（「所長」13頁参照）があるので、
「日本に戻ってからがいくらか心配」（「博戯」23頁参照）であると指摘されている。
（注）（l）「大学での研究生緒は、人生の中の一つの過程、一つの経験であると軽く考えられる環境」（「博戯」
15買参照）が必要とする意見もある。
（2）　「今の大学の個性化と画一化、課程博士と論文博士という整合性のとれないものが混在している。J
（「教追」7頁参照）ので、これを整理することも必要とする意見もある。
ウ　民間企業が利益を大学に還元すること
大学教授は、日本の民間企業は大学生を多数採用しているにもかかわらず
利益を大学に還元していないので、民間企業が大学に資金を投入することを
誘導するような政策が必要であると考えている。
以下、このことを詳述する。
大学教授は、日本の民間企業は「大学生を多数採用しているにもかかわらず利
益を大学に還元していない」（「教要」15頁参照）ので、「民間企業が大学に寄付した研
究資金には、免税措置をするなど博士課程に資金を投入することを誘導するよう
な政策」（「教妥」15、29頁参照）が必要であると考えている。
民間企業は、外国の大学に寄付するが、その金額に比較すると日本の大学に寄
付する金額が少ないという批判を受けている。その批判に対しては、民間企業は
魅力ある研究が期待できるところに資金を回すのであるから、「民間企業からみ
て、日本の大学院の博士課程に多くの研究資金を投入し、日本の大学の研究成果
を期待されるような大学院にしなければならない」（「教削25貫参照）と考えられてい
る。
また、「民間企業の研究資金が直接大学にくるように」（「教要」15頁参照）、あるい
は「直接個々の教授に渡るように」（「教追」ア頁参照）制度を改善して欲しいと考えら
れている。
ー105－
エ　その他
そのほかには、「国立大学と私立大学の学費格差を解消」（「教要」32頁参照）するこ
と、「日本から海外に行く国費留学生の取扱いを改善」（「修就」35頁参照）すること、
「大学の近くに博士課程在学生のアパート、寮」（「博在」8頁参照）を建設すること、
「図書館を充実」すること（「博勘　8頁参照）、「一般の博士課程学生にも東京大学の
図書館を利用できるように」（「博在」8買春欄りすることなどの要望がなされている。
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第帽網博士増酎策の提言
1　基本的な考え方
（1）課程博士を尊重する時代
1949年に、日本の博士数の実態について一つの指摘があった。
それは、日本の人的資源を分析すると、「量的に科学者、技術者が少ない。絶
対的な例証ではないが、理、工、農、林学の部門の博士数は、総人口を考慮する
と、アメリカの5分の1である。新天地を開拓する科学的発展を追求するために
は、大学院及びそれ以後の研究がますます重要になりつつある事実に鑑み、この
ことは日本に不利である」（A REPORT ONJAPANESE NATURAL RESOURCES／A
Conprehensive Survey／Preparedin General Headquartersin1949　（r日本の天
然資源」連合軍総司令部　経済安定本部資源調査会訳））というものであった。
それから、四十数年を経た今日、日本は科学技術によって、世界でも有数の経
済的な発展を遂げることができた。
科学技術の影響が、地球の全てに及んでいる今日、科学技術の先頭グループの
仲間入りを果たした日本は、地球全体にとって望ましい技術の展開をはかること
が国際的な責務とみなされる時代に入った。すなわち、ある技術が、地圏、水圏、
気圏、そして宇宙にどのようなかかわりをもつのか、それが人類全体、地球の生
命の全体にどのような変化をもたらすのかを、地球史、生命史、人類史というよ
うな立場から科学的に洞察し、技術と人間、技術と地球の望ましい姿を追求する
地球社会的な責任を担うこととなっている。
今後の日本は、その責任を果たす一方で、科学技術の後発国との生産の競合の
問題、科学技術の先発国との技術開発競争も進めなければならない情勢にある。
国際的研究活動が更に高まると予想されるので、日本の研究者は、外国語で欧
米の研究者と鋭い論争ができなければならない。
また、天然資源に乏しい日本は、若い人ロが減少する中で今まで経験したこと
のない高齢者社会を目前にしているのである。健やかな高齢期を過ごせるように
するためには、非常に広い領域のいろいろな視点から、人間と技術、社会と技術
のあり方を検討することが緊急の課題となっている。
このような将来展望の中で、日本がより豊かに発展し、その発展を通じて、人
類全体の発展にも寄与していくためには、新しい科学技術を学問体系に組み入れ
て、その学問体系に裏打ちされた科学技術を追求する必要がある。その役目を果
たすことが期待される機関は、大学院博士課程である。
そして、より高い品位の技術を追求する役目を果たすことが期待される者は、
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研究能力を形成する上でもっとも重要な20歳代に、優れた指導者のいる大学院
博士課程で、新しい学問の体系化に参画しつつ、科学技術にかかわる哲学及びヒ
ューマンとグローバルにかかわる幅広い知識、柔軟な科学的実証能力を修得し、
ヒトとモノとカネを総合して研究できる能力を取得した課程博士であろう。
課程博士は、新しい世紀の科学技術をオーガナイズする旗手として、大学、国
公立研究機関、そして、民間企業においても、重要な位置を占めるものと考えら
れる。
このように考えると、日本は、人文系、自然科学系を問わず、大学院博士課程
の存在を重要なものと考える時代、課程博士を尊重する時代に入っていると考え
なければならない。
（2）社会意志の明確な表現
日本は、大学院博士課程の重要性を認識し、課程博士を尊重すべき時代に入っ
ているが、それは、国民一般にはあまりよく理解されていない。
したがって国は、そのような時代にあるという認識に基づいて、より多くの国
民がそれを可視的に理解できるような方策を講じることが大切である。
具体的には、青少年が熱い眼差しで仰ぎ見るような美しく大きな研究棟の設置、
博士課程在学中と修了後の将来を明るくするような総合的な方策を実施すること
が必要である。
（3）民間企業でも重用される資質を備えた課程博士の育成
先に述べたような視点からみると、日本の社会は、大学、国公立研究機関に限
らず、民間企業で活躍する課程博士を必要としていると考えられる。
したがって、大学院博士課程では、民間企業でも重用される課程博士の育成を
目指す必要がある。
また、博士号取得後、一度は民間企業などで活躍した上で大学教員になること
を一般化させることは、日本全体の科学技術の発展に大きく貢献するものと考え
る。
したがって、民間企業で重用される課程博士の育成は極めて重要なことである。
民間企業でも重用される課程博士とは、W（研兜資源を統合する力が優那　タイプ、及び
Y（研究の基盤となる帽広い学識、実証能力などが有能）タイプの資質も備えた課程博士である。
大学教授、主要民間企業の研究所長、同企業に勤務する課程博士及び修士が想
定する課程博士の理想像を描いたのが、第28図である。
そこに描かれた課程博士を育成するためには、修士で就職するグループよりも
格段に優れた資質をもつ者が、より多く博士課程への進学を目指すようにしなけ
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ればならない。
その上で、大学院博士課程の目的に民間企業でも活躍する課程博士の育成を含
め、その目的にしたがった教育体制、育成条件を整えることが重要である。
なお、幼少期から、科学技術に感動し知的好奇心が誘発されるような成長環境
を作るとともに、科学技術者の経済的、社会的処遇を向上し、そのすばらしい活
躍ぶりと明るい生活とを実際に示して、より多くの青少年が科学技術に熱い憧れ
を抱くようにすることが重要である。
（4）ワンパッケージ方式による実践
すでに、博士課程の改善については、参考文献に掲載したとおり、大学の理学
部長、工学部長、あるいは多くの産業界から、数多くの提言がなされている。そ
して国も、博士課程の充実に向けて動き出しているが、今大切なのは、議論では
なく、実践に踏み切る勇断である。
修士で就職するグループよりも、一段と優れた学生が多数博士課程に進学する
ようにするためには、課程博士の将来が明るくなければならない。課程博士の将
来を明るくするためには、一段と優れた学生が博士課程に進学し、社会の求める
資質を備えることが必要である。
すなわち、「一段と優れた学生が博士課程に進学すること」と、「博士課程修
了後の将来を明るくすること」とは、「鶏が先か、卵が先か」の関係と同様の関
係にあるので、一方のみを先行させることは不可能である。
したがって、次に掲げる具体的方策は、ワンパッケージで各界が勇断をもって
実行に移すことが必要である。
2　具体的な増強方策の提言
上記の基本的な考え方に立って、次に掲げる具体的な方策を早急に実践する必
要があると考える。
次の図は、この具体的な方策を示したものである。
図は、修士で就職するグループよりも一段と優れた学生が博士課程に殺列すること、厳しい選抜を突破して学び
たい七慕う教授の博士課程に入学すること、入学後は同じ世代の営む生活水準を保障されながら、美しく大きな
研究棟の中の広々とした研究室で、誇りをもって、履修科目を重視したカリキュラムにしたがい、生き生きとし
た人間性と他の研究室とも協力し合う教授のもとで、最新の実験機器を自由に駆使し、豊かな研究費を使用しな
がら、研究にいそしむことができること、3年以内で学位を取得できること、学位を取得した後は、いろいろな
制度を活用しながら研究能力を向上できること、民間企業や国公立の研究所で研究者として重用され、高い処遇
を受けつつ研究実績を上げると大学教員のコースや、民間企業の役員のコースにそれぞれ昇進できることを示す
ものである．
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（1）研究環境の画期的な改善
①　美しく大きな研究棟の建設
国は、主要な国立大学の大学院博士課程に、美しく大きな研究棟（シンボルタ
ワー）を建設して、日本にとって、大学院博士課程が極めて重要であるという社
会の意志を明確に表示する。
研究棟は、これを眺めると科学への憧れが湧き出るような建物とし、そこには
科学の真理を探求するのにふさわしい文化的、自然的環境を整える。
国は、主要な私立大学がそのような美しく大きな研究棟を建設し、環境を整え
ようとするときには、それに必要な経費を十分に助成する。
また、学生が最新の研究を自由に行えるようにするため、最新の研究機器を整
備し、研究室のスペースを広げる。
私立大学が、学生の納入する学費によって最新かつ巨額の研究機器を整備する
のには限界があるので、私立大学の貢献度を考慮して、その理工系博士課程の助
成金を増額する。
②　中身の近代化
大学院博士課程は、民間企業でも重用される課程博士を育成するという目的を
明確にし、中身の近代化を図り、大学教授と学生の間に、学究面でも人間関係面
でも強い信頼関係を構築できるようにする。
ア　学生が、その知的好奇心の変化に応じて、異なる大学、異なる専攻学科の教
授に進学する慣行を定着させる。
これを推進するために、大学院の特徴や教授の経歴、教授の研究テーマ、研
究方針、研究業績に関する情報を収集し、公開するシステムを作る。また、希
望者数の多い研究室には、学生の定員、研究室の　面積、研究費を増加する。
他の大学からの進学者数が多いときは、原則として、それを教授の処遇に反映
させる。
イ　博士課程のカリキュラムを幅広い基礎的な学識、語学力、実証能力、各種の
研究資源を調整統合する能力を育成できるように改善する。
課程博士の学位論文の審査は、論文博士の学位論文とは、完全に切り離すこ
ととし、3年以内の期間で、研究テーマを決定し、かつ論文を完成できる程度
の水準をもって十分なものとする。画期的な飛び級制度により、優秀な者は、
学部卒業から3年で博士号が取得できるようにする。
ウ　教授が学生の教育、研究指導に専念できる体制を整えるために、複数の階級
の共同研究者と有能な秘書を採用できるようにし、事務部門の近代化、研究設
備の保守管理の外部委託を進める。
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なお、優れた教授には、その業績と努力に応じた処遇を行う。
エ　生き生きとした人的環境を形成するために、いわゆる‘一生え抜き教授，，制度
の改善に加え、大学と民間企業、国公立研究所との人事交流を進める。また、
研究能力や教育能力の変化に応じて、博士課程の教授から学部の教授に転向す
るなどの人事の弾力化を推進する。これらを円滑に推進するため、大学と他の
機関との交流回数が多いほど賃金などが有利になるように関係諸制度を改める。
民間企業では、企業秘密を守るため発表論文に制約を受けるので、民間企業
から大学教員になる場合の資格にはその点を配慮する。
（2）在学中の経済的自立の保障
博士課程在学者も、同年代の人と同じ程度の家庭生活が営めるようにする。
①　民間企業に就職することを希望する学生が精神的な拘束を受けることなく、
民間企業の奨学金を受給できるようにする。そのために、民間企業は奨学金貸
与のための連合体を作り、200億円の基金を拠出して、その運用益で450人の博
士課程学生（1年間に150人が民間企業に就職するものと仮定）に年間240万円
を無利子で貸与し、連合体に加盟する民間企業に就職したときはその返済を免
除、あるいは、就職先の民間企業がそれを肩代わりする。
また、その連合体で、博士課程で採用するティーチングアシスタント、リサ
ーチアシスタントの費用を拠出する。
②　学生が博士課程で投入した学費等が生涯的な損失にならないようにするため
に、民間企業が同期の修士よりも10　％以上高い賃金を支給する傾向が定着す
るまでの当分の間、国は、臨時的経過措置として、優秀な国立大学博士課程学
生の学費の全額又は一部を免除する。
優秀な私立大学の学生には、国立の学費免除額に相当する額を学生に支給す
る。
③　学生の経済的な自立を援助するとともに、教授の教育、研究負担を軽減する
ために、アシスタント制度を導入する。ただし、その金額は、ほかのアルバイ
トの金額との均衡を考慮して定めることとする。また、教授に対して、学生は
弱い立場にあるので、学生に強制しないこと、契約時間を超えないこと、支給
額を研究室の研究費に回すようなことのないように、その運用にあたっては格
別の注意を払う。
④　日本育英会の奨学金月額（106000円）を修士初任給の月額17万円（1991年度ベース）
に増額し、親の収入による貸与制限を撤廃する。
⑤　日本学術振興会の博士課程在学生を対象とする特別研究員の研究奨励金は、
修士課程在学中に進学を条件として採用を内定できる方式とし、その月額（15
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6000円）を20万円程度に増額し、理工系の人数を392人（1990年度）に倍増する。
（3）リサーチフェロー制度の拡充
博士号取得後、研究能力に応じて、10年間程度は、家族の生活費を心配するこ
となく、研究の武者修行を行うことができるように、リサーチフェロー制度を拡
充する。
その一環として、国は、科学技術庁の「特別研究員制度」及び理化学研究所に
設けられた「基礎科学特別研究員制度」、新技術事業団の「創造科学技術推進制
度」、日本学術振興会の「特別研究員制度」の増員に努める。
また、民間企業が財団法人相模中央化学研究所の「契約研究員制度」、三菱化
成生命科学研究所の「特別研究員制度」のような制度を導入、拡充するときには、
国はその費用の一部を補助する。
なお、これに関連して、公共機関で、新しいタイプの研究調査職を設置し、そ
のポストに課程博士を採用する、あるいは、理科教育を充実するために、初等中
等教諭に厚遇で課程博士を採用するなど、課程博士の職域を拡大する。
（4）民間企業の正当な評価と処遇
民間企業は、課程博士独自の評価活用制度を取り入れる。
課程博士には、同期の修士よりも10％以上高い賃金によって処遇する。
課程博士に、ゼネラリストに必要な能力研鋸の機会を積極的に提供する。
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第27図　社会の求める資質を備える課程博士を育成するために
具体的に提言する項目の概念図
第28図　課程博士の理想像
た教授か
研究哲学
?、）?
114
を修得し体系化し
ている
（参考）
大学教授、主要民間企業の研究所長、同課程博士や修士が描く課程博士の理想像
を文章で表現すると次のとおりである。
【1　取得した能力】
（1）研究哲学の展開力
①　優れた教授から研究哲学を指導され、日常の研究に具体化できる力を継承
している
（テクノロジーの側面だけではなく修士よりも）サイエンテイフイツクに考えられる力
②　学問的、科学的方法論を身につけ、体系的にまとめて学問に寄与できる
（常に系統だててものを考えられる）
（2）幅の広い知識力
①（削遇の柔らかい時期に）幅広い分野の（基礎的な）学問を修得し体系化している
②　総合的視野と少なくとも二つの専門分野をもっている
③　先端の研究動向について幅広い情報をもっている
（3）高度の専門知識力、技能及び技術力
①　（実酎技術など）高度な技術力、高度な技能がある
②　文献検索、仮説設定、着眼点、実験方法に定石をもっている
③　専門性の高さとそれを企業で生かせる能力とセンスがある
（4）テーマ探索力
①　研究の先見性、創造性を見極め、研究の値打ち（ここまで解，ている、ここから解，て
いない。それが解ったらどのように素晴らしか）が解り、他の者にもそれを認識させられる
②　テーマの実現可能性を見極められる
③　世界でもっとも進んだ研究を消化して、新しい研究テーマを発見できる
（5）問題解決力
①　科学技術と社会との関わりを大切にし、新しい科学技術を創出するときに
生じる矛盾を解決できる
②（一つの問題を教官と討論しながら、目的を特定せずに、自由な発想で、自分で新しい研究テーマを発想し、方
法を兄いだし、一人でいろいろ悩み苦しんでフレキシビリティを養成しながら、いくつもの山を越え壁を突き破っ
て研究を完成させるというプロセスを経験して初めて修得できる）問題の本質をつかめる
③　（機械系の企業では）いくつかの深い専門分野と広い視野をもち、材料学的側面、
化学的側面、電気学的側面、情報学的側面の人材を総合して、それらの協力
関係を作り、継続的に取り組み、どんなトラブルに直面しても解決できる
④　多方面の分野で研究活動ができる
⑤　研究手順を取得し自分で研究計画を立て、プロジェクトの中心として部下
の研究能力を把捜しリードできる
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⑥　実用的開発とかマネジメントにも目が配れる、事務能力があり、効率的に
仕事ができる
（6）表現力
①　人と組織、装置、資金をどのように使えば研究テーマの実現が可能である
かを理路整然と短時間で（トップや営業にも分かり易く）説明し、共鳴させられる
②　（英語で）論文を作成したり講演できる。外国人とも鋭い論争ができる
【2　性質】
①　人に惜しげもなくアイデアを与えても枯れない好奇心が強い
②　誰もやっていなければいない程、困難であればある程燃えて挑戦する
③　自分の研究分野、研究技術、研究姿勢、考え方にこだわらず、他人の哲学
・価値観を受け入れ、相手の立場に立って柔軟な議論ができる
④　学位論文で対象としたテーマについてエキスパート意識がない
⑤　創造性、独創性追求の姿勢がある
⑥　見識ある行動、責任感、気概、一流意識がある
⑦　自己を犠牲にして、部下の面倒が良られる
⑧　バランス感覚がある
⑨　博士課程でのブレークスルーの体験（成功体験）を生かせる
⑬　スペシャリスト的資質とゼネラリスト的資質がある
⑪　広い立場で人とつき合い、著名人とのつながりがある
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き寧
この調査研究は、主要大学の教授、並びに主要民間企業の人事担当者及び研究
所長などの関係者、3700名のご協力をいただいて作成しました。
次の（1）に掲げる大学教授の方々には、大学院修士課程及び博士課程在学生のア
ンケート調査を行っていただき、また、1990年秋には多忙な時間を割愛して、筆
者の面接調査にも、ご協力をいただきました。また、13名の方には、1991年の2
回目の面接調査にもご協力をいただきました。修士課程及び博士課程在学生の方
々からは、熱心にアンケート調査票にご記入をいただきました。
次の（2）に掲げる会社の人事担当の方々には、アンケート調査を行っていただき
ました。また、人事部門の長及び研究所長、並びに大学院修士課程及び博士課程
をそれぞれ修了して研究開発組織で活躍している方々からは、熱心にアンケート
調査にご記入をいただきました。
アンケートには、予想よりも遥かに多く、多数の方々から、博士課程のあり方
について、ご意見が寄せられました。それは、日本の博士課程の改善がいかに切
望されているかを示すとともに、博士課程のあり方を論じる上で、またと得難い
貴重な資料であると考えております。
この調査研究には、科学技術庁科学技術政策研究所客員研究官　上江洲　由晃
氏（早稲田大学教授）から、格別のご協力をいただきました。
ここに、ご協力をいただいた方々のご芳名を記載して、深い感謝の気持ちを表
します。
また、ご芳名を記載することはできませんが、繁忙の折りにもかかわらず、日
本の博士課程の充実のために、熱心にアンケート票にご記入くださった方々に、
厚くお礼を申し上げます。
なお、この調査研究の提言は、筆者の一存でとりまとめました。各大学教授及
び民間企業関係者のご意見とは、必ずしも一致していません。
ご了承くださるよう、お願いします。
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（1）　大学教授ご芳名
大阪大学　　工学系
京都大学　　理学系
工学系
慶応義塾大学工学系
東京大学　　理学系
工学系
東京工業大学理学系
工学系
東北大学　　理学系
工学系
（敬称省略。アイウエオ順）
足立吟也
岸田敬三
西原　浩
三宅　裕
石黒武彦
川那部活哉
赤松映明
岡田隆夫
田丸啓書
中辻　博
山品　元
森　真作
矢崎紘一
川島誠一郎
新井民夫
木原淳二
羽鳥光俊
長尾高明
藤島　昭
水町守志
渡連靖志
神沢　浮
鈴木朝夫
深尾　正
長松昭男
遠藤康夫
的嶺　穆
加藤正名
加藤康司
竹田　宏
四ッ柳隆夫
樋口龍雄
渡過龍三
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（応用化学）
（精密工学）
（電子工学）
（機械工学）
（物理学）
（動物学）
（機械工学）
（電気工学）
（電子工学）
（合成化学）
（精密工学）
（アンケートご協力）
（物理学）
（動物学）
（精密機械工学）
（金属工学）
（電気工学）
（機械工作学）
（合成化学）
（電子工学）
（物理学）
（化学）
（材料科学）
（電気電子工学）
（機械工学）
（物理学）
（植物生理学）
（精密機械工学）
（機械工学）
（電気工学）
（分子化学）
（電子工学）
（材料加工学）
早稲田大学　理学系　　　相沢洋二
工学系　　　宇田応之
大迫　巌
白井克彦
山口富士夫
豊倉　賢
大学院理工学研究科
教務委員　　森戸　晋
米国プリンストン大学　　小林久志
以上 理学系教授数
工学系教授数
その他教授数
米国教授
教授総数
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（応用物理学）
（材料工学）
（電子通信学）
（電気工学）
（機械学）
（応用化学）
（アンケート協力）
（電気工学、計算機科学）
8名
30名
2名
1名
41名
（2）　会社ご芳名　　（敬称省略。アイウエオ順）
旭化成工業株式会社
旭硝子株式会社
アサヒビール
味の素株式会社
石川島播磨工業株式会社
沖電気工業株式会社
大塚製薬株式会社
花王株式会社
鹿島建設株式会社
川崎製鉄株式会社
協和発酵工業株式会社
キヤノン株式会社
キリンビール株式会社
久保田鉄工株式会社
株式会社神戸製鋼所
コスモ石油株式会社
株式会社小松製作所
サントリー株式会社
清水建設株式会社
品川白煉瓦株式会社
昭和電工株式会社
信越化学工業株式会社
新日本製織株式会社
鈴木自動車工業株式会社
住友化学工業株式会社
住友金属工業株式会社
住友電気工業株式会社
ソニー株式会社
第一製薬株式会社
大日本インキ化撃工業株式会社
ダイハツ工業株式会社
武田薬品工業株式会社
中部電力株式会社
帝人株式会社
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TDK株式会社
東京電力株式会社
株式会社東芝
東燃株式会社
トヨタ自動車株式会社
東レ株式会社
日産自動車株式会社
日本化薬株式会社
日本鋼管株式会社
日本石油株式会社
日本電気株式会社
日本電信電話株式会社
日本ビクター株式会社
株式会社日立製作所
富士写真フイルム株式会社
富士ゼロックス株式会社
富士通株式会社
富士電機株式会社
株式会社ブリジストン
本田技研工業株式会社
松下電器産業株式会社
マツダ株式会社
萬有製薬株式会社
三井東圧化学株式会社
三菱重工業株式会社
三菱自動車株式会社
三菱電機株式会社
三菱油化株式会社
明治乳業株式会社
森永乳業株式会社
山之内製薬株式会社
雪印乳業株式会社
株式会社リコー
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参胼料
1　アンケート調査票及びインタビュー調査票
2　調査の集計表
3　「アンケート調査票記述意見」及び「大学教授意見」
3－1　主要民間企業に勤務する博士課程修了者の「アンケート調査票記述意見」
略称：「博就」
3－2　主要大学博士課種在学生の「アンケート調査票記述意見」
略称：「博在」
3－3　主要民間企業に勤務する修士課程修了者の「アンケート調査票記述意見」
略称：「修就」
3－4　主要大学修士課程在学生の「アンケート調査票記述意見」
略称：「博在」
3－5　主要民間企業の人事部門の長の「アンケート調査票記述意見」
略称：「人事」
3－6　主要民間企業の研究所長の「アンケート調査票記述意見」
略称：「所長」
3－7－1　大学教授の意見の要約
略称：「教要」
3－7－2　大学教授の意見の詳細
略称：「教辞」
3－7－3　大学教授の意見の詳細一追加
略称：「教迫」
4　参考文献とその要約
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l rアけ一帽査票」及び「インタビド調査凱
次に掲げる質問項目は、1990年秋に主要な民間企業関係者及び主要な大学院在
学生に対して行った「アンケート調査票」並びに主要大学の教授に対して行った
「インタビュー項目」の写しである。なお、編集上、アンケートの目的や協力に
対する謝辞は省略し、行間隔や質問項目の配置は一部変更した。この質問項目の
集計結果は別添の「質問項目第一次集計表」を、「アンケート調査票」に記述さ
れた意見は別添「アンケート調査票記述意見」を、・大学教授の意見は別添「大学
教授の意見」をそれぞれ参照されたい。調査票の種類は、次のとおりである。
1－1　民間企業に勤務している博士課程修了者に対する「アンケート調査票」
1－2　博士課程在学生に対する「アンケート調査票」
1－3　民間企業に勤務している修士課程修了者に対する「アンケート調査票」
1胃4　修士課程在学生に対する「アンケート調査票」
1－5　本社研究開発人事部門の長に対する「アンケート調査票」
1－6　研究所長に対する「アンケート調査票」
1－7　大学教授に対する「インタビき－項目」
1－1　民間企業に勤務している博士諌程修了者に対する「アンケート綱査票J
l　あなたが修了した大学院博士課程について伺います。
①あなたの修了した大学院は、国公私立のどれにあたりますか。次のうち、該
当するところに○印をつけて下さい。
（ア）国立　　　（イ）公立　　（ウ）私立
②あなたが大学院博士課程で専攻した学科は何ですか。次のうち、該当すると
ころに○印をつけて下さい。
理学関係
（ア）数学関係　（イ）物理学関係　（ウ）化学関係　（工）生物学関係
（カ）地学関係　（キ）その他の理学関係
工学関係
（ク）機械工学関係　（ケ）電気通信工学関係　（コ）土木・建築工学関係
（サ）応用化学関係　（シ）応用理学関係　（ス）金属工学関係
（セ）その他の工学関係
農学関係
（ソ）農学関係　（タ）農芸化学関係　（チ）その他の農学関係
医学・歯学・薬学関係
（ツ）医学　　　　（テ）歯学　（目薬学関係
2　あなたが、博士課程に進学した主な理由は何ですか。次のうち、あなたの考
えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）大学の教員になりたかったから
（イ）もっと好きな専門の研究を続けたかったから
（ウ）会社の研究機関の研究者になるためには、博士課程修了の方が修士課
程修了よりも、有利と考えたから
（工）国公立研究機関の研究者になりたかったから
（オ）進路を決めるには、修士段階ではまだ早いと思ったから
（カ）その他（具体的に書いて下さい）
等
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3　あなたが現在携わっている業務について伺います。
①あなたの研究所叉は会社の業種は、次のどれにあたりますか。該当するとこ
ろに○印をつけて下さい。
（ア）鉄鋼業・金属製造業　（イ）化学工業（医薬品製造業を除く）
（ウ）医薬品製造業　（エ）食料品・飲料製造業　（オ）電気機械製造業
（カ）一般機械製造業　（キ）輸送機械製造業　（ク）精密機械製造業
（ケ）石油製品製造業　（コ）電気ガス供給業　（サ）運輸業　（シ）通信業
（ス）情報サービス業　（セ）建設業　（ソ）その他
②あなたが現在携わっている研究開発の性格は、次のどれにあたると考えます
か。該当するところに○印をつけて下さい。
（7）基礎的な研究に近い　　　（イ）実用的な研究に近い
（ウ）基礎的な研究と実用的な研究との中間
4　博士課程修了年と今の会社に入社した年を記入して下さい。
①博士言里程修了年　　19ロロ年　　　②入社年　　19ロロ年
5　あなたは、今までに、外国に留学したとか、外国で開催された会議に出席し
たというような経験をおもちですか。次のうち、該当するところに○印をつ
けて下さい。
（ア）ある　　　　　　（イ）ない
6　ここに、修士課程を修了する予定の学生がいると仮定します。彼は、希望す
れば博士課程に進学できる学力がありますが、今、会社の研究開発部門に入
社するか、進学するか迷っています。
①「博士の方が就職に不利だと聞いているが、あなたはどう思うか」と聞かれ
たら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけて
下さい。
（ア）そのとおりだと思う
（イ）だんだん博士の需要も増え就職の心配は少なくなっていると思う
（ウ）博士の方が就職に有利だと思う
②「博士課程を修了したために、研究をしていく上で有利な体験をしたことが
あるか」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項
目に○印をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　（イ）なかった
③前の②とは逆に、「博士課程を修了したために研究をしていく上で不利だと
思ったことがあったか」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなた
の考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　（イ）なかった
④「博士課程を修了したために賃金の上で有利だと思ったことがあったか」と
聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印を
つけて下さい。
（ア）あった　　　　　（イ）なかった
⑤前の④とは逆に、「博士課程を修了したために賃金の上で不利だと思ったこ
とがあったか」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと
同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　（イ）なかった
⑥「博士課程を修了したために昇進などの上で有利だと思ったことがあったか」
と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印
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をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　（イ）なかった
⑦前の⑥とは逆に、「博士課程を修了したために昇進などの上で不利だと思っ
たことがあったか」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考
えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　（イ）なかった
⑧「研究開発活動を進めていく上で、博士課程を出る必要があるだろうか」と
聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印を
つけて下さい。
（ア）修士課程修了で大丈夫と答える
（イ）これからは、博士の時代だから日本の博士課程に進学するように勧める
（ウ）これからは、博士の時代だから米国の博士課程に進学するように勧める
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
⑨「博士課程で能力を高めても、それがあなたの会社で正当に評価されている
だろうか」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ
項目に○印をつけて下さい。
（ア）評価されていると答える
（イ）評価されていないと答える
（工）その他
⑬結局、あなたは、この学生に博士課程に進学することを勧めますか。次のう
ち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）勧める　　　（イ）勧めない　　　（ウ）なんともいえない
⑪（⑬で「（ア）勧める」と答えた方にお伺いします。「（イ）勧めない」及び
「（ウ）なんともいえない」に○印をつけた方は、次の7にお進み下さい。）
あなたが、博士課程進学を勧める主な理由は、次のどれにあたりますか。あ
なたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）博士だったために有利に扱われた自分の経験から
（イ）これからは、博士でないと通用しないから
（ウ）後3年、束縛をうけない方が将来の進路選択のために良いと思うから
7　大学院博士課程在学当時を振り返って、次の質問に答えて下さい。
（9当時の大学院博士課程の研究施設は、会社の研究施設と比較してどのように
感じましたか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）研究に支障があるほど遅れていた
（イ）研究に支障があるほどの遅れはなかった
（ウ）進んでいた
②次の項目のうち、あなたの考えにもっとも近い項目を三つ選んで○印をつけ
て下さい。
（ア）もっと自分の論文作成能力を磨く機会がほしかった
（イ）大学は講座制でない方がよかった
（ウ）教授の論文作成を手伝わされないようにしてほしかった
（エ）研究室の拘束が多すぎると思う
（オ）研究以外の時間をもっと欲しかった
（カ）語学の力をもっとつけたかった
（キ）自主的な研究がしたかった
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（ク）修士課程の専攻学科と違う学科を選びたかった
（ケ）もっとゆったりした研究スペースがほしかった
（コ）もっと良い研究設備で研究したかった
（サ）少なくともアルバイトをしないで済むだけの経済的援助がほしかった
（シ）研究以外の通常の人として過ごす時間がもっと多くほしかった
（ス）その他（具体的に書いて下さい）
答
③あなたは、次の掲げる条件のうち、どの条件があれば、博士課程進学者が多
くなると思いますか。あなたの考えにもっとも近い項目を三つ選んで○印を
つけて下さい。
（ア）修士課程の専攻学科と異なる学科に進学できる
（イ）大学院博士課程の教育が企業の需要に応じたものにする
（ウ）博士課程において自分の研究時間がもっと多くなる
（エ）博士課程で、研究以外の通常の社会人としての時間がもっともてる
（オ）特定の教授から受ける拘束が少なくなる
（カ）博士課程を修了すれば、大学の教職に就職できる
（キ）博士課程を修了すれば、国公立の研究機関の研究職に就職できる
（ク）博士課程在学中に、国、財団、日本学術振興会、日本育英会から学費
と生活費が年間200万円程度（現在の価額で）借りられる
（ケ）財団が返済不要の奨学金を年間60万円程度（現在の価額で）支給して
くれる
（コ）アメリカのように、博士課程在学者に大学教授の研究助手、教育助手
として雇用される道が開け、その収入が月額6万円程度（今の価額）
ある
（サ）会社の貸与する奨学金が年間200万円程度（今の価額）となる
（シ）博士課程修了後のポストドクターの助成（文部省、科学技術庁、日本
学術振興会などの特別研究員制度）が充実される
（ス）その他（具体的に書いて下さい）
答
8　あなたは、博士号取得者の理想的な生き方として、次のうちのどちらを選び
ますか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）いろいろな研究所や大学で研究を行い、世界的に認められる実績を作る
（イ）なるべく、長期に雇用される同一研究所で研究を行う
9　あなたの貸金について伺います。
①あなたの現在の賃金は、あなたより3年先に修士課程を修了して入社した者
（同じ年に学部卒業した者）と比較すると、どのように考えられますか。次
のうち、あなたの見方と同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）ほぼ同じと思う　（イ）高いと思う　（ウ）低いと思う　（エ）解らない
②昨年10月現在のあなたの月給（扶養家族手当、通勤手当、時間外手当、管
理職手当などを含まない額）は、いくらでしたか。
口□万口千円
③昨年、会社から支給された年間給与額（ボーナスを含む税込み額）は、いく
らでしたか。
□□□□万円
10　あなたは、将来、企業の博士課程の採用は増加すると考えていますか。次の
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うち、あなたの考えともっとも同じ項目に○印をつけて下さい。
（7）増加しない
（イ）研究開発水準が高まるから増加する
（ウ）研究が基礎研究の方向に進むから増加する
（エ）独創的な研究が必要になるから増加する
（カ）その他の理由により増加する
11あなたの会社から、「研究員を博士課程に派遣したいが、日本の大学院博士
課程と外国の大学院博士課程とでは、どちらが良いだろうか」という相談を
受けたら、
①あなたは、どちらを勧めますか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下
さい。
（ア）日本の大学院博士課程（イ）外国の大学院博士課程
②（①で「（ア）日本の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。「（イ）外国の
大学院博士課程」を選んだ方は、次の③に進んで下さい。）
日本の大学院博士課程と答えたのは、どのような理由でしょうか。あなたの
考えと同じ項目に、○印をつけて下さい。
（ア）日本の大学教授とつながりが深まる
（イ）日本の方が外国より経費が安い
（ウ）日本の方が研究教育水準が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学ばせたい教授がいる
（キ）語学力に心配がある
（ク）その他〔できれば具体的に書いて下さい）
答
（この②に答えた方への質問は、これですべて終了しました。
③（①で「（イ）外国の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。
外国の大学院博士課程を選んだのは、どのような理由ですか。次の項目の中
から、もっとも当てはまる項目を三つ選んで、○印をつけて下さい。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めたい
（キ）外国の方が面白い
（ク）外国の方が研究教育水準が高い
（ケ）外国に学びたい教授がいる
（コ）外国の生活を体験したい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
1－2　博士課程在学生に対する「アンケート調査票」
1　あなたの在学する大学院博士課程について伺います。
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①あなたの在学する大学院は、国公私立のどれにあたりますか。次のうち、該
当するところに○印をつけて下さい。
（ア）国立　　（イ）公立　　　（ウ）私立
②あなたが大学院で専攻している学科は何ですか。次のうち、該当するところ
に○印をつけて下さい。
理学関係
（ア）数学関係（イ）物理学関係（ウ）化学関係（エ）生物学関係
（カ）地学関係　（キ）その他の理学関係
工学関係
（ク）機械工学関係（ケ）電気通信工学関係（コ）土木・建築工学関係
（サ）応用化学関係（シ）応用理学関係（ス）金属工学関係
（セ）その他の工学関係
農学関係
（ソ）農学関係（タ）農芸化学関係　（チ）その他の農学関係
医学・歯学・薬学関係
（ツ）医学　　　（テ）歯学　（ト）薬学関係
2　あなたが博士課程に進学した主な理由は、どのようなものでしたか。次のう
ち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）大学の教員になりたかったから
（イ）もっと好きな専門の研究を続けたかったから
（ウ）会社の研究機関の研究者になるためには、博士課程修了の方が修士課
程修了よりも、有利と考えたから
（エ）国公立研究機関の研究者になりたかったから
（オ）進路を決めるには、修士段階ではまだ早いと思ったから
（カ）その他（具体的に書いて下さい）
答
3　あなたは、生活費をどのようにして工面していますか。次のうち、当てはま
る項目に○印をつけて下さい。
（ア）親の仕送りを受けず、ほとんどアルバイト、奨学金
（イ）ほとんど親の仕送り
（ウ）親の仕送りとアルバイト、奨学金がほぼ同じ
4　あなたは、博士課程在学中の学費等の経済的援助についてどのようなことを
希望しますか。次のうち、あなたの希望と同じ項目を二つ選んで○印をつけ
て下さい。
（7）今のままでよい
（イ）博士課程在学中に、国、財団、日本育英会、日本学術振興会から年間
200万円程度借りられる
（ウ）財団が返済不要の奨学金を年間60万円程度支給されるる
（エ）博士課程を修了して就職すれば、日本育英会から借りた奨学金を返済
してくれる会社がある
（オ）アメリカのように、博士課程在学者に大学教授の研究助手、教育助手
として採用される道が開け、その収入が月額6万円程度となる
（カ）会社の貸与する奨学金が年間200万円程度となる
（キ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
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5　あなたの大学院の制度について伺います。
①あなたの大学院には、博士課程在学生が、有給で教授の研究や教育（学部や
修士学生の指導補助等）を手伝う制度がありますか。
（ア）ある　　　　　（イ）ない
②（①で「（ア）ある」と答えた方に伺います。「（イ）ない」と答えた方は、次
の6に進んで下さい。）
有給で教授の研究や教育を手伝ったことがありますか。
（ア）ある　　　　　（イ）ない
6　アメリカには、修士課程や博士課程に在学しながら、教授のテーチング・ア
シスタント（教授の補足講義や問題用紙の配布、回収、採点、実習の助手等）
をし、報酬を受ける制度があります。日本にもこの制度が出来て、このアシ
スタントになれば、過10時間程度、1時間1500円程度が支給されると仮定し
ます。
①あなたは、このテーチング・アシスタントの募集があれば、応募しますか。
あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）応募する　　　（イ）応募しない
②（①で「（ア）応募する」と答えた方は、次の7に進んで下さい。「（イ）応募
しない」と答えた方に伺います。）
応募しない理由は、次のどれに当たりますか。あなたの考えと同じ項目に○
印をつけて下さい。
（ア）金額が安い
（イ）そのような助手の仕事はいやだ
（ウ）お金を必要としない
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
7　アメリカには、修士課程や博士課程に在学しながら、教授のリサーチ・アシ
スタント（教授の研究の手伝い）をし、報酬を受ける制度があります。日本
にもこの制度が出来て、このアシスタントになれば、過10時間程度、1時間
1500円程度が支給されると仮定します。
①あなたは、このリサーチ・アシスタントの募集があれば、応募しますか。あ
なたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）応募する　　　　（イ）応募しない
②（①で「（ア）応募する」と答えた方は、次の8に進んで下さい。「（イ）応募
しない」と答えた方に伺います。）
応募しない理由は、次のどれに当たりますか。あなたの考えと同じ項目に○
印をつけて下さい。
（ア）金額が安い
（イ）そのような助手の仕事はいやだ
（ウ）お金を必要としない
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
8　あなたは、「会社の奨学金貸与（入社し、一定期間勤務しなければ返済義務
があるもの）」について、どのように考えていますか。あなたと同じ考えの
項目に○印をつけて下さい。
（ア）受給すると、どうしてもその企業と関係が深まり、精神的に拘束をさ
－　7　－
－131－
れるから応募しない
（イ）受給すると、その企業との関係が深まるのは好まないが、借りられる
ものは借りたい
（ウ）受給すると、その企業と関係が深まるので応募したい
（エ）とにかく借りられるものは、借りたいので応募する
（オ）返済義預があるから、応募しない。
（力）その他（具体的にお書き下さい。）
答
9　博士課程在学生は、教授の有力な研究戦力であるといわれることがあります
が、それをどのように感じていますか。次のうち、あなたと同じ考えの項目
に○印をつけて下さい。
（ア）良いことだとは思わない
（イ）特に間期を感じない
（ウ）良いことだと思う
（エ）博士課程の性格上やむを得ないことだと思う
（オ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
10　大学の博士課程について、どのようなことを希望していますか。あなたの希
望ともっとも近い項目を三つ選んで○印をつけて下さい。
（ア）もっと自分の論文作成能力を磨く機会が欲しい
（イ）大学は講座制でない方がよい
（ウ）教授の論文作成を手伝わされないようにしてほしい
（ユ）研究室の拘束が多すぎると思う
（オ）研究以外の時間をもっと欲しい
（カ）博士課程で、研究以外の普通の社会人としての時間が多くもちたい
（キ）自主的な研究がしたい
（ク）修士課程の専攻学科と違う学科を選びたかった
（ケ）もっとゆったりしたスペースがほしい
（コ）もっと良い設備で研究したい
（サ）少なくともアルバイトをしないで済むだけの経済的援助が欲しい
（シ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
11あなたは、博士課程修了後の希望として、次のうちのどちらを理想的だと思
いますか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）いろいろな研究所や大学で研究を行い、世界的に認められる実績を作
りたい
（イ）なるべく、長期に雇用される同一研究所で研究を行いたい
12　あなたは、将来、企業の博士課程の採用は増加すると考えていますか。次の
うち、あなたの考えともっとも同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）増加しない
（イ）研究開発水準が高まるから増加する
（ウ）研究が基礎研究の方向に進むから増加する
（ェ）独創的な研究が必要になるから増加する
（カ）その他の理由により増加する
13　あなたは、企業と大学院博士課程とが、研究協力を行うことについてどのよ
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うに考えていますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下
さい。
（ア）企業の優れた研究施設を使用できるから良いことである
（イ）企業との癒着が起きる心配があるから良くない
（ウ）不足する資金、研究施設の充実は大学が行うべきであり、大学が企業
に頼るのは良くない
14　大学に残るように教授から勧められたとしたら、あなたは．、どのように感じ
ますか。ただし、いつ教員（助教授、教授）になれるかは明確な約束は得ら
れないとします。次のうち、あなたの感じと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）良い話だから、残ろうと思う
（イ）いつ教員になれるかわからないのだから、無責任な話だと思う
（ウ）民間研究所の方がいろいろ恵まれているから、断ろうと思う
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
15　あなたは、今の時点で、日本の大学院博士課程でも、外国の大学院博士課程
でも、好きな方にいけることになったと仮定します。
①あなたは、どちらを希望しますか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけて
下さい。
（ア）日本の大学院博士課程（イ）外国の大学院博士課程
②（上の①で「（ア）日本の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。「（イ）外
国の大学院博士課程」を選んだ方は、次の③に進んで下さい。）
日本の大学院博士課程を希望するのは、どのような理由でしょうか。あなた
の希望と同じ項目に、○印をつけて下さい。
（ア）日本の大学教授とつながりが深まる
（イ）日本の方が外国より経費が安い
（ウ）日本の教育水準の方が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当だ
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学びたい教授がいる
（キ）語学力に心配がある
（の家族などの事情から、日本を離れられない
（ケ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
（この項目を答えた方は、次の16に進んで下さい。
③（上の①で、「（イ）外国の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。）
「外国の大学院博士課程」を選んだのは、どのような理由でしょうか。もっ
とも当てはまる項目を三つ選んで、○印をつけて下さい。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めたい
（キ）外国の方が面白い
（ク）外国の教育水準の方が高い
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（ケ）外国に学びたい教授がいる
（コ）外国の生活を体験したい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
16　あなたが博士課程修了後に就職先を決めるときにどのようなことを考えます
か。
①次に掲げる項目のうち、あなたがもっとも重視するのは、どれですか。あな
たの考えと同じ項目を一つ選んで○印をつけて下さい。
（ァ）賃金が高いこと　（イ）研究の自由度が高いこと
（ウ）専攻した学問を生かせること
（む次に掲げる就職先の中で、あなたが希望するところはどこですか。あなたの
希望と同じ項目を一つ選んで○印をつけて下さい。
（ア）大学教員　（イ）国立研究所研究員　（ウ）会社の研究所研究員
③（上の②の「（ア）大学教員」を選んだ方に伺います。「（イ）」及び「（ウ）」
を選んだ方に対する質問は、これですべて終了しました。）
博士課程修了後大学の教員になれる見通しがあるとします。一一方、5年間研
究員として勤務すれば、あなたが日本育英会から借りている奨学金全額を会
社が返済してくれるところがあるとします。あなたはどうしますか。あなた
の選択と同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）大学教員を選ぶ　（イ）その会社に就職する
④（上の③の「（ア）大学の教員」を選んだ方に伺います。）
博士課程修了後3年たっても大学の教員になれる見通しは立たないとします。
一方、5年間研究員として勤務すれば、あなたが日本育英会から借りている
奨学金全額を会社が返済してくれるところがあるとします。あなたはどうし
ますか。あなたの選択と同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）大学教員になれるまで待つ　（イ）その会社に就職する
1－3　民間企業に勤務している修士課程修了者に対する「アンケート調査票」
1　あなたの修了した大学院修士課程について伺います。
①あなたの修了した大学院は、国公私立のどれにあたりますか。次のうち、該
当するところに○印をつけて下さい。
（ア）国立　　　（イ）公立　　　（ウ）私立
②あなたが大学院で専攻した学科は何ですか。次のうち、該当するところに○
印をつけて下さい。
理学関係
（ア）数学関係（イ）物理学関係（ウ）化学関係（エ）生物学関係
（カ）地学関係　（キ）その他の理学関係
工学関係
（ク）機械工学関係（ケ）電気通信工学関係（。）土木・建築工学関係
（サ）応用化学関係（シ）応用理学関係（ス）金属工学関係
（セ）その他の工学関係
農学関係
（ソ）農学関係（タ）農芸化学関係（チ）その他の農学関係
医学・歯学・薬学関係
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（ツ）医学　（テ）歯学　（ト）薬学関係
2　あなたが、博士課程に進学しなかった主な理由は何ですか。次のうち、あな
たの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）学費の出費等が大変な負担だと考えたから
（イ）特に理由はないが、そろそろ就職の潮時と思ったから
（ウ）修士課程修了の方が博士課程修了よりも就職に断然有利だったから
（エ）博士課程に進学しても、特にメリットがないと思ったから
（オ）入社後、数年すると博士課程に留学させてくれる会社があったから
（カ）大学院博士課程に進学したい研究室がなかったから
（キ）在学していた大学院に修士課程しかなかったから
（ク）これ以上親に迷惑をかけたくなかったから
（コ）その他（具体的に書いて下さい）
答
3　あなたが現在携わっている業務について伺います。
①あなたの研究所叉は会社の業種は、次のどれにあたりますか。該当するとこ
ろに○印をつけて下さい。
（ア）鉄鋼業・金属製造業　（イ）化学工業（医薬品製造業を除く）
（ウ）医薬品製造業　（エ）食料品・飲料製造業　（オ）電気機械製造業
（カ）一般機械製造業（キ）輸送機械製造業　　　（ク）精密機械製造業
（ケ）石油製品製造業（コ）電気ガス供給業（サ）運輸業（シ）通信業
（ス）情報サービス業（セ）建設業　（ソ）その他
②あなたが現在携わっている研究開発の性格は、次のどれにあたると考えます
か。該当するところに○印をつけて下さい。
（ア）基礎的な研究に近い　　　（イ）実用的な研究に近い
（ウ）基礎的な研究と実用的な研究との中間
4　修士課程修了年と今の会社に入社した年を記入して下さい。
①修士課程修了年　19□□年　　　②入社年　19ロロ年
5　あなたは、今までに、外国に留学したとか、．外国で開催された会議に出席し
たというような経験をおもちですか。次のうち、該当するところに○印をつ
けて下さい。
（ア）ある　　　　　　　　　（イ）ない
6　ここに、修士課程を修了する予定の学生がいます。彼は、希望すれば博士課
程に進学できる学力がありますが、今、会社の研究開発部門に入社するか、
進学するか迷っています。
①「博士の方が就職に不利だと聞いているが、あなたはどう思うか」と聞かれ
たら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけて
下さい。
（ア）そのとおりだと思う
（イ）だんだん博士の需要も増え就職の心配は少なくなっていると思う
（ウ）博士の方が就職に有利だと思う
②「博士課程に行かなかったために、研究をしていく上で不利な体験をしたこ
とがあるかと」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと
同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　　　（イ）なかった
③「博士課程に行かなかったから、貸金の上で不利だと思ったことがあったか」
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と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印
をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　　　（イ）なかった
④「博士課程に行かなかったから、昇進などの上で不利だと思ったことがあっ
たか」と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目
に○印をつけて下さい。
（ア）あった　　　　　　　（イ）なかった
⑤「研究開発活動を進めていく上で、博士課程を修了する必要があるだろうか」
と聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印
をつけて下さい。
（ア）修士課程修了で大丈夫と答える
（イ）これからは、博士の時代だから日本の博士課程に進学するように勧める
（ウ）これからは、博士の時代だから米国の博士課程に進学するように勧める
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
等
⑥「博士課程で能力を高めても、それが企業で正当に評価されるだろうか」と
聞かれたら、どう答えますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印を
つけて下さい。
（ア）評価されると答える
（イ）評価されないと答える
（ウ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
等
⑦結局、あなたは、この学生に博士課程への進学を勧めますか。次のうち、あ
なたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）勧める　　（イ）勧めない　（ウ）なんともいえない
⑧（⑦で「（ア）勧める」と答えた方にお伺いします。「（イ）勧めない」ところ
に○印をつけた方は、次の8にお進み下さい。）
あなたが、博士課程進学を勧める主な理由は、次のどれにあたりますか。あ
なたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）修士であるために不利な処遇を受けると思うから
（イ）これからは、博士でないと通用しないから
（ウ）後3年、束縛をうけない方が将来の進路選択のために良いと思うから
7　会社から、あなたに、「日本の大学院博士課程か外国の大学院博士課程か、
どちらか好きなところで学ぶように」といわれたと仮定します。
①あなたは、どちらを希望しますか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけて
下さい。
（ア）日本の大学院博士課程で学ぶ
（イ）外国の大学院博士課程で学ぶ
（ウ）どちらも希望しない
②（①で「（ア）日本の大学院博士課程で学ぶ」を選んだ方に伺います。「（イ）
外国の大学院博士課程で学ぶ」を選んだ方は、次の③に進んで下さい。）
日本の大学院博士課程を選んだのは、どのような理由でしょうか。あなたの
考えと同じ項目に、○印をつけて下さい。
（7）日本の大学教授とつながりが深まる
（イ）日本の方が外国より経費が安い
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（ウ）日本の方が研究教育水準が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学びたい教授がいる
（キ）語学力に心配がある
（ク）家族などの事情から、日本を離れられない
（ケ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
等
（この②に答えた方は、次の8にお進み下さい。）
③（前の①で「（イ）外国の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。）
外国の大学院博士課程を選んだのは、どのような理由ですか。次の項目の中
から、もっとも当てはまる項目を三つ選んで、○印をつけて下さい。。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めたい
（キ）外国の方が面白い
（ク）外国の方が研究教育水準が高い
（ケ）外国に学びたい教授がいる
（コ）外国の生活を体験したい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
8　あなたの賃金について伺います。
①あなたの現在の賃金は、あなたより2年先に学部を卒業して入社した者（同
じ年次に学部を卒業した者）と比較すると、どのように考えられますか。次
のうち、あなたの見方と同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）ほぼ同じと思う　（イ）高いと思う　（ウ）低いと思う　（エ）解らない
②あなたの現在の賃金は、あなたより3年後に博士課程を修了して入社した者
（同じ年次に学部を卒業した者）と比較すると、どのように考えていますか。
次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）ほぼ同じと思う　（イ）高いと思う　（ウ）低いと思う　（エ）解らない
③昨年10月現在のあなたの月給（扶養家族手当、通勤手当、時間外手当、管
理職手当などを含まない額）は、いくらでしたか。
＿旦旦万旦千円
④昨年、会社から支給された年間給与額（ボーナスを含む税込み額）は、いく
らでしたか。
□□□□万円
⑤あなたは、論文による博士号を取得していますか。
（ア）いる　　　　　（イ）いない
9　あなたは、将来、我が国の民間会社の博士課程の採用は増加すると考えてい
ますか。次のうち、あなたの考えにもっとも同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）増加しない
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（イ）研究開発水準が高まるから増加する
（ウ）研究が基礎研究の方向に進むから増加する
（エ）独創的な研究が必要になるから増加する
（オ）その他の理由により増加する
10　修士課程修了当時に戻って、次の質問に答えて下さい。
①もし、日本の大学院博士課程修了者の就職状況が良好であるとか、研究教育
環境が優れているとか、あるいは、学費の援助などの経済的な援助が充実さ
れていたとすれば、あなたは博士課程に進学したと思いますか。次のうち、
あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）進学した　　　　　（イ）進学しなかった
②（①で「（ア）進学した」と答えた方に伺います。「（イ）進学しなかった」と
答えた方に対する質問は、これで終了しました。）
次に掲げる条件のうち、どの条件があったら、あなたは博士課程に進学した
と思いますか。あなたの考えにもっとも近い項目を三つ選んで○印をつけて
下さい。
（ア）修士課程の専攻学科と異なる学科に進学できたなら
（イ）大学院博士課程の教育が企業の需要に応じたものなら
（ウ）博士課程において自分の研究時間がもっと多そうなら
（エ）博士課程で、研究以外の通常の社会人としての時間がもっともてたら
（オ）特定の教授から受ける拘束が少ないなら
（カ）博士課程を修了すれば、大学の教職に就職できるなら
（キ）博士課程を修了すれば、国公立の研究機関の研究職に就職できるなら
（ク）博士課程在学中に、国、財団、日本学術振興会、日本育英会から学費
と生活費が年間200万円程度（現在の価額で）借りられたなら
（ケ）財団が返済不要の奨学金を年間60万円程度（現在の価額で）支給して
くれたら
（コ）アメリカのように、博士課程在学者に大学教授の研究助手、教育助手
として雇用される道が開け、その収入が月額6万円程度（今の価額）
あったら
（サ）会社の貸与する奨学金が年間200万円程度（今の価額）だったら
（シ）博士課程修了後のポストドクターの助成（文部省、科学技術庁、日本
学術振興会などの特別研究員制度）が充実していたら
（ス）その他（具体的に書いて下さい）
答
1－4　修士課程在学生に対する「アンケート調査票」
1　あなたの在学する大学院修士課程について伺います。
①あなたの在学する大学院は、国公私立のどれにあたりますか。次のうち、該
当するところに○印をつけて下さい。
（ア）国立　　（イ）公立　　（ウ）私立
②あなたが大学院で専攻している学科は何ですか。次のうち、該当するところ
に○印をつけて下さい。
理学関係
（ア）数学関係（イ）物理学関係（ウ）化学関係（工）生物学関係
（カ）地学関係（キ）その他の理学関係
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工学関係
（ク）機械工学関係　（ケ）電気通信工学関係　（コ）土木・建築工学関係
（サ）応用化学関係　（シ）応用理学関係　（ス）金属工学関係
（セ）その他の工学関係
農学関係
（ソ）農学関係　（タ）農芸化学関係　（チ）その他の農学関係
医学・歯学・薬学関係
（ツ）医学　　　　（テ）歯学　（り薬学関係
2　あなたは、「会社の奨学金貸与（入社し、一定期間勤務しなければ返済義務
があるもの）」について、どのように考えていますか。あなたの考えと同じ
項目に○印をつけて下さい。
（ア）受給すると、どうしてもその企業と関係が深まり、精神的に拘束をさ
れるから応募しない
（イ）受給すると、その企業との関係が深まるのは好まないが、借りられる
ものは借りたい
（ウ）受給すると、その企業と関係が深まるので応募したい
（エ）とにかく借りられるものは、借りたいので応募する
（オ）返済義務があるから、応募しない
（カ）その他（具体的にお書き下さい。）
答
3　あなたの大学院には、博士課程在学者が、有給で教授の研究や教育（学部や
修士学生の指導補助等）を手伝う制度がありますか。
（ア）ある　　　　　　　（イ）ない
4　アメリカには、修士課程や博士課程に在学しながら、教授のテーチング・ア
シスタント（教授の補足講義や問題用紙の配布、回収、採点、実習の助手等）
をし、報酬を受ける制度があります。日本にもこの制度が出来て、このアシ
スタントになれば、週10時間程度、1時間1500円程度が支給されると仮定し
ます。
①あなたは、とのテーチング・アシスタントの募集があれば、応募しますか。
あなたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）応募する　　　　（イ）応募しない
②（①で「（ア）応募する」と答えた方は、次の5に進んで下さい。「（イ）応募
しない」と答えた方に伺います。）
応募しない理由は、次のどれに当たりますか。あなたの考えに同じ項目に○
印をつけて下さい。
（ア）金額が安い
（イ）そのような助手の仕事はいやだ
（ウ）お金を必要としない
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
5　アメリカには、修士課程や博士課程に在学しながら、教授のリサーチ・アシ
スタント（教授の研究の手伝い）をし、報酬を受ける制度があります。日本
にもこの制度が出来て、このアシスタントになれば、週10時間程度、1時間
1500円程度が支給されると仮定します。
①あなたは、このリサーチ・アシスタントの募集があれば、応募しますか。あ
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なたの考えと同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）応募する　　　　（イ）応募しない
②（①で「（7）応募する」と答えた方は、次の6に進んで下さい。「（イ）応募
しない」と答えた方に伺います。）
応募しない理由は、次のどれに当たりますか。あなたの考えと同じ項目に○
印をつけて下さい。
（7）金額が安い
（イ）そのような助手の仕事はいやだ
（ウ）お金を必要としない
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
6　あなたは、博士課程に進学しますか。次のうち、あなたの考えに同じ項目に
○印をつけて下さい。
（ア）進学する　　（イ）進学しない
7　（上のGで「（ア）進学する」と答えた方に伺います。「（イ）進学しない」と
答えた方は、次の白に進んで下さい。）
①進学する主な理由は、何ですか。次のうち、あなたの考えと同じ項目一つに
○印をつけて下さい。
（ア）大学の教員になりたいから
（イ）もっと好きな専門の研究を続けたいから
（ウ）会社の研究機関の研究者になるためには、博士課程修了の方が修士課
程修了よりも、有利と考えるから
（エ）国公立研究機関の研究者になりたいから
（オ）進路を決めるには、修士段階ではまだ早いと思うから
（カ）その他（具体的に書いて下さい）
答
②あなたの進学希望先は、日本ですか。外国ですか。あなたの希望と同じ項目
に○印をつけて下さい。
（ア）日本の大学院博士課程　（イ）外国の大学院博士課程
③（上の②で「（ア）日本の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。「（イ）外
国の大学院博士課程」を選んだ方は、次の④に進んで下さい。）
日本の大学院博士課程を希望するのは、どのような理由でしょうか。あなた
の希望と同じ項目に、○印をつけて下さい。
（ア）日本の大学教授とつながりが深まる
（イ）日本の方が外国より経費が安い
（ウ）日本の教育水準の方が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当だ
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学びたい教授がいる
（キ）語学力に心配がある
（ク）家族などの事情から、日本を離れられない
（ケ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
（この項目を答えた方は、次の⑤に進んで下さい）
④（上の②で、「（イ）外国の大学院博士課程」を選んだ方に伺います。）
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「外国の大学院博士課程」を選んだのは、どのような理由でしょうか。もっ
ともあてはまる項目を三つ選んで、○印をつけて下さい。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めたい
（キ）外国の方が面白い
（ク）外国の教育水準の方が高い
（ケ）外国に学びたい教授がいる
（コ）外国の生活を体験したい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
⑤日本の大学院博士課程に対する改善希望について伺います。
1）次のうち、あなたの希望と同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）特にない　　　　　（イ）ある
2）（上の1）で「（イ）ある」と答えた方に伺います。「（ア）特にない」と答
えた方は、次の9に進んで下さい。）
次のうちから、あなたが改善して欲しい項目を選んで○印をつけて下さい。
（ア）もっと自分の論文作成能力を磨く機会が欲しい
（イ）大学は講座制でない方がよい
（ウ）教授の論文作成を手伝わされないようにしてほしい
（エ）研究室の拘束が多すぎると思う
（オ）研究以外の時間をもっと欲しい
（カ）少なくともアルバイトをしないで済むだけの経済的援助が欲しい
（キ）自主的な研究がしたい
（ク）修士課程の専攻学科と違う学科を選びたい
（ケ）もっとゆったりしたスペースがほしい
（コ）もっと良い設備で研究したい
（サ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
（この7に答えた方は、次の9にお進み下さい。）
8　（上の6で「（イ）進学しない」と答えた方に伺います。）
①進学しない主な理由は何でしょうか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に
○印をつけて下さい。
（ア）学費の出費等が大変な負担だと考えるから
（イ）特に理由はないが、そろそろ就職の潮時と思うから
（ウ）修士課程修了の方が博士課程修了よりも就職に断然有利だと思うから
（エ）博士課程に進学しても特にメリットがないと思うから
（オ）入社後、数年すると博士課程に留学させてくれる会社がありそうだから
（カ）大学院博士課程に進学したいような研究室がなかったから
（キ）在学する大学院に修士課程しかないから
（ク）これ以上親に迷惑をかけたくないから
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（ケ）その他（具体的に書いて下さい）
答
②あなたは、日本の大学院博士課程修了者の就職状況が好転するとか、研究教
育環境が改善されるとか、あるいは、学費援助などの経済的な援助があれば、
博士課程に進学しますか。次のうち、あなたの考えと同じ項目に○印をつけ
て下さい。
（ア）する　　　　　　（イ）しない
③（上の②で「（ア）する」と答えた方に伺います。「（イ）しない」と答えた方
は、次の④に進んで下さい。）
次のどれが改善されたら、あなたは博士課程に進学しますか。あなたの考え
にもっとも近い項目を三つ選んで○印をつけて下さい。
（ア）修士課程の専攻学科と異なる学科に進学できる
（イ）大学院博士課程の教育が企業の需要に応じたものになる
（ウ）博士課程において自分の研究時間がもっと多くなる
（エ）博士課程で、研究以外の通常の社会人としての時間がもっともてる
（オ）特定の教授から受ける拘束が少なくなる
（カ）博士課程を修了すれば、大学教職に就職できる
（キ）博士課程を修了すれば、国公立の研究機関の研究職に就職できる
（ク）博士課程在学中に、国、財団、日本学術振興会、日本育英会から学費
と生活費が年間200万円程度借りられる
（ケ）財団が返済不要の奨学金を年間60万円程度支給してくれる
（コ）アメリカのように、博士課程在学者に大学教授の研究助手、教育助手
として雇用される道が開け、その収入が月額6万円程度ある
（サ）会社の貸与する奨学金が年間200万円程度となる
（シ）博士課程修了後のポストドクターの助成（文部省、科学技術庁、日本
学術振興会などの特別研究員制度）が充実される
（ス）その他（具体的に書いて下さい）
答
④あなたが会社の研究所に就職したとします。そこで、「日本の大学院博士課
程叉は外国の大学院博士採種のどちらかで学んで良い（留学）」といわれた
と仮定します。
1）あなたは、どちらを希望しますか。あなたの考えと同じ項目に○印をつけ
て下さい。
（ア）日本の博士課程（イ）外国の博士課程（ウ）どちらも希望しない
2）（上の1）で「（ア）日本の博士課程」を選んだ方に伺います。「（イ）外国の
博士課程」を選んだ方は、次の⑨に進んで下さい。また、「（ウ）どちらも
希望しない」と答えた方は、次の9に進んで下さい。）
日本の博士課程を選んだのは、どのような理由でしょうか。あなたの考え
と同じ項目に、○印をつけて下さい。
（ア）日本の大学教授とつながりが深まる
（イ）日本の方が外国より経費が安い
（ウ）日本の教育水準の方が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当だ
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学びたい教授がいる
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（キ）語学力に心配がある
（ク）家族などの事情から、日本を離れられない
（ケ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
（この　2）の項目を答えた方は、次の9にお進み下さい。）
⑤（④の1）で、「（イ）外国の大学院博士課程」を希望すると答えた方に伺いま
す。）
「外国の大学院博士課程」を希望するのは、どのような理由でしょうか。も
っとも当てはまる項目を三つ選んで、○印をつけて下さい。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めたい
（キ）外国の方が面白い
（ク）外国の教育水準の方が高い
（ケ）外国に学びたい教授がいる
（コ）外国の生活を体験したい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
9　あなたは、将来、企業の博士課程の採用は増加すると考えていますか。次の
うち、あなたの考えともっとも同じ項目に○印をつけて下さい。
（ア）増加しない
（イ）研究開発水準が高まるから増加する
（ウ）研究が基礎研究の方向に進むから増加する
（エ）独創的な研究が必要になるから増加する
（力）その他の理由により増加する
10　大学に残り、博士課程に進学するように教授から勧められたとしたら、あな
たは、どのように感じますか。ただし、いつ教員（助教授、教授）になれる
かは明確な約束は得られないとします。次のうち、あなたの感じと同じ項目
に○印をつけて下さい。
（ア）良い話だから、残ろうと思う
（イ）いつ教員になれるかわからないのだから、無責任な話だと思う
（ウ）民間研究所の方がいろいろ恵まれているから、断ろうと思う
（エ）その他（できれば具体的に書いて下さい）
答
1－5　本社研究開発人事部門の長に対する「アンケート調査票」
（記入にあたっての留意事項）
①　理工系とは、理学、工学、農学、医学・歯学・薬学をいいます。
②　研究開発要員とは、研究所及びそれに頬する研究開発組織に勤務する社員
をいいます。
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御社の産業区分（該当するところに○印をつけて下さい）
（ア）鉄鋼業・金属製造業
（イ）化学工業（医薬品製造業を除く）
（ウ）医薬品製造業
（オ）電気機械製造業
（キ）輸送機械製造業
（ケ）石油製品製造業
（サ）運輸業
（ス）情報サービス業
（ソ）その他
（エ）食料品・飲料製造業
（カ）一般機械製造業
（の精密機械製造業
（コ）電気ガス供給業
（シ）通信業
（セ）建設業
11988年から1990年までの各年の4月における研究開発要員の学歴別採用数を教
えて下さい。（外国人留学生は、（）外書にして下さい。）
採用
年次
専攻学科 うち外国修了者の国名
理 工 農 医薬 米 欧 NISE
1988　修士数
博士数
1989　修士数
博士数
1990　修士数
博士数
1）rうち外国惨了者J積には、外国の修士課程、博士課程捗7着の国別内訳を記載します．
2）「医薬」には歯学を含みます。
2　1990年における研究開発要員の修士及び博士の在籍者数を教えて下さい。
（できれば、1985年の人数を教えて下さい。）
年
修　　 士　　 数 博　　 士　　 数
理工 農学 医薬 理学 工学 農学 医薬歯
1985 （） （） （） （）
1990 （） （） （） （）
l）医薬には歯学を含みます。
2）博士致欄の0には、諦文博士故を外書で妃載して下さい。
3）1985年が解らない場合は、空白として下さい。
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前表のうち、1990年の博士数の年齢別内訳を教えて下さい。
年
課程博士数 論文博士数
35歳以下 35歳上 35歳以下 35歳上
1990
3　御社の研究機関を次のような性格別に区分して、それぞれの機関の研究開発
組織に在籍する修士数と博士数を教えて下さい。なお、御社の研究開発機関
が、基礎研究所、中央研究所というような名称となっていない場合は、それ
に相当するような機関ごとに区分してお教え下さい。
理工系修士数 理工系課程博士数
理学 工学 農学 医薬歯
基礎研究所
中央研究所
その他
l）論文博士数を　0外書で記載して下さい。
2）抜当する研究所がないときは、空自として下さい。
4　社長以下（会長を除く）、役員のうち、理工系博士号をもっている方の数を
教えて下さい。
答　役員数＿一旦、うち博士号取得者数　　　名
（そのうち、論文博士数　　名）
5　御社に研究所長は何人いますか。そのうち、博士号は何人もっていますか。
答　研究所長数　　名、うち博士号をもつ人数　　名
（そのうち、論文博士　　名）
6　御社が、新卒の理工系博士号取得者（課程博士）の採用を必要とする程度に
ついて伺います。
（り必要とする程度は、次のうちのどれにあたりますか。
（ア）非常に必要である
（イ）あまり必要としていない
（ウ）まったく不要である
②（①で（ア）及び（イ）と答えた方に伺います。「（ウ）まったく不要である」と
答えた方は、次の7に進んで下さい。）
御社の業務の種類と博士課程修了者を必要とする理由とどのような関係にあ
りますか。
（ア）従来から行っている業務のために必要である
（イ）従来から行っている業務に必要であるが、新しい分野に進出するため
にも必要である
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（ウ）従来から行っている業掛こはそれほど必要ではないが、新しい分野に
進出するために必要である
（エ）その他
③御社が博士号取得者を必要とする分野名を教えて下さい。
（ア）バイオ　（イ）電気電子　（ウ）化学
（エ）　　　　　　　（オ）　　　　　　　　（カ）
④御研究所が必要とする分野の博士は、大学院博士課程で十分に供給されてい
ますか。
（ア）優秀な人材の供給が十分なされている
（イ）人数は十分いるが、研究所で採用したいような優秀な人材の供給は十
分といえない
（ウ）人数が十分といえない
⑧御社が必要としている分野の博士は、簡単に採用できますか。
（ア）簡単である　　　　　（イ）難しい
⑥（⑤で「（イ）難しい」と答えた方に伺います。「（ア）簡単である」と答えた
方は、次の7に進んで下さい。）
採用難しい状況に対して、どのように対応しようと考えますか。
（ア）外国人の採用を増加させて対応すればよい
（イ）日本人の博士を増加させることが大切である
7　御社における新卒理工系博士号取得者（課程博士）の採用について伺います。
①御社では、新卒理工系博士号取得者の採用方針（どこのポストに何人採用す
るかなど）が確立されていると考えていますか。
（ア）確立している
（イ）なんとなく必要に応じて採用している
②新卒の理工系課程博士採用の実質的な権限はどこにありますか。
（ア）研究所長等が実質的に決めて、人事担当部門に通知
（イ）本社人事担当部門が決めて、研究所に通知
③新卒の理工系課程博士を採用する時に、一番重視するのは、次のどれですか。
（ア）出身大学　（イ）専攻学科（研究室）　（ウ）博士論文のテーマ
（エ）研究能力　（オ）高度な技能（テクニック）　（カ）人柄
8　今までに、博士号を取得することなく博士課程を修了した者を採用したこと
がありましたか。
（ア）ある　　　　　　　（イ）ない
（「（ア）ある」と答えた方に伺います。「（イ）ない」と答えた方は、次の9
に進んで下さい。）
そのときに採用した理由は何ですか。
答
9　同じ大学の同じ専攻学科に、平均的な成績の修士課程修了者と博士課程修了
者との二人がいると仮定します。あなたの会社は二人のうち、どちらを採用
したいと考えますか。
（ア）修士　　（イ）博士　　（ウ）どちらともいえない
10　修士課程修了予定者で、会社が学費を負担して博士課程に進学（留学）させ
てくれれば、あなたの会社に入社してもよいと考えている者がいると仮定し
ます。あなたの会社はどうしますか。
（ア）博士課程に進学させる可能性のあることを条件に入社するように働き
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かける
（イ）博士課程に進学させるような条件では入社を働きかけない
11研究開発員を大学院博士課程に派遣すると仮定すれば、あなたの会社は、次
のどちらを選びますか。
（ア）日本の大学院博士課程に派遣する　（イ）外国の大学院博士課程に派遣する
12　前の11で、（ア）又は（イ）を選んだ理由を伺います。
①「（ア）日本の大学院博士課程」と答えた方に伺います。「（イ）外国の大学院
博士課程」と答えた方は、②に進んで下さい。）　日本の大学院博士課程を
選んだのは、どのような理由ですか。
（ア）日本の大学教授とつながりを深めたい
（イ）日本の方が外国より経費が安い
（ウ）日本の教育水準の方が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学ばせたい教授がいる
（キ）語学力に心配がある
（ク）その他
②（前の11項で「（イ）外国の大学院博士課程」と答えた方に伺います）
外国の大学院博士課程を選んだのは、どのような理由ですか。次の項目の中
から、もっとも当てはまる項目を三つ選んで下さい。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めて欲しい
（キ）外国の方が本人が喜ぶ
（ク）外国の教育水準の方が高い
（ケ）外国に学ばせたい教授がいる
（コ）外国の体験をさせたい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他
13　御社が、今まで研究開発員を、研究員、留学などの名目で大学院博士課程に
派遣した人数と派遣先での博士号取得者数を教えて下さい。
日本の博士課程 外国の博士課程
（うち学位取得者数） （うち学位取得者数）
1988 （　 ） （　 ）
1989 （　 ） （　 ）
1）学位取得者数を0内容してください。
2）1988年が解らないときは、1989年を教えて下さい。
14　博士号を取得して入社した者の賃金と3年前に修士課程を修了して入社した
標準者（学部を同じ年次に卒業した者）の賃金について伺います。
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①初任給の比較では、博士課程修了者は、次のどれにあたりますか。
（7）同額である　　（イ）少し高い　　（ウ）5％から9％高い
（エ）10％以上高い
②最近のある調査では、「博士課程修了者と修士課程修了者の賃金を比較する
と、30歳蜜ではほぼ差はないが、30歳を過ぎると徐々に博士課程修了者の方
が高くなり、40歳以降は、年間120万円から150万円高くなる」という結果が
出ています。御社でも、このような実態がみられると考えていますか。
（ア）同じ傾向が強くみられる
（イ）博士課程修了者はやや商いが、その調査結果ほどではないと考える
（ウ）そのような傾向はほとんどみられない。ほぼ同額である。
（エ）個々人によってちがうのでなんともいえない。
15　博士課程を修了して採用された者の処遇、活用について伺います。
①博士課程修了者の処遇は、修士課程修了者とは異なる立場で考えていますか。
（ア）いる　　　　　　（イ）いない
②（①で「（ア）いる」と答えた方に伺います。「（イ）いない」と答えた方は、
次の16に進んで下さい。）
具体的には、どのような考えで博士課程修了者を処遇していますか。
答
16　博士号を取得して採用された者に対する研究所の評価は、修士で採用された
者に比較して、次のどれにあたる事例が多いでしょうか。もっとも当てはま
るものを三つ選んで下さい。
（ア）専門にこだわるので、将来違う分野に配転したいときにそれがやりにくい
（イ）研究開発態度が、どうしても修士より硬直的である
（ウ）他人からの強制を嫌うので、グループによる研究開発に向かない
（エ）世俗にうとく、共同研究などがうまく進まない
（オ）自立的な研究遂行能力がある
（カ）問題発見能力に優れている
（キ）グループによるシステム的な研究ができる
（ク）グループ研究のリーダーとして適任である
（ケ）新しい開発分野、これからの重要分野が指摘できる
（コ）研究に必要な高度な技能（テクニック）に優れたものがある
（サ）その他
17　ある年次採用の博士課程修了者と3年前に入社した修士課程修了者（学部を
同一年次に卒業）の昇進状況について伺います。
①　研究専門職としての昇進段階で比較すると、次のどれにあたりますか。
（ア）博士は修士より悪い
（イ）博士は修士と同じ
（ウ）博士は修士よりやや良い
（エ）博士は非常に良い
②　博士号取得者を研究マネジャーにつける段階では、修士に比較してどのよ
うな特性がみられますか。（具体的に教えて下さい。次の項目は単なる例
示に過ぎません。）
（ア）研究の先見性、創造性を見きわめる力がある
（イ）研究の先見性、創造性を見きわめる力がない
（ウ）部下の研究能力を把撞する力がある
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（エ）部下の研究能力を把捉する力がない
（オ）部下の研究者をリードしていく力がある
（カ）部下の研究者をリードしていく力がない
答
18　あなたが大学の博士課程に期待するのは、どのようなことですか。もっとも
あてはまるものを選んで下さい。
（ア）講座制を超えた幅広い知識の修得
（イ）幅広い研究能力
（ウ）柔軟な研究姿勢
（エ）協調性
（オ）折衝能力の修得
（カ）自立的研究遂行能力の修得
（キ）リーダーとして研究グループを推進する能力の修得
（のシステム的な研究実践能力
（ケ）今後の科学技術のトレンドを見きわめる能力の修得
（コ）研究に必要な高度な技能（テクニック）の修得
（サ）問題発見能力の修得
（シ）アカデミックな学問よりも、もっと実用的な学問の修得
（ス）語学力の充実
（セ）コンピュータ操作能力
（ソ）その他（具体的にご記入下さい）
答
19　「大学院博士課程の学生は、長時間、教授の論文作成の手伝いをさせられて
おり、それはもったいない」という意見があるとします。あなたは、その意
見に賛成ですか。
（ア）賛成である　　　（イ）不賛成である
20　論文博士号の取得について伺います。
（り御社は、研究開発要員の論文博士号の取得を奨めていますか。
（ア）奨めている　　　（イ）奨めていない
②（①で「（ア）奨めている」と答えた会社に伺います。「（イ）奨めていない」
と答えた方は、次の21に進んで下さい。）
奨めている理由は、次のうちどれにあたるからですか。
（ア）研究者自身にとって、将来有利になるから
（イ）会社の研究開発の水準が向上するから
（ウ）本人の進路選択の幅が広がり、会社の人事の活性化上有利であるから
（エ）本人の会社に対する功績に報いるため
（オ）本人の対外的評価が高まり会社への貢献が期待できるため
（カ）その他
21御社は、論文博士を取得しようとする研究開発員に、どのような応援をしま
すか。
（ア）論文作成に必要な時間を認める
（イ）論文作成に他の研究員を手伝わせることを認める
（ウ）論文作成費用に、社費の支出を相当程度認める
（エ）特に何もしない
22　御社の論文博士号の取得と処遇について伺います。
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①論文博士号を取得すると、本人に特別有利なことがありますか。
（ア）ある　　　　　（イ）ない
②（①で「（ア）ある」と答えた方に伺います。「（イ）ない」と答えた方は、
次の23にお進み下さい。）
それほどのようなことですか。
（ア）直ちに昇給を考慮する
（イ）次期昇給時に何らかの考慮をする
（ウ）直ちに昇格を考慮する
（エ）次期昇格時に何らかの考慮をする
（オ）研究費の使用を有利にする
（カ）時間の自由度を増加させる
（キ）研究テーマの自由度を増加させる
23　あなたは、会社と大学院博士課程との協力についてどのように考えています
か。
（9会社の研究施設を大学院博士課程の学生や大学教授に使用させることをどう
考えますか。
（ア）非常に希望している　　（イ）あまり関心がない
②（①の「（ア）非常に希望」と答えた方に伺います。「（イ）あまり関心がない」
と答えた方は、次の24にお進み下さい。）
そうするメリットはどこにあると考えていますか。
（ア）会社の研究に刺激がある
（イ）大学との密接な関係ができる
24　あなたの個人的意見として、御社では新卒の博士課程修了者の採用を今後増
加させるべきだと思いますか。
（ア）増加させるべきである
（イ）特に増加させる必要はない
25　博士号取得者の中途採用について伺います。
①御社は博士号取得者の中途採用を必要だと考えていますか。
（ア）必要だと考えており、既に行っている
（イ）必要だと考えているが、まだほとんど行っていない
（ウ）若い博士の採用が出来るなら考慮するが、現状からそのようなことは
期待できないから、採用が必要だといっても無意味である
（エ）あまり考えていない
②（①で（ア）及び（イ）「必要だとを考えている」と答えた会社に伺います。（ウ）
及び（エ）と答えた方は、次の26に進んで下さい。）
中途採用をしたいと考える博士号取得者の年齢は、何歳位までを考えていま
すか。
（7）30歳以下　　（イ）35歳以下　　（ウ）40歳以下
26　研究所長の任期と博士号取得者の評価との関係について伺います。
①御社の研究所長の任期は、平均どの位ですか。
答　　　年位
②あなたからご覧になって、博士課程を修了した研究者に対する評価は、研究
所長が変わっても同じですか。
（ア）同じ　　　　　　（イ）変わる
27　以上、お伺いしたことのほかに、博士号取得者と研究開発推進との関係など
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について、ご意見、ご希望がありましたら、教えて下さい。
答
1－6　研究所長に対する「アンケート調査票」
（記入にあたっての留意事項）
①　理工系とは、理学、工学、農学、医学・歯学・薬学をいいます。
②　研究開発要員とは、研究所及びそれに頬する研究開発組織に勤務する社員
をいいます。
会社名　　　御研究所名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」狂盈昼＿＿＿＿
（御研究所区分　該当するところに○印をつけて下さい）
・基礎的　・中央（中間）的　・実用開発的
御社の産業区分（該当するところに○印をつけて下さい）
（ア）鉄鋼業・金属製造業
（イ）化学工業（医薬品製造業を除く）
（ウ）医薬品製造業
（オ）電気機械製造業
（キ）輸送機械製造業
（ケ）石油製品製造業
（サ）運輸業
（ス）情報サービス業
（ソ）その他
（エ）食料品・飲料製造業
（カ）一般機械製造業
（ク）精密機械製造業
（コ）電気ガス供給業
（シ）通信業
（セ）建設業
1　あなたの個人的な意見として、御研究所が、新卒の理工系博士号取得者（課
程博士）の採用を必要とする程度について伺います。
（9必要とする程度は、次のうちのどれにあたりますか。
（ア）非常に必要である
（イ）あまり必要としていない
（ウ）まったく不要である
②（①で（ア）及び（イ）「必要」と答えた方に伺います。「（ウ）まったく不要で
ある」と答えた方は、次の2に進んで下さい。）
御研究所の業務の種類と博士課程修了者を必要とする理由とはどのような関
係にありますか。
（ア）従来から行っている業務のために必要である
（イ）従来から行っている業務に必要であるが、新しい分野に進出するため
にも必要である
（ウ）従来から行っている業務にはそれほど必要ではないが、新しい分野に
進出するために必要である
（エ）その他
③御研究所が博士号取得者を必要とする分野はどのような分野ですか。
（ア）バイオ　　（イ）電気電子　　（ウ）化学
（エ）　　　　　　　（オ）　　　　　　　　　（カ）
④御研究所が必要としている分野の博士は、簡単に採用できますか。
（ア）簡単である　　　　　（イ）難しい
ー　27　－
－151－
2　博士号取得者と御研究所の研究業務との関係についてどのようにお考えです
か。
（ア）博士号取得者でなければ、研究がまったく進まない
（イ）博士号取得者でなければ、研究が進まないようなことがしばしばある
（ウ）博士号取得者でなくても良いが、できるならば、博士号を取得してい
る者を従事させたいと思う研究がある
（エ）博士号を取得している者を従事させたいと思うような研究はない
3　御研究所の新卒理工系博士号取得者（課程博士）の採用について伺います。
①御研究所では、新卒理工系博士号取得者の採用方針（どこのポストに何人採
用するなど）が確立されていると考えていますか。
（ア）確立している　　　　（イ）なんとなく採用している
②御研究所研究員として新卒理工系課程博士を採用する場合の実質的な権限は
どこにありますか。
（ア）所長等が実質的に決めて、人事担当部門に通知
（イ）本社人事担当部門が決めて、研究所に通知
③新卒の理工系課程博士を採用する時に、一番重視するのは、次のどれですか。
（ア）出身大学　（イ）専攻学科（研究室）（ウ）博士論文のテーマ
（エ）研究能力　（オ）高度な技能（テクニック）（カ）人柄
4　同じ大学の同じ専攻学科に、平均的な成績の修士課程修了者と博士課程修了
者との二人がいると仮定します。あなたの研究所では、二人のうち、どちら
を採用したいと考えますか。
（ア）修士　　　（イ）博士　　　（ウ）どちらともいえない
5　修士課程修了予定者で、会社が学費を負担して博士課程に進学（留学）させ
てくれれば、あなたの研究所に入社してもよいと考えている者がいると仮定
します。あなたはどのような働きかけをしますか。
（ア）博士課程に進学させる可能性のあることを条件に採用し、あなたの研
究所に配属するように働きかける
（イ）博士課程に進学させるような条件では、特別な働きかけをしない
6　御研究所の所員を大学院博士課程に派遣すると仮定すれば、あなたは、次の
どちらに派遣しますか。
（ア）日本の大学院博士課程（イ）外国の大学院博士課程
7　前の6で、（ア）又は（イ）を選んだ理由を伺います。
①（前の6で、「（ア）日本の大学院博士課程」と答えた方に伺います。「（イ）
外国の大学院博士課程と答えた方は、次の②に進んで下さい。）
日本の大学院博士課程を選んだのは、どのような理由ですか。
（ア）日本の大学教授とつながりを深めたい
（イ）日本の方が外国より経費が安い
（ウ）日本の教育水準の方が高い
（エ）研究テーマからみて日本の方が適当
（オ）日本に知っている教授がいる
（カ）日本に学ばせたい教授がいる
（キ）語学力に心配がある
（のその他
②（前の6で、「（イ）外国の大学院博士課程」と答えた方に伺います。）
外国の大学院博士課程を選んだのは、どのような理由ですか。次の項目の中
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から、もっとも当てはまる項目を三つ選んで下さい。
（ア）外国に知っている教授がいる
（イ）外国の方が学位がとり易い
（ウ）外国の方が優れた能力を幅広く身につけることが出来る
（エ）外国の方が修士課程で専攻した学科と違う学科を選べる
（オ）外国の研究者と親密になり、人脈が出来る
（カ）外国で語学力を高めて欲しい
（キ）外国の方が本人が喜ぶ
（ク）外国の教育水準の方が高い
（ケ）外国に学ばせたい教授がいる
（コ）外国の体験をさせたい
（サ）研究テーマからみて外国の方が適当
（シ）その他
8　あなたの観察によると、博士号を取得して採用された者は、修士で採用され
た者に比較して、次のどれにあたる事例が多いでしょうか。もっとも当ては
まるものを三つ選んで下さい。
（ア）専門にこだわるので、将来違う分野に配転したいときにそれがやりにくい
（イ）研究開発態度が、どうしても修士より硬直的である
（ウ）他人からの強制を嫌うので、グループによる研究開発に向かない
（エ）世俗にうとく、共同研究などがうまく進まない
（オ）自立的な研究遂行能力がある
（カ）問題発見能力に優れている
（キ）グループによるシステム的な研究ができる
（ク）グループ研究のリーダーとして適任である
（ケ）新しい開発分野、これからの重要分野が指摘できる
（コ）研究に必要な高度な技能（テクニック）に優れたものがある
（サ）その他
9　博士課程を修了して採用された者の処遇、活用について伺います。
①博士課程修了者は修士課程修了者とは異なる立場で考えていますか。
（ア）いる　　　　　　　　　（イ）いない
②（①で「（ア）いる」と答えた方に伺います。「（イ）いない」と答えた方は、
③に進んで下さい。）
具体的にどのような処遇をしているか教えて下さい。
答
③アメリカでは、ゼネラリストに昇格させるときに、ビジネススクールに3カ月
ないし6カ月派遣してから昇格させる会社が多いと聞いています。このやり方
について、どう考えますか。
（ア）当社も学ぶべきだと思う　　　（イ）特に関心はない
10　ある年次採用の博士課程修了者と、3年前に入社した修士課程修了者（同一
年次に学部を卒業）の昇進状況を比較すると、御研究所は、次のどれにあた
りますか。
①研究専門職としての昇進段階で、次のどれにあたりますか。
（ア）博士は修士より悪い
（イ）博士は修士と同じ
（ウ）博士は修士よりやや良い
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（エ）博士は非常に良い
②博士号取得者を研究マネジャーにつける段階では、修士に比較してどのよ
うな特性がみられますか。（具体的に教えて下さい。次の項目は単なる例
示に過ぎません。）
（ア）研究の先見性、創造性を見きわめる力がある
（イ）研究の先見性、創造性を見きわめる力がない
（ウ）部下の研究能力を把揺する力がある
（エ）部下の研究能力を把撞する力がない
（オ）部下の研究者をリードしていく力がある
（カ）部下の研究者をリードしていく力がない
答
11あなたが、大学の博士課程に期待するのは、どのようなことですか。もっと
もあてはまるものを選んで下さい。
（ア）講座制を超えた幅広い知識の修得
（イ）幅広い研究能力
（ウ）柔軟な研究姿勢
（エ）協調性
（オ）折衝能力の修得
（カ）自立的研究遂行能力の修得
（キ）リーダーとして研究グループを推進する能力の修得
（のシステム的な研究実践能力
（ケ）今後の科学技術のトレンドを見きわめる能力の修得
（コ）研究に必要な高度な技能（テクニック）の修得
（サ）問題発見能力の修得
（シ）アカデミックな学問よりも、もっと実用的な学問の修得
（ス）語学力の充実
（セ）コンピュータ操作能力
（ソ）その他（具体的にご記入下さい）
答
12　「大学院博士課程の学生は、長時間、教授の論文作成の手伝いをさせられて
おり、それはもったいない」という意見があるとします。あなたは、その意
見に賛成ですか。
（ア）賛成である　　　　（イ）不賛成である
13　論文博士号の取得について伺います。
①あなたは、研究員の論文博士号取得を奨めていますか。
（ア）奨めている　　　（イ）奨めていない
②（①で「（ア）奨めている」と答えた方に伺います。「（イ）奨めていない」
と答えた方は、次の14にお進み下さい。）
奨めている理由は、次のうちどれにあたりますか。
（ア）研究者自身にとって、将来有利になるから
（イ）会社の研究開発水準が向上するから
（ウ）本人の進路選択の帽が広がり、研究所の人事の活性化上有利であるから
（エ）本人の会社に対する功績に報いるため
（オ）本人の対外的評価が高まり会社への貢献が期待できるため
（カ）その他
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14　あなたは、論文博士を取得しようとする研究所員に、どのような応接をしま
すか。
（ア）論文作成に必要な時間を認める
（イ）論文作成に他の研究員を手伝わせることを認める
（ウ）論文作成費用に、社費の支出を相当程度認める
（ェ）特に何もしない
15　論文博士号の取得と処遇について伺います。
①論文博士号を取得すると、本人に特別有利なことがありますか。
（7）ある　　　　　（イ）ない
②（①で「（ア）ある」と答えた方に伺います。「（イ）ない」と答えた方は、
次の16にお進み下さい。）
それはどのようなことですか。
（ア）直ちに昇給を考慮する
（イ）次期昇給時に何らかの考慮をする
（ウ）直ちに昇格を考慮する
（エ）次期昇格時に何らかの考慮をする
（オ）研究費の使用を有利にする
（カ）時間の自由度を増加させる
（キ）研究テーマの自由度を増加させる
16　あなたは、会社と大学院博士課程との協力についてどのように考えています
か。
①会社の研究施設を大学院博士課程の学生や大学教授に使用させることをどう
考えますか。
（ア）（非常Iq希望している　　（イ）あまり関心がない
②（①の「（ア）俳常時希望」と答えた方に伺います。「（イ）余り関心がない」
と答えた方は次の17にお進み下さい。）
そうするメリットはどこにあると考えていますか。
（ア）会社の研究に刺激がある
（イ）大学との密接な関係が出来る
17　御研究所が必要とする分野の博士の需給関係について伺います。
①御研究所が必要とする博士は、大学院博士課程で十分に供給されていますか。
（ア）優秀な人材の供給が十分なされている
（イ）人数は十分いるが、研究所で採用したいような優秀な人材の供給は十
分といえない
（ウ）人数が十分といえない
②（①で（イ）及び（ウ）と答えた方に伺います。（ウ）と答えた方は、次の18に
お進み下さい。）
その不足は、どのようにして補ったらよいと考えますか。
（ア）外国人の採用を増加させて対応すればよい
（イ）日本人の博士を増加させることが大切である
18　あなたは、新卒の博士課程修了者の採用を今後増加させるべきだと思います
か。
（ア）増加させるべきである
（イ）特に増加させる必要はない
19　御研究所の博士号取得者の中途採用について伺います。
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①御研究所は、博士号取得者の中途採用を必要だと考えていますか。
（ア）必要だと考えており、既に行っている
（イ）必要だと考えているが、まだほとんど行っていない
（ウ）若い博士の採用が出来るなら考慮するが、現状からそのようなことは
期待できないから、採用が必要だといっても無意味である
（エ）あまり考えていない
②（①で（ア）及び（イ）「必要だとを考えている」と答えた方に伺います。（ウ）
及び（エ）と答えた方は次の20に進んで下さい。）
中途採用をしたいと考える博士号取得者の年齢は、何歳位までを考えますか。
（ア）30歳以下　　　（イ）35歳以下　　　（ウ）40歳以下
20　御研究所は、博士号取得者について、入所後10年、20年後の人事配置の構想
をおもちですか。
（ア）もっている　　　　　（イ）もっていない
21あなたは、御社において、トップクラスの研究者の給料や役員昇進などの待
遇は、同期の他の分野（営業など）のトップクラスの社員に比べてどのよう
にみていますか。
（ア）特に差があるとは思っていない
（イ）研究者の方が劣っていると思う
（ウ）研究者の方が勝っていると思う
22　以上、お伺いしたことのほかに、博士号取得者と研究開発推進との関係など
について、ご意見、ご希望がありましたら、教えて下さい。
答
1－7　大学教授に対する「インタビュー項目」
（これは、筆者が直接インタビューを行った項目である。なお、面談前にご記入
いただくことも予想し、質問項目はアンケート調査形式として作成したもので
ある。）
1　先生の研究室には、博士課程を過年度に修了した者は何人いますか。（外国
人留学生を除きます。企業から派遣されている研究生は含めません。）
修了経過年数 人数 右のうち博士号未取得者数
1年未満
1年以上2年未満
2年以上3年未満
3年以上
2　前記1の研究生は、主としてどのような理由で研究室に残っているのでしょ
うか。（外国人留学生を除きます。）
（ア）大学教員のポストに固執しているから
（イ）博士号を取得していないから
（ウ）専門を生かせる職場がないから
（エ）その他
等
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3　先生は、先生が担当する学科の博士課程修了者の就職状況をどのようにご覧
になっていますか。
（ア）求人が多い
（イ）求職者数と求人数とが見合っている
（ウ）求人が少ない
4　（前記3で（イ）叉は（ウ）と答えた先生に伺います）
博士課程修了者に対する求人数と求職者数とにアンバランスがある理由をど
のようにご覧になっていますか。そのアンバランスを解消するためにはどの
ようなことが必要であると考えていますか。
（ア）理由
答
（イ）解消策
答
5　先生の大学の教員の後継者について伺います。
①大学の後継者は、十分いますか。
（ア）後継者不足を心配している
（イ）特に心配していない
（ウ）後継者の希望者が多くて困っている
②（①で「（ア）心配」と答えた先生に伺います。「（イ）」・叉は「（ウ）」と答え
た先生は、次の6にお進み下さい。）
後継者不足を解消するためにはどのようなことが必要であると考えています
か。
（ア）特別研究員制度に見合う新しい制度の設置（助手の増員等）
（イ）大学の採用と計画的な人事更新（定員削減対象外とする）
（ウ）研究施設の充実
（工）教員の処遇の向上
（オ）その他
答
6　将来の企業の博士課程修了者の採用について伺います。
①今後、我が国の科学技術を推進するためには、企業が博士課程修了者を増加
させるときがきているという考えがあります。これに対して先生はどのよう
な意見をおもちですか。
（ア）そのとおりである
（イ）そうは思わない
前記で（ア）叉は（イ）を選んだ理由を教えて下さい。
答
②実際問題として、企業が採用する博士課程修了者数は、今後増加すると考え
ますか。
（ア）増加する（少し増加するを含む）　（イ）増加しない
③（②で「（ア）増加する」と答えた先生に伺います。「（イ）」と答えた先生は、
次の7にお進み下さい。）
増加すると考えるのは何故ですか。
（ア）研究開発水準が高まるから増加する
（イ）研究が基礎研究の方向に進むから増加する
（ウ）独創的な研究が必要になるから増加する
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（エ）その他
答
④企業が採用数を増加するとすれば、博士課程における博士の育成について、
大学はどのようなことをしなければならないとお考えですか。（企業の要請
する博士号取得者の育成は可能ですか。）
答
⑤博士課程修了者が企業に採用された場合の処遇についてどのようにお考えで
すか。
答
7　最近の3年間に先生の研究室の修士課程から、博士課程に進学した者の状況
を教えて下さい。
①今年3月に修士課程修了者で成績上位5人のうちから博士課程に進学した者
の割合は、どれぐらいでしたか。
（ア）50％未満　　　　（イ）50％以上
②上記の成績上位5人のうち博士課程に進学する割合は、最近増えていますか。
（ア）増えている　（イ）変わらない　（の減っている
③（②で「（ウ）減っている」と答えた先生に伺います。（ア）または（イ）と答え
た先生は、次の④にお進み下さい。）
その理由を、どのように見ていますか。
（ア）修士の方があまりにも就職に有利であるから
（イ）会社に就職しても会社から博士課程に留学できるから
（ウ）論文によって博士号が取得できるから
（工）学費等、学生の出費が大変だから
（オ）専門を専攻し過ぎると就職に不利だから
（カ）5年間も同．じ教室で勉学するのは精神的に大変だから
（キ）その他
答
④最近の3年間において、先生の研究室の修士課程から博士課程に進学した者
の人数を教えて下さい。そのうち外国の博士課程に進学した者は何名ぐらい
だったでしょうか。
博士課程進学総数 うち外国博士課程進学数
1988年4月
1989
1990
8　先生は、先生の研究室の博士課程進学率の現状をどのようにご覧になってい
ますか。
（ア）低いと思う
（イ）まあまあ適当だと思う
（ウ）高いと思う
9　（前記8で「（ア）低い」と答えた先生に伺います。（イ）または（ウ）と答えた
先生は、次の10にお進み下さい。）
先生は、次のうち、どれが博士課程への進学率を高めるために効果的だと考
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えますか。もっとも効果があると考える項目を5項目選んで下さい。
（7）修士課程の専攻学科と異なる学科に進学出来るようにする
（イ）会社の研究機関が博士課程修了者の採用を増やす
（ウ）大学が教員として博士課程修了者の採用を増やす
（エ）国公立の研究機関が博士課程修了者の採用を増やす
け）博士課程在学中に、国や財団から学費と生活費が年間200万円程度（現
在の金額で）貸与される
（カ）日本育英会などの公的奨学金で生活費をまかなえるようにする
（キ）博士課程における大学院生の研究時間が増える
（ク）特定の教授との結びつきを弱める
（ケ）アメリカのように、博士課程在学者に大学教授の研究助手叉は教育助
手として雇用する道を開き、その収入を生活費の足しにできるよう
にする
（コ）博士課程で、研究以外の普通の社会人としての時間が多くもてるよう
にする
（サ）博士課程が今よりも、幅広い研究能力、学識を養うようにする
（シ）大学院博士課程が企業の需要に応じた教育を行う
（ス）博士課程修了後のポストドクターの助成（文部省、科学技術庁、日本
学術振興会などの特別研究員制度）が充実される
（セ）その他
答
10　博士課程に対する大学院生（修士課程や博士課程在学者）の見方について伺
います。
①　大学院生は、博士課程における勉学の方法についてどのような希望をもっ
ていると思いますか
（ア）現状に満足していると思う
（イ）いろいろ希望をもっていると思う
（診（①で「（イ）希望をもっている」と答えた先生に伺います。（ア）と答えた先
生は、次の11にお進み下さい。）
大学院生は、どのような希望をもっていると思いますか。
（ア）もっと自分の論文作成能力を磨く機会が欲しい
（イ）大学は講座制でない方がよい
（ウ）教授の論文作成を手伝わさないようにしてほしい
（エ）研究室の拘束が多すぎると思う
（オ）研究以外の時間をもっと欲しい
（カ）語学の力をもっとつけたい
（キ）自主的な研究がしたい
（の修士課程の専攻学科と違う学科を選びたい
（ケ）もっとゆったりしたスペースがほしい
（コ）もっと良い設備で研究したい
（サ）少なくともアルバイトをしないで済むだけの経済的援助が欲しい
（シ）その他
答
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11重ねて伺います。大学院博士課程への進学率が低い理由は何か。それを高め
るために何が必要か。日頃先生の考えていることを述べて下さい。
答
12　博士課程在学生に先生の墜宜を無給で手伝ってもらうことについて、一般論
を伺います。
①一般論として、博士課程在学生に無給で大学教授の研究を手伝わせることを
どのように考えていますか。
（ア）良いことである　（イ）なんとも言えない　（ウ）良くないことである
②（①で「（ア）良い」と答えた先生に伺います。「（ウ）」と答えた先生は、次
の③にお進み下さい。「（イ）」と答えた先生は、次の13にお進み下さい。）
良いと考えるのは、何故でしょうか。
（ア）博士課程の性格上、研究能力、研究実績をつけるもっとも実践的な方
法だから
（イ）その他
答
③（①で「（ウ）良くない」と答えた先生に伺います。）
良くないと考えるのは、何故でしょうか。
（ア）学生の研究時間が奪われるから
（イ）学生であって助手ではないから
（ウ）その他
答
13　博士課程在学生に無給で学部や修士課程の学生の教育を手伝ってもらうこと
について、一般論を伺います。
①先生の大学では、博士課程在学生に無給で教育を手伝ってもらっていますか。
（ア）いる　　　　　（イ）いない
②教授が無給で教育を手伝わせることについて、一般論としてどのように考え
ますか。
（ア）良いことである（良いことが多い）
（イ）なんとも言えない
（ウ）良くないことである（良くないことが多い）
③（②で「（ア）良い」と答えた先生に伺います。「（ウ）」と答えた先生は次の
④に、「（イ）」と答えた先生は、次の14にお進み下さい。）
良いと考えるのは、何故でしょうか。
（ア）教育も指導教育能力をつけることに役立つから
（イ）教員が不足しているので止むを得ない
（ウ）その他
等
④（②で「（ウ）良くない」と答えた先生に伺います。）
良くないと考えるのは、何故でしょうか。
（ア）学生の研究時間が奪われる
（イ）学生であって助手ではないから
（ウ）その他（具体的に記入）
答
14　博士課程在学生を有給で教授の研究や教育（学部や修士学生の指導補助等）
につかせることについて伺います。
－　36　－
－160－
①先生の大学には、有給で研究や教育につかせる制度がありますか。
（ア）ある　　　　　（イ）ない
②（①で「（ア）ある」と答えた先生に伺います。「（イ）ない」と答えた先生
は、次の15にお進み下さい。）
その制度は、どのような制度ですか。
答
③　先生は、その制度を運用して、博士課程在学生に有給で先生の埋宜を手伝
って貰っていますか。
（ア）非常に多く手伝ってもらっている
（イ）少し手伝ってもらっている
（ウ）ほとんど手伝ってもらっていない
④　先生は、その制度を運用して有給で博士課程在学生に先生の教育を手伝っ
て貰っていますか。
（ア）非常に多く手伝ってもらっている
（イ）少し手伝ってもらっている
（ウ）ほとんど手伝ってもらっていない
15　先生は、研究や教育の助手制度を増加すれば、博士課程への進学率が高まる
と思いますか。
（ア）効果があると思う
（イ）あまり効果がないと思う
16　博士課程在学生が博士号を取得できないまま、満期退学する原因をどのよう
にみていますか。
（ア）教育の方法に問題がある
（イ）博士課程入試に問題がある
（ウ）本人の資質、努力に問題がある
（エ）その他
答
17　先生は、先生ご自身や博士課程在学者が、企業の研究施設を使用することに
ついてどのように考えていますか。
（ア）企業の優れた研究施設を使用できるから良いことである
（イ）企業との癒着が起きる心配があるから良くない
（ウ）不足する資金、研究施設の充実は大学が行うべきであり、大学が企業
に頼るのは良くない
（エ）その他
答
18　論文博士の制度について、どのようにお考えですか。
（ア）存続すべきである、叉は存続しても良い
（イ）特に意見はない
（ウ）廃止すべきである
（エ）条件付き存続
19　以上でお伺いしたことのほかに、大学院博士課程のあり方や博士号取得者の
処遇などについて、日頃先生が考えていらっしゃることがありましたら、お
教えて下さい。
答
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2調査の集計表
第1衰　調査の対象とした主要民間企業
1　主要民間企業は次の（注）に述べる方法により選出した。選出会社数と協力
会社数は次のとおりである。
業種
a　鉄鋼業、金属製造業
b　食料品・飲料、医薬品製造業
化学工業・石油製品製造業
C　電気機械製造業・通信業
d　一般・輸送・精密機械製造業
e　電気ガス供給業、建設業、運輸業
合計
選出会社数　　　協力会社数
?????????????????
?
7
14
17
13
12
4
67
（注）選出会社数は、「会社四季報」（東洋経済新報社）により、原則として、資本金、売上高、従業員数のいずれか
の一つが多い会社から順次選出し、上に掲げる8、b、C、dのグループの会社数がおおむね同じ数になるよう
にして選出した。また、学術雑誌に発表論文数が特に多い研究機関が所属する会社をつけ加えている。選出会社
数のうち、この調査研究にご協力をいただいた会社数は、協力会社数のとおりである。これには、一部分のご協
力を含む。ご協力をいただいた会社のご芳名は、Ⅳのあとがきに掲げたとおりである。なお、ご協力願えなかっ
た会社は、製パン業あるいは運輸業などで、課程博士を採用した実績がなく、提起博士の採用に関心が非常に薄
いとする会社あるいは、そのほかににいろいろな事情から辞退したいという会社である。
2　主要民間企業の人事部門の長
主要民間企業の人事部門の長とは、前記1に掲げる主要民間企業の人事部
門の取締役、部長、叉は課長である。
3　主要民間企業の研究所長
主要民間企業の研究所長とは、前記1に掲げる主要民間企業の研究所のうち
から、その主要民間企業の判断により選出した研究所の長である。ただし、研
究所が2以上ある場合は、基礎的研究所、実用的研究所、両研究所の中間的研
究所（以下、中央的研究所という）の中から、それぞれ1研究所となるように
依頼した。
4　主要民間企業の研究者
主要民間企業の研究者とは、修士課程または博士課程を修了して、前記1に
掲げる主要民間企業の研究開発組織に勤務している研究者のうち、その主要民
間企業の判断により選出した研究者である。ただし、その選出は、原則として、
修士課程を修了した研究者の5％、博士課程を修了した研究者の20％となるよ
うに依頼した。
－1－
－162－
第2表　調査の対象とした主要大学の博士課程及び修士課程
1　主要大学とは次に掲げる大学である。
国立大学　　　東北大学、東京大学、東京工業大学、
京都大学、大阪大学
私立大学　　　早稲田大学、慶鷹義塾大学
（参考）
上記の7大学の課程博士授与者数が全課程博士号授与者数総数に
占める割合（1986年度）は、次のとおりである。
国立大学　　　　　私立大学　　　　　　合　　　計
総数　5大学　割合　総数　2大学　割合　総数　7大学　割合
理学系　　416　　290　70％　38　10　　26％　479　　300　63％
工学系　　421　308　73　　　73　　41　56　　　505　　349　69
出典：自然科学系博士号取得の良的日米比較（MST肝描PO兄TⅣ0．7）
2　調査の対象とした専攻学科は、前記1に掲げる大学のうち、次の学科とした。
理学系　　生物、物理
工学系　　金属工学、材料工学、機械工学、精密機械、
生産機械、電気・電子・通信、応用化学
ただし、該当する学科がない場合、協力が得られない学科等を除く。
3　主要大学の教授とは、前記1に掲げる大学の各専攻学科を担当する現主任教
授叉は前主任教授である。
4　修士課程在学生、博士課程在学生とは、前記1に掲げる大学の修士課程及び
博士課程のうち、前記2に掲げる各専攻学科の在学生から大学教授が選出した
学生である。ただし、その選出は、原則として、原則として、修士課程在学生
は50％（ただし、30％、100％のところがある。）、博士課程在学生は、100％
（ただし、50％、30％のところがある。）となるように依頼した。
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第3表　調査票の送付数と回答数
1　主要民間企業関係
人事部門の長
研究所長
研究者 修士課程修了者
博士課程修了者
業種別回答数の内訳（再掲）
鉄鋼，金属
人事部門の長
研究所長
社　修士課程修了
貞　博士課程修了
2　主要大学関係
面接大学教授数
????????
???
調査票送付数　回答数　　有効回答率
66人　　　　38人　　　58％
155　　　　121
2102　　　　1838
579　　　　　510
??? ?????????????????
??
????
???????
国立大学　　私立大学
理学系　　　6人　　　　1人
工学系　　　26
小　計　　　32
修士課程　　国立大学　理学系
在学生　　　　　　　　　工学系
小　計
私立大学　理学系
工学系
小　計
合　計　　理学系
工学系
計
博士課程　　国立大学　理学系
在学生　　　　　　　　工学系
小　計
私立大学　理学系
工学系
小　計
合 計　理学系
工学系
計
?????
?
6
7
調査票送付数　回答数
162人　　　　91人
647　　　　　470
809　　　　　561
51　　　　　35
380　　　　　346
431　　　　　381
213　　　　　126
1027　　　　　816
1240　　　　　942
165　　　　　　66
152　　　　　　98
317　　　　　164
44　　　　　　17
131　　　　　59
175　　　　　　76
209　　　　　　83
283　　　　　157
492　　　　　240
????
?? ???
???
合計
7
32
39
有効回答率
56％
73
69
69
91
88
59
79
76
40
64
52
39
45
43
40
55
49
38人
121
1838
510
（注）調査累は、やや多めに一括して民間企業担当者や大学教授にお渡して、社員や学生に配布していただいたので、
実際の送付数は、表に掲げる配布教よりも若干数下回っている可能性が強い。したがって、有効回答率はその分
だけ表に掲げる数値より高い可能性がある。
胃3　－
－164－
第4表　日本の課程博士数は米国の博士数に比較してどのくらいか
（課程博士数には、外国人留学生を含まない）
日　　　本
課程博士数10万人当たり
課程博士数
理学系　日本　米国
博士数　80年度　81455（457）人　0．389人
81　　82　429（433）　0．364
82　　　83　423（429）　0．356
83　　　84　389（397）　0．325
84　　　85　448（459）　0．372
85　　　86　483（497）　0．399
86　　　87　454（479）　0．373
87　　　88　428（464）　0．350
88　　　89　463（518）　0．377
工学系博士数
80年度　81
81　　　82
82　　　83
83　　　84
84　　　85
85　　　86
86　　　87
87　　　88
88　　　89
?????? ???????????????
人口
501（523）　0．428
506（541）　0．429
462（506）　0．389
36（489）　0．365
389（447）　0．323
407（480）　0．336
402（505）　0．330
461（621）　0．377
539（788）　0．439
日　　本
11706万人
11790
11873
11954
12031
12105
12167
12226
12278
12359
米　　　国
博士数　　10万人当たり
博士数
6537（7742）人　2．840人
6600（7964）　2．838
6478（7881）　2．759
6 31（8037）　2．756
6324（8012）　2．643
6237（8216）　2．581
6216（8416）　2．548
6462（8901）　2．623
6373（8954）　2．567
1659（2760）　0．721
1620（2866）　0．697
1689（3067）　0．719
1708（3208）　0．721
1807（3476）　0．755
1975（3775）　0．817
2188（4162）　0．897
2470（4704）　1．003
2608（5148）　1．051
米　　国
22776万人
23014
23252
23480
23700
23928
24162
24393
24633
24824
（注）　日本の人口は、総務庁統計局の国勢調査及び各年の推計人口。米国の人口は、国連統計月報による。
日本の外国人を除く課程博士数は、筆者の推計値である。なお、0は外国人留学生を含む博士数である。
米国の博士数は、NSF「SCienCe8ndengineeri鴫docto帽teS」によるもので、永久ビザの留学生を含む。
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第5表　修士課程から博士課程進学者数はいくらか
理　学
学部　修士修　学　部　修士課　　修士から　学部から　学部から　修士から
卒業　了博士　卒業者　程修了　　博士課程　博士課程　修士課程　博士課程
隼　　人学年　数　　　者数　　　進学者数　進学率　　進学率　　進学率
75　　77　　9504人1594人（100）765人（100）
76　　78　　10012　　1625
77　　79　　10234　　1666
78　　80　　10688　　1649
79　　81　11077　　1665
80　　82　　11554　　1716
81　　83　　11803　　1813
82　　84　　11755　　1910
83　　85　11723　1992
84　　86　　12234　　2019
85　　87　　12698　　2213
86　　88　　12814　　2377
87　　89　　13389　　2598
88　　90　13388　　2805
89　　91　13295　　2913
90　　92　　13420　　3067
工　学
??????????????????????????????????????????
710（93）
661（86）
632（83）
60 （79）
611（80）
624（82）
659（86）
61 （80）
655（86）
753（98）
52（98）
802（105）
833（109）
（183）907（119）
（192）949（124）
77　　65422　　7270（100）718（100）
78　　67036　　6998
79　　69221　　6945
80　　71167　　7213
81　74128　　7597
82　　73508　　8249
83　　75188　　8327
84　　73593　　9225
85　　69620　　9905
86　　70486　10507
87　　71396　11431
88　　73316　12314
89　　75843　12484
90　　76362　13466
91　　75678　15466
92　　80136　14351
653（91）
652（91）
559（78）
565（79）
574（80）
569（79）
609（85）
720（100）
892（124）
874（122）
995（139）
982（137）
1041（145）
（213）1171（163）
（197）1267（176）
出典：各年度の文部省基本調査報告書により作成。
注：0内は、1975年を100とする指数。
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8．0％　 7．0％　　48．0％
7．1　　16．2
6．5　　　16．3
5．9　　　15．4
5．5　　　15．0
5．3　　　15．4
5．3　　　15．4
5．6　　　16．2
5．2　　　17．0
5．4　　　16．5
5．9　　　17．4
5．9　　　18．6
6．0　　　19．4
6．2　　　21．0
6．8　　　21．9
7．1　　　22．9
???????????????????????????? ?? ???????????????????? ??
43．7
39．7
38．3
36．3
35．6
34．4
34．5
30．7
32．4
34．0
31．6
30．9
29．6
31．1
30．9
?????????????????
第6表　日本の主要大学の博士育成数は米国の大学に比較してどのような
状況か
日　　　　本（1986）
大学数　理学　　　工学　　合　計　　　　理学
公私計　公私計　公私計
0～9　　　　（6）（23）（29）
10～　　11
20　　2　　　2
30　　4　　　4
40
50
60
70　　1
80
90
100　　1
110
120
130
140
150
160
170
180
190
??????????????????
?
?
??????
?????
??????
??????????
?
?????????????????
????
米　　　　国（1989）
合　計
私　計　公　私　計　公　私
24　49　34　14　48　19　14
10　38　2
12　30　1
6　19
4　15
5　　9
1　6
1　7
3　　8
3　　4
1　4
1　5
1　3
1　4
??????????????????????
1　1　1
1　2
1　　　1
???????
?
????
???】?
27　12
??
??
12　10　22
12　15　7　22
????????????? ????????????????????????
??
??
???
?
?
3
?????
????????????
??????????????????????
???????????
1　　　1
1　　　1
1　　　1
1　1　2
1　1
1　　　1
19　8　210　8　210134　76　21010452156136　76212
10　38338341424　　　　　5901　8720　1817
2819　　3261　5078
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注：
1．日本は、NISTEP R肝0RT No．ア「自然科学系博士号取得の最的日米比較」統計表第5表、第7表より作成。
ただし理学は、旧帝大、東京工業大学、早稲田大学、慶應義塾大学に限る。
2．米酎よ、ScierLCe and Engineering DoctorateS：1960－1989．NSF90－320　table10に記載してある大学別専攻分野
別博士数を、The College振川dbook．Foreign Student Supple罰entにより筆者が公立、私立別に分類し、作成。
3．表中、公は回公立大学、私は私立大学の略称である。
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第7表　博士課程に進学するのはどのような理由か
①専門研究を続けたい
②進路決定は時期早尚
③大学教員希望
理学系
工学系
④民間企業研究者希望
理学系
工学系
⑤国公立研究者希望
⑥その他
?????????? ? ??????????????
博士就職者
64％
12
14
4
5
1
第8表　博士課程在学生は就職先を決めるときに何を重視するか
専攻学科　　　　　　　設置者別
理学　　工学　　　国立大学　私立大学　計
研究の自由度が高い　65％　　60％　　　　　　61％　　　63％　62％
専攻を生かせる　　　　28　　　27　　　　　　28　　　25　　27
賃金が高い　　　　　　　7　　13　　　　　　10　　　12　　11
第9表　博士課程在学生はどのような就職先を希望しているか
国立大学　　　　　私立大学
理学　工学　計　　理学　工学　計
大学教員　　　　63％　38％　48％　63％　62％　62％
民間研究員　　13　　44　　20　　6　　25　　21
国公立研究員　24　18　　32　　31　13　17
合　計
理学　工学　計
63％　47％　52％
12　37　　29
25　16　　19
第10衰　研究の自由度を重視する博士課程在学生はどのような就職先
を希望するか
大学教員
民間研究員
国公立研究員
計
国立大学　　私立大学
人数　割合　人数　割合
51　　52％　　30　　70％
26　　27　　　　6　　14
21　　21　　　7　　16
98　100　　　43　100
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???
?????
????????
?
????
第11表　博士課程修了者の就職先は大学教員か民間企業か（1988年）
日　　本　　　　米　　国
理学系
工学系
合　計
就職者数
大学教員就職者数
民間企業就職者数
就職者数
大学教員就職者数
民間企業就職者数
就職者数
大学教員就職者数
民間企業就職者数
）???）??????（ （ （?? ??? ??
）???）?????（ ?（ （???????????
）???）? ?????（?（（?????????
2332人
993
）??）??????（?（（
）???）?????（ ?（ （????????
）?）???? ????（?????
（注）日本の民間企業就職者数は、文部省学校基本調査報告書の就職者数から、教育、非営利、公務に就職した
敵を控除して求めた。米国は、SCience8nd engineering doCtOrateS：1960－89　NSF90－320による。
ただし、コンピュータサイエンスは工学に含めた。
（参考）　1991年の日本の現況
理学系
就職者数
大学教員就職者数
321人
119
大学以外の教員就職者数　45
民間企業就職者数
公務
非営利
工学系
就職者数
大学教員就職者数
大学以外の教員就職者数
民間企業就職者数
公務
非営利
計
）??）?）?）?）?）??????????（ （ （ （????（
）???）?）?）?）????????????? ?????? （（（（（（???? ???
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第12衰　理学系及び工学系の学部学生数の伸びと大学教員就職者数の伸び
とはどのような関係にあるか
理　　学　　系　　　　　　　　　工　　学　　系
学生の指数　教員就職者の指数　　学生の指数　教員就職者の指数
???????????????????????????????????????????? ????????????????????????????????????????????? ??
100
111
126
139
154
178
186
195
200
202
216
230
233
239
246
253
253
253
256
256
267
271
277
280
284
288
297
310
322
100
148
136
213
195
236
237
191
208
192
143
141
156
129
151
107
148
156
112
109
113
100
105
128
124
133
125
129
159
出典：各年度の文部省「学校基本調査報告書」により作成
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100
111
125
139
158
174
193
203
216
221
228
234
240
244
248
250
245
242
240
239
243
246
246
251
257
264
272
280
289
100
151
171
212
285
436
447
402
427
386
342
315
232
285
281
258
264
280
264
280
275
281
242
280
310
346
431
400
488
第13表　理学系及び工学系の大学教授の年齢はどのような構成か　（1988年）
1915
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
????????
????
????
??
??
???
??
????????
????
?????? ????
理学系教授数
国立　公立　私立
5
7
3
3
5
7
5
10
?????????????????????????????????
?
?
??
??????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????
???
???????
??
13　　　70
9　　111
82
???????????????
????????????
??????????????????
????
???????????
????????
???????
???????
????
????
?????
工学系教授数
国立　公立　私立
6
7
??????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????
2　　　5
103　　　276　1630　　　309
??????????????
?????????????????????????????????
??
12　　12
7　　　　7
17　　17
28　　　28
24　　　24
30　　　30
37　　　74
39　137
40　168
45　　240
39　199
27　173
28　173
24　　203
38　　243
29　　209
30　171
20　　148
25　　154
22　　161
22　169
23　　157
28　　200
25　　224
25　199
30　　175
22　　149
17　　　88
11　　45
1　　　8　　　42
1　　　5　　　29
186
4　　14
3　　　6
797　　4081
出典：廣潤社・全国大学職員録（1988年6月末現在）により理学系工学系学部の日本人教授を出生年次別に集計した。私
立大学は青山学院、学習院、慶應義塾、芝浦工業、上智、中央、東海、東京電機、東京理科、早稲田の10大学とした。な
お、科学技術政策研究所木庭敬一特別研究月、石山俊誠（前）特別研究員の協力により作成。
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第14表　製造業は博士課程修了者をどのくらい新規採用してきたか
（1）新規採用者の学歴構成
修士課程修了者　　　博士課程修了者
理学　工学　合計
（88％）（96％）（95％）
1980　　438人4400人4838人
（89％）（98％）（96％）
1985　　783　　5608　6391
（100）（100）（100）
（93％）（98％）（97％）
1988　　914　　6585　7499
（118）（117）（117）
（92％）（97％）（97％）
1990　1237　7808　9045
（158）（139）（142）
（94％）（97％）（97％）
1991　1295　82019496
（165）（146）（149）
理学　工学　合計
合　　　　　計
理学　工学　合計
（12％）（4％）（5％）（100％）（100％）（100％）
61人174人235人499人4574人5068人
）???????）??????（
（
）?????）????（
（
（4％）（100％）（100％）（100％）
237　881　5747　6628
（100）（100）（100）（100）
）
）???????????（ （）? ? ）????????（）??? ??）????????? （ ? （
（8％）（3％）
104　218
（106）（157）
（6％）（3％）
90　242
（92）（174）
（100％）（100％）（100％）
985　6723　7708
（112）（117）（116）
（3％）（100％）（100％）（100％）
3221341　8026　9367
（136）（152）（140）（141）
（3％）（100％）（100％）（100％）
3321385　8443　9828
（140）（157）（147）（148）
注：上段の（）は、全体を100％とした場合の構成割合、下段の0は、1985年に対する指数。
出典：各年度の文部省「学校基本調査報告書」
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（2）博士課程修了者の新規採用者の伸び
業　種　　　　　　　　　　　　年
化学工業、医薬品製造業　1988
1990
1991
電気機械製造業
鉄鋼業
一般機械製造業
輸送機械製造業
精密機械製造業
食料品・飲料製造業 ????????????? ??????
注：合計欄の（）は1988年を100とする指数。
出典：各年度の文部省「学校基本調査報告書」
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理学
????
????
????????
????
????
????
????
??
????????
????????
????
??
????
???
??????????
????
?
????
）??）??）??????（ ?（ （????
）??）?）??????（?（（????
???
）?）?）???????（?（?（?????????
）?）?）????? ?（?（?（??? ??
）?）?）????? ?（?（（??? ??
）??）??）?????? ??（?（（?????
）??）??）???????（ （ （??????
第15表　主要民間企業で課程博士の採用数は増加しているか（1988＝100）
1988年
採用数
課程博士　　　　　59人
修　　士　　　　1511
業種別課程博士採用の伸び率
食料品・飲料製造業
医薬品製造業
鉄鋼業・金属製造業
電気機械製造業・通信業
化学工業（除医薬）
・石油製品製造業
その他
計
1989年
（100）　　69人（117）
（100）1748　（116）
??????????
????????
100
100
??????????
???
182
省　　略
117
??????
??????
????
169
1990年
第16表　主要民間企業で修士以上の研究者の採用数に課程博士はどのくらいか
業　　種
食料品・飲料製造業
医薬品製造業
鉄鋼業、金属製造業
電気機械製造業、通信業
化学工業、石油製品製造業
機械（除電気）製造業
全業種
????? ??????? ??? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ????
第17表　研究開発費の伸びと課程博士の採用数の伸びは
どのように関係しているか
研究開発費伸び率
（1989／1985）
29社の伸び率平均　　　169
? ? ? ? ? ? ? ? ??
課程博士の採用伸び率
（1990／1988）
170
（注）（l）29社は、課程博士の採用数の回答があった民間主要企業で、かつ、研究開発費の公表されている民間企業
である。
（2）課程博士と研究開発との関係については、次のような意見があった。
①　社内的には博士号は不要。ただし、梅外的には有利。（l杜）
②　先行開発では、証程博士採用のメリットなし。（1杜）
③　課程博士もある程度必要だが、製品開発の実用的な研究者が多数必要。（1杜）
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第18衰　主要民間企業で、修士以上の研究者の在籍者に占める
博士号取得者の割合はいくらか　（1990年現在）
学位の種類　　　人数　（修士以上に占める割合）
課程博士　　　1881（8％）
論文博士　　　1918　（9）
博士計　　　　　3799　（17）
修　士　　　　18786　（83）
合　計　　　　22585　（100）
（注）この表は、1990年の在鮪者数を回答した34社の学位別構成である。第19表の対象会社教は10杜であること
から、この表の学位別構成割合と第19表の1990年の学位別構成割合とは一致していない。
第1g表　主要民間企業のうちの10社では、修士以上の研究者の在籍者に
占める博士号取得者の割合はどのように変化しているか
学位の種類
課程博士
論文博士
博士小計
修　　士
1985年
??））? ? ? ?（??（ ?（?? ????
?
）??（????
1990年
）?）? ? ? ?（?（?（???????
）??（????
伸び率
（1990／1985）
????????????
合　　計　　　　2249（100）　　　3589（100）　　　160
（注）この表は、1985年と1990年の両年の在鮪者数を回答した10社を集計したものである。第18表は、1990年の
在鮪音数を回答した34杜の学位別構成であることから、この表の学位構成割合と第18表の学位構成削合と
は一致しない。
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第20表　主要民間企業の修士以上の在籍者に占める博士の割合と毎年の採用者
に占める博士の割合はどのような関係にあるか
在籍者に
占める博
士の割合
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
修士以上の採用者に占める課程博士の割合
8％　7％　6％　5％　　4％　　3％　　2％　1％
食飲
医薬
鉄金
電通
化石
そ機
（注）　在籍者に占める博士は、課程博士と論文博士の合計である。「食飲」は食料品・飲料製造業晶、「医
薬」は医薬品製造業、「化石」は化学工業、石油製品製造業、「電通」は電気機械製造業、通
信業、「そ機」は輸送機械、一般機械、精密織城の略称である。
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第21表　修士以上の研究者に占める博士の割合は、研究所の性格や
業種によってどのように違うか
研究所の性　課程・論文　課程・論文博士の専攻学科系別構成割合
格及び業種　博士の割合
基礎的研究所　29％（317）
食料・飲料　40（74）
医薬品　　　33（17）
化学　　　15（47）
石油　　　　　0
金属・鉄鋼　0
電気機械・通信28（176）
機械（除＊電気）21（3）
その他　　　　0
中央的研究所11（919）
食料・飲料19（59）
医薬品　　　22（76）
化学　　　12（79）
石油　　　10（27）
金属・鉄鋼16（221）
電気機械・通信10（410）
機械（除＊電気）5（36）
その他　　14（11）
実用的研究所　4（433）
食料・飲料　20（10）
医薬品　　　23（24）
化学　　　　　9（100）
石油　　　　　8（4）
金属・鉄鋼　4（52）
電気機械・通信4（222）
機械（除＊電気）1（7）
その他　　　22（14）
研究所合計　　9（1669）
食料・飲料13（143）
医薬品　　　23（117）
化学　　　11（226）
石油　　　　　9（31）
金属・鉄鋼10（273）
電気機械・通信8（808）
機械（除＊電気）3（46）
その他　　17（25）
理学　　　工学　　　農学
23％（71）　45％（144）14％（44）
22（16）　4（3）　38（28）
6（1）　0　　　　23（4）
17（8）19（9）　23（11）
0　　　　　0　　　　　0
0　　　　　0　　　　　0
25（44）　74（131）1（1）
67（2）　33（1）　0
0　　　　　0　　　　　0
24（218）　61（563）
10（6）　5（3）
13（10）16（12）
35（28）　43（34）
26（7）　48（13）
20（44）　77（170）
27（111）72（296）
）???（???
?
（?? ）??
）?
）??）?（??（??
）?（?
31（11）　69（25）　0
9（1）　91（10）　0
13（55）　69（300）12（52）
0　　　　10（1）80（8）
21（5）　　8（2）17（4）
5（5）　45（45）40（40）
25（1）　75（3）　0
2（1）　98（51）　0
18（41）　81（179）　0
0　　　100（7）　0
14（2）　86（12）　0
21（344）　60（1007）10
15（22）　5（7）53
14（16）12（14）17
医薬　　　PhD
18％（58）　0
36（27）　0
71（12）　0
41（19）　0
0　　　　0
0　　　　　0
????
??
???????
0
）?）?）?）?）?）?）????（ （ （ （ （ ?（??（
0
0
6 24）
10（
5 （
8
0
）?
?
?????????????????
）?
）?
）?（?
）?（
??）??）???
0　　　　　0
1（2）0
0　　　　　0
0　　　　　0
（162）　9（152）　0（4）
（75）27（39）0
（20）57（67）0
18（41）　39（88）26（58）
26（8）　52（16）　9（3）
17（45）　81（221）1（3）
24（196）　75（606）　0．5（3）
28（13）　72（33）　0
12（3）　88（22）　0
15（35）2（4）
1 （4）0
4）0
0．5（3）0
0　　　　　0
0　　　　　0
（注）課程・論文博士の割合＝課程・論文博士数／（修士数十課程・論文博士数）。なお、この表の数値は、研究所に限
定したので、博士の占める割合は、第1g表、第20表の数値とは必ずしも一致しない。
胃17　－
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第22表　業種の進出方向によって課程博士の必要程度はどのように違うか
（1）従来から行っている業種と新しい分野に進出するために必要である
と回答した割合
業　　種
化学工業
??? ??? ??
電気機械、通信業　83
食料品・飲料業　　83
医薬品業　　　　　50
石油製品業　　　　50
鉄鋼、金属製品業　67
機械（除＊電気）業60
?? ???????????
?? ?? ?????????
? ???????????
（2）新しい分野に進出するためにのみ必要であると回答した割合
人事部門
業　　種　　　　の長
化学工業　　　　　14％
電気機械、通信業　0
食料品・飲料業　17
医薬品業　　　　　　0
石油製品業　　　　50
鉄鋼、金属製品業　33
機械（除＊電気）業20
研究所長
基礎的　　中央的
0％　　　29％
0　　　　　8
0　　　　11
0　　　　　0
0　　　　　50
0　　　　　33
0　　　　50
??????????
（3）従来から行っている業種のために必要であると回答した割合
人事部門
業　　種　　　　の長
化学工業　　　　　　0
電気機械、通信業　0
食料品・飲料業　　0
医薬品業　　　　　50％
石油製品業　　　　　0
鉄鋼、金属業　　　　0
機械（除＊電気）業　0
研究所長
基礎的　　中央的
0　　　　　7
14　　　　17
0　　　　22
0％　　　　0％
0　　　　　0
0　　　　33
0　　　　　0
?????????????????
????
???????????????
?
?????
?
???
（注）なお、電気機械製造業・通信業の研究所長（1名）は、「研究所として全くの新規分野に進出する場合、その分
野を熟知しているドクタークラスの研究者の採用は必須である」と特別意見を付記している。
－18　－
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第23衰　研究所長は博士号取得者でなければ進まない研究があると
考えているか
研究所，業種別 全く進まな
い研究あり
基礎的研究所
化学工業
電気機械、通信業
食料品・飲料業
医薬品業
石油製品業
鉄鋼、金属業
機械（除＊電気）業
中央的研究所
化学工業
電気機械、通信業
食料品・飲料業
医薬品業
石油製品業
鉄鋼、金属業
機械（除＊電気）業
実用的研究所
化学工業
電気機械、通信業
食料品・飲料業
医薬品業
石油製品業
鉄鋼、金属業
機械（除＊電気）業
合　計
化学工業
電気機械，通信業
食料品・飲料業
医薬品業
石油製品業
鉄鋼、金属業
0％
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
25
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
17
0
機械（除＊電気）業　0
???? ????????????????
??????????
??
?????
???
できれば博　博士は不要
士が良い
78％
100
86
0
100
0
0
100
90
85
83
100
100
75
100
92
94
88
100
83
100
100
100
100
90
?????????????????????
????????
?????????????? ?
?????????
（注）「全く進まない」は「博士号取得者でなければ研究が全く進まない」を、「しばしば進まない」は「博士
号取得者でなければ研究が進まないことがしばしばある」を、「できれば博士」は「博士号取得者でなく
ても良いが、できるならば博士号取得者を従車させたいと思う研究がある」を、「博士不要」は「博士号
取得者を従事させたいと思うような研究はない」を表す。
－19　－
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第24表　課程博士の必要性は研究所の性格によってどう違うか
必要とする程度　　　人事部門の　　　　　　研究所長の割合
長の割合　　　基礎的　　中央的　　実用的　研究所計
非常に必要である　　　53％　　　　　74％　　　44％　　　23％　　43％
あまり必要でない　　　42　　　　　　26　　　　56　　　　71　　56
まったく不要　　　　　3　　　　　　0　　　　0　　　　6　　　　2
第25表　課程博士を非常に必要と回答した研究所長の割合はいくらか
業　　種
電気機械製造業、通信業
鉄鋼業、金属製品製造業
化学工業
機械（除＊電気）製造業
石油製品製造業
食料品・飲料製造業
医薬品製造業
?
????????
第26表　研究者、大学院在学生で、今後、民間企業は課程博士の採用を増加す
ると考えているのはどのくらいか
増加すると考え　　増加　す　る　理　由別内　訳
ている割合　　　高度化　基礎化　独創性　その他
就職している修士　　　　87％　　　　37％　18％　19％　13％
就職している課程博士　　83　　　　　37　　11　　24　　11
修士課程在学生　　　　　69　　　　　32　　17　　11　　　9
博士課程在学生　　　　　82　　　　　31　　21　　19　　11
（注）「高度化」は技術水準が高度化する、「董削ヒ」は基礎研究の方向に向かう、「独創性」独創性が必要に
なる、「その他」はその他の瑚由により増加するを示す。
第27衰　主要民間企業の研究所長は、課程博士の採用を増加させるべきだと考
えているかどうか
基礎的研究所長
中央的研究所長
実用的研究所長
計
増加させるべきだと
考えている割合
56％
58
51
56
－　20　－
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第28表　大学教授のうち、今後、民間企業は課程博士の採用を増加すると考え
ているのはどのくらいか
人数　（割合）
増加させるべきかどうか
増加させるときがきていると思う
増加させるときがきていると思わない
実際に増加するかどうか
増加する
増加しない
24人（75％）
8　（25）
30　（94）
2　（6）（これは工学系の教授）
第29表　大学教授は、民間企業が課程博士を必要とする程度をどのよう
にみているか
民間企業が必要とする程度
求人が多い
求人数と求職数が見合っている
求人が少ない
大学教授の割合
52％
39
12
（注）1名は、多いところも少ないところもあると回答。「見合っている」と回答したものには、民間企業
の求人は、その大学院博士揖程学生数及び学生の意向を十分に熟知した上で行うから見合っているを含む。
第30表　主要民間企業はどのような専攻学科の課程博士を必要としているか
（必要と回答した割合）
専　　　攻
業　種　　　　化　学　バイオ　電気電子
金属、鉄鋼　　　　67％　　67％　100％
（63）　（25）　（63）
化学、食品晶
・飲料、医薬
品、石油製品
電気機械製造、
通信
70　　　95　　　　25
（58）　（56）　（18）
0　　　　0　　　100
（36）　（32）　（84）
一般・精密・　　20　　　40　　　60
輸送機械製造業（24）（35）　（53）
学　　科
物　理　物質材料　システム
情報科学
0％　　　0％　　　　0％
（13）　（13）　　（13）
5　　　10　　　　　5
（11）　（3）　　（2）
20　　　　0　　　　20
（32）　（20）　　（20）
0　　　20　　　　　0
（18）　（12）　（18）
注：裸書は、本社人事部門の長が必要と答えた割合。0は研究所長が必要と答えた割合
－　21－
－182－
第31表　　論文博士は増加しているか
年度
??????
?????????? ??
理　学　系
課　程　　論　文
497（100）　363（100）
479（96）　341（94）
464（93）　373（103）
518（104）　363（100）
?
????? ????? ? ??
注：0は1985年を100とする指数
出典・自然科学系博士号取得の最的日米比較（NIST肝REPORT No．7）
工　学　系
課　程　　論　文
480（100）　924（100）
505（105）　988（107）
621（129）　926（100）
788（164）　929（101）
?
???????????????????????
第32表　博士課程に進学する学生の素質を大学教授はどのように観察している
か（修士課程を修了した時点で、成績上位5人のうち、3人（半数）
以上が博士課程に進学しているとみている大学教授の割合）
（成績上位とは、博士課程に進学するに値する能力が優れて高い者）
（1）成績上位の学生が進学しているとみている教授の割合
??? ?
回答教授数　3人以上が進学しているとみている割合
??
??
67％（生物系を除くと33％）
27
34
（2）成績上位者の進学の傾向に関する大学教授の観察結果
理学系　　工学系
?
成績上位の学生が進学する傾向
が増えているとみている割合
成績上位の学生が進学する傾向
が減少しているとみている割合
変わらない
その他
－　22－
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第33表　主要民間企業は課程博士が十分に供給されていると考えているか
供給されている程度 人事部門の長の割合　　研究所長の割合
優秀な人材が十分いる
人数は十分だが採用したい人材は不十分
人数が不十分
?? ??????
第34表　主要民間企業は、課程博士の採用を難しいと考えているか
採用の難易　　　　人事部門
の長
簡単である　　　　19％
難しい　　　　　　　81
研究所長の業種別内訳
化学工業
電気機械製造業、通信業
食料・飲料品製造業
医薬品製造業
石油製品製造業
鉄鋼業、金属製品製造業
機械（除＊電気）製造業
研　　究　　所　　長
基礎的　　中央的　　実用的　研究所計
???
??????????????????????
?
??????? ????? ? ????????????
第35表　主要民間企業は確立した課程博士の採用方針をもっているか
業　種
採用方針は確立していると考えている割合
人事部門の長　　　　　研究所長
医薬品製造業
電気機械製造業、通信業
鉄鋼業、金属製品製造業
化学工業
機械（除＊電気）製造業
??? ?????
－　23　－
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第36衰　主要民間企業の研究所長は、大学院の博士課程にどのような改善
を希望するか（複数回答で、裸数字は順位、0内は人数）
研究所の性格
自立的研究力
幅広い研究力
科学技術の見通し力
柔軟な研究姿勢
問題発見力
高度なテクニック
リードするカ
システム的実践力
幅広い知識
語学力
実用的学問
協調性
折衝能力
コンピュータ操作力
基礎的　　中央的
1（10）　1（40）
5（4）　　2（23）
2（6）　　3（21）
6（3）　　4（20）
3（5）　　5（13）
7（2）　　8（12）
3（5）　　8（8）
7（2）　　7（9）
7（2）　　9（7）
10（5）
11（2）
12（1）
12（1）
12（1）
実用的　　研究所計
1（15）　　1（65）
2（12）　　2（39）
3（8）　　3（35）
3（8）　　4（31）
3（8）　　5（26）
7（6）　　6（20）
6（7）　　7（20）
8（2）　　8（13）
10（1）　　9（10）
10（1）　10（6）
8（2）　11（4〉
12（1）
13（1）
14（1）
（設問以外で改善を希望する項目）
（1）専門分野について、十分な能力をもった上で、質問項目として例示した能
力（頁参照）の全てを期待する。それは、優秀な指導者（教授など）か
ら受け継いだ研究哲学を具体化できる能力をもっていること、創造性、独
創性追究の訓練を受けて、柔軟な姿勢をもっていること、研究仲間を多く
もっていること、研究能力とマネジメント能力と完遂意欲のあること、高
度な技能テクニックと研究テーマの提案能力をもっていることなどである。
（2）期待する能力には、研究リーダーとしての能力と専門職としての能力とい
う異なった2種類があること、両方とも、人間関係が良いことが望まれる。
（3）主要民間企業の人事部門の長は、スペシャリストとゼネラリストの二つを
課程博士に求めないで、ゼネラリストの資質は、アメリカのように、ビジ
ネススクールに派遣するなどして養成することが必要だという意見があっ
た。これに賛成した研究所長は、41％である。
胃　24　－
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第37表　主要民間企業は課程博士をどう評価しているか
（複数回答、上位③項目を選択）
人事部門
の長の評価
評　価　項　目
専門にこだわり配転しにくい
研究開発態度が硬直的
グループによる研究開発に不向き
世俗にうとく、共同研究に不向き
グループによるシステム的研究ができる
グループ研究のリーダとして適任
問題発見能力に優れている
新しい重要分野を指摘できる
高度なテクニックに優れている
自立的研究能力がある
35％
3
3
3
????
??????????????
?
??
?
3　　　　　4
12　　　　11
15　　　　　43
41　　　　36
74　　　　39
91　　　　88
???? ?????????????????????????
??????????
???????????????
33　　38　　42
100　　92　　75
参考：研究所の性格による課程博士の評価の違いの特徴
基礎的研究所長　　　　聞層発見能力が優れている
中央的研究所長　　　　専門にこだわるので異分野に配収しにくい
第38表　課程博士は主要民間企業で昇進するときにどのような評価
を受けているか
昇進段階の区分 人事部門の　　　　　研究所長の考え方
長の考え方　　研究所計　基礎　中央　実用
研究専門職段階の昇進
修士より悪い
修士と同じ
修士よりやや良い
修士より非常に良い
研究マネジャーに昇進する段階
研究の先見性を見きわめる力
修士よりある
修士よりない
部下の研究能力を把達する力
修士よりある
修士よりない
部下をリードしていく力
修士よりある
修士よりない
－　251
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?????? ?? ???
??
?? ??
????
?? ??
??
???
????
???
????
???
???
???
???
第39表　主要民間企業は採用時点で課程博士と修士をどのようにみているか
（記述意見）
社＝人事部門の長　所＝研究所長
1　課程博士の見方
①　課程博士か否かにかかわらず、優秀者を集めたい。結果として課程博士か
ら採用することもある。（1社）
②　博士号の有無は意味がない。多様な研究者を集めるために課程博士も採用
する。（1社）
③　課程博士は、昔の修士レベル。修士とそれほど差がない。（2所）
④　ダメな博士もおり、秀逸な修士も相当数いる。修士で十分。（博士のレベルの玉
石混交ぶりに酌こ掬具、ている。専門にこだわる人は間乱開発部門は不向きが多い。）（9所）
⑤　柔軟性ある修士を企業で育成した方が組織上有益である。（国内留学させた方が
より確実。）（2所）
⑥　米国の博士の方がレベルが高い。（1所）
2　主要民間企業が修士を採用することに対する大学教授の見方
課程博士の就職先が狭いのは、1級人物が修士で就職するからである。博士
課程進学者と修士との間に成績の差がないならば、若い修士を沢山採用し、
その中から優秀な素質をもつ者を選抜して教育した方が、課程博士を少人数
採用するよりもリスクが少ないからである。
第40表　博士課程在学生は費用をどこから出しているか
人数　　（割合）
アルバイトと奨学金
アルバイト、奨学金、親の仕送り
親の仕送り
?
?????????? ?? ????????
?
第41表　平均的な課程博士と修士がいる場合に主要民間企業が採用するのは
どちらか
回答音数　　修士を採用する　　　課程博士を採用する
人事部門の長　　120人
研究所長　　　　　　36人
（注）　このほかは、ケースバイケースと回答
ー26－
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第42表　主要民間企業で、課程博士はどのような評価を受けると考えられてい
るか
評　　価
評価される
主要民間企業に就職している研究者
課程博士が考えている割合　修士が考えている割合
37％　　　　　　　　　　　50％
主な業種別内訳
医薬品製造業
電気機械製造業、通信業
鉄鋼業、金属製品製造業
機械（除く電気）製造業
化学工業・石油製品製造業
食料品・飲料製造業
評価されない
その他
????????????????
???? ????
????????????????﹈??
第43表　主要民間企業の研究活動で、課程博士であることが必要か、
その有利性
（1）研究開発活動には、課程博士であることが必要か
就職している修士　　　　　就職している課程博士
修士で進学を　その他合計　修士で進学を　その他合計
よい　勧める
業　種　計 1045人　512人
（58％）（28％）
鉄鋼業，金属製品製造業124　　49
（62）（24）
化学工業　　　　　　　210
（60）
医薬製品製造業　　　　41
（45）
食料品・飲料製造業　　24
（47）
石油製品製造業　　　15
（58）
電気機械製造業、通信業302
（58）
一般・輸送・精密機械262
製造業　　　　　　　（57）
よい　勧める
48人1805人　217人151人142人　510人
（14％）　　　（42％）（30％）（28％）
28　　201　　25　　11　　15
（14）　　　　（49）（22）（29）
99　　　39　　348　　　45　　29　　　31
（29）（11）　　　　（43）（28）（29）
34　　16　　　91　　23　　32　　17
（37）（18）　　　　（32）（44）（24）
17　　10　　　51　　　5　　　4　　　　4
（33）（20）
）???????）???????）
????
????（ ?? （? ???? ?（）????）????）
????
????（? ? （
－　27　－
－188－
（38）（31）（31）
26　　　1　　4　　　2
（14）
523　　　74
（46）
457　　　29
（43）
51
105
72
13
（57）（29）
42　　　46　　162
（26）（28）
21　　17　　　67
（31）（26）
（2）課程博士の有利性
有利性、不利性
有利性
業種計
主要民間企業に就職して
いる課程博士の考え方
有利な体験があった　　　　有利な体験はなかった
73％
鉄鋼業、金属製品製造業　　　67
化学工業　　　　　　　　　　　65
石油製品製造業　　　　　　　50
医薬品製造業　　　　　　　　　80
食料品・飲料製造業　　　　　85
電気機械製造業、通信業　　　75
一般・輸送・精密機械製造業　79
????????????????
不利性　　　不利だと思ったことがあった　不利だと思ったことはなかった
業種計　　　　　　　　　　　21
鉄鋼業、金属製品製造業　　20
化学工業　　　　　　　　　　　28
石油製品製造業　　　　　　　　0
医薬品製造業　　　　　　　11
食料品・飲料製造業　　　　　38
電気機械製造業、通信業　　18
一般・輸送・精密機械製造業33
????????????????????????
?
（3）研究所の性格と博士課程の必要性（修士で良いとした割合）
勤務場所
基礎的研究所
中央的研究所
実用的研究所
主要民間企業に就　　　　主要民間企業に就
職している修士　　　　　職している課程博士
?????????? ?? ?????
－28　－
－189－
第44表　主要民間企業の研究活動で、修士であることは不利か
主要民間企業に就職て
いる修士の考え方
不利だと思ったことがあった　不利だと思ったことはなかった
業種計　　　　　　　　　　　16％
鉄鋼業、金属製品製造業　　9
化学工業　　　　　　　　　18
石油製品製造業　　　　　15
医薬品製造業　　　　　　　35
食料品・飲料製造業　　　　33
電気機械製造業、通信業　16
一般，輸送，精密機械製造業12
???????????? ?????????????
第45表　主要民間企業の役員、研究所長は博士号をどのくらい取得しているか
会　社　役　員　　　　　　　研　究　所　長
業　　種　　　　役員のうち　博士号をも　所長のうち　博士号をも
博士号をも　つ者のうち　博士号をも　つ者のうち
つ割合　　　論文博士の　つ割合　　　論文博士の
割合　　　　　　　　　　　割合
食料品・飲料製造業　　　6％
医薬品製造業　　　　　　20
化学工業，石油製品製造業4
鉄鋼業、金属製品製造業　4
電気機械製造業、通信業　8
機械（除＊電気）製造業　4
その他　　　　　　　　　1
合　　計　　　　　　　　7
?????????
???
－　29　－
－190－
?? ?????????? ??????????
?
第46表　課程博士は．主要民間企業で昇進するときに、修士と比較して
どのような取扱いを受けていると考えているか
主要民間企業士の就職している課程博士の考え方
有利性
修士より有利なことがあった　修士より有利なことはなかった
業種計　　　　　　　　　　　　　23％
鉄鋼業、金属製品製造　　　12
化学工業　　　　　　　　　　16
石油製品製造業　　　　　　　50
医薬品製造業　　　　　　　　31
食料品・飲料製造業　　　　　25
電気機械製造業、通信業　　31
一般・輸送・精密機械製造業18
不利性
77
???????????????
修士より不利なことがあった　修士より不利なことはなかった
業種計　　　　　　　　　　　　16
鉄鋼業、金属製品製造　　　12
化学工業　　　　　　　　　　21
石油製品製造業　　　　　　17
医薬品製造業　　　　　　　　　8
食料品・飲料製造業　　　　　23
電気機械製造業、通信業　　14
一般・輸送・精密機械製造業22
84
88
79
83
92
77
86
78
第47表　研究所長は課程博士の中途採用をどの程度必要としているか
必要　と　す　る　程度
必要であり既に実施
業種内訳
鉄鋼業、金属製品製造業
化学工業
石油製品製造業
医薬品製造業
食料品・飲料製造業
電気機械製造業、通信業
一般・精密機械製造業
輸送機械製造業
必要だが未実施
－　30　－
－191－
24
割　合
52％
??????????????????????
?
第48表　　研究所長が中途採用したいと考える年齢は何歳か（割合）
採用したいと考える年齢　　　　割　合
30歳以下
35歳以下
40歳以下
?? ????
第4g表　修士は、主要民間企業で昇進するときに、課程博士と比較して
どのような取扱いを受けていると考えているか
主要民間企業に就職し
ている修士の考え方
課程博士より不利
なことがあった
業種計
鉄鋼業、金属製品製造業
化学工業
石油製品製造業
医薬品製造業
食料品・飲料製造業
電気機械製造業、通信業
一般・輸送・精密機械製造業
?? ??????????????????????????
－　31－
－192－
課程博士より不利
なことはなかった
???????????????
第50表　主要民間企業は、課程博士の処遇を修士と別個に考えているか
処遇は別個と回答した数
主な業種別内訳
機械（除＊電気）製造業
食料品・飲料製造業
医薬品製造業
電気機械製造業、通信業
化学工業
石油製品製造業
鉄鋼業、金属製品製造業
合　　計
人事の長　　　　　　　研究所長
35社中5社　　　　　　119人中31人
回答会社数に　　　　回答研究所数に
に占める割合　　　　占める割合
20％
17
0
25
0
20
25
14
（注）5社の人事部門の長が、修士とは処遇を異にしていると回答した具体的な処遇の項目
①　専門性を重視した配置（3祉）
②　給与、研究専門職制度（1）
③　賃金面　　　　　　　（1）
31人の研究所長が、異にしていると回答した具体的な処遇の項目
①　採用時に一律に手当を考慮　　　　　　（1所長）
②　1等級上で処遇　　　　　　　　　　　（1　）
③　入社時給与、資格で格差　　　　　　　（2　）
⑧　入社時は平均的修士の3年目と同処遇　（5　）
⑥　賃金
⑥　資格（職位）、賃金
①　テーマ、リーダー、貸金
③　資格（格付け）
⑨　テーマ、資格（任用）
⑩　テーマ
①　リーダー（候補者）として処遇
◎　専門性をいかす
⑧　その他
（4　）
（2　）
（1　）
（3　）
（2　）
（l　）
（l　）
（4　）
（4　）
－32－
－193－
39％
35
27
22
18
17
11
24
第51表　修士のときの同期生と比較して課程博士と修士はそれぞれ
現在の貸金を高いと思うか低いと思うか
課程博士の就職者の見方
業　金　化　電
種　属　医　気
計　鉄　石　通
鋼　　　信
????
修士で就職した者の見方
業　金　化　電
種　属　医　気
計　鉄　石　通
信
????
修士とほぼ同じ73％82％76％69％71％　課程博士とほぼ同じ58％71
修士より高い　6　0　413　4　　課程博士より低い18　5
修士より低い131013　9　22　　課程博士より高い　7　9
わからない　　　7　8　7　9　3　　わからない　　　　1715
??????????????
??????
???????????????
（注）「金属鉄鋼」は金属製品製造業、鉄鋼業、「化医石」は化学工業、医薬品製造業、石油製品製造業、「電気
通信」は電気織械製造業、通信業、「一般精輸」は一般機械、精密機械、輸送機械製造業を示す。
第52表　課程博士は自分の賃金を修士と比較してどうみているか
主要民間企業に就職している課程博士の見方
??? ??????? ????????
修士より有利だと
思ったことがあった
修士より有利だと
??????????????
思ったことはなかった　87　　96
修士より不利だと
思ったことがあった　　31　18　　32　　31　36
修士より不利だと
思ったことはなかった　69　　82　　68　　69　　64
（注）「金属鉄鋼」は金属製品製造業、鉄鋼業、「化医石」は化学工業、医薬品製造業、石油製品製造業、「電気
通信」は電気機械製造業、通信業、ト般精輸」は一般機械、精密機械、輸送機械製造業を示す。
－　33－
－194－
第53表　修士は自分の貸金を課程博士と比較してどうみているか
主要民間企業に就職している修士の見方
??? ??????? ????????
課程博士より不利だ
と思ったことがあった
課程博士より不利だ
11％ ?
と思ったことはなかった　　89　　　95　　85　　82　　86
（注）「金属鉄鋼」は金属製品製造業、鉄鋼業、「化医石」は化学工業、医薬品製造業、石油製品製造業、r電気
通信」は電気機械製造業、通信業、「一般精輸」は一般機械、精密機械、輸送機械製造業を示す。
第54表　修士は自分の貸金を同期の学士と比較してどうみているか
主要民間企業に
就職している修
士の見方
学士とほぼ同じと思う
学士より高いと思う
学士より低いと思う
わからない
?????
－　34　－
－195－
第55衰　民間企業では課程博士の初任給をどのように決めているか
（1）主要民間企業の決定の仕方
初任給
同期の修士と同額である
同期の修士より少し高い
同期の修士より5％から9％程度高い
同期の修士より10％以上高い
?? ???? ???
（2）大学に求人募集している民間企業の初任給
修士初任給／学士初任給　博士初任給／修士初任給
30社の平均指数
指数区分
101～105
106～110
111～115
116～120
121～125
126～130
131～135
111
?? ??? ???
114
（100％）
1社（3％）
6（20）
13（44）
7（23）
2（7）
1（3）
（出典：1990年に東北大学及び京都大学に備えてある求人票のうち、学士、修士、課程博士の初任給を記載してあ
るものから作成）
第56表　国立研究機関の課程博士の初任給は、修士と比較してどのような
水準か（1990．10現在）
研究職研究員
修士初任給／学士初任給　　博士初任給／修士初任給
111　　　　　　　　　　　　120
ー　35　胃
－196－
第57表　米国の民間企業は、博士の初任給をどのように決定しているか
修士初任給／学士初任給　博士初任給／修士初任給
アメリカ
（CHEMISTSl990＊1）
31505／24833＝127　　　44760／31505＝142
（CHEMICALENGINEERS1990＊1）
38869／34520＝113　　　49292／38869＝127
（Nm PHYSICSl989　＊2）
2670／2250＝119　　　　40600r3500／2670
＝1520r131
日　　本 111 114
出典：アメリカは、SALARIBS OF SCJEN†lSTS・ENGINEmS AND TBCHNICIANS COM田SSION ON
PROFBSSl0NiLS　川SC‖NCE AND TECHNOLOGY AUGUSTl991による。
＊lは、American Chemical Society，Starting Salaries1990）
＊2は、American GeologicalJnstitute，Geoscientific
Enploynent and Hiring Survey，1990．
ー36－
－197胃
第58表　主要な化学工業、医薬品、食料品飲料、石油製品製造業に就職してい
る課程博士は、修士に比較してどのような貸金を受けているか
（1990年現在）
修　士　博　士　　　基本給　　　　　年収比率　　基本給比率
修了年　修了年　博士指数　修士指数　（博士／修士）（博士／修士）
64　　　67　　　　　301
68　　　　　265
69　　　　　269
70　　　　　252
71　　　　　224
72　　　　　231
73　　　　　209
74　　　　　218
75　　　　　215
76　　　　199
77　　　　　186
78　　　　　193
79　　　　　158
80　　　　　177
81　　　　150
???????????????????????????????????????????????????????
9　　　82　　　　　148
0　　　83　　　　　150
1　　84　　　　　128
2　　　85　　　　　113
3　　　86　　　　　123
4　　　87　　　　　111
5　　　88　　　　　107
6　　　89　　　　　111
7　　　90　　　　　109
平均指数　　　　　　99
（注）
??????????????????????????????????????????????????????? ??????????????????????????????
99　　　　　100
博士回答者数　　　　修士回答者数
165　　　　　　　　　　449
（1〉　基本給の月額（扶養手当、通勤手当、時間外賃金、管理職手当などを含まない月給）は、金額を調査したが、
一部業種の希望により、指数化して示した。
（2）修士課程修了者の修了年は、修士許程修了後3年目を博士課程修了一年目とした。
（3）基本給の修士指数、博士指数は、1987年修士修了の賃金を100としたときの指数である。
（4）年収比率及び基本給比率は、基本給の月額と、年収の両方が記載されたものに限，て集計したもので、各年
次毎に、修士に対する課程博士の賃金指数を算出して褐上したものである。
－　37　－
－198－
第59表　主要な一般機械、輸送機械、精密機械製造業に就職している課程博士
は、修士に比較してどのような賃金を受けているか
（1990年現在）
修　士　博　士　　　　基本給　　　　　　年収比率　　　基本給比率
修了年　修了年　博士指数　修士指数　　（博士／修士）　（博士／修士）
64　　　67
65　　　68
66　　　69
67　　　70
?????????????????????????????? ??????????????????????????????
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
87　　　90
平均指数
（注）
?????????
?????????????????
?????????????????? ??????? ??????????????????
103
???????????????????????
博士回答者数　　　　修士回答音数
62　　　　　　　　　　405
103　　　107
（1）基本給の月額（扶養手当、過勤手当、時間外賞金、管理職手当などを含まない月給）は、金額を調査したが、
一部業租の希望により、指数化して示した。
（2）修士凛程修了者の修了年は、修士課程修了後3年目を博士課程修了一年目とした。
（3）基本給の修士指数、博士指数は、1987年修士憺了の賃金を100としたときの指数である。
（4）年収比率及び基本給比率は、葺本給の月額と、年収の両方が記載されたものに隈，て集計したもので、各年
次毎に、修士に対する課程博士の賃金指数を算出して掲上したものである。
－　38　－
－199－
第60衷　主要な電気機械製造業、通信業に就職している課程博士は、
修士に比較してどのような賃金を受けているか
（1990年現在）
修　士　博　士　　　基本給　　　　　年収比率　　基本給比率
修了年　修了年　博士指数　修士指数　（博士／修士）（博士／修士）
64　　　67
65　　　68
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
????????????????????????????????????????????????????????????????
87　　　90
平均指数
（注）
?????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????．?????????﹈?????????????????
博士回答者数　　　修士回答者数
62　　　　　　　　　405
104　　　　109
（1）基本給の月額（扶養手当、通勤手当、時間外賃金、管理職手当などを含まない月給）は、金額を調査したが、
一部業種の希望により、指数化して示した。
（2）修士課程修了者の修了年は、修士課程修了後3年目を博士探程修了一年目とした。
（3）基本給の修士指数、博士指数は、198梓修士修了の賞金を100としたときの指数である。
（4）年収比率及び基本給比率は、基本給の月額と、年収の両方が記載されたものに隈，て集計したもので、各年
次毎に、修士に対する課程博士の賃金指数を算出して褐上したものである。
－39　－
－200－
第61表　主要な鉄鋼業、金属製造業に就職している課程博士は、修士に
比較してどのような貸金を受けているか
（1990年現在）
修　士　博　士　　　　基本給　　　　　　年収比率　　　基本給比率
修了年　修了年　博士指数　修士指数　　（博士／修士）　（博士／修士）
64　　　67　　　　　222
65　　　68
66　　　69
67　　　70
68　　　71
69　　　72
70　　　73
71　　74
72　　　75
73　　　76
74　　　77
75　　　78
76　　　79
77　　　80
78　　　81
79　　　82
80　　　83
81　　84
82　　　85
83　　　86
84　　　87
85　　　88
86　　　89
87　　　90
平均指数
???????? ???????
?????????????????????????? ???????????????????????
90
（注）
??????????????
?????
????????
???????????????????????????????????
博士回答音数　　　　修士回答者数
62　　　　　　　　　　405
101　　　101
（1〉　基本給の月額（扶養手当、通勤手当、時間外賃金、管理職手当などを含まない月給）は、金額を網査したが、
細部業槌の希望により、指数化して示した。
（2）修士課程修了者の修了年は、修士課程惨了後3年目を博士課程修了一年目とした。
（3）基本給の修士指数、博士指酎よ、1987年修士修了の賃金を100としたときの指数である。
（4）年収比率及び基本給比率は、基本給の月額と、年収の両方が記載されたものに限，て集計したもので、各年
次毎に、修士に対する課程博士の賃金指数を算出して褐上したものである。
－　40　－
－201－
第62表　主要な電気供給業、建設業に就職している課程博士は、修士に
比較してどのような賃金を受けているか
（1990年現在）
修　士　博　士　　　　基本給
修了年　修了年　博士指数　修士指数
64　　　67
?????????????????????????????????
68
69
70
71　　　　211　　　190
72
73
74
75
76
77
???????????????????? ???????????????
87　　　90
平均指数
???????
??????????????????? ???????
?????? ????? ??????
96
164
????????????????????????? ????????????????????????
博士回答者数　　　修士回答者数
62　　　　　　　　　405
（注）
く1）基本給の月額（扶養手当、過勤手当、時間外賃金、管理職手当などを含まない月給）は、金額を調査したが、
一部業種の希望により、指数化して示した。
（2）修士課程修了者の修了年は、修士課程修了後3年目を博士課程修了一年目とした。
（3）基本給の修士指数、博士指数は、198坤修士修了の賃金を10はしたときの指数である。
（4）年収比率は、標本数が少ないため記載を省略した。
141－
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第63表　主要民間企業の課程博士の賃金は、修士と比較してどのような水準か
（賃金指数の平均値による比較）
主な業種 賃金指数の平均値
基本給（月額）
鉄鋼業，金属製品製造業　　　　　　　　90
化学，食料品，医薬品，石油製品業　　　　91
電気機械製造業、通信業　　　　　　106
機械（除＊電気）製造業業　　　　　　103
年収／基本給
101
99
????
（注）基本給、年収は、それぞれ、金額を調査したが、一部業槌の希望により、指数化して示した。
賃金指数の平均値＝8年次の賃金指数＋b年次の賃金指数＋………
8年次の賃金指数＝修士が8年次の課程博士の平均賃金／8年次の修士の平均賃金
基本賃金の月額＝（扶養手当、通勤手当、時間外賃金、管理職手当などを含まない月給）
第64表　米国の民間企業に就職している工学系の者は、学士号取得後の経過年
数によってどのような貨金額（年収＝＄）を受けているか
学士号取得後　　　　学士
の経過年数　　人数　金額
1年　　3420　32850
??
9－11
15胃17
18－20
21－23
27－29
33年以上
計
4149　　38550
3529　　46350
9291　45350
5574　　51850
5484　　54100
4122　55700
3351　57350
6117　57600
79118　45000
学　　　　　　歴
修士
人一数　　金額
1 28　44050（100）
1243　46650（106）
3830　59300（137）
2787　56550（128）
2694　58950（134）
2330　60900（138）
1791　63500（144）
2192　65200（148）
29087　　54050
博士
人数　金額　　博／修
57　51300（116）
162　53250（121）
7 5　56300（128）
878　62400（142）
864　65200（148）
840　67600（153）
626　71150（162）
688　73400（167）
7402　63650
???????????????????????????????????????????????????
注：0は、学士号取得5年を経過したは修士の賃金を100とした指数である。
出典：拠出望［迦旦＿生型竺L生型竺止し生迦虹旦竺＿生旦盟主旦！12生型也迦也也．坐！虫！坐旦・Proression81
1nCOlle Of Bngineers．1990．
ー　42　－
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第65表　大学教授は、課程博士に対する民間企業の処遇をどうみているか
大学教授の割合
現在の処遇で十分とする意見
不十分とする意見
約1／3
約2／3
（注）　十分とする理由
実力と貢献に応じた処遇がされている、採用する鮒から考えると博士課程進学者と修士の成績が同程
度であるからあまりぜいたくはいえない、学士、修士に比較して見劣りしなければ良い、本人のやれ
ることと民間企業の期待とを考えるとあまり差をつけるのは考えもの
不十分とする理由
貸金が学士、修士の同期生と同額であり、博士課程で得た知識、経験が評価されていない、4、5年間
の努力に比較して報われていない、人事面で有利に作用しない、課程博士は研究所長にはなれるが重
役にはなれない
第66表　博士課程に進学しないのはどのような理由か
進学しない理由
そろそろ潮時
学費の出費が大変
進学のメリットなし
親に迷惑かけたくない
修士が就職に有利
修士課程在学者　　修士就職者
1位
2位
3位
4位
5位
（注）「そろそろ潮時」には、能力を自己評価して進学しない者を含む。
1位
5位
2位
4位
3位
第67表　主要民間企業に就職している課程博士と修士は、博士課程の有効性を
どう考えているか
修士課程修了者　　博士課程修了者
修士は不利な処遇を
受ける
これからは博士でない
と通用しない
後3年、フリーが進路
選択のためによい
7％
50
43
－　43　－
－204－
13％
40
47
第68表　博士課程進学が有効と考えている者はどのように変化しているか
（主要民間企業に就職している課程博士と修士は、質問で示された事
例で、博士課程に進学することを勧めるか否か）
課程博士　　　　　　　　　　　　修　　士
全世代　1970－1974　1985－1989　全世代1970－1974　1985－1989
勧める　　34％　　　25　　　　　31　　　　　27％　　28　　　　　26
勧めない11　　　10　　　　　13
その他　　55　　　　65　　　　　　56
?????
26　　　　　14
46　　　　　60
注：1970－1974は、1970年から1974年の問にその課程を修了した者を表す。
第69表　主要民間企業に就職している課程博士と修士は、博士課程の修了が
就職にどう影響するとみているか
博士は不利
就職は心配無し
博士は有利
修　　士　　課程博士
25％　　　18％
66　　　　　71
9　　　　11
第70表　大学院在学生や博士課程修了者は、博士課程にどのような改善を希望
するか（複数回答で、裸数字は割合、0内は人数）
語学力
進学予定の修　　博士課程　　　就職してい
士課程在学生　　在学生　　　　る課程博士
64％（324人）
経済的援助
論文作成能力を磨く
良い研究設備
研究スペース
通常人としての時間をもてる
研究以外の時間を多くする
自主的研究
研究室の拘束を減らす
講座制でない
修士課程と違う学科
論文作成手伝いをやめる
回答者総数
67％（105人）　　67％（160人）
11（18）　　30（71）
35（55）　　47（113）
35（55）　　43（103）
?????????????????（??（ ?（??（???
?????????
????
??????
?
（??（??（???
19（46）
13（32）
23（56）
12（28）
11（26）
2（5）
40（204）
39（198）
33（167）
25（125）
14（71）
14（71）
13（67）
9（48）
9（44）
3（15）
5（11）　　3（13）
（240）　　（510）
（注）　設問項目以外で、博士課程修了者が掲げた改善項目
．国内外との幅広い研究活動をすること、．教授のレベルを高くすること、
．基礎学力をつけること、．ゆとりをもって進路を選択できること
－　44　胃
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第71表　博士課程に進学しない修士課程在学生や修士で就職した者は、
博士課程にどのような条件があったら進学するか。
また博士課程修了者はどのような条件があったら進学者は増加
すると思っているか（複数回答で、裸数字は割合、
進学しない修　　修士で就職
士課程在学者
経済的援助
種類別再掲
財団等から200万貸与
返済不要の奨学金60万
アシスタントで月6万
会社貸与200万
ボスドク助成
国公立の研究職につける
大学の教職につける
教育が企業の需要に合う
特定教授の拘束が弱まる
通常人としての時間をもてる
自分の研究時間が多い
異なる学科に進学できたら
回答者総数
25％（62人）　　28％（275人）
37（94）　　25（250）
29（74）
8（21）
35（89）
22（55）
18（45）
20（50）
20（50）
34（85）
20（49）
14（35）
（251）
36（356）
8（80）
40（399）
34（335）
22（219）
29（291）
10（96　）
19（184）
16（154）
9（90）
（988）
（）内は人数）
課程博士で
就職
26％（132人）
33（170）
42（215）
7（37）
62（317）
32（164）
22（111）
20（104）
10（49）
7（35）
5（27）
7（35）
（510）
（注）①「進学しない修士課程在学生」は、博士課程進学を希望しない修士課程在学生。
②「修士で就職」は、修士課程を修了して就職している者。
③「博士で就職」は、博士課程を修了して就職している者。
なお、　設問項目以外で、博士課程修了者が掲げた改善項目
課程博士を企業が多く採用しその社会的地位を向上させること
最新研究投傭を充実すること
教官等の質を向上すること
閉鎖的社会から脱皮し、大学が扱自性をもって企業と研究の交流をすること
④これは、複数回答の集計である。
胃　45　－
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第72表　博士課程に進学する（研究月の派遣先）としたら、日本が良いか、
外国が良いか
日本が良いとする割合　外国が良いとする割合
進学する修士課程在学生
国立大学在学生
私立大学在学生
博士課程在学生
国立大学在学生
私立大学在学生
進学しない修士課程在学生
国立大学在学生
私立大学在学生
修士で就職
課程博士で就職
主要民間企業の派遣先
人事部門の長
研究所長
???????????????
????????
10％
7
20
55
52
62
???????? ?????
（注）①「進学しない修士謀程在学生」は、博士押程進学を希望しない修士課程在学生に対して、会社に就職して
博士裸程に派遣される場合の希望である。
②「修士で就職」は、会社から博士課程に派遣されるとした場合の希望である。
③「博士課程在学生」は、現時点で、仮に博士課程の選択ができるとした場合の希望である。
⑥「課程博士で就職」は、会社の研究員を博士卸程に派遣する場合の希望である。
⑤「研究所長」は、研究員を博士課程に派遣する場合の希望である。
－46　－
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第73表　進学希望の修士課程在学生が進学先に日本の博士課程が良いとした
のはどのような理由か
（複数回答で、裸数字は順位、0内は人数）
日本が良い理由
語学力が心配
研究テーマが適当
日本に学びたい教授がいる
経費が安い
日本に知っている教授がいる
日本の大学教授と緊密になる
日本を離れられない
日本の教育水準が高い
その他
国　立　　　　私　立
1（40人）　　5（3人）
2（28　う　　　3（5）
3（27）　　1（11）
4（18）　　3（5）
（14）　　2（7）
（6）　　　（0）
（8）　　　5（3）
（3）　　　（0）
（11）　　　（6）
合　計
1（43人）
3（33）
2（38）
4（23）
（21）
（6）
（11）
（3）
（17）
（注）①「進学しない修士課程在学生」は、博士課程進学を希望しない修士課程在学生に対して、会社に就職して
博士課程に派遣される場合の日本選択理由である。
②「修士で就職」は、会社から博士課程に派遣されるとした場合の日本選択理由である。
③「博士課程在学生」は、現時点で、仮に博士課程の選択ができるとした場合の日本選択理由である。
⑥「課程博士で就職」は、会社の研究員を博士課程に派遣する場合の日本推奨理由である。したがって、理
由は、「学びたい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
⑤「研究所長」は、研究員を博士課程に派遣する場合の日本推奨理由である。したがって、理由は、「学び
たい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
第74表　進学を希望する修士課程在学生が外国の博士課程が良いとする
理由は何か　（複数回答で、裸数字は順位、（）内は人数）
外国が良い理由　　　　　　　　　　国　立　　私　立　　合　計
優れた能力が身につく　　　　　　　2（3人）1（4人）1（7人）
外国の研究者との人脈ができる　　1（4）　3（3）1（7）
外国語の力を高める　　　　　　　　（2）1（4）3（6）
外国に学びたい教授がいる　　　　　2（3）
研究テーマが適当
外国の教育水準が高い
外国の方が学位が取り易い
外国生活を体験したい
外国の方が違う学科を選択できる
外国の方が面白い
外国に知っている教授がいる
（2）
（1）
（2）
（0）
（0）
（2）
（0）
ー47－
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（1）　（4）
（2）　（4）
（1）　（2）
（0）　（2）
（2）　（2）
（2）　（2）
（0）　（2）
（0）　（0）
第75表　民間企業から派遣される場合に日本が良いのはどのような理由か
（複数回答で、裸数字は順位、0内は人数）
進学しない　修士で就　博士課程
日本が良い理由　　修士課程在　職者　　　在学生
学生
日本の教授と
緊密になれる
研究テーマ
が適当
（12人）　　（86人）　　（8人）
（18）　2（109）　2（32）
語学力が　　　　1（128）　1（260）　1（45）
心配
日本を離れ
られない
日本に学びた
い教授がいる
経費が安い
日本に知って
いる教授がいる
日本の教育
水準が高い
その他
2（29）
（12）
（22）
（3）
（7）
（6）
（81）　　（10）
（42）　　（11）
（29）　　（11）
（36）　　（2）
（28）　　（11）
（14）　　（7）
ー　481
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課程博士　研究所長
で就職
1（36人）　2（13人）
2（28）　1（16）
（25）　（5）
（－）　（－）
（9）　（9）
（16）　（6）
（5）　（3）
（17）　（2）
（20）　　（4）
第76表　民間企業から派遣される場合に外国が良いとする理由は何か
（複数回答で、裸数字は順位、く）内は人数）
外国が良い理由
優れた能力が
身につく
外国の研究者
に人脈できる
外国語の力を
高める
外国に学びた
い教授がいる
研究テーマが
適当
外国の教育水
準が高い
外国の方が学
位が取り易い
外国生活を体
験したい
外国の方が学科
選択範囲が広い
外国の方が
面白い
外国に知って
いる教授がいる
その他
進学しない　修士で就　博士課程　課程博士　研究所長
修士課程在　職者　　　在学生　　　で就職
学生
4（187人）　1（574人）2（67人）
3（201）　3（517）3（54）
1（301）　2（530）1（70）
（16）
（37）
（82）
（11）
（70）　（12）
（112）　（13）
（104）　（25）
（33）　（5）
2（227）　4（259）4（50）
（33）
（96）
（2）
（11）
（51）　（10）
（183）　（24）
（15）　（5）
（47）　（6）
1（259人）2（50人）
2（257）1（57）
3（237）3（34）
（41）（19）
（69）（17）
（55）（7）
（19）（1）
4（87）4（29）
（17）（3）
（58）（4）
（外国の力が喜ぶ）
（79）（4）
（23）（0）
（注）（1）用語は、次のとおりである。
①「進学しない修士課程在学生」は、博士課程進学を希望しない捗土讃程在学生に対して、会社に就職して
博士課程に派遣される場合の外国選択理由である。
②「修士で就職」は、会社から博士探程に派遣されるとした場合の外国選択理由である。
③「博士課程在学生」は、現時点で、仮に博士課程の選択ができるとした場合の外国選択理由である。
⑥「押棒博士で就職」は、会社の研究員を博士課程に派遣する場合の外国推奨理由である。したがって、理
由は、「学びたい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
⑤「研究所長」は、研究員を博士諏程に派過する場合の外国推奨理由である。したがって、理由は、「学び
たい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
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第77表　進学（派遣）先は日本の博士課程が良いとする理由には、
経歴によって違いがあるか
区分　＼日本が良い理由
進学先
進学する修士課程在学生
国立大学在学生
私立大学在学生
博士課程在学生
国立大学在学生
私立大学在学生
進学しない修士課程在学生
国立大学在学生
私立大学在学生
研究員の派遣先
人事部門の長
研究所長
日本が良い理由
①　②　③　④　⑤
?????
????????????????
⑥　⑦　⑧
?????????????????????????????????????????
1　3
2　4　　7
????????
?
??
数字は高い順位
（注）①「進学しない修士課程在学生」は、博士採種堰学を希望しない修士謀程在学生に対して、会社に就職して
博士課程に派遣される場合の日本選択理由である。
②「修士で就職」は、会社から博士課程に派遣されるとした場合の日本選択理由である。
③「博士課程在学生」は、現時点で、仮に博士課程の遠沢ができるとした場合の日本選択理由である。
⑥「課程博士で就職」は、会社の研究員を博士課程に派遣する場合の日本推奨理由である。したがって、理
由は、「学びたい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
⑤「研究所長」は、研究員を博士課程に派遣する場合の日本推奨理由である。したがって、理由は、「学び
たい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
⑥日本が良い理由欄の番号は、次の略号である。
①は日本の教授とつながりを深めたい、②は経費が安い、⑨は教育水準が高い、④は研究テーマが適
当、⑤は知っている教授がいる、⑥は学びたい教授がいる、⑦は語学力が心配、⑧は離れられない事
情がある
ー　50　－
－211－
第78表　進学（派遣）先は外国の博士課程が良いとする理由には、
経歴によって違いがあるか
区分　＼外国が良い理由　　①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪
進学先
進学する修士課程在学生　6
国立大学在学生
私立大学在学生
博士課程在学生
国立大学在学生
10
9
私立大学在学生
進学しない修士課程在学生11
国立大学在学生
私立大学在学生
修士で就職
課程博士で就職
研究員の派遣先
人事部門の長
研究所長
11
11
11
10
??????????????
????????????????? ??????????????? ???????????? ?????????????? ???????????????????? ??????????????????
?
????????????? ???????????????
????????????????
??????
?
?
???????
?
??
???
（注）　用語は、次のとおりである。
①「進学しない修士課程在学生」は、博士誰捏進学を希望しない修士課程在学生に対して、会社に就職して
博士課程に派遣される場合の外国選択理由である。
②「修士で就職」は、会社から博士旅程に派遣されるとした場合の外国選択理由である。
③「博士課程在学生」は、現時点で、仮に博士課程の選択ができるとした場合の外国選択理由である。
⑥「課程博士で就職」は、会社の研究員を博士課程に派遣する場合の外国推奨理由である。したがって、理
由は、「学びたい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
⑤「研究所長」は、研究員を博士課程に派遣する場合の外国推奨理由である。したがって、理由は、「学び
たい」などを「学ばせたい」など、字句の読み替えが必要である。
⑥外国が良い理由欄の番号は、次の略号である。
①は知っている教授がいる、②は学位がとり易い、③は優れた能力が幅広く身につけられる、⑥は修
士と違う専攻学科が選択できる、⑤は外国と人脈ができる、⑥は語学力を高めたい、⑳は外国の方が
面白い、⑧は教育水準が高い、⑨は学びたい教授がいる、⑳は外国生活を体験したい、⑬は研究テー
マが適当
くz）その他
「外国の生活を体験したい」には、欧米の生鵜の中で、欧米のものの考え方を体験したいを含む。
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第79表　博士課程に進学するといくら費用がかかるか
博士課程在学に投資する額
＝博士課程在学に要する費用＋修士で就職すれば得られる賃金（機会費用）
博士課程在学に要する費用の最大値＝122＋1125＝1247万円
博士課程在学に要する費用の最小値＝272＋1218＝1490万円
博士課程在学に要する費用試算
（1990年入学、その金額で3年間で修了と仮定）
国立大学の場合
年間授業料　34＊3＋入学金　20　＝122万円
私立大学の場合＝年間授業料＋入学金＋施設，実験実習費
入学金は他の大学院から入学した場合に納入する額。
早稲田大学理工科（応用化学）
54＊3＋26＋28＊3　＝　272万円
慶応義塾大学理工科
40＊3＋24．72十15．12＊3　＝190万円
故に、　低い場合＝122万円　高い場合＝272万円
修士で就職すれば得られる貸金
（機会費用＝修士2年目の年収の3倍）
低い業種の場合　　　375＊3＝1125
高い業種の場合　　406＊3＝1218
江：算式には、書籍代、ベースアップ及び利子、退職金、年金等に波及する費用を含んでいない。
第80衰　博士課程在学費用を　20年間で回収するとした場合は修士よりも
どれだけ貸金が高くなければならないか　　　（1990年ベース）
博士課程在学費用を20年間で回収するとした場合の対修士賃金比率
＝博士課程在学に要する費用／修士の20年間の賃金累積額
最小値＝1247万円／19187万円　＝　0．065
最大値＝1490万円／19187万円　＝　0．078
故に、約　7％
ただし、
博士課程在学に要する費用＝1125万円＋1218万円＝1172万円
鉄鋼業、金属製造業の修士の20年間の賞金黒横額＝19187万円
注：算式には、ベースアップ及び利子、退職金、年金等に波及する費用を含んでいない。
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第81衷　主要民間企業は、静文博士号の取得をどの程度奨めているか
奨めている割合
奨める理由
会社の研究水準向上
対外的評価が高まり貢献
することが期待できる
研究者にとって有利
会社の人事の活性化
会社に対する功績に報いる
応援の形態
時間を認める
費用を援助
研究員を手伝わせる
何もしない
取得後の処遇を考慮
考慮する内容
研究費を有利に
次期昇給時に考慮
直ちに昇給考慮
時間の自由度を増加
注：論文博士号の取得の効果
人事部門の長　　　研究所長
74％　　　　　　　85％
????
????
???
????????????????
?????
?
????
??????
??????????????
??????????
論理的思考能力が向上し自信を得る、プロ意識端緒という意味で効果大（3所長）
成功体験が研究リーダーとなるチャンスを増大する（1所長）
国際的精勤に必須（1所長）
論文作成の応援
論文博士にしてやるのが上司の責任
必要な時間と論文の作成費用・他の研究員の手助けの黙認する（1所）
研究成果は業務でもあるから時間外の時間使用・コピー程度の費用・討議と添削をする（l所）
教授にお願いに行く（1所）
精神的支櫨と人事上の配慮をする（1所）
学位取得の承認とチャンス（良いテーマ）を付与する（l所）
ある程度の時間を配慮する（1所）
上司が相妙にのる（1社）
取得の恩典（上表のほか）
特別加点を適用している（l杜）
次期ボーナス時に特別ボーナス（5－30万円）支給（1所）
記念品（l所）、金一封及び表彰（l所）
大学教授の意見
論文博士の取得には研究の継続性が必要であるが、それは民間企業の戦略とずれることになるので迷惑だ社
内なので歓迎されていないのではないか
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第82表　博士課程在学生は大学院の研究戦力とみられることをどのように
感じているか
良くないことと　　　博士課程の性格上やむ　　良いことと
考える割合　　　　を得ないと考える割合　　考える割合
理学　工学　計　　　理学　工学　計　　　　　理学　工学　計
??????????? ???????????? ? ???????? ?????? ????】??? ?? ?? ??? ?? ????????????．?
第83表　研究所長が博士課程在学生が大学院の研究戦力とみられることを
どう感じているか
割合
もったいないと思う　　　　　44％
もったいないと思わない　　　56
第84表　大学院のアシスタントに応募するかしないか
応募する割合
修士課程在学生　　　　　　　博士課程在学生
理学　工学　国立　私立　計　理学　工学　国立　私立　計
テーチング　66％　70％　65％　75％　69％　67％　63％　67％　58％　64％
アシスタント
リサーチ　　　72　　65　　66　　66　66　　77　　77　　83　　63　　77
アシスタント
第85表　大学院のアシスタントに応募しない理由は何か（割合）
修士課程在学者　　　　　　博士課程在学者
応募しない理由　テーチング　リサーチ　　　テーチング　　リサーチ
アシスタント　アシスタント　アシスタント　アシスタント
金額が安い　　　　　40％
助手の仕事はいやだ　51
その他　　　　　　　　9
?? ??????
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45％　　　　　46％
44　　　　　　　46
11　　　　　　8
第86表　どのくらいの博士課程在学生が、大学院の研究設備、研究スペース
の改善を希望しているか（割合）
希望項目　　　　　国立大学　　私立大学　　理学部　　工学部
研究設備　　　　　　44％　　　　55％　　　41％
研究スペース　　　　39　　　　　52　　　　37
（注）　本項臼の回答者総数に対する割合
第87衷　課程博士で、何カ所も研究所を渡り歩いて研究能力を形成したい
と考えている者はどのくらいか（割合）
?
博士課程在学者　　国立
私立
計
博士課程修了者
（注）　本項日の回答者教に対する割合
????????? ??????????? ???? ??
第88表　博士課程在学者はどのような経済的支援を希望しているか
（複数回答で、裸数字は割合、0内は人数）
合　計 国　立　　　　私　立
アシスタントで月6万
返済不要の奨学金60万
財団等から200万貸与
就職先会社が奨学金を肩代り
今のままでよい
会社貸与200万
その他
回答者総人数
64％（154人）
45（108）
24　（57）
20　（48）
8　（19）
5　（13）
5　（13）
（240人）
－　55　－
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65％（107人）　62％（47人）
44　（72）
26　（42）
23　（37）
7　（12）
6　（10）
5　（8）
（164人）
47（36）
20（15）
14（11）
9（7）
4（3）
7（5）
（76人）
第89表　大学院博士課程在学生に対し希望する経済的支援項目は、
立場によってどのような違いがあるか（高い順位）
修士課程在学生　　博士課程　修士で就職　博士で就職
進学予定就職予定在学生　　している者　している者
ボスドクの助成　　　　　2位
アシスタントで月6万円　　3位
返済不要の奨学金60万円　1位
会社が200万円貸与　　　　5位
財団等から200万円貸与　4位
2位　　　　　　　　　1位
3位　　　1位　　　　2位
1位　　　2位　　　　4位
5位　　　4位　　　　5位
4位　　　3位　　　　3位
第90表　就職しなければ返済義務のある会社の奨学金に応募するか
（割合）
修士課程在学者　　　博士課程在学者
応募しない
応募しない理由別
精神的拘束がいや
返済義務があるから
応募する
応募する理由別
好まないが借りる
入社したい会社ならば
借りられるものは何でも
その他
????
??
54％
44
?
????
?????
76％
? ? ?
1位
2位
3位
5位
4位
第91表　主要民間企業に在籍する課程博士と論文博士はどのような年齢構成か
（割合）
博士の種類　　　35歳以下　　36歳以上　　　計
課程博士　　　　　18％　　　　27％　　　　45％
論文博士　　　　　　5　　　　　50　　　　　55
合　　計　　　　　23　　　　　77　　　　100
（注）この表は、1990年の在楠音数を回答した34社に在籍する博士の年齢構成である。
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第92衰　大学と民間企業とが研究協力することをどのように思うか割合）
国立大学　　私立大学　　計
良いこと
癒着が心配
良くないこと
?????? ?????? ?? ???? ? ?? ??????
第93表　論文博士制度を存続させるか廃止するか、大学教授の意見
①　存続すべきである、あるいは存続してもよいとする　　26人
理由　電気系では、大学院の3年間ではできない学問領域があるという現実認削、ら出発する。つまり、巨大シ
ステムで長期間の実験を必要とする分野では、大学院の3年間にいくつもの実験データが出せない。その
分野では、論文博士制度により、日本の研究のレベルアップになること
論文博士制度によって、大学と民間企業との交流が行われること
外国の仕事で日本の学位取得が可能であること
高校教師などに高等専門学校教授の道が開けること
論文博士には学問的科学的方法論を職業とする意味合いがある。いろいろな知識を学問に高め、学問体系の中
に科学として織り込むことに参加する者は多いほど良いこと
社会にでてから学問の集大成をしたり、オリジナルな研究成果を挙げた者に報いることができること
生涯教育の考え方からも複数の人生コースが良いこと、
論文博士の存在は、日本に階級社会がない証拠であること
②　改善して存続させる　　　4人
理由　本質的には廃止すべきと思うが決心がつかない。長岡科学技術大学のように、最低1年程度大学に在籍し、
実際に教授から追加試験や論文作成の指導を受けるように改善した方が大学の論理に合うのではないか。
③　廃止する　　　　　　　　　4人
理由　論文博士制度は、経済的自立と社会的地位を得ながら博士号を取得できる制度である。したが，てよほど
のことがなければ博士讃程に進学しなくなる。その結果、大学院は修士までの高等教育になり、教育に必
要な先端的研究が遅れ、学問体系のレベルダウンとなる。結果的に大学院、大学の空洞化を加速し、長期
的には大学院の教育機能を失うこと
論文博士制度があると、見かけ上は、博士の意味があいまいになり、課程博士の価値が不明確になること
論文博士は論文数が重視されるので、それが課程博士に求める論文に由響するという弊害があること
④　付帯意見
実態として論文による博士号の授与を停止したらどうか
⑤　課程博士と論文博士の考え方
課程博士＝特別の訓練を受けて、学問的科学的方法論を身につけ、一つの領域について、その知識、方法
論によって特別のこと、つまり基本的応用的知識を体系的にまとめて学問に寄与し、学
問の発展に役に立つと考えられる者。
論文博士＝過去の業績からみたエキスパートであり、今後の研究に自信をつけたために学位を授与された
ものである。科学的方法論を職業とするという意味合いがある。
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第94表　大学教授は学生が大学院にどのような改善を希望
していると考えているか
論文作成能力を磨く
講座制の廃止
教授の論文手伝いを廃止
研究室の拘束を緩める
研究以外の時間を増やす
語学の力をつける
自主的な研究をしたい
修士課程と違う専攻学科を選びたい
ゆったりしたスペースがほしい
良い設備で研究したい
?????
12
8
20
8
4
60
60
アルンバイトをしないで済むだけの経済的援助　　84
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3「アけ一帽査票捕意見」及び「大学紺の意見」
次に掲げる「アンケート調査票記述意見」は、前記1の『博士課程に関する
「アンケート調査票」』に記述された意見を転記したものである。
また、「大学教授の意見」は、インタビューの結果を筆者がとりまとめたもの
である。7－1は1990年秋と1991年秋に行ったインタビューの結果を要約したもので
ある。7－2は1990年秋に行ったインタビュー結果の詳細を記載した。7－3は1991年
秋に行ったインタビュー結果の詳細を記載したものである。
1　主要民間企業に勤務する博士課程修了者の「アンケート調査票記述意見」
2　主要大学博士課程在学生の「アンケート調査票記述意見」
3　主要民間企業に勤務する修士課程修了者の「アンケート調査票記述意見」
4　主要大学修士課程在学生の「アンケート調査票記述意見」
5　主要民間企業の人事部門の長の「アンケート調査票記述意見」
6　主要民間企業の研究所長の「アンケート調査票記述意見」
7－1　「大学教授の意見の要約」
7－2　「大学教授の意見の詳細」
7－3　「大学教授の意見の詳細一迫加」
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3－1主要鯛企業用務する博士鵬修了者の「アけ－用査純述意見」
筆者は、1890年秋に、博士扱程を修了して主要民間企業の研究開発組織に現に勤務している者から
添付資料1に掲げる「1－1　博士課程修了者に対するアンケート翻査票」の回答をいただいた．その統計
表は、添付資料3及び4のとおりである。これは、「アンケート翻査票」で、筆者が記入を依頼した事項に
対する回答及び回答者が特に記述した事項をなるべくありのままに転記したものである。
なお、（）には、必要に応じ、国公私立、専攻学科、修了の西暦年、業種の略号を記載した。
記載項目
1　質問項目2の「博士課程に進学した理由」の補足意見
2　質問項目6の「修士課程修了予定の学生」に「民間企業と進学」のどちら
を勧めるか、その補足意見
2－1①の「博士の方が就職に不利かどうか」
2－2　⑤の「博士課程を修了したために賃金で不利と思ったことがあったかど
うか」、その補足意見
2－3　⑥の「博士課程を修了したために昇進で有利と思ったことがあったかど
うか」、その補足意見
2－4　⑦の「博士課程を修了したために昇進で不利と思ったことがあったかど
うか」、その補足意見
2－5　⑧の「民間企業の研究開発活動を進めていく上で博士課程をでる必要が
あるかどうか」、その補足意見
2－6　⑨の「博士であることが会社で正当に評価されるかどうか」、その補足
意見
2－7　⑪の「博士課程進学を勧めるとした理由」の補足意見
3　質問項目7の「博士課程当時を振り返ったとき」の補足意見
3－1②の「博士課程に対する要望」の補足意見
3－2　③の「博士課程進学者を多くするための条件」の補足意見
4　質問項目8の「博士号取得者の理想的な生き方」の補足意見
5　質問項目9の①の「賃金は、同期の修士と同じ」の補足意見
6　質問項目10の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、
その補足意見
7　質問項目11の「会社から研究員を派遣する先は、日本の博士課程か外国の
博士課程か」、その補足意見
7－1②の「日本の博士課程を選んだ理由」の補足意見
7－2　⑨の「外国の博士課程を選んだ理由」の補足意見
8　その他
略称：「博就」
－221胃
1　質問項目2の「博士課程に進学した理由」の補足意見
①（イ）の「好きな専門の研究を続けたい」とした理由
（1）研究手順を取得し、専門の研究能力を向上させて研究者として一人前になりた
かったから。（回・そ工・86・精、回・金・89・鉄）
（2）研究者としてしっかりとしたバックグランドを築くため。（回・機・87・輸）
（3）どんな問題に直面してもクリアできる対応能力を身につけたかった。（国・応化
・9い石）
（4）修士課程の研究テーマを更に詳しく掘り下げたかったのと同時に本当の意味で
の研究の取り組み方、進め方、問題解決法、独自の発想を自分なりに体得した
かったため。（回・t・80・電機）
（5）勉強できるうちにしておこう、学位をとれるうちに取っておこうと考えたから。
（国・機・73．鉄）
（6）修士課程で築いた知識、技術が今止めてしまうと無になると判断した。（国・応
理・90・電機）
（7）修士の段階では、専門の研究に自信がもてなかった。（国・薬・82・医）
（8）研究成果を上げたかったから。（国．物．73．電機）
（9）修士課程の研究をまとめる必要があったから。（2名）
（10）学部で学んだ知識の範囲に疑問を抱いたため。（公．機・81・輸）
②（ウ）の「会社の研究開発に従事するには有利」と考えた理由
（1）技術進歩の早さからみて、企業の研究部門でも博士課程程度の専門知識が必要
になると考えたため。（国．金．74．鉄）
③（オ）の「進路を決めるのは時期早尚だ」と思った理由
（1）就職難だったので。（回．化．8ト化）
④（カ）の「その他」とした理由
（1）研究者として自立するためには、大学教員であれ、会社または国公立の研究者
であれ、博士の資格が必須であると考えたから。（回．応化．72．化、国．化．85．化）
（2）機械技術者として必要な基礎知識（高度化している）の習得のため。（国．機．
85．鉄）
（3）物理学者になりたかった。
（4）研究室のレベル低下を防ぐため。（国．機．39．輸）
（5）担当（指導）教官が強力に勧めたので。（国．電．86．電臥回．応化．75．化）
（6）学位を取得したかったため。教授に博士課程進学を勧められたため。（2名）
（7）3年で学位がとれそうだったから。
2　質問項目6の「修士課程修了予定の学生」に「民間企業と進学」のどちら
－1胃
－222－
を勧めるか、その補足意見
2－1①の「博士の方が就職に不利かどうか」
①（ア）の「博士課程修了者の就職は不利と思う」とした理由
（1）博士課程進学のメリットは全くない。（回．そ理・88・電機）
②（イ）の「だんだん博士課程修了者の就職は増えている」とした理由
（1）ただし、開発部門では、博士としての力を要求されることは少ない。修士と同
じ扱いになり、不利ではないが有利でもない。（国．電．78・電機）
2胃2　⑧の「博士課程を修了したために賃金で不利と思ったことがあったかど
うか」、その補足意見
（1）勤続年数マイナス5年として計算される。（国・応化・68・医）
2－3　⑥の「博士課程を修了したために昇進で有利と思ったことがあったかど
うか」、その補足意見
（1）キャリアを積んでくると。（国．応物．的．電機）
2－4　⑦の「博士課程を修了したために昇進で不利と思ったことがあったかど
うか」、その補足意見
（1）会社は経験がものをいう。3年出遅れ分（初めは明らかに同期の修士に劣る）
の影響はあると思う。（国．電．78．電機、回・応物・83・電機）
2－5　⑧の「民間企業の研究開発活動を進めていく上で博士課程をでる必要が
あるかどうか」、その補足意見
（B　（ア）で「修士で大丈夫」とした理由
（1）やる気次第で学部卒でも十分やっていける。（国・電・アド通）
（2）開発は知識だけで十分と考えている会社があるから学卒で十分。（国・化・87・化）
（3）企業に入ることを決めているなら。（園．化・85・食）
（4）民間企業で再教育を行うので修士課程修了で大丈夫。（公・薬・87・食）
（5）本人に能力があり、配属先の指導体制がしっかりしていれば、問題ない。（国
・そ工・74・輸）
（6）会社の開発部門（実用化研究）において。特にソフトウエア関係では学問自身
が未成熟であり、実務経験が重要な位置を占めている。従って、博士課程で身
につけた研究方法が役立たない場面が多い。（国・電・78・電機）
（7）研究開発の進め方がわかれば修士でも良い。（国・そ工・81・輪）
（8）修士課程修了でOK。ただし、できるだけ、早く学位をとるようにして。（国
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・電・75・電機）
（9）企業内博士の道もあるので生涯貸金を考えるなら即修士でも良いと思う。また、
留学制度のあるところならば、修士でも良いと勧める。（私・電・77・輸）
（10）日本では会社に入っても　Drを取れる。研究環境は大学より会社の方がいい
ので会社を勧める。今の大学への進学は勧められない。（国・電・81・通）
（11）博士程度の能力が必要と思うが、大学の研究環境は貧弱。また、博士号をも
っていても会社で優遇してくれることもないから、修士修了後会社の研究所へ
入って、博士の学位を取得するよう勧める。大学にいたのでは、現実のH／Wに
触れる機会が少なく、机上の空論に走りがちになる。（回・穣・73・電機）
（12）研究者として一人前になるには博士の学位は必要であるが、必ずしも大学で
とらなくとも良い。修士で企業の研究所に就職し、そこで何年か後に学位を取
得することは十分可能である。（国．物．72・電機、回・機・78・、国・機・72・電機）
（13）会社の方針による。研究者を育成しようという考えのある会社であれば、修
士課程修了で就職し会社内で実績を上げていく方が有利。留学等により、博士
号は就職後でも取得可能。（国・機・87・化）
（14）技術分野による。私の担当している分野では十分。（国・機・81・電機）
（15）基本的に博士課程をでる必要がなく修士で十分だが、基礎的分野、専門力を
必要とする分野などは、博士課程修了の人の方が良い仕事をするし、その称号
が学界との交流が増してくると肩書きとしても、有効に働くことが多い。（回・
化．44・化）
（16）博士課程をでる必要性は必ずしもないと思う。その時点での自分の考え（そ
の研究をより発展させたいかどうか）を優先させればよいと思う。博士課程を
でて就職をしても不利なことは、現在ではないが、年をくって入社するのは事
実である。これによって、会社の研究に慣れる、及び一仕事をする期間が短く
なる。したがって、博士後期の3年間を無駄に過ごすならば、修士課程修了時
に就職した方が良いと思う。（回．化．86・電機）
（17）研究開発活動を進める上で博士課程修了は、経験、考え方の幅を広げる上で
有利ではあるが、必要不可欠ということはない。（回．化．75・電機）
（18）基礎的研究を将来仕事として続けていきたいなら博士課程に進学することを、
実用開発に従事したいなら修士課程修了で現場にでることを勧める。（国・電．
83・通、巨・応化・90・化、国・電・75・鉄）
（19）具体的にやりたい研究があれば、日米を問わず博士課程に進学する意義はあ
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ると思うが、研究内容に対して自分なりの明確な方向がなければ、むしろ、修
士課程修了で十分だと思う。（国．応物．90・精）
②（イ）で「日本の博士課程を勧める」とした理由
（1）修士では専門知識が不十分。会社での海外留学可能性大。（回・薬・82・医）
③（ウ）で「米国の博士課程を勧める」とした理由
（1）基本的には進学する方が良いと思うが、現在日本の多くの大学で行われている
ような3年程度で学位を出す体制では世界と競争できる研究者の育成は困難。
（国・化・79・電機）
（2）米国とは限らないが、Science　の風土のある国ならばよい。ちなみに、日本
はScienceの風土ゼロの国である。（国．そ理・88・電機）
④（エ）の「その他」とした理由
（1）日本、米国を問わず、進学を勧める。（国．機・71・電乱国・電・78・電機、国・応化・84・
化、国・機・74・一、回・応化・89・輸、回，電・89・電擁、回．応化・71・化））
（2）日米にこだわらず、高度な専門知識を得るため、研究をまとめる力をつけるた
めに、進学した方がよい。（国・そ工・86・そ）
（3）日米いずれでもかまわないが進学すべき。博士課程では、何の知識を身につけ
るかではなく、どのように進め、どのようにまとめるかを学ぶ場であるから。
（国・化・80・医）
（4）研究開発活動を進めていく上で、博士課程で習得した研究開発への取り組み方
・進め方は多く役立った。したがって、博士課程で学ぶ学生が今後増加するこ
とを期待します。是非博士課程に進むようアドバイスしたいと思う。（国・電・7
8・電機）
（5）企業において即戦力として研究しようと思うなら博士をでる必要がある。（国
・農・90・鉄）
（6）これからは、高度な専門知識、技術及び研究企画力、推進力が必要とされるの
で、博士課程に進学するようにすすめる。（回・生・82・そ）
（7）研究能力を養いたいのであれば、博士課程への進学を進める。（私・化・83・鉄）
（8）系統だてたものの考え方、まとめ方を習得するためには、博士課程に進学した
方が良いと勧める。（国・農．86．食）
（9）研究の方法論を学び、研究者として自立する上で博士課程をでることは早道で
ある。したがって、研究者として人生を送りたいのであれば博士課程に進むこ
とを勧める。（国・物・85・化）
（10）研究の進め方を習得するためには、企業では論文の書き方など充分に指導を
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受けられないので、博士課程に進まなければだめ。（国・金・86・鉄）
（11）研究への取り組み方や科学的な考え方を身につけるためには、博士課程に学
した方が良いと勧める。ただし、博士課程をでることで待遇が良くなることは
期待せぬように忠告する。（国．地．90．そ）
（12）物事をきちんと考えることを学ぶ点では博士課程は有効である。（国・応化・75
・化）
（13）真に研究活動を行いたいなら博士課程に進学すべきだ。（回欄・87・輸）
（14）進学することは必須だとは思わないが、研究者として働いていくのであれば
進学した方がベターだと思う。（国・医・85・石）
（15）研究が基礎研究方向に向かっていくと思われるので（企業では、これからの
競争に勝つため頭脳を求める）これからは博士も重要になっていくのではない
か。（国．薬・86・医）
（16）博士課程を国内・外で進学する必要があるが、重要なのは、研究環境（指導
教授、設備、奨学金etc）であると思う。悪環境ならば早く修士修了後資金の
ある企業に入って、研究開発を行ってから、Dr　をとっても良い。（私・そ工・76
・電機）
（17）日本、米国を問わず、十分鍛えられる大学、研究室を選んで学位の取得が望
ましい。（国・薬・75・医、国・化・86・通、私・物・77・電織、回・化・74・化、国・応物・82・電機、国・
電・82・電機）
（18）研究能力を高めるためには博士課程での経験が重要だと思う。テーマによっ
て、研究室を選択し（国内叉は国外はテーマによる）そこで研究を進めるのが
良い。（国．物・81．電機）
（19）研究のポテンシャルの高い研究室に入れるのならば、博士課程に進学した方
が良い。（その環境の中で充分に自己の研究能力を高めることが可能である。
→これが大切。）しかし、正直に申し上げてそういう研究室は多くはない。ポ
テンシャルが高くないところでやるんだったら、むしろ企業の研究所に進んだ
方が良いと思う。要は、博士というカンパンだけでは、企業では通用しないと
いうこと。博士にふさわしい知識、識見をもっていないと本人が苦労する。
（国・化．79・医）
（20）博士課程でも、程度の高い研究／教育の機会が得られるところでなければ意
味はない。名前だけの博士では仕方がない。ただし、外国とのつきあいの中で
は、「博士」はそれなりにリスペクトされることが多いのでメリットはある。
いずれにせよ、本人の能力次第である。（国．応化．78．化）
（21）研究者になるのならば、博士課程に進学することを勧めるが、修士から博士
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課程に進む際に、本当に自分は何が研究したいのか良く考え、それに最適の研
究室（日本、外国を問わず）に進学すべきと思う。（国・薬・88・医）
（22）日本国内にしろ、海外にしろ、できれば別の研究室に移るように勧める。
（国・生・90．医）
（23）研究を進める力というものは、博士課程よりもむしろ所属する研究室の指導
教官や研究室のもつ雰囲気に依存するものである。（公．応化・74・電機）
（24）先端分野でのキーマンにすべき人のキャリアとしては、日米ともに経験し、
学位ぐらいもっているのは当然の世の中であろう。研究開発のキーマンでなく、
メンバーとしてやっていく人材についてであれば、修士でよい。日本で足らな
いのはキーマンではないか！。米国の博士課程のみも問題。実戦に強くならな
い。（国・応化．82．化）
（25）日本、米国にこだわらず、国際社会の中で研究をすべき。（回・電・79・電機）
（26）国内外を問わず博士の学位を取得し、会社では経験し得ない国際レベルでの
研究活動を行った後、たとえばボスドクなどそれを充分活用し得る道を探すこ
とを勧める。（国・生・76・医）
（27）本人にベースがなければ、日米を問わず進学を勧める。（国・機・85・鉄）
（28）博士課程を出ることは必要不可欠ではないが、betterである。（回・応化・75
・化）
（29）研究部門に行くのなら博士課程を修了した方が良い面もある。（国・電・71・電機）
（30）博士が増えれば良いと思う。（国・筍．87・通）
（31）比較的自由な環境下で研究者の資質を身につけることは決して人の生き方と
して損ではない。（国・電・89．電機）
（32）研究の範囲を狭く考えないことができれば、進学も可。ただし、企業側は狭
く考えがちであるから、それにこだわらないことが必要。（国・応化・68・鉄）
（33）研究開発活動そのものに関しては修士で十分と思うが、会社の3年間と大学
の3年間での経験には大きな差が生じる（知識の幅、著名人とのつながり、一
つのことをまとめあげる能力など）ので、進学を勧める。（国・機・81り輸）
（34）本質的には修士課程修了で何ら問題はないが、学位保有が時として非常に有
利なケースがあり、支障なければ博士課程進学を勧める。（国・電・83・電機）
（35）博士課程叉は修了後で得られる人間関係が重要であり、博士であることによ
り、より簡単に人間関係が成立しやすい。（国・化・70・医）
（36）研究能力自身より、肩書きとして評価されるケースが多いので、必要かどう
かは分野による。（国・土・73・鉄）
●
（37）博士課程をでる必要は必ずしもないが、一つの専門性を身につけた上で就職
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した方が研究開発活動を行う上で有利。（国・金・89・鉄）
（38）個々のテーマの研究開発は、全く関係ないと思うが、研究プロジェクトの構
成や他分野の研究の評価等は非常に難しく、総合的視野と少なくとも二つの専
門分野をもつ人材が必要。（回・応化・90・電機）
（39）「特定分野」と「自分が研究者としてどのような資質を身につけたいか」に
依存する。（国・応化・73・化）
（40）一般論は無理。会社や職場、専攻分野による。（回・薬・摘・電機、国・物・70・過、回
・機・79・輸）
（41）基礎的、学術的研究なら博士課程進学を勧める。実用的側面が大であれば修
士で大丈夫。（国・物・87・電機）
（42）基礎研究に近い程、また本人が特定のテーマへの執着が強い場合は博士は必
須に近い。逆に、興味の範囲が広く、修士の研究テーマに執着しなければ、早
く企業にでた方が、自分を伸ばす機会は多いと思う。（回・化・79・電機）
（43）博士課程で行おうとする研究内容による。最近の企業の研究施設は充実して
きており、研究領域によっては大学で残って研究するより、良い研究が企業で
できる場合も多い。叉、企業ではやりにくい研究もある。このほか、個人の経
済的なライフ設計にも依存する。（国・応理・83・電機）
（44）理学系には大学でなければできない仕事が多いと思う。それをやりたいなら
ば進学すればいい。工学系なら大学の貧弱な設備ではまともに研究できない分
野もある。それをやりたいなら企業に行けばいい。少なくとも所有設備とテー
マとのミスマッチ、産業上のニーズとテーマとのミスマッチの大きい研究室に
は行かない方がいい。（回・電・85・電機）
（45）工学系なら明らかに修士で大丈夫、理学系なら米国の博士課程。ただし、好
きな先生がいるなら日本の博士課程。（回・応物・83・電機）
（46）研究的要素が大きい基礎的な研究に従事できそうな民間会社叉は研究機関が
あれば、博士課程進学を強力に勧める。しかし、本人の個性とのかかわりで、
加えて開発等に興味があれば、修士での入社を勧めることもある。（国．金．79．
輸）
（47）開発、商品化研究なら修士で大丈夫。基礎研究なら日本の博士課程を勧める。
（国・応化．68．化）
（48）開発部門を希望するのであれば勧めない。純研究志願であれば勧める。ただ
し、退職まで研究部門に残るためには、卓越した力を有することが前提。それ
でなければ、いづれ開発部門へまわることになる。（国．電．78．電機）
（49）企業の大部分の領域では修士課程で充分大丈夫だと思う。しかし、国際的、
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学問的に先端的なものについては、博士課程をでる必要があるものがあると思
われる。（国．化．85．化）
（50）日本国内で仕事をする限り修士課程修了で十分だが、海外にでたり、外国メ
ーカー等を共同で行う場合は博士である方が有利。（国．応物・82・精）
（51）どの領域のどのテーマの研究開発を進めるかによる。企業内で既に進められ
ているテーマであれば修士課程で十分。企業内にないテーマで、その博士課程
のもつ特定の環境が優れていると思えるときは勧める。「特定の環境とは」、
優れた指導者（教授とは限らない）、優れた刺激を受ける情報環境／人間環境、
優れた研究施設である。（私・電・70・電機）
（52）将来自分自身で研究グループを引っ張っていく自立した研究者になりたいの
なら博士課程をでる方が良い場合が多い。一方、研究業務を行い、研究プロジ
ェクトチームの一員として仕事をこなす方が楽だと思うなら、修士で十分だし、
その方が良い。（国・生・77．食）
（53）博士課程3年間程度で得られる専門的知識、経験は企業における広範囲な対
象をカバーする上では非常に狭いものです。しかし、優れた教授、研究者が指
導して下さるケースでは、それなりに広く、高い視野が得られる場合もあるの
で、ケースバイケースと思います。（国．応化．78・化）
（54）修士修了で十分。その後は自分でアップトゥデートな学力を高めて行く。し
かしながら、適当な指導者のいる博士課程に進むならばその方が有益。（回・農
・89・－）
（55）日本では、Ph．D　の立場が弱く、民間会社に入ると少なくとも数年間はルー
チンワークなどをさせられるために時間的なロスがある。基礎的研究をしたい
なら現時点では民間に入るのは止めた方が良いだろう。研究に対する考え方、
技術を身につけるには博士課程に進学するのが必要と思うので、将来の進路に
ついてよく考えた上で選択すべきだと思う。（国．薬．閃．医）
（56）修士でも立派に研究を行うことが可能だが、博識を得る為には博士課程へ。
（国・応化・84．化）
（57）会社の場合、修士課程で進む方が適応性があり良いと考える。会社ではよほ
どの人物でない限り（こういう人は会社には来ない）、長期間同一の研究を進
めることは少ないようである。（私・機．76・輸）
（58）企業の研究開発では、必ずしも本人の希望する分野を担当できない場合があ
る等。（私・機・77・鉄）
（59）修士課程を修了していれば充分で、博士の学位は企業の研究開発をする中で
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取得できる。なにも30歳近くまで、授業料を払って汚い大学の研究室にいるこ
とはない。企業に就職するならば、奨学金を返さないといけない。（国・生・84・
輸）
（60）博士とは、doctorで、自分で関連パラメーターの探索や掘り下げをできる能
力を持った人と定義すべきで、修了した課程のレベルとは、無関係である。
（国．応化．81．化）
（61）研究活動は本人の資質と能力に依存するものである。（国・薬・70・医）
（62）（1）会社ベッタリ人間で上司の意向通りに頑張って仕事をして出世を志すなら
不要。（2）組織とうまく折り合いをつけながらも、決して組織に絡めとられない
醒めた部分をもち、自らの信念・座標軸に基づいて行動し、世界に認められる
企業に変えていく原動力たらんとするのなら、視野、人脈共に入社前に十分力
を培っておく必要がある。社内でも自前で動ける様。（国・薬・73・医）
（63）経済面での目途がつけば、進学するのがよい。（国・応化・7ト化）
（64）本人の能力、資質及び指導教官、テーマによって判断が分かれる。（私・電・
80・精）
（65）自分の興味があり、もう少し深く研究したいのであれば博士課程に進んだ方
が良い。就職は心配しなくても世の中の需要は十分にある。（回・そ工・75・輸）
（66）人による。研究や技術にこだわりをもっている人なら進学すべきだし、そう
でないなら就職すべきである。（国．そ工．85．輪）
（66）博士課程に進学する目的による。すなわち、研究の進め方、問題にぶつかっ
たときの解決の仕方、及び独創性を持ち合わせているならば、とくに博士課程
に進む必要はない。課程博士に求められているのは、研究活動を通して、研究
の進め方、問題解決の仕方（広い知識や経験）、独創的な発想ができるかどう
かであって、博士課程で選択した研究内容とは特に関係ない。（企業に就職す
る場合は特に、研究分野≠企業での業務）（国．竜．80．電機）
（67）30歳前半までには、博士号をとった方が良いと答えるが、そのためには課程
博士を取得した方が良いかどうか、日米どちらが良いか本人の研究テーマによ
る。（包・そエ・糾．鉄）
（68）研究の立案／遂行の手段を博士課程で身につけても良いし、大学外の研究所
で身につけても良いと思う。要は、若いうちに良い指導者（教官）につくこと
だと思う。（国・そ工・81・電ガ〕
（69）企業で博士号取得を支援してくれるところへ就職を勧める。（回．そ工．82．化）
胃　9　－
－230－
（70）学生の質に問題があるのか、大学教育に問題があるのかはよくわからないが、
修士課程修了レベルでは、研究開発を主体的に実行する力、意欲が低下してき
ている。自らやっていく力を修士課程で身につけられれば、修士でよいが。
（国・応化・71．化）
（71）社長になりたい人なら行く必要がない。（国，生．83・化）
（72）研究開発活動と学位の有無は無関係。（私．獣．89・医、国・化・76・化）
（73）研究に携わることと学歴は無関係と考える。（国・電・88・通）
（74）どちらを選ぶにしても、修士とは別の環境を選ぶのが良い。（国・化・81・化）
2－6　⑨の「博士であることが会社で正当に評価されるかどうか」、その補足
意見
①（ア）で「評価される」としたことの補足
（1）仕事運が良いため。（回．化㍉柑・鋏）
②　（イ）で「評価されない」とした理由
（1）企業の人材育成力は大学より数段上である。（回・金・74・鉄）
（2）評価はされていると思うが活かし方は認識されていないように思える。（国・電
・85・電機）
（3）評価が片寄る。（国．そ工・8卜電ガ）
（4）Drであるかないかは関係ない。その人の実力次第。（回・応物・83・電機）
③（ウ）で「その他」とした理由
（1）異なった方面の能力を要求される。（国・電・78・電機）
（2）仕事、業績が評価される。学位の有無とは無関係だと思う。（私・獣・89・医、国
英・80・医、回・農・89・食、国・応物・82・精、国・電・88・通、国・機・85・鉄、国・化・72・電機、回・化・
78．電機、回．化．69・化、回・機・77・そ、国・t・71・電機、回・応化・75・化）
（3）博士課程の能力upとは無関係。会社の人はその3年間別の意味で成長してい
る。（回．応化・86・鉄）
（4）人による。幅のない人は評価されにくい。（国・応化・69・化）
（5）上司、その他で大きく異なる。（回・電・82・電機）
（6）高めた能力が会社の必要とする能力と合致し、また社会的に有効な能力の時に
評価される。（国・電・86・電機）
（7）担当課題と博士での専門は必ずしも一致しない。（国・電・79・電機）
（8）学卒も課程博士も同一条件。（回・電・80・電機〕
（9）見える形では評価されていないように思える。（国・t・78・電機）
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（10）なんともいえない。（国・電・83・電機）
2－7　⑬の「博士課程進学を勧めるとした理由」の補足意見
①（イ）これからは、博士でないと通用しないとした理由
（1）通用しないような分野が多いから。（国・機・85・鉄）
（2）卓越した技量を養うため。（国・電・78・電機）
（3）独立心。一人前の研究者に育つ。（国・応物・77・電機）
（4）できるだけ基礎から実力をつけておいた方が将来自分の力を発揮できるチャン
スが多いと思うから。（公・応化・72・化）
②（ウ）で「その他」とした理由
（1）日本では、たて割り社会であるから、研究開発部門にいるといっても、会社に
勤めれば会社員として生きることになり、会社の制度に従わなければならない。
会社の枠の中に入って（経済的安定性のなどの利点を含め）、一生を過ごして
いきたいか、一匹オオカミ的に世界をかけめぐっていく形をとって過ごしたい
かという問題になると思う。後者の場合だと必ずDrは必要。前者の場合であ
ると修士でも十分。（国・生．1987．化）
（2）研究を遂行していく能力が確実に身につき、将来どんな場合でも研究者として
自立して行ける実力が養われるから。（国・応化・84・化）
3　質問項目7の「博士課程当時を振り返ったとき」の補足意見
3－1②の「博士課程に対する要望」の補足意見
①（ア）論文作成能力を磨きたかったとした理由
（1）研究テーマをもっと吟味したかった。（国．応化．陀・輸）
②（シ）で「研究以外の通常の人として過ごす時間が欲しかった」とした理由
（1）専門以外の知識を蓄積したかった。（国．薬．83・医）
（2）人格形成をもっとやれば良かった。（国・化・76．化）
③（サ）で「経済的援助がほしかった」とした理由
（1）大学院生にも（米国のシステムのように）給料をだしてほしい。（回・物・89・電
機）
④（ス）で「その他」とした理由
（1）やりたいことを自主的に行っていたので不満なし。（私．農学．78、回・電．79・電乱
国・物・80・電、国・機・74・一、回・応化・88・化、回・応化・71・化、回・応化・75・化）
（2）何より研究能力を高めたかった。（園．地ド80）
（3）もっと幅広く研究をしていけば良かった。（公・物・70・電、臼・電・83・電機）く
（4）大学間を移り、自分の研究領域を広めたかった。少なくとも修士→博士の他大
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学への移動の自由度が欲しい。（国．化．85．t槻）
（5）自ら研究哲学（研究の意義と方法論）を創出できるようになるための教育が欲
しかった。（国・薬・82．医）
（6）基礎学力がつくような時間が欲しい。今の大学は、”物作ダ，におわれていて、
基礎学力がない。（国・電・81・通）
（7）学会発表等に追われることが多かったので、もっと腰を落ちつけた研究がした
かった。（国・応物・90．精）
（8）大学院の教育内容は米国などに比べて低いので、もっと改善する必要がある。
（国・化・69・化）
（9）大学や国立研究機関のレベルを上げない限り困難と思う。エレトロニクスでは、
今は、はるかに企業の方が良質な研究ができる。（金銭的にも遥かに有利だし）
（国・電・83・電機）
（10）もっと実用的な研究がしたかった。（国．化・80．化）
（11）もっと世の中のニーズを知って研究したかった。（国．応化．73・石）
（12）論文を書くために作った問題でなく、実際の現場で切実に要求されている問
題について知る機会が欲しかった。（回・機・73・電機）
（13）講座制は必要と思うが、講座を超えた海外を含めて幅広く研究活動を行いた
かった。（国・薬・70．医）
（14）学会発表の経験を積みたかった。（国．化・86・化）
（15）もう少し視野を広げておく方が良かった。（国・応化・71・化）
（16）研究とともに広い視野で基礎研究を強化したかった。（私・機・77・鉄）
（17）もっと他分野にも目を向けた研究活動をすべきだった。（国・応物・82・電機）
（18）学科・学部の壁を乗り越えて、異なる分野の研究者とプロジェクト研究がで
きる自由でかつ開放的な大学風土が必要。（回．そ工・84・鉄）
（19）他の大学、研究機関と交流、共同研究などを行いたかった。（国・地・9いそ、国
・応化・75・電機）
（20）他の部門、分野の研究者間の相互交流の機会を増やしたかった。（国・薬・80、
回・物・81・通）
（22）別の分野の研究者と交流する機会がもっとあれば良かった。（国・化・79・電機）
（23）いろいろな研究者（内外にかかわらない）ともっと議論したかった。（国・化
・86・通、国・機・77・そ）
（24）チーム活動や学外との交流機会がもっと多く欲しい。（国・電・82・鉄）
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（25）企業、他研究機関との交流（国・t・85・電機）
（26）他との交流資金など研究面での援助。（国・応化・82・化）
（27）もっと優秀な研究者と積極的に交流すれば良かった。（国・そ工・82・鉄）
（28）学外（企業及び他大学）の研究者との意見、情報交換の場が欲しかった。
（社会と隔絶しすぎている）（私・電・76・電ガ）
（29）視野が狭かったので、学外の研究機関の見学などの機会を多く持つ努力をも
っとして、世間を見る目を広げていくべきだった。（国・薬43・医）
（30）海外交流の機会が多くあれば良いと思った。（国・応物・88・輸）
・6カ月位海外留学のカリキュラムが欲しかった。（回・電・87・通）
（31）専門外、例えば哲学、歴史等についてもっと勉強しておきたかった。（国・応
化・84．化）
（32）社会科学の視野を広げる教育も受けたかった。（国・電・78・電機）
（33）時間的ゆとりが欲しかった。（国・応化・87・食）
（34）学生の研究成果を教授の成果としたり、内容を教授流に変更しないでほしか
った。（こういう意味での研究の主導権は学生にわたすべし！l！）（回・応物・
83・そ）
（35）もっと良い講義が多かったらと思う。（園・電．82・電機）
（36）教授の指導が欲しかった。（研究フイロソフイ等について）（国・応化・78・化）
（37）大学内の人事や学生選抜等、教授、助教授の思惑が大きすぎる。人事のため
に研究効率が低下している面大いにあり。（国．応理・90・電機）
（38）研究室内のチームワークがもっと欲しかった。（国・化．鍋・化）
（39）研究以外のスタッフの人間関係にまきこまれたくなかった。（回・農・89．食）
（40）もっと良い人間関係の中で研究したかった。（国・応化・79・一）
（41）一般に教授の質が高くない。終身制の見直し必要。（回．電・67・電挽）
（42）頭の悪い教授がいやだった。（回．化．87．化）
（43）自分では教官に恵まれたと思っているが、一般論で言うなら教官がだらしな
いのでは。（国．金．70．鉄）
（44）民間等、異なる環境の人の指導やアドバイスが得られると良かった。（国・化
・81・化）
（45）もっと高いレベルで研究したかった。（国．応化．78．化）
（46）大学研究室のアクティビティを保つ目的と、博士課程進学者の受け皿（アセス
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メント的要素を含む）の意味で、大学教授は、米国式に終身制でなくボスドク
などの門戸が開かれていてほしかった。（国．応化．82．化）
（47）マシーンタイムがいっぱいのため、十分に実験をする時間が取れなかった。
人が多すぎた。（国・物・84・t機）
（48）研究資金がもっと欲しかった。（国．電．89．電機）
（49）自由に使える研究費が不足していた。（回．機．85．鉄、国．応物．89．輪、国．機．72．電
機、国・電・79・電機）
（50）もう少し多目の研究材料費が必要だった。良い研究テーマを選択する幅が欲
しかった。（固定的なテーマか叉は全く野放しのどちらかしかなかった）（国．
物・73・電機）
（51）情報源不足。出張等ができない。（国．機．85．鉄）
（52）先端研究の情報がもっと入りやすいシステムであるべき。（回．機．77．輸）
（53）海外に多数論文を発表し、国際的に仲間がほしかった。旅費の関係で国内で
すら出張しがたかった。（国・電・86・電機）
（54）国外からの留学生・研究生、POSt Drなどを積極的に招き、国際的な研究を
進めるべきだと思う。（国．薬．88．医）
（55）精神的に安心して研究したかった。（就職問題等）（国．金・糾・鉄）
（56）卒業後の大学のポストがなく、将来への不安が常にあった。（国・そ工・80・輸）
（57）ボス・ドク制度があればよかった。（国．化・80・輪）
（58）大学研究職の求人についての情報がシステムとしてほしかった。（国・そ工・89
．そ）
（59）企業に就職するなら、修士までで十分だった。（国．薬・82・化）
（60）もっと企業の研究所の実態を調べておけば良かった。（国・物・8卜電機）
（61）27歳に至るまで低収入生活者として生きるのは悔いが残る。（回・電・89・電機）
3－2　③の「博士課程進学者を多くするための条件」の補足意見
①（ケ）で「返済不要の奨学金」とした理由
（1）民間会社に入っても返済不要な奨学金（就職した会社が本人のかわりに返済
するような制度）。（回・機・73・鉄）
（2）500万円以上の支給が必要！（国・そ理．88．電機）
（3）年間60万円では余り効果はないと思う。もう少し多い方が良い。（国・電・87・通）
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②（コ）で「助手で6万円収入があったら」としたことの補足
（1）6万円では不足。10万円程度必要。（国・電・8い電楓）
③　（ス）で「その他」とした理由
（1），，課程進学者を増やグ，ことを目的とする施策は、”増やすことの意義”を明
確にした後の議論と考える。むしろ日本の社会における科学技術に携わる者の
軽視を是正する方向が望ましいと考える。（回・電・88・通）
（2）日本の社会がもっとオリジナリティー、基礎研究を重視すること。（国・電・79・
電機）
（3）博士課程進学者の減少理由がよく理解できないのでなんともいえません。一般
に自己実現の流行らない時代なのではないでしょうか。（国・機・74・そ）
（4）大学での研究生活が一生を決めるというようなことではなく、人生の中の一つ
の小さな過程、あるいは、一種の経験であると軽く考えられる環境。（国・織・
77．輪）
（5）研究が面白いと感じる人間を多くすることが必要。今の小学校、中学校、高校
では、楽に稼いで遊ぶことを考える人間を育てているとしか思えない。（国・応
化・75・電機）
（6）単に経済的な問題だけではなく、博士の受け皿が少ないことが、博士課程の魅
力を少なくしているわけですが、優れた研究者を作り出す努力が不足している
のではないでしょうか。小学校の頃からの受験勉強体制も影響しているでしょ
うし、今後、多くの議論を経て良い方向に進ませたいものです。（国・応化・78・化）
（7）大学院が知識の習得や教授養成のためだけではなく、魅力的な研究の場となる
こと。博士というのは単なる資格の一つになってしまっている。単に給料を上
げれば良いという問題ではないと思う。研究設備が全くなければ研究はできな
いが、設備に不自由しない企業でも、それで研究できるというものでもない。
日本では、大学にも企業、官庁にも研究が育ちにくい風土がある。研究が個人
の資格のためでも、会社の営利のためでもなく、叉、研究のオリジナリティが尊
重されるようになる風土がなければ進学者は減るだろう。（国．物・73．電機）
（8）社会全体に博士を尊重すべき風土をより強力に作るべきである。具体的には、
米国のように学生に経済的援助を与え易くし、入る人数を多くする。その上で
博士に価しない人物は振り落とす。これで、能力的に尊敬される人物が生産さ
れる。更に、大学教授、あるいは博士号保持者の収入を増大し、経済的に有利
になるようにする。特に博士課程に行かず、企業にいても論文博士をとれるの
で、これも、大学の力を弱める一因である。論文博士を廃止する。その代わり
に途中で入学可能なようにする。全体的には米国のシステムは大変有効に作動
しているから、大いに参考すべきである。（国・電・86．電機）
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（9）社会的に科学者、工学者の地位を確立する。（国．物．89．電機、匡巨電．82．電機）
（10）教員の活性化。（回・化．80．電機）
（11）教授自身が、研究能力、人間性両面で、学生の目標となれるように努力する。
教授に対する何らかのチェック機構が必要。（国・化．79，電機）
（12）日本において研究の主力は、博士課程の学生である。やっている仕事の大部
分は、助手とほとんど変わらない。にもかかわらず、学費を納めなければなら
ない。非常に矛盾していると思う。博士課程の学生に対しては、奨学金は貸与
ではなく、給与にすべきだ。日本の大学の教授は、タダで人を使い、しかも、
研究に対するサジェッションはほとんど出さず、論文の最後に名前を載せ、ス
ター印を自分の名前のところにつけたがる。現在の講座制のもとでは、反発す
るわけにもいかず、若手研究者の発想とやる気をそいでいると思う。大規模な
改革が必要と考える。（国．化．85．電機）
（13）大学院教育が米国のように内容的に充実すること。（国・化・68・化）
（14）米国のように、教育というものを充実する。（国・農・84・食）
（15）博士課程の研究、教育が、社会の需要に応じたものとすると同時に、企業で
はできにくい基礎的なもの（etc）とし、学生からも企業からも魅力を感じられ
るようにする。（国・金・54・電機）
（16）魅力ある基礎研究を行う大学の講座を充実させる。日本の大学は、もっと基
礎研究を大切にすべきと考える。（国・農．81・医）
（17）研究指導方法について、もう少し具体的な制度上の補助（研究・学位取得促
進）指導教授との人間関係のみでないカウセリング指導等の体制上の整備（ア
シスタント制度等）が必要。（国・電・85・電機）
（18）大学における教官や研究テーマの質の向上。（私．電・80・掃）
（19）大学が魅力的なテーマを創出していること。（回・電・83・電機）
（20）大学での研究テーマが魅力的（先端的、リソースも大、外部との交流も大）
なであること。（国・化・76・化、回・電・83・電）
（21）大学の研究設備充実。少なくとも工学系においては、”産業的に意味のある
テーマ，，を選ぶこと、もしくは”意味のあるテーマ”を見分ける能力のある教
授を増やすこと。決して企業の下請け研究をやれということではないし、短期
的な研究をやれということでもないが、短期的にせよ、長期的にせよ、何が産
業上重要になるかを的確に見分け、その研究に主体的に取り組むことが重要。
そのために、必ずしも最新の設備が必要なわけではないが、設備によって選択
の範囲が制限されることは確かである。（国・電・85・電機）
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（22）工学関係では実用に供するための研究が必要であるが、大学は独自に選択し
た幅の狭いテーマを扱うだけであり（特にUSAの学会で話題となるテーマが多
い。）会社の研究では製品化可能／製品化間近のテーマが中心。会社内の研究
は開発（製品）とは別な方向を向くこともあり、現場の要求を反映していると
はいい難い。このように3着が独自の領域を作るため、社会からの期待が薄い。
→企業、国公立研究所、大学間での人事交流を盛んにする人事制度を作る必要
有り。（国．t・78・電機）
（23）閉鎖的なムラ社会から脱出し、社会常識の通用するところとなり、企業との
交流も活発でありながら、なおかつ、企業に振りまわされない確固とした思想
のもとに、独自研究を行える場となること。（国・物・90・輸）
（24）現在の日本の大学及び一部の大学院は、学生のパラダイスと化し、学問、研
究に対する真撃さが欠けていると思う。そんな環境ではまともな学生も育たな
いし、大学自体の地盤沈下にもつながる。大学に入学してからの教育の差が米
国の学生とのレベルの差の一因になっているし、優秀な学生が　Dr　コースに進
学しない背景になっていると思う。（国・電・85・通）
（25）大学院自体のあり方が良くない。工学系に限っていえば、より強力に産学協
同の研究が可能となるように制度を改良すべきである。（回・電・86・電機）
（26）研究費を増して、研究設備の充実を図る。日本の大学の研究レベルはおおむ
ね低いので、3年間いる価値が少ない。このアンケートの目的は、日本の大学
院教育の充実をめざすものと考えますが、大学院教育の実態について、質問者
の視点に全く入っていない重要なことがあります。それは国立大学院の「助手」
の処遇です。彼らは低賃金の上、多くの雑用に追われています。自らの能力を
一番発揮できる時期を無駄に過ごしています。賢い学生ならばそのような助手
の仕事を得ようとは思いません。博士課程の重要な存在意義は、大学教員の養
成にあります。助手の冷遇は、ひいては博士課程の教育レベルの低下と進学者
の減少を招きます。研究費の増額やボスドクシステムの採用という政策により、
助手の立場の向上を図るべきです。また、博士課程進学者を増加する方法は、
外国人に対してもっと門戸を広げることです。大学教員にも外国人を多く採用
しなくてはいけません。優秀な教員を用意すれば、大学のレベルも上がり、博
士課程希望者も自ずと増します。このうち、外国人に対しての経済的支援がも
とも必要です。（国・応化．84・電機）
（27）大学の研究activityを上げる。
所と同等の研究設備を充実させる）
（大学の予算を大幅に増額し、企業の研究
（国・物・72・電機㌧匡巨応物・74・電機）
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（28）大学の予算を今に比べて一桁多くする。（国．物．70．通）
（29）昨今は大学の設備の遅れが目立つ。，，智恵”だけでは限界があり、その改革
が必要ではないか。そのため、分野によっては、企業の研究の方が遥かにレベ
ルが上がっているので、それを知った人は、進学しないのではないか。（国・応
化・68・鉄）
（30）大学の設備を良くする。教官の質を良くする。企業がもっと　Drを優遇する。
（回・電・81．通）
（31）大学の研究設備、研究環境、研究レベルを上げる。（回．化．86㍉通、回・物・81・通）
（32）最新の研究設備の導入が容易にできる。（回．応物．78．電機）
（33）魅力あるものにするには、奨学金は勿論だが、大きな問題は大学の研究設備
の貧しさであると思う。（私・そ工・76・電機）
（34）大学での研究費（科研費、民間企業からの寄付等）が増える。（国・薬・88・医）
（35）研究活動を進めるための研究設備、施設の整った公的研究所を作る。（国・織
・87・輸）
（36）大学の研究設備を充実し、研究にあたる職員（技官を含む）の数を大幅に増
やす。（国．応化．74．情、国．物．7い鉄、国．そ工．82．鉄）
（37）大学、大学院を通じて、所定の基準に達していれば、飛び級できる制度が実
施される。現状では形式のみ。（国．機．87・化）
（38）博士論文の審査を厚さ、体裁でなく、Originalityや工学的寄与等を重要視
した形にすること。（ex計算による裏ずけなど無くてもよいなど）（国・機・72・
電機）
（39）学位認定の基準が客観的に明確であること。（国・機・86・電機）
（40）一度民間企業に入った修士課程修了者が改めて研究テーマを自覚して博士課
程に入学できる道を広く拓くこと。（回．応物．88・石）
（41）大学院における研究がもっと魅力的なものになる。（大学教授、助教授等の
レベルアップ）（国・応化・70・化）
（42）博士・研究活動は”奉仕”ではつらいし、身分保障的なものも確立していく
必要がある。（大学院生と大学生の社会的認められ方の違い等）（私・電・1977．輸）
（43）大学職員のポストをもっと魅力（研究費、給料等）あるものにする。（国・化
・79・電機）
（44）大学・公立研究所と企業研究所との人事交流を多くすること。及び、賃金、
処遇などの差別感をなくすこと。（回．金．75・鉄）
（45）大学、各省庁の研究機関、企業の基礎研究所間で、自由活発に人的交流（転
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職を含めて）ができること。（国．そ工．84・鉄）
（46）大学間のみならず、企業、大学の研究者の交流が障害なく活発に行われるこ
と。（回．応化・68・化）
（47）海外との交換留学生制度を充実する。（日本からの派遣及び日本の研究機関
への受け入れの両方を充実させる。）（国．薬・7い医）
（48）企業との交流を深める。（国．物．81．電機）
（49）大学の研究を企業との交流により常に活性化する。（国・物・77・電機）
（50）博士課程在学中及び後の収入が不利でないものにすること。博士課程修了者
を研究の主任者として権限を与えること。（国．電・89・電機）
（51）博士課程在学中及び修了後の体制があまりにも貧弱。在学中に返済不要の奨
学金が年間少なくとも200万円、また修了後についてはもっと流動的でポストの
多いボスドクの制度が必要。修了後の職がほとんどないというのが一番問題で、
ボスドクの制度の充実が必要。（回・生・85・電機）
（52）博士課程修了者後の身分保障、社会的受け入れ体制の充実。（園．応化．70．化、
園・農・86・食）
（53）アメリカと異なり、日本では博士に対する社会的評価が低く、給与、地位等
にあまり相応の待遇が与えられていない。国公立のポストは少なく、民間はマ
スターの方が良い、といわれる現状が変わらない限り進学者は増えないと思う。
基礎的研究の軽視、国の科学技術に対する力の入れ方（日米両国のNIHの差など
を見ると実に情けない）など、社会全般の意識を変える必要がある。それには
やはり、まず国が先頭に立って研究環境を整備し、博士に対する待遇を改善す
ることが、長い目での研究開発力の向上につながると思う。（回．農・86．化）
（54）博士課程修了者が名実ともに真に貴重であることが企業、学生に浸透し、社
会で尊敬される存在となる。（回．応化．糾．化、国．応化．68．化）
（55）企業や研究機関が博士課程の基礎から応用研究すべてにわたって理解を示し、
その重要性と必要性を認識し、確実な求人をだすことと、大学教育に求めるも
のが単なる学歴（出身大学）ではなく、真の学問・研究と学生の探求心を盛り
立てる教育となるような社会にもっていくことである。出身大学より、大学で
何を身につけ、研究することに関してどれだけ独自性や理解があるかが最も重
要。（回・電．80．電機）
（56）博士課程での蓄積が有効に活かせる受け入れ体制（仕事）を企業が用意（基
礎研究等）（私・電・76．電ガ）
（57）会社での基礎研究の充実。（回．化．80．輸）
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（58）日本の企業がより基礎的な研究を指向し、博士の需要が増える。（国・薬・82・
医、国・薬．83．医）
（58）企業が博士課程の採用を増し（その他etc）、就職がかなり希望に沿うものと
なるように努力する。（回・金・54．電機）
（59）産学協同の研究を進めることにより人材不足を認識すると共に育成に努める。
（国・機・85．鉄）
（60）企業との協同研究をより積極的にできる体制をつくる。（回・電・83・電機）
（61）大学間、大学一企業間の人の移動をアメリカ並に活発化する。（国・物・81ら通）
（62）民間企業でもどんどん、Post Doctral Fellow　を一時雇用し、有能な人材で
あれば正規雇用する制度を取り入れていく。（回．薬．80・医）
（63）会社が博士修了者を米国のように優遇する。（社会的な博士への処遇の改善
が必須。修士と格差がなさすぎる。）（私．薬．79・医、回・電・76・通）
（64）修士や学士より明らかに会社の待遇がよくなる。（回・応化・85・化）
（65）会社における　Drの評価、位置づけの向上。（国．応化・83・化、回・応化・75・化）
（66）企業における博士課程修了者に対する優遇措置（賃金及び昇進）の確立。
（国・応化・85・石）
（67）社会全体、特に企業において、米国のように博士の地位を認める。これは特
に経済的な意味においてである。（国．応理．83．電乱国・電・82・電機、国・電・75・電機）
（68）会社が博士号取得者に対して、特別の賃金体系とする。（公・薬・87・食、国・機・
71・電ガ）
（69）博士課程に3年をかけて入社しても、修士卒3年目と同じ給与扱いなら、絶
対修士後すぐに働いた方が良い。勤続年数等で退職金を含め、非常に不利にな
る。（回・応化・89・医）
（70）博士課程修了者が民間に就職した場合には、修士課程修了者よりも、生涯賃
金（年金を含む）が明らかに高くなる努力を民間がする。（国・応化・85・電機、回・
金・74・鉄）
（71）博士課程を修了すれば、会社就職時に賃金等で有利になる。（国・そ工・81・鉄）
（72）博士課程修了者の賃金を大幅に増やす。（国・電・87・通）
（73）博士課程修了者の就職後の貸金が修士課程修了者の賃金に比べて年間100万円
以上高くなる。（国・応化・87・化）
（74）博士課程修了者が就職した場合、少なくとも数年間は学部卒叉は修士卒の同
年齢の者より給料が有利になるような社会の風潮を確立する。（公・応化・72・化）
（75）同期卒業した修士卒と同程度の収入が得られる。（図・線・73・鉄）
（76）企業での就職後の給与が学部卒、修士修了よりも良くなる。（国・電・89・電乱
国・電・86．電機、国・そ工・89・電機）
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（77）ドクターコースに進む上で能力以外での最大問題は、やはり、経済的側面に
あると思う。年齢的には25～27歳以上であるにもかかわらず、生活年収や将来
的保障に対しては不安定要素が多すぎるのではないか。（国・応化・84・化）
（78）博士課程の研究は楽しいものだと広報活動し、一部で良いから学費、生活費
を無償で支給する。（私．農．用）
（79）Dr進学減少の最大理由は、生活レベル向上による負担増大にある。奨学金・
Post Dcなど一時しのぎでなく、修了後の生活保証が必要。（回・薬・73・医）
（78）経済的自立が可能なこと。企業研究開発が行えるように広い視野と幅広い基
礎知識が育成される。（私．機．77．鉄）
（79）経済的に自立できることが必要である。修士課程学生と博士課程学生とを区
別して、博士課程学生は大学の準職貞扱い、叉はなんらかの給与を与えるぐら
いにならないと博士は増えない。（国．そ工．88．通）
（80）授業料の免除。博士課程進学による不利な点の一つは婚期が遅れることであ
る。研究に忙殺され、女性との交流のない生活は魅力に欠ける。そこで例えば、
若い女性事務員（アルバイトでよい。任期は1年程度）を講座に一人以上雇う
制度にするなどの対応が望まれる。（国．応化．88．化）
（81）国、財団等から、年間すくなくとも300万円の生活費、学費の支給。（国．薬．
78・医）（200万円・回．そ工．88・通）
（82）博士を増やすのが良いかどうかは別にして、知的技術に価値を与えるという
点で、博士課程進学者望者が増えるのは、悪いことではない。このことを真剣
みに考えるなら、都心の住宅情況まで考えると、年間300万円を給付（無返）する。
その代わり、質を厳選するシステムが必要。それと外国人が希望しても可とす
るなど、現実離れした実を断行する必要あり。（回．金．70．鉄）
（83）会社で、Drを海外でとらすケースが増加している。海外との大学と連携を
もつ必要あり。国内では時代遅れになる。研究費が微々たるもの、金を使わな
い研究はない。（回．金．79．鉄）
（84）博士課程進学時に就職先を決め、その企業の必要な研究テーマで学位をとる
システム。（国・機‥鉄）
（85）企業に勤めた後、もう一度大学に戻る（退職、休職にかかわらず）ことがで
きる社会的環境。（その後の待遇面で）（国．機．77．輸）
4　質問項目8の「博士号取得者の理想的な生き方」の補足意見
（1）画期的な発明をして一獲千金を狙う。博士号を取得したから一生、研究をやら
なければならないなんて固定観念にとらわれたくない。（回．そ理．88）
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（2）将来の生き方に枠をはめる必要はない。専門知識が生かされるなら、どんな生
き方でも受け入れるべき。（国．応化．開．鉄）
5　質問項目9の①の「貸金は、同期の修士と同じ」の補足意見
（1）しかし、在学中の奨学金（借金）の返済額は膨大である。（国・そ理・88・電機）
6　質問項目10の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、
その補足意見
①　増加しないとした理由
（1）採用したいDrが少ない。大学の研究方針が企業の基礎研究と合っていない。
例えば、超電導の　Dr　をいっぱい作っても企業ではとれない。（回・電・81・通）
（2）一般的、標準的にいえば。ただし、特定分野、高レベルの大学研究室は増加。
（国・応化・70．化）
②　独創的な研究が必要になるから増加するとした理由
（1）ただし、学位のレベル、質の向上が必要。（国・化・79・電機）
③　その他の理由により増加するとした理由
（1）修士がとれないから増加する。（回．薬．73．医）
（2）人手不足。（国．応物．83．そ、国．金．79．鉄、国．金．88．鉄、国．電・78・電機）
7　質問項目11の「会社から研究員を派遣する先は、日本の博士課程か外国の
博士課程か」、その補足意見
7－1②の「日本の博士課程を選んだ理由」の補足意見
①（キ）の「語学力に心配がある」の補足
（1）研究以外のこと（語学力、対人関係、生活等）にエネルギーがくわれすぎる。
（回・応理．90．電機）
（2）研究に支障のない程度の語学力を身につけるのに時間がかかる場合があり、語
学研修にいっているのか、研究をしているのか解らなくなる恐れがあるため。
（国・化・88・医）
（3）本人に語学力があれば、外国の方が良いかも知れない。（国・応化㍗8・化）
②（ウ）の「日本の教育水準が高い」とした理由
（1）外国では教授の指導が強すぎ、自主的な研究能力が培われない。（国・電・75・電
機）
③（ク）の「その他」とした理由
（1）さまざまな分野で欧米の方が進んでいる面が見受けられるのは確かだが、必ず
しもそうでない場合もあると思う。（個人的に好きなことをしたいのならば、
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欧米への留学を勧めるかも知れないが）　従って、日本と外国のどちらが良い
とはいいきれないが、無理してまで外国までいくメリットも外国の大学にある
とは思えない。（国・生・90・医、国・機・87・一）
（2）「博士課程で研究させること」が目的ならば、外国に行く必要は特にない。
（回・応化・82．輸、巨巨応化．89．鉄）
（3）外国の研究には多くのメリットがあるが、本当に研究に没頭するためには、環
境の整備が第一である。現段階では、研究に集中でき、すばらしい研究をする
（しかも短時間）なら日本と考える。（回．薬・86・医）
（4）日本と外国では、研究を含めたビジネスのやり方に差がある。日本で働くので
あれば日本の大学の方が良いと思う。（国．そ理．82．そ）
（5）日本と外国との間にレベルの差はないので、海外で取得する意味がない。（国
・機・87・電ガ、回．応化．89．化）
（6）（日本の方が）会社に戻ってから、いくらか心配が少ない。（回．応化．85．化）
（7）会社からの派遣であれば、Phd　をとるのがかなり難しい。外国（特に米国を
想定）に行くのは、語学力がかなりあっても3年間でとれるとは考えられない。
Phd　は国内でとっておいて、ポストドクターやその他の形で1～2年留学した
方が本人と会社の双方のためになる。外国で、Phd　をとるならば修士の一年か
ら志し、日本では5年が必要だが、先方では4年間でもとれるので、そうすべ
きであり、会社からの場合は外国での取得派遣は不可能で、かつ、実際的に冒
険である。（回・薬．78．医）
（8）博士論文テーマに関して会社と密接にコンタクトできる方がよい。別に海外研
修の道がある。（国・電・83・電）
（9）派遣者が従来技術にとらわれない開発を行う能力をもち、大学側が”産業に役
に立つ”研究を手がけ、お互いに実のある協力ができるきっかけとしたい。
（国・電・85・電機）
（10）派遣する人の能力及び性格による。語学力がある程度あり、どのような環境
においても臆することなくやっていける人ならば、研究に対する雑音は少ない
ので外国も良いかも知れない。ただし、一般的には、国内の方が実力を発揮し
易いのではなかろうか。（国・化．86．電機）
（11）外国では日本に帰らなくなる可能性大。（私欄．76．輸）
（12）外国へでるなら、博士研究員でいく方が良い。（国．農．75．医、国．地．90．そ）
7－2　③の「外国の博士課程を選んだ理由」の補足意見
①（ウ）で「外国の方が優れた能力を幅広く身につけられる」とした理由
（1）基本的原理に関する研究は外国の方が優れている。（私．化．84．精）
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（2）基礎学力、能力の評価が日本より厳しく、自分を磨くに適する。（国．金．74．鉄）
（3）独自の考えで研究する姿勢が身につく。（国．電．79．電機）
（4）外国の大学の方が研究者の卵として厳しく教育される。（国．物．72．電機）
（5）教授の研究の手助けで終わらず、自分で考える力をつけ易いのではないか。
（国・応化・75．電機）
（6）日本の大学は、学生を単に労働力として扱う部分が多く、システマティックに
一人の研究者に育てあげるという意識が薄いのではないかと思われる。学生の
意識にも問題がある。私自身は海外での経験が少ないので伝聞による期待もあ
るには事実ですが、企業にいて学生を受け入れる側になってみると、大学側の
努力不足を感じます。今後、大学、企業、その他の研究機関の間にもっと広い
交流、行き来があるべきと思います。（国・応化・78・化）
（7）外国の方が教授が研究に対して熱心である。（国．電．87・電機）
（8）一般に外国（特にアメリカ）では、表現力、研究の両面からのカリキュラムが
充実していると思われる。（日本では、一般には教授の力量によっているよう
に思う。）（国・電・78・電機）
（9）視野を世界に向けるため。（国・物，81．電機）
（10）視野が広まり、いろいろな意味で本人の能力向上につながる。特に将来リー
ダーとして育っていくような人には、絶対外国を推薦する。（国・化・79・通）
（11）研究レベルには差はないと思うが、日本と英米人との間には論理構築や研究
展開の方法に差があると思う。その差を知ること、身につけることは、学問、
知識以上に大変役立つと思う。（国．応化．84．化）
（12）外国の方が研究施設が良い。（国．化．鋸．化）
（13）外国（米国）の研究環境（設備、研究費）が良い。（回・電・84・電機）
②（オ）で「外国の研究者と親密になり人脈が出来る」とした理由
（1）研究者の国際化が今後重要となる。（私．電・72・電機）
③（カ）で「外国で語学力を高めたい」とした理由
（1）語学力は研究者のもつべき必須の能力の一つ。（国・物・72・電機）
④（キ）で「外国の方が面白い」とした理由
（1）外国生活による国際化（異文化吸収等）が図れる。（回・電㍗0・通、私・機・87・鋏）
（2）欧米の文化、価値観、物の考え方を理解できる。（国・応化・74・化）
（3）研究生活の初期に異文化におけるものの見方に触れることができる。（国・応化
・90・化、私・電・m・電機）
（4）様々な考え方の人と接することができる。（国．電・82・鉄、国・化・83・医）
（5）国際感覚を身につける。（回．機‥鉄、国．応化・85・石）
（6）専門以外の様々な知識等を得ることが今後、会社としても個人としてもプラス
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になると思う。恐らく外国の生活のカルチュアショックを受けるはず。（国・電
・88・電機）
（7）外国での方がコミュニケーションのための努力が必要であり、そのことがかえ
って基本的なレベルでの人間的接触のチャンスを増すように思えるから。（国・
電・85・電機）
（8）「井の中の」と同様に、水を変えなければそれまでの自分自身についてわから
ない。己を知り人を知ることこそ優れた発想、研究をする原点と思う。（国・応
化・82・化）
（9）視野を広げるため。（臼．そ工．82．化）
⑤（ク）で「外国の教育水準の方が高い」とした理由
（1）基礎的（，，研究”とは？に関する）トレーニングが厳しい。（回，生・76・医〕
⑥（シ）で「その他」とした理由
（1）現在自分が担当している業務として考えた場合、外国の大学院の方が、自分の
研究テーマ、水準ともに適当だと考える。しかし、研究テーマによって異なる。
（私・猷・89．医）
（2）米国の大学のDrコースは、基礎学力を重視し、厳しくかつ教育的である。
（国・電・81．通）
（3）本来、科学は西洋の所産、研究哲学を学ぶには本場の方がよい。（国．薬．1982．医）
（4）外国の方が、基礎データが豊富、施設も整っており、何よりもものの考え方、
仕事の構成法という科学哲学がしっかりしており、そのような恵まれた環境が
ある。科学技術は日本にとって所詮異文化。外国の動向を伺わねば、プロジェ
クトーつたてられない日本にいても、何の能力も身につかない。（国．物．1990．輸）
（5）外国の大学院の方が基礎理論の教育に重きを置き、また厳格である。この方が
将来むしろ応用がきくようになる。（国．その他工．85．輸）
（6）学問、生活、いろいろな意味で厳しく鍛えられる。（回．応物．77．電機）
（7）外国の方が独立心をもって研究ができる。（回．化．8卜そ）
（8）外国での方が研究者（の卵）として自立できる。（回．物．90．化）
（9）高いレベルで切瑳琢磨できる。（国．物．81．通）
（10）独創的研究能力の高い20代のDrをとれる。（私．金．79バ輸）
（11）独創的研究の面で優れている（大切に出来る）。（回．機．77．輸、国．金．79，鋏、私
・電・76・電ガ）
（12）独創的研究などやりやすいし、日本より厳しさ（競争）がある。一人前の研
究者に育てるにはベターと考える。（国．機．77．そ）
（13）テーマの発想に独創性を求める。日本の大学のテーマは視野が狭い。（国．電
・67・電機）
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（14）実力主義。（国・電．85・精）
（15）能力を発揮できる機会が多い。（国・機・76・電機）
（16）ただし、一流大学の大学院の場合に限る。（国．化・悶・化）
（17）情報処理分野では、USA　の方が5年は進んでいるし、数年先に実用化される
テーマを扱うことが多い。日本の大学は実際の技術に背を向けていることが多
い。現場を知らない。USAでは、雇用制度の問題もあるが、企業と大学の間を
異動することが多く、現実的なテーマを研究対象とすることが多い。（国・電・
78・電機）
（18）テーマへの関係、人脈問題などを考慮しないのなら、独創性の高さという観
点を重視すべき。（回．薬．73．医）
（19）判断力が養われる。（国．薬．78．医）
（20）研究者にとって研究に集中しやすい環境があると思う。日本では研究以外の
ことに煩わされることが多い。（国．薬．83．医、国・農・9い鉄）
（21）聞くまでもなく当然外国！。日本の大学院は最低！。授業料を払って研究費
（教授）の労働力となる。日本の大学院（日本社会一般に通じるかも知れない
が）では、実力主義ではなく、教授の気に入られることが最重要事である。
（国・そ理・88・電機）
（22）日本の大学院は、実力だけで正当に評価されることが少ない。金、人脈、学
閥等に左右されるところが大きい。（国．薬．82・医）
（23）日本の大学では、企業から派遣されてくる大学院生は、本人の能力より研究
資金の面で期待されるだけであり、実力がなくても学位がとれる。本人の能力
を試すなら外国の一流大学へ行かせるべきだ。（国・応化・79・－）
（24）日本の閉鎖的な姿といかに違うかをみるべき。（国・電・82・電機）
（25）日本の大学は閉鎖的であり米国の方がopenである。米国での方が諸制度に
フレキシビリティがある。（例　受講講義、PhD取得年数、奨学金等）（公・応化
・72・化）
（26）日本では博士課程進学時に指導教授を変わったりする機会が少ない。（外国
では一般的であるように思う。）（国．化・86・化）
（27）テーマが合わない場合、交渉により指導教授を変えることができる。（自由
度とフレキシビリティ）（国・応化・74・鉄）
（28）外国の研究施設は、多国籍の人がおり、研究テーマは同じでも、アプローチ
（実験装置や考え方）が異なっており、自己啓発が大きい。（私・そ工・76、）
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（29）外国の大学の方が技官や秘書等のスタッフが充実している。設備もやや良い。
（国・応化・74・惰）
（30）外国にでた方が最終的に自分の実力がどの程度か、自分でつかめるような気
がする。（国・薬・82・医）
（31）Gajin Scientisitなどという本によって、日本の大学研究現場の貧困な実態
が暴露されるにいたって、ようやく科学技術庁もこのようなアンケートを実施
したのだろうか。遅すぎる。博士課程をでたことによる経済的ハンディキャップ
はあまりにもひどい。（国・生・84・輸）
（32）国内にいるよりも、生活の苦労が多いから人間が育つ。（国・機・1985．鉄）
（33）日本では割に狭いから閉じ込もりがちになる。外国の方がいろいろな人種が
いて、いろいろな考え方をもった人がおり、その中で研究することにより、自
立的で自主的な研究をする能力が養われる。（国．生・85・電機）
（34）日本の特殊性を外から眺める機会をもつべきである。（国・電・80・精）
（35）会社の国際化につながる。（回．応物．90．精）
（36）会社から距離的に遠くなる分、自分の研究に没頭できる。（国・電・74・通）
（37）会社との通信手段が希薄な方が研究に専念できる。（回・そ工・85・鉄）
（38）企業からの派遣であれば、産学一体の米国の方が応用実用研究をやりやすい。
また、基礎研究を選択しても、充実しているし、徹底している。（国・そ工・81・電
ガ）
（39）日本人へのインパクトが大きい。（国・電・89・電搬）
8　その他
（1）日本のM省には全く期待していません。科学技術庁殿がんばって下さい。結局、
お金は全くいらない。更に借金がいくらできてもいいという人以外は博士課程
に進学すべきではない。（回・その他理．88．電機）
（2）Dr進学者が多くなる条件と、日本の科学技術水準を高める条件、またはDr
修了者が幸福な研究生活を送れる条件とは、一致するとは限らない。（国・化．
81・化）
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3－2主要大学博士網在学生の「アけ－帽査票甜意見」
筆者は、1980年の秋に、大阪大学、京都大学、慶ぜ義塾大学、東京大学、東京工業大学、東北大学、早稲
田大学の理学系、工学系の大学院博士課程（博士課程後期）在学生から添付資料1に掲げる「1－2　博士課程在
学生に対するアンケート調査票」の回答をいただいた。その統計表は、添付資料3及び4のとおりである。これは、
「アンケート鋼査票」で、筆者が記入を依頼した事項に対する回答及び回答者が特に記述した事項をなるべくあり
のまま転記したものである。なお、（）の私は私立大学、国は国立大学を、次の文字は専攻学科の頭文字を示す。
記載項目
1　質問項目2の「博士課程に進学した理由」の補足意見
2　質問項目3の「生活費をどのように工面しているか」の補足意見
3　質問項目4の「博士課程在学中の経済的援助についてどのようなことを希
望するか」の補足意見
4　質問項目6の「teaChing assistant　に応募するかどうか」の補足意見
4－1①の「（ア）応募する」としたことの補足意見
4－2　②の「応募しない理由」の補足意見
5　質問項目7の「research assisitant　に応募するかどうか」の補足意見
5－1①の「（ア）応募する」としたことの補足意見
5車2　②の「応募しない理由」の補足意見
6　質問項目8の「返済義務のある会社の奨学金に対する考え」の補足意見
7　質問項目9の「博士課程在学生は教授の有力な研究戦力といわれることに
対する考え」の補足意見
8　質問項目10の「大学院博士課程に対する希望」の補足意見
9　質問項目11の「博士号取得者の理想的な生き方」の補足意見
10　質問項目12の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、
その補足意見
11質問項目13の「民間企業と大学の研究協力を行うことについての考え」、
その補足意見
12　質問項目14の「教授から大学に残るように勧められた時の感じ方」の補足
意見
13　質問項目15の「どこにでも進学できると仮定したときの進学先は、日本の
大学院博士課程か外国の大学院博士課程か」、その補足意見
13－1②の「日本の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
13－2　⑨の「外国の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
14　質問項目16の「博士課程修了後の就職先を決めるときの考え」の補足意見
15　その他
略称：「博在」
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1　質問項目2の「博士課程に進学した理由」の補足意見
①（イ）の「もっと好きな研究を続けたい」とした理由
（1）将来、社会のためになりそうな分野について勉強したかったので。
（2）もちろん、研究者になりたいが、大学、研究所、企業のどれがいいと決めつけ
てはいない。いろいろな意味で条件の良いところを見つけたい。
②（オ）の「進路を決めるにはまだ早い」とした理由
（1）仕事をしたくないので。
③（カ）の「その他」とした理由
（1）会社から派遣されている。
（2）企業から派遣されて大学院に在籍している。社会的に重要な材料の研究を行う
ことにより、単に学位を取得するのみではなく、新規な材料のシーズを兄いだ
すことを目的としている。
（3）研究者として自立するため。
（4）博士の資格が欲しかったから。（3名）
2　質問項目3の「生活費をどのように工面しているか」の補足意見
（1）育英会、奨学金には親の年収制限があり、受給したくてもできず、泣く泣く親
に頭を下げるかアルバイトに追われている学生が少なくない。東大の　D．Cでは
約1／3の学生がそうである。また、アルバイトをしている学生の多くは、奨学金
が受給できなかったためにそうしている。
（2）生活費は、アルバイト、奨学金であるが、自宅より通学しているので食費、住
居費は必要無し。
（3）妻の収入と奨学金。
（4）ほとんどアルバイト。
（5）会社からの給料。（2名）
3　質問項目4の「博士課程在学中の経済的援助についてどのようなことを希
望するか」の補足意見
①（ウ）の「財団が返済不要の奨学金を年間60万円支給」としたことの補足
（1）財団が返済不要の奨学金200万円支給。
②（カ）の「会社の貸与する奨学金を年間200万円とする」としたことの補足
（1）（貸与でなく）給与する奨学金が200万円。
③（オ）の「研究助手、教育助手の道が開ける」としたことの補足
（1）何故たったの6万円？。
④（キ）の「その他」とした理由
（1）原則としてアメリカのように　assisitant　制度導入の方向に進むべきだが、
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￥1500／hour、月6万という数字は一体どこからでてくるのか？　それでは日
本の大都市では生活していけるわけがないではないか。（筆者注：国・物理）
（2）teaching assistant　や　research assisitant　で210万円は欲しい。自活す
るのに必要。
（3）少なくとも博士後期の学生については、奨学金は全員に支給されるべきである。
（国・物）
（4）全ての学生が育英会等から年間100万円程度借りられる。
（5）基本的に人並の生活ができる位（月額12～13万円）位の奨学金給（貸）与制度
があるべきである。
（6）借りる奨学金はナンセンス。
（7）博士課程在学中に、国、日本育英会、日本学術振興会から年間200万円程度塗
付される。
（8）国が博士課程在学者に月6万円程度支給する。
（9）学振特別研究員（あるいは類したもの）の枠を大幅に広げ、学生が大学院に進
学するか就職するかを決めるときには、誰でもこのような制度があることを知
っているように広報する。
（10）返済不要でなるべく金額の高いもの（150万円以上）。
（11）学費の免除。（2名）
（12）研究室の運営、後輩の指導等を考えれば、学費をとるどころか給料が支払わ
れても当然である。
（13）日本育英会等から年間100万円程度借りられ、現在のような免除職につけば返
済を免除される。この額は、teaChing assistant　や　research assisitant
で月6万円程度の収入が見込めてのことである。現在は、aSSisitantのかわり
を進学予備校などで、アルバイトをしている。
（14）teaching assistant　や　research assisitant　に加えて、学費の免除を考
えて貰いたい。
（15）報告の義務などを行えば、博士課程在学者を研究者としてみとめ、学費無し、
更に月額5万円程度支給される。
（16）就職していれば生活できるだけの収入はあるはず。博士課程に限らず、大学
院の場合、援助額は10万円くらいで、職についている人よりも7万円以上低い。
これは、親からの援助やアルバイトを前提としていることになり、研究に専念
できない。返還義務免除事項があればbetter。学費全額免除（独立生計などの
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条件つき）
（17）返済不要の奨学金と学費の免除。
（18）teaching assistant　や　research assisitant　で月収6万円と日本育英会
の奨学金で生活できること。
（19）具体的なことはいりませんが、責任感ある仕事をし、その返しとしてお金を
もらうこと。
（20）所得税控除。
（21）私立に多額の援助を
（22）国立と私立では払う金額が格段に違う。援助してほしい額も違う。（私．生）
4　質問項目6の「teaching assistantに応募するかどうか」の補足意見
4－1①の「（ア）応募する」としたことの補足意見
（1）通常のアルバイトは、まさに「金を稼ぐため」の仕事に過ぎず、研究や勉強と
いう観点からは「無駄な時間」になってしまうが、teaChing assistant　なら
ば、それを通じて自分の素養を高めることもできるし、責任感と誇りをもって
取り組むことができるので、少々時給が安くても是非やりたいと思う
（2）teaching assistantのような仕事は、ほとんどの大学院生が無給でやってい
ると思われます。ですから、いくらかでも報酬が貰えればうれしいでしょう。
4－2　②の「応募しない理由」の補足意見
①（イ）の「そのような仕事はいやだ」とした理由
（1）先生によって、こきつかわれて研究の時間がなくなる。
（2）義務的な仕事から開放されて、好きな研究をするために進学したから。
②（エ）の「その他」とした理由
（1）自分の研究に差し支えになる割合に安い！。￥1500／hour　で応じる学生が存
在するはずはない。（2名）
（2）同じ時間でアルバイトをする方が良い。
（3）時間的余裕が少ない（金額に比べて）。
（4）仕事の内容には不満はありませんが、拘束時間が長い割には報酬が安すぎます。
（5）生活費（女房を食わすため）には安すぎる。他のバイトの方が良い。
（6）過に10時間も拘束されたくない。（筆者注：親の仕送り、アルバイト、奨学金で生活と回答してい
る国・物）
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（7）自分の研究が忙しい。ヒマがない。（2名）
（8）過10時間の拘束は長く、研究に支障。（3名）
（9）博士課程での　teaching assistant　の仕事は、研究活動への負担となるから。
（修士課程のみに限るなら可）
（10）時間を拘束されるので応じない。ただし、生計に支障があれば応じる。
（12）時間的余裕があった　Dl　のうちは、教育実習のように自分のためにもなっ
て良かったが、余裕のない今は時間の拘束がかえって負担となるから。（筆者注
：aSSisita。t制度ありと回答した国立）
（13）時間的に拘束されるから。
（14）研究活動に専念したいから。
（15）時間が惜しい。そのようなアルバイトをする時間がない。（4名）
（16）仕事の内容による。例えば、1時閉まるまる採点事務をして、1500円の給与
では当然ながら、自分の勉強をした方が良い。また、現状でも、学生実習と実
験等を実質的に大学院生が担当している学科もある（特に実験系）が、このよ
うな大学院生の再教育をも目的の一つとするような制度で、更に賃金が支払わ
れれば、収入のない大学院生には好都合である。
（17）教授の教育方針、研究態度による。（教授の考え方に共感すれば応募する）
（18）research assisitantの方が良い。
5　質問項目7の「research assisitantに応募するかどうか」の補足意見
5－1①の「（ア）応募する」としたことの補足意見
（1）research assisitant　のような仕事は、ほとんどの大学院生が無給でやって
いると思われます。ですから、いくらかでも報酬が貰えればうれしいでしょう。
（2）通常のアルバイトは、まさに「金を稼ぐため」の仕事に過ぎず、研究や勉強と
いう観点からは「無駄な時間」になってしまうが、Research assisitant　なら
ば、それを通じて自分の素養を高めることもできるし、責任感と誇りをもって
取り組むことができるので、少々時給が安くても是非やりたいと思う。
5－2　②の「応募しない理由」の補足意見
①（イ）の「そのような助手の仕事はいやだ」とした理由
（1）自分の研究の自由度が減る。研究時間が少なくなる。（4名）
（2）義務的な仕事から開放されて、好きな研究をするために進学したから。
②（エ）の「その他」とした理由
（1）￥1500／hour　という金額の根拠は一体どこにあるのか？　米国のように、研
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究していれば最低限の生活が保障されるのでなければ、R．AやT．Aの制度は安い
時給での学生の奉仕を半ば強制しかねないという意味において、
であるということは小学生にだって理解できる。
かえって有害
（2）自分の研究が忙しい。ヒマがない。
（3）時間が長い。
（4）teaching assistant　に比べ時間的な拘束が長くなる。個人的に時間延長を頼
まれると断りにくい。（国・生）
（5）手伝いの時間と自分の研究時間の境目があいまいになる可能性がある。
（6）research assisitant　の定義は難しい。現行の大学院制度で既に実験系の学
生は実質的に　research assisitant　である。又、これが制度化されると、例
えば大学院生がコピーとりに走り回ることなども正当化される。
（7）本来、大学院生の研究に対して支払われるべきであると思う。
（8）私達の研究室では、自分の研究は教授の研究でもある。研究内容、研究時間次
第。
（9）教授の研究態度による。（教授の考え方に共感すれば応募する）
6　質問項目8の「返済義務のある会社の奨学金に対する考え」の補足意見
①（カ）の「その他」とした理由
（1）対象会社によって、ケースバイケース
（2）会社の奨学金を受けるのは、審査が厳しいか、審査（あるいはテスト）に時間
を拘束される。
（3）個人の状況によると思う。民間への就職を考えている学生には好ましい制度で
あり、民間への就職を意識していない学生には無関係。
（4）お金に困っていたら借りたかも知れない。利子次第。
（5）借りなきゃ生活できないので、不本意ながら身売りする。
（6）希望する会社もしくは入社を考えてもよいと思う会社ならば受給を応募する。
（7）入社しなければいけないかも知れないから。（大学に残れるとは限らない。好
感をもっている会社で入社の可能性があれば応募する。）
（8）現在、大学の奨学金と育英会の奨学金を二つ同時に受給しているため、会社か
らお金を借りる必要性はあまり感じませんが、もし、どちらかの奨学金がもら
えないことになっていれば、会社からお金を借りたいと思います。
（9）現在奨学金の必要を感じないので考えていない。また、希望会社も決まってい
ない。
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（10）Dlで会社を決められないから受けない。
（11）応募するかしないかは別として、こういう制度を設けることは、とても意味
あることだと思います。後の判断は各個人にまかせることだと思います。
7　質問項目9の「博士課程在学生は教授の有力な研究戦力といわれることに
対する考え」の補足意見
①（ア）の「良いことだ」とした理由
（1）当然のことであると考える。研究者としての実力をつけるには、好ましい
状態であると考える。
（2）単なる雑用に使われるのは困るが、研究チームの一員と見なすのは良いと思
う。
②（ウ）の「特に問題を感じない」とした理由
（1）教授とは異なるテーマで研究しており、問題を感じたことはない。
（2）研究戦力となりながら、研究の仕方、ものの見方を学んでいくのは当然と思い
ます。（2名）
③（オ）の「その他」とした理由
（1）性格上当然のことであって、それ自体に問題は感じないが、学生の自由な研究
環境が侵されるようだと問題。結局教授次第だと思う。
（2）特に問題を感じないが、外国の研究所を比較すると、学生に頼りすぎているよ
うに思われ、研究上の競争という点で不安がある。
（3）ボスドクがいないのだから仕方がない。
（4）指導教官の指導方針によると思う。
（5）教授による。
（6）博士課程の学生は独立した研究者であるので、教授は、共同研究者の一人とし
て考えている。
（7）正常なgive＆takeの関係が成立していれば、特に問題を感じない。
（8）教授のテーマと近いテーマを選ぶことにより、研究のコツを教わる機会が増え
るという利点があるから良いと思う。（国・物）
（9）教授は研究成果を得、学生は研究の方法論を学べるので、それは当然だと思い
ます。もし、仮に教授の単なる道具として使われるだけの学生がいたとすれば、
それはむしろ、学生の意識の問題でしょう。
（10）教授の戦力として研究し、それなりの技術、知識を教授から得られる場合は
－　6　－
－255－
良いが、単なる教授の手伝いで利用される一方では良いことだとは思わない。
（11）研究のActivityが商いという側面からみるなら良いことだと思うが、教授
にとって単に自由に使える労働力とみられるのなら問題である。一般に日本の
大学院生は、経済的にも社会的にも地位が低く正当に評価されていないように
思う。
（12）研究室、教授の雑用係にならなければ良いことだと思う。
（13）研究業績を教授がとってしまわなければ特に問題はない。
（14）教授と学問的興味が一致していれば結構だが、学生が好きでもないのにやら
されているとしたら問題だ。CaSe by case。
（15）テーマを全く天下り的に与えられるのなら問題である。
（16）それ相応に大学は評価していない。
8　質問項目10の「大学院博士課程に対する希望」の補足意見
（1）講義、演習などがあると良い。環境としてはほぼ理想的です。したがって自分
次第でどうにでも変わってきます。
（2）実質的に学生は「研究室の研究」を教授の指導の下で行っているので、無給で
research assisitant　をやっているようなもの。もっと学生の「地位」を上げ
ないと独創的な研究は生まれないと思う。アメリカ等で大学院生の社会的地位
は高いと聞く。日本では所詮、学生は学生という考え方が一般的に決まってい
ると思う。
（3）社会的地位をきちんとして欲しい。先日クレジットカードを作ろうとした際に
’’25歳以上で学生”という理由で断られた。
（4）大学生と同等ではなく、むしろ普通の社会人と同等であると社会的に認められ
うる地位にしてもらいたい。
（5）D．Cについての社会的位置を高めたい。（社会人に”遊んでいる”と思われが
ちであるから）
（6）デスカッションの相手や有能な後輩が欲しい。
（7）はっておくのではなく、指導をしてほしい。（国．物）
（8）修士、学部生等の負担（世話）が大きいので、この点を改善して欲しい。
（9）現在、研究以外の雑用が学生の負担になることが多いので、このような仕事を
担当する専属の職員（ある程度の専門的知識を有し、社会的地位のある）が必
要。
（10）研究室の雑用、会社等から引き受けた仕事を少なくして欲しい。
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（11）単純な仕事があまりにも多いので、もっと本来の意味での研究に費やせる時
間がほしい。研究に必要な基礎的な勉強が、多くの論文を読んで思考を深める
時間がほしい。
（12）試薬の作製、器具の洗浄、実験機器のメインテナンス等を専門とする技官、
技術補佐員を十分に置き、大学院生・研究生が研究にのみ専念しうる研究環境
作りを強く望みます。
（13）指導・研究能力の高いスタッフが欲しい。
（14）博士課程にも講義をもたせるべきだと思う。
（15）学会とかでなく、日常的に、外部との交流の機会がもっとあるべきだと思う。
（16）海外との間での研究や交流を自由に行える環境が欲しい。現状では、休学等
が必要な上、修士号は海外では認められない場合が多すぎる。
（17）もう少し他の大学、会社等の方々と話のできる機会が欲しい。
（18）大学院生が応募できる科学研究費がもっとあればよい（日本学術振興会特別
研究員はその一つであるが）。
（19）研究費を増やしてほしい。
（20）個人の裁量で使える研究費が欲しい。
（21）大学院の学生が自由に使える研究費が欲しい。
（22）国公立と私学との差をなくして欲しい。例えば東大の図書館に私学の人間が
入り、コピーをとることは許されない。
（23）修士と博士を合計して4年程度で修了できる制度が欲しい。
（24）図書室を充実して欲しい。（特にpreprintの整理、購読雑誌の種類の増加、
情報検索システムのネットワーク化（特に外国との））
（25）大学の近くに、博士課程・研究生用のアパート・寮が欲しい。
（26）研究がうまくいかなくても、博士号がとれればよい。
（27）学会の年会費は学生扱いするべきだ。
（28）女の比率が少ない。
（29）月収20万円程度の給料が欲しい。（大卒新入社員と同程度の額）
（30）自活できるだけの経済的援助が欲しい。
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（31）現状に不満はない。（国・物）
9　質問項目11の「博士号取得者の理想的な生き方」の補足意見
①（ア）の「いろいろな大学や研究所を渡り歩く」とした理由
（1）ただし、雇用は保証されていなければならない。
②　その他
（1）よい仕事ができればどちらでもかまわない。
10　質問項目12の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、
その補足意見
①（ア）の「増加しない」とした理由
（1）Head－hunting　による移動があるだけで、tOtal　としては変わらない。
②（カ）の「その他」の理由により増加する理由
（1）平均年齢の伸びにより就業年齢が上がる。そのためには高年齢で採用した方が
企業に有利。
11質問項目13の「民間企業と大学の研究協力を行うことについての考え」、
その補足意見
①（ア）の「良い」とした理由
（1）もちろん、大学側の研究の自由が保障れるという条件の下で。
②　その他
（1）一般に大学で行われた研究が社会に広く還元されるのは、企業との共同研究に
際して大学の自主性がそこなわれたり、発表の自由が制限を受けたりする可能
性があることである。適切なガイドラインが是非必要である。
（2）一概にいえない。大学と企業がそれぞれの研究協力について、きちんとした方
針をもつことが重要。良い場合も悪い場合もあるだろう。
（3）企業の研究所は人的にも優れる。
（4）理想論をいえば本来は、大学が企業に頼るのは良くない。
（5）小さな大学では企業の研究施設を使用するのは、癒着の心配があってもやむを
得ないと思う。
12　質問項目14の「教授から大学に残るように勧められた時の感じ方」の補足
意見
①（イ）の「無責任な話だ」とした理由
（1）経済的な安定が望めないなら絶対に断る。
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②（エ）の「その他」とした理由
（1）雑用が多く、研究ができないので断ろうと思う。
（2）大学の体質に合わないので断る
（3）日本の大学はclosed　された社会だからヤダ。
（4）教育に時間をとられるのがいやなので、あまり好まない。
（5）大学以外の場所で実力を磨きたいので残らない。
（6）多種多様な研究者と接触して自分の考えの幅を広げられないから断る。（回・物）
（7）いろいろなところにいき、見識を広げるべき。（園・生）
（8）一つの選択肢にすぎないが、できれば別の場所に行きたいと思う。
（9）1カ所に長い間いることは、本人にも大学にも良いことだとは思わない。
（10）応じたいと思うが、一度は大学の外にも身をおいてみたい。
（11）良い職を紹介するから言うことを聞きなさいといわれ、悲しい思いをした。
（12）教授や研究テーマにより考える
（13）教授の研究に対する姿勢、取り組み方、人柄に共感できれば残る。（3名）
（14）研究内容による。
（15）自分がその研究を続けたいと思うか否かが判断の基準である。
（16）その時点での研究の状況、進行具合によって決定したい。
（17）手がける研究に将来性があれば残っても良いと思う。
（18）大学でなければできないようなテーマを自分の力で兄いだせば残る。そうで
なければ民間企業で働く。
（19）研究テーマと給与について納得できれば残る。
（20）研究環境の良し悪Lを考慮してから決める。
（21）研究環境が大幅に改善されるという確約が得られればOK。
（22）どのような仕事をやれるのか、環境を見てから。
（23）そのときの収入、教員になれる可能性次第。
（24）助手になれれば十分。民間では自分の研究分野は存在しない。（回・物）
（25）博士号をとることが最重要だから。
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13　質問項目15の「どこにでも進学できると仮定したときの進学先は、日本の
大学院博士課程か外国の大学院博士課程か」、その補足意見
13－1②の「日本の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
①（エ）研究テーマからみて日本が適当とした理由
（1）現状で研究しているテーマに決着をつけるため。
②（ケ）の「その他」とした理由
（1）自分の研究分野では、日本は世界でもトップクラスだから。
（2）日本の博士課程のレベルは高いと考えられる。
（3）特に外国の大学院の方が優れている。適当だという理由が見あたらない。
（4）一応日本としたが、何をテーマとするかが問題であって日本も外国も関係ない
と思う。
（5）研究プロセスさえ違え、内容に差はない。
（6）日本の学術レベルを上げることに寄与したい。
（7）日本の方が外国より研究環境が良い。文献も部品もずっと入手しやすい。
（8）必要な資材、優れた関係者が多い。
（9）外国へ行く必要性を感じない。
（10）日本人が日本で博士課程に進むのは当然。外国では研究以外に費やす労力が
多い。ただし、ある一定期間、外国での研究を経験するのは有益である。
（11）いろいろな雑事（言語、生活など）に悩まされずに研究できる。
（12）研究能力を確実に身につけるためには、語学に心配がなくても、やはり日本
で学ぶべきである。込み入った議論は、外国語では理解しにくい。外国留学は、
それからでも遅くないと思う。
（13）一人で生活することの不安（治安、友人等）。
（14）日本の方が生活しやすい。
（15）「外国人」は社会的に立場が弱いと感じているから。
（16）外国に行くには博士をとってからの方がよいと考える。
（17）海外に慣れた者は、日本では受け入れられないようだ。
（18）修了後の就職に有利。
（19）現在のテーマの立ち上げに相当骨を折った。ここでやめるわけにはいかない。
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13－2　③の「外国の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
①（シ）の「その他」とした理由
（1）研究の水準が高い。
（2）日本の大学はレベルが低いとは思わないが、機会（選択の余地）が増えるのは
良い。
（3）世界的なレベルでとらえやすい。ただそれだけのこと。
（4）研究の自由度が高い。
（5）ズバリ個人主義でしょう。
（6）具体的には米国を意識していますが、研究機関の制度や方法について実際の行
動を通して学びたいから。考え方が固定的にならないで、幅広い柔軟な考え方
が身につく。
（7）幅広い経験を積みたい
（8）幅広い体験をすることにより、学問をする上でより、フレキシブルな考え方が
できるようなり、プラスになると考えられるから。（もちろん、生活の上でで
も）
（9）武者修行の良い機会。
（10）企業と大学の間で、人的交流が盛ん。
（11）多種多様な研究者と接触することにより自分の考え方の幅を広げることがで
きるから。
（12）なれあいでない競争社会の中で、自分の向上が図れる。
（13）国内には現在の研究室以外に適当なところがないから。
（14）日本では研究体制が不備だし、研究活動に対する評価も低いと思う。
（15）今の時点では、将来性を考えれば、これ以上日本にいても、人間成長率がよ
くない。
（16）日本の大学院では生活の保障がない。
（17）研究費、研究設備がより整っている　（回．物）
（18）研究環境（組織、金を含めて）が良い
（19）施設が充実している。
（20）研究環境（生活環境）が日本に比較し高い。
（21）異なる環境で勉強できる。
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（22）未知の環境に挑戦してみたい気持ちがある。
（23）”外国の方が”という表現をしているところに問題あり。単に外国にも研究
室があるので、様々な経験（外国の研究、外国の研究者との交流）は今後の研
究生活に没に立つ。
14　質問項目16の「博士課程修了後の就職先を決めるときの考え」の補足意見
①　②の「希望する就職先」の補足（（ア）から（ウ）に掲げた以外）
く1）よい研究ができて、世界一流の研究者になれれば、どこでも良い。
（2）何ができるかが問題であって場所は問題ではないと思う。
（3）やりたいことができるかどうかであって、お金の問題ではない。会社が面白け
れば会社へいく。
②　③で、大学教員にどの程度執着するか
（1）会社の仕事（研究）の内容を知らないと判断できない。
③　④で、③より厳しい条件でも大学教員に執着するか
（1）（教員になれるまで待つ）問題は奨学金ではなく研究の自由度であり、自分の
希望する研究ができるならば会社への就職もいとわない。
15　その他
（1）今、一番問題だと思うことは、．経済的な問題だと思う。現在、自分は、家の経
済的事情により授業料免除で、かつ、日本育英会の奨学金を借りているが、大
学院生（特に博士課程）ともなれば、一人前と大人だと考えられる。自宅通学
者は別として、下宿ないしアパートに一人で住んでいると経済的にかなり苦し
いものがあると思う。よって、経済的問題の解決が最優先課題だと考えられる。
日本育英会の83，000は安すぎる。せめて同世代の人間の給料と同じくらいは欲
しい。
（2）アメリカの博士コース学生と話をしたが、彼らは、月に15万円くらいの給料を
もらい研究している。私などは、アルバイトなしでは満足な食事もできず、本
も買えない。彼らにいわせれば、”日本ではなぜそんな条件で博士コースに行
くの？”。理系の博士学生全員に文部省学術振興貞（こんなのに当たるのは宝
くじの確率）程度の援助が必要。科学技術庁の力でなんとかして下さい。（私・
物）
（3）科学技術庁の試行されるPost－Doctral fellowのような制度には大変関心があ
ります。ここは一つ、日本の科学の発展（と大学院生の生活改善）のために頑
張って下さい。
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（4）博士課程の環境整備が進まないと日本のよって立つ科学技術はいずれ衰退しま
す。これは実感です。博士課程の学生は身体を削っています。21世紀を見据
えた政策を切望します。
（5）私は、自分の研究分野で「ひと山あてた」ので、その方面では知らぬ人がいな
い程であるが、育英会奨学金の年収制限（父親）のために受給できなかった。
日本にいても研究環境が改善される見通しはないので、来年米国に渡る予定で
ある。（国・物）
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3－3主要民間企業に勤務する修士鵬修了者の「アけ－帽査票記述意見」
筆者は、1990年秋に、修士揚程を修了して主要民間企業の研究開発組織に規に勤務している者から鋪
付質料1に掲げる「1－3　修士＃程鐘丁零に対するアンケート綱査票」の回答をいただいた。その統計表
は、添付資料3及び4のとおりである。これは「アンケート票」で、筆者が記入を依輸した事項に対する国
等及び回答者が特に記述した事項をなるべくありのままに転記したものである。
なお、（）には、必要に応じて業種、国公私立、専攻の学科略微及び修了の西暦年を記載した。
記載項目
1　質問項目2の「博士課程に進学しなかった理由」の補足意見
2　質問項目6の「修士課程修了予定の学生に、民間企業と進学のうちどちらを
勧めるか」、その補足意見
3　質問項目7の「会社から派遣される場合の派遥先は、日本の大学院博士課程
か外国の大学院博士課程か」、その補足意見
4　質問項目9の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、そ
の補足意見
5　質問項目10の⑧の「修士課程修了当時を振り返ったときに、どのような条件
があったら博士課程に進学したか」、その補足意見
6　その他
略称：「修就」
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1　質問項目2の「博士課程に進学しなかった理由」の補足意見
①（ア）の「学費の負担が大変」とした理由
（1）進学するかどうかは、（さらに3年間収入がないことの経済的負担）＊（研究
者としてやっていく自信）＊（研究者としての将来の経済性）で決める。
（2）結婚するため収入を得る必要があった。（3名）
（3）親からの金銭的な援助がなくなった。
（4）博士課程に行っても生活できない。
②（イ）の「そろそろ就職の潮時」とした理由
（1）博士号をとり学問で身を立てるには、自分の才能、能力の限界を感じた。（鉄
6名、化10名、薬1名、電機17名、－2名、輸5名、精5名、電ガ、運、建、通5名、そ3名）
（2）博士のためには、1．強い学際的探求心　2．知能　3．体力　4．師　のいずれもが
足されなければならないが私には欠けていた。
（3）担当教授から博士課程にきても博士号を取得しにくいといわれたから。（精）
（4）これ以上研究したくないから。（2名）
（5）博士課程の研究生活は相当ハードだから。指導教授が今の会社への就職を勧め
た。（電機）
（6）能力の限界を感じたのと同時に向学心が薄れてきた。
（7）博士課程の研究テーマを兄い出すだけの能力がなかったから。（2名）
（8）自分にとって進学して研究するに値するテーマが見つけられなかった。（3名）
（9）修士時代のテーマに博士課程を修了できるほどの期待が持てなかった。見通し
が立たなかった。（電機）
（10）研究のオリジナリティを発揮する自信に欠けたから。（電機2名）
（11）修士課程でテーマに一区切りがついた。進学するほど面白いテーマでもなか
った。（精）
（12）修士課程までの研究が継続できなかったから。（国・機）
（13）自分の専攻の将来性に疑問をもったため。（国・機・88）
（14）体力に自信がなかった。（私．化）
（15）博士課程を大学に残ることと考え、就職を選んだ。（国・そ）
（16）博士課程に進学し、将来研究室を背負い、助教授、教授とやっていく自信が
なかったし、教授からも就職を勧められた。（2名）
（17）研究者として進むなら進学していたが、技術者なら修士で十分と考えたから。
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（18）研究者に向いていないと思った。もっと現実社会に近いところで仕事や研究
がしたい。（電機）
（19）大学で研究のための研究より、企業で早く具体的業務に学んだことを生かし
ていきたかった。（5名）
（20）修士課程修了後に就職するのが最も適当な時期だと思ったから。（電機）
（22）研究の面白味がわかる前の修士2年早々に就職決断の時期であった。
（23）大学そのもの（人、運営方法）に興味がなくなった。（国・そ工欄）
（24）大学に残っての研究に魅力、情熱がなくなったから。（4名）
（25）当時学問に対する興味、情熱が現在ほどではなかった。世間並の人生を歩む
ことによって世間並の幸せが欲しかった。
（26）年齢のことを考えて博士課程の3年（以上）は、無理だと思った。
（27）27歳まで学生でいるなんて情けないと思ったから。
（28）大学紛争に嫌気がした。
（29）社会にでてから博士号を取る方が挑戦のしがいがある。（そ）
③（ウ）の「修士の方が就職に有利」とした理由
（1）0Ver Doctor問題が大学の大きな問題の一つとしてあったから。（国・農・79、国
・化・73）
（2）博士の就職は企業、大学、国公立研究機関とも難しかった。（国・応化・81）
（3）進路が研究者に限定されると思った。
（4）博士課程まで行って企業に就職するなど考えてみなかった。就職できるのは修
士修了までとイメージしていた。（回．そ．79）
（5）博士課程に進み、狭い専門分野に限って深く探求するよりは、企業に入って商
品開発の立場から、もっと広い領域に接しながら研究活動をしてみたいと考え
て。（化2名）
（6）企業の方が自分のやりたい基礎研究ができると考えたから。（国．生・86）
（7）修士課程に入学するのが遅く、就職できる限界の年齢であったため。（国・織．
80）
④（エ）の「特にメリットがない」とした理由
（1）何年で博士号が取得できるか、その後の就職先の不安が多かったから。（私．電
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・86）
（2）博士課程に進んでもテーマに恵まれ（今流行のテーマでないと難しい。自分の
やりたいテーマでないと不幸）なければ、博士になれるかどうかはカケである。
自分の人生をそのようなものにかけるのはいやである。オーバードクターもご
ろごろしている。（私・電・79）
（3）博士課程で博士号を取得しても、その先の保証がない。（最終的な就職先が見
えない）（私．電通．82、国．金．84）
（4）景気等考え3年後の就職状況が悪化とよんだから。（公・農・90）
（5）大学紛争があり、先行きが心配だったから。（回．応化．70）
（6）当時、自分として博士課程は大学に研究者として残る人のためのものと感じて
いるから。（鉄）
（7）大学人に魅力を感じなかった。（国．電・73）
（8）博士課程は教官養成の課程であり、企業における研究者養成の課程にはふさわ
しくないと思ったから。（回・機・82・輸）
（9）大学に教員として残る気はなかったから。（電機）
（10）大学に残れる可能性が低かったから。（4名）
（11）自分の研究テーマの分野では大学への就職は非常に厳しい現状であるから。
（国・物・90、回・数・86、回・数・81）
（12）研究開発を行う職業に就きたかったが、博士課程修了後、大学に就職（助手
→助教授→教授）した場合、特に前半期等の収入上の苦労が十分予測されたから。
（化2名81、85）
（13）博士課程には大変興味があり、外国の大学院等も調査した。しかし、博士課
程にいったら純粋な研究を続けたいと考えるだろう。そうすると、大学に残り
教授の道を歩くことになる。ところが現在の大学教授（だけではないが）に対
する報酬（研究費を含む）はかなり低いことと、ずっと大学に残っていると世
界が狭くなることの理由で就職の道を選んだ。（国・金・拍）
（14）特に将来の見通しがつかないから。時期的問題もあり担当教授の後をつげら
れるわけでもなく、他の大学にもコンタクトをとるのが難しそうだったから。
（私・電．89）
（15）over Doctor問題がclose up　されていた時代で、進学しても大学の　ポス
トがなく、オーバードクターで数年月も過ごしたくなかったため。（国・応化・73、
82、85、回・電・81、国・そ・82、私・機・73）
（16）進学した。2年間在籍してポストがないと解ったので就職した。（国・応化）
（17）進学したが大学での先の見通しが全くないと思われた。現実にその後10年間
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変わらなかった。（回・薬・75）
（18）0Ver Doctorになった場合の不安が大きかった。（国・応化・84、回・生・73、回・物・
84）
（0V＝求職難のため学生の身分を確保する必要上博士課程に4年以上在学しつ
つDr　論文を提出しない者）（回・金・83）
（19）当時理学系大学院は0Ver DoCtOrが大勢いて、博士課程を修了したとしても、
将来アカデミックポジションでやっていくのは、能力的にも大変だと思った。
就職するならば、修士の方が比較的有利と判断した。（回・化・69）
（20）アカデミックポジションにつける見通しがなく、修了後不安定な立場で過ご
す先輩をみて進学を断念した。（国．応化・83）
（21）アカデミックポジションについて希望がなく、企業研究者としては修士課程
で十分と考えていた。（回．化・66）
（22）博士課程修了後の国立研究機関、大学等への就職がない可能性が商いから。
また、会社が研究所に配属することを約束したから。（国・地・86）
（23）これ以上学生生活を続けると社会人になれそうもない気がしたから。（国・応
化．88）
（24）人間的に片寄り幅が狭くなってしまうから。（化）
（25）大学の博士課程という社会に閉ざした環境に長い間いることに不安を感じた
から。（回・生・88）
（26）いつまでも大学のような狭い世界にいてはいけないと思った。（国・機・85）
（27）博士課程で行う研究は実用上あまり役に立たないと考えたから。（国・機・88、
回．機・80）
（28）大学での基礎的研究よりも、もっと実社会での開発業務に携わりたかった。
（29名）
（29）企業において博士課程同等の専門知識を得たかったから。（電機）
（30）企業内にて、博士課程同等の知識・技術を身につけることが可能と考えた。
学究とは異なる感覚を成熟期にもつことができる。（園．薬．71）
（31）学生という身分でなく、賃金を貰ってプロとしてのシビアな世界で研究開発
を行う方が人間的にも成長できると思ったから。（7名）
（32）研究開発の成果が実社会にダイレクトに結びつく企業の研究開発活動を希望
したため。修士修了で企業に進んだ理由として、
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1「研究開発は実社会に貢献するために行うべきものである」という自分な
りの研究フイロソフイを早い内に確立したかったこと。
2経済、産業を常に意識しながら研究開発を行う習慣を早い内に身につけた
かったため。
3先端技術の研究開発に重要である研究設備の充実した環境に早い内に身を
投じたかったため。
4社会人としての人間形成を早い内から始めたかったため。（国．金．85）
（33）大学の狭い世界より様々な経験のできる社会にでたかったから。事実、就職
して3年間、すなわち博士課程と同じ年月の間大学に残っては経験できない様
々な経験（海外出張、実験等）を得ている。（国．そ．88）
（34）博士課程の研究の進め方と企業内研究開発部門の研究の進め方と違うと感じ
たから。（化．62）
（35）理論研究より、フィールドでの応用に興味があったから。（国・化・83）
（36）企業風土の中で研究したかった。（私．物．85）
（37）専攻分野が会社の方が進んでいる。（公，機．90）
（38）企業内での研究活動の方が活力があると判断したから。（電機）
（39）企業でも大学同様の（基礎的）研究ができると思っていた。（国・応化・88）
（40）就職しても学位はとれるから。（－）
（41）研究する環境（研究費を含む）や設備が非常に貧弱だから。（電線3名、輸2名）
（42）大学の研究費は企業に比べると少ないから。（精、石）
（43）国立大学研究室の臨時定員増などによる教育環境の悪化。
（44）研究テーマや研究環境に魅力がもてなくなった。（電機）
（45）博士課程の研究が就職後も継続してできる可能性は保証されないから。（国・
機・71）
（46）修士修了年に博士課程が新設されたが初年度ということで不安だったため。
（国・機・89）
（47）博士課程制度が確立されておらず、何年で学位がとれるとか、不透明な部分
が多かったから。（私・機．86）
（48）研究の必要性を十分認識していなかった。
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⑤（カ）の「進学したい研究室がない」とした理由
（1）日本の大学の封建性に嫌気がさしたから。（国・化・84）
（2）モラルが低い。活気がない。Out putがでない。（私・そ工・89）
（3）大学には適切な刺激を与えてくれる人がいなかったから。（私・電・85）
（4）適当なテーマがなかったから同じ専攻の博士課程に行く気にならなかった。
（園・そ工・83、回・応物・∬）
（5）研究内容の発展性に疑問があった。（国・物・81）
（6）自分の希望する研究ができそうになかった。また、基礎研究よりも製品に近い
ことに興味がでたので。（国．物．90）
（7）他分野の知識を得たかった。（私．化．87）
（8）機械系に大学院博士課程がなく、進学するとすれば電子工学系で機械系に関連
するものは限られていたため。（国・機．82）
⑥（ク）の「親に迷惑をかけたくない」とした理由
（1）必ず博士号を取れるとは限らないので。（回．そ工・87）
（2）早く独立して一人前になりたかった。（国・化・86）
⑦（コ）の「その他」とした理由
（1）所属研究室の教授他に幻滅したため。研究室間で後進の育成にかける情熱に大
きな差がある。（国・電・86）
（2）教授と肌が合わず進学を止められた。（国・物．90）
（3）教授を頂点とする封建制度にうんざりしていたため。（国・化．鍋、国．機㍗0）
（4）学部の体制が肌に合わなかった。（園．薬．90）
（5）国（国家プロジェクト）の研究予算をとり、よい研究室を作る能力において、
良い企業の若い課長は、標準的な国立大学教授よりも優れていると考えている
から。（私．物・88）
（6）テーマが自分に合っていないと考えた。（回．応物．85）
（7）博士課程には修士課程のうち1名しか進学できなかったから。（国．機．67）
（8）同一講座に進学希望者が何人もいたから。（回．土、回．応化43）
（9）同じ研究室の一つ上の先輩が博士課程に既に進学しており、同じテーマでは自
分が博士号をとるのが困難だったから。（国．電．85）
（10）学びたい先生（助教授）の研究室では、博士課程に進学する学生を制度的な
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面からとらなかったため。（国．金．87）
（11）一応の基準定員枠で受け入れ体制がなかった。（園．応用化．71、公・農・84）
（12）学科内で卒業時首席であった者のみが進学可能だったので。（国・機・80）
（13）博士課程進学を希望したが、教授の退官があり、その年は在学した講座の博
士課程への進学を学科では認めなかった。（国．応化．84、公．農．83、国・化・88）
（14）教授の退官が近く、不利な面が多いと考えたから。（公・薬・83、回・機・84、
回・応物・83）
（15）研究室の教授が定年退官したため。（回．化．87）
（16）指導教授の退官により研究室がなくなったから。（国・そ工・85）
（17）研究室の設備、研究費等が企業の方が遥かに豊富であったから。博士課程修
了後になるであろう大学の教官という職業に魅力を感じなかったから。（国・生
・83）
（18）1984年当時は、博士課程への進学はそのまま大学職員になることを意味する
状況であった。民間への就職希望であった小生には、博士課程進学後の就職は、
大学関係者に迷惑をかける状況であるように感じられた。（国・化）
（19）企業の方により魅力を感じたから。（鉄、化、国．物．悶）
（20）スペシャリストになる気がなかったから。（回．応化・82）
（21）助手として採用後9年間勤務し会社に入社。（園．金・78）
（22）専攻学科（経営工学）での学位取得困難なため。（国・そ）
（23）進学しても3年間で博士号がとれる保証がないから。（国・電・89）
（24）日本ではPhDのように3年で博士号をとることができないから。（私・金・90）
（25）弊学では実績が浅いため取得に5～6年要するようだったので。（私・機・79）
（26）在学した大学院では、30歳を超えてやっと博士になれるかどうかという状況
だったから。（国・機・82）
（27）生活設計（結婚）のタイミング（特に学生時代からつきあっている場合）か
らも、博士課程に行けば問題あり。
（28）結婚を控え就職したかった。（公・電・74）
（29）経済的負担が垂いため中退。（回・物）
（30）博士課程進学が博士号取得の唯一の手段ではないから。（国・そ工・90）
－　7　－
－271－
（31）論文博士の制度を利用すれば良いと思ったから。（国・電・71、私・電・87、
回・物・85）
（32）大学紛争で大学が落ちついて研究できる場ではなかった。（回・薬・69）
2　質問項目6の「修士課程修了予定の学生に、民間企業と進学のうちどちらを
勧めるか」、その補足意見
1就職に不利、有利のために博士課程に行くわけではない。経済的な理由等はあ
るだろうが就職うんぬんが進学するかどうかの分かれ道になるのはおかしい。
（同趣旨5名）
2　Q①の「博士の方が就職に不利」だと思うか
①（ア）の「博士の方が就職に不利」だとした理由
（1）限られた業界にしか行けない。（精）
②（イ）の「就職の心配は少なくなっている」としたことの補足
（1）しかし、専門性が高くなれば当然就職先が限られてしまうのも事実だと思う。
（鉄、電機）
3　Q⑤の民間企業の研究活動を行う上で博士課程を修了することが必要か
①（ア）の「修士で大丈夫」とした理由
（1）企業に行くなら、博士課程進学を止めた方が良い。（化）
（2）選択の幅を広げるのであれば博士課程に進まない方が良い。（電機）
（3）先生、先輩の指導とおりに仕事をこなすだけでやってこれた人は、進学しても
就職しても大成しない。自分でばりばりやる人は進学しても時間の無駄。（電機）
（4）博士号は必要だと思うが、博士課程修了は不要。むしろ博士課程を修了してい
ることで、入社後の研究テーマに融通がきかなくなる心配がある。（国．電．84．
通）
（5）自分の意識と選定した企業のカラーで研究活動はできる。（電機）
（6）会社でも十分博士と同等の力をつけることができる。（輸）
（7）体験上。（鉄）
（8）基礎的な能力、考え方が博士課程同等にしっかりしていればそれで可。（化2名）
（9）研究開発の考え方等基本的なことが自覚できれば可。（精、輸）
（10）基礎学力をみっちりつけることが肝要であり、資格は二の次。（電機）
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（11）ただし、博士には負けない勉強が企業で必要。（電機）
（12）大学に残るのと企業で研究するのでは趣が異なる。（鉄）
（13）学業と仕事は別物。（鉄、化4名、食、そ）
（14）必ずしも学位にこだわることはないと思う。（電機）
（15）研究開発活動は本人の能力による。きちんと勉強していれば多分　Masterま
ででその方法論は身につく。身についていない人には研究開発活動は無理。開
発なら企業の方が良。（電機）
（16）博士課程と同じ研究をできる就職先があれば進学すべきだが現状ではほとん
どないと思われる。（輸）
（17）専門分野であれば有利。一般には専攻が生かせる分野は少ない。（化）
（18）テーマによる。学歴は関係ない場合がある。（清）
（19）修士叉は博士課程修了という学歴より、個人の意欲、能力、資質の問題。
（電機5名、通、輸3名、そ）
（20）自分の従事している分野では、学部卒でも十分。修士修了なら十二分。
（鉄、食、そ）
（21）分野によるが、例えばElectronics　や　Factory Automation　などは企業
の研究開発の方が進んでいる。（電機）
（22）自動車業界ならば。（輸）
（23）現在、企業の研究所と大学院研究室のレベルは互角なのでどちらにいっても
同じ。（電機）
（24）会社の方が金銭面で大学では不可能な研究も可能。（化）
（25）日本の大学の貧困な設備では博士課程に意味があるか疑問。（国・応化・83）
（26）厳しくかつ指導者として優れている人がいるところなら、大学でも企業でも
良い。（電機）
（27）会社に入っても大学、学会等とのコンタクトは強くもち続ければ大丈夫。
（食）
（28）会社員ならば修士で十分。将来研究者として身を立てたいなら博士まで進ん
だ方がよい。（電機）
（29）実験室レベルの研究やシュミレーションを目指し、大学に残るなら博士課程、
いづれ企業に入るなら修士課程までの方がよい。（国・機・89）
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（30）ただし、企業でもフレキシビリティが高い博士は求めている。要は自分で研究
がマネジメントできる人を求めている。（化）
（31）学位の違いによる発言力の違いが企業内でも認められている。（化）
（32）研究活動の中では博士の権威は高い。しかし、修士でも活動そのものには支
障はないし、企業によっては博士号をとれる研究もできる。（精2名）
（33）企業でも博士を育成しようとするところもある。（化）
（34）入社後博士課程に進学する道がある。（輸、電ガ）
（35）一応企業へ。1～3年後に博士課程へ留学（国内含む）するのが、視野を広
めるために良い。ただし、レベルの高い研究室でないと意味はない。（化）
（36）研究開発活動を進めていくうちに博士号を取得した方が活動し易いが、3年
間を大学で過ごすよりも社会にでた後論文博士を取るべきだと思う。（輸）
（37）入社後に国内・外の博士課程に進学するよう勧める。（建）
（38）企業内で博士がとれるので、自分の研究開発の集大成として入社後機会があ
れば博士取得を狙ったらどうか。（鉄4名、化3名、医2名、電機5名、精、通）
（39）就職には修士の方が有利。会社に入ってから仕事に直接関連のある研究で博
士号をとるのが貸金や昇進の面で良いと思う。（そ）
（40）ただし、学位が欲しければ、企業に入って博士号をとるのはずっと苦労が多
い。大学院でとった方が楽。（鉄2名、電機、輸）
（41）与えられたテーマで応用研究するなら修士で十分、自分の好きなテーマで基
礎研究をしたいなら博士に進学すべきである。（電臥そ）
（42）基礎研究なら博士課程を修了していた方が有利だが、博士課程を修了する期
間を考えれば修士課程修了でも良いかも知れない。（精）
（43）ただし、純粋な基礎研究、最先端の専門的基礎研究、非常に高度な技術分野
では研究者であるためには博士課程に進学しておいた方が良いように思う。
（化2名、医、電機2名、輸）
（44）ただし、博士課程に進んだ方がより基礎的で高度なレベルに達することがで
きるので、企業の中で貴重な存在になり得る。（そ）
（45）博士号をもっている方が研究面での知識、人脈等で有利になると思う。（化）。
（46）博士号をもっている方が国際的には有利（化、医、電機）。
（47）国際的に活躍したいのであればDrは取った方が良い。進学とは別。（輸）
（48）博士号をもっていると対外的に信頼度が増し有利。（電臥輸2名、精、化、食）
（49）修士も博士も入社後の実力では差がない。しかし、博士の方が研究テーマ等
に選択の自由がある。（通）
（50）人によっては博士課程を修了した方が実力を発揮できる場合もあるだろう。
（電機、石）
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（51）特に必要はないが博士課程によって得るところは大きい。状況が許せば修了
しておいた方が将来的に良い。、（電機2名、通2名、輸、そ）
（52）ただし、チャンスがあって博士課程に進むなら米国の方がBetterと思う。
（電機、建）
（53）大学に戻るなら必要。（化）
（54）博士課程修了の影響は研究内容にはほとんどなく、会社の待遇に大いに影響
するので社会的に成功したければ博士課程にいけばよい。（電機）
（55）日本の現状（少なくとも私のいる会社）では、博士号は無いより有った方が
良いように思われる。（医、電機2名）
（56）強く推進していきたいテーマがあれば博士課程に行くべき。しかし、そうで
ないなら、社会にでて視野を広げながら博士課程に戻るべき。（化）
（57）就職先の会社の考え方と本人の意志によって変わると思う。個人的には、基
礎研究の資質を有する人は希有であるが一般論は通用しないと思っている。
（電機）
②（イ）の「博士の時代だから日本の博士課程を勧める」としたことの補足
（1）日本で　Dr　をとってから留学するのが良い。（医）
（2）基礎研究をやりたければ。（－）
③（ウ）の「博士の時代だから米国の博士課程を勧める」とした理由
（1）米国は研究環境、人材の点で日本より上である。（電機）
（2）研究職で特定の専門に興味をもつなら米国に博士課程が良い。特に一生研究す
るつもりがなければどちらでも良い。（回．応化・1975、回・化・1988）
（3）博士課程を修了したらそのまま米国にとどまるべき。（輸）
（4）学歴よりも個人の能力次第。ただし、博士（海外）はできれば進学すべし。
（鋏）
（5）研究開発に配属してほしい場合は博士号を取得が有利。今後は国際性豊かな人
が要求されると思うので米国。（電機）
（6）国内の研究だけなら修士で大丈夫だが、海外の研究者と仕事をする可能性があ
るなら研究者として認めてもらうために必要。（鉄、化）
（7）自らの分野を深く追求することと同時に、世界に目を向けるべきだから。（鉄）
（8）現在の大学では、修士課程だけ修了した者には、自分で研究テーマを展開させ
るだけの学力が身につかないため、博士課程に残って勉強した方が良い。就職
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の有利、不利の問題ではない。（私．化・1985）
（9）博士課程での研究内容が具体的な成果として社会に貢献できるためにも、入社
先の研究開発活動（哲学、体制、テーマ）との合致が是非必要。更に”研究の
すじ”の良いテーマを選ぶことも重要。（化）
④（エ）の「その他」とした理由
（1）日本、米国に関係なく、博士という学位は修士とは雲泥の評価をされることが
多いと感じる。（化）
（2）研究開発を仕事とする上での免許証である。（化）
（3）研究の企画、推進能力を養う上で博士課程は重要である。（電機）
（4）自分で筋道を立てて研究を行っていくには、博士課程の　trainingが必要で
ある。（化）
（5）企業の研究部門で昇進を続けるためには、博士号は必要になりつつある。（鉄）
（6）これからは博士の時代だから、日本国内外を問わず適切な研究室のある博士課
程進学を勧める。（電機2名、通）
（7）企業において自分の望む研究ができることは少ないので、自分の能力を信じる
ことができて、研究費などが豊富なところがあれば日本、米国を問わず博士に
進むことは非常に意味があることである。（通）
（8）現状では修士課程修了の人がほとんどだが、博士のニーズもでてきている。
（鉄）
（9）日本企業も技術導入の時期を完全に脱し、「独自の基礎開発を」という考えが
強くなってきた。博士の活躍できる時代になっている。（化）
（10）日米にかかわらず博士課程進学を勧めるが、米国ならなお良い。（石）
（11）日本でも米国でも欧州でも良いと思う。（輸、一）
（12）進学を勧める。博士号を鼻にかけるのは好ましくないが、どんな研究テーマ
であれ、研究開発を強固な意志で進め得る原動力となろう。（化）
（13）研究開発のノウハウは修士課程で修得できるが一つの研究テーマを追究する
上では、博士課程に進むべき。（輸〕
（14）博士課程修了者には、テーマも自分自身で最初から設定し実行することが修
士以上に求められている。それだけに期待を裏切れないし、裏切られた場合の
会社の評価も厳しいと思った方が良い。また博士課程修了者も、それでその道
の専門家を自認するのではなく、企業内で全く別のテーマでもやっていく意識
が必要である。（回・電・84・通）
（15）その分野の研究者として一生やる覚悟ならそのためには日米を問わず有用と
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思う。（電機2名、輸2名、精）
（16）やりたい分野のトップレベルの先生について博士号をとるようにすべきだ。
（輸）
（17）現在は修士課程修了でもよいと思うが、将来的には海外研究機関との交流も
更に増えてくるし、更に突っ込んだ研究をできる環境にあるのなら博士課程に
進学した方が良い。（鉄）
（18）研究のグローバル化が起こっているため、つ海外の会社の技術者と会うときに
Drの肩書きはあった方が良い。（化2名）
（19）実用に近い研究では不要。ただし、昇進を含め、より高い視野で研究を遂行
する上では進学した方が良い。（化）
（20）企業の研究体制による。（輸）
（21）菜種、研究分野、配属場所、配属希望場所による。（鉄3名、電機3名、石、通、輸
6名）
（22）専攻によると思う。企業は今までその会社になかった分野への進出、最先端
の研究に取り組んでいこうという姿勢が強くなってきている。そのような部門
には特に専門的な人材が必要になってきていると思う。（－）
（23）専攻分野（研究テーマ）による。（電機2名、輸2名、そ2名）
（24）学究的、基礎研究をしたいのであれば、日米を問わず博士課程進学。（精3名、
電機2名、輸、石、通、－3名）
（25）活動内容によると思うが必要。日米のどちらが良いかは一概にいえない。
（そ、輸）
（26）日本がリードしている技術領域では修士課程で十分だが、遅れている分野
（ライフサイエンス等）では博士課程をでた方が良い。（石）
（27）バイオ、エレクトロニクス分野なら日本、コンピュータサイエンス航空宇宙
分野なら米国の博士課程を勧める。（輸2名）
（28）機械系の場合、企業は博士を求めていないように思う。（精）
（29）研究開発で食べて行くなら博士課程の能力（知識を含む）が必要である。
（輸）
（30）専攻している分野で”メジ，を食べて行くつもりならば必ず博士課程に行く
べき（日米を問わず）（輸）
（31）独創性を製品に結び付ける意欲があり、そのような研究展開を描くならば日
米を問わず博士課程を修了して企業に就職すべき。（精）
（32）研究開発活動の内容による。大学が進んでいる場合もあるしそうでない場合
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もある。（通、精、電機3名）
（33）基礎研究、特に外国の研究所に勤務する場合、または共同研究する場合には、
Dr．コースの肩書きは必須（あった方が良い）。進学することが重要。その他で
あれば修士でよい。（鉄3名、化2名、医4名、食3名、電機6名、輸4名、精、石、－、通、そ）
（34）実力としての博士であれば是非必要だろう。特に基礎研究分野では。（精）
（35）研究開発といっても基礎から応用まであり、レベルによって違う。また、分
野によっても特性が異なる。どれを目指すかによる。（鉄3名、化、医、食3名、精）
ただし、つまらない分野の日本の博士課程は進学するに値しない。（鉄）
（36）研究開発のタイプによる。実用化を指向するならば、博士課程の時期である
20代後半を企業内で「ものを創る」研究に従事した方が良い。（回・応物・85・一）
（37）より基礎的な研究が必要とされる分野（薬学、生物学）であれば、ときどき
博士課程を出た方が良いと思う。（化）
（38）進学して、若いうちに博士課程程度の知識を身につけ研究開発力を養成して
おく必要がある。特に日本、米国と分けるとどちらともいえない。（鉄2名、化4
名、医2名、食、電機）会社では自由な研究開発活動はできない。（化）
（39）プロセス開発は修士で大丈夫。分野により日本ないし外国の博士課程を勧め
る。（鉄）
（40）基礎的な研究ならば米国もしくはヨーロッパの博士課程、実用的な研究なら
ば修士。（精2名）
（41）研究開発をしていく上で自分の専門分野に関する仕事なら自分に聞いてくれ
というような形で仕事を進めたければ、博士に進学することを勧める。逆に深
い知識、経験はないが会社でのいろいろな職種、職場に対応できるようになり
たければ修士で就職することを勧める。（輸）
（42）研究対象が現実世界で有効であり、質的深さを要求されるものであれば必要。
（鉄）
（43）企業の中では大きな必要性はないが社外活動（学会）を行う上で必要。社内
の技術者のリーダーになるには進学すべき。（－）
（44）じっくりつきつめてものを考える時間は会社では与えてくれない。そのよう
な作業が性に合っているなら博士課程をでてから就職を考えれば良い。（電機）
（45）その研究を生かす“就職口”があれば博士課程進学を勧める。（通）
（46）もっているテーマ次第。（通）
（47）大学での研究テーマをそのまま就職後も続けられる可能性及び希望があるな
ら日本の博士課程進学を勧める。（電機）
（48）会社の研究部門で大学時代と同じ研究を行うのなら博士課程をでた方がよい。
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別の分野の担当なら修士でOK。（電機、精）
（49）博士課程の研究内容が就職後に生かせるなら進学を勧める。（国・電通・88）
（50）もし、専門分野が同じであれば必要。（回・機．85）
（51）企業ではテーマに制約があるかも知れないがケースバイケース。（電機）
（52）”本当の研究”を企業で行える確率は、博士課程を修了していても少ない。
（私・化）
（53）大学と会社の業務との一貫性があれば有利と考えられる（人脈上も）（化）
（54）研究内容と大学のカリキュラム次第。（電機）
（55）所属する研究室のグレードによる。（そ）
（56）博士の質の問題がでてくる。例えば主査の教授は誰かなど。（電機）
（57）どのような教授のもとで博士課程の研究ができるかに大きく依存すると思う。
（電機）
（58）自分が興味をもった先生のところに行くと良い。（鉄）
（59）現状の修士課程は担当の先生が手とり足とり教えすぎ。今の修士修了生では
円滑に研究開発はできない。（化）
（60）現在の大学制度は1～4年までは楽すぎ学力が低下している。それを直さな
い限りはどれとも答えにくい。（電機）
（61）研究環境が整備されていれば進学を勧める。（輸）
（62）修士でも大丈夫だが、1分野を窮めておくのは後に役に立つので、できれば
進学を進める。（化2名）
（63）学位をもっていることは自信につながるのではないか？　できたら博士課程
を修了したい。（電機）
（64）絶対に必要ないと思わないが可能なら進学すべき。（輸）
（65）必要はないが、分野によるが多くの場合メリットが多い。（柵、輸）
（66）働いているうちに博士課程でやりたいこと、役に立つことがわかってきた。
必要ではないが博士課程で勉強したいと思う。（輸）
（67）金さえあれば進学すべき。（電機）
（68）博士は就職に不利だが、一旦就職に成功すれば研究できる環境がある。（医）
（69）大学が中心的役割を果たしている分野を志すなら進学した方がよい。（電機）
（70）企業における研究レベル、ベース、社内での人間関係等十分納得づくでやっ
ていけるなら博士に越したことなし。（そ）
（71）修士課程でどのような研究の仕方をしてきたかによる。（電機）
（72）会社に入って必要性を感じたら積極的に進学（特に外国へ）すべき。（輸）
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（73）企業内で開発活動を続けながら学究的研究を行い学位を取得するのは相当困
難を伴い、幸運でなければできない。（電機）
（74）実践に近い研究は企業で、アイデアで勝負するなら大学へと勧める。（電機）
（75）本当に自分の興味ある分野の研究がしたいという強い意志があるなら行くべ
きだと思う。（電機2名）
（76）企業の枠内（業務分野）で与えられた研究開発をやるなら修士で十分。その
学問を修めようとしたら是非博士課程に進むべき。ただし、視野は常に広く持
つよう（会社では狭すぎると因ること多し）（輸2名）
（77）企業では利益追求のための研究が多く、基礎研究がしたいのであるなら博士
課程を進める。（化）
（78）企業に入れば自分に都合の良い研究はできない。どんな研究でもよければ修
士で良い。好きな研究を続けるなら博士課程を勧める。（精）
（79）一生を企業の研究者として送るつもりなら不要。ただし、博士号は学会に通
じるパスポートのようなものなので、余裕があれば進学を勧める。（化）
（80）やる気があれば進学すべし。（大学での研究と企業での研究は性格の異なる
部分あり）（鉄3名、化3名）特に忍耐力のある人は米国を勧める。（鉄）
（81）自分の研究テーマを進める上で、良好な環境で経験を積めるのであれば修了
した方が良い。（鉄、化4名、食、電機）会社の研究部門に入ったときの昇進などを考
えれば。（食）
（82）経済的ゆとりがあれば進学を勧める。（医、電機）
（83）企業以外で国内で研究を続けていくためには、，博士，の肩書きがあった方
が有利。（電機）
（84）大学教授になるのなら、博士課程を修了することが必要であるが。（電機）
（85）日本の企業で働く限りあまり評価されないが、将来大学などで働くつもりな
ら必要。（医）
（86）専門性を高める上では博士課程を修了することは良いと思うが、企業に入社
して同一の職務ができるとは考えられない。考えの筋道を得ていれば後は個人
の能力によると考えられる。（化）
（87）どちらに進んでも研究を続けるのは自分の意志。ただし、企業内で研究を完
結するには大学より努力が必要と思う。（鉄）
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（88）損得を考えず、研究したいテーマであれば続けてやるべきだ。（烏臥輪2名）
（89）進学するかどうかは、企業の条件ではなく、本人が進学に値する研究テーマ
を持っていて進学する強い意志をもっているかが問題。博士の時代どうのこう
ので決めるのは論外。（化2名）
（90）博士課程修了の目的は、論文テーマを究めることであり、それ以外は付随的
なものだ。（鉄）
（91）思考力や創造力、解析力等を養う場として考えていれば勧める。（化）
（92）より広く深い知識を得るためには進学を勧める。（鉄、化、医）
（93）やりたい専門がハッキリあるなら博士にいった方が良い。（輸）
（94）進路を決める時点で、研究を行う環境が一番いいところに行けばよい。それ
が博士か企業かは関係ない。（電機）
（95）修士博士というこだわりより、本人の実質が大切。（電機、通、精）
（96）本人の意識次第で修士で十分であり、博士でだめな場合もある。（輸）
5　Q⑥の博士であることが評価されるか
（9　（ア）の「評価される」とした理由
（1）深い専門知識＋広範囲な知識＋効率的な仕事の進め方ができれば評価される。
（電機）
（2）博士の名にふさわしく、対象分野に対する博（広）い知見や確固たる研究方法
論を身につけていれば評価される。（電機）
（3）博士なら研究開発能力ありと判断される。（電機）
（4）ポテンシャルは評価される。（電機）
（5）学位を取得した場合は評価される。（電機）
（6）能力を高めたことが前提。（鉄3名、化5名、食、石）むしろ、博士課程を修了した人
はそれなりの能力を求められる（期待される）ため、厳しい。（化）
（7）ただし、専門知識だけでなく研究姿勢も身についていることが必要。（電機）
（8）実力が伴っているかどうかわからないが。（医）
（9）10年間は評価される。（鉄）
（10）企業人としての感覚が伴っていれば評価される。（電機）
（11）評価できる上司がいれば評価される。（鉄）
（12）研究に力を注ぐ企業では評価される。（電機）
（13）研究所ならば評価される。（鉄、化）
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（14）大企業の場合。（石）
（15）実力さえあれば評価される。（毛織、石）
（16）その企業にとって有益であること。（電機）
（17）企業に利益を与えた場合は。（そ）
（18）個々の企業で異なるが評価されるところが増えている。（化）
（19）評価の有無は、運、本人努力、その他例えばプレゼンテーション能力による。
しかし、本人の満足はわからないが一応の評価は得られると思う。（精）
く20）ただし会社による。（精）
（21）会社に貢献するテーマであれば評価される。そうでなければその分野の基礎
力とか、今うちの会社ではこういうことをやっていますというコマーシャルと
しての効果は評価されると思う。（－）
（22）高めた能力をアピールできれば評価される。（電機）
（23）日本の現状では評価されていないが、今後は実力を発揮すれば必ず評価され
る。（鉄）
（24）将来評価される。（電機）
（25）専門知識を生かせない場合もある。（石）
（26）評価されると思うが本人の希望する研究テーマをそのまま行えるかどうかは
わからない。（電機）
②（イ）の「評価されない」とした理由
（1）博士課程の能力でなく、その能力を企業の研究開発にどう生かすかで評価され
る。（石）
（2）企業の性格、職種に依存すると思われるが評価されることは少ないと思う。
（通、精）
（3）企業では良い研究がイコール金にならないので、研究論文では評価されないと
思う。（化）
（4）企業では金になる研究が重要視されるので、大学の研究が金のなる木に近けれ
ば評価されるし、遠ければ評価されない。（電機）
（5）基礎学力は修士で十分。利潤追求、企業イメージアップ等の効果が要求される
からこれとつながる能力がなければ評価されないのではないか。（鉄）
（6）分野によるが、あまり、深い領域では企業では応用性がない。（電機）
（7）あまりに専門すぎて評価され難い面もあると思う。（化）
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（8）博士課程を修了したことで一目おかれるだろうが、処遇面での違いはない。
（化、一）
（9）まだ年功性が根強く能力の評価が人事考課に含まれにくい。（電機）
（10）博士課程3年間を修士卒者が3年間就労しかつその3年間の勤務評定Aとして
取り扱われる他は変わらない。（電機）
（11）大卒年収のみで考えられる。（化）
（12）社内ではたいして評価されないと思うが、社外的には評価されると思う。
（輸）
（13）企業では、基礎的理論や原理の研究をさせる時間的ゆとりはない。（電機）
（14）期待されるが評価されるとは限らない。（化）
（15）研究成果が評価されるとは限らない。（電機）
（16）専攻していたことと仕事の内容が一致していれば評価される時もあるが、や
はり学業と仕事は根本的に違うので、「評価されない」と考えておくべきであ
る。（鉄、化、食）
（17）上が頭悪くては、下の能力を理解できない。（化）
③（ウ）の「その他」とした理由
（1）博士課程で本当に能力が高まるのかは、世間の議論が分かれていると思う。
（専門性と視野の狭さは表裏一体）（化）
（2）仕事の範囲が限定されてしまい、評価もどちらともいえない。（鉄）
（3）企業が求める分野の研究能力とその人の博士課程で研究してきたものとの対応
による。（通3名、精3名、電機2名、輸、建、そ2名）
（4）「博士課程の能力」と「企業の仕事」の一致が不可欠。（電機）
（5）博士課程に進むことで高められる能力は総合的な研究能力というよりある特殊
な分野についてのものである。したがって異なる分野で実力を発揮できるかは
疑問である。つまり、企業はそれを評価できない。（電機）
（5）状況による。（精）
（6）正当に評価されるかどうかは、企業の方針、ニーズ、研究体勢（研究所・プロ
ジェクトグループ）、社風（部門や上司の考え方、評価能力）、その分野の景
気動向等本人の資質以外の要素が複雑に絡み、一概にいえない。（鉄9名、化8名、
医4名、食2名、電削名、精3名、輪2名、石、電ガ、－）
（7）専攻の研究内容、技能と企業の要求が一致すれば評価される。または、され易
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い。（電線9名、輸7名、臥石、通2名、一2名）ただし、まだまだ重要視される職種は載
られている。（通、－）
（8）博士課程で修めた研究内容及び専門性（技術・知見）が、企業の要望（目標・
目的）と一致し、かつレベルの高いものであれば、評価を受ける。（一致しな
い限り評価されない）（鉄10名、化25名、医6名、輸）
（9）業種、会社による。一般の企業では、企業で必要とする能力と合致しないこと
が多く、あまり評価されないと思う。（化2名、医2名、電機2名）
（10）企業の研究開発方針、体制、配属部門、ポストにより評価されたりされなか
ったりする。（電機7名、精4名、輸12名、締盟名、通、建、そ）
（11）企業の目的と当該人材の研究対象の合致具合による。（電機2名）
（12）企業風土や理念に技術尊重が含まれていれば正当に評価される。（電機）
（13）企業の体質にもよるが自分の専門分野を生かせれば評価されると思う。（電臥
通）
（14）専門分野が狭すぎたり業務と合致しない場合は有効でない。（電機）
（15）研究内容が企業の求めに一致していれば評価されるが、そうでないと期待す
ること自体が難しい。（食、電機、精）
（16）企業での活動と博士課程の研究内容がMatchしていればプラス、Matchしてい
なければ、修士に比べゼロまたはマイナスに作用する。（電機2名）
（17）高めた能力を発揮する分野が企業の要求するアウトプットと一致していれば
評価される。（そ）
（18）博士課程と企業とが研究テーマが同じであれば評価されるが、異なる場合、
疑問、またはあまり評価されないと思う。（電機7名、精、輸5名、石、－2名、通）
（19）専門分野では評価されるがその他の分野では逆につぶしがきかないので荷物
になるだけだ。（電機）
（20）入社後も、博士課程でのテーマに密接したテーマを担当した時のみ評価され
るチャンス大。その他は修士と同等。（鉄、電機）
（21）博士課程で学んだことを生かせる仕事につけば評価されるがそうでない場合
は不明。（電機2名、輪）
（22）必ずしも、研究テーマを自分で選択することはできないので、その能力を生
かせるかどうかは断言できない。運の問題。（鉄、化2名）
（23）専攻分野による。（電機4名、精）
（24）仕事の性格による。基礎研究をやる上では評価されるだろう。（電機、輪5名）
（25）研究と開発では性質が異なり、研究に関しては評価されるが開発については
さほど評価されないと思う。（精）
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（26）研究者としての評価は受けるが、直接収入には影響ない。（鉄）
（27）企業によって専門的な能力の必要性が異なる。（電ガ）
（28）限られた業界なら評価されると思う。（精）
（29）企業の業種や規模による。例えば薬品関係については課程博士が必要。（輸）
（30）工学関係では評価されないが基礎研究の場合は評価され易い。（精）
（31）コンピュータ関連、新素材関連なら評価されるかも知れないがその他なら疑
問。（輸）
（32）精密機械の企業では必ずしも博士課程と一致しないだろう。（精）
（33）理学関係では評価されないが工学関係ではある程度評価される。（鉄）
（34）その会社の上部の考え方と本人の能力であり、この能力は研究能力とは異な
るものである。（輸2名）
（35）評価の価値が変わる（経営的なもの）。（鉄）
（36）博士課程で得た能力が必ずしも企業で有効－とは限らない。（過）
（37）性格的に大学と企業では異なる部分が多い。（精）
（38）会社は研究開発能力のみで人を評価しない。（電機2名）
（39）学問の能力と企業での能力とは別のもの、その理解が大切。（輸）
（40）企業での能力が商いか否かの評価は、必ずしも大学での評価と一致しない。
企業の評価は、個人の学術的能力より、むしろ仕事に対する意欲に依存してい
ると考える。（鉄2名、化）
（41）人間としての全的な能力が評価の対象となる。（通）
（42）評価は考え方、視野の広さによる。（輸）
（43）興味の範囲の狭い人は役に立たない。（精）
（44）企業の研究項目はよく変わるので、特定分野の専門知識だけではダメ。幅広
い知識を含めて評価される。（鉄）
（45）専門バカにならなければ評価される。（通）
（46）博士課程で得たものかどうかにかかわらず、その人の総合的能力が評価され
る。（電機）
（47）企業人としての姿勢、能力を生かす努力、その研究内容の企業での位置づけ、
環境によって異なる。（電機2名）
（48）その人のフレキシビリティによる。博士課程での仕事にのみ執着すると評価さ
れなくなる。（電機）
（49）企業では実務能力が問われているので、一概に評価されるとは言えない。
（輸）
（50）先見性、指導力、チームワーク、人間性、リーダーシップ等他の因子が大き
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い（要求される）。（化、食、輸）
（51）専門性以外に実用化、チームワークといった面での評価が企業では大きい。
（鉄）
（52）能力が発揮できるかどうかは個人差があるため、正当に評価がされるかどう
かは、わからない。（精、輸）
（53）本人の能力、考え方、人格等にも大きく依存。会社では色々な評価がある。
（電臥輸3名、精2名、－2名）
（54）分野と本人の表現（アピール）力による。（電機、そ）
（55）管理職への道は難しい。（電織）
（56）評価しない上司に出会う可能性もある。（輸）
（57）正当に評価されるかどうかは評価者の力量による。（輪）
（58）博士課程での成果を企業が生かせるように使ってくれるとは限らない。（電機
3名）
（58）企業のエンジニアに対する考え方次第であり、会社選びをまちがえると評価
されないことがある。（精2名、そ）
（59）評価する企業を選ばねばならない。（電欄は名、輸、通、一）
（60）正当に評価してくれる企業（＝基礎研究に熱心な企業）を選ぶ。（電醸、輸）
（61）企業は必ずその人の能力を生かせる場面を与えてくれる。その時にその人が
どういったことができるかで評価が決まる。（輸2名）
（62）研究の内容と企業の姿勢にかかっているので一概にいえない。（電機、石、輸）
（63）企業による。しかしその企業で評価されなくても他の企業で評価されるチャ
ンスはある。（通）
（64）企業によって異なると思う。基本的には個人の能力が評価の基準であり”で
もしか”Drなんかであれば存在は無意味である。（電機）
（65）学位では貸金差はでない。最後は本人の能力資質による。（電機3名、輸6名、精、
石、通3名、そ3名）
（67）博士課程を修了しても、能力は人それぞれであり必ずしも高いとは思えない
のが実態であり、博士＝評価商い　とはならないと思う。（医2名）
（68）博士であるからという理由での評価はないと思う。むしろ博士であることに
よりどのような仕事の取り組み方を会社内でするかが評価の分かれ道である。
（電機）
（69）能力は認められても、仕事に対する取り組みで評価される。（輸）
（70）全て企業での業績活動により評価されることを期待すべきもの。本人の能力、
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研究成果次第。（鉄8名、化29名、医5名、食4名、電機5名、精、一）
（71）その能力が会社に必要、または利益につながり、それに応えれば評価される。
（臥電機3名、輸2名）
（72）修士課程修了から3年の人と同等以上の仕事を入社時よりこなせば。（電機）
（73）当社には資格認定制度があり、博士はこの内で最上位である。メーカーの評
価の基本は製品まで仕上げることであって、この意味では能力を活かしてこそ
評価される。（精）
（74）研究ポリシー、実績に反映されなければ評価されない。（化）
（75）基礎学力、研究力をどう仕事に展開していくかがポイント。（化）
（76）研究方法については評価されるだろうが、研究分野の評価については場合に
よると思う。（化）
（77）その企業の将来を左右するようなレベル／分野であれば評価される。（電機）
（78）評価されるのは入社時のみ。入社後は学歴は無視される。本人の能力そのも
のが最も重要。（電機）
（79）やはり企業は過去のことより現在のOut Putであり能力に応じ会社に役立つ
何かを生み出せば評価される。（電機4名、輸2名、通）
（80）企業では、潜在的能力よりも顕在する成果を重視する。（電機3名、通、輸2名）
（81）会社のニーズに合った研究成果が評価されるので、本人の能力はその前提で
ある。（輸）
（82）企業は実績主義で学位のみで評価はされない。ただし、潜在能力の高さとし
て評価される。（－）
（83）能力（または研究テ「マ）が実務で役立つ（メリット）ものであれば間違い
なく評価される。（鉄、電機4名）
（84）「さすが博士卒」といわれる仕事をしなければ評価されない。能力だけ高く
てもダメである。ただし、給料面では3年先に入社した修士卒と同様であり、
それなりの評価はされている。（電機）
（85）能力は評価されるが経歴は評価されない。（一、輸）
（86）博士号をもっていることでなく、研究論文発表能力などの面で評価される。
（化）
（87）専門性ではなく博士として企業の外交役を期待されるであろう。（輸）
（88）肩書きは評価される。評価されるということがその能力にあった仕事を与え
られるということと考えると必ずしも　Yes　とはいえない。本人は評価されない
との不満をもつケースが多いと思う。（化）
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（89）しかし、成果と専門能力には相関が多分あると思う。（鉄）
（90）学閥はある。（食）
（91）少なくとも博士課程を修了した事実は評価される。（そ）
（92）企業への就職を前提として能力開発を行えば評価されると思う。（電機）
（93）博士課程で何をしたかが重要。程度の低い学生の面倒を見て三流の研究実績
をあげたくらいでは評価は低くて当然。（精）
（95）当初から評価される場合と何年かたってから評価される場合の二つがある。
（輸）
（96）評価される可能性の方が高い。（食）
（97）評価されると信じたい。（電機）
（94）何をもって正当な評価というのか解らないが、特別扱いはないと思う。（鉄）
（98）本人の能力とどの課程まで進学したかは無関係。（電機2名、輸2名）
（99）現在は評価されにくい。しかし、今後は評価されるようになる。（輸）
（100）企業によって差が大きい。現状では評価されない方が多いと思うが、将来的
には評価する方向にいくべきだと思う。（化、精）
（101）研究所etcの研究的業務に配属される。すなわち現場技術者の道は希。（鉄）
（102）志望する会社で博士課程修了者の能力と処遇について多くの例を調べなさい
という。（化）
（103）米国では博士号を取得すれば地位や研究活動推進上極めて有利になるが日本
では何ら有利なものは獲得できない。（電機）
6　Q⑦の進学を勧めるか勧めないか
①（イ）の「勧めない」とした理由
（1）就職の有利、不利等が全く頭になく、ただ研究したいという気持ちでない限り。
（電機）
（2）大学叉は国立の研究所に就職したいのなら進学を勧めるが、企業への就職を希
望するのであれば勧めない。（鉄2名、電機）
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②（ウ）の「なんともいえない」とした理由
（1）担当教授の質による。（電機）
（2）本人の希望が基礎研究であれば博士進学を勧める。（電機〕
（3）企業は基礎研究であれ、応用研究であれ最終的にはモノ作りの研究を行ってい
る。博士課程での研究がモノ作りにいきる領域のテーマであれば博士課程への
進学を勧めるがモノ作りにつながりにくい領域であれば早く企業に入ってもま
れた方が得だと思う。（石）
（4）就職先、経済状態も重要なファクタ。（通）
7　Q⑧の「勧める」とした理由
①（イ）の「これからは、博士でないと通用しない」とした理由
（1）高度の学識が必要となるから。（石）
（2）より専門的考えが今後必要となるため。（化）
（3）通用しないは少し言い過ぎ。研究には博士の方がbetter　と思う。（化、電機）
（4）通用しないとは限らないが、ハイレベルの学識経験は持っていた方が仕事の能
率がいい。（電機）
（5）企業内での博士の活躍の場が増えると思うから。（輸）
（6）研究の進め方を学んだり専門知識をえるなど博士課程でしか経験できないこと
もあると思うから。（電機）
（7）研究者にとっては博士は大きなステータスシンボルであるが、就職後の取得は
極めて困難である。このため、チャンスがあり、環境が許せば取得しておくべ
きと考える。（鉄）
（8）博士号があった方が何かと有利、修士が不利ではない。（鉄）
（9）外国技術者と接すると特にこれからは博士が有利と思うから。（化）
（10）米国では、Dr称が必要な場合がある。（電機）
（11）博士の方が仕事が面白くできるから。（電機）
②（ウ）の「3年後に決める方が良いと思うから」とした理由
（1）本人に進学の意志が少しでもあるならば行くべきと思う。就職はいつでもでき
るが進学は就職してから再び行うのは難しい。そういう意味での進路選択に良
いと考える。（精）
③　「その他」とした理由
（1）専門能力を十分に生かして研究開発活動を進めていくには、博士課程程度の研
究環境は有用だと思うから。（電機）
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（2）博士課程修了、博士号取得を自己実現に役に立つ単なる1ステップ程度に考え
る人に勧める。処遇の有利、不利等の問題ではない。研究行為に興味（心のや
すちぎ）をおぼえ、かなりの実験をこなしても、なかなかレポート、論文にま
とめられないタイプの人には勧める。博士課程でもんで貰い、博士論文をまと
めあげるという根気、気力を養い、経験すべきであるから。（社外秘等の配慮
不要）多少の実験で、堂々とレポートを作成し、自分以外の人にこれを呈示で
きるタイプの人には勧めない。
（3）3年後に就職しても不利になることはなく、その時は学位をもっているから。
（化）
（4）会社で学位をとることは難しいし、修士でも博士でも会社ではその差はほとん
どないから。（電機）
（5）ドクターを取ったら企業にこない方が良い。基礎研究できる施設を探すこと。
（電機）
3　質問項目7の「会社から派遣される場合の派遣先は、日本の大学院博士課程
か外国の大学院博士課程か」、その補足意見
1②の「日本の博士課程」を選んだ理由
①（キ）の「語学力に心配がある」としたことの補足
（1）語学にとらわれる時間を研究にさきたい。
（2）博士課程に留学する場合、学位取得も目的の一つであり、語学環境などに煩わ
されない日本の方が取得しやすいと思われるため。
（3）言語というよりも基本的に文化思想が違うと感じたことがあるので、勉強する
上でのデメリットの方が大きいと思う。
（4）生活環境の変化に対応し得るか心配である。
（5）風習、文化、友人などの点で苦労したくない。
②（ケ）の「その他」とした理由
（1）現在かなりの研究分野で日本は世界と同等かそれ以上進歩しているので、わざ
わざ海外に行く必要がない。（輸）
（2）とりあえず、東大の博士をとらなければ話にならない。（通）
（3）日本でも同じレベルの研究ができるから。（食、電機）
（4）日本の博士課程の方が楽に思える。（電機）
（5）日本の方が学問に打ち込める。（－）
（6）PhDよりも日本の博士の方が研究向きだから。（石）
（7）純粋に研究したいなら米国の方がbetter、学位が欲しいだけなら日本の方が格
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段に取り易い。（食）
（8）留学の経験から環境、風土なども研究生涯には大切。（電機）
（9）米国には日本の博士号をとってから留学すれば良いから。
2　③の「外国の博士課程」を選んだ理由
①（ウ）の「外国の方が優れた能力を幅広く身につけられる」とした理由
（1）研究の進め易さ、及び教育体制が厳格としている。中途半端な修了を認めない。
個々の競争心が強い。（化）
（2）基礎研究であれば外国の方がやりやすい。（国．応化．81）
（3）独創に対する評価が温かい。（国．応物．81）
（4）自主的な研究ができる環境にあると聞いたことがある。（化）
（5）特別高いと思わないが視野が広がると思うから。（通）
（6）日本の大学では独創的な研究ができない。（国．応物．85）
（7）日本の大学の予算ではなんら希望がもてない。したがって欧米ならまだましだ
という意味も含む。（回．応化．83）
（8）日本の博士課程は依然として大学教授の養成所としてのカラーが強く、研究者
の育成は二次的な役割となっている。（回．機．88．輸）
②（キ）の「外国の方が面白い」とした理由
（1）西欧諸国は、閥、専門分野にとらわれずに独創的で自由に活動できる環境にあ
る。（電機）
（2）外国では独創的発想、議論を体験できる。（電機）
（3）外国の方が学内の派閥争いが少なく実力主義。（精）
（4）日本人と外国人の研究に対する考え方、研究の進め方の大きな違いに触れれば、
日本人の能力をもってすれば、かなり良い研究ができる。（化）
（5）違った文化・制度に触れることで新たな視点・物の考え方ができると思う。
（6〉入社以来5年以上を会社で過ごしたため、今更日本の大学に入るよりも、多少
は独創的と思われる外国の大学を選びたい。（化）
（7）日本の大学には問題が多すぎる。1．人事の不透明感、2．研究テーマの自由度不
足、3．セクショナリズム、4．予算の不足、5．インフラの不足（化）
③（コ）の「外国の生活を体験したい」とした理由
（1）研究以外にも得るものが多いと思うから。
（2）これからの日本人は国際交流の仕方、付き合い方、考え方は大切。それを若い
世代で行うことが重要。（輸）
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（初　（サ）の「研究テーマから適当」とした理由
（1）外国の大学、研究機関の方が国内のものに比べて社会的なneedsに近い研究
ができるというイメージがあるため。（輸）
（2）実際に役に立つ研究を行って学位をとることができる。（日本の博士課程の研
究の多くは役に立たない。（輸）
⑤（シ）の「その他」とした理由
（1）外国の方が研究しやすい環境だと思う。（鉄）
（2）特に基礎からしっかりした学問知識体系を修得でき、プログラムも充実してい
る。（鉄）
（3）研究活動の活発さ、研究者の質、数とも外国、特に米国が有利。（電機）
（4）経験上、日本の大学、大学院の研究室は人員が多く制約が多い。外国の場合、
大学院生は学部の学生の指導をしながらも、より自由に研究活動に励むことが
できるし、教授のテーマの手伝いに終わることも少ない。（国・農・87）
（5）周囲の人間関係に影響されずに自分の意志で研究できると聞いているから。
（国・そ理．86）
（6）研究を続けるに値する研究室（教授）に入れるなら。（私・物．∬）
（7）実用的な知識が習得できると聞いているので。（鉄）
（8）外国の大学の方が企業との共同研究を行い易い体質にあり、会社の研究と関係
の深い研究ができるから。（私・応物．81）
（9）同じ博士でも外国で取得した方が企業で買われる場合が多いから。（建）
（10）最近の企業活動は海外を良く理解する必要がある。（私・機．74）
（11）サイエンスは外国、エンジニアリングは日本だと思う。大学院はサイエンスを
学ぶところと思う。（輸）
（12）外国（米国）の方が博士課程在学生を優遇し研究しやすい。（国・応化．75）
（13）いろいろな意味で自分の可能性を試すことができる。（化）
（14）同じ時間を使うなら刺激が多い方が良い。（国．金．90）
（15）日本以外の国を身をもって知るべきである。（国．金・85）
（16）日本の研究活動の風土になれてはいけないから。（私・電・86）
（17）日本の博士号が国際的にどれだけ評価されているか疑問である。（鉄）
（19）研究室、スタッフ、設備、予算等の面で優れているという印象がある。国内
はなんとなく貧乏くさい。（電機2名）
（20）日本の大学は十分な研究費、研究設備がない。（電臥輸2名）
（21）資金面で余裕のある場所が多いと聞いている。（輪）
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4　質問項目9の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、そ
の補足意見
①（オ）の「その他」とした理由
（1）教育水準の底上げ。（鉄）
（2）研究開発の比重が増すから。（通）
（3）優秀、意欲のある学生は博士課程に多いから。（化）
（4）博士課程修了者の増加と修了者が優秀な人材であるという事実により、ある程
度までは増加する。（輸）
（5）単なる研究者の絶対数不足。（化、電機2名）
（6）修士のレベルが低いから増加する。（化）
（7）大学の博士課程はあくまで自分自身のやりたい研究がやられていると思う。そ
の研究と企業が求めている内容が一致することは今後とも必ずしも多くはなら
ないと考えられる。したがって、たったの3年間の成果より自分のもっている
大きなポテンシャルを活かすという考え方に立つなら企業の採用は増加するの
ではないかと思う。（輸）
5　質問項目10の②の「修士課程修了当時を振り返ったときに、どのような条件
があったら博士課程に進学したか」、その補足意見
①（ア）の「異なる専攻学科に進学できたら」とした理由
（1）研究テーマが変更できたら。（私・電・87）
②（イ）の「教育が企業の需要に応じたら」とした補足
（1）テーマの選択は自由にしたいが、論文執筆法などの教育が充実していれば。
（私・電・85）
（2）もっと長期的な視野で自由な雰囲気を作る必要あり。（私・そ工・90）
（3）大学の中だけでテーマみつけるのではなく、企業から情報を得て世界的に企業
が進もうとしている分野での研究ができたら。（電機）
（4）博士課程の研究にもっと目的意識がはっきりしていたなら。（私・機・87）
（5）もっと実用的な研究ができたならば。（国・電・87）
（6）産学協同をもっと積極的に進めて欲しい。（回・電・71）
②（ウ）の「自分の研究時間が多かったら」とした理由
（1）自分の好きなテーマができるなら。（回・応化・90）
③（オ）の「特定教授の拘束が少なければ」とした理由
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（1）研究テーマを”完全に，，自由に選べるならば。（私・機・85）
（2）研究の自主性。（国・機・84）
③（ク）の「奨学金の貸与」としたことの補足
（1）米国並に400万／年得られたら。（国・そ・87）
（2）250～300万円程度が望ましい。（国・応・72）
④（ケ）の「返済不要の奨学金」とした理由
（1）博士課程に行く学生に対する資金援助は、年400万円程度無償で必要だと思う。
企業に就職する以上のneritがなければ、誰もDoctorには行かないのでは？（国
・電・85）
（2）300万円程度あれば。（回・物・85）
（3）200万円程度あれば。（回．電．90、回．金・85）
（4）120万円が必要。（国．電・88）
（5）100万円支給し、かつ両親の収入が少ない場合年間200万円程度貸与すれば。
（国．そ理．86）
⑤（コ）の「助手で8万円の収入があったら」としたことの補足
（1）社会人とみなせる月額20万円程度。（国．電・61、回・電・69、回・機・73）
（2）6万円ではアパートの家賃で全部なくたってしまう。少ない。12万円くらい
は欲しい。（私・電・87）
⑥（サ）の「会社貸与の奨学金」としたことの補足
（1）500万円。
⑥（ス）の「その他」とした理由
（1）博士課程が現在の修士課程と同様に高等教育機関としての性格をより強くし、
受け入れ企業も博士号をライセンスとして見るだけにし、企業内での再訓練を
徹底させること。（国・電・84．通）
（2）教育システム、体制が充実していたら。（国，応理．86）
（3）研究教育スタッフが雑務に振り回わされず、もっと本質的な学問について議論
を交わせるような環境だったら。（国・金．84）
（4）博士課程の研究内容が充実したものならば。（国．電・85、回．物．82）
（5）博士課程の研究環境（自分の意見が尊重されるなど）や教育水準がもっと高か
ったら。（私・応化㍗0、回・物・90、公・織．73）
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（6）大学側も博士課程へ進み易いよう魅力的な人材と環境を提供すべき。学生側に
もまだ博士は特別といった意識があると思うのだが？（私．そ工．90）
（7）大学での研究内容、レベルがもっと高かったら。機材などが絶えず更新され、
常に最先端のものを使用できたら。（国．電．90）
（8）もっと教授の指導を受けられ活気があれば。（私．そ工．89）
（9）米国におけるように教育カリキュラムが充実し、Ph．Dの取得者が高給を保証
されるようになるなら、進学していたと思う。（公・金・67）
（10）現在、大学の閉鎖性があり、他大学の大学院、特に私立から国立に移るのは
大変困難な状況である。この点を改善してもらえればと思っている。（私・そ工・
87）
（11）自分の大学に博士課程があれば。（国．機．88）
（12）二つ以上の異なる分野に所属できるなら。例えば工学と生物学とか。（国・そ
工．82）
（13）好きなことを研究できたなら。（国．電．90）
（14）テーマが魅力的なら。（回．応化．70、回．竜．88、国．電・78）
（15）日本の大学のElectronics、Engineeringを時代に整合した研究速度にすれば
博士課程の採用が増加すると思う。人の能力からみて、研究、開発など第1線
の活躍は35歳前後までが一般的です。その観点から入社は25歳前後までが良い
と感じる。（私．機．74）
（16）大学教職員の人間関係がもっとすっきりしていたら。（国・応化・88）
（17）教授が尊敬できる人物であったら。（私．篭．74）
（18）大学の先生が人間としてもっとまともな人であるならば（社会人として通用
する人間であったなら）。（国・そ工・87）
（19）欧米のうように　PhD　取得にnormally3yearS　とか成文化された制度が確
立されていたら。（私．機・86）
（20）3年もかからずに修了可能であれば。（私・応化・90）
（21）3年間で博士がとれる保証があれば。（国．電・87、私・そ工）
（22）博士コースが2年だったら。（国・化・73）
（23）もっと簡単に学位がとれたら。（国・電・87）
（24）学部修了年齢が満20歳程度であったら。（国・応物・86）
（25）学部卒後に博士課程に進学できるなら。（私・応物・89）
（26）教授陣、研究費不足、学生レベルから、進学の意味がないと判断。（私・化・
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65、回・応化・65）
（27）大学の研究予算が十分にあり、設備、環境が外国並に整えられていたなら。
（回・機・82）
（28）研究環境・研究資源（実験設備、研究資金etc）が充実していたら。（国・物・
84、国．応化．73、回．応化．90、回・物・85、回・そ工・臥国・応化㍗0）
（29）大学の研究設備が実用レベルの研究を行えるように充実している場合。（国・
機・79）
（30）研究設備が企業、米国の大学に対抗できる位に充実していれば。（回・応物・72）
（31）大学内外を問わず国などの研究環境が整っており施設等の利用ができたら。
（私・電・的）
（32）当時の研究環境（実験装置、研究費用）ではとても思うような研究が博士課
程で可能とは思えなかったから。（国・機・73）
（33）研究費が民間企業研究所のように巨額であるならば。（国・機・83）
（34）研究費が年300～500万円程度使用できるならば。（私・応化・86）
（35）研究予算がもっと多く、満足な研究活動ができる環境であれば。（国・応物・86、
国・電・87、回・物・87、回・薬・82）
（36）研究環境（予算等）が企業並に整備されていたら。（私・電・85、回・機・89、私・応
化・餌、国・機・87）
（37）ある程度十分な研究費（研究施設）とスタッフがいたなら。（私・電・84）
（38）研究費がもっと増え余裕ができたら。（国．土・90）
（39）十分な研究費を支給されるならば。（公・電．86）
（40）研究費の額が十分（年間数千円）であったなら。（国．機・84）
（41）大学での研究費が十分であれば。例えば企業等から研究費として紐付きでな
い資金を調達することが容易となる制度が整備されたなら。なにしろ大学には
資金がなさすぎる。経費を縮小するために払われる、研究とは異なる労力が大
きすぎる。（国．電．88）
（42）修了後の雇用の安定。（国・金・87、私・応理・89、回・そ工・79）
（43）修了後のキャリアパスのイメージがもっと身近に感じられたら。（国．電．83）
（44）博士課程修了後に高待遇の就職口がもっと多ければ。（回．電・81）
（45）博士課程修了者を受け入れ、その能力や経験を生かせる国公立の研究機関の
充実と企業の受け入れ体勢が重要と思う。（回．応化．85）
（46）博士課程修了後、一般の企業への就職が不利にならず、確実に研究職（公的
機関、企業を含めて）に就ける社会体制が整っていれば。（国．応化．89、国．農．88、
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国・生・90、私・電・74）
（47）IBM　や　ATTのベル研や　NTTの通研のような博士研究職が研究職としてのキ
ャリアルートを進める企業がもっと増えれば。（国．竜．81）
（48）博士に対する企業のリクルートがより明確かつ不安がなければ。（国．電．52）
（49）博士課程を修了すれば、企業への就職の心配がなかったら。（国．機．78．2名、
回・応化・81、回・応化・82、回・80）
（50）企業と、大学、国公立の研究機関の間で、ポストの移動を含めて人的交流が
もっと盛んであったなら。（回．生．83）
（51）海外のボスドクの良い口があれば。（国．農．86）
（52）大学、国公立の研究者の待遇がもっとましなら。（国．数．81）
（53）国公立の研究機関の研究職の収入・地位がもっと高ければ。（回．応化．1984）
（54）企業における博士の評価、処遇（給与等）がもっと高かったら。（回．電．87、
回・電・87）
（55）博士課程修了後の能力をもっと正当に評価できる体制が企業にできていれば。
（国・機・87）
（56）会社で優遇される。（現状では生涯賃金で不利）（回．薬．86、回．金．59）
（57）企業が博士課程を修了することで今以上に修士卒に比べて給料の差が十分あ
れば。（国・そ工．84、回．電．61）
（58）企業が博士課程修了より修士課程修了の方が望ましいという考えがより薄か
ったら。（国・薬・69）
（59）博士課程の研究内容と同様の研究が企業などで継続できたら。（国・そ・86）
（60）企業の入社年齢制限がなかったら。（回．電・85）
（61）現状のシステムでは、博士課程に進むことで相当な金銭的不利益が生じる。
すなわち、企業内での賃金、昇進面でのメリットが何も得られない学位に対し、
3年以上の期間と500万円程度の投資が必要となる。一方、企業に入れば、専門
分野において、大学と同等以上に　Skill up　を図ることができ、1000万円程度
以上の収入を得ることができる。（回．応化・84）
（62）学費と生活費を借金なしでまかなえる方法があれば。（国・機・85）
（63）奨学金や授業料免除の制度がもっとまともであったら。（自営業の子供は皐
に乗ってブランド品を多数もち、奨学金や授業料免除を受けている。サラリー
マンの子供は両者とも収入制限で引っかかり無理だ。）（国・そ工．87）
（64）育英会の奨学金が、国公立の研究機関に就職した場合だけ免除されるのはお
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かしい。民間の研究機関も国公立以上に日本の技術開発を支えているのだから。
（国．応化．83）
（65）もっと家に余裕があったら。（回．そ工・87）
（66）進学はしたが、全課程3年間のうち、1年2カ月を残して中退、民間企業に
就職。中退理由は、年老いた養父母（祖父母）が、小生の博士号取得より、一
日も早い就職を切望。生きているうちに、一人前の月給とりになることを見届
けたいという。小生は、企業内研究で論文提出の道もあると期待したが、いま
だ果たせず。以上首尾一貫を欠くところありと思いますが、率直な気持ち、考
えを記すべくベストを尽くしました。少しでも参考になればと存じます。より
よい制度への策定のご努力に感謝いたします。（国・応用理学・65）
（67）米国のように一旦就職後博士号取得のために、博士課程に入り叉再就職する
ことが日常的に行われているなら。（国・応物・73）
（68）帰国子女の受け入れが整っていたら。（私・数・90）
（69）興味ある研究テーマの抽出（発掘）と独創的資質に自信を有していたら。
（私・電．73）
（70）能力があったら。（国．機．90）
6　その他
（1）研究しやすい環境、制度の充実に向けてがんばって下さい。（私・そ工・89）
（2）博士課程に進むかどうかは、自分がその学問を一生やっていくかどうかで決め
るもので、就職条件の良否で決定すべきものではないと考えます。私の場合は、
一応学問をマスターしたので、これを応用したいと考え、企業に就職したまし
た。（私・応化・87）
（3）キャリアと純粋研究をはっきりと分けて、もっと国内の研究体制を強化優遇し
べきだと思う。安易な博士課程と就職との結びつけは無意味で安売りだと思う。
個人の根本的な問題で国が旗振ってもどうなのだろうか。（私，そ工．90）
（4）日本では修士、博士ともに研究内容、大学等の研究レベルの格差を無視した文
部省による資格が与えられるが、同じ学位をもっていても、その差は歴然であ
る。能力の差を考慮した学位の値打ちを決めるべきである。だから博士課程に
すすむかどうかでつまらない悩みをもつものであり、ましてや役に立たない修
士も多い。（私・電．90）
（5）経済的支援に対する金額の認識が低すぎるのではないでしょうか。ある程度
のレベルの生活ができることを充足すべく多くの助成をするようにアンケート
を活用して下さい。（国・－・73）
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（6）東南アジア／中東などから日本の国立大学の大学院へ留学してくる学生の中に
「何故日本に来るのか？」という理由に対して、
①「日本に来れば金銭的に楽になる」→この学生は日本政府からの奨学金
の半分以上を国の家族に仕送りしていた。
②「日本語をちゃんと覚えなくても、解らないふりをしていれば学位がと
れる」→この学生はカタコトの日本語だけしか話せず、理解せずに2年
間で修士号を得て帰国した。教授も面倒くさがっていた。
③「遊べる」等々の理由を答えるものが圧倒的に多かった。
それに対し、日本から海外に留学する場合の国費留学生の扱いは雑で、大学
の受け入れやすべての雑事をこなさなければならない上に、研究が進んでも留
学期間の延長を認められず、自分で学費を払っても延長した場合は帰国旅費を
カットされるなど、文部省か大蔵省の方の問題だろうが、研究活動に対する補
助の意識が低すぎる。対外的なミエだけで仕事をしないで欲しい。一言付け加
えないといけないと思った。（国・農・87）
（7）大学の研究室、研究所でやっているテーマとレベルの情報がもう少し入手しや
すいと良い。（回・電・81）
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3－4主要大学修士網在学生の「アント帽査票捕意見」
筆者は、1990年の秋に、大阪大学、京都大学、慶應義塾大学、東京大学、東京工業大学、東北大学、早
稲田大学の理学系、工学系の大学院鐘士線程（博士藤程前期）在学生から添付資料1に絡げるr壱－3　修士霧
捏在学生に対するアンケート貞査票」の回答をいただいた。その統計表は添付資料3及び4のとおりである。こ
れは「アンケート顔査票」で、筆者が記入を依頼した事項に対する回答及び回答者が特に記述した事項をなるべ
くありのままに転記したものである。（）の私は私立大学、国は国立大学、次の文字は専攻学科の頭文字を示す。
記載項目
1　質問項目2の「返済義務のある会社の奨学金に対する考え」の補足意見
2　質問項目3の「大学院に　teaChing assisitant　や　research assisitant
の制度があるかどうか」の補足意見
3　質問項目4の「teaChing assisitant　に応募するかどうか」の補足意見
3－1（ア）の「応募する」としたことのの補足意見
3－1⑧の「応募しない理由」の補足意見
4　質問項目5の「research assisitant　に応募するかどうか」の補足意見
4胃1（ア）の「応募する」としたことの補足意見
4－1⑧の「応募しない理由」の補足意見
5　質問項目7の「進学にすることについて」の補足意見
5－1①の「博士課程に進学する理由」の補足意見
5－2　②の進学希望先で「日本の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
5－3　②の進学希望先で「外国の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
5－4　⑤の「日本の大学院博士課程に対する希望」の補足意見
6　質問項目8の「博士課程に進学しない理由」の補足意見
6－1①の「博士課程に進学しない理由」の補足意見
6－2　⑧の「どのような条件が改善されたら博士課程に進学するか」、その
補足意見
6－3　⑥の2）の「会社から留学する先を日本の大学院博士課程とした理由」
の補足意見
6－4　④の3）の「会社から留学する先を外国の大学院博士課程とした理由」
の補足意見
7　質問項目9の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、
その補足意見
8　質問項目10の「教授から大学に残るように勧められた時の感じ方」の補足
意見
9　その他
略称：「修在」
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1　質問項目2の「返済義務のある会社の奨学金に対する考え」の補足意見
①（イ）の「借りれるものは借りたい」とした理由
（1）就職と関係ないという条件で現在借りています。入社したくなくなったとき
も気軽に断れるようにして欲しい。（2名）
（2）入社条件が前提となっている場合が多いが、決して個人の自由を拘束するもの
ではなく（返済すれば良い）、また、企業での研究を志すものにとっては、良
い　SyStem　だと思う。
（3）拘束が過ぎると問題だが、返済義務は止むを得ない。そもそも日本の奨学金制
度は欧米のそれとは異質である。
②（ウ）の「受給するとその企業との関係が深まるので借りたい」とした理由
（1）入社を希望しているなら、金について余計な心配をしなくて済むし、時間も節
約できる。（3名）
③（オ）の「返済義務があるから応募しない」とした理由
（1）返済義務があるので、経済的によほど困らない限り応募しない。
（2）博士課程をでてから、大学の助手等になった場合、給料が非常に安いため、奨
学金の返済は極度な貧困生活を強いることになる。いわゆる「ヒモ付き奨学金」
は、「5年以内に返済」の条件がつくことが多いが、これは企業に入らない限
り無理であろう。
（3）教員志望のため民間企業の奨学金は受給するつもりはない。（日本育英会など
なら受給する）
④（カ）の「その他」とした理由
（1）入社したい会社であれば、そこから奨学金を受けたい（受けてもかまわない）。
（7名）
（2）希望が固まっていれば借りたい。勤続数年で返済義務がなくなるのでそう負担
とも思わない。
（3）その企業に就職が内定した後で受けられるものなら受ける。（4名）
（4）単にお金が欲しくて応募するのはどうかと思うが、本当によく考えて行きたい
会社にそのような制度があれば大いに利用するべきと思う。
（5）相手の会社、返済義務期間、奨学金の程度などによって変わります。（2名）
2　質問項目3の「大学院にteaching assisitantやr・eSearCh assisitant
の制度があるかどうか」の補足意見
①（ア）の「制度はある」としたことの補足
（1）しかし、給料は貰えない。研究室に巻き上げられる。（私）
②（イ）の「制度はない」としたことの補足
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（1）しかし、無理矢理そういう状況におかれてしまう。（私）
（2）今、もっと安いお金でやらされている。（国）
3　質問項目4の「teaching assisitantに応募するかどうか」の補足意見
3胃1（ア）の「応募する」としたことの補足意見
①（ア）の「応募する」理由の補足意見
（1）アメリカ留学の体験から、過10時間拘束では日本の生活費には十分でない。時
間数を増やすべきである。また、アメリカのように授業料も免除すべきだ。
3－1②の「応募しない理由」の補足意見
①（ア）の「金額が安い」とした理由
（1）過去に経験したが、労働の割に安い。家庭教師のようにほかにもっと良い仕事
があるから。（2名）
（2）routine work　にしては金額が安い。
②（イ）の「そのような仕事はいやだ」の理由
（1）金額が安い上に時間をとられる。実際、今、teaChing assisitant　をやって
いるので良く解る。
（2）時間通りの終わると思えない。残業が多くて、その上、その分については払っ
て貰えないだろうから。（私、国）
（3）すでにあり、やっている。仕事が大変でわりにあわないが、やらざるを得ない。
（私）
（4）現実にそのような雑用は無理矢理にさせられている。（国）
（5）実質的な労働時間は過10時間以上になり、実質的な時給が安くなるから。（2
名）
（6）に10時間も拘束されると自分の実験・レポート作成等にシワヨセがいく。（9
名）
（7）過10時間も雑用が入っては自分の時間に支障をきたす。半分位の時間で同じ報
酬ならば考えても良い。
（8）研究活動に支障。過5時間程度なら応募する。（6名）
（9）そのための時間を自分の専門の研究に使いたいから（現在の研究室では忙しく
そのような時間はない）。（8名）
（10）中途半端でいやだ。助手なら助手、院生なら院生ではっきりした方が良い。
（11）教授に対し、金銭的関係が生じるのは好ましくないと思うから。
③（ア）の「金額が安い」及び（イ）の「そのような仕事はいやだ」とした理由
（1）将来自分にとって役に立つこと（例えばresearch assisitant）なら、多少時
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給が安くてもやる気になるが、単なる雑用であれば、他にもっと時給のいい
（具体的には時給5000円以上）のバイトがあり、研究時間を犠牲にしてまでやる
意味がない。
④（エ）の「その他」とした理由
（1）研究活動に対して払って欲しい。
（2）ゼミ、授業、実験などとの兼ね合いが難しいかも知れない。
（3）時間がない。
4　質問項目5の「research assisitantに応募するかどうか」の補足意見
4－1（ア）の「応募する」としたことの補足意見
（1）アメリカ留学の体験から、過10時間拘束では日本の生活費には十分でない。時
間数を増やすべきである。また、アメリカのように授業料も免除すべきだ。
（2）日本の学生は学費を払って　research assisitant　をしているので、この制
度は現実的ではないと思いますが。（私）
（3）今やっていることでお金が貰えるとは思わなかった。（私）
4－1②の「応募しない理由」の補足意見
①（イ）の「そのような仕事はいやだ」とした理由
（1）学生のうちは、お金を貰って研究するのではなく、自らの意志で研究したい。
時間が拘束され、自分の研究時間を計画的に作れない故。（7名）
（2）自分自身の研究の妨げになる。自分の研究が教授のものと同じになってしまう
恐れがある。自分の研究との境界が明確でない。（3名）
（3）自分の仕事をしたい。teaChing assisitant　なら良いが。
（4）実際は、自分の今している研究自体が、先生の研究の手伝いという側面もあり、
このシステムは作動しない。
（5）学生の研究は、教官の論文のために行っているようなものである。
（6）教授に対し、金銭的関係が生じるのは好ましくないと思うから。（2名）
（7）個人的つきあいはあまりしたくない教授が多い。雑用ばかりやらされるのは目
に見えてる。
（8）日本の大学のシステムをわかっていてこんな質問をするのですか？。ただでさ
え安い報酬で働かされているのに、こんなシステムができたら、余計ただ働き
の時間が増える。（私）
（9）残業が多くて、その上、その分については払って貰えないだろうから。（私）
（10）過10時間で済まなくなることが予想される。自分の研究時間をそれ以上割く
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のはいやだ。（2名）
（11）過に10時間も拘束されると自分の実験・レポート作成等にシワヨセがいく。
（5名）
（12）10時間は長すぎる。（4名）
（13）研究活動に支障。過5時間程度なら応募する。（2名）
（14）assisitantの内容によっては、時間を全く研究と関係のない分野で使うのは
難しいから。
（15）現在の研究室では、教授は実際に研究しておらず、学生の研究が教授の研究
と同様なのでその必要はない。（国・物）
（16）自分の研究がおろそかになる。手伝うことにより、研究のノウハウを与えて
くれる教授が少ない。
（17）教授から受ける仕事は自分の役に立たない。つまり、単に肉体的労働に終わ
る。
（18）これはどちらかというと院生の仕事である。又、院生は自分で研究方針を決
めるべきである。
②（ウ）の「お金を必要としない」とした理由
（1）現在もしているが、お金を貰うとそのことが正当化され、都合の悪いとき断れ
ない。
③（エ）の「その他」とした理由
（1）応募しなくても必然的にやらされている。（私）
（2）教授の研究の手伝いをするのは当然で報酬を貰うべきではない。
（3）事実上、院生が無料で既にこういった仕事をしている場合が多いので。
（4）この先、大学に残って研究を続けていく人のための制度と考えるから。
（5）時間がない。
（6）teaching assisitantの報酬だけで十分。
（7）教授と関係が深まり、就職などに制約を受けそうだから。
（8）本当に金が貰えるなら良いが、実際は研究費の「たし」にされてしまう可能性
がある。→現実はこうではないか。
（9）教授の研究内容を信用できない。過10時間ではおさまらない。
（10）教授は外回りだけで、研究していないから。（3名）
（11）研究の手伝いではなく、自らがテーマを決め研究し、それなりの報酬を受け、
社会的責任を負う存在でありたい。
（12）自分の研究に対して払って欲しい。
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5　質問項目7の「進学にすることについて」の補足意見
5－1①の「博士裸程に進学する理由」の補足意見
①（イ）の「好きな専門を続けたい」とした理由
（1）研究者になりたいから。
②（カ）の「その他」とした理由
（1）進学を勧められ、学位をとれるものならとっておきたいと考えたから。
5－2　②の進学希望先で「日本の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
①（エ）の「研究テーマからみて適当」とした理由
（1）自分の研究分野では日本が最も優れている。
②（カ）の「学びたい教授がいる」とした理由
（1）今の研究室に残りたいので。（国．電）
③（エ）の「研究テーマからみて適当」及び（カ）の「学びたい教授がいる」とし
た理由
（1）5年間で目標にアプローチするので、博士までは現在のテーマを続けたい。
（2名）
（2）今の研究を続行していくのに最も身近だから。（6名）
④（ケ）の「その他」とした理由
（1）進学が容易だから。
（2）外国に行く積極的な理由はない。（5名）
（3）外国にコネがないし、金もない。
（4）外国の大学院に進むための調査、準備をしなかったから。日本の大学院に進ん
だ後でも、外国にいくことを考えられると思ったから。
（5）今の研究室で行っている研究をあと何年か続けたい。
（6）外国は研究を支える生活環境に問題がある。
（7）日本の大学に籍をおき、外国に留学して外国の研究成果、技術を日本に取り入
れたい。
（8）外国での研究はしたいが、それは博士号をとってからの方が適当と考えるため。
（9）外国の大学院への進学を希望しても、それに関する資料も少なく、手続きの問
題など不明なことが多すぎる。
5－3　②の進学希望先で「外国の大学院博士課程を選んだ理由」の補足意見
①（キ）の「外国の方が面白い」とした理由
（1）いろいろな雰囲気での研究を体験したい。
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②（シ）の「その他」とした理由
（1）日本に信頼できる教授がいない。（回・機）
（2）国内に適当な研究室がない。
（3）アメリカ留学体験から、外国人（その国の人だけではなく、その国に留学して
いる人を含めて）との競争により、研究意欲がわくから。
5－4　⑤の「日本の大学院博士課程に対する希望」の補足意見
①（イ）の「大学は講座制でない方がよい」としたことの補足
（1）大学にとらわれずいろいろな教授に教えを請えるようにした方が良い。
②（サ）の「その他」とした理由
（1）純粋な研究が行われる機関であって欲しい。人事など人間関係の複雑さを感じ
る。
（2）学際研究（境界分野）への理解が欲しい。
（3）アメリカ留学体験から、アメリカに比べて学生の研究意欲がないせいか、教授
の指導意欲もなくなっている。（私・電）
（4）活発な議論ができるような研究室の雰囲気を積極的に作りたい。
（5）もっと研究水準を上げて欲しい。（国・金）
（6）教授が自分の仕事や研究費を貰うために企業と共同研究をして、実際は学生の
ただ働きになる様な状況を作らないようにして欲しい。
（7）研究に使う金が欲しい。予算がないので実験に不自由している。（2名）
（8）測定等について、より自動化を進め時間的なロスを減らしたい。
（9）白墨の粉が蔓延した教室は体に悪い。
（10）どこでも授業は非常に少ないのであるから、授業料は免除あるいは大幅な引
き下げをしてほしい。
（11）奨学金が給与（一部でも）になる。（2名）
（12）学費を安くし、援助を増やして欲しい。
（13）育英会の奨学金だけで生活できない。もっと金額を上げて欲しい。
（14）研究会発表の旅費等の援助が欲しい。
（15）物理の理論系は、実験系と異なり、実験設備に巨額の予算を要求するという
ことをしていないのだから、その分、本や論文誌、研究会、学会出席のための
旅費などの予算を増やしてほしい。現状では、これらの費用はほとんど全て学
生が払っており、自分の生活費における研究費の占める割合はかなりのものに
なる。そのため、貴重な研究時間を削ってまで、アルバイトをやらなくてはい
・けなくなるのである。
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6　質問項目8の「博士課程に進学しない理由」の補足意見
6－1①の「博士課程に進学しない理由」の補足意見
①（ア）の「学費の出費が大変とした」理由
（1）早く家庭を持ちたいが進学すると収入面で困難である。（2名）
②（イ）の「そろそろ潮時」とした理由
（1）博士課程に進学すれば、大学に残ってその先を研究することになると思うがそ
の自信はない。（32名）
（2）自分の能力に対する疑問を感じている。又、指導教授があまりに無能だから。
（3）いい加減年とったから。
（4）圧迫感から開放されたい。
（5）自分自身、研究に興味がもてなくなったから。（3名）
（6）自分の専攻する分野は、かなり完成されており研究の余地があまりないと思わ
れるので。（私・電）
（7）職業としてみた場合、物理より経済の方が面白い。物理に対する社会からの要
請を感じられない。
（8）修士入学時から働きたいと考えていたから。
（9）研究活動というものが一通り解ったし、社会に直接的に役立つ仕事を早くした
くなったから。（2名）
③（ウ）の「修士の方が就職有利」とした理由
（1）就職する業種、職種が限られたものになってしまうから。
（2）特に教授等の職がない。
④（エ）の「メリットなし」とした理由
（1）博士号を取得しても、その後大学等の研究機関によいポストがないし、経済的
にも、研究に没頭しながら自立することは難しいから。
（2）博士課程に進むと学費がかかる上、定収入を得る時期が遅くなり、就職後の収
入もそれに見合うとはいいがたいと思われるから。
（3）学位をとれること以外に博士課程にメリットがないから。
（4）大学に残っても将来の展望が見通せないから。
（5）博士課程に授業料を払うのはおかしいし、それに見合うメリットはどこにもな
し。
（6）研究設備が整っていないから。
（7）雑用に追われるから。
（8）魅力を感じない。社会でバリバリ働きたいから。
（9）更に深く狭く研究するのではなく、幅広く実際にモノになるような研究がした
かったから。
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⑤　くカ）の「進学したい研究室がない」とした理由
（1）日本で基礎研究を統けたいと思わないから。
（2）他大学（米国）に留学したいがいろいろの要因で無理。自分の研究室の研究の
質に納得できないから。
（3）もっと幅広く研究したい（人文社会的なものを含めて）
（4）自分の研究室の研究環境（施設や閉鎖的な人間環境等）に嫌気がさしたから。
（2名）
（5）大学院の設備などが貧弱であるから。
（6）指導教授が無能だから。
（7）研究に対する考え方もまとまってきた上、学校に残っても余り意味がないと考
えるため。（これは博士の称号が意味がないというのではなく、研究室で研究
を続けることが意味がない）
（8）今の研究が面白くない。
⑥（ケ）の「その他」とした理由
（1）研究室の体制が自分には我慢できない。
（2）教授の仕事ばかりやらされるようになるから。
（3）大学は基礎研究が主で、実用面に沿った研究ができない。研究室のスタッフが
学生の指導、育成に熱心でない。
（4）年齢的に博士課程までいくと就職に不利になるから。
（5）大学の研究は他機関に比べ自由であるかわり、個人としての能力の限界によっ
て拘束されており、孤独である。更に先の見通しの悪い場合が多い。そのため、
二次的要因（修了後の就職や在学中の学費）に煩わされたくなく、通常の社会
人同等にありたい。
（6）お金の問題と年齢の問題とさらに3年で学位がとれる保証がないため。
（7）博士だと卒業後の分野が確定することが多く、現在の研究以外にいろいろな分
野でのかかわりがもてなくなりやすいと考えたので。
（8）機械工学の性格上、実業界と学会の空気は違うと考えて。
（9）現在の研究とは異なることをしてみたいから。
（10）早く社会にでたい。（2名）
（11）社会的自立を早くしたいので。
（12）一度社会に出てしばらく仕事をした後、博士課程に進学したいから。
（13）就職したい企業、やりたい仕事が自分の中ではっきりしてきたので。
（14）最初から修士修了後就職しようと考えていた。
（15）能力不足。
6胃2　③の「どのような条件が改善されたら博士課程に進学するか」、その
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補足意見
①（オ）の「特定教授の拘束が少なくなる」としたことの補足
（1）所属がもう少し自由になる。
②（ス）の「その他」とした理由
（1）現段階の社会システム（状況）を考えるに、博士課程で研究を続けていくのと、
企業で研究を続けるのでは、研究施設の充実度の違い、同じかそれ以上のレベ
ルの研究者の数の違いなど、大学での研究のデメリットが大きいと思われる。
従って大学では、立派な研究者が育ち難い環境であり、お金（奨学金）の問題
ではないと考えられる。
（2）大学に在学しながら自由にビジネスに自分の研究を結びつけることができるな
ら（アメリカ等は比較的自由ですが）
（3）日本の大学の大学院のスタッフの質、数の改善。
（4）大学が研究環境として知的刺激が増えたら。
（5）講座制がなくなること。
（6）俗な言い方ですが、教授の政治手腕が大学、国公立就職の障害になっていると
思う。明らかに一部の研究者にのみ有利に運営されている。（例えば、科研費
の当たり方とその名目を見れば明か）
（7）指導教授が余りにも無能な場合、研究室などの多数決で教授を罷免することが
できるようにする。（私）
（8）3年で学位がとれる。
（9）学位取得年齢が下がること。
（10）技術職員や設備等の充実
（11）研究・開発に対して国がアメリカ並の研究費を補助する。
（12）研究費のアップ。
（13）研究室での研究に実質的に使える費用（校費、科研費etc）が充実する。同様
に設備も充実する。
（14）経済的及び精神的ゆとりがあればよい。
（15）学費がなくなる。
（16）返済不要の奨学金が年間200万円程度支給される。
（17）博士に対する世間、企業の評価が妥当・高くなるならば。
（18）企業が課程博士をもっと積極的に採用するようになる。（国．金）
（19）企業に修士修了より有利な条件で就職できる。
（20）アメリカのように博士課程修了者の給与が高くなること。
（21）卒業後の給料が格段にいい。
（22）民間企業への就職チャンスが増える。
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（23）しっかりした社会的地位が得られる。
（24）社会的にもっと博士課程の人数が増え、社会的に認められたら。
6－3　④の2）の「会社から留学する先を日本の大学院博士課程とした理由」
の補足意見
（む　くケ）の「その他」とした理由
（1）どこで学んでも同じ。博士課程は自らの能力が重要だ。
（2）外国で3年間で博士号を取得できないときは、社内で逆に待遇が悪くなると聞
いているが環境的に国内の方が有利。
（3）外国の教育水準が高く、自分の能力のレベルではついていけない。
（4）生活環境が良い。
（5）生活習慣が違いすぎて合わせられない。また、治安も異常に憲すぎる。研究よ
りも生きて行くだけで大変だから。〔3名）
6－4　④の3）の「会社から留学する先を外国の大学院博士課程とした理由」
の補足意見
①（キ）外国の方が面白いとした理由
（1）アメリカの講義等は面白く楽しく学べる。
（2）狭い日本に閉じ込もらずに世界的な研究をしたい。
（3）生活も全く異なる外国で、研究以外にも新しい発見があると考えられるから。
②（キ）の「外国の方が面白い」、（コ）の「外国の生活を体験したい」理由
（1）違う環境で研究したい。
③（シ）の「その他」とした理由
（1）日本にはろくな大学がない。博士号をとった大学が東大以外なら、ろくなこと
がないから。
（2）日本の大学院博士課程に全く希望がもてない（要するに当てはまる項目が三つ
どころではない）（私・槻）
（3）日本の大学は研究に専念できる環境にない。
（4）日本の博士課程は雑多な事務作業の忙殺されそうだから。（私・電）
（5）日本の博士課程には興味がないから。
（6）研究室の管理体制が違う（日本の方が封建的）。外国の方が予算が多い。
（7）外国の方があらゆる意味でレベルが高い。
（8）研究・学問に対する新たなアプローチの仕方を身に付けられるから。
（9）外国の教育制度の方が研究員としての思考力を養うのに適すると思われるから。
（10）欧米の工学博士は、日本の工学博士よりも価値がありそうだ。
（11）独創性が得られる。
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（12）外国人の意味する”研究”を肌で感じ、何らかの影響を受けたい。
（13）外国の研究手法その他を体験し、日本のものと比較することができるから。
（両方身につけた方が良い）
（14）大きな視野で勉強できる。日本の学位取得の体制では小さくまとまってしま
っている。
（15）外国というよりは日本を含めた世界中から選ぶようにすれば、自分の研究で
は世界一良い大学院に進学したい。
（16）world－Wide　な考え方を身につけ、世界の中での一人としての役割と使命を
考え、研究者としての責務を果たしたいと思うから。
（17）日本の人とは全く発想の違う人間に会える可能性がある。
（18）違った研究水準で研究ができる。
（19）外から日本を眺めてみたい。
（20）国際舞台で働くためにも必要。
（21）生活費（家賃、食費）が安い。
7　質問項目9の「民間企業は課程博士の採用を増加すると思うかどうか」、
その補足意見
①（カ）の「その他の理由により増加する」とした理由
（1）人が足りないからしかたなくとる。（応化等）（2皐）
（2）景気が良ければ研究が基礎研究に進むから増加。悪ければ恐らくカットされる。
（3）博士課程の人が増えるから増加する。
（4）あらゆるタイプの研究が必要となり、それを指揮する人間が必要となるため増
加する。
8　質問項目10の「教授から大学に残るように勧められた時の感じ方」の補足
意見
①（ア）の「良い話だから残る」としたことの補足
（1）とりあえず博士ぐらいはとっておこうと思い、やばいな－と思いつつやっぼり
教授の勧めに従ってしまう。
（2）一人立ちのできる研究者になるには、博士課程の期間は必要であると感じてい
るので、当然の勧めであると思われる。企業においては、自主的な研究が行え
る環境はまだまだ少ないように感じている。
②（イ）の「教員になれるかどうかわからないから無責任」とした理由
（1）現在の社会制度、大学制度からすれば、バクチ以外の何物でもないと思う。成
功すればまあ良いとしても、失敗したら悲惨。（国・機）
③（ウ）の「民間研究所の方が恵まれているから断る」とした理由
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（1）教官の小間使をさせられるのはいやだ。
（2）大学の環境が良くない（面白くない）から民間へ。
（3）博士号取得後、民間企業の就職が保証されるならばいく。（国・金）
（4）基礎っぽい研究よりももっと商品に近い研究の方が好きだという意味。
（5）金銭的に無理だから
（6）勧められたが、お金を稼ぎたいし、機械工学では博士に残ってもしようがない
ので、丁重に断った。
（7）教員になれないまま、30の声を聞くのは極めて不快。早く収入の得られる社
会人として独立したいと思っている。
④（エ）の「その他」とした理由
（1）現在の博士課程に魅力を感じない。（3名）
（2）日本の研究環境が悪いので大学に残ろうとは思わない。
（3）学校によって設備等にもかなり差があり、満足に研究ができるかどうかの保障
がない。（回・機）
（4）断る。その理由は、研究内容に魅力を感じない。研究体制（封建的、予算不足）
に不満。物理にあきた。（国・物）
（5）教授の考えている研究しかできないし、雑用が飛躍的に多くなるから、断る。
（6）雑用を押し付けようとしていると思う。学会発表要員は多ければ多い程良いの
だろうなと思う。
（7）特に教員になる考えはないが、博士課程が本当に研究を中心としたところであ
れば、教授に勧められようが、しまいが残ろうと思う。ただ単に雑用に追われ、
3年間過ごして肩書きだけとるのはいやだ。！
（8）言われたとおり、博士課程に進学すると教授から拘束が強くなると思う。
（9）一見自由な研究活動が得られそうにみえても、引き換えに失うものが多すぎる。
社会的な身分保障も経済的な余裕もなく、20代半ばの活動的な時期をア　ル
バイトに追われる現状に疑問を感じる。
（10）研究に関しては残る気があるが、閉鎖的な社会に対してnegativeな印象が
残る。
（11）大学の研究室はまだ閉鎖的過ぎる。人間関係が少ない。
（12）大学という小さな社会に埋もれたくないので断る。！
（13）この研究室では体力がなくなりそうなのでいかない。（応化）
（14）指導教授が信頼、尊敬できる人、魅力ある研究内容なら残る。（6名）
（15）教授があまりにも無能で自分のためにならないので行こうと思わない。
（16）修士・博士課程で大学を変え、視野を広げたい。
（17）他の場所で修業したい。
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（18）日本で基礎研究を続けたいとは思わないので残らない。
（19）アメリカに留学したいので断る。
（20）教員になりたいと思わないから断る。（9名）
（21）自分は研究職に向いていない。又、教授という職業に何の魅力も感じない。
（22）学位が取得できるのであれば残る。
（23）博士課程の3年は長すぎる。能力次第ですぐにでも博士号がとれるようにし
て欲しい。博士号→教員の図式は間違いである。（私）
（24）将来的な見通しが立つのであれば受けたい。（2名）
（25）必ず助手に採用してくれる約束があれば進学する。
（26）博士課程修了後の進路を拘束されないならば残ろうと思うかもしれない。
（27）博士課程修了後の進路に不安がなければ是非残りたいと思う。
（28）就職に有利となるのであれば進学する。日本において博士に対する評価が待
遇面で極めて悪い。
（29）助手叉は技官等に採用されるのなら良いと思う。
（30）日本の研究員（助教授以下）は社会的地位も金銭的地位も低いと思われるか
ら断ろうと思う。
（31）工学関係の場合、博士出でも就職には全く問題がないので、1つのChoiceと
して考える。就職と天秤にかける。（国．応理）
（32）大学の研究よりも企業で研究開発をしたいから。（2名）
（33）学問的興味だけを動機とした研究には余り魅力を感じないので断ろうと思う。
（34）金にならない机上の研究には興味がないので断る。
（35）修士で就職する意志なので断る。（博士課程＝大学に残るではない。教員の
ポストとは無関係）（9名）
（36）一年間社会で働くため断った。
（37）一度社会・研究所等に出てから考え直したい。
（38）現在の研究分野を続けたくない。（織）
（39）やっていく（学位をとるほどの人材でない）自信がない（叉は適性を考慮し）
ので断る。（31名）
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（40）現在の研究分野を特別続けたいという気がない。この分野での自分の能力に
明確な自信がない。以上の2点の理由で断る。（断った）　（回・応理）
（41）経済的に問題が解決できたら残ろうと思う。（2名）
（42）研究はしたいが、親に経済的負担を強いることになると判断すれば断るかも
しれない。
（43）学費や、将来の就職先に不安が残るので断ろうと思う。
（44）将来に不安を感じ、そこまでして博士号をとろうとは考えないので断る。
（45）いずれにしても、お金が儲からないし、仙人にはなりたくないので止めてお
こうと思う。（回・機）
（46）経済的、能力的限界、研究テーマの問題等から断る。
（47）これ以上学生を続ける余裕がない。（8名）
（48）残りたいが家庭の事情もあるので自分一人では決められない。
（49）これ以上親に迷惑をかけられないと考えているため、残ろうとは思わない。
（3名）
（50）経済面も忘れられない。
（51）経済的に自立したい。
（52）博士課程では知識を得ることはできても、生活力を養うことはできないと思
う。
（53）教授の意見は参考程度、その意見に左右されたくない。（4名）
（54）自分にとって魅力あるものであれば残る。
（55）企業か大学かは研究内容で決める。（3名〕
（56）やりたいテーマが民間でできるかどうかで大きく違うと思う。
（57）興味のもてる研究室になら進学する。
（58）研究を行う上での環境が自分に適切であるかどうかで判断する。
（59）自分の能力に自信があれば残る。
（60）良い話ではあるが、それだけで将来を決めるつもりはない。
（61）素晴らしい研究ができる人が残れば良い。
（62）その研究を続けたければ残ればいいのでは。
（63）その時までの研究活動（研究内容、環境等を含む）に満足していれば残ろう
と思うが逆ならば断る。
（64）わからない。教授に認められていることは非常にうれしく思う。（2名）
（65）現在、大学に残る気持ちはあまりないので断る。
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（66）将来設計が甘いので断る。
（67）仕事が残っていたら進学するし、そうでなければ就職する。
（68）人生の先が見えるのは面白くない。
9　その他
（1）アメリカに留学した体験から、アメリカと比較したコメント
日本とアメリカでは、教育体系に根本的な違いがあり、アメリカの教育の利点
を取り入れるには余りにも難しいと思いますが、少なくとも大学院においては、
改善できる点がいくつかあると思います。
まず、学生と教員の研究意識の向上です。レベルをもっと上げ、民間研究所に
近づかせるべきです。そうなれば、学位取得者の就職に対しての待遇が上がり、
企業と大学が提携して研究する体制ができるはずです。これにより、企業からの
資金援助で学生も経済的な心配はなくなります。研究を続けるために、外国に行
く必要があるとか、奨学金をおうぼしても可能性は低い（ほとんどが家庭の経済
状況により、いくらよい成績でも貰えない）などの馬鹿げたことはもういやです。
まだまだいいたいことは沢山ありますが、紙面の都合上これまでにします。
（2）日本には何も新しい仕事をしないで、給料だけ貰ってる教授が多すぎる。米国
などのように、教授職でもパーマネントとそうでないものにはっきり分けるべき
だ。もっと、競争原理を導入すべき。特に研究は実力主義でいくべきだ。
（3）企業の基礎研究は大学が行うべき。アカデミックなことではなく、結局は営利
のための研究であるから、国は大学への助成金を増すべきである。
（4）日本の大学は、教育に熱心さが足りないと思います。また研究に関しては基礎
研究が弱いといわれますが、応用実用のレベルへ持っていく研究を軽視している
ので、企業が大学の研究所に本当に期待することはないと思います。紙の上の優
等生が先生になって、また、紙の上の教育と研究を続けていく限り、大学は改善
しないでしょう。企業に出ていく人の中に、本当は日本の大学に欠けている人材
がいると思うのですが、そういう人を引き留める魅力がなければ、大学は変わら
ないでしょう。（国．工．電）（進学したい研究室がないから進学しない、民間企業
は課程博士の採用を増加しないと考えている）
（5）官・産、学とさまざまな研究機関が存在するが、大学ではより基礎的であって
目先の利潤成果を求めない機関であってもらいたい。100年後に成果があがるよう
な一里塚であっても良いと思う。
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3－5主要民間企業の人事部門の長の「アけ－帽査票掴意見」
筆者は、10［＝］年の秋に、主要民間企業38社の人事部門の長から、♯付資料1に掲げる「1－5　本
社研究開発人事部門の長に対するアンケート顔査票」の回答をいただいた。その統計表は3及び4のとおり
である。これは、「アンケート粛査票」で、筆者が記入を依頼した事項に対する回等及び回答者が特に記述
した事項をなるべくありのままに転記したものである。
なお、（）内の、「金●鉄」は「金属製造業●鉄細葉」、「石●化」は「石油製品製造業●化学工業（医
薬品製造業を除く）」、「医」はr医薬品製造業」「食●飲」はr食料品●飲料製造業」、「電・適」は
「電気機械製造業・通信業」、「そ機」は「一般・輸送・精密機械製造業」、「モ」は、「その他の産業」
をいう。
記載項目
1　質問項目6の「博士課程修了者を必要とする理由」についての補足意見
2　質問項目8の「博士号を取得することなく博士課程を修了した者を採用し
たことがあるとすればその理由」は何か
3　質問項目10の「修士課程修了者に対して会社が博士課程の学費を負担して
まで採用するかどうか」、その補足意見
4　質問項目6の⑥の「課程博士の採用が難しい状況にどのように対応してい
るか」その補足意見
5　質問項目15の②の「具体的な課程博士の処遇」の方法
6　質問項目16の「課程博士に対する研究所の評価」の補足意見
7　質問項目17の②の「課程博士を研究マネージャーにつけるときに修士と比
較してどのような特性がみられるか」、その補足意見
8　質問項目20の②の「民間企業が論文博士号の取得を奨める理由な何か」の
補足意見
9　質問項目21の「論文博士号を取得するときにどのような応援をするか」の
補足意見
10　質問項目22の②の「論文博士号を取得するとどのような処遇をするか」の
補足意見
11質問項目23の①の「会社の研究施設を大学院博士課程の学生や教授に使用
させることをどう考えるか」、の補足意見
12　質問項目27の「課程博士と研究開発推進との関係などについて、どのよう
なご意見、ご希望があるか」、その意見
13　質問項目11の「会社から研究所員を大学院博士課程に派遣するときは、日
本の大学院博士課程か、外国の大学院博士課程か」、その補足意見
略称：「人事」
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1　質問項目6の「博士課程修了者を必要とする理由」についての補足意見
（1）博士取得か否かにかかわらず優秀者を集めたい。結果として博士コースから
の採用も行うことになる。博士コース修了者だから必要とする特別の理由はな
い。（電・通）
2　質問項目8の「博士号を取得することなく博士課程を修了、した者を採用し
たことがあるとすればその理由」は何か
（1）博士号という学号にこだわらず、当人の研究能力を重視したから。（金・鉄）
（2）研究能力。（金．鉄）
（3）必要とする専門技術を有していた。（金・鉄）
（4）採用内定時には学位取得を前提としているが、入社時点で学位がとれてい
なくても、それを理由に採用を取り消すことはできない。（石・化）
（5）専門分野における研究潜在能力及び人柄。（石・化）
（6）研究能力を認めたため。（石・化）
（7）研究能力、研究経験。（石．化）
（8）当人の研究専門分野での研究能力重視。（石・化）
（9）採用時点での博士号取得の有無にはこだわらない。（医）
（7）博士号は取得していないが、研究能力は充分に高い。（食・飲）
（8）潜在能力に期待。（電・通）
（9）例外的な対応で、1年以内の取得が確実であったから。（電・通）
（10）教授推薦（一般の学卒採用と同様に）（そ機）
（11）必ずしも博士号は必要ない。（そ機）
（12）専門能力、教授よりの推薦。（そ機）
（13）特定専門分野人材の確保。（そ機）
3　質問項目10の「修士課程修了者に対して会社が博士課程の学費を負担して
まで採用するかどうか」、その補足意見
（1）（「働きかけない」とした上で）ケースによる。（石・化）
（2）個別事情による。（金・鋏）
（3）（「働きかける」とした上で）ケースバイケース。（電・通）
（4）都度可否を判断する。（そ機）
4　質問項目6の⑥の「課程博士の採用が難しい状況にどのように対応してい
るか」その補足意見
（1）博士数を増しても（修士＋博士）のトータルのパイは変わっていないので、
優秀者採用の目標からいえば、状況は変わらない。（電・通）
－1－
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質問項目15の②の「具体的な課程博士の処遇」の方法
修士課程修了者より、さらに専門性を重視した配置を行っている。（金・鉄）
賃金面。補助者の手配、テーマによっては同期のものに対してもリーダー
の立場に。（食・飲）
専門分野の知識をいかす。（電・通）
給与。研究専門職制度。（そ機）
専任研究員として活用する。（そ）
質問項目16の「課程博士に対する研究所の評価」の補足意見
個人によって異なるのでなんともいえない。（金・鋏）
専門テーマが合わないと成果がでにくい。（電．通）
7　質問項目17の②の「課程博士を研究マネージャーにつけるときに修士と比
較してどのような特性がみられるか」、その補足意見
（1）個人によって異なるのでなんともいえない。（金．鉄）
（2）個人差が大きく一概にいえない。（金．鉄）
（3）専門性がより高いので、部下をリードしやすいというほかに特に差はない。
（金．鉄）
（4）本人の有している資質・能力に大きく依存しており、博士号取得の有無は
直接関係ない。（金・鉄）
（5）個々人に属する問題であり、特に博士、修士による特性の差は指摘できな
い。（石・化）
（6）一般論としては、修士に比べヾ研究専門分野での先見性・創造性を見きわ
める力等は高いレベルにあると考えるが、一方で管理者としてのリーダーシ
ップ及びマネジメント能力は個人の人柄等の属性によるので、一概に断定す
ることはできない。（石．化）
（7）個々により差があり、一般論ではいえない。（石．化）
（8）個人による差が大きく、一般的にはいえない。専門性の高さに期待してい
る。（石・化）
（9）殊に特性なし。（石．化）
（10）個々人によって違うのでなんともいえない。（医）
（11）マネージャーとしての資質・能力をみきわめて選任しており、博士・修士
の特別視はしていない。特性も人次第で学歴による差は一概にいえない。
（医）
（12）個々人によって違うのでなんともいえない。（食．飲）
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（13）　とくにみられない。博士、修士の差よりも個人による差の方が大きい。
（食．飲）
（14）個々人により異なる。（電．通）
（15）特に差異はみられない。（電・通）
（16）大きな違いはみられない。（そ織）
（17）顕著な差は認められない。（そ機）
8　質問項目20の②の「民間企業が論文博士号の取得を奨める理由な何か」の
補足意見
（1）奨めていないとはいえないが、積極的に制度をもって奨めてはいない。
（石・化）
（2）（「奨めている」とした上で）ただし、業務との関連において。（食・飲）
9　質問項目21の「論文博士号を取得するときにどのような応援をするか」の
補足意見
（1）上司がよく相談にのる。（石．化）
（2）（「必要な時間」「社費の支出尾認める」とした上で）ただし、業務との
関連において。（食．飲）
10　質問項目22の②の「論文博士号を取得するとどのような処遇をするか」の
補足意見
（1）特別加点適用。（そ機）
11質問項目23の①の「会社の研究施設を大学院博士課程の学生や教授に使用
させることをどう考えるか」、の補足意見
（1）　ケースによるので、一概にいえない。（金・鉄）
（2）共同研究としてメリットがあれば考慮し実施する。（石・化）
（3）（「あまり関心がない」とした上で）ケースバイケース。（電・通）
（4）強い希望はないが、産学協同の立場からは必要と考える。（そ搬）
12　質問項目27の「課程博士と研究開発推進との関係などについて、どのよう
なご意見、ご希望があるか」、その意見
（1）「日本らしい博士のあり方」というのがあるのではないか。米国の博士は、
自分自身（個）の学問力、技術力に目が向いている。日本の博士は、そうい
う要素もあるが、産業界に片足をおいて、その技術を深めた博士である。米
国のような流動性のないことは否めないが、日本の博士は一つの企業の中で
終身雇用的なタイプで在職している。したがって、発想そのものが、長期的
になり、その企業の10年先の価値をダブらせて、その中で自分にどのような
ニーズがあるかを考えている。会社共同体という形で、自分の学力を見定め
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られる。会社経営も、長期見通しの上に研究開発の投資をしており、博士の
採用もそういう中で行っている。日本の博士の問題は、そういうことを考え
て流動的に考える必要があろう。（石・化（談））
（2）企業には基礎研究のみならず、開発研究も非常に重要である。生産に直結
する開発研究の重要性の認識並びに技術の修得を博士課程にも要望する。産
業界に進出して貢献あるいは活躍するためには、基礎研究だけではなく、開
発研究の力をつけていることが、より幅広い分野で力を発揮できることにな
ると信ずる。（石・化）
（3）①博士号取得者は、時として自らの「専門分野」にこだわり、それ以外の
分野に対し忌避する傾向をなしとしない。むしろ博士号取得者は、自ら
の基礎的能力、研究開発のアプローチ手法、オリジナリティへの指向等で
勝負すべきではないか。
②修士から博士課程に進学する段階で、厳しく研究開発能力を選別すべき
と思われる。モラトリアム指向の学生は排除していくべきであり、博士
課程進学老中3割前後の学生が就職時進路不明という現状は、極めて問
題である。（石．化）
（4）博士課程修了ということで余り専門にとらわれることなく、「マスターよ
りも、より知識、能力ともに深い、柔軟性ある研究員」との意識で会社に入
ってもらった方がよく伸びると思われます。（電．通）
（5）博士号を取得したしないは、ほとんど意味をもたない。実績が重要。博士
コースに進学したか否かも同様。ただし、種々な経験、経歴をもつ多様な研
究者が集まることが望ましいので、採用は積極的に行う。コース出身者が、
その経験をいかす、個性を発揮できるような教育が行われるか否かがポイン
トと思う。（電・通）
13　質問項目11の「会社から研究所員を大学院博士課程に派遣するときは、日
本の大学院博士課程か、外国の大学院博士課程か」、その補足意見
（1）どちらともいえない。（金．鉄）
（2）個別事情による。（金．鉄）
（3）ケースバイケース。（金．鉄）
（4）どちらも考えている。（石．化）
（5）どちらともいえない。（テーマ等に応じ、国内外で最適な大学へ派遣する。）
（石・化）
（6）ケースバイケースで一般論ではいえないが、日本が多いと考えられる。
（石・化）
（7）（「日本」と「外国」の両方とした上で）分野にもよる／先生などでどち
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らも考えられる。（石．化）
（8）ケースバイケース。（食・飲）
（9）ケースバイケース。（電・通）
（10）（「日本」と「外国」の両方とした上で）過去は外国に派遣する傾向であ
った。将来は日本に派遣する方向が強くなる。（電・通）
（11）　ケースバイケース。（石．化）
（12）（「日本」とした理由は）特定の専門分野をつつこんで研究するには日本
の博士課程の方が適している。（そ槻）
（13）　どちらともいえない。（そ）
－　5　－
－321一
3－6主要民間企業の研究所長の「アけ一帽査親述意見」
筆者は、1990年の秋に、主要民間企業57社の傘下の研究所長121名から、添付資料1に掲げる「1－
6　研究所長に対するアンケート窮査票」の回答をいただいた。その統計表は、添付資料参及び4のとおり
である。これは、「アンケート綱査票」で、筆者が記入を俵鎖した事項に対する回答及び回答者が特に記述
した事項をなるべくありのままに転記したものである。
なお、（）内の、「、」の前の部分は産業の種類を、後の部分は研究所の性格を表す。前部分の、「金●
鉄」は「金属製造業・鉄鋼業」、「石・化」は「石油製品製造業・化学工業（医薬品製造業を除く）」、
「医」は「医薬品製　造業」、「食・飲」は「食料品・飲料製造業」、「電・通」は「電気機械製造業・通
信業」、「そ機」は「一般●輸送　・精密機械製造業」、「そ」は「その他の産業」をいう。また、（）内
の後の文字で、「基」は「基礎的研究所」、「中」は「中央的研究所」、「実」は「実用的研究所」をいう。
記載項目
1　質問項目11の「研究所長が大学の博士課程に期待するもの」の補足意見
2　質問項目1の②の「博士課程修了者を必要とする理由」の補足意見
3　質問項目5の「修士課程修了者に対して会社が博士課程の学費を負担して
まで採用するかどうか」、その補足意見
4　質問項目17の②の「課程博士の採用が厳しい状況にどのように対応してい
るか」、その補足意見
5　質問項目9の②の「具体的な課程博士の処遇」の方法
6　質問項目8の課程博士の研究所の評価」の補足意見
7　質問項目10の②の「課程博士を研究マネージャーにつけるときに修士と比
較してどのような特性がみられるか」、その補足意見
8　質問項目9の「アメリカ型のマネージャーの養成を日本にも取り入れた方
が良いと思うかどうか」、その補足意見
9　質問項目12の「博士課程在学生は教授の有力な研究戦力といわれることに
対する考え」、その補足意見
10　質問項目13の②の「民間企業が論文博士号の取得を奨める理由は何か」の
補足意見
11質問項目14の「論文博士号を取得するときにどのような応援をするか」の
補足意見
12　質問項目15の「論文博士号を取得するとどのような処遇をするか」の補足
意見
13　質問項目16の①の「会社の研究施設を大学院博士課程の学生や教授に使用
略称：「所長」－1－
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させることをどう考えるか」、その補足意見
14　質問項目22の「課程博士と研究開発推進との関係などについて、どのよう
なご意見、ご希望があるか」、その意見
15　質問項目6及び7の「会社から研究所員を大学院博士課程に派遣するとき
は、日本の大学院博士課程か、外国の大学院博士課程か」、その補足意見
16　その他
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1　質問項目11の「研究所長が大学の博士課程に期待するもの」の補足意見
（殺聞11で大学の博士銀掛に期待する事項を14項目を掲げて、該当項目を遊んでいただいた。これは、その14項目
以外に記入されたものである。）
（1）専門分野について十分な能力をもった上で、質問11に掲げる能力を期待（金
．鉄、中）
（2）二種類あり。研究リーダー、専門職、それぞれ期待が異なる。ただし、人間
関係も良い人が好ましい。（石．化、中）
（3）博士教育のレベルを上げるべき。（石．化、実）（4－（4）を再掲）
（4）研究仲間というものがある。そこからの情報を活用したい。（石●化、実）
（5）研究テーマの提案能力。（石．化、実）
（6）優秀な指導者（教授）から受け継いだ研究哲学の具体化。（食．飲、基）
（7）創造性、独創性追求の訓練、姿勢。（宅．通、基）
（8）研究能力とマネジメントカと完遂意欲の高い人が望まれる。（宅．過、中）
（9）柔軟な研究姿勢が強く望まれる。（そ臥申）
（参考）（博士採用で、重視する項目として、「高度な技能（テクニック）」を
多重丸にしたものがあった。（石．化、基））
2　質問項目1の⑧の「博士諌程修了者を必要とする理由」の補足意見
（1）博士号取得者であるからといって採用することはない。能力、人物による。
（石．化、基）
（2）研究所として全くの新規分野に進出する場合、ドクタークラスのその分野
をよく熟知している研究者の採用は必須であると考えている。（竜．通、申）
（3）博士号の資格をもっている、もっていないというよりも、研究所として求
める人は、その人それぞれの能力であり、資格を求めていません。（そ機、基）
3　質問項目5の「修士課程修了者に対して会社が博士課程の学費を負担して
まで採用するかどうか」、その補足意見
（設問5で疎程博士の必要程度を確かめる観点から、修士を採用し、学費を会社負担で博士課掛。派適するように
働きかけるか否かを質問した。これは、その質問の補足意見である。）
（1）（「採用を働きかける」とした上で）ただし、研究能力、人柄が満足でき
るとき。（石．化、基）
（2）人物による。（石．化、中）
（3）（「採用を働きかける」とした上で）大学、専攻、研究テーマを勘案する。
（石．化、申）
（4）（「採用を働きかけない」とした上で）将来、奨学金給付ができるよう社
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内での働きかけを推進中。（石．化、申）
（5）（「採用を働きかけない」とした上で）ただし、人による。（石．化、中）
（6）場合による。（石．化、中）
（7）（「採用を働きかける」とした上で）ごく限られた分野のみ。（石．化、中）
（8）どちらともいえない。能力次第。（石．化、実）
（9）どちらともいえぬ。（石．化、実）
（10）（「採用を働きかけない」とした上で）特に優秀な人物以外は採用を働き
かけない。（医、申）
（11）（「採用を働きかける」とした上で）ただし人材・能力による。（竜．通、基）
（12）（「採用を働きかける」とした上で）ただし、専攻による。（竜．臥申）
（13）人物次第である。（食．飲、中）
（14）　なんともいえない。（そ機、中）
4　質問項目17の②の「課程博士の採用が厳しい状況にどのように対応してい
るか」、その補足意見
（設問17で必要とする課程博士の供給が十分でないと回答した者に、外国人採用で対応するか、日本人の課程博士
の増加で対応するかを質問した。これは、その質剛こ対する補足意見である．）
（1）社内で育成する。（石．化、中）
（2）優秀な人材の育成が必要。数の問題ではないと思う。（石．化、中）
（3）こだわらない。（石．化、実）
（4）博士教育のレベルをあげるべき。（石．化、実）
（5）質の向上。（医、実）
（6）結果として、採用したい人材も少ない。（「外国人の採用を増加させるこ
と」も「日本人の博士を増加させること」も必要とした上で）両方必要。た
だし、外国人の場合は、定着の意志、母国帰国後の活用（現地法人での採用）
などについて十分考慮する必要あり。（電．通、基）
（7）数の問題ではなく質の問題である。（そ機、実）
5　質問項目9の②の「具体的な課程博士の処遇」の方法
（投剛で「課程博士の処遇、活用は修士と異なる立場で考えている」と回答した者に、具体的な処遇．活用内容
を質問した。これは、その回答である。）
（1）年齢的に同様な待遇。実力によって差はつく。（金．鉄、実）
（2）平均的修士課程修了者が入社3年後に受ける所得待遇から出発。（金●鉄、中）
（3）少なくともチームリーダーないしその候補者として処遇している。（石．化、
基）
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（4）初任給は、修士課程修了の勤続3年者と同額である。（石・化、申）
（5）（「異なる立場で考えていない」とした上で）本人の実力次第である。
（石．化、中）
（6）手当を考慮する。（個々にではなく採用時に一律に）（石●化、中）
（7）修士課程修了の3年目の処遇にしている。（石．化、実）
（8）資格。上級職の資格に進むときに配慮しているが、実績はまだない。（石・
化、基）
（9）資格及び給与に格差。（石．化、実）
（10）テーマ、研究方法等について自主性の尊重。（医、基）
（11）入社時のサラリーと格に差がある。（医、申）
（12）給与面、資格面でのスタート時の格差をつける。（医、中）
（13）年齢考慮及び職級考慮。（食．飲、中）
（14）研究テーマの選択に自主性をもたせている。又、任用面で差をつけている。
（食．飲、中）
（15）研究テーマを独立させる。資格上の取扱いが異なる。（食．飲、申）
（16）職位、給与。（食．飲、実）
（17）給与面で優遇。（食．飲、実）
（18）（「異なる立場で考えている」とした上で）実績がない。（食・飲、実）
（19）大学での専攻を生かした研究開発テーマおよび研究開発のリーダーシップ
を発揮すべき立場への配置及び給与面。（宅．通、基）
（20）本人のもっている専門性を最大限に活かすように心がけ専門職コースを進
ませる。（宅．通、申）
（21）（「異なる立場で考えている」とした上で）具体例なし。（電・通、中）
（22）昇進のチャンス。（そ機、基）
（23）待遇は、修士卒（X）等級、博士卒（X＋1）等級（リーダー相当）で自動的に対
応、それ以外はケースバイケース。（そ嶺、基）
（24）職能資格制度（学齢考慮）による処遇。（そ臥中）
（25）入社時の格つけが異なる。（そ臥申）
（26）給与面。（そ臥中）
（27）給与。（そ懐、中）
（28）研究方針、給与など個別に対応している。（そ臥中）
（29）専門性を生かす業務につける。（そ機、実）
（30）研究プロパーの要員として育成し活用している。（そ、中）
（31）専門的な研究者として扱う。修士課程修了者にもそういう人はいるが、そ
う扱わない者も出てくる。（そ、実）
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（32）博士課程の年限は、入社年限に加算する。（そ、実）
6　質問項目8の課程博士の研究所の評価」の補足意見
（段間8で修士と比較して課程博士に多くみられると考えられる事例を10項目掲げて選んでいただいた。これは、
その11項目以外にみられる事例として記入されたものである。）
（1）良い意味で自覚している。（石．化、中）
（2）博士と修士の研究経験は入社時には違うが、能力は本人次第であって、両
者を区別することはできない。（医、実）
（3）現在一人しかいないので判断が難しい。（そ機、基）
（参考）　「専門にこだわるので、将来違う分野に配転したいときにそれがやり
にくい。」に多重丸をしたものがあった。（石．化、基）
7　質問項目10の②の「課程博士を研究マネージャーにつけるときに修士と比
較してどのような特性がみられるか」、その補足意見
（設問10で採程博士をマネージャーにつける段階で多くみられると考えられる事例を帽目掲げ、該当する項目を
選んでいただいた。これは、その帽目以外の事例として記入されたものである。）
金属製造業・鉄鋼業
（1）研究に熱心で、能力のある場合が多い。（金．鉄、中）
（2）　マネージャーとしては特に差異はない。個人のパーソナリテバこよるところ
が多い。（金．鉄、中）
（3）研究の進め方（方法）を良く知っており、スピードも早い。（金．鉄、実）
（4）（「研究の先見性、創造性を見極め、部下の研究能力を把握していく力、
部下をリードしていく力がある」とした上で）ただし、人に大きく依存する
ことは事実。（金．鉄、実）
（5）概して個性が強く、リーダーシップを発揮し、筋の通った人材育成もでき
るが、人を活かすための自己犠牲に欠ける。（金．鋏、実）
石油製品製造業・化学工業（医薬品製造業を除く）
（6）進行中の研究のレベルを把握する力がある。一つの研究領域を理解する能
力のある場合が多い。（石．化、基）
（7）マネージャーとしては、個人の能力に依存しており、博士、修士という差
はない。（石．化、基）
（8）マネージャーになる段階では個人差の方が大きく、博士と修士による区別
は難しい。（石．化、基）
（9）個人差が大きく、設問10の全てにあてはまる。（石．化、基）
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（10）特に博士号取得者であるからどうのこうのということはない。ただし、特
定の専門分野に関しては深い知識をもっている。（石・化、基）
（11）若手が多いので具体例なし。（石．化、基）
（12）先端の研究動向について、幅広い情報をもっており、判断力も良い。（石・
化、中）
（13）PhDをもつことは、リーダーの必要要件（対外国で特に）で、修士で入社し
ても会社でとらせる。博士／修士で学歴による差はつけない。リーダーの資
質のある人をマネージャーにする。（石．化、中）
（14）一概に決められない。（石．化、中）
（15）設問のどちらともいえない。（石．化、中）
（16）人物による。（石．化、申）
（17）研究マネージャーとしての特性に関して差は感じない。（石・化、中）
（18）人次第で一般論は成立しないし、又、統計的に意味があるほど課程博士を
もっていない。（石．化、中）
（19）人によ革。多くの部下をうまく使えない人がいる。優秀な割には協同作
業がうまくない人がいる。（石．化、中）
（20）今までのところ、マネージャー向けの人はいない。今後、育てるとすれば、
先見性、創造性による部下のリード。（石．化、実）
（21）何ともいえない。（石．化、実）
（22）個人差があり、一概にいえないが、研究の先見性、創造性を見きわめる力
はあるが、部下の研究能力を把握する力がないということでしょうか。（石・
化、実）
（23）研究の先見性は多少高いが、リーダーシップ面で多少劣る。（石．化、実）
（24）（「部下の研究をリードしていく力がない」とした上で）自分の研究・技
術にこだわり、部下の能力を引き出せず、それを発展させない例がやや多い。
（石．化、実）
医薬品製造業
（25）研究マネージャーとしては、修士、博士の差よりもマネージメントの能力
次第。（医、基）
（26）個人の人間性、個性etcによる。（臥中）
（27）マネージャーにつける段階では修士も社内の研究で博士を取得しており、
特に差はない。人物次第である。（医、中）
（28）問題の解決にあたり、その場しのぎの対策でなく、本質をとらえ、基礎的
な立場からの研究を指導しようとする傾向がある。（医、実）
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（29）博士、修士に大きな差はないと思われる。（医、実）
（30）博士号取得者でも、過去に業績を残し、これからも成果が見込めない限り、
特別視しない。（医、実）
食料品・飲料製造業
（31）自己の研究能力を基に部下をリードする力が強いと患う。（食．飲、基）
（32）研究展開の方法論を知っている。（食．飲、基）
（33）研究のレベルが高く、部下がついていく。（ただし、少グループ）（食・飲、
申）
（34）自主的な研究テーマがいくつかあがり、グループ内で研究が推進するが、
必ずしも全体がまとまらないこともある。（食．飲、中）
（35）特に差があるとは思われない。（食．飲、中）
（36）　特に差はない。（食．飲、中）
（37）いづれも一概にいえない。（食．飲、中）
（38）博士・修士というよりも、個人のもつ能力によると考える。（食・飲、実）
（39）自己の研究分野指向となり、やや考え方に硬直性がみられる。（食・臥実）
（40）当研究所の課程博士はまだその段階に達していない。（食●飲、実）
電気機械製造業、通信業
（41）部下の指導、育成に余裕をもってあたっている。（電●通、基）
（42）社外（学会、大学等）への人脈が強く、研究レベルの評価、リクルート上
で有利である。（宅．適、基）
（43）特に差はない。人物次第。（竜．過、菖）
（44）修士卒でも3～4年間の研究で博士卒と同等以上の実力をつけるので、両
者の違いはあまりない。むしろ、本人の本来の能力で決まると考えている。
（宅．過、基）
（45）博士号取得者固有の資質ではなく、マネージャーとして備えるべき資質だ
と思います。（宅．通、申）
（46）ブレークスルーできる能力がある。（竜．通、中）
（47）専門分野における研究遂行のリードには優れるが、部下の把握、先見性に
ついては個々人に依存する面が多く、一概には述べられない。（電・通、中）
（48）個人差があり、一概にどちらともいいがたい。（電●凱申）
（49）一概にいえない。（竜．適、実）
（50）個人差が大であり、特に意識はしていない。（竜．通、実）
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一般機械、輸送機械、精密機械製造業
（51）学問的なものの見方ができている。（そ嶺、基）
（52）全く人それぞれによる。（そ機、基）
（53）全く個人に依存する。他の条件が同じなら博士卒がマネージャーとしても
適当であるが、統計的にみると不適当の者が多い。（そ機、基）
（54）一般論では答えにくいが、平均的にリーダーとしての能力がある。（そ機、
中）
（55）研究マネージャーには、博士、修士を問わず、部下の研究者をリードでき
る人物を選ぶ。（そ機、中）
（56）研究能力を把握する力はあるが、バランス感覚がない。（そ臥中）
（57）事例がなくコメント不可。（モ機、実）
その他
（58）現在のところ数が少なく、特別に差は認められていない。（そ、中）
8　質圃項目9の「アメリカ型のマネージャーの養成を日本にも取り入れた方
が良いと患うかどうか」、その補足意見
（1）（「当社も学ぶべき」とした上で）ビジネススクール派遣型は、やり方はと
もかく基本的には賛成できる。（石．化、墓）
9　質問項目12の「博士課程在学生は教授の有力な研究戦力といわれることに
対する考え」、その補足意見
（設問12でもったいないという意見に賛成か不賛成か、いづれにあたるか質問した。これは、それに対する回答、
あるいは補足意見である。）
（1）事実がそうであれば、賛成である。必ずしもそうでないと思う。大学院博
士課程では、自分の考えを立証するための研究を行うべきである。論文はそ
の成果を世に問う唯一の場である。したがって、教授ピ，共同”で論文を作
成するのは当然で、そうすべきである。（石．化、基）
（2）内容による。（石．化、中）
（3）先生（教授）の実力次第。（石．化、中）
（4）（「賛成である」とした上で）手伝いという言葉に問題がある。（臥申）
（5）（「賛成である」とした上で）もし、そういう現実があるならそんな自主
的でない仕事をしているとは思えないが。（宅．通、中）
（6）（「賛成である」とした上で）手伝いの中身による。（電．臥申）
（7）ケースバイケース。（そ機、中）
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（8）（「賛成である」とした上で）教授、テーマなどによるため、どちらとも
いえない。（そ俵、申）
（9）良い場合と良くない場合と両方あると思う。（そ、実）
10　質問項目13の②の「民間企業が論文博士号の取得を奨める理由は何か」の
補足意見
（毅問13で論文博士号の取得を奨めると患われる理由を、帽日掲げてモのど桝にあたるか質問した。これは、5項
目以外に記入されたものである。）
（1）本人の論理思考能力を向上させることができる。自信を得るという意味で
は効果は大。（石．化、基）
（2）本人のモラルアップ。（石．化、中）
（3）奨めているが、極めて希である。（石．化、申）
（4）ビジネス・オリエンティドな研究でも社外レポート（特許・ペーパー）の作
成で一つの区切りとなる。その蓄積が博士への道を拓く。3年以上研究させ
る場合、博士にしてやれるように指導するのが上司の責任である。成功体験
が将来研究リーダーとなるチャンスを増大させる。（食．飲、菖）
（5）海外留学するのに博士号は必須である。国際的に人材を育て、研究開発を
行うため、博士号取得を奨めている。（食．飲、申）
（6）論理的思考、研究者としてのプロ意識が高まる。（竜．通、実）
11質問項目14の「論文博士号を取得するときにどのような応援をするか」の
補足意見
（設問14で論文博士号を取得しようとするときにどのような応援をするか4項目削げてそのどれにあたるかを質問
した。これは、4項目以外に記入されたものである。）
（1）原則として時間外の時間を認める。研究成案は”社業”に含まれるので、
”論文作成，，の目的だけではない。論文作成費用としてコピー程度の特別費
は当然認める。論文作成のために討議をし、必要に応じて添削する。（石．化、
基）
（2）会社の仕事で学位をとることの承認。そのためのチャンス（良いテーマ）
を与えること。（石．化、中）
（3）　自力でやり遂げることが大切。（石．化、申）
（4）教授にお願いに行くなどのサポート。（石．化、実）
（5）ある程度の配慮（時間的）をする。（宅．通、中）
（6）精神的支援と人事上の配慮。（電．臥中）
（7）必要時間、他の研究員の手伝い、論文作成費用は黙認している。（電●通、実）
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12　質問項目15の「論文博士号を取得するとどのような処遇をするか」の補足
意見
（設問15で論文博士号を取得すると本人に有利なことがある場合に、その内容を7項目掲げてそのどれにあたるか
を質問した。これは、7項目以外に記入されたものである。）
（1）次期ボーナス時に特別ボーナスを与える。（5～30万円）。（金．鉄、実）
（2）記念品。（宅．通、基）
（3）金一封及び表彰。（篭．適、中）
（参考）　成功体験が将来研究リーダーとなるチャンスを増大させる。（食．飲、実）
13　質問項目16の①の「会社の研究施設を大学院博士課程の学生や教授に使用
させることをどう考えるか」、その補足意見
（設問16で会社の研究施設を博士課程の学生や教授に使用させることを希望するか、あまり肺心がないか質問した。
これは、それに対する回答、あるいは補足意見である。）
（1）（「余り関心がない」とした上で）使用は状況によっては可能。（金．鉄、申）
（2）相互に必要性がある場合、現に使用を認めている。（石．化、申）
（3）必要に応じ（ケースバイケースで）考える。（石．化、中）
（4）可能である。（石．化、申）
（5）（「余り関心がない」とした上で）現状では、当方に余力がない。（石．化、
中）
（6）（「余り関心がない」とした上で）　関心がないわけではないが困難。（石．
化、中）
（7）関心あり。テーマによる。（食．飲、申）
（8）場合による。（そ機、中）
（9）（「余り関心がない」とした上で）教授との関係、学生のテーマなど、ケ
ースバイケース　　で対応している。（そ機、申）
（10）非常に希望する程ではないが、可能な場合には使って貰うのは好ましいこ
とと考える。（そ、実）
14　質問項目22の「課程博士と研究開発推進との関係などについて、どのよう
なご意見、ご希望があるか」、その意見
（これは投問22で、投問21までにお伺いしたことのほかに、博士号取得者と研究開発推進との関係について、ご意
見、ご希望を記入していただいたものである。）
金属製造業・鉄鋼業
（1）博士課程修了者の重みは、20－30年前の学部卒、修士課程修了者のレベル
ように感じている。個人差があるので、現在では入所者の適性をみて、配属、
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処遇を考えており、博士号取得者としての特別扱いはしない。研究の進め方、
専門知識の深さでは一日の長が他に比してあり、この点を活用したい。（金．
鉄、申）
（2）博士号取得者は、平均的に「専門分野を深く研究した」及び「知識範囲が
広い」等の点から研究開発推進力になる。しかし、特別待遇はしていない。
（金．鉄、中）
（3）博士号と研究実力には相関はない。ただし、博士号を有する人には実力が
高い人がいる確率は高い。基礎研究部門には、博士課程修了者を多く入れた
いと思う。逆に開発部門には不適な場合が多いと考える。（金．鉄、中）
（4）1研究開発においては、実用的開発の中に、基礎的研究課題が多く存在し
ているので、研究開発推進の中で、企業化に結び付けると同時に、学会
発表、論文投稿をさせたい。この両方ができると、研究者は活性化し、
頑張ることができる。
2　修士修了者は相当数の者が優秀である。課程博士は、大学研究室に、し
っかりそまった者でないと価値がない。
3　一方、大学で学ぶことは限りがあるので、研究アプローチ（文献検索、
仮説設定、着眼点、実験法）に、定石をしっかりもっている（身につけ
る）ことが必要である。（金．鉄、申）
（5）学士と修士にはかなりの差があると感じているが、修士と博士にはそれほ
ど差があるとは思えない。研究開発の実行力の面では、資格より潜在能力・
人格等の影響が大きいと感じる場面が多い。指導教官の能力・識見の影響を
無視できない。（金．鉄、中）
（6）博士号取得者と言っても、そのレベルは、出身の学校・教室、専門分野に
よって大きく異なっている。また、研究開発推進の能力は個人によるところ
があり、修士の方が優れている場合もある。一律には回答しにくい面あり。
（金．鉄、中）
石油製品製造業・化学工業（医薬品製造業を除く）
（7）周知のように、わが国では産業界と学界との間の人事交流があまりにも少
なく、双方にとっても、またわが国の全体の研究レベルの向上にもマイナス
となっている。これは学界の人事の閉鎖性によっており、博士研究員の活用
と育成に多大の影響を及ぼしている。（石．化、基）
（8）現状では、博士課程における教育は、教授（助教授）の助手として、研究
展開上の実務の修得に重きが置かれている（問題点）。今後は、幅広い知識
を修得し、多方面の分野で研究活動が行える実力を身につけた博士号取得者
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の供給を大学にお願いしたい。（石．化、基）
（9）一概に、博士という言葉ですべて判断することは難しい。石はどんなに教
育を受けようと玉になることはない。大学、会社を問わず、優秀な者が博士
コースに行けるようにすることが社会全体のために必要である。（石．化、基）
（10）私個人（博士号をもっている）の考えですが、博士号取得者だから“研究
者として優れている”とか、“有利にすべきだ，，とは思わない。大学院博士
課程は、企業の研究員の養成機関ではない。大学院博士課程の研究では、“
自分の価値観に従って自分の考えを具現する”ための努力をすべきである。
多少アンケートの求めている，，博士”のイメージと私共の考えているイメー
ジとのギャップがあり、回答しにくかった。不正確な点、個人的な意見が挿
入している点はゴカンベン下さい。（石．化、基）
（11）企業研究を志向する博士号取得者が必要である。現在は大学にポストがな
いから企業に来る人が多く、逆にそういう人は企業は欲しくない。（石．化、基）
（12）結局、企業にとって、博士号取得者のあり方は、その人の専門性の高さと
その専門性を企業の研究開発に活かせる能力とセンスがあるかどうかにある
と考えます。従って、修士課程、博士課程を通じて（研究者としてのベース
作りの期間）、大学でどのような育てられ方をしたかが重要と考えます。
（石．　化、申）
（13）日本にはボスドク制度がないが、今後ボスドク制度とボスドクの一定期間
の採用等が必要になろう。博士号取得者では研究者としての地位、実力が客
観的に評価がまだできない。研究者としての実力はボスドクとしての活躍で
決まっていくように思われる。（石．化、中）
（14）博士にも、研究者向き、技術者向き（というよりも、研究、技術共にこな
せるタイプ）がある。規模が小さく、基礎研究まで本格的にやれる余裕のな
い日本の化学会社では、後者の必要性が大きい。（石．化、中）
（15）博士をもっていることで狭い専門にこだわるのも一つの道であり、それを
ベースに幅広い知識を身につけた先端的な研究開発マネージメントに力を発
揮するのも一つの道である。そのどちらを選ぶかも本人の考え方、能力によ
るところ大である。博士をとるためには、かなり先端的かつ自主的に研究を
進めることが必要であり、それ故、研究に対する判断力が養われることが特
徴であろう。（石．化、中）
（16）研究能力と人柄が最も重要。（石．化、実）
（17）修士卒を3カ年間企業内で先がけて育成した方が、博士卒を直接採用する
より、総合的に考え、組織上有益な構成が期待できる（現状では）。（石．化、
実）
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医薬品製造業
（18）研究能力、熱意、指導性、判断力などは修士と博士号取得者との間に差は
少なく、要は本人の能力と毎日の努力によって評価されるべきものと思いま
す。（医、実）
食料品・飲料製造業
（19）研究のノウハウは人から人に微妙にしか伝わらない部分がある。例えば、
ノーベル賞学者の弟子がノーベル学賞を受けたり、プロ野球の優れた監督の
源流が川上か三原にたどりつくように。したがって、研究開発推進には、優
れた研究哲学が脈々と組織に流れていることが必要である。優秀な教授の指
導を受けた人、成功体験をもった人が期待されるのは、彼らが受け継いだり、
獲得した研究哲学を日常の研究に具体化することである。また、組織もその
ような観点から編成されることが望ましい。（食．飲、基）
（20）製造業は、常に新しい製品を開発していく必要がある。特に最近、独自技
術開発の必要性が強く意識されている。企業としても、短期的でなく長期的
な目でみた技術開発を進めていくためには、優秀な技術者が必要である。そ
れが必ずしも博士課程修了者とはいえないが、最低博士号を取得できるよう
な研究開発に携わった経験（何かのブレークスルーをした経験）は独創的技
術開発に役立つと思われる。ただ、企業で人を採用するときに考えることは、
博士課程を出ていることではなく、そこで、どれだけ研究に対する心構えを
身につけたかだと思います。（食．飲、基）
（21）日本の企業は基礎から応用、開発研究と広い分野に対応しているので、博
士号取得の研究者もある程度必要だが、製品を開発完成する実用的な研究者
も多数必要である。（食．飲、中）
（22）博士号取得に相応した研究経歴と専門知識、能力が必要であって、博士号
の資格にはそれ程関係はない。博士号は目安に過ぎない。（食．飲、中）
（23）海外留学するのに博士号は必須である。国際的な人材を育て、研究開発を
行うため、博士号取得を奨めている。（食．飲、中）
（24）当研究所ではいくつかの“弱い部分，，があり、この分野の大学研究室から
良い課程博士が得られれば、すぐにでも欲しいが、柔軟性のない研究者はリ
ーダーになりにくく、研究開発推進上マイナスになる。柔軟性のある修士が
採用できれば、1～2年企業内で問題意識をもたせた上で、国内留学させて
博士課程を修了させた方が、より確実と考えている。（食●飲、実）
（25）全ては人によります。博士でもダメな人はダメ。今のところは修士で充分
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だと思います。（食．飲、実）
（26）新卒博士号取得者と修士取得者の間に一般的にそれほど違いはない。個々
の問題だ。中途採用者では学位をもっている者の方が優れている。勿論、採
用時に経歴などを充分にチェックできるからと思う。（食．飲、実）
（27）博士号取得者の中に、その人のLife workのようなテーマをもって研究所
にきてもらい、最初は一人で仕事を続けてもらい、発展していくにしたがい、
研究員を増加させながら進展を見守れる人がほしい。そして、そのテーマが
大きな基礎研究か、新しい開発研究に広がる仮説をもった人を探している。
（食．飲、実）
（28）具体的事例なし。（食．飲、実）
電気機械製造業、通信業
（28）国立大学の大学院在学者が企業研究所に入り込んで研究活動を行うように
すれば、大学の研究活性化につながる。（電．過、基）
（29）海外（米国）の博士号取得者（有名校が多いが（MIT、スタンフォードなど））
は、研究遂行能力や帽の広さ、問題発見能力、諭文化能力など日本の博士号
取得者よりはかなりレベルが高い。教授陣の指導及び教授の質、研究設備環
境の相異も大きい。博士号取得を奨励するべきだが、総合的対策が必要と思
われる。（電．適、基）
（30）日本における博士号は研究能力の有無の絶対尺度とならない。ダメな博士
も秀逸な修士もあり、大学での教育が絶対的なレベルとして揃っていない。
アメリカの博士課程の方が厳しいしごき方になっており、特に提案能力の育
成において格段の差がある。ただし、日本人の横並びカルチャーが現実的に
は日本国内の行動において必ずしもアメリカ流の発想行動が受け入れられな
い状況にある。（宅．通、基）
（31）研究所として全くの新規分野に進出する場合、ドクタークラスのその分野
をよく熟知している研究者の採用は必須であると考える。研究能力とマネジ
メントカと完遂意欲の高い人が望まれる。（竜．凱中）
（32）社内的に仕事を進めていく上では、博士号は必ずしも必要とは思わないが、
対外的又特に海外とのつきあいの多くなった現在、学位をもっていることが
何かにつけて有利と考える。又、本人の研究者としての位置づけも明確にな
ると考えている。（竜．臥中）
（33）博士といえども所詮その人次第であるが、一般的には議論が硬直的でかつ
相手の立場に立って議論できる人が少ない。特に、専門分野を素人に分かり
やすく（Topや営業等に）伝えることが下手である。又、一般的に自分なりの
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哲学・価値観をもっているのは良いが、他人のそれを受け入れることができ
ない人が多く、プロジェクトでは苦労する人が多い。最近の大学では、博士
号のテーマも民間に比べて遅れているのではないか？。（宅．臥中）
（34）基礎研究の充実が叫ばれている。このためにもブレークスルーできる能力
をもった博士号取得者にかける期待は大きい。（宅．臥中）
（35）当研究所は実用的開発を主体とした研究所であるので、博士号取得者が特
に有利になることはないが、平均値として、博士号取得者は基礎的な観点に
さかのぼってものごとを考える人が多いので（つまり、平均レベルは高い）
実用開発面でも能力を発揮する可能性が高いと考えている。専門知識よりも、
取り組み姿勢を評価している。（竜．適、実）
（36）大学に優れた学生が博士コースに残りたくなるような魅力作りが必要。産
官学の協力が多分必要だろう。今後の課題として、開発途上国の「博士」を
どのように受け入れていくかがあろう。アメリカのように、彼らが国全体の
科学技術の活性化に貢献してくれるように何かが必要。女性についても、も
っと積極的に博士課程に受け入れる雰囲気は作れないか。（電●適、実）
（37）企業では研究分野が変わることがあり、又、部下の育成も大きな課題であ
る。自分の専門にいつまでもこだわる人は研究開発推進上問題である。（竜．
通、実）
一般機械、輸送機械、精密機械製造業
（38）博士号の資格をもっている、もっていないというよりも、研究所として求
める人は、その人それぞれの能力であり、資格を求めていません。（そ機、基）
（39）博士のレベルの玉石混交ぶりに常に驚いています。もっと、フレキシブル
で最低レベル保障された博士を作らないと、企業側の重点は修士卒という従
来の傾向を打破できないでしょう。資格そのものに意味があるのではなくて
資格にふさわしい能力を発揮してくれることを期待されていることを強調し
たいと思います。（そ機、中）
（40）基礎的研究分野では、博士号取得者と研究開発推進との関係は大いにある
と思うが、中央（中間）的開発一当社では先行開発と呼ぶ一では、企業の研
究者を大学に留学させ研究させる方が企業としてのメリットは大きいと思う。
（そ機、申）
（41）日本の大学は研究費が先進諸国と比べて極端に少ないので、費用のかかる
プロジェクトを組んで進める研究が少ない。したがって安上がりの理論研究、
小さな実験研究が多く、世界の最先端の研究から遅れをとっているものも多
い。したがって大学の研究と企業の研究にかなりのギャップがある。よって、
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博士号取得者でも、企業に入ってから、さらに、教育が必要であるが、比較
的短期間ですみ、即戦力を期待している。（そ機、申）
（42）博士号取得者の採用は現実に非常に難しい。研究レベルの向上には大変役
立つと考えている。（そ機、中）
（43）企業の基礎研究をやっている研究所以外では、博士号取得者に自分の研究
分野に固執しない柔軟性をもってほしい。（そ俵、実）
その他の産業
（43）博士号は研究開発活動の過程として生まれるものである。博士号取得者は、
その後の活動に期待するものが大きい。本人の将来性を考えると博士号取得
のための研究括動よりも、取得に価する研究態度、バイタリティが将来の発
展につながると思う。（そ、中）
15　質問項目6及び7の「会社から研究所員を大学院博士課程に泥道するときt
は、日本の大学院博士課程か、外国の大学院博士課程か」、その補足意見
（設問虻で、民間企業が外国との比較で日本の博士疎程をどのように評価しているかを知るために、研究員を梶過
したいところは、日本か外国かを質問した。これは、どちらにもあたらないと答えた者、及び一方にあたるが補
足意見があるとする者が記入したものである。）
（1）適性、テーマによる。（金．鉄、中）
（2）（「外国」とした上で）ただし、それほどこだわらない。（石．化、基）
（3）ケースが少ないのでパス。一般的には博士号取得者をボスドクとして外国
におくるのが主体である。（石．化、申）
（4）一概にいえない。（石．化、中）
（5）（「日本」とした上で）学位がとり易い。（医、実）
（6）国内、国外は関係なく、研究させたい分野の研究室。（食．飲、中）
（7）（「日本」とした上で）外国の場合は、博士課程を修了していないと研究
員として扱われない。（食．飲、中）
（8）分野と人によります。（食．飲、実）
（9）どちらともいえない。研究テーマによる。（竜．臥中）
（10）研究テーマにより、両方ありうる。日本外国の問題でない。（宅．臥中）
（11）ケースバイケース（そ機、基）
（12）分野による。（そ機、申）
（13）どちらかは不明。（そ臥実）
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16　その他
（1）博士号取得者の入社後の10～20年後の人事構想
（ア）博士号取得者を特別扱いしない。（石．化、基）
（イ）本人次第。（石．化、中）
（ウ）現状ではきめ難い。（石．化、実）
（エ）（「一応持っている」とした上で）具体的に採用したときにしっかり考える。
（電．通、中）
（オ）（「もっている」とした上で）ある程度の構想はあるが、個人の能力、適性
などを見極めた上で考えている。（そ機、中）
（カ）本人次第。（そ機、中）
（りケースバイケース人物次第。（そ機、実）
（2）トップクラスの研究者とトップクラスの他の社員との待遇比較
（ア）これまでは研究者の方が劣っていたが、同等以上にできる社内体制はできた。
（そ、実）
（3）情報ネットワーク
（ア）大学在職の若手（30歳台）の博士で企業への転職希望者がどれ位おられるか、
毎年情報をまとめて欲しい。斡旋機関があれば知りたい。（石．化、実）
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3－7大学教授の意見
これは、筆者が1990年秋と1991年秋の2回にわたり、主要大学の教授
に対する「インタビュー」の結果をとりまとめたものである。
「2－7－1　大学教授の意見の要約」は、前記2回の「インタビュー」の結果
を項目別に要約したものである。「2－7－2　大学教授の意見の詳細」は、19
90年秋の「インタビュー」の結果を教授毎にとりまとめたものである。「2－7
－3　大学教授の意見の詳細一迫加」は、この調査研究の素案に対する意見を19
91年秋に求めた結果をとりまとめたものである。
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317－1大学教授の意見の軸
これは、筆者が1980年秋と1991年秋に行った「大学教授インタビュー」の結果をヽ　項目別にと
りまとめたものである。
本文中の（）内の学科名で、機械系は、機械工学、精密機械工学を、電気系は、電気工学、電子工学、通
信工学を、材料系は、材料工学、金属工学をいう。また、（）内の数字は、同じ意見の教授数を示す。
この要約の詳細は、添付した「7－2主要大学教授の博士隷程に関する意見の詳細」及びr7－3主要教
授の博士諌程に関する意見その2の」を参照していただきたい。なお、（）内の無印は7－2、米印は、7
－3に記載してある。
記載項目
1　博士課程の機能
（1）大学院の研究機能の推進と在学生
（2）課程博士の教育養成の機能
2　博士課程への進学
（1）進学率の現状と見方
（2）適正進学率
（3）進学する理由
（4）進学しない理由
3　課程博士の進路
（1）課程博士の希望する就職先
（2）大学教員の採用実態
（3）民間企業の採用実態と処遇
4　博士課程の教育と研究
（1）博士号授与の考え方
（2）大学の研究と大学院の研究
（3）教授の研究と博士課程在学生の研究
（4）　講座制
（5）　アシスタント制度
（8）大学と民間企業との共同研究
5　論文博士制度
（1）廃止意見
（2）改善して存続する意見
（3）現状のまま存続する意見
（4）民間企業の論文博士の評価
略称：「教要」
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6　博士課程修了の損益
7　大学の後継者
（1）後継者を心配する意見
（2）後継者を確保する方法
（3）後継者という考え方を改める意見
8　民間企業向けの課程博士
（1）民間企業は課程博士を必要とするか
（2）民間企業が期待する課程博士の育成
9　博士課程の改善と進学率の向上方策
（1）博士課程の改善方策
（2）大学の後継者の育成
（3）民間企業からみて魅力のある博士課程と課程博士の育成
（4）進学条件の改善
略称：「教要」
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1　博士課程の機能
（1）博士課程の機能には、大学院の研究の推進機能と課程博士の教育養成機能とが
ある。教授と博士課程在学生が一体となって、大学院の研究の推進機能と課程
博士の教育養成機能に画期的な貢献をしている（電気系1）。
（2）大学院生は、単なる学生ではなく、学問を生み出している（＊物理系1）。
（3）大学は、次世代の学問体系を作り、確立していくところである。学問を体系化
してその分野の教科書に仕上げていく（＊電気系1）。
（4）博士課程には、研究オーガナイザー機能がある。民間企業の研究も活性化し、
研究業績を上げている（＊電気系1）。
（1）大学院の研究機能の推進と在学生
（1）博士課程在学生がいると、研究活動が高まり、技術開発の中心になって貰うこ
とができる。特に実験学では研究成果が上がる（物理系2、化学系1、電気系2）。
（2）修士から5年間継続して研究できることが研究室の強みになる（電気系1）。
（3）大学は純粋に物事の本質を追求できるし、学生はいろいろな経験を積みながら
能力と努力を注ぎ、新しい発見経験ができる（化学系1）。
（4）博士課程在学生は、研究室をとりしきる人になって、研究費の使用方法、研究
者の使い方等を覚える。これは、研究マネジメントをするときに非常に役に立
つ（＊機械系1）。
（5）博士課在学生は、研究指導者、後継者の母集団であるから多いほど良い（電気
系1）。
（6）工学系の大学院博士課程の研究機能を果たすためには、学部の4年から共同研
究者として考えている（＊機械系1）。
（2）課程博士の教育養成の機能
（1）博士課程在学生は教育を受けると同時に、彼らが存在することによって大学は
水準の高い研究ができる。その結果として、博士課程は将来の後継者に対する
先端的な教育内容を作り＿出している（電気系1）。
（2）学部や修士課程の学生は、博士課程在学者から指導を受けることができる（電
気系1、機械系1）。
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2　博士課程への進学
（1）進学率の現状と見方
インタビューの対象となった学科の進学率の現状と見方は次のとおりである。
①　進学率の現状
理学系
物理系・年により分散が大きい（，88＝0％，’89＝50％，’90＝29％1学科）
・理論は70％～80％、実験は50％（1学科）
・13％（1学科）
生物系・17％（1学科）
・動物学では修士は一人前の研究者と認められないので90％以
上（1研究室）
工学系
材料系・15％（1大学3学科）
機械系・9％（1大学3学科）
電気系・博士課程進学者が極端に減少している（1学科）
・15％、半導体、結晶は進学するが、計算機ソフトウェア、シ
ステムソフトウェアは進学しない（1学科）
・15％（1大学3学科）
・8％（1学科）
化学系・11％（1学科）
・24％（1大学3学科）
②　進学率に対する見方
（1）進学させたい素質の学生はなかなか進学しない（電気系1、機械系1）。
（2）現状は進学率が低すぎるが過大になる必要はない。需要があれば供給側が有利
になり、自然に増加する（機械系1）。
（3）化学はサイエンスに近いから民間企業よりも博士課程に興味をもち、進学する
のではないか（化学系1）。
（4）1研究室の博士課程3学年中に1名（電気系1）欲しい、少なくも2名欲しい
（電気系1）。
（5）修士3人のうち、一人が博士課程に進学している。あまり問題を感じない（＊
機械系1）。
（6）博士課程進学者の増減は、そのときどきの局面による。1992年4月の博士課程
進学者は増加している。課程博士の必要性が社会的に盛り上がっており、それ
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が学生に伝わっているのではないか（＊機械系1）。
（7）このごろ（1991年11月）、博士課程進学者は増えている（＊材料系1）。
（2）適正進学率
①　適正進学率の考え方
（1）博士課程の進学率が高いか低いかということは、大学側と学生側の両面から考
えなければならない。大学側は、大学の基礎研究の維持発展の見地から、大学
の研究活力と後継者を確保できる人数を適正と考える。学生側は、博士課程を
修了したときに希望するところに就職できるかどうか、つまり大学教員、国立
研究所、民間企業の課程博士に対する需要の有無で進学するかどうかを考える。
民間企業の需要は、優秀な者が博士課程に進学するか、自分の企業に専門分
野を生かせるポストがあるか、実社会で各方面に十分配慮して仕事ができるよ
うなフレキシビリティを持っているかどうかで決める。
社会全体を考えたときに、修士で実社会の仕事をすることの意義、課程博士
の需要状況、大学の使命達成などの均衡を考えて、博士課程の進学率が適正か
どうかを議論する必要がある（電気系1）。
（2）電気電子系では、修士の15％くらいのペースにもっていきたいと考えている
（＊電気系1）。
②　進学率は現在より高い方が良い
（1）博士課程在学生は、研究指導者、研究後継者の母集団である。その母集団は大
きい程良い（電気系1）。大学のアクテビティを維持向上させるためには、現在
より多くの進学者が必要である（化学系1、電気系1、物理系1）。
（2）理工系、文系を問わず、博士号取得者を増加させるべきである。今後、日本の
各階層、各職場の知的レベルが上がり、組織全体が多面的になる。国や民間企
業など各階層が博士号取得者を個性的な集中能力と偏執的性格をもった特殊能
力保持者と位置づけ、その特殊能力を利用する機会に恵まれる時期にきている
（機械系1）。
③　1講座に最低2名の進学者が欲しい
毎年一人は欲しい。（物理系1）1年おきに1名でよいから、どの教室にも1な
いし2名が欲しい（電気系1）。
④　進学者数は自然にまかせる
（1）大学教員、国立研究所に就職できる数は限られている。民間企業は、同程度の
能力ならば修士で採用しようとしている。課程博士が民間企業の研究のリーダ
ーシップをとることはヘテロジニアスであり、民間企業にとけ込めない事情が
ある（電気系D。
－　3　－
－345－
（2）課程博士の数を増やすのには意味がない（機械系1）。
（3）無理して進学率を高める必要がない（電気系1）。
（3）進学する理由
（1）機械系では、博士課程に進学するのは大学あるいは高等専門学校の教員になる
ためであり、民間企業に就職するためとは考えられない（機械系2）。ただし、
民間企業にも就職するようにしなければならない（機械系1）。
（2）電気系では、修士で就職する事例が多い（電気系2）。修士で面白い研究が完
成しない場合に博士課程に進学する（電気系1）。進学率には波があり、沢山進
学する年とそうでない年がある。学部の段階から研究、大学の見方を変えさせ
ようとしている（電気系1）。
（3）モラトリアムとして進学する（材料系1）。
（4）進学しない理由
＊教授は、次の理由で博士課程進学を強く勧めにくい（＊材料系1）。
（1）国の政策とか、社会全体が博士課程学生に生活できるような待遇をしていな
い。
（2）課程博士は会社では不遇で、大学教授になれる見通しはない。
（3）研究室の面積が狭く、校費が少ない。
＊民間企業は理工系学生の絶対数が少ないので、採用競争に負けないために、修
士の段階で採用する（＊電気系1）。
＊次の点で、博士課程に進学するメリットがない。
①　就職先が狭い
（1）社会が、かっての高度成長期ほど理系人材を強く求めていない（材料系1）。
（2）大学教員の門戸が狭い
（2－1）進学するのは、大学、高専の教員になるためであるが、大学の新設増設期を
過ぎているので、以前よりも教員の需要が少なくなっている（機械系1）。
（2－3）人がつかえて大学教員として残れる可能性がないならば、進学しない（＊機
械系1）。
（2－4）課程博士に大学や国研の研究生活に入れるほどの実力のある者が少ないので、
その道が閉ざされているように見えること（材料系1）。
（2－5）大学教員、国立研究所は、定員削減がらみで採用人数が少ない。（電気系5、
物理系1）。
（2－6）大学教員になれるかどうかは、教授、助教授の年齢構成、出身大学によって
決まる（機械系1）。
胃4　－
－346－
（2－7）高齢になるまで助手。助手では科研費の主体になれない（機械系1）。
（2－8）私学の学生は、大学教員、国立研究所に就職することは特に難しいと考えて
いる（私1）。
（3）学問の性格が応用的である
（3－1）学問の性格が研究活動に向いていない学科がある。研究が分析であるとすれ
ば、機械工学はあらゆる知識を総合してモノを作るという設計的な側面を強く
もつ　応用学科である。就職学科と考えられている。修士よりも更に奥深く研
究すると、より専門的になるが、専門化によって将来の可能性が限定され就職
しにくくなる（機械系1）。
（3－2）電気系は、従前から博士号を評価する民間企業が少ない。民間企業は、課程
博士は社交性に乏しく指導的資質に劣るとしてその採用をしない（電気系2）。
（3－3）工学系博士課程は進学のメリットがない。教授のメリットも少なく、助手の
希望者がいない（＊機械系1）。
（3－4）社会や民間企業は工学系博士課程に低い評価しか与えていない（＊機械系1）。
②　博士号の取得が難しい
（1）一般に旧制大学の博士号取得は難しい（機械系1）。
（2）日本の受験体制の影響を受けて、学生は、自主的に研究の筋道を立て実験に取
り組む能力が貧しく、また受験疲労から気力を喪失しているので、3年間に数
件の論文を作成する自信がない。特に、優秀な学生ほど学界の研究競争に参列
することの厳しさを知っているので躊躇する。（電気系1、機械系1）。
（4）研究者の生涯は20年ないし30年、その間に何かを生み出さなければならないが
そのが自信がない（物理系1、電気系1）。
（5）電気系でも、計算機ソフトウエア、システムソフトウエアの領域は、定まった
研究目的、研究経路がない。そういう独創的な分野に挑戦する自信がない（電
気系1）。
（6）最近の学生は理科系が好きではない（材料系1）。
（7）語学能力が劣ると論文読破能力が低下し、研究の速度が落ちる。語学能力がな
い（生物系1）。
③博士課程の教育体制が確立していない
（1）博士課程は教育体制として中途半端である。従来の徒弟制度が同居している。
指導教官は多忙だし、学生は受け身で自主性が少ない。教官の多忙さと学生の
受け身姿勢が、博士課程の3年ないし5年間が無駄となっている（材料系1）。
研究室は教授の体臭に満ちている（機械系1）。
（2）博士課程は教授の個人的努力と情熱に頼っている（機械系1）。
（3）大学間で移籍すると、移籍後の大学で放任され易い（私1）。
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④在学中の経済的負担が重く、家庭の形成が遅れる
（1）報酬を得る社会人として認められない（材料系1）。博士課程在学という時期
は、もし、就職していればある程度の財産を築き、結婚して家庭をもつという
人生の重要な時期にあたる。経済面でも家庭形成面でも、博士課程に在学した
年数分だけ他の人よりも遅れる（機械系1）。
（2）親の援助が必要であるが、親に負担をかけたくない（機械系2、化学系1、電気
系1）。奨学金は親の収入で貸与されないことが多い（1）。
（3）民間企業に就職すると日本育英会の奨学金返済義務が残り、修士就職者との差
額は、3年間で1千万円になるのが痛い（電気系2）。
（4）特に、地方出身者の私立の負担が重い（私物理系1）。
⑤　就職後の処遇が悪い。民間企業から大学への道が狭い
（1）民間企業の処遇が悪い
（1－1）博士課程在学の4、5年間の努力に比較して悪い（材料系1）。
（1－2）課程博士は、研究所長にはなれるが重役にはなれない（電気系1）。
（1－3）人事面で有利に作用しない（機械系1）。
（1胃4）大学教授の処遇が悪い
（1－5）国立大学教授の社会的地位、給与は、民間企業の重役に比較して低い（電気
系1、物理系1）。
（ト6）大学教授の研究は個人が責任を追うので、逃げ場がない。競争は織烈を極め、
出世が遅く、研究費も少ない（機械系1）。しかも賃金が安い（機械系3）。
（1－7）教授は自由時間があると思われているが実際には時間がない。論文競争が横
行し、国際会議で行った招致講演の成果も正当に評価されない（化学系1）。
（2）民間企業は一つの研究を長くやらせないし、企業秘密を守るために学会発表を
制限する。大学は論文業績がなければ採用できない。したがって、民間企業か
ら大学に行きにくい（＊材料系1）。
⑥　博士課程の研究環境が悪い
（1）大学の研究には金と時間がない。資金が不足しているのに、研究施設の維持等
に力を割くなど、適切な戦力の活かし方がなされていない。研究室を運営して
いくための対外折衝に時間がかかる（電気系1、物理系1）。
（2）旧帝大以外の大学の研究環境は極めて劣悪である。早稲田、慶應義塾も同じで
ある（機械系1）。旧帝大でも、施設が悪く日常の実験に危険を伴っている。
新技術に対応した実験装置を購入できない。仮に購入できても置く場所がない
（化学系1）。
（3）大学院生の定員に対する部屋の割当がない（電気系1）。課程博士を養成する
ための教員数やスペースが不足している（機械系1、電気系1）。
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（4）研究投資が少ない（物理系1）。研究費は教授が集めている（化学系1）。
（5）国の講座費では、研究設備の更新、機械の購入はできない。文房具代、研究雑
費程度である。雑用が多く、秘書の雇用もできないので、教授の研究時間が少
なくなる。研究費に占める国の割合は17％に過ぎない。日本は高等教育を放棄
しているように見える（機械系2）。
（6）教授は教育面の負担が重く、研究が十分できない。大学は、教授の研究業績を
正当に評価しないし、人事はコネで動くので研究者の理想から遠い。大学に残
っても厳しい生涯を送る（機械系1）。
（7）研究テーマの魅力化が必要。ただし、研究テーマには波動があるから、常に魅
力あるテーマを持続できない（機械系1）。
（8）大学は人を大切にする気風が必要である。しかし、画一的形式的平等主義によ
り、その気風が枯渇している（例：教授の定年制）（物理系1）。
（9）大学では特許出願の費用がなく、実質的に発明ができない制度となっている
（機械系1）。
（10）民間企業の研究設備は良く、研究費が多い。学会発表でその差が歴然と表れ
る（電気系2）。
（11）民間企業の研究が進んでいる（化学系1）。
⑦　自由に博士課程が選べない
（1）今の日本の状況は、学生を貴重な戦力と考えて囲い込み、ヒモつきにしている。
学生が自由に博士課程を選択しにくくしている（＊化学系1）。
（2）教授と性格が合わないという事例はある。それは世の中の移り変わりの境目に
起きるのではないか。好みの一致は重要である（＊機械系1）。
⑧　論文による博士号取得の道がある
論文による博士号の取得が簡単になり、課程博士の有利性が失われた（化学系
1、電気系2）。
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31課程博士の進路
学位論文の審査が修了してから就職活動を開始する。10月頃就職が可能とな
る（物理系1、電気系1）。（文部省統計調査の5月時点では未就職扱いとなる）
’90就職状況
????
物理系　14
生物系
材料系　　　3
機械系　　　8
〔?】
???
電気系　　28
化学系　　　8　　　3
??????
学振　研究生　　計
研究員
10　　　4　　　3　　　34
2　　　2　　　3　　　　7
1　　　　　　　2　　　　8
10　　　　　　　　　　　　21
2　　22　　　1　　　4　　　57
8　　　1　　　　　　　20
合　計　　61　10　　　3　　53　　　8　　12　　147
構成比　　42％　　7％　　2％　36％　　5％　　8％　100％
（注）大学には、高専1（電気系）を、国研には公務員3（化学系）を含む。
（1）課程博士の希望する就職先
（1）大学、国立研究所の希望が多い
（ト1）国立大学の教員を希望し、専攻分野でないと行かない（機械系2）。しかし、
国立研究所、民間企業に就職する事例も増えている（機械系1）。
（ト2）アカデミックな就職を希望し、就職している（材料系1）。
（1－3）動物学の学生は、民間企業は自由な研究ができないと考えて、大学、国立研
究所を希望する（生物系1）。
（1－4）就職に注文が多い。教えることが好きだとか、大手でも研究の自由度が少な
いという理由で大学の教員希望が多い。日立製作所の研究所は希望が多い（電
気系1）。
（2）民間企業への就職希望者は多い（物理系1）。
（2）大学教員の採用実態
（1）物理系は大学教員希望者が多い。しかし、理論系学生の門は狭く、実験系の門
は広い（物理系2）。
（2）大学教員への希望を貫徹しようとするとオーバードクターになる（化学系1）。
（3）私立大学からの教員需要に応じきれない（電気系1）。
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（3）民間企業の採用実態と処遇
①　民間企業の採用は少ない
（1）民間企業は、学卒はほとんど人物を見ないで採用する。修士は少し人物を見て
採用する。課程博士は修士以上に人物を見る。課程博士の就職先が狭いのは、
一級人物が修士で就職するからではないか（化学系1）。
（2）博士課程進学者と修士の成績に差がない。差がないなら若い修士を採用する
（電気系1）。
（3）課程博士は「当たりはずれ」がある。民間企業はそのリスクを負担できない。
何百人も採用してその中から優秀な素質をもつ者を選抜して教育した方がリス
クが少ないから修士を採用する（機械系1）。
（4）民間企業は、博士課程の専攻が役に立つとは考えていない。専攻とは無関係に
採用している（物理系1）。
（5）生物系の課程博士を求める企業は多くない。バイオも2、3年前は課程博士を
採用したが、今は定着期、成熟期に入り修士を採用する傾向がある（生物系1）。
動物学は民間企業の求人はない（生物系1）。
（6）民間企業は即戦力を希望し、プロジェクトに合致した場合にしか採用しない
（物理系1）。
（7）民間企業は、機械系の課程博士をあまり必要としていないようにみえる。半導
体の分野では、民間企業の方が進んでいる（＊機械系1）。
②　処遇の実態
（1）現在の処遇は十分
（1－1）実力があれば優遇されている。貢献に応じた処遇がされている（物理系1、
化学系2、電気系2）。
（1－2）学卒、修士に比較し見劣りしなければ良い。本人のやれることと民間企業の
期待とを考えるとあまり差があるのは考えもの（物理系1、化学系1）。
（1－3）博士課程進学者の成績は修士と同程度である。採用する側から考えたらあま
りぜいたくはいえない（電気系1）。
（2）現在の処遇は不十分
（2－1）賃金は学卒、修士の同年次と同じである。知識、経験が評価されていない
（材料系2、機械系6、電気系4、化学系2）。
（2－2）研究所と事業部門との人事交流がない（電気系1）。
4　博士課程の研究と教育
（1）博士号授与の考え方
①　博士号取得者の資質
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（1）博士号取得者とは、いろいろな分野の学問を知っている人、新しい研究テーマ
を自分で見つけられる人、自分で研究計画を立てられる人、一人前の研究者と
してスタートラインに立てられる人である。論文数はいまよりも多くても少な
くてもどちらでも良いが、論文を沢山書かないとスタートラインにつけないの
ではないか（＊電気系1）。
（2）博士がオーガナイザー機能を果たすためには、自分一人で研究できること、大
小をとわず、一つのプロジェクトの中心として活動できること、何を研究すべ
きかの値打ちが解り（ここまで解っている。ここから解っていない。解ったら
素晴らしいことが認識できること）ほかの者にも認識させることができること、
人と組織、装置、資金をどのように使えば実現可能であるかを理路整然と短時
間に説明し、共鳴させること、これらの能力の養成が必要。実験技術、語学力
に優れていること。自分の専門以外の分野も知っていること（＊化学系1）。
（3）欧米の考え方は、博士号取得だけでは一人前ではない。博士課程は修了してい
るが実際の勉強はこれからと考えている（＊化学系1）。
②　学位論文について
（1）博士号の授与の考え方は、学科毎に違う。例えば、大学の自治、学問の性格、
大学の特徴。なお、学生の考え方によって、取得意識も違う（生物系1、物理系
1）。
（2）当学科は学者として風格のある論文が必要である。業績主義、論文重視主義で
ある（国・物理系1、回・材料系1、回・電気系1、私・機械系1）。
③　工学系の特殊性
工学系の博士課程の研究テーマは実験を伴う。そこで、一般のスタイルとして
は、博士課程在学生の研究テーマは、指導教官が、実験室の機器施設利用面と研
究室全体の卒論画とを考えて、自分の研究室で研究が可能であり、かつ発展性の
あるものを選択する。したがって、課程博士号は、与えられたテーマをこれくら
いの解決能力で、これだけ解決したという証拠として授与する。学位論文につい
てのエキスパート意識を捨てる必要がある（材料系1）。
④　学位の取得に要する期間
（1）4年以上かかる理由
（1－1）あるレベルの学術雑誌に掲載された論文が必要である。そうすると、論文投
稿から掲載まで時間を要するので、3年で学位を取得するのは無理で、4ない
し5年はかかる（国ー物理系1、回・化学系1、国・電気系2、私・機械系1）。
ただし、国際的均衡からみると検討を要する（私・機械系1）。
（1－2）物理の実験系は、実験場所と時期に制約があり、実験時間に長期を要するの
で3年で取得するのは無理である（国・物理系1）。
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（1－3）生態学は野外の研究であり、研究時期が限られているので7年かかるのは当
たり前である（国・生物系1）。
（1－4）一流大学の教官になるために、学生が質の高い学位論文を提出したいと考え
るために長い期間がかかる（国・生物系1、物理系1）。
（1－5）3年間で取得させるようにしている（国・物理系1）。物理の理論は3年で
取得するのに無理がない（国・物理系1）。
（2）「通常3年で学位を取得できるようにする」ことについて
（2－1）社会的には3年で修了しないと不利な面が多い。基本的には、一生懸命努力
すれば3年で授与するように考えるべきである。しかし、過剰宣伝すべきでは
ないと思う（＊物理系1）。
（2－2）学問のあり方の違いによって博士課程修了に要する期間は異なるのではない
か。生物系の場合は、よその大学から博士課程に入学するときには3年では無
理なことがある（＊生物系）。
（2－3）そのような考えは、博士論文の質を見直そうという動きを促進する（＊電気
系1）。
（2）大学の研究と大学院の研究
①　基礎研究の社会的環境
好奇心に動機づけられた基礎研究には、真理を追究できる社会的、文化的環境
も必要である。大学の立地環境に関する議論が欠落している（物理系1）。
②　学部と大学院の研究割合
（1）大学の研究所では、研究が90％、大学院の教育が10％である。これに対して学
部では研究が30％、教育が70％である。大学院は研究が多く、学部は教育が多
いことを考えると、教授のライフスタイルとして、大学院から学部に異動する
ことが自然ではないか（電気系1）。
（2）研究能力にピークはあるが、個体差があるので、無差別に研究中心の教授から
教育中心の教授に転向することにはならない（＊化学系1）。
③　大学の研究
大学の研究は個人的な研究で学術的技術的に価値ある研究をし、民間企業は集
団的組織的な巨大プロジェクトの研究をしている。それを大学教授が自覚して研
究する必要がある（電気系1）。
（3）教授の研究と博士課程在学生の研究
①　教授が研究テーマを決めることの蓋然性
（1）工学系の博士課程の研究テーマは実験を伴うので、一般的なスタイルとして、
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指導教官が実験室の機器施設利用面と研究室全体の卒論面を考えて、自分の研
究室ででき、かつ発展性のあるものを選択する（材料系1）。電気系はある程度
の研究チームを組んで行う必要があるので、もっと自由にさせて欲しいという
ことにならない（電気系1）。
（2）研究のオリジナリティは、研究テーマの設定にある。教授と学生は共同研究者
で師弟の関係はない。お互いの研究業績を上げるために、同じ研究者として協
力しあっている（機械系1）。お互いに「手伝わせる」、「手伝う」という考え
はない（機械系3、化学系1）。教授は資金面など総合的に学生の研究に協力す
る。貢献度に応じて、学生がファーストオーサで発表することもある（機械系
1、化学系1、材料系1）。しかし、初めは教授がテーマを考えて研究させる。テ
ーマを教授が考えた場合は、教授がファーストオーサーになるので、学生には
手伝い意識がある。次の研究テーマからは学生の単独発想、単独オーサーが理
想である（化学系1、機械系D。学生が自主的にテーマを発見し積極的に研
究を進めて欲しいと考え、できる限りテーマを与えないようにしているが、最
近の学生は指導教官に依存することが多い。そうすると手伝わされるという感
じが続く（物理系1、化学系1）。教授は、研究費の問題など周囲の状況によっ
て研究テーマを決めるという現実があるので、ファーストオーサーの問題は微
妙（＊電気系1）．
（3）就職は論文数や国際会議発表数に左右されるので論文を沢山書く。しかし、テ
ーマの発見には時間がかかる。安易に指導教官の考えたテーマをやれば効率が
良くなる。課程博士を業績評価する弊害が表れている（物理系1）。
②　教授の研究を手伝うことのメリット
（1）博士課程在学生が教授の研究を手伝うのは、研究指導者となるために、体験を
通じて、学問的キャリアの低い研究者をどう扱うか、研究室の運営をどうした
ら良いかを学ぶためである（材料系1）。
（2）度を超えて研究を手伝わせる教授がいる。本来助手がやるべきことをやらせる
のは良くない（電気系1）。
（3）すでに大学教授の研究に博士課程在学生が組み込まれている。教授も学生もと
もに研究成果をあげることができる。研究テーマの与え方が良くない。リスク
の高い研究テーマを与えることが必要である（機械系1）。
③　教授の研究とボスドク
（1）ボスドクがいれば、博士課程在学生を貴重な戦力と考えないでよくなる（＊化
学系1）。
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（4）講座制
①　講座制は良くない
（1）理学系に講座制はなく、スぺクトラルが広く、幅広い学問が修められる仕組み
になっている（物理系1）。
（2）大学院では、指導教官を選ぶことで専門を選ぶ（電気系1）。
（3）講座制では学際的研究が制限される（物理系1）。
②講座制は良い
（1）講座制を崩すのは、教員がバラバラになり、個人で機械を管理運営することに
なる。研究設備、研究組織が十分活用されない。大学の研究室は、運動部にた
とえれば、監督が教授、博士課程在学生がコーチ、その他がプレーヤーである。
国立研究所が業績を挙げているのは部長、室長が独裁システムで統一するから
である。大学は予算がないのに研究をできるのは、講座制、研究室制があり、
研究室が責任をとるからである。アメリカのNASAでは全責任がボスにかか
り、ボスの業績としてチームが評価される。アメリカ社会でないところに研究
組織だけアメリカ的に未来像を考えるのは問題ではないか（材料系1）。
（2）材料系はシステム的に共同研究をしなければならないので講座制が適当だと考
えられている（＊材料系1）。
（5）アシスタント制度
（1）アシスタント制度には長所と短所がある。契約関係にあり、報酬を払うので、
日本的な方法論を考える必要がある（機械系1）。
（2）アシスタント制度の果たす機能を見直す必要がある。大学の教育、研究の姿勢
を学ばせることができ、優れた学生を優遇し、研究者として認められたという
自覚と責任（研究的自立）をもたせることができる（物理系1、化学系1、機械
系1）。アルバイトの時間を研究時間に回せる（化学系1）。非常に弱いが経済
的自立に役立つ（機械系1）。
（3）研究はツリー状の仕事である。組織、人を動かす、人を指導することを訓練す
る必要がある。教育は教えながら教えられるという効果がある（材料系1）。
（4）心理的には博士課程の進学に効果があるように思われるが疑問がある（物理系
1）。
①　テーチングアシスタント制度
（1）助手の採用ができないので、，90からテーチングアシスタント制度を導入した。
学生が教える経験をもつことは良い。学部3、4年生の実習で1時間千円（生
物系1）。
（2）学生は教育助手は喜ばない（化学系1）。
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（3）この制度では、man－t0－manで研究指導ができ、研究成果を一般化して教えるこ
とができる。双方にメリットがある（電気系1、生物系1）。
（4）教えるのが好きな学生とそうでない学生がいる。この制度が博士課程進学に効
果があるかどうかは不明である（化学系1）。
（5）博士課程在学生は、学生の教育を通じて訓練をする。学部4年の教育が重荷に
なるような博士課程在学生に教育をやらせることは問題である（化学系1）。
②　リサーチングアシスタント制度
（1）リサーチングアシスタントは、研究を進める方法、実験の腕を磨くことができ
る。ボスドクに実践をやらせる（＊化学系D。
（2）生物学では、共同研究になり、教授の指示によるリサーチングアシスタント制
度になじまないのではないか。研究アプローチ、テクニックの所在によって違
う（生物系1）。
（3）日本の場合、リサーチアシスタントの位置づけが良く解らない。そういう用務
は少ないのではないか（＊電気系1）。
（6）大学と民間企業との共同研究
①　民間企業の研究施設の利用
（1）産学共同にはうまくいく場合といかない場合がある（材料系D。
（2）研究の性格による
（2－1）民間企業の立派な機械を利用すれば良い研究ができるならば、積極的に大
学は民間企業の研究施設を利用する態度が必要である。（材料系1、電気系2、
機械系1）。
（2－2）大学の工学系は、業種がいろいろ異なる民間企業の基盤となるような普遍的
な研究設備となっている。最先端の研究設備をまんべんなく設置するのは実態
上無理である。民間企業は特定の分野の最先端の研究を追究し、高価な最先端
機器、施設をそろえている場合に使用させていただくのはありがたい。また、
民間企業と討諭して実際に動いていることを学ぶのは良いことである。（化学
系1）。ただし、工学系の研究には限界がある。大学は研究開発の先端分野では
企業秘密があって共同研究できない。特殊問題であるが、大学を通じて情報が
流出する危険もある（電気系2）。
（3）大学の敷地に民間企業の研究施設を装置したらどうか（材料系1）。
（4）大学と民間企業では研究領域、研究目的が違うのでそれを自覚した上で教員が
主体性をもって利用すればよい。大学が民間企業に巻き込まれるのはよくない
（電気系1）。
②　大学と民間企業との共同研究
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（1）あまり民間企業に迎合すると大学の自殺行為になるのではないか（＊機械系1）。
（2）共同研究はメリットがある
（2－1）民間企業がもう少し基礎研究に近づけば、共同研究によって大学との人事交
流が可能となる。それが望ましい（化学系1）。
（2－2）民間企業から研究者が博士課程に派遣されてくると研究戦力になる。実質的
交流が機能し、両者にメリットがある（機械系1）。
（2－3）共同研究をすると研究実績が上がり、産業界との最後のツメを行うことで研
究経験を積める。学生の人的ネットワークが広がる（材料系1）。
（2－4）国立大学の教員は国家公務員であるから特定の民間企業との結びつきを罪悪
視する意識が底流にある。したがって民間企業と共同研究をするとそれをしな
い側から非難される危険がある。アメリカは土曜、日曜は自由に民間企業との
研究を行っている。ドイツには助成金がある。技術で社会貢献すべきとの考え
が数％は許されると思うので、ある程度の産学官が必要である（機械系1）。
（2－5）大学と民間企業との質的な意識の上での平等感が必要である（機械系1）。
（2－6）共同研究が研究開発の直接利害に結びつかない分野にすべきである（材料系
1）。
（3）共同研究はメリットが少ない
（3－1）大学が民間企業と同じ研究をしても意味がない。大学は収益実利から離れた
研究を志向すべきである（化学系1）。
（3－2）物理は基礎的で独自性をもつ宿命があり、研究が違うことが多い。オーバー
ラップしないことが多いので直接協力関係がとれない（物理系1）。
（3－3）民間企業は研究目的が明確であり、優れた実力の持ち主が研究の指揮をとる。
大学は教員が1人で教育と研究を行う。大学と民間企業との研究者の交流は両
者の研究体制が違うので無理が生じる（機械系1）。
③　民間企業による大学研究費の寄付
く1）日本の民間企業は日本の大学生を採用しているにもかかわらず、利益を社会に
還元していない。各民間企業が研究所をもち、それで研究ができると錯覚して
いる。税制上寄付は損金扱いで税がかかる。早急に改善する必要がある（材料
系1）。
（2）民間企業の研究資金は、直接大学にくるようにしたらどうか。（＊物理系1）
5　論文博士制度
課程博士は、学問的科学的方法論を身につけ、一つの領域について基本的応用
的知識を体系的にまとめて学問に寄与するものである。そして、その知識方法論
が、今後の学問の発展に役に立つと考えられている。論文博士は、過去の業績か
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らみたエキスパートであり、今後の研究に自信をつけたために学位が授与された
ものである。科学的方法論を職業とするという意味合いがある（機械系1、材料系
1）。
（1）廃止意見
（1）経済的自立と社会的地位を得て博士号を取得できれば、誰も博士課程に進学し
なくなる。そうすると修士までの高等教育になり、教育に必要な先端の研究が
遅れ、学問体系のレベルダウンとなる。結果的に大学の空洞化を加速し、長期
的には大学の教育機能を失う（電気系1）。
（2）論文博士制度があると、見かけ上は博士の意味がボケて課程博士の価値がわか
らなくなる（電気系1）。
（3）論文博士制度があるから博士課程に進まない。論文博士の質が落ち、安易に授
与しているのではないか。論文博士は論文数が重視されるので、それが課程博
士の論文に影響するという弊害がある。実態として止めたらどうか（電気系1）。
（2）改善して存続する意見
（1）本質的には廃止すべきと思うが決心がつかない。長岡科学技術大学は1年間の
スクーリングをするので、実際に教授から追加実験、論文作成の指導を受ける。
最低1年程度大学に在籍する方法が大学の論理に合うのではないか（材料系1、
電気系4）。
（2）ただし、課程博士に行かなくなり博士課程は衰退する危険がある（機械系1、
材料系1）。
（3）課程博士は特別の訓練を受けて特殊なことがやれる者と捉えるべきである。そ
うすると論文博士の見方が変わる（化学系1）。
（3）現状のまま存続する意見
（1）社会に出てから、学問の集大成をしたり、オリジナルな研究成果を挙げてい
る者に報いるチャンスを閉じるのはいかがか（）。
（2）大学ではできない巨大システムで長期間の実験を必要とする分野では、3年間
にいくつもの実験データを出せない。その分野ではこの制度により日本全体の
レベルアップになる（電気系1）。
（3）高校教員に高専教授の道を開くために良い（材料系1）。
（4）知識の集大成で博士ができる訳ではない。論文博士は業績に対して授与される
が、学問的科学的方法論を職業とするという意味があるのではないか。いろい
ろな知識を学問に高め学問体系の中に科学として織り込むことに参加する人は
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多いほど良い（機械系1）。
（5）民間企業にメリット（大学に人材を送るなど）もあり、ニーズがある（化学系
1、機械系1）。
（6）外国の仕事で日本の学位取得が可能（生物系1）。
（7）大学とのコンタクトが得られる（物理系1）。
（8）日本に階級社会がない証拠（化学系1）。
（9）複数の人生コースが良い（機械系1）。生涯教育の考え方もあるのでこの制度
はあって良い（化学系1）。
（4）民間企業の論文博士の評価
学位取得には研究の継続性が必要である。しかし、それは民間企業の戦略とず
れるので、迷惑だという考えが民間企業にある。したがって学位取得は社内評価
をされない（機械系1）。
6　博士課程修了の損益
博士号取得の社会的地位は、アメリカよりも日本が高い。博士課程を修了する
ことの損益には、経済的損益のほかに非経済的損益を算入すべきである。しかし、
それを算入してもマイナスになる。損益計算はしない方が進学意欲を喪失させな
いだろう（化学系1）。
7　大学の後継者
（1）大学教員の後継者に問題があるかないかは、専門領域によって違う（材料系1）。
（2）良い後継者とは、一人では研究できないから面倒みが良いこと、人に惜しげも
なく与えても枯れない好奇心が強い人材（材料系1）。見識ある行動、責任感、
気概、一流意識をもっていることである（物理系1）。
（1）後継者を心配する意見
（1）質の良い人材は必ずしも進学しない。本当の意味で研究能力があるかどうかは
多くの人材が博士課程にいく中で見分ける必要がある。そういう意味で博士課
程進学者の絶対数が不足（機械系1）。
（2）大学後継者は、実際には15年、20年に一人いれば学問的継承は可能である。し
かし、ある量がプールされ、そこから選抜することが望ましい（機械系1、材料
系1）。そういう意味で後継者不足を心配（材料系1）。しかし、選抜されなか
った者をどうするか、オーバー助手、オーバー特別研究員が多くなったときに
どうするかという問題がある。また、助教授5年の定年説がある。世の中のサ
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ラリーマンより厳しい条件を出すのは何故か。その敗者をどうするか。産学共
同をスケッチする中で学問的継承を考える（材料系1）。
（3）人数はいるが能力的に要求水準に合う学生は少ない（化学系1）。
（4）後継者として育成したいと思えばそれなりの人材がえられる。問題は一旦民間
企業にだすと呼び戻せないことである（機械系1、電気系1）。
（5）大学の人事には、大勢が参画しており、強力な指導性が発揮できないシステム
なので、計画的人事ができないところに問題がある（機械系1）。
（2）後継者を確保する方法
大学のサポーティングスタッフ体制の充実、研究施設、まとまった額を自由に
使える研究費、研究レベル、研究テーマを魅力的にする。ただし、研究テーマは
社会、経済、産業の環境変化によって10年周期の波がある。常に魅力あるテー
マであり続けることは難しい（機械系1、電気系1）。
（3）後継者という考え方を改める意見
（1）大学に残して後継者とするという考え方を変えなければならない。系統を考え
て後継者と思えば良い。学問の変化が大きい学科では固執すべきでない。よそ
で実績を挙げたときに後継者とするのが良い。ただし、民間企業から大学に呼
ぶときには賃金を改善する必要がある（材料系2、電気系2、物理系1）。
（2）日本全体の電力系をみた場合に後継者が不足している（電気系1）。
（3）後継者の考えには、師弟関係の内弟子型と時代の要請に応え新展開に向けた独
立独歩のキャラクター型とある。講座制の場合、教授、助教授、助手となるが、
一番研究のできる年代の人材を狭い階段に詰めておくのはどうか（材料系1）。
（4）私立から国立の博士課程進学希望者が多い。私立の後継者を心配（私1）。
8　民間企業向けの課程博士
（1）民間企業は課程博士を必要とするか
①　課程博士と修士との違い
（1）若い年齢の3年間を博士課程で過ごすか、民間企業で過ごすかは重要な問題で
ある（化学系1）。知識は20代に身につけなければ駄目である。20代に博士
課程で幅広い分野の萌芽を与えてやれば、それをもとに自分が継ぎ足していけ
る（機械系1）。
（2）課程博士は、一つの問題を教官と討論しながら、自分でアイデアをだし、方法
を兄いだし、一人でいろいろ悩み苦しんで完成するプロセスを5年間やってい
る。この研究過程が高級研究者として必要である（化学系1）。
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（3）課程博士は、一つの問題を教官と討論しながら、目的を特定せずに、自由に自
分で研究テーマを発想し、研究方法を兄いだし、一人でいろいろ悩み苦しんで
フレキシビリティを養成しながら研究を完成するプロセスを5ノ年間続けている。
この研究過程の有無がその後の創造的な研究に対する問題意識、研究スタイル
に影響する（化学系1、電気系2）。
（4）民間企業の研究開発は、賃金を得ながら、企業のある種の制約のもとで、一つ
の歯車として行う。無駄な時間を作らずに、壁に突き当たれば直ちに誰かが手
助けしたり、交替をする。これでは、先端を開拓する研究者は育たない（化学
系1）。
（5）課程博士は、他人がやっていなければいない程、困難であれば困難程、燃えて
その問題に挑戦する。勝ち目のない挑戦ではなく、やりとげられるという自信
をもって挑戦する。外国で進んだ研究がでてくる分野があると、課程博士はそ
れを消化して独自の道を拓くことができる。修士は一般にそれをやるには視野
が狭く、よりとげる自信をもたない（物理系1）。
（6）課程博士は、基礎的理解と知識幅、テーマの探し方、アプローチの仕方、研究
成果の公表能力、事務能力などの研究の基礎訓練を受けている（電気系2）。
（7）課程博士は、すぐに役に立たない研究、拘束条件の少ない研究をやってきた帽
の広い研究者で、民間企業と違う多様な教育を受けている（機械系1）。
（8）課程博士は業績を挙げた人、論文を書く人という考えを止め、大局的にしかも
本質的に物事をみれる人材、これから価値を作り出していく人材としてみる必
要がある。課程博士も、自分の専門に閉じ込もらずに広い視野でいろいろな分
野をてがけ、あるいは研究以外の開発とかマネジメントにも目を配れば、民間
企業も課程博士を見直すであろう。今は、民間企業は課程博士を狭い分野の専
門家と思い、課程博士も狭い領域しかやっていない。それでは能力のある者は
育たないだろう。課程博士と民間企業の双方が考えを改めないと新しい時代に
対応できないのではないか（機械系1）。
②　民間企業が課程博士を必要としない理由
（1）日本のアカデミズムは基本的に応用、実用に向いていない。役に立たない方が
純粋という考えがある。アメリカでは純粋学問でも必ずどのように役に立つか
を付言する。
アメリカはよく小会社を設立し、ある期間が過ぎると解散する。メーカーのあ
るセクションのエンジニアが独立して会社を興すことがある。また、大学の教
員も契約終了とともに更に高給で雇用して欲しいと手紙を出す。そういう場合
には博士号を取得することに意味がある。しかし、日本の産業構造はアメリカ
と違う。
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日本の製造業は本当は課程博士を必要としないのではないか。博士課程の3年
の研究はすぐ古くなる。製品を作る観点からは、研究の課題をつかまえる能力、
解決する能力があれば良い。その能力は優秀な修士ならいくらでももっている。
研究だけの産業はない（電気系3）。
（2）先端的研究開発をする民間企業は限られている。終身雇用制のもとでは、企業
内で学卒や修士を雇用し、高級研究者にするための教育投資をし、その効果を
期待できる。大学より優れた研究設備で大学と共同しながら企業が主体をもっ
た研究をする方が企業利益が大きい。博士課程3年は、むしろ企業の邪魔であ
り、企業にいないことのロスも大きい。30歳近い人材を企業の中核にもって
いきようがない。企業内で高級研究者を育成する力のない民間企業は課程博士
を雇用する力もない。したがって民間企業は課程博士の採用を増加する意味が
ない（材料系1、機械系1）。
（3）知的感動を覚えるような革新的研究をするには、採算性を無視した研究所が必
要であり、そこで課程博士が必要となる。サラリーマン社長は、自分の業績を
挙げなければならないから、基礎的研究は無駄な投資と考えるだろう。機械産
業界には基礎的研究に投資する余裕がない。民間企業に財力、生活力がついて、
日立製作所の基礎研究を見習って欲しいという願望はあるが、現実には、民間
企業はそうしないだろう（機械系1、電気系1）。
（4）民間企業は、博士を国際交流の肩書き程度にしか認識していない（電気系1）。
（5）課程博士は、博士課程に在学した年数分だけ、会社内人脈、技術管理知識が少
ない。数年立つと部下をもつが、部下の妬みもあってチームワークがうまく行
かないと聞く（電気系1）。
③　民間企業が課程博士を必要とする理由
（1）従来の追従型からモデルのない研究開発をする必要がある。研究水準が高くな
る。レベルの高いモデルを作って世界の技術をリードするには、レベルの高い
課程博士を採用し、研究者層を厚くしその技術水準を高めなければならない。
特に外国に対し技術水準を高くみせるために課程博士が必要となる（化学系2、
電気系1）。
（2）民間企業は技術競争の時代になっている。民間企業は自前の独自領域の技術開
発をすることが不可欠の条件になっている。その技術開発は、抜本的、本質的
な新しいアイデアに基づく科学的武装が必要で、本格的訓練を受け、本質的理
解に基づいた見通しをする人材が必要になる（電気系1、物理系1、機械系2、化
学系1）。
（3）民間企業の研究開発が製品開発のみではなく、研究内容及び技術そのものの商
品化を目的とするようになる（材料系D。
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（4）ゆとりのある大企業は、理論化学が民間企業に重要な貢献をすると考えはじめ
ている。民間企業は理論化学の先達を育てていないし、修士の上がいない。理
論化学の中核になる人材として課程博士採用の傾向がでている（化学系1）。
（5）新しい科学技術を創出するときには矛盾が生じる。それを解決しなければ進ま
ない（材料系1）。
（6）新しい分野では増加させようとしている（物理系1）。
（7）日本の動きはアメリカの動きを何年か遅れて動いている。アメリカのいく？か
の民間企業は基礎研究をしている。日本でも、特殊な民間企業は基礎研究をす
るから、その企業では課程博士の採用が増加する。それ以外では増加しない
（材料系1）。
（8）採用後、早期に責任ある仕事を委せられる。しかし、課程博士の採用が多い民
間企業とそうでない民間企業があるので、いちがいに必要とはいえない。課程
博士の必要性と技術水準にどれだけ相関があるかはわからない（化学系1）。
（9）民間企業は採用を学卒から修士に変えてきた。それは、修士の教育を期待する
からではない。修士は学士の中から選抜されており、「当たりはずれ」がない
からである。しかし、リーダー格の研究者養成プラン体系のできていない研究
所では、課程博士を求めている。ただし、専門領域が合っていなければならず、
課程博士数が少ないので専門性と需要が一致しないことが多い（電気系1）。
（10）バイオサイエンスの技術をもちながら環境問題、生物との調和を考えること
ができる動物学専攻を求めるだろう（生物系1）。
（11）どうしても課程博士という求人がある。しかし、課程博士を企業の中核には
しない。学卒、修士で採用し、バッチリ企業で修業しかつスペシャリストの博
士号取得者という矛盾をもっている（機械系1）。
（12）課程博士は、進学時にスクーリングを受け、在学中も密度の濃いトレーニン
グを受けているので、質的に優秀である。民間企業が研究者として採用するな
ら修士より遥かに良い（電気系1）。
（2）民間企業が期待する課程博士の育成
団地サイズの建物で、よどんだ社会で、人気のない学生が博士論文という限ら
れた条件でスペシャリスト的な研究をして、自分の専門に固執するならば、民間
企業では使いものにならない（機械系1）。
①　民間企業が期待する課程博士とは
（1）スペシャリスト的資質とゼネラリスト的資質とが必要である（＊機械系1）。
（2）民間企業の期待する課程博士とは、業種、サイクルなどによって、明確な具体
的研究ニーズがある場合と、基礎的学問的研究ニーズがある場合とあるので一
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概にいえない（化学系2）。
（3）民間企業は多様な教育を受けた者がオリジナリティをもつと考えている。大学
ので基礎研究をし、民間企業でコスト計算もできる幅広い人材を要請している
（機械系1）。
（4）アメリカ型の博士ではないか（化学系1、電気系1）。
（5）民間企業が求めているのは、学問ではなく生産技術である。民間の大企業の研
究所長は博士号をもっていないと対外的に通用しないという形式的な要請から
採用している。21世紀も日本は生産技術を必要とするから、民間企業が必要
とするのは課程博士ではなく、会社に利益をもたらす人材である（機械系1）。
（6）民間企業では、目前のプロジェクトは修士がやり、新規模索を行うのは課程博
士である（化学系1）。
（7）機械系の要請する課程博士は、いくつかの深い専門と広い視野をもち、材料的
側面、化学的側面、電気的側面、情報的側面の人材の総合して、それらの協力
関係を作り、継続的に取り組み、トラブルを解決することのできる人材（機械
系1）。
（8）民間企業はスペシャリストを求め、ゼネラリストの需要はない。しかし、大学
はゼネラリストとして送り込みたい〔機械系1）。
（9）フレキシビリティのある若い課程博士（機械系1）。
（10）基礎的学力、論理的考え方、解析能力をもつ人材（生物系1）。
（11）会社は、採用後に再教育するという前提で課程博士の質をみている。どのよ
うな学生が欲しいのか、どのような教育をして欲しいlのか明確にして欲しい
（＊材料系1）。
②　民間企業向けの課程博士の育成
（1）制度として大学向け、民間企業向けの養成は意味がない。
（1－1）アメリカはゼネラリストの素養をもたせ会社の経営に参画している。日本の
大学も民間企業向けのゼネラリストを養成する必要がある。そうすると、大学
向けには学問の深い人材、民間企業向けにはゼネラリストの養成となる。両者
のカリキュラム、養成方法は違う（電気系1、機械系1）。制度として2分して
養成することはできない。何故なら、民間企業向けの課程博士は学問のレベル
が下がる。トップはそういう博士課程に進まないだろう。そうすると民間企業
は、アカデミックの方を採用する。アカデミックは民間企業が採用してもゼネ
ラリストにできない。したがって2分化しても失敗する。一人一人の学生の人
生は一回限りである。その人生の可能性を考えていくのが教官の立場である。
大学はアカデミックな学問水準を守らなければならない。学生にあわせて、ア
カデミックな中で、個人的に、論文指導などで徹底的に民間企業向けに養成す
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るしかない（機械系1）。
（1－2）民間企業向けの課程博士の育成は不要である。民間企業向け、大学向けと区
別しないで、研究への取り組み、考え方、経験、論文のまとめ方、発表の仕方
など研究者として優れた人材を育成するということで一本化して考えたい（材
料系1、物理系1、電気系1）。
（1－3）機械工学系については、大学向けのサイエンスのコースと民間企業向けのテ
クノロジーのコースとに分ける考えには絶対反対である。機械工学系の博士課
程はサイエンスを目指すべきで、博士課程はサイエンテストを育てることだと
思う。工学もサイエンステックに考えることによって高品位のテクノロジーが
できるのではないか。高品位のテクノロジーとは、グローバルなもの、ヒュー
マンなものである。したがってそのテクノロジーからは、結果的に新たな問題
を生じないし、生じても僅かなもので、長生きするテクノロジーである。高品
位のテクノロジーを裏打ちするのは、サイエンスであり、サイエンティストで
ある。エンジニアリングのためにサイエンスを備えた高品位の人材というと課
程博士であろう。修士を修了した後の3年間を民間企業で過ごすか、博士課程
で過ごすかの差は、より、サイエンティストかどうかである。社会は高品位の
テクノロジーを求める。民間企業はそのニーズに応えるために、テクノロジー
の側面だけではなく、サイエンスの側面を強く意識してきた課程博士を求めて
くるに違いない。これからの研究開発社会は、高品位のサイエンス観に基づい
て、高品位のテクノロジーを社会や民間企業が目指さなければならない。もし
も、民間企業が高品位のテクノロジーを目指さないならば、それは間違ってい
る。間違った民間企業の要請に大学が迎合すべきではない（＊機械系1）。
（2）日本がサイエンスに裏打ちされた高品位のテクノロジーを目指していくために
は、アメリカ型の博士課程を志向することになるのではないか（＊化学系1）。
（3）学生の得意タイプが、基礎的分野タイプ、応用的分野タイプ、先の読める企画
的素質タイプのどれかにあたるかを見極め、それぞれのタイプに応じた育成を
行う。博士号取得後、1ないし2年は武者修行にでる。民間企業は、武者修行
先の業績評価の証明によって採用すれば良い。そういうボスドクの層を厚くし
マーケットを作っていくしかない（化学系1）。
（4）超優秀な者は学部3年から修士課程へ、修士課程1年で博士号を取得できるよ
うに飛び級制度を作り、フレキシビリティのある若い内に入社できるようにす
る（機械系1）。
（5）従来のように特殊な研究テーマの枠内で育成するのではなく、現実の技術の流
れを把捉した上で、研究テーマがどこに位置するかを理解させるような教育を
し、民間企業の現実の発展ニーズに応じた研究テーマを念頭において、研究テ
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ーマ自体は純粋に基礎的なものを選択させる（材料系1）。
（6）博士号授与の条件を緩和することではないか（機械系1）。
（7）博士課程進学時に学生の意識の改革を図り、学位論文についてのエキスパート
意識を捨てる。民間企業も、テーマーや知識にこだわらずに、課程博士は新し
いことを解決する方法を知っており、その能力があるという明確な意識をもて
ばよいのではないか（材料系1）。
（8）大学の研究体制を組織的有機的に改善する（機械系1）。
（9）産学共同による。
（9輸1）固有の技術、固有の理論、固有の実験データで、民間企業と協力しながら実
際の産業界に通用する技術を作る（機械系1）。
（9－2）産学共同研究を推進し、民間企業からの出張研究員が増えること（機械系1）。
（10）企業向けの課程博士を養成している。
（10－1）大学は、今の課程博士は、人のつきあい、研究領域も広い立場でみれるよ
うにしている。専門に縛られていないと思う。学部では教育を受ける。修士課
程では一つの研究をする。博士課程では幾つもの山を越え壁を突き破って広い
研究、考え方の経験を豊富にしていく。専門を深くというよりは、いろいろな
経験を通じて、判断力、後輩の指導力、解決力、それらを総合して問題の本質
をつかむ能力を養成している（化学系1）。
（10－2）学問の性格によって違う。精密工学科の場合は、研究対象が明日半（今日、
明日、明後日）のところにあり、生産技術、応用に近く民間企業の研究に入り
易い。また一般の機械工学科に比較すると学問体系として確立していないので、
民間企業の要請に応じた育成をやっている（機械系1）。
（10－3）在学中に民間企業と共同研究や実習をして民間企業の実態を知らせている
（電気系1）。
（10－4）民間企業の要請する課程博士が育成されている（化学系1）。
（10－5）講座制でないから専門にこだわらない学生が増えている（物理系D。
（11）大学は、広いバックグランドを十分カバーするとともに学位論文のために焦
点を絞った研究をせざるを得ない。しかし、民間企業は、第一戦で新製品の開
発に役立つ即戦力を求めている。むしろ、民間企業で助走期間が必要ではない
か（物理系1）。
（12）今までは大学教員になるために博士課程に進学した。これからは研究したい
学生が進学するという考えに立たなければならない。進学する学生が多数にな
れば民間企業に行くようになる（機械系1）。
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9　博士課程の改善と進学率の向上方策
（1）建物の近代化と教授団の協力により中身を近代化することが必要である。大学
と大学の研究は人を含めて封建的である。それを近代的なものにする。学生が
精神的な3Kを感じないようにする。きれいな研究棟の広々とした研究室で、
生き生きとした教授と幅広い人間性のある環境、協力関係のある人的環境で、
豊かな研究費が使用できるように改善する（＊機械系1）。
（2）社会が豊かになり、娯楽施設などをみて、スペースが広々としている。社会が
フレキシビリティになっている。ところが大学院は、団地サイズのままで、専
門分野にこだわる閉鎖性が見受けられる。きれいな研究棟と広々とした研究室
で、フレキシビリティをもつことが大切である（＊機械系1）。
（3）大学院の建物、研究室のスペース、設備、研究費などをアメリカ、ヨーロッパ
並にする。特に建物の質と、学生一人一人の机と椅子をおけるスペースが必要
である（＊物理系1）。
（4）民間企業からみて、外国の博士課程よりも日本の博士課程に多くの研究資金を
投入するような魅力のあるものにする。民間企業から研究成果を期待されるよ
うな大学院にする（＊機械系1）。
（5）学生からみて、大学の教授、助教授は社会的、経済的、精神的に恵まれた条件
にする。
（6）大学の研究環境として、建物、予算、スペース、居住性、スタッフが重要であ
る（＊電気系1）。
（7）文教的学究的雰囲気（物理系1）。
（8）教職の定員削減は問題（＊電気系D。
（9）日本の民間企業全体の問題として、民間企業の連合体という考えのもとに、資
金を委託してその利子で運営するなどの財政基盤の充実を考える必要がある
（＊化学系1）。
（1）博士課程の改善方策
（1）大学院博士課程の問題は、基本的には、財政面、研究設備、研究室の面積（＊
化学系1）
（2）雑務から教授を解放し、学生指導の時間を増加させるべきである（＊化学系1）。
（3）教授を大学院本務、学部兼務に変える（＊化学系1）。
①　教育体系における博士課程を明確にする。さまざまなタイプの大学院とする
（1）社会の高度化すると社会の要請が複雑になる。その要請を満たすためには、い
ろいろなタイプの大学院が必要である。各大学の特質を発揮した幅広いユニー
クなものが良い。独立した大学院大学もよいし、大学院と学部が一緒のものも
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良いだろう（物理系2）。
（2）独立の大学院大学を設置する
（2－1）大学院は学部の上に積み重ねられているに過ぎない。独立の大学院構想しか
ない。学部と切り離して大学院のための特別な施策をとり、大学院の充実を考
える（物理系1、材料系1、機械系2、）。
（2－2）現在の大学教育では、博士課程は社会的に盲点あるいはnonvisibleとなっ
ている。たとえば、小学校一中学校一高校一大学一大学院大学というように、
小学生でもわかるようにする（材料系1）。
（2－3）民間企業にいながら博士課程に入学できるなど柔軟性をもたせた博士課程の
運用が大切（機械系1、材料系1）。
（2－4）学部と修士課程を切り離すことは良くない。博士課程はある程度切り離して
もまわない（物理系1）。
（2－5）博士課程の教育目的を明確にし、組織として教育体制を確立する（材料系1、
械系1）。
②　課程博士の資質の向上を図り、早期に学位を授与する
（1）学力の高い学生が博士課程に進学するようにする（電気系1）。ただし、博士
課程入試で独創的な能力があるかどうかを判定するには難しい（生物系1）。
（2）頭脳の柔らかい時期に知識として体系を整え、英語で論文を書き講演するなど
密度の高い訓練を行い、課程博士の差別化を行う。自然科学の基礎を深め新し
い体系を立てるためには、アメリカ型の博士課程が望ましい（化学系1）。
（3）アメリカの博士は社会性をもち、人間の幅が広い。日本も見習うべきべきであ
る（材料系1）。
（4）広い領域に対応できる素質と新規課題にアプローチできる能力を養成する（化
学系1）。論文軽視は賛成できないが、ある程度専門外の知識も重要である（機
械系1）。
（5）博士課程では、研究テーマの選択、研究方針、研究戦略を立てそれを修士以下
に指導する能力を高める。個々の学生の性格をみながら研究室の運営できるよ
うにする。ある分野では博士課程在学生が教授の能力、知識を凌賀するように
する（電気系1）。
（6）研究エリートには、対立する意見に論争する若者を育成したい（材料系1）。
（7）学位論文に対する考えを変え、若い年齢で取得できるようにする（電気系1）。
博士号の取得を易しくする（機械系1）。
（7－1）3年以内でふさわしい論文ができれば学位を取得できるようにする（機械系
2）。
（7－2）修士時期を含め2件程度の論文で博士号を授与しても良い（電気系1）。
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（7－3）飛び級の導入によってなるべく若いうちに博士号を授与する（材料系1）。
③　教授を自由に選べ、風通しを良くする（＊機械系1）
（1）講座制の壁を超えて共同研究できるようにし、教授を選べるようにする（＊機
械系1）。
（2）大学教授は自由人である。しかし、国に対する責任がある（物理系1）。
（3）研究内容選択の自由を保障する（機械系1）。教授に関するデーターによって、
学生は学びたい教授を選び、教授の許可を得て博士課程に進学できるようにす
る（）。
（4）工学系における博士課程在学生の研究と教授の研究とは、相互理解、相互尊重
関係のもとに行う（）。
（5）教授がバツラツとして魅力があり、学生が伸び伸びと研究できること。助手を
長年やっていると人間として卑屈になり易く、それは、自主的な研究の独立性
を損なう（＊機械系1）。
④　博士課程の教育機能を充実する
（1）教授と学生が直接向き合ったシンプルな形が良い。2年ないし3年契約のボス
ドクを配置し教授の研究テーマや学生の実験のアシスタントをする（＊物理系1）。
（2）研究者のライフスタイルにあった教育組織
教育機能に応じた教員を配置する。大学の教員の資格を厳格にする。大学機能
をいくつかに分けてその機能ごとにに契約制、定年制を定め、機能にふさわし
い人材をあてる。研究には若い頭脳が必要なので研究定年制を設けるなど。研
究者のライフスタイルあった組織とする。ただし、研究のみ、教育のみという
区分はしない。主として研究を担当する教授は国際的に通用する研究業績を挙
げた者とする。業績中心の人事とする。（材料系1）。大学の学閥主義を廃止し、
教授の国内交流を多くする（材料系1、物理系2）。
（3）ポストドクターフ工ローシップ制度の拡充
課程博士は特別の訓練を受けて特殊なことがやれる者と捉えるべきである。そ
のためには、教員が訓練に時間とかけなければならないが、教員も業績主義に
束縛されるので博士課程在学生を研究に使う。しかし、日本の基礎研究を高め
るためには、今の博士課程在学生に頼っているのでは難しい。もう一段高い研
究者の協力が欲しい。ポストドクターフェローシップの制度を拡充し研究させ
ると実験などで教員が博士課程在学生に依存しなくてもよくなり、学生の訓練
時間を増加できる。ポストドクターフェローシップに従事する間に実験の手腕
をあげ教授の推薦で次のポストが与えられるアメリカ型が望ましい。ただし機
械工学は違うかも知れない（化学系1）。
（4）博士号取得者に、今の技官のような仕事で、専門性が高い仕事、新しいタイプ
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の研究に従事させたらどうか（誤解を回避するために研究者という名称は用い
ない）（生物系1）。
⑤　博士課程の研究機能を充実する
（1）大学の研究は民間企業と違い、普遍性のある研究、因果関係の明かでない研究、
知的感動を呼び起こす革新的研究をすべきである（化学系1、機械系2）。先端
的研究派は少数である。それは評価されず援助が少ない。それを評価し援助し
なければならない（機械系2）。
（2）社会はゆとりある創造的な研究体制、社会体制ができている。大学だけが最低
の投資で最大の効果を上げようとしている。工学部は、巨額の装置が必要（材
料系1、機械系1）。研究投資額（施設費、研究費）を増額し、研究能力を上げ
る必要がある（電気系1、機械系4）。新実験装置を設置する（化学系1）。建物
が狭く、学生のいる場所、機材の置き場がない（生物系1、化学系1）。メンテ
ナンス費用を考えると単年度会計制度に問題がある（機械系1）。
（3）教授の研究姿勢
（3－1）教授が研究業績を挙げることである。研究業績を挙げるとモノとヒトが十分
となる。研究費が集まり、学生の研究協力の報酬と経済的自立の補助のために
授業料相当分を民間研究費からやりくりしたり、学会に出席させるなど、学生
に投資することができる。また、研究室の学生が世界的にその分野で一流と認
められる（電気系D。大学教授が情熱をもち、心から楽しんで学問に取り組む
姿を学生にみせて感動感化させる（物理系1）。
（3－2）教授が魅力ある研究テーマをもつ。ただし、常に魅力的であり続けることは
困難である（機械系2）。
（4）教授の評価方法の改善し、開放的な人事交流を行う
（4－1）研究の評価をどうするか。研究の価値を決定するのは多数派であり、いわば
衆愚的に陥り易い。学長、学部長などの責任者がポリシーをもって導いていく
しかない（＊機械系1）
（4－2）教授の評価方法を改善する。解答の解っている研究は誰が評価しても同じで
ある。解答の解らない長期的研究の評価の仕方を考える（化学系1）。
（4－3）教授の研究活動、成績によって組織、研究費、賃金などで優遇されるような
業績主義を導入する（物理系1、機械系1、材料系1））。
（4－4）学生からみて大学は閉鎖的な人事を行っている。民間企業と研究施設、研究
レベルで対等にし、対等の交流をして、大学の閉鎖的人事を解消する必要があ
る（機械系1）。大学間のインターフェイスを良くし、人間的、学問的つながり
をもたせる（私1）。
（4－5）日本独特の助手制度を任期契約制に切り替えたらどうか（材料系1、同旨生
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物系1）。研究室は教授1、助教授1、助手2とする（化学系1）。
（5）教授のオリジナリティを伸ばす環境を作る。秘書の雇用ができるようにして、
教授の雑用（建物の設備管理保全、外国人留学生の私生活の保証など）をなく
し、教授が研究に従事できるようにするとともに、助手を雑用から開放する
（化学系2、電気系1）。
（6）博士課程在学生に研究費をもたせる。自由に研究させ講座制の体質の中に閉じ
こめない。自由に他の研究室に出入りし、どの研究室に論文を提出しても公平
に審査がされるようにする。学生は研究室に従属するのではなく、研究費に従
属するようにする（物理系1）。講座制の廃止（物理系1）。
（7）大学に営業の自由を認め、民間企業の寄付を自由にする（材料系1）。
（8）寺小屋方式が良い（機械系1）。研究能力の開発は特例を除いて、man胃tO一man
が不可欠である（機械系1）。
（9）博士課程は、マスプロではなく、それぞれの個性に応じて教え、能力を引き出
すところである。体系的な教育課程ということは難しい（＊化学系1）。
（10）博士課程は、man－t0－man　教育をやるところに値打ちがある。研究の自立を
あまり言い過ぎると教授の指導が中途半端になる（＊電気系1）。
（11）民間企業が大学に寄付した資金には、免税措置を行うとか、基金の利子で研
究所を運営できるように社会を誘導する政策が必要である（＊機械系1）。
⑥　私学の博士課程に特別措置を行う
（1）理学の基礎研究に民間企業が研究費や寄付金を出すとは考えられない。特に私
学の研究環境を国立並に近づける意味、要請が大きい。また、私学の工学系の
場合、総合的な研究環境、実験設備、サポート人材が民間企業より劣っている。
大学は民間企業と違う領域をやればよいという意見があるが、実験に巨大設備
と多額の金が必要であり、私学の限界を越えている。学費だけではできない。
私学の研究はソフト的方向に向かわざるを得ない。研究費は国立と同じメカニ
ズムで国が負担すべきではないか。大学の民間企業との対等性、優位性を保つ
ことが施設的に困難になっている。欧米の援助機構を見習い、大学に対する補
助体制の見直しができないか。
国の各種プロジェクトに私学は参加しにくい。通産省のプロジェクト参加の場
合は電子技術総合研究所の雑役務費でくる。文部省も一旦私学振興財団を通す。
寄付行為に対する損金算入も国立はOKであるが私学は上限があり、実質的な
差が生じている。私立大学の公共性を理解し、改善を望む（私1）
（2）私学は全体として課程博士を増やすには、スペース、教員数からもゆとりがな
く財政的にも困窮している。私学も経済成長期に修士を多く供給して日本の産
業に貢献している。私学助成を強化して欲しい（機械系1）。
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（診　ボスドク制度の拡充などを行う。
（1）ボスドク制度を拡充する（電気系1）。
（2）オランダのFOM方式を導入したらどうか（電気系1）。
（3）案文の「ドクタートレーニングフィルド（流動性のあるドクター雇用制度）」
は、企業機密を守るために、民間企　業は本採用するので成立しにくいと思う
（＊電気系1）。
（4）ボスドクには、どうしても短期雇用で身分が不安定というネガティブな面があ
るので消極的。悪用されないように考えること（＊化学系1）。
（5）日本は大学の研究を博士課程在学生に頼りすぎている。ボスドクを導入するの
が良い。研究室の面積を拡大する。日本には日本固有の給料制度があるので、
日本型のボスドク制度を考える必要があろう。ボスドクの資質は、教授の研究
に賛同して研究に協力する者である。有期。博士号取得直後のクラスと他大学
の助教授、助手クラスの二つが考えられる。ボスドクのサラリーは、研究費、
人件費の総額を科研費、財団、あるいは大学の受託費から支給する（化学系1）。
（6）ボスドクには、奨学寄付金、科研費などの研究補助金の制度を考えるべきであ
る（化学系1）。
⑧大学生に魅力のある都市を考える（＊機械系1）。
⑨大学の教員の評価を厳しくし、リスクを負わせながら手厚い処遇をする（＊機械
系2）
（2）大学の後継者の育成
（1）大学に後継者を残すという考えは改める必要がある。その都度、広い分野から
教員に迎えれば良い（材料系2、電気系2、物理系1）。
（3）民間企業からみて魅力のある博士課程と課程博士の育成
①　民間企業が研究資金を投入したいと思うような魅力をもつ
（1）日本の民間企業は、外国の大学に研究資金を投入している。それは、日本の大
学に魅力がないからである。民間企業のニーズに応えた研究をし、ちゃんとし
た研究成果を出す必要がある（＊機械系1）。
②　民間企業向けの課程博士の育成
（1）大学院博士課程の方向は、民間企業の見方だけではなく、日本全体でどのよう
にあうべきかという視点から考えるべきだと思う（＊物理系1）。
（2）制度として、アカデミック向けと民間企業向けとに2分化した課程博士の育成
はできない。アメリカ型志向のなかで民間企業の期待に応えるしかない（電気
系2、機械系2、物理系1、材料系1）。
（3）学位の取得に4ないし5年かかると民間企業に就職できなくなる。学位の取得
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を易しくする（電気系1ほか）。
（4）博士課程では、研究に一番良い成果を得られる材料で学んだのであり、特定の
研究材料で、その性質を明らかにしただけでは良い専門家といえない。根底に
科学の本質をとらえる能力を備えた良い専門家を民間企業は求めている（＊生物
系1）
（5）医学に病理学があると同じように工学系も学術的にやる必要がある（＊機械系
1）。
（6）博士課程はアカデミックの養成に割り切るべきではないか（材料系1）。
（4）進学条件の改善
3年で博士論文ができ、民間企業、大学、研究所などいきたいところに就職でき
る。民間企業の処遇が良い方向に回る。そういう形が見えてくれば進学者は増加
するだろう（＊電気系1）。
①　明るい未来展望をもたせる
（1）進学率を高めるためには、博士課程に進学すると人生計画が明るくなるように
する（機械系1）。それには、課程博士の受け入れ体制を改善し、博士課程に要
した費用が生涯賃金で回収できる見通しを立てられることすること、博士課程
在学中の経済的自立、社会的自立、研究的自立を可能にすることである（電気
系2、化学系1）。
しかし、進学を促進する方法は論じ尽くされている。優秀な若者が損得勘定で
きるような具体的な立案とその早期実行である（電気系1、機械系1）。
（2）学生は打算的に考えていない。サイエンスに対する情熱憧れである。研究環境
の整備は確かに大切だがそれだけではなく、国や民間企業がサイエンスを重ん
じ、オリジナリティが大切と考えて、大学に投資し、大学を勇気づけることが
重要ではないか（化学系1）。
②　前記の（1）のほかに、進学率を高めるために、次のような改善を行う。
（ア）就職先の門戸を拡大する
（ア－1）博士課程に進学するのは、大学教授、国立研究所に就職するためである
から、その職場を拡大する（電気系2、生物系1）。
（ア－2）大学と民間企業の人材交流を良くする（機械系1）。
（ア－3）大学は論文業績がなければ採用できない。民間企業は企業秘密を守るた
めに学会発表を制約するが、その制約を可能な限り撤廃し、民間企業から
大学に採用され易くする（＊材料系1）。
（アー4）民間企業が技術開発力評価体系を確立し、課程博士を採用する（化学系
1、電気系1、機械系1）。
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（イ）研究に対する自信をつける
（イー1）中学校、高校の教育があまりにも詰め込み過ぎで、学生は知識の理解は
早いが、新しい問題を交通整理して、オリジナリティな知識をつけ加える
のが不得意である。創造力に自信がない。今の教育システムを変えなけれ
ばならない（機械系1）。
（イー2）物理を教える優秀な教員がいない。高齢教員が多く、今日的研究を熟知
して－いない。数年前までは、修士で高校教員になったが今はいない。英国
では博士の研究者が高校教員になっている。高校などに優秀な理系教師が
必要である（物理系1）。
（イー3）教授が積極的に研究力に自信をもたせるようにする（電気系1、材料系
1）。
（イー4）親のブランド志向を変え、博士課程進学の気力をもたせる（機械系1）。
（エ）博士課程在学中の経済的自立を促進する
（エー1）博士課程の段階になれば、実質的研究者であり研究とその伝承に寄与し
ているから、受益者負担の考えをとらず、授業料は国の負担でよい（国6、
私2）。更に、月額20万円を支給する（物理系1、電気系1、機械系3、生物
系1）。国立私立の学費格差を解消する（私2）。
（ェ－2）外国人留学生並に経済的保障をする（機械系1、電気系2）学振特別研究
員と同額を給付（物理系1）。ドイツの科研費には生活費が認められている
から（電気系1）。
（エ胃3）研究費、国内学会出席費、国際会議出席費を国費で補助（化学系1、電
気系1、機械系1）。外国人留学生並に学会出席費を支給する（化学系1）。
（エー4）日本育英会の奨学金について
（エー4－1）貸与から返済不要の支給に変える（化学系1、機械系1、電気系1〕
（エー4－2）民間企業に就職したときも返済を半額免除にする（化学系1）。
（エー4－3）博士課程進学者は半額免除（材料系1）。博士号取得者の奨学金返済
は1／6にする（材料系1）。
（ェ胃4－4）貸与基準から親の収入よる制限を廃止（3）
（エー4－5）民間企業が肩代わりして返済する。（1）
（エー5）授業料は教育費として親の税額から控除（化学系1）。
（エー6）留学機会をサポートする（機械系D。
（エー7）民間企業の基金による奨学金支給（4）。月15万円（1）。
（エー8）アシスタント制度（物理系1、化学系1、機械系1）。日本育英会の奨学
金並に支給（化学系1）。アシスタントと奨学金で修士初任給程度とする
（化学系1）。ただし、アシスタント制度の導入には、日本的な方法論を考
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える必要がある（機械系1）。
（オ）就職後の処遇を改善し、社会的地位を向上する
（オー1）妙に暗い人間関係におかれずに、本人の意志により、研究を続けるのも、
マネジメントになるのも自由に選べるのが理想である（物理系1）。
（オー2）賃金が修士と同額ならば、入社時に博士課程在学中の奨学金返済額を一
時金として支給する（電気系1）。
（オー3）入社時に研修する（電気系1）。
（オー4）専門職として位置づけて、賃金を設定し社内発言力をもたせる（機械系
1）。これと反対の意見（化学系1）。
（オー5）博士課程の評価、処遇を高くする（電気系1、材料系1）。修士とは完全
に処遇を変える（機械系1）。
（オー6）民間企業が貸金などの処遇を改善する（機械系1、電気系1）。課程博士
で有能の者の賃金を同年齢者の3ないし5割増しにする（材料系2）。
（オー7）民間企業が学生に代わって奨学金を返済（機械系1、電気系1）。
（オー8）大学教員の待遇の改善（生物系1）。
（オー9）課程博士が民間企業に就職しても、大学との縁を切らないことが必要で
ある。緑が切れると人間関係が切れ、学問的関係も切れる（物理系1）。
③　大学の仕組みだけではなく、民間企業を含めた社会全体の仕組みを変えるよ
うに考えなければならない。（＊材料系1）
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3－7－2大学教授の意見の翻
これは、筆者が1990年秋に行ったr大学教授インタビュー」の結果をとりまとめたものである。
できるかぎり正確に記録し、再現するように努めたが、不本意にも、大学教授の意見と違う点があれ
ば、その責任は全て筆者にあることを明記して、おわびに代える次第である。
なお、大学教授名は匿名とした。匿名方式を徹底するため、就職者数、就職先などの一部を省略した。
ご多忙の時間を割愛して、このインタビューにご協力いただいた大学教授の方々に深い感謝を申し上げる。
記載項目
1　理学物理系
（1）物－1教授意見
（2）物－2教授意見
（3）物－3教授意見
（4）物－4教授意見
（5）物一5教授意見
2　理学生物系
（1）生－1教授意見
（2）生－2教授意見
（3）生－3教授意見
3　工学機械系
（1）機－1教授意見
（2）機－2教授意見
（3）機－3教授意見
（4）機－4教授意見
（5）機－5教授意見
（6）機－6教授意見
（7）機－7教授意見
（8）機－8教授意見
（9）機－9教授意見
（10）機－10教授意見
（11）機－11教授意見
4　工学金属材料系
（1）材－1教授意見
（2）材－2教授意見
（3）材－3教授意見
略称：「教詳」
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（4）材－4教授意見
5　工学電気電子系
（1）電－1教授意見
（2）電－2教授意見
（3）電－3教授意見
（4）電－4教授意見
（5）電－5教授意見
（6）電－6教授意見
（7）電－7教授意見
（8）　電－8教授意見
（9）　電－9教授意見
（10）電－10教授意見
6　工学化学系
（1）化－1教授意見
（2）化－2教授意見
（3）化－3教授意見
（4）化－4教授意見
（5）化－5教授意見
（6）化－6教授意見
略称：「教詳」
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1理学物理系
（1）物－1教授意見
①’90就職状況　　省略
同教授の研究室ではオーバードクターはいない。学科全体でも解消されつつ
ある。（1989年1名）
②　博士号授与の考え方
同教授の研究室では学位未取得者はいない。しかし、大学全体でみると、教授
が格式を重視するので、3年間で取得できない者が何人かいる。
③　進学率を高める方法
博士課程進学者を増加するためには、返済不要の奨学金を支給する。演習等に
有給の助手（アンダーグラジュエート）とする。演習等の助手は、それ自体が
教育であり、物理のどういうところが面白いかを若い学生が教えることが効果
的である。少し便宜を図り、自分を磨いてくれるという期待をもたせれば進学
する。
活動すれば研究費、給与などで優遇されるなどの活性化の動機付けが必要であ
る。それが、若い学生を大学教員に引きつける。
④　大学の後継者
狭い意味の「物理学教育の後継者不足」は心配していない。数年前までは、大
学院卒でも高校教員になったが、今はいない。物理を教える良い高校教師がい
ない。高齢で今日的研究を熟知していない教師が多い。英国では博士の研究者
が教師になっている。
学問の盛衰という広い見地でみると、大学の使命は基礎科学のリーダーを養成
することである。優れたリーダーを教育者として大学に残すことが必要である
が、大学ではそれを見抜く評価力を失っている。大学に必要なのは人を大切に
する気風である。見抜けない、残さない。画一的、形式的平等主義により、そ
の気風が枯渇している。（例：教授の定年。私立で活躍している）それが、大
学衰亡の原因である。教育の世代交代による悪循環がおこりはしないか。
リーダーとは学生に何かをやらせる見識ある言動、責任感、気概、一流意識を
もっていることである。そうしたリーダーにふさわしい優秀な大学院前期学生
を後期にいかに誘導するかが問題である。博士課程に進学しない理由は、後期
課程は魅力を減少している。それは、大学に活気がなく暗い。教員が生き生き
していない、装置が古いからである。
⑤　アシスタント制度
リサーチアシスタント、テーチングアシスタントの果たす機能を見直すことが
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必要である。その機能とは、大学の教育人材、研究人材の育成の姿勢を学ばせ
ること、優れた学生を優遇し、責任と自覚を持たせることである。
（2）物－2教授意見
①’90就職状況　省略
オーバードクターはゼロに近い。当大学は納得しないと、論文を提出しない傾
向にある。理論関係の助手には1人に対し求人10、実験関係の助手には求人は
沢山あるが応募者は少ない。
就職は3年修了後の4月段階では半分も決まっていない。学位をとるまで就職
活動をしない傾向があるからである。特定のテーマに固執しなければ、現在は
10月段階で就職が可能となる。就職活動に晩生なのは、当大学所在地がビジネ
スゾーンになく、真理探求の文教的学究的雰囲気があるためか。
②’90進学状況
当大学大学院の博士課程進学率は、現時点では低いとはいえない。
学部から前期課程には定員の4倍が応募する。前期から後期には定員の70から
80％が応募する。理論関係の進学率が高く、実験関係は50％近くである。
③　課程博士の重要性
論文博士では丁稚奉公的な研究者の養成はできる。しかし、35～6歳で賃金
を受けながら論文博士になるのと、学生が研究者として全パワーを投入し、30
歳前である種の力を蓄えるのとでは、その後の勉強のスタイル、問題意識創造
的な仕事に大きな違いがある。課程博士の方が、研究の核となる、力あるの研
究者となる確率が高いのではないか。
④　進学率を高める方法
奨学金が親の収入が上限を超えるからといって貸与されないのは学生の自活か
らいっておかしい。大学の研究設備の充実。大学の研究環境の整備。
⑤　博士号授与の考え方
半数は5年で取得するようになってきた。当大学の場合、論文が学術誌に発表
されなければならない。業績主義、論文重視である。ところが論文投稿から掲
載までに時間がかかることも原因して遅れがちになる。博士号の授与の考え方
は、学科によってさまざまである。例えば、数学では共著の論文は学位論文と
みなさない。
⑥　博士課程のあり方
理学部の学生はスペクトルが広く、幅広く学問を修められるようになっている。
特定学科の必須科目がなく、学問分野間の交流ができる。（講座制なし）視野
を広げることにも意義があるが、他を認めることを通じて自己を確立していく
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ことも重要。
大学院は国立研究所と比べても基礎研究に違いがある。大学には好奇心に動機
づけられた基礎研究がある。基礎研究には、インデヴィジュアルサイエンスの
発想も必要。国研は目的指向的。当大学は、学究的環境にあり、基礎研究とい
う雰囲気にマッチしている。基礎研究には、真理を追究できる社会的文化的環
境も必要であることへの論議が欠落している。
研究者の生涯は2～30年。その間に何かを生み出す。博士課程はそのための
力を培うところではないか。
大学には、研究投資が少ない。資金が不足しているために、研究施設の維持等
に力を割くなど、適切な能力の活かし方がなされていない。
大学の学閥主義を廃止する。自分の育成した研究者を外へ出す一方、積極的に
外部から採用することが必要ではないか。
（3）物－3教授意見
①’90就職状況　省略
②　博士号授与の考え方
実験と理論と違う。理論では、1年目は自由研究、2年の後半から学位論文に
とりかかり、3年で学位を取得するのに無理がない。しかし、高エネルギーや
原子核の実験は、実験できる場所と時期が限られており、しかも時間がかかる
ので計画的にやれない。3年でとるのは難しい。学位取得に理論は大部分3年、
短期も少しいる。15％（30人中5人）位は4年以上かかっている。
③　進学率を高める方法
（1）博士課程在学生は、日本の将来の研究者として扱い、実質的に研究者として
働いているという考えで経済的援助をすることが必要である。
（2）大学の研究施設が貧弱である。民間企業並にする。
④　民間企業が課程博士を必要としない理由
民間企業は、博士の採用は専攻が企業に役立つとは考えていない。専攻と無関
係のところに採用されている。修士は会社が教育する。課程博士は会社の研究
計画を決めさせるなどある程度自主的にやらせる。
⑤　民間企業の処遇
学生から不満を聞くことはない。
⑥　民間企業向け課程博士の育成
専門にこだわらないようにする。当大学は実質的に講座制ではないから、専門
にこだわらない学生が増えていると考えている。
⑦　教授の研究と博士課程在学生の研究
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学位は学位論文一つで判定する。
学生は自分で課題を発見し、自主的に積極的に研究を進めて欲しいと思うこと
がる。できれだけテーマを与えないようにしているが、最近の学生は昔よりも
指導教官に依存する学生が多い。就職は論文数、国際会議での発表数という畳
的なもので左右され、大量に論文を書く方が有利になるので論文を書く。しか
し、適当なテーマの発見には時間がかかり、安易に指導教官のテーマをやれば
効率がよくなる。業績評価が定量的にされる弊害が表れている。
⑧　博士課程のあり方
学部と修士課程を切り離すのは良くない。博士課程はある程度切り離してもか
まわない。
総合大学院制度が良い。
（4）物胃4教授意見
①’90就職状況
省略
理論学は博士課程志向が強く、大学の教員希望が多い。公募すると何十人もの
応募がある。しかし、その門戸は狭い。民間企業に行く気があれば求人は引く
手あまたである。理論学志望者に実験の面白さを解らせる。自分の能力をどの
ようにしたら最大限生かせるかを考えさせ、何がなんでも理論という考えを止
めさせる。それでもオーバードクターとなってポストを待つ人は立派としかい
いようがない。
実験学は適応力があるので、大学就職率は悪くない。民間企業の求人が多い。
実験学は研究費、設備、賃金の面で民間企業が大学より優勢であるので民間企
業に就職する。大学教員は不足しているが、公募しても数人しか応募者がない
状況である。
②’90進学状況
博士課程への進学率は、年によってバラツキがある。
1988＝0　　1989＝50％　　　1990＝29％
③　進学しない理由
博士号を取得しても学問の道は狭く、また経済条件が劣悪である。更に、研究
環境も民間企業の方が良いとすれば、修士で就職した方が得と考えるのは当然
である。一流会社の重役と教授と比較すると月とスッポンの経済上の差がある。
したがって苦労して博士号を取得して大学教授になりたいと思う人はむしろ変
人である。しかし、大学教授が情熱をもち、心から楽しんで専門に取り組む姿
を見せれば感動感化されて学生が育つかも知れない。
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④　進学率を高める方法
民間企業の奨学金は拘束を受けるという理由で応募しない。匿名の民間企業資
金による奨学金を月15万円支給できないか。
⑤　博士課程在学生を必要とする理由
博士課程に学生がいると特に実験学では研究成果があがる。博士課程在学生も
下級生を先輩として指導できるメリットがある。
⑥　民間企業の処遇
学卒、修士の同期生に比べて見劣りしなければそれで良い。
⑦　民間企業が課程博士を必要とする理由
いわゆるハイテク時代にはそれなりの素養を持った人材が必要となっている。
そのような人材を民間企業では育成できないのではないか。
⑧　民間企業向けの課程博士の育成
研究への取り組み、考え方、経験、論文のまとめ方、発表の仕方等研究者とし
て恥ずかしくない人材を育てれば、それが民間企業で役に立つ筈である。
⑨　博士課程のあり方
大学の研究室のアクティビティを上げ、成果を出して行くには博士課程の学生
が不可欠である。博士号を取得した方が民間企業で有利ということで博士課程
に進学する学生が増えるならばそれでも増えた方が良い。たまに、何が何でも
大学、研究所の研究者になるのだという人が来てくれれば良い。とにかく、毎
年一人は博士課程に進学者が欲しい。
そのためには少なくとも大学院博士課程がそれなりに意味があることを解って
貰わねばならない。どのようにして学生の意識を変革していくべきかを目下模
索中である。
（5）物－5教授意見
①’90就職　省略
民間企業就職希望者は多い。しかし、素粒子は即戦力にならない。民間企業は
即戦力を希望し、民間企業のプロジェクトに合致した著しか採用しない。もし、
民間企業に助走する時間的ゆとりがあれば、課程博士には基礎的能力は付与し
てあるので十分に仕事ができると思う。しかし、それまでして採用するという
民間企業は少ない。
②’90進学状況
11／85＝13％
③　進学率を高める方法
（1）博士課程学生の国立、私立の学費格差を解消する。課程博士は全て日本に頁
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献するのであるから、国立、私立を同額とできるようにする。大学を助成する
のではなく、学生の学費を助成して欲しい。アシスタント制度は、心理的には
博士課程の進学率向上に効果があるように思われるが、疑問がある。実践して
みると満杯になっていない。助手制度以前の問題として、学費を負担を軽減す
る必要がある。特に地方から東京に来ている学生には、大学院時代の負担が重
すぎる。その軽減策が必要である。
（2）私学は大学ポスト、研究所への就職が狭くなると考えている学生が多い。オ
ーバードクターが多い。それがブレーキになって、学生の進学率を抑えている。
若い人の力を伸ばすような大学間のインターフェイスができるようにする。学
生が大学を移籍すると、テーマを与えられただけで放任されることがある。討
論するとか、学問のつながりができにくい。人間的なサービス精神をもって欲
しい。人間的なつながり、学問的なっながりが学生の個性、研究心を伸ばすの
だと考える。
講座制では学際的な研究が制限される。それは教授のカバーできる分野では
ない。自由に伸びていけるようにする。
④　大学の後継者
大学教授の後継者問題には、博士課程に進学するときの問題と博士課程を修了
したときの問題とある。
博士課程に進学するときの問題は、私立は学費が商いから修士から民間企業に
就職する者が多い。また、委託学生として国立研究所で研究を続けたいと希望
する者が増えている。博士課程を修了したときの問題は、当大学のポストが限
られていて、優秀な者を専任講師として大学に残せない。一旦当大学からよそ
に移籍すると当大学にはポストがなくて戻せない。そこで、国立の博士課程進
学希望者が多くなり、当大学の修士課程は国立の博士課程への人材供給大学に
なってしまう。私立には後継者問題が凝縮されている。
⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
新しい分野では増加させようとしている。
課程博士と修士の違いは、課程博士は、他人がやっていない問題であればある
程、また、困難であれば困難なほど燃えてその困難な問題に挑戦する。勝ち目
のない挑戦ではなく、やり遂げることができる問題に自信をもって挑戦すると
ころが修士と違う。課程博士は博士課程でやり遂げた体験をもっているから自
信をもってやれる。外国で進んだ研究が出現する分野がある。課程博士はそれ
を消化して独自の研究の道を拓くことができる。修士は一般にそれをやるには
視野が狭く、やりとげる自信がない。
課程博士が民間企業に就職して大学と緑が切れたら駄目だと思う。縁が切れな
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いようにすることが大切である。多くの人が民間企業に行って失望するのは人
間関係が切れてしまい、それと同時に学問的関係も切れてしまうことである。
⑥　民間企業の処遇
民間企業の中で研究を続けたいなら続けられる。東芝は、会社の中に閉じ込も
らずに自由に動いて、会社に貢献しながら研究が続けられる。マネジメントリ
ーダーを希望すればなれる。自由にいろいろな道に進むことができる。妙に暗
くて孤立した人間関係の状況におかれないていない。
⑦　民間企業向け博士課程の育成
大学は、広いバックグラウンドは十分カバーしている。しかし、博士論文のた
めに焦点を絞った研究をせざるを得ない。民間企業の第一線に立つには不十分
である。民間企業はすぐ新しい製品に使用できる即戦力を求める。課程博士に
は入社後、助走期間が必要である。
⑧　民間企業との共同研究
民間企業はある研究テーマを進める。大学もある研究テーマを進める。しかし、
大学の物理の研究は、基礎的なもので、独自性をもつことが必要である。そう
いう宿命があるので、民間企業と大学では、研究領域が違うことが多い。オー
バーラップすれば協力関係がとれるが、オーバーラップしないことが多いので
直接の協力関係はとれない。
⑨　論文博士制度
論文博士制度は、長年良い研究をしていて、学問の集大成をしたいと思う人に
窓を開けることができる。この制度により、大学とそうした研究者とのコンタ
クトがとれるので論文博士制度は存続したら良い。
⑩　博士課程のあり方
アクティビティの高い修士が別の大学の博士課程に進学することがある。別の
大学に移るとテーマ、研究環境、研究費の問題ばかりではなく、博士課程の教
授と良い関係ができないことがある。コミニケーションをうまくやっていけな
い。民間企業にも似た例がある。また、ある領域の研究に関心があっても、部
門間の勢力の住み分けがあるからそれを研究できないことがある。
人的な良い関係をどうして作るかが民間企業、大学で求められているのではな
いか。意識を変えることが必要である。
改善策は、博士課程在学生を一人前の研究者とみて研究費を上げる。自由に研
究させ、講座制の体質の中に閉じこめないことである。例えば、籍はある研究
室においても、自由に他の研究室に出入りできるようにする。その研究室にの
み論文が提出できるのではなく、どこの研究室に論文を提出しても公平に審査
できる体制にする。研究室に従属するのではなく研究費に従属させる。
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2理学生物系
（1）生－1教授意見
①’90就職状況　省略
研究生は就職できず。大学、研究所の空き待ち。
課程博士の就職先は少ない。課程博士を求人する企業は多くない。バイオは2、
3年前は課程博士を採用したが、定着期・成熟期を迎えて、修士を採用する傾
向に変わっている。
②’90進学状況
生物学専攻の進学者は、1／6
③　進学率を高める方法
（1）生活の保障として返済不要の奨学金が受給できる。少なくても月10万円。
できれば、修士修了者の月給相当額。
（2）大多数の院生は大学就職を第一希望としているが現状は非常に難しいので、
デスカレッジされてしまい、修士の段階で、修士を求める民間企業に就職する。
そのため、大学教員数の増員がもっとも効果的である。日本の基礎的科学のた
めには大学には人材が大学に流れるようにしなければならない。民間企業へ、
民間企業へと流れると基礎的な面が崩れることが懸念される。アメリカでは、
教授から民間企業に流れている。
（3）教員の待遇をよくする。
④　民間企業向け課程博士の育成
基礎的学力、論理的考え方、解析能力の向上を図る。
（2）生－2教授意見
①　博士号授与の考え方
当大学動物生態学には、学問の性格と大学（あるいは本人の肴望）に特徴が
ある。学問の特徴は、実験室の研究は失敗しても1週間後に再挑戦できる。生
態の研究は野外の研究であるから一度研究時期が過ぎると次の時期のくるまで
待たなければならない。業績の数が少なくなる。実験室の学位取得が5年なら、
生態学が7年かかるのは当たり前。また学位に序列ができている。5年で学位
が取得できない場合と客観的に取得できる場合でも優れた学位論文を作成する
まで学位を取得しようとしない場合がある。それは、学位論文の質が学界で周
知の事実となっているので、一流大学の教官になるためには、納得できる論文
を提出しようとする。そのため、学位論文を提出できる力があっても提出しな
い。
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日本の生物学の学位の地位は、最低限では、高いのではないか。アメリカの生
物学の博士には3段階のランクがある。裁判などでランクによる違いがあらわ
れる。大学でもランクによって教授、助教授、講師助手となる。ドイツはに1
級生態士、2級生態士がある。
②　基礎科学の教員の年齢構成
助手の平均年齢は50歳を超えている。助手になれない。人事の更新がないと、
教員になれない。
③　課程博士の育成
課程博士は沢山育成できない。それは、建物が狭く、人のいる場所、機械を置
く場所がない。また、大学院の入試が難しい。独創的な能力をもっているかど
うかを判定しにくい。教授が賭けをするわけであるが、なかなか賭けをしにく
い。
④　アシスタント制度
（1）リサーチアシスタントにはあまり賛成できない。若い修士課程在学生に行わ
せるとそれがインプリントされて、研究に枠がはめられるのが恐い。博士課程
在学生になると、協同研究になり、教授の指示による研究になりにくい。これ
は、工学と生物学とでは研究アプローチ、テクニックの所在が違うから特に感
じるのかも知れない。
（2）テーチングアシスタントは、上手に運用すれば、非常にうまくいく。本人が
一生懸命研究しているものを一般化させて教育することはメリットである。必
須的な実習では習うことと教えることは違う。4年前に習ったことを教える段
階で、1講義のためにはその数倍の予習がいるから、良く理解できるようにな
る。
⑤　論文博士制度
論文博士制度は絶対に残すべきである。現実に大学院を修了していないが凄い
仕事をしている者がいる。学位が評価されればされるほどその道を閉じるべき
ではない。
外国の仕事で日本の学位をとるためにも必要である。
（3）生－3教授意見
①’90就職状況
一般的に民間企業の求人は多い。しかし、動物学教室に求人はない。学生は先
輩が行っている大学、国公立研究所を希望し、民間企業は希望しない。民間企
業はどうしても自由な研究ができないと考えているからである。民間企業の研
究所に対する無理解があるかも知れないし、民間企業で研究を続けている先輩
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もいない。民間企業に行くように仕向けたい。社会の中に基礎研究が根をおろ
さなければ基礎研究が役に立つことが説明できない。基礎研究が危ない時期に
かかっている。
②’90進学状況
動物学の場合、修士だけでは一人前の研究者として認められない。修士課程か
ら博士課程に90％以上が進学する。
③　博士号授与の考え方
極めて進んだところでもやりきるだけで3年かかる。最初からトップレベルの
研究に参加させ飛び級を行うなど博士課程の期間を短くすることを考えている。
3年で学位は取得させているし、取得させることは必要だろう。学位をとれな
い理由は一般的に語学能力が劣ると論文読破が低下し研究の速度が落ちる。一
般的に語学力に代表される学力の差によって取得できたりできなかったりする。
しかし、熱意によってカバーされる。
④　民間企業が課程博士を必要とする理由
動物学教室には生物を知っている人材がいる。バイオサイエンスの技術をもち
ながら環境問題、生物との調和を考えていく必要があるから。
⑤　民間企業の処遇
民間企業が大学助手の2倍の賃金を出せば、課程博士は民間企業に行くであろ
う。
⑥　教授の研究と博士課程在学生の研究
研究テーマは5年間一貫してできるものを与える。学生にデータをださせ主オ
ーサーで発表することはある。テーマを決める段階で将来ビジョンがあまり描
かれないものは止めている。実験計画は修士1年で作り、新しい課題を発見す
るかどうか注意深くみている。それを大きくする。
⑦　アシスタント制度
大学全体として定員を増加せずに研究テーマ、研究室を増設するために助手を
減らして教授、助教授を増やしている。
助手の採用ができないから、’90からテストケースとしてテーチングアシスタン
トを導入。理学部博士課程1～2年、60人一人1月、学部の3～4年生の実
習。応募状況は好評。教える経験をもつことは良いこと。1時間千円。
3　工学機械系
（1）機－1教授意見
（B’90就職　省略
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②　進学率を高める方法
（1）有給の助手制度（奨学資金という表現をしない）。学会出席の出張旅費支給。
（2）年数にこだわらず、ふさわしい論文ができれば修了とする。
（3）博士課程在学中の留学機会をサポート（旅費）する。
（4）課程博士を独特な能力をもつ者として活用する場（ポジション）を作る。
（例：国が一律的国家試験でなく特許庁などに良好な条件で採用）
③　課程博士を必要とする理由
博士号取得は出世の早道ではない。企業だけ、大学教授だけが博士号取得者と
いうことはおかしい。
博士号取得者は個性的な能力と性格をもった特殊能力者である。民間企業の技
術は研究開発主体になってきた。大量生産で安価な製品を作る時代ではなくな
っている。日本の各階層、各職場の知的レベルが上がり、組織全体が多面的に
なる。国の各階層が博士号取得者を特殊能力保持者と位置づけて、いろいろな
人がその特殊能力を利用する機会に恵まれる時期に来ていると考える。民間企
業も社内で、博士号を取得するような集中力、ものにこだわるような偏執的性
格の持ち主を使いこなさなければならない時期にきた。一把ひとからげの学歴
者扱いで能力を買って使う時代は古くなった。国もそのような特殊能力を生か
す時がきていると考えるから、博士号取得者は増加させるべき。文系も同じ。
④　民間企業の処遇
修士とは完全に賃金、昇進などの処遇を変えて、優秀な若者が損得勘定をでき
るように、具体的に得になるものを用意する。
⑤　民間企業向けの課程博士の育成
産学共同研究を推進する。民間企業からの出張研究員が増えること。ただし、
受け入れ空間の増大、研究費用の増額が必要である。
⑥　教授の研究と博士課程在学生の研究
すでに大学教授の研究に博士課程在学生が組み込まれている。教授も安心して
研究成果を上げられるし学生も研究成果を上げられる。ただし、研究テーマの
与え方が良くない。リスクの高いテーマを与えるべきと思う。教授も見通しと
度胸が必要である。
（2）機－2教授意見
①　進学率を高める方法
課程博士の人生計画が明るくなること。（大学と民間企業の交流を良くする）
②　学生は大学教授をどのようにみているか
大学は個人が研究するところなので、大学教授には逃げ場がない。民間企業は
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個人がグループの構成員と研究する。研究の自由度はないが職域進路が広いの
で、袋小路から脱却できる。給与は低い。競争は織烈である。出世が遅い。研
究費のケタが違う。
大学教授は恵まれた状況にない。
③　民間企業の処遇
博士課程3年分の経験を生かして、修士入社後3年の社員と同じかよりよくし
て欲しい。
④　民間企業向け課程博士の育成
大学の研究体制が組織的有機的になり、企業で本質的な意味での役に立つ研究
を効率的にする必要がある。
⑤　博士課程のあり方
ここ10～20年に日本の民間企業の研究投資額が多くなって研究能力が上が
っている。日本が豊かになり県庁等の公共建築物、小中学校の設備も良くなっ
ている。（30人学級は無理としても）社会はゆとりある創造的な研究体制、
社会体制ができている。大学だけが高度経済成長期になっても、旧態の団地サ
イズで、最低の投資で最大の効果をあげようとしている。これが大学と民間企
業との間で質的な差のついた原因である。その分教授は無理を強いられている。
意識の上で大学と民間企業との質的な平等感が必要である。
大学は民間企業と目的が違う。研究施設、研究レベルで対等になって対等の交
流ができるようにしなければならない。
大学組織であるが、民間企業は研究のプロジェクトで人的交流をやっている。
大学がそれをできないのは欠点である。大講座制が良いのかもしれないし、弊
害があるのかも知れない。学生からみて、大学は閉鎖的な人事を行っているの
それを解消する必要がある。一概にいえないが組織の上でも動脈硬化を起こし
ているのではないか。
（3）機－3教授意見
①　博士号授与の考え方
PhDにした場合、現在の博士より社会の評価が低くなるのではないか。
②　進学しない理由
進学しない理由は、博士課程が厳しすぎるからである。
（1）在学中の経済的出費。自活しなければならない。
（2）旧帝大以外で大学に残るとすれば研究環境は極めて劣悪。早稲田、慶應も同
じ。教授は教員としての負担が重く研究できない。大学経営側は研究して貰い
たくないのではないか。私学は研究業績を評価しない。経営が先でコマ数をこ
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なし、マスコミにのるのを喜ぶ。
大学の人事はコネで動く。それは大学経営には合う。研究者として努力して
も研究者の理想から遠い。大学に残っても厳しい生涯を送る。博士課程進学を
勧められない。
（3）大学助手のイメージが悪い。助手では科研費の主体になれない。高齢になる
まで助手にままのことが多い。
（4）教授、助教授の年齢構成によって、その大学の教員になれるチャンスが決ま
る。ポストが空かない限りなれない。よその大学に回って貰わなければならな
いがT大出身者が多く、彼らがポストを先占する。当大学の学生が就職できる
ポストはない。
（5）博士課程は個人の意欲、情熱に頼っている。金銭、名誉などの世俗的な面も
考慮してそれを満たさなければならない。
③　進学率を高める方法
（1）奨学金の返済が月々2万円。公務員は返済不要であるから、民間企業がその
分賃金を高くする。民間企業が何らかの優遇措置をする。
（2）修士を助手にし、思い切った勉強ができるようにし、ゆっくり学位をとらせ
る。
（3）奨学金を貸与でなく給付にする。
④　課程博士進学者の増員を不要とする理由
現状は進学率が低すぎるが過大になる必要はない。需要があれば供給側が有利
になり、自然に増加する。課程博士の数を意図的に増やすのは意味がない。日
本は論文を中心とする業績に学位を授与する。アメリカは可能性に学位を授与
する。アメリカとの単純比較は問題である。
⑤　民間企業が課程博士を必要としない理由
民間企業は課程博士の採用に消極的である。民間企業は課程博士に自由に研究
を行わせるシステムになっていない。
知的感動を呼び起こすような革新的な研究をするためには、採算性を無視した
研究所が必要。その研究所では課程博士が必要だがそういう余裕が機械業界に
はないから、増加しないのではないか。
⑥　民間企業の処遇
（1）民間企業からみると研究者としての稼働期間は7～8年しかない。その後は
管理者になる。修士で企業に取り入れた方がよいことになる。そうではなく、
専門職として位置づけ、賃金をキチットし、会社内における発言力をもたせた
らどうか。
（2）会社として独立して自分の考える研究をさせる。独創的な研究には十分評価
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し、その見返りを出す。特許一件に7千円だしているがアメリカと比較すると
安い。
⑦　大学と民間企業との研究協力
（1）民間企業から博士課程に派遣されてくると研究戦力になる。実質的交流が機
能し、両者にメリットがある。
（2）大学と民間企業との研究者の交流は、両者の研究体制が違うので無理が生じ
る。民間企業は研究のターゲットがはっきりしている。優れた実力のもち主が
切嵯琢磨し、研究指揮をとる。ところが大学は、教員一人で教育と研究を行う。
研究者の移植は無理ではないか。大学向けのプロを活用する。
⑧　教授の研究と博士課程在学生の研究
研究能力の開発は特例を除いて、man－t0－manが不可欠である。
⑨　大学の研究のあり方と現状
大学は民間企業と同じことをやっていては駄目だ。十年先のもの、科学でなけ
れば駄目。普遍性のあるもの、因果関係の明かでないもの。知的感動を呼び起
こすような革新的研究は大学がやる必要がある。しかし、現実には立派な研究
はできないし、評価されない。失敗すればシッぺ返しがある。イノベーション
的かどうかよりも論文の数が問題になる。
⑳　論文博士取得に対する民間企業の態度
修士が企業内で学位を取得するのは迷惑だという考えがある。学位取得のため
には、研究の継続性が要請されるがそれは民間企業の戦略とずれる。そこで、
学位を取得したいなら取得してくれ、しかし社内では評価しないということに
なる。
（4）機－4教授意見
①　機械工学科と精密工学科の違い
機械工学科と精密工学科の違いは、創設の沿革による。Aタイプは機械工学科
から精密工学科が派生したもの、Bタイプはもともと違うもの。当大はBタイ
プで物理に近い。工学部と理学部の物理を串刺しで教えた。
②　民間企業が課程博士を必要としない理由
アメリカの博士と日本の修士が民間企業でやっている仕事は同質ではないか。
能力の高い者が修士課程に進学しているから修士でも業績をあげられるのかも
知れない。研究の進め方は、アメリカは狩猟民族のやり方で指令官の命令に従
ってやる。日本は農耕民族のやり方でグループが協力しあってやる。その違い
も影響しているかも知れない。工学は理学と違い、オリジナリテーよりも着実
な追究が求められているのではないか。
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③　民間企業の処遇
特例処遇が欲しい。
④　教授の研究と博士課程在学生の研究
学生に手伝わせているという感じは全くない。
（5）機－5教授意見
①’90就職状況
省略
②　進学する理由
大学、高専の教員になるために博士課程に進学するのであり、企業に就職する
ために進学するとは考えられない。
③　進学しない理由
（1）博士課程進学理由は、大学、高専に就職するためで企業に就職するために進
学することは考えられない。しかし、社会が成長期であり、大学の新設増設が
盛んに行われ教員の需要が増加する時代とそうではない時代とがある。その時
代の違いも進学率に影響しているだろう。
（2）一般に旧制大学は大学院のレベルを低下させないために学位取得が難しい。
新制大学は3年で学位を取得するのが当たり前である。学位取得が易しければ
進学する。
④　進学率を高める方法
（1）修士で就職した者と同程度の経済的生活保障。
（2）研究テーマが魅力的であること。し申、し、分野によって一律ではなく10年
周期で脚光を浴びたり浴びなかったりする。常に魅力的であり続けることは無
理。
（3）学位取得要件を易しくする。
⑤　大学の後継者
大学の後継者は、実際には20年に1人いれば良い。しかし、理想的には複数
の候補者がおり、その中から選抜することが望ましい。
大学紛争などによって人事システムに変更があったりすると人事権者が不明確
になる。ある程度強い指導力が発揮できれば計画的人事が可能となるが、大勢
が参画するシステムでは強力な指導性が発揮できず人事計画が成立しない。こ
こに問題がある。
大学の研究施設、研究レベル、研究テーマを魅力的にすれば進学希望者が増え
る。しかし、研究テーマは社会、経済、産業の環境の変化によって10年周期
の波がある。脚光を浴びる山と浴びない谷がある。常に魅力あるテーマであり
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続ける事は無理。大学がどうこうできない。
⑥　民間企業の処遇
博士号取得者を日本は業績で考え、アメリカは将来発揮すると見込まれる能力
で考える。
課程博士が資格取得者として優遇されなければ、民間企業に就職しようと考え
る者は博士課程に行かない。処遇が同一であり、しかも、同期の学卒、修士と
比較すると企業習熟度が違うので課程博士に不利である。貸金の違いが明確で
あれば博士課程に進学するだろうし、職場でも頑張るだろう。
⑦　民間企業向け課程博士の育成
今まで博士課程には、大学教員になるために進学した。これからは、研究した
い学生が進学するという考えに立たなければならない。大学院に進学する学生
が多数になれば企業に行くようになる。企業と比較したら大学の研究環境は圧
倒的に違う。研究環境、研究レベル、研究テーマの魅力化が必要。ただし、研
究テーマには波がある。
⑧　大学と民間企業との協力
大学は潔癖であった。一般的な意識として、大学教官は国家公務員であり、特
定の民間企業との結びつきは具合が悪いという産学の結びつきを罪悪視する意
識が底流にある。それで、民間企業と協同研究をするとそれをしていない側か
ら滅茶苦茶に叩かれる危険性がある。日本は欧米に比べて産学の結びつきが弱
い。アメリカでは、土曜、日曜を自由に民間企業との研究を行っている。ドイ
ツは助成金がある。もう少し寛容であって欲しい。技術で社会貢献すべきとの
考えが数％許されると思うので、ある程度の産学協同が必要。
⑨　教授の研究と博士課程在学生の研究
教授と学生が共同研究することは学生の研究業績になる。教授の手伝いとはい
えない。
⑬　論文博士制度
博士課程のみでは若い時が全てを決めるので単純化されすぎる。複数のコース
の人生が必要であるから論文博士制度は存続すべきである。
⑪　博士課程のあり方
（1）文部省の政策として大学院があるが、単に学部の上に積み重ねられているに
過ぎない。大学院のために特別の施策をしているところはない。学部と切り離
して大学院の充実を考える時期である。大学も文部省に働きかけようとしてい
るが設備、建物が貧弱である。
（2）大学教官自身の問題としてまだ、欧米追従型が見受けられる。研究多数派が
力を持つが、多数派は既に先端的研究のグループとはいえない。先端的研究グ
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ループは少数派なので資金援助が少ない。また評価もされない。先端的研究少
数派に研究援助の手が差しのべられれ評価されるようにしなければならない。
そのためには、社会が多様な価値をもつ者で構成されていることが大切。また、
日本の社会は名誉（社会的地位）、金、権力がそれぞれ分散している。それぞ
れが満足しているような分散型社会は安定しており、集中する社会は良くない。
（3）日本の課程博士は論文重視でアメリカに比較して学識の幅が狭い。アメリカ
では専門研究外の学識幅広く修得しているかどうかを厳しく捉えている。学位
授与は論文があまり重視されないアメリカ型が良いか、論文重視の日本型が良
いか。ある程度専門外について勉強する必要があるが、そうかといって論文を
軽視することには賛成できない。
（6）機－6教授意見
①　進学しない理由
文部省の中学、高校教育があまりにも詰め込みすぎになっていて、創造力のな
い学生を作り出している。学生は早く知識を消化し理解する。しかし、新しい
問題を交通整理してオリジナリティ、新しい知識をつけ加える自信がない。学
生は創造力に自信がないため、博士課程へ行きたくとも行く自信がない。何で
ここまで創造力がないのか。
今の教育システムを変えないといけない。
研究予算の不足。
②　進学率を高める方法
博士課程に行ってまで親の援助を受ける。外国人留学生の奨学金が日本人の助
手の給料より高い。最低限外国人留学生並の経済的保障が欲しい。
研究予算の増額。
③　民間企業が課程博士を必要とする理由
民間企業は基礎分野の人材が欲しい。課程博士は研究の基礎訓練がキチットで
きているから欲しい。しかし、大学は供給できない状況である。
外国人留学生は、日本は尊敬できない、モデルになり得ないといっている。
④　企業の処遇
主として研究部門になるが、博士号に見合うだけ貸金を払っていないように思
える。
⑤　民間企業向け課程博士の育成
研究予算の増額。
⑥　博士課程のあり方
私の研究予算は、年間一講座500万円である。生産上の最先端の課題、たと
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えば、クリーンルームの研究、自動組立の研究、クリーン度の可視化の研究な
ど何れも億単位の予算を必要とする。民間企業はこのような研究費をもってお
り、大学にはない。民間企業の方が良い研究ができるので学生は民間企業に行
ってしまう。科研費も不十分で、当大学工学部は数年間増額されていない。危
機的な状況にある。
（7）機－7教授意見
①’90就職状況
就職希望者は大学、なかでも国立大学を希望し、その上自分が勉強した専門分
野でないと行かない。
②　進学しない理由
修士課程希望者は非常に多く競争率が高い。しかし、修士から博士課程進学率
は非常に低い。
（1）機械工学は就職学科であると考えられている。研究が分析であ　ることから
すると、設計はあらゆる知識を総合してモノを作るという総合的作業であるか
ら研究活動に向いていない。応用学科である。
（2）修士より奥深く研究することにより、より専門的になるが、それは、専門化
によって将来の可能性を限定するのではないかという恐れを生む。自分の用途
が限定され就職しにくくなる。修士から博士課程にいくことの限定が大きい。
（3）博士課程在学時期は、就職していれば財産を築き、結婚し家庭をもつ重要な
時期である。それが3年遅れる。経済面でも家庭形成面でもハンディキャップ
を負うことになる。
（4）研究室は教授の体臭に満ちている。
（5）学問環境が劣悪化している。1970年に1講座340～350万円が今400万円。物価
上昇を考えると値打ちが下がっている。これでは研究できない。公費の研究費
は文房具代、研究費雑費に過ぎず、設備の更新、機械の購入、人の雇用はでき
ない。アスベスト工事費も研究費にかぶってくる。科研費も額が少なく、一回
あたると翌年はこない。あたると貧乏、翌年は貧血。あたるかあたらないかわ
からないので申請に要する時間は浪費となる。民間企業から毎年一定額を貰う
方が良い。
国費
国費度＝ ＝17％
国費＋民間企業の金　　　2400
日本は高等教育を放棄しているかのように思える。外国からみても異常であ
ー18　－
－395－
る。（1970年からの教授の給料の伸びと科研費の伸びとの比較をしたらどう
か。）
大学院大学になって講座費が1．5倍になっても600万円。これでは仕方がない。
（6）製造業の賃金は銀行の2／3、大学教授は製造業の2／3。これでは、民間企業
か　ら大学に非常勤講師や教授として呼べない。
（7）委員会を開催しても議事録を作成する秘書を雇用できない。賃金を多く払わ
ないと秘書が採用できない。教授の研究時間が少なくなる。
（8）大学では発明ができない。今の制度では個人が発明すればするほど貧乏にな
る。実質的に個人の発明を禁止している制度である。職務発明を大学を通じて
申請しようとすると予算がないから止めてくれといわれる。たとえOKになっ
ても、手続きを自分でやらなければならない。弁理士に依頼すると一件30万円
かかる。重要なものは世界の特許に関連する。関連特許をとろうとすると1か
国100万円として10か国で約1000万円。何千万円もかかる。これは必要経費と
認められない。民間企業を巻き込んでやるしかない。産学協力にも影響する。
職務発明は全て個人に属するとした方が本来の自主的開発ができるのではない
か。これらの状況を学生から見た場合、大学は苦労が多くて夢がない。この世
界に飛び込みたいと思わないだろう。
③　進学率を高める方法
博士課程在学者は、学問に熱中したいのでアルバイトをしたくないと考える。
勉強で消耗が激しい。学資の給付があれば進学率は高まる。博士課程在学者に
給付する理由は、修士までは外から知識を受けることが多いが、博士課程在学
生は、教授から方法論を教わるだけで、知識を生産している。それを通じて社
会に知識を還元している。また、研究室は徒弟制度で、口移しに先輩から後輩
に技術、学問の知識が伝承される。博士課程在学生は伝承の役目を果たしてい
る。そういう活動に対する報酬。
④　課程博士の重要性
知識は20代に身につけなければ駄目である。30代以上の知識は付け焼き刃
にすぎない。20代のうちに幅広い分野の知識の萌芽を与えてやればそれをも
とに自分が知識を継ぎ足していける。それが与えられないとその方に頭が向い
て行かない。
⑤　大学の後継者
大学の後継者として育成したいと思えばそれ相当の人材が得られる。問題は一
旦民間企業にだしてから何年後に大学に呼び戻したいと考えると、その人材は
民間企業が手放せないように育っているので、帯に短し樺に長Lということが
あるかも知れない。
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⑥　民間企業が課程博士を必要とする理由
基本的には民間企業が課程博士を採用すべき社会的条件が熟しつつある。改良
技術による生産力の向上、付加価値の増加から、今は完全に技術競争に移った。
従来のように技術を外国に買いに行く訳にはいかない。抜本的、本質的な新し
いアイデアに基づく自前の新技術の開発が民間企業の不可欠の条件になってい
る。それができる民間企業は発展し、それができなければ衰退する。抜本的、
本質的な技術開発となると、本格的な訓練を受けた人材が必要になる。アイデ
アをだすのは社長でも誰でも良いが、アイデアをだす段階を含めて科学的武装
をしないと本当の競争はできない。そのために、課程博士を採用すべきであろ
ゝ
つ。
博士は、業績を挙げた人物あるいは論文を書く人という考え方を止めて、大局
的にしかも本質的に物事をみることのできる人材、これから価値を作り出して
いく人材として眺めると、その人材は研究室にいなくても、工程の中や設計の
中にいて一向に差し支えないのではないか。もっと広く考えた方が良い。
課程博士も、自分の専門に閉じ込もらずに広い視野でいろいろな分野を手がけ、
あるいは研究以外の開発とかマネジメントの面にも目を配り、どんどん出て行
くようにすれば民間企業も課程博士を見直すであろう。
今はその両方が十分うまくいっていない。民間企業は課程博士を狭い分野の専
門家と思いこんでおり、課程博士も狭い領域しかやっていない。それでは能力
のある者は育たないであろう。
それを含めて、課程博士も民間企業も両方、考えを改めないと新しい時代に対
応できないのではないか。
⑦　民間企業向けの課程博士の育成
課程博士だけでなく、エンジニアは一般に自分の殻に閉じ込もる癖がある。特
に機械は、材料屋、熱屋、化学屋、電気屋ができる。専門に熱中しても、専門
知識だけでは動かない。一つのモノは、材料的側面、化学的側面、電気的側面、
情報的側面をあわせて作られる。その人材が揃っていても、自分はこれしかで
きないというのではモノが作れない。いろいろな人を協力関係に結び付け、総
合し、継続的な取り組みを行い、政策上のトラブルなどを解決していくのがエ
ンジニアである。なるべく一つの専門にへだたらないでいくつかの深い専門を
もち、かつ広い視野をもつ課程博士を育成するように心がけ、努力をしている。
大学の研究室の分析は、最先端か最後端をやる。人が諦めたか気がつかないか
のどちらかをやるのが大学。産業界に役に立つために、企業と協力して我々の
概念に基づいた工作機械を製作し工作機械見本市に出品した。10年程先を見
た技術を考えている。アイデアは大学が出し大学主導で民間企業は協賛という
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ような協同関係を作っている。実際的な面で世の中に通用する技術を作り、そ
れを通じて研究を進めている。今のところ課程博士はいない。固有の技術、固
有の理論、固有の実験データで触れば切れるような研究をしている。そうする
と、いつの間にか最先端か最後端の研究になっている。そういう人材なら、教
育面でも研究面でも、自分の殻に閉じ込もるわけがない。
⑧　論文博士制度
役に立つ知識を集大成すれば博士ができる訳ではない。いろいろな知識を学問
に高め、学問体系の中に科学として織り込むことである。それに参加する人は
多い方が良い。門戸を閉ざさない方が良い。課程博士は学問的科学的方法論を
身につけ、一つの領域について基本的応用的知識を体系的にまとめ学問に寄与
している。そしてその知識方法論が今後の学問の発展に役に立つと考えられる
ものである。論文博士は業績に対して授与されるが、科学的方法論を職業とす
る人という意味あいがあるのではないか。
⑨　博士課程のあり方
機械系の改革に取り組んでいる。機械工学の基礎は、材料力学、流体力学、加
工学、熱力学であったが、これにバイオ、電磁気、量子力学を加えた。応用は、
機械の手足を作るよりも頭脳部分（人工知能）を作る方が大切と考え、機械情
報工学科を作ろうとしている。また、物作りから販売までを包含するシステム
（例：クロネコヤマト、スーパーなど）、企業全体を一つのシステムと考えて
企画運営する、産業全体を考える。機械の中に、基礎、情報、システムの学科
を3本柱として作る。産業界の各分野で活躍している方にも来て貰って、各分
野の現状と将来を語って貰うようなことをやっている。学部、修士についてそ
うやっている。博士課程になると、特別のことをやっているわけではない。同
僚は機械創造学という学問を自分で作っている。私は産業システム、経済学か
ら始まって産業連関論、金融論、会社経理、販売統率まで網羅したものを講義
している。モノを作るだけでなく、モノの価値を作る。システムを作れ、シス
テムができたらその運営を考えよ、そこまでひっくるめたものを機械系でやろ
うということで、今実行に移しているところである。
学問を作るには自由な時間が長期に続くことが重要である。
（8）機－8教授意見
①　大学の後継者
質の良い人材は必ずしも博士課程に進学しない。大学後継者の絶対数が足りな
い。本当の意味の研究能力があるかどうかということを、多くの学生が博士課
程に進学する中で見分ける必要がある。博士課程に魅力がないので進学しない。
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②　博士課程在学生を必要とする理由
民間企業が旧来の博士課程のように自由放任な研究をさせれば別だが、そうで
ないと大学の本来の博士課程は滅びる危険がある。総合的に博士課程在学者を
増やす手段をとらなければならない。
③　進学率を高める方法
博士課程の3年間は人生の重要な時期である。博士課程在学生を一人前に扱う
必要がある。そのためには、社会的に3つの自立、経済的自立、社会的自立、
研究的自立を図る必要がある。
（1）経済的自立。経済的自立は最低条件である。日本育英会の奨学金の親の所得
制限を撤廃する必要がある。学生の所得制限、資産制限があるのは理解できる。
（2）社会的自立。授業料を稼げないから、結婚するにも収入がないから結婚対象
と認められない。
（3）研究的自立。研究内容選択の自由。いろいろな者の指導を受けられるように
する。テーチングアシスタント、リサーチアシスタント制度を活用する。この
効用には二面性がある。一つはいろいろなプロジェクトに参画する機会がない
と非常に研究が個人的になりがちである。自主的に自由にいろいろなプロジェ
クトに参加し、3人位の指導者を得て研究を作り上げるようにしないと、研究
者の質が伸びない。講座制のように、一人の指導者のもとにぴったりついてい
る時代ではない。しかし、それができない制度になっている。アシスタント制
度はそれを解決しない。一方、アシスタント制度は、経済的には契約関係で報
酬を支給する。
（4）民間企業の技術軽視の態度を改める。
（5）大学は魅力ある研究テーマを採用し、研究施設を整備する。
以上の条件が揃えば大学の中で博士課程に進学することが価値あることになる
のではないか。すぐに役に立たない研究は民間企業ではできない。そういう研
究が重要だという社会的コンセンサスが得られるだろう。
④　民間企業の処遇
民間企業は技術者に対する評価が低い。学士、修士、博士の差別化は小さいの
ではないか。博士課程をでても、その間賃金を貰っている者と同じ賃金では博
士課程に行かない。社会人教育が普及すれば貸金を貰いながら大学の博士課程
にいける。基本的には両方あって良い。しかし、民間企業は自分のお金をかけ
た博士を評価しないといけなくなる。
⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
今、民間企業が課程博士を要請しているかどうか、単なる技術者を要請してい
るのか不明である。論文博士を取得するか、就職してから博士課程に入れば良
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いという考えがある。
（1）精密学科は特殊なことに、課程博士が民間企業に就職する割合が高い。大手
電機会社では、課程博士の採用に困っていたのは1965年頃で、1975年頃から安
定して採用している。
（2）民間企業は多様な教育を受けた者がオリジナリティを持つと考えている。課
程博士はすぐに役に立たない、拘束条件の少ない研究をやってきたから、広い
研究者である。民間企業はそれを必要とするから今後民間企業の採用は増加す
る。
⑥　民間企業向け課程博士の育成
大学で基礎研究を行い、民間企業のコスト計算もできる人材を求めている。精
密工学科の場合、研究対象が明日半（今日、明日、明後日）のところにある。
生産技術、応用サイドに近い。故に民間企業の研究室に入り易いところがある。
大学は方法論を研究する。学問体系が確立しているかどうかということで考え
ると、精密工学科は先端分野でありラフに近い。学問体系として確立していな
い。一般の機械学科は学問体系が確立しており、ラフになりにくい。したがっ
て、精密工学科の場合、学問の性格上、民間企業の要請に応じた育成をやって
いる。
⑦　大学と民間企業との協力
国の場合はメンテナンス費用がない。単年度会計制度に問題がある。
⑧　教授の研究と博士課程在学生の研究
研究のオリジナリティは何か。研究テーマの設定、その他の条件を考えると教
授と学生は共同研究者であり、師弟の上下関係ではない。教授は資金的な面倒
をみながら、学生が総合的に研究できるように努力している。学生が教授の研
究を手伝っている意識はある。テーマを教授が考えた場合は教授がファースト
オーサーになる。
⑨　アシスタント制度
テーチングアシスタント、リサーチアシスタントの導入には、良い面と悪い面
とがある。良い面は、研究的自立を促し、非常に弱いが経済的自立に役立つこ
とである。悪い面は、報酬がないとやらないことである。自分の研究に関連す
ることは基本的に無給としている。そうでない研究は基本的に有給と宣言して
いる。しかし、研究室としての基準はない。それなりのルールを決め手やって
いる。契約関係にあり、報酬が伴うので、教育の大半を任せるなど、日本的な
運用を考える必要がある。
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（9）機－9教授意見
①　博士課程在学者の機能
学部や修士課程の学生は、指導者がいればイージーに卒業できるので、博士課
程在学生を求めている。
②　民間企業が課程博士を必要とする理由
日本の民間企業が根本的に変わらない限り、課程博士の採用は増えない。当大
学の学生が就職するような大手民間企業は会社毎に研究する。採用したら生涯
教育をして一生をみる。しかも、そういう実力をもっている。修士の2年間は
たいしたことはない。課程博士にはあたりはずれがあり、民間企業はそのリス
クを負担できない。民間企業は、何百人も採用して、その中から優秀な素質を
もつ者を選んで教育した方がリスクが少ない。博士課程で3年間勉強すること
は民間企業では邪魔になる。民間企業にいないロスが方が博士課程にいるメリ
ットより大きいと考えている。30歳近い人材を企業の中核にもっていきよう
がない。大学より優れた研究設備で、大学と共同しながら企業が主体を持った
研究をする方が民間企業にとってはメリットが大きい。
しかし、研究機関、技術部門の中心は、課程博士を非常に必要とする時代にな
ってきた。どうしても課程博士でなければならないという求人も何回かある。
ところがそういうところでは、課程博士を会社の中核にしない。民間企業は、
学卒、修士で採用し、バッチリ会社で修業し、かつスペシャリストの博士号を
もっている人材が欲しいという矛盾をもっている。
③　民間企業の処遇
課程博士は、給料、社内の地位で修士と違うところを見せてくれること。
④　民間企業向けの課程博士の育成
博士課程進学者は、民間企業に対する趣向が強い。大学としてはゼネラリスト
として売り込みたい。しかし、民間企業はスペシャリストを求め、ゼネラリス
トの需要はない。修士なら重役になれるのに、課程博士では専門家となるから、
博士課程進学は進められない。アメリカは博士に対してゼネラリストとしての
素養をもたせ、会社の経営に参画させている。大学教官、国立研究所の要員と
しての人材なら博士課程進学を進められるが民間企業に行くために博士課程に
進学をすすめることはできない。
民間企業の意識改革が必要というのではなく、実態として民間企業も、学問の
素養だけではゼネラリストとして使えない。
大学も民間企業向けの課程博士を制度としてゼネラリストを養成する必要があ
る。ただし、それをやると学問的深さが犠牲になる。しかし、課程博士には学
問的深さを期待している。
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大学向けには学問の深さ、民間企業向けにはゼネラリストの養成となる。両者
の養成方法は違う。同じ研究室でできないことはないが制度としては、民間企
業向けの課程博士、アカデミックの課程博士を2分して養成することはできな
い。民間企業向けの課程博士はレベルが下がる。トップはそうした博士課程に
行かないだろう。民間企業はアカデミックの方をとる。アカデミックは民間企
業が採用してもゼネラリストにはできない。2分化してもどちらも失敗する。
大学はアカデミックな学問水準を守らなければならない。ゼネラリスト的研究
だけでは駄目である。
日本は生産技術が優れていることで日本型発展を遂げてきた。民間企業の欲し
いのは学問ではなく生産技術である。民間大企業の研究所長は博士号を持って
いないと対外的に通用しないから採用している。そのような形式的な要請であ
る。21世紀も日本は生産技術を必要とする。民間企業が必要とする人材は課
程博士ではない。会社に利益のある業績を挙げてくれる人材が評価される。故
に修士で良い。したがって、善悪は別として博士についても日本型発展のため
の博士の養成が続く。
企業向けの博士は徹底的に企業向けにやる。アカデミックと企業向けの博士を
作るしかない。
（1）国としてアカデミックコースと企業向け課程博士を養成することはうまくい
かない。
（2）一人一人の学生は一回限りの人生である。その可能性を考えていくのが教官
の立場である。人材にあわせてアカデミックな中で企業向けを個人的な感じ
で養成していくしかない。
（3）課程博士の人数を増やさずに、大学は最初から民間企業のゼネラリスト候補
者の研究をみて個別に論文指導する方が望ましい。
（4）会社は30歳近くになった者が入社するのは、フレキシビリティを失ってい
るから困る。70人中5番以内とか、超優秀な者は学部の3年から修士課程
へ進学させ、修士課程1年で博士号を与えるような飛び級を作り若い年齢で
入社させるような制度を作る。
アメリカは、博士の独創性を重んじ採用し、処遇する。アメリカの博士は指
導者としての誇りをもっている。アメリカの行き方の真似をしても駄目であ
る。
⑤　教授の研究と博士課程在学生の研究
教授も学生もお互いに手伝うということは考えていない。ファーストオーサー
で論文を出させたり、学会で発表させたりしている。
⑥　大学と民間企業との協力
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理想的なことをいえば巨額な研究費が入ってくれれば良い。しかし、大学の研
究施設についてはあまり問題を感じていない。民間企業と一緒に研究すれば良
いし、それは大学教授の努力で可能である。
⑦　論文博士制度
民間企業のニーズからいうと絶対に欠かせない。
⑧　博士課程のあり方
総合大学院大学構想しかない。民間企業にいながら博士課程に入学できるよう
な制度を活用するなど、柔軟性をもたせた博士課程の運用が必要である。
（10）機－10教授意見
①　進学する理由
博士課程に進学するのは、大学教員になるためという意識である。民間企業に
も就職するようにしなければならない。
②　博士課程に進学しない理由
日本の受験体制では、大学までで疲れており、経済的には豊かになったので修
士課程まではいくが博士課程まで行く気力を減退させている。両親のブランド
志向を変える必要がある。アメリカでは高校までは伸び伸びとし、大学、大学
院でよく勉強し、良い研究成果を挙げている。
③　民間企業の処遇
民間企業の貸金が学部卒、修士卒の同一年齢と同じである。民間企業には経済
的サポートが必要といっている。
（11）機－11教授意見
①’90就職状況　省略
進学する段階で教員の養成ということを意識している。しかし、最近、国立研
究所や民間企業に就職する事例が多くなっている。
②　博士号授与の考え方
当大学の博士号授与の条件は、国立より厳しい。学部、学科によって違う
旧帝大の機械、精密系の場合は、1ないし2件の論文を書けば良いと聞いてい
る。当大学の機械系の場合は、3ないし4件の論文が必要である。博士号を授
与することに慎重で、学生が博士号を取得するまでの期間が長い。3年で博士
号を取得できないので、博士課程3年を修了した者に対して、3年間の助手制
度を作り、助手の期間内に博士号を取得するように指導している。別の国立大
学でも機械系の学位授与にはかなり慎重なところがある。しかし、国際的バラ
ンスを考えると問題がある。PhDは、研究者に登録したという考えのようである。
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③　進学率を高める方法
経済的支援組織が必要である。最近の学生は親思いであり、親の定年や住宅ロ
ーンの心配をし負担をかけないように考えている。
④　民間企業の処遇
修士は学士より有利である。それは民間企業が修士を正当に評価しているから
である。しかし、学生は、現段階の民間企業は課程博士を正当に評価していな
いと考えている。これは解消する必要がある。
⑤　民間企業向けの課程博士の育成
博士号授与の条件を緩和することではないか。民間企業の要請が増えればそれ
に応じて供給することが必要であろう。
課程博士数の増加には、大学側に制約がある。課程博士の養成には教員の手間
が多くかかり、スペースも必要であるが、教員やスペースが足りない。
⑥　博士課程のあり方
（1）寺小屋方式が良い。
（2）全体として私立大学が課程博士数を増やすにはスペース的にも教員数からも
体制が不足している。私立大学は財政的に困窮している。私立大学は経済成長
期に修士を多く供給して日本に貢献していることを考えると、私立大学の大学
院の助成を強化して欲しい。
4工学金属材料系
（1）材－1教授意見
①’90就職状況　　省略
最近課程博士の求人が多い。
②’90進学状況
外国人留学生が多く、日本人の進学者は少ない（留学生の方がエネルギーがあ
る）。
外国人留学生は、国の経費と大学教授の時間と知識を多く使う。留学生の受け
入れを整理する必要がある。例えば、教授は私費留学生の保証人になるが、私
費留学生は国費留学生よりも生活費、学費の支払が不安定であり刑事事件にま
きこまれたときも問題が多い。それが教授の負担となる。
③　進学しない理由
（1）課程博士が大学や国研で研究生活に入れるほどの実力のある者が少なく、現
状ではその道が閉ざされているようにみえること。
（2）民間企業の処遇が、3年間の努力に比較し悪いこと。博士号取得に4、5年
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かかるので、企業就職は不利。
（3）大学教育の目的は明確であるが、博士課程が教育体制として中途半端である。
従来の徒弟制度が同居しており、指導教官の意見は多忙。学生には自主性がな
い（与えられたものをやる傾向）。多忙と非自主性が3年間のムダとなってい
る。
（4）現在の大学制度では博士課程は盲点あるいはnonvisibleとなっている。例え
ば、小学校一中学校一高校一大学一大学院大学というように小学生でも解るよ
うにする。
（5）大学生は報酬を得る社会人として認められない。
④　進学率を高める方法
（1）大学や国研で研究生活に入れるほどの実力をつけること。
（2）民間企業の課程博士待遇の改善。博士課程進学を激励する意味からも、2年
程度の特進を望む。
（3）大学制度における博士課程を小学生でも解るようにする。
（4）日本育英会等の奨学金の返済は、博士課程進学者は半額免除、博士号取得者
は更に1／3免除。
（5）企業の奨学金を受給するのは、将来を束縛する。本来は研究の可能性を秘め
て研究するべきであり、それが研究の駆動力となるべき。それに代わる奨学金
制度の充実。
⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
民間企業は課程博士の採用を増加させるだろう。それは、企業の研究開発が製
品開発のみではなく、研究内容及び技術そのものの商品化を目的とするように
なると考えるため。
⑥　民間企業の処遇
現状では何ら特典はないようであるが博士課程進学を奨励する意味からも2年
程度の特進を望む。
⑦　民間企業向け課程博士の育成
従来のように、単に特殊な研究テーマの枠内での育成では不十分である。現実
の技術の流れを把撞した上で、研究テーマがどこに位置するのかを解らせるよ
うな教育が必要である。テーマ自体は純粋に基礎的なものが望ましいと考える。
民間企業の現実の発展ニーズに応じた研究テーマを念頭において、基本的な研
究テーマを選択すること。
⑧　大学と民間企業との協力
（1）大学は、民間企業の研究施設を利用する態度が必要である。
（2）産学協同研究体制はうまくいく場合といかない場合がある。
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（3）民間企業の基金による助成も必要。ただし、寄付は企業側にとって説明しに
くい。
⑨　博士課程のあり方
国立大学における博士課程は、指導教官と学生個人の努力によって成立してい
る。それがうまくいっている場合は良いが、たとえば教官が多忙であるとか、
学生の自主性が十分でないときには、教育研究の実があがらない。大学院大学
制度を作って、充実した指導体制で教育したい。
（2）材－2教授意見
①　博士号授与の考え方
当大学は、学者として評価できる風格のある論文でなければ博士号を授与しな
いということになっている。
②　大学の後継者
良い後継者とは、面倒みが良い（一人でやれないから）、人に惜しげもなく与
えても枯れない好奇心が強い人材であると考える。
大学の後継者のあり方として、師弟関係のある内弟子のような型と時代の要請
に応え新展開に向けた独立独歩のキャラクターを考える型とある。
博士課程はアカデミックの養成ということに割り切るべきではないか。15年に
一人で学問的継承は可能である。一番研究ができる年代の人材を細い階段に詰
めておくのはどうか。研究室は同じでも、新しい領域に切り込んだ人材でない
と後継者としては心配である。そうしないと縮小再生産になる。しかも講座制
の場合、教授、助教授、助手、博士課程在学生となるから研究テーマは2世代
後の看板を考えることになる。教授の立場で後継者を考えるよりも助教授の立
場で後継者を考える必要がある。
当大学の金属材料の教授11人中5人は他の大学、他の学科出身者である。そ
ういう実態の中で人事更新をどうするか。教授、助教授は教員として平等にし、
講座制を崩せという意見がある。しかし、講座制を崩すとバラバラになり、個
人が機械を管理運営することになる。一人が使うだけになる。研究設備、研究
組織が活用されない。国立試験研究機関は、部長室長が独裁システムで部を統
一すれば素晴らしい仕事ができる。
それが十分できれば充実されるが現状は難しい。
質的な面から後継者問題を考えると、ある量のプールが必要である。そういう
意味では後継者不足を心配している。しかし、選抜の段階で、ピックアップさ
れない者をどうするか。オーバー助手、オーバー特別研究員が多くなったとき
に、ピックアップされない者をどうするかという問題がある。助教授5年の定
一　29　－
－406－
年制説があるが、世の中のサラリーマンより厳しい条件を出すのは何故か。そ
の敗者を社会としてどう考えるのかが問題である。
産学共同のあり方をスケッチする中で学問的継承を考えている。
③　民間企業が課程博士を必要としない理由
科学技術を推進する民間企業の数は限られている。日本は終身雇用制だから人
材の流動はない。民間企業は学卒に十分な教育投資をし、投資効果の回収を期
待できる。企業内で人材を育成できるところは高級研究者を育成している。人
材育成能力がない民間企業は高級研究者を雇用する力がない。したがって、課
程博士の採用を増加させる意義がない。
また、課程博士にはリベラリストが多い。それとモラトリアムとして博士課程
に行くことが多いのも民間企業が課程博士を採用しない理由になっているかも
知れない。
④　教授の研究と博士課程在学生の研究
博士課程在学生が教授の研究を手伝うと、体験を通じて、研究指導者となる
場合に学問的キャリアの低い者をどう取り扱ったらよいか、研究室の経営をど
うしたら良いかを学ぶメリットがある。
⑤　論文博士制度
論文博士制度は、高校の技術系職員に高専教授の道を開くために良い。また民
間企業が人材を大学に送り出すときに役に立つから存続した方が良い。ただし、
博士課程在学生は自前で授業料を払い、身分保障もない。もし、民間企業から
賃金を受給しながら博士課程に1年行って学位が取得できるなら、皆そちらに
行くであろう。そうすると博士課程は衰退する。
⑥　博士課程のあり方
工学部の場合には巨大巨額の装置が必要になっている。大学の工学部が予算が
ないにもかかわらず研究をできるのは、研究室という組織があって、研究の自
由のもとで名誉ある社会的立場で教員と学生とが協力して研究をできるからで
ある。大学の研究室を運動部にたとえると、監督が教授、博士課程在学生はコ
ーチ、その他がプレーヤーである。基本的には、大学は戦闘集団になっていな
い。民間企業のような人の組織はない。民間企業は研究の自由はないが、戦略
に対応する戦闘集団になっている。この差異が問題である。
大学の講座制は研究室が責任をとる。アメリカのNASA等では全責任がボス
にかかり、ボスの業績としてチームが評価される。アメリカ社会でない日本に
研究組織だけアメリカ的に未来像を考えているところに問題があるのではない
か。
日本の大学には営業の自由が認められていない。会計法で企業の寄付が制限さ
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れている。アメリカの大学は公共企業体である。成績によって組織、予算が大
きくなる。アメリカの大学は営業の自由が認められている。営業のために良い
人材を揃える。アメリカは学歴社会である。学歴をつけないと貸金は上がらな
い。学卒は一旦退職して修士にならなければならない。民間企業の隆盛のため
には日本型でよい。
国公立の試験研究機関には無駄がある。オペレーター要員を削減しているから
何千万円の機械を使いこなしていない。
アメリカの博士は社会性をもち、人間の幅が広い。東工大とMITのロボット
コンクールも、ロボットを通じて社会とかかわるために参加したと言っている。
日本も社会性のある課程博士を養成することを考える必要がある。
（3）材－3教授意見
①’91就職状況
金属学会誌5月号で氏名、研究テーマを公表するので、就職は開放市場である。
②　博士号授与の考え方
博士課程を2年間に凝縮してもレフリーのある雑誌に公表された論文2件と学
位論文は必要である。それらの論文によって、大学だけではなく世の中に通用
する論文作成能力が認められたということになる。
③　進学率を高める方法
飛び級を可能にする。特に優秀な学部学生を研究室にはりつけ、学部4年次に
大学院の教科書をキープする。修士課程2年になるときに博士課程進学とみな
し、博士課程1年修了時点で博士論文を書かせることを考えている。飛び級の
有利性が見えてこない実態がある。メリットが十分に浸透するような実態を積
み重ねる必要がある。
④　大学の後継者
民間企業のニーズの大きい専門領域とそうでない専門領域によって違う。半導
体分野は後継者不足である。しかし、金属材料は半導体分野ほど不足が顕在化
していない。助手を助教授に振替えたので助手の席がない。僅かしか残ってい
ない助手を年輩者が占めている。後継者として残したくても残せない。
そもそも、後継者という考えがいけないのではないか。大学に残して将来の後
継者にするという方法を変えなければならないのではないか。一旦外部に出し
て外部と大学を交流させることが良い。
⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
新しい科学技術を創出するときには矛盾が起こる。それを解決しなければ新技
術は進まない。そこで大所高所から見られる人材が必要になる。
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⑥　民間企業の処遇
多くの民間企業は、学部卒業年次で給与を決めている。給与もさりながら課程
博士をもっと評価する必要がある。学会等で授賞したときは会社でも大々的に
報道する（イロがつけられればもっと良いが）ようなことを考えて欲しい。
⑦　民間企業向け課程博士の育成
博士課程に入学するときに意識の改革を図れば良い。
民間企業側が、入社後どのようなテーマをやるか、その知識があるかないかと
いうことではなく、課程博士は、新しいことを解決する方法を知っている、能
力があるという明確な意識をもつように変わる必要がある。
課程博士の側も、課程博士は、与えられたテーマを解決したという証拠、これ
位の解決力をもち、これくらいできるという証拠として学位が授与されたもの
であると認識し、学位論文についてのエキスパート意識を捨てる必要がある。
それができれば、民間企業のニーズが広がる。
⑧　大学と民間企業との協力
共同研究を進めるべきである。ただし、共同研究が研究開発の直接利害に結び
つかない分野にすべきである。共同研究をするメリットは、研究実績がはかど
ること、民間企業との討論のときに学生は博士と同様の立場で処遇され実産業
界と最後のツメの折衝をするのでその体験が良い教育効果を生む。また、研究
所長との人間関係が広がり、招嘱されるきっかけになる可能性もある。
⑨　教授の研究と博士課程在学生の研究
工学系は実験を伴うので実験室の器具と施設を使用する。そこで、博士課程の
研究テーマは、指導教官が研究室の卒論、修士の卒論、自分の研究室でできる
もの、発展性のあるものを選ぶ。これは工学一般のスタイルであろう。学位論
文の作成にメリットのある研究を学生にやらせている。学生の氏名も公表する。
論文に貢献度の高い者をファーストオーサーにするので学生がファーストオー
サーになることが多い。氏名がでない場合は、アルバイト扱いするようなアフ
タケアが必要である。
⑳　アシスタント制度
学生はツリー状の仕事をすることによって、組織を動かす、人を使う、人を指
導することをトレーニングする必要がある。手伝うことを通じて人間関係の勉
強をして貰う。人に教えることほど楽しいことはない。教えながら教えられる。
説明するには理解していなければならない。説明すると不備が解る。そういう
効果がある。学生も助手になりたいと思う。有給のアシスタント制度ができれ
ば、学生の進学率も高まるだろう。
⑬　論文博士制度
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論文博士と課程博士とは厳密には違うことを社会が認識しなければならない。
論文博士は功なり名を遂げたエキスパートに授与されるもので、取得後に次の
テーマに研究を絞り込む自信をつけたために授与されるものである。
工学系は実験を伴うので実験室の器具と施設を使用する。そこで、博士課程
の研究テーマは、指導教官が研究室の卒論、修士の卒論、自分の研究室ででき
るもの、発展性のあるものを選ぶ。これは工学一般のスタイルであろう。そう
すると課程博士は、与えられたテーマを解決したという証拠、これくらいの解
決力をもち、これくらいのことができるという証拠として学位が授与されるも
のである。
論文博士制度は、本質的には廃止すべきであると思うが決心がつかない。長岡
科学技術大学は1年間のスクーリングをするので現粟に教授の指導のもとに追
加実験をする。そのような方法で論文を作成をすることが大学の論理に合うの
ではないか。
⑧　博士課程のあり方
日本独特の助手制度はなくし、浮いた金で奨学金として任期契約の採用ができ
るようにしたらどうか。
（4）材－4教授意見
①’90就職状況
民間企業は課程博士を欲しがっているが民間企業には就職していない。アカデ
ミックなところへの就職を希望し、そこに就職している。
②　進学しない理由
3年間学費を払う立場で考えると、3年後にもっと得をしたいから博士課程に
進学するかどうか考える。しかし、現状では博士課程を選択する意味がない。
（1）日本の人事の問題があり、博士課程を出たからといって人事に有利に作用し
ていない。
（2）最近の学生は理科系が好きでない。
（3）社会全体が理系を高く求めていない。高度成長期は理系を出たと言うだけで
賃金が20～30％増しだったが、今は賃金は修士とほとんど同じである。
③　進学率を高める方法
課程博士の社会的地位を高める。博士課程で知識が増えたことに対してお金を
払う。博士号取得者で能力があれば同年齢者の3割ないし5割増しにする。そ
れだけで世界が変わる。これが10年、20年と続けば社会的地位が定着する。
日本は、賃金、処遇について平等主義である。世界の技術水準に追いつくまで
はそれで成功した。しかし、このやり方では世界の技術のトヅブリーダーには
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なれない。世界のリーダーは、世界の誰もがやらない新しいことをやることで
ある。世界のリーダーになる民間企業が出現し、課程博士を採用しないと進学
率は高まらないだろう。
④　一大学の後継者
大学に後継者を残してはいけない。他の大学等で実績をあげたときに大学の後
継者とするのが良い。
⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
特殊な民間企業の研究所では増加する。それ以外の民間企業では増加しない。
その理由は、民間企業の考えている研究は応用に傾いている。民間企業の実用
化研究は優れている。日本の民間企業は自前で研究する傾向が強い。小企業で
も研究組織をもっている。しかし、大企業は自分の研究組織が優れていると勘
違いしている部分があると思う。つまり、基礎研究の重要性に気がついていな
い。投資額に比較して、特にオリジナルな研究成果がでていない。民間企業の
基礎研究を考えるには、アメリカのいくつかの民間企業の研究所がモデルとな
る。欧米は基礎研究は大学で、民間企業は一般に基礎研究をしない。I BMな
どは基礎研究をしている。二極分化している。日本の動きはアメリカの動きを
何年か遅れて動いている。最近その周期が短くなっている。アメリカの研究所
を調査し、日本の民間企業の良さと調和させることが必要である。日立、NE
C等が優れた基礎研究所をもつことは賛成である。しかし、民間企業の研究所
の大多数が基礎研究をするのは二重投資となるから、その金をプールして大学
に配分して欲しいと思う。
⑥　民間企業の処遇
賃金は年齢相当分しか考えていない。博士課程で知識が増えたことを評価して
いない。
⑦　民間企業向け課程博士の育成
俗にいう民間企業向けの課程博士の育成は不要と思う。民間企業、大学を区別
しないで優れた人材を育てるということに一本化したい。
⑧　大学と民間企業との協力
利用の仕方に注文がある。民間企業は自分の研究所に置くのではなく、大学の
敷地に施設に装置をもってきて、民間企業も使うが大学から知恵を持ち帰ると
いう方法も考えられる。そうすれば、両方とも実利をとることができるのでは
ないか。
⑨　博士課程のあり方
日本の大学のシステムは相当遅れている。意識の改革をして、博士課程を充実
させる必要がある。そのためには、大学の教員の資格を厳しくする。教員人事
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の後進性をなくし、業績中心、実績主義の人事を行う。永久雇用制の見直しを
行う。
（1）大学機能の強化
大学機能をいくつかに分けて機能にふさわしい人材を集める。ただし、研究だ
け教授、教育だけの教授という分け方は失敗する。主として研究を担当する教
授は国際的に通用する研究業績を挙げた者でなければならないとする。この大
学機能ごとの契約制、機能毎の定年制とする。研究は若い鋭い頭脳が必要なの
で、研究定年制とするなど。一人の人間がオールマイティの組織ではなく、ラ
イフスタイルにあった組織とする。教授の国内の交流が少ない。同大学、同教
授の同族主義では良い仕事はできない。それが日本の特定大学のみに行われて
いるのであれば良いが有力10大学をみてもそうである。このようなことは欧
米にはない。
教育に関しても日本は遅れている。基礎科目の円熟した講義が必要である。選
任教員は基礎科目を担当し、応用科目はアップツーデートな情報が必要なので
民間企業の研究者が担当するというような構想も描ける。良い教科書を書く先
生が少ない。教育の出発は実験用を含む教科書で、アメリカは教科書に気を使
っている。良い教科書を作成しなければならない。大学教授の評価は研究業績
でなされ、教育、教科書は評価の対象にならない。理科教育でいえば、理学と
工学と遊離している。理学は役に立たないでよい、工学は今すぐ役に立つとい
う先入観がある。ともに美しくない。理学と工学は近いものである。理学も実
用化を考えなければならないし、工学はキチント整理しなければならない。
日本は協調性を身につけすぎた。日本の若者は幼い。独立心が育っていない。
研究エリートには、対立する意見に論争することができる若者を育てたい。
（2）研究費、研究施設
日本の私立大学の研究施設は貧しい。欧米の民間企業は大学等にかなりの寄付
をしているが日本の民間企業は寄付をしない。日本の民間企業は日本の大学生
を採用している。それにもかかわらず、研究費、寄付等で十分に利益を大学に
還元していないのではないか。還元していない理由は、各企業が研究所をもち、
それで研究ができると錯覚していることに始まる。また、日本の税制では寄付
が損金扱いで税がかかる。早急に改善する必要がある。
（3）日本人は日本人を大事にしない。白人社会のプレッシャーに弱い。
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5工学電気電子系
（1）電－1教授意見
①’90就職状況（電気通信、電子、情報）
省略
②’90進学状況
進学させたい学生は進学しない。5～7年に1人位である。使命感がないと残
りにくい。
③　進学しない理由
（1）助手の定員削減により大学のポストが少ない。
（2）就職先が狭くなる。日本の民間企業は組織的に活動している。ところが、博
士課程に進学する学生の性格は社交性に乏しく、指導者的素質に劣るので、民
間企業が課程博士を要求していない。エレクトロニクスでは前からドクターは
重視されない。
（3）借金だけが増えている。
（4）課程博士は研究所長になれても、重役にはなれない。
（5）国立大学教授の社会的地位が低い。給与が低い。
④　進学率を高める方法
博士課程3年の評価を高くする。
⑤　博士課程のあり方
ドクターコースのない大学からくる学生は学力が低く学位を取得できないこと
が多い。
（2）竜胃2教授意見
①　進学率を高める方法
（1）学位取得者の講師、助教授への道が開けること。
（2）民間企業の受け入れ体制の改善。賃金面で今より高い処遇をする。
（3）助手の増員は進学率の向上に結びつかない。
（4）進学率を高めるのは金だけではない。歴史的にみると、修士も評価されなか
った。課程博士の評価も将来の問題である。国、民間企業など社会的な問題で
もある。世の中の流れとして地道で辛いことはしたくない。文系の金融経済志
向がある。若者は理工系の研究が好きでやっている。理工系は誰にでもできな
い。このままにしておくと、若者はバカバカしくなる。日本は明治維新以降工
学に価値を置いた。ところが最近その政策が弱まった。科学技術を好きな個人
がやれる状況ではない。個人的資産に頼っている時代ではない。課程博士の知
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的資産に対するニーズが各界に多い。将来のために、計画的、意識的に、地道
に辛い努力をしたことが報われる仕組にしないと構造的に解決しない。民間企
業も努力した者を評価し、プライドをもたせて優遇すべきである。大学も努力
すれば、講師、助教授のポストに接近できるようにする。学生がプライドをも
って修業できるようにする。
（5）エリートとしての自覚とプライドを持たせるため、博士課程に進学して欲し
い修士を推薦制とし、財団が毎年博士課程在学生に年間百万円支給する。
②　民間企業の処遇
能力主義でやっていると思うが、賃金面でも博士課程修了者をキチット評価処
遇しないと駄目。入社当初の処遇はそうなっていない。
③　大学と民間企業との協力
大学と民間企業では研究領域、目的が違うのでそれを自覚した上で、教員が主
体性をもって利用すればよい。大学が民間企業に巻き込まれるのはよくない。
④　論文博士制度
民間企業が修士を採用するときに、論文博士になれるといって勧誘していると
ころをみると考えもの。ただ授与するのでなく博士課程に半年なり一年在学し
た者に授与したらよいという気がする。
（3）電－3教授意見
①’90就職状況　省略
助手のポストは空いている。関西の私立大学から教官の需要がくる。それに応
じきれない。
②　進学しない理由
（1）経済的負担。奨学金は要返済、親に負担をかけたくない。
（2）学位を評価してくれる就職先が少ない。
（3）大学内にはポストがない。説得しようにも腹に力が入らない。
（4）民間企業でも学位がとれる。
（5）民間企業の研究設備は良く、研究費が多い。修士を学会で発表させるときに、
民間企業の発表と比較すると、大学の研究設備の遅れを認識する。これをみて
いる学生が博士課程に進学したいと思わないだろう。
③　博士課程在学生を必要とする理由
修士の研究は2年生から始める。博士課程になると凄い研究をやる。大学の研
究のアクティブが高まる。また、学部学生の指導をしてくれる。講座数10に対
して博士課程学生3。1年おきで良いから、どの教室にも博士課程学生が1～2
人在学するのが理想である。
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④　民間企業が課程博士を必要とする理由
大学の先輩のリクルート活動には、修士で採用するなといっている。民間企業
の教育では学問に幅ができない。
民間企業が課程博士を必要とする理由は、民間企業は従来の追従型から、モデ
ルのない研究開発をする必要がある。それには、訓練を受けて学問に対する幅
のできたレベルの高い博士で、レベルの高いモデルを作って世界を指導しなけ
ればならなくなる。
⑤　民間企業向け課程博士の育成
民間企業の要請する課程博士を育成することには一長一短がある。幅広い者を
育成するか、深い者を育成するかによってカリキュラムが違ってくる。幅を広
げた方が夢が広がるだろう。
⑥　論文博士制度
論文で博士号を授与するときは、最低1年間大学に在籍させ指導すべきである。
⑦　博士課程のあり方
（1）教授に雑用が多い。建物設備の管理保全も教授会にかけ、研究費を何割り出
すかを決める。秘書も過4日、32時間以内なら雇って良いといわれているが、
それも研究費から支給する。外国人留学生の照会、申込も英文の資料がないの
で、主任教授に事務が回ってくる。カリキュラムの作成。民間企業の求人の応
対。名刺も自分持ち。実態として土曜日は休めない。
（2）研究設備が遅れている。例：電気系21講座、9階建て100宝でファック
ス1台。
（3）理想は学部と大学院を分離して、その両方を同じ教官がみるのが適当。産業
科学研究所には学部がないので、学生のレベルがわかりにくい。
（4）電－4教授意見
①’90就職状況　省略
②、’90進学状況
修士は引く手あまたである。博士課程に残そうと説得している。電気系3学科
で、’89進学率　8．8％　　一90進学率　7．6％と少ない。
講座が19講座ある。せめて19人は欲しい。講座の中でも分野によって違う。
博士課程に大勢進学する講座は半導体、結晶。電子でも計算機ソフトウエア、
システムソフトウエアの講座には進学しない。何故かと言うと、人の考えない
決まった経路、目的があるのではなく誰も考えていない独創的なことを考える
自信のないことが進学の障害となっている。
③　進学しない理由
胃　38　－
－415－
（1）博士課程進学者は、進学時にスクーリングを受けた優秀な学生であり、在学
中も密度の濃いトレーニングを受けているので、質的に優秀である。課程博士
は基本的に優秀だから就職後の伸びが大きく責任ある地位に立てる。博士号を
もっているかいないかは処遇の何のメリット要因になっていないことが一番の
問題点である。
（2）どうしても大学の教官になりたいという明確な意志を持っている場合は博士
課程に進学するがそれがないと進学させるファクターが弱い。
民間企業に就職するか、大学の博士課程に残るかという問題には、経済的ポイ
ントがある。民間企業に就職すると奨学金を返済する必要がある。修士課程で
就職した者との差額は、3年間で1千万円となる。
（3）大学教官、国立研究機関は採用条件に博士号を必要とするが、定員削減がら
みで採用が少ない。また公務員の処遇が悪い。
（4）人の考えない決まった経路、目的があるのではなく誰も考えていない独創的
なことを考える自信のないことが進学の障害となっている。
④　進学率を高める方法
進学率が低い理由は既に論じ尽くされている。問題は対策の実行であるが総
論はあっても実行案がともなっていない。もちろん実行されてもいない。理
由の主たるものは、学生に対する経済的サポートの不足、大学の魅力不足
（設備、研究費）、論文博士の制度である。これらの問題を解決する案を実
行する必要がある。
（1）博士課程に魅力を感じるような就職状況、特に民間企業に賃金を上げて欲
しい。博士課程は全員育英会奨学金を貸与されている。3年間の奨学金3
百万円を入社時に返済する義務がある。会社が代わって奨学金を返済して
欲しい。かなり積極的に考えようという会社の反応もある。
（2）大学教官と国立研究所では、経済的問題は論点にならない。仕事の中身を
問題と考えている。
（3）文部省の国費留学生より、日本の博士課程の奨学金は低い。国費留学生並
に引き上げて欲しい。
⑤　課程博士の特徴
課程博士は、3年間にどれだけ訓練を積んだか、民間企業のようなノルマがな
い訓練をどれだけ自由にできたか。新しいアイデアでどれだけ自分で考えたか、
どれだけ自由な発想、フレキシビリティを養成できたかが問題となる。そこが
論文博士と違う。
⑥　民間企業が課程博士を必要とする理由
課程博士は進学するときにスクリーニングを受け在学中も密度の高いトレーニ
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ングを積んでいるので質的に優秀である。民間企業が研究者として採用するな
ら修士より遥かに良い。
⑦　博士号授与の考え方
優秀な能力があって、かつ努力しても3年間、実質2年半で学位を取得するの
は国難である。
⑧　企業の処遇
課程博士は優秀である。基本的に本人が優秀だから就職後大きく伸びて責任あ
る地位に立っている。博士号をもっていることが民間企業では処遇上何のメリ
ットにもなっていない。それが一番問題である。
課程博士の学位を持つ者に対しては処遇の改善が必要である。同期の修士より
も賃金などのアップを考える必要がある。また、賃金が同じなら、入社時に一
時金を支払、育英会の奨学金の返済にあてられるようにして欲しい。
⑨　民間企業向け課程博士の育成
私の研究室では博士課程在学中に企業と協同研究させたり、実習させて学生に
民間企業の内容を知らせるようにしているので、質的には特に変更することは
ない。課程博士育成には量的に限度があるので、スタッフの増員がない限り大
幅に学生数を増やすことは難しい。
⑬　論文博士制度
日本の雇用形態を考えると論文博士の制度は必要だと思う。論文提出があると
研究室でその論文をみるが、それは研究室の研究に直接プラスにならない。日
頃の研究をみていないから、学生に対する刺激がもうーっ足りない。論文審査
をする段階で大学との結びつきを深め、論文が8割できたところで大学と一緒
にやるというような方法がとれないか。
（5）電－5教授意見
①　博士号授与の考え方
学位に対する考えが大学によって違う。当大学は文部省の考えと違い、キッチ
リとした仕事をしたという条件で授与している。それができなければ満期退学
となる。3年という期間が短いのかも知れない。4、5年でそれができる学生
に博士課程に進学して欲しい。
②　進学率を高める方法
大学教官、研究職になりたい者が博士課程に進学するのだから、その職場を拡
充する。
③　民間企業向けの課程博士の育成
博士課程在学者にはある程度幅広い人材を育成することが必要である。
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④　大学と民間企業との協力
研究の性格による。民間企業の立派な機械を使用すれば良い研究ができるのな
らば、積極的に民間企業の施設を使用すべきである。電気工学はそのような性
格に当てはまらない。
⑥教授の研究と博士課程在学生の研究
研究の性格による。電気工学の研究はある程度のチームを組んでやらなければ
ならない研究であり、個人でできる研究ではない。もっと自由に研究させて欲
しいということにはならない。
⑥博士課程のあり方
（1）進学率を文部省の定員を充足することと考えれば博士課程をどのように考え
るかをキッチリする必要がある。学位論文に対する考えを変えなければ進学率
は高まらないだろう。
（2）学位の取得に3～5年かかるとすると民間企業に就職できなくなる。そうす
ると大学の教員になるのが大半という現状になる。オーバードクター制度の拡
充が必要である。
（6）電－6教授意見
①’90進学状況
電気、通信、情報の学生は修士課程修了とともに就職する事例が多い。修士の
2年間で面白い研究が完成しないときに博士課程に進学することもある。博士
課程在学生は0人。博士課程まで行ってから、将来の就職を考える者も多いよ
うに思う。
外国人留学生は博士課程に行くことが多い。中国人、東南アジア系が多い。ヨ
ーロッパ、アメリカからもきている。日本語の通じない学生が多くなると臨講、
演習、研究室内のコミュニケーションを外国人を対象にして考えなければなら
なくなる。大学院に入学したいことから「研究生」（大学院に籍をおく大学院
学生ではない）が増えており、日本語能力の条件を厳しくするなど制限しよう
という動きが電気、電子系のなかにないわけではない。
②　博士課程の適正進学率
学生も良く考えて進学と就職を選択している。
博士課程、助手、助教授のコースだけではないのだから、どの位の人数が博士
課程にいくのが良いかどうかという議論がある。
博士課程の進学率を論じるときは、適正進学率というものを学生側と大学側の
両面から考えてみる必要がある。
大学側からみ′ると、大学の使命は基礎研究全体を見通した研究を維持すること
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が必要である。優秀な人材に博士課程に残って貰い、後継者の確保のためと大
学の活力の維持向上のために博士課程在学生に研究に参加して欲しいという希
望がある。そういう立場でみると、現在の博士課程進学者は少ないように思う。
しかし、学生の側から考えると、誰もが大学とか国立研究所に就職できるもの
でもない。博士課程を修了し、その間に興味の対象が絞られたときに、民間企
業に就職しやすいかどうかという問題がある。課程博士は学卒の比較から考え
ると入社後まもなくで管理職になる。民間企業の人事管理上適切なポストを得
て就職できる学生もいるが、ある分野には深く詳しいが会社の期待にかけると
ころがあり就職しにくい場合もある。課程博士が専門分野を生かせるポストで
あるか、社会の中で、民間企業の中であちこちに気を配っていけるようなフレ
キシビリティを持っているかどうか。課程博士が研究のリーダーシップをとる
ことには、ヘテロジニアスという意味がある。異質になると民間企業にとけ込
めない事情にある。成績優秀な者が修士課程に進学する。だから、民間企業は
修士を採用する。民間企業は同じ程度の能力なら修士で採用したいと考えてい
る。そこで、学生は修士で民間企業の研究所、事業部門に就職する。かなり優
秀なら博士課程進学を勧める場合もある。
世の中全体のことを考えるときに実社会において仕事をすることも意義深い。
大学の使命も図らなければならないから、大学の崩壊につながることも避けな
ければならない。そのバランスをとることが必要である。
③　進学率を高める方法
（1）博士課程在学者は親のスネをかじらずに結婚もしたいと考えている。
（2）テーチングアシスタント、リサーチアシスタント制度の導入が可能ならば、
進学率が上がることは確かである。
（3）学振の特別研究員制度と同じものを給付できれば進学率は上がる。防衛大学
校学生は職員である。ドイツの科研費は生活しながら研究できるように生活費
も給付している。それを考えると国が博士課程在学生の生活費を支出できるの
ではないか。
（4）それにしても、公務員、民間企業に就職するなら、修士の段階で組織の中で
研究することの有利性は残る。
④　大学の後継者
計数学科では一旦外部にいく。当大学の後継者は他の大学に求めている。人事
交流のチャンネルは太くなっている。何人に一人はよそから入れないとホモナ
イズされて良くない。
電気工学、情報系では、多くの学生をプールして競争させ、優れた者を後継者
として残したいが実際にはできない。他の大学より民間企業に行く。民間企業
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で優秀な成績を挙げた者は大学に戻ってこない。民間企業が離さないし、民間
企業で活躍する方が本人にも良い。民間企業で主流から外れた人材は大学に戻
ってくる。優秀な人材を大学に戻すために国は何をしなければならないかを考
える必要がある。
（1）サポーティングスタッフ
大学は常に若い学生とつきあえるが、常に更新されるので、バシッとした
サポーティングスタッフがいない。NTTは立派なサポート体制がある。
（2）研究費
先端技術分野の大きなシステムになると大学の中で個人プレーでできる部
分は限定される。スーパーコンピュータを作るなどのハードになるとチー
ムワークでないと動かない。まとまった研究費を自由に使える組織が必要
である。
（3）賃金
NTTから大学にくると給料が半分になる。それを克服して自由な研究を
やりたい者でないと大学に戻れない。
⑤　民間企業の処遇
当大学においてさえ博士課程学生と修士で就職する学生の成績は同じ位である。
同じ成績なら若い方が良いという民間企業の言い分がわからないでもない。採
用する側のことを考えたらあまりぜいたくは言えない。修士と課程博士の処遇
の比較は、初任給の比較だけで判断できない。入社後の競争が激しく能力給で
差がつくことを考えて判断する必要がある。
課程博士には、研究所と事業部と　の間の人事交流がない。
⑥　大学と民間企業との協力
大学の研究は、組織的にやっていない。個人的な一人でやるような研究になり
易い。失敗を許して貰えるようないろいろな試みを自由な立場からやるのが大
学の研究である。一人ではやりきれないプロジェクト的研究は民間企業の研究
所に適している。NHKのハイビジョンのような巨大なプロジェクトは、予算
的にも人材的にも大学では手が出ない。大学の研究と民間企業の研究が分担し
あっている。その分担が独善に陥らないように、社会の動向を承知した上で、
大学は学術的、技術的価値のある研究をやっていく。それを大学教授、学生が
自覚して研究すれば、大学と民間企業とは補完しあってやっていけると思う。
民間企業に勤務した場合は、民間企業の研究テーマに拘束される。大学は自由
に変更できる。しかし、自由だからといって珍奇なことではいけない。
文部省の科研費で機械を製作して貰う場合も民間企業に無理をして支援して貰
うので、民間企業と学生の交流をした例はある。しかし、工学系の場合には、
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大学と民間企業との研究協力は、無理とはいわないがある限界がある。ピいう
のは、基礎研究ならよいが、研究開発の先端分野では大学が民間企業の研究の
仲間に入れて貰えない。NTT、NHKは自分で研究しようとしているところ
は秘密にする。秘密でないところはどうぞというところがある。また、特殊問
題であるが、大学の外国人を通じて情報が流れる心配があり、ココムに配慮し
なければならないので、民間企業の仲間から外されることがある。
放送、カメラ、ビデオ、何らかの形で民間企業の協力を得ないとできない。民
間企業から好きな研究をやりなさいということで研究費を貰うケースがある。
人材を送り出すという立場から、大学に大企業と競争できる教育、研究ができ
る施設が必要である。
⑦　論文博士制度
論文博士制度に異論がないわけではない。しかし、大学院をでない方に博士号
を授与するのは大学院の一つの使命である。今後とも持っていたいシステムで
ある。論文博士も簡単にとれない。民間企業の研究は大きなプロジェクトとし
て大学ではできないシステムの比較研究を実験的にできる。そういう意味で日
本全体の研究のレベルアップに役立つから存続すべきと考えられる。。
（7）電－7教授意見
①’90就職状況
省略
課程博士は就職に注文をつける。教育が好きだからという理由で大学の教員希
望が多い。日立の研究所の希望も多い。その次が産業界の大手メーカーである。
大手メーカーでも研究の自由度が少ないと考えているのではないか。確かに大
手メーカーでも希望通りの研究がやれないかも知れない。
課程博士の希望にあった就職先を探すのに苦労する。
②’90進学状況
研究教育職を目指す者は、博士課程は止むを得ないプロセスとして進学する。
しかし、産業界に行く者にとっては博士課程は3年間苦労する価値がない。
無理して進学率を高める必要がない。
③　進学率を高める方法
奨学金は親の収入制限で受けられないことが多い。考え直す必要がある。
④　電気工学科、電子工学科の運営実態
学科は電気と電子の二学科ある。電気工学科は電力、制御、通信、情報、電子
工学科は材料、デバイスでる。しかし、コースは電力、制御のコース、通信、
情報のコース、材料、デバイスのコースの三つとしている。それぞれの定員は
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あるがどのコースも受けられる仕組みになっている。
大学院にはコースはない。指導教官を選ぶことで専門を選ぶ。
⑤　大学の後継者
後継者という考えは狭い。系統を考えて後継者と思えばよいのではないか。電
気電子は電力のような基盤的技術と違い、変化するから、大学の後継者という
ように固執すべきではない。
⑥　民間企業が課程博士を必要としない理由
今の日本の製造業には、本当は課程博士を必要としていないのではないか。研
究だけの産業はない。特に製品を作る観点からみるとそうである。研究の課題
をつかまえる能力、解決する能力さえあれば良い。その能力は優秀な修士なら
いくらでも持っている。修士で十分にその力がある。1年やれば専門家になれ
る。5年やれば権威者である。博士課程で3年間学んだ研究はすぐに古くなる。
ベル研究所のように基礎的研究に投資することができれば別である。それは産
業界のトップの考え方次第である。サラリーマン社長では自分の業績を挙げな
ければならない。基礎的研究はベイバックしないからそういう投資は無駄金と
考えるだろう。目立の基礎研究を見習って欲しいという願望がある。民間企業
に財力、生活力がついて自立型をとり、課程博士を採用することを期待してい
るが、現実はそうはしないと考えられる。
アメリカでは、小会社をよく作り、ある期間が過ぎるとなくする。メーカーの
あるセクションのエンジェニアが独立して会社を作ることもよくある。大学教
師は契約終了後は更に高給で雇用して欲しいと方々に手紙を出す。また、自分
の大学に別の人を紹介し、交渉する。その刺激があるからウの目タカの目で仕
事をする。そういう社会では博士号を取得することに意味がある。
日本の産業構造はアメリカと違う。アメリカは山師的過ぎる。日本の従来型の
産業構造が堅実でよい。そうすると博士の必要性は高まらない。
⑦　民間企業の処遇
課程博士の初任給は、5年前の学卒の賃金幅の中位につけている。課程博士が
仕事をやろうとすると、会社の組織になじむのに時間がかかる。学卒は、5年
間の業績、会社内の人脈、技術管理の知識をもっているが、課程博士にはそれ
がない。課程博士は数年後には部下をもつが、部下は自分よりも会社のキャリ
アが長く、妬みのようなものがあってチームワークがうまくとれないと聞く。
民間企業は、課程博士を博士として使いきっていない。入社時に会社組織が理
解できるような研修をして欲しい。
修士が何故歓迎されるか。教育しないであるいは会社の教育期間が短期で仕事
をする。儲け仕事をすれば評価されるが、課程博士の仕事はそうではないので
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はないか。
学問には、その本質的な違いとして実学と虚学とがある。理学は虚学と言われ
ているが、アメリカでは理学でもどこが社会に役立つかを必ず述べる。日本に
はそういう考えが薄い。
⑧　教授の研究と博士課程在学生の研究
本来助手がやるべきことをやらせるのは良くない。
度を超えて在学生に研究を手伝わせる教授がいる。メーカーにいきたいと考え
ている学生を口説いて実験を手伝わせる教授がいない訳ではない。
⑨　教授の教育と研究の時間配分のあり方
大学の研究所の場合に教育に要する時間は、大学院で行う時間が10％、研究室
で一緒に研究する時間を教育に含めればもう少し多くなる。学部の場合は、教
育に要する時間は30％である。研究所から学部に移ったら研究時間は90％から
30％に減少した。大学院は研究時間の割合を高くし、学部は教育時間の割合を
高くするという考えもある。
大学の研究には金と時間がない。教育に時間がとられ、研究室のマネジメント
（対外折衝）に時間がかかる。研究室は個人商店である。それを連合するとき
にコーデネーターがいるし、時間がかかる。研究室にいる時間よりもそういう
時間が多くなる。
秘書は寄付金で雇っている場合が多い。アメリカは個人の資格で民間企業から
仕事を請け負ってお金をとってくる。日本はそれが制限される。しかし、これ
は日本型が良いと思う。
⑩　テーチングアシスタント
大学院生と学部と同人数だとマンツーマンで研究指導ができる。大学院生は自
分の考えを整理して教えるので、相互にメリットが多い。
（8）電－8教授意見
（9’90就職状況　省略
②’90進学状況率
1990年の博士課程進学率は15％である。進学率が低い。毎年、博士課程1、2、
3年のどこかに学生がいることが理想である。少なくも1研究室で3年間に2
名の進学者を欲しい。
③　博士課程に進学しない理由
次のような点で博士課程に進学するメリットがない。
（1）経済的問題が大きい。定収入がない。
（2）修了後の将来の身分の保障がない。大学教員のポストが実際にはない。
胃　46　－
－423一
（3）研究能力の問題として、学生の言い分は、研究能力的に論文を3年間に2通
書き上げる自信がないということである。自信をなくしている原因は把撞し
ていない。ただ、受験勉強の指示待ちで今までやってきたのが、自主的に道
筋を立てて修士後の3年間をやれるのかどうか。実験に興味をもたない学生
が増えている。学問に遊びがなく、できるだけ無駄を省いて修士論文をまと
める方法がないかを考える学生が増えている。要領よくまとめる能力はある。
ある限られた知識があって問題を解くのは巧いが、これからの実験をどう進
めるかというときに、こんなことを思いつかないのかというような学生が増
えた。電気学会でも同じような研究をしており、その中で対等以上にやるこ
とは大変なことである。優秀な学生ほど自分の能力を厳しく見ている。それ
が進学意欲をセーブしている。
（4）就職しても博士号が取得できる。
（5）研究設備の問題として、学部の定貞に対しては部屋があるが、大学院の定員
に対する部屋の割当がない。民間企業の研究設備が優れている。
④　進学率を高める方法
博士課程進学率を高める方法には、次の5条件がある。
（1）課程博士の受け入れ体制を改善する。学位授与条件を易しくする。電気系
は修士時代を含め2件位の論文で学位を授与して良いと考えている。
（2）経済的条件外国人留学生並の奨学金を支給する。
（3）教授が積極的に学生に研究力の自信を持たせる。
（4）研究施設を充実する。
⑤　博士課程在学生を必要とする理由
修士から5年間継続して研究できることが教室の強みとなる。博士課程在学生
に、技術、研究開発の中心になって貰うことができる。博士課程在学生は研究
指導者、後継者の母集団であるから、母集団は大きいほど良い。
⑥　大学の後継者
大学の後継者とは、全国の大学を電力グループとして、そのグループで考えて
いる。その後継者は全体として不足しており、懸念していることは事実である。
特定の分野の博士課程に希望者が集中している。民間企業から大学に人材を戻
すのは無理である。電力、エネルギーは、日常ビジネスに追われていて後継者
として招く訳にはいかない。電気機器メーカーで学位を取得した人を招くこと
が多い。
電子も人材難である。
⑦　民間企業が博士課程を必要とする理由
本来、デバイス、エレクトロニクスの分野と同じように、電力、エネルギーの
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分野でも研究者は当然必要である。今日の情報通信もエネルギーあってのもの
である。しかし、一般にエネルギー関連技術は、重要視されなくなっている。
エネルギー開発は電力を起こす部分をどうするか。化石エネルギー、原子力エ
ネルギーの効率を高める（熱エネルギーとして捨てられるものを拾うこと）に
はどうするか。又、エネルギーの貯蔵（電気エネルギーのまま貯蔵できない）
をどうするか。電力は発生してから使用するまでいろいろな処理をしているが
そのシステムが巨大になっており、瞬時瞬時の制御が必要になっている。その
巨大システムをどう制御するか。そのような研究が重要である。本来あるべき
姿にすべきである。
⑧　民間企業の処遇
博士課程修了のメリットを感じられる処遇を受けているかどうか疑問である。
⑨　民間企業向け課程博士の育成
博士課程の学生を増やすことが極めて困難なのが現状である。
⑳　論文博士制度
民間企業にいて論文博士を取得するメリットが明確でない。
基本的に課程博士と論文博士は違わないと思う。しかし、次のような差異はあ
る。課程博士は5年間で修了段階でどれだけポテンシャルがあるか、その可能
性をみるのがフルペーパー2件の論文である。論文博士は実績を挙げた分野の
権威者である。分野によっては、巨大な施設で長期間かけた実験が必要な分野
がある。そういう分野は5年間でいくつもの実験データーが出せないから、論
文博士の制度が良いところもある。しかし、論文博士は論文の数で博士を受け
るので論文数が重要視される傾向を生み、それが博士課程の論文に影響すると
いう弊害がある。論文博士の制度があるから博士課程に進まない。論文博士の
質が落ち、安易に授与しているのではないか。従来型の論文博士は、実態とし
て止めたらどうか。
（9）電－9教授意見
①’90就職状況　省略
②’90進学状況
博士課程進学者が極端に減っている。
電気の場合には、波があって博士課程にくるときは沢山くるがそうでないとき
はこない。学部生の時点から、研究、大学の見方を変えさせようとしている。
博士課程に残って大学の活動を上げるという雰囲気がない。
③　民間企業が課程博士を必要とする理由
従来、民間企業は学部採用から修士採用に変えてきた。それは、修士の教育を
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期待するのではなく、修士は学部から選抜されているので、あたりハズレがな
いからである。研究所は課程博士（テーマの探し方、アプローチの仕方、論文
の書き方などキチットした研究能力を持った者）を欲しがっている。特に多忙
な研究所で、リーダー格の研究員の養成プランの体系のできていない研究所は
課程博士を欲しがっている。国立、準国立（NTTなど）の研究所では課程博
士の要求が強い。ただし、研究所の場合、専門領域が合っていなければならな
い。課程博士数が少ないので専門性と需要が一致しないことが多い。
④　民間企業の処遇
民間企業の処遇は年齢給でシフトしているだけである。能力のある者はそれな
りの地位を得ている。課程博士の評価は総体的に上がっている。
⑤　民間企業向け課程博士の育成
大学向けと民間企業向けの養成の仕方に違いがあるのかどうか。民間企業向け
の教育をするという意識はない。
⑥　論文博士制度
論文博士制度は新制大学に移行したときに残った経過措置である。明確にスク
ーリングでやるのが新制大学の精神ではないか。論文博士に変わるものを新た
に作ったらどうか。論文博士制度があると、みかけ上は博士の意味がボケて、
課程博士の価値が解らなくなる。
論文博士制度は廃止すべきである。
⑦　博士課程のあり方
工学系の場合は、総合的な研究環境、実験設備、サポート人材が民間企業より
劣っている。民間企業と違うことをやればよいという意見もあるが、大学と民
間企業との差が縮小している。大学が何年もかかぅて発明しても民間企業は僅
かの時間で追いつく。大学の研究の優位性を保つことが施設的に難しくなって
いる。
特に私立大学は、実験に多額の金を必要としており、巨大設備の設置は無理で
ある。私立大学の限界を越えているので、実験設備、実験規模が小さくなる。
都市型キャンパスの中でできる実験はあるが都心にあるので、敷地的に、また
資金的に限界がある。そこで、研究はソフト的方向に向かっている。紙と鉛筆
と計算機を使う研究になり易い。大きな実験は国立研究所と一緒にやるが、大
学は解析を担当するようなことになる。
研究には国立大学も私立大学もない。私立大学は、教員一人あたりの学生数は
多く、研究室の実験費も多額になる。私立大学の研究だからといって、学費だ
けでできない。研究費は、国立と同じメカニズムで支出すべきではないか。
国からの研究費を欲しいと思うが、打開される見通しがない。
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理工学総合センターのようなものに改組して、民間企業から委託研究をしてお
金を貰い、一緒に研究するなど教育環境、研究環境を向上させようと考えてい
る。
博士課程は大学制度の中で研究者養成の最後の仕上げ時期である。博士課程の
段階では、受益者負担の考えはとらないでよいではないか。授業料は国庫負担
でよい。当大学では国立並みの負担にするように大学で奨励金を出している。
それでも学生からみると国立大学の方が有利である。私立大学と国立大学との
学生には生活上の格差が大きい。したがって、他の学科では、国立大学の大学
院に行くことが多い。
研究環境の改善が必要である。特に理学では民間企業からお金を持って来にく
い。基礎研究に民間企業がお金を出すとは思えない。したがって理学系を国立
に近づける意味で、国の助成に対する要請がもっと大きいのではないか。大学、
研究機関に対する補助体制の見直しができないか。欧米の援助機構は強力にな
っている。それに比較すると日本はおかしい。
（10）電－10教授意見
①’90就職状況　省略
②　進学率を高める方法
経済的自立、社会的自立、研究的自立が必要である。
（1）経済的自立のためには、授業料を免除し、月額20万円を支給する。
当大学では、博士課程の3年になると助手になり、学生のレポートをみたり
試験の監督をする。この場合、1年あるいは2年の学生が奨学金と家庭教師で
得る収入と同額になるような額を支給している。奨学金は親の年収制限があり、
サラリーマン家庭には不利な制度である。この制度を見直す必要がある。
（2）経済的自立がないから社会的自立ができない。
（3）研究的自立とは、研究能力を養成することである。
③　課程博士在学生を必要とする理由
日本のアカデミズムは基本的に応用実用に向いていない。役に立たない方が純
粋という考え方がある。しかし、アメリカでは純粋な学問でも、必ずどのよう
に社会に役立つかということを付言する。民間企業は博士を国際交流の肩書き
程度にしか認識していない。
大学院では、課程博士に、知識の伝授、研究能力の育成、研究成果の公表能力、
事務能力などの全部を身につけさせている。学部と遠い、目的を特定せずに行
う研究が極めて重要である。
今、新しい時代における課程博士の存在意義が問われている。
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博士課程在学生は、教育を受けると同時に、彼らがいることによって水準の高
い研究ができる。その結果、将来の後継研究者に対する教育内容を作り出して
いる。教授と博士課程在学生が教育及び研究に画期的な貢献をしているのであ
る。これが博士課程の存在することの大きなメリットであり、大学院の機能で
ある。そういう機能を果たすために、博士課程在学生が必要である。
④　民間企業が課程博士を必要とする理由
今までは試行錯誤の時代であった。これからは、民間企業は、基礎的理解（例
えばプロセスの制御となる物理と化学の理解）に基づき、将来を見通して研究
をする時代である。それには、基礎的トレーニングを積んだ課程博士を必要と
する。
⑤　論文博士制度
民間企業に就職し、経済的自立を与えられてから、論文博士を取得して社会的
地位を得ることができれば、民間企業に就職し、博士課程に進学しなくなるだ
ろう。そうすると修士までの高等教育になり、長期的にみれば大学が人材を失
い、大学教育に必要な最先端研究が遅れ、最先端研究を学問体系とするレベル
が低下する。結果的に大学の空洞化を加速するという弊害を生じる。
⑥　課程博士のあり方
講座制は、教授、助教授、講師と助手の構成で行う人材育成の家内工業である。
課程博士の育成は大量生産に向かない。アメリカのように寺小屋方式になる。
研究的自立は修士の段階でできていなければならない。課程博士は研究テーマ
の選択、研究方針と研究戦略を立て、それを修士以下に指導する能力を高めな
ければならない。博士課程在学生は個々の学生の性格をみながら研究室の運営
をしなければならない。したがって、ある分野では教授の能力、知識を凌賀し
ていなければ一流になれない。それができる見込みのない者には博士課程進学
を奨めない。
教授が研究費が集まるように研究業績を挙げる必要がある。研究業績を挙げる
とモノ、カネは十分になる。博士課程在学生の経済的自立のため、授業料くら
いは民間企業からの研究費で肩代わりできるように考えている。また、教授の
研究室にいる博士課程在学生は世界的にその分野の一流の人材だと認められる
ように努力している。学会にも出席させるなど学生に多く投資し、基礎的理解
のトレーニングを積ませている。
博士課程にオランダのFOM制度を導入したらどうか。パートタイムで大学の
学生の教育をし、報酬を受けながらFOMの学生として研究する。その場合に
は、報酬に対応して、教育、研究の義務を謀すべきである。なお、社会的自立
意識をどのように植え付けるかが課題である。
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私立大学の問題がある。
国の各種プロジェクトリーダーとして、私大の教授が参画しにくい。通産のプ
ロジェクトに参加する場合、電総研経由で雑役務費としてくる。文部省のお金
も一旦、私学振興財団を通す。直接くるのは、経常補助金、科研費のみである。
大学のもっている公共性を理解して欲しい。
税金上の処理の問題もある。寄付行為に対する損金算入の問題も、国立大学は
OKになったが私立大学は上限が決まっている。実質的に寄付行為を制限され
ていることになる。
（参考　文部省「　　と社会との連絡のあり方に関する研究会レポート」
1989．5．6）
このような国立大学と私立大学の格差を解消して欲しい。
教授は、研究会や委員会出席などの雑用が多い。これを少なくできないか。
8　工学化学系
（1）化－1教授意見
①’90就職状況　省略
助手になりたいと志望を限定すると、オーバードクターになる。民間企業に就
職させれば、オーバードクターをなくすることができる。
②　進学率を高める方法
（1）博士課程に要した費用が生涯賃金で回収できること。
（2）民間企業の技術的開発能力の評価体系がキチッとすること。（キチッとして
ないと修士に多く流れるので、博士課程にいくべき良い人材をとり逃がしてい
る。）
（3）在学中の経済的保障として、テーチングアシスタント、リーサチアシスタン
ト制度を導入する。TAは、教えることで知識が確実になり、また博士は指導
者となるからそのトレーニングにもなる。したがってある期間義務にしてよい。
RAは仕事の内容が研究であり指導である。TAの後にRTにすると、学位論
文と重複するから無駄にならないのではないか。アシスタントの報酬として日
本育英会の奨学金と同額程度を支給できることが望ましい。
（4）生涯的な身分の安定。
（5）学科にどのような学生がきているかによって違う。（当大学の工学部は一括
入学。化学には第二、第三希望者が多い。）
（6）理学と工学では、学問性が違う。
③　課程博士の素質
一　52　－
－429－
広い領域に対応できる素質をもつこと。新規課題にアプローチできる能力をも
つこと。
④　民間企業の学生評価
学士はほとんど人物をみない。修士は少し人物をみる。博士は修士以上に人物
をみる。課程博士が狭いというのは、一級人物が修士で就職するからではない
か。
⑤　課程博士の処遇
民間企業の処遇は低い。
⑥　民間企業向けの課程博士の育成
民間企業の目前のプロジェクトのためには修士。民間企業の新規模索を行うた
めには課程博士しかない。民間企業がどのような課程博士を期待するかは、年
次や環境条件によって異なる。民間企業に明確な具体的研究ニーズがある場合
と基礎的な学問的なニーズがある場合とによって、育成方法が違う。ニーズに
応じた能力をもつ課程博士を育成するためには、学生の三つのタイプによって
仕訳をすることと、ボスドクの層を厚くし、そのマーケットを作るしかない。
学生の三つのタイプとは、
（1）基礎的な分野を得意とする
（2）応用的な分野を得意とする
（3）先の読める企画的素質をもつ（頭の切れる者が多い）
である。どのタイプに属するかは修士課程の初めに解るので、教授が早く判断
して仕訳することが妥当である。
学生には厳しいが、能力を高めるためには、学位取得後1～2年は武者修行に
でることが重要である。武者修行先のしっかりした評価と業績の証明によって、
民間企業がそれを更に高く評価できればよい。そういうボスドクのマーケット
を作ることが重要である。
⑦　教授の研究と博士課程在学生の研究
教授が発想して在学生に課した論文は、第一着想が重要であるから、教授にも
権利がある。その課題を通じて研究とはいかなるものか、研究のやり方を学ぶ。
スタートは教授が発想した課題を連名で発表。二つ目、三つ目からは単独名が
理想。博士課程の教育のあり方の本質に沿っているのではないか。
⑧　教授の教育と博士課程在学生
博士課程在学生は学生の教育をすることによってトレーニングとなり、学部学
のデータを論文に利用するなど彼らを共同研究者にすることができる。学部四
年生は博士課程学生の考えを取り入れることができるので、双方にメリットが
ある。教授は、学部学生、博士課程学生の両者にメリットがあるようにリード
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する。それがうまく機能するようにすることが重要である。運営の問題。学部
四年生の教育が重荷になるような博士課程在学生に教育をやらせることが問題。
⑨　博士課程のあり方
若い年齢の3年間をどう過ごすかは重要な問題である。
定員削減により、助手2名が削減。助手ポストの削減を元に戻し、1．1．2するこ
と。
（2）化－2教授意見
①　進学しない理由
論文博士の審査が簡単になり、論文数が少なくても良いし、修士修了後何年と
いう制限も緩和された。課程博士の有利性が失われたために、期待する人数が
進学しない。学問の継承に不安を感じている。論文博士の制度を廃止または制
限し、博士課程にいれるべきではないか。
②　民間企業向けの課程博士の育成
仮に、民間企業が課程博士を必要とするならアメリカ型の博士ではないか。
③　博士課程のあり方
アメリカの博士課程は、進学希望者が教授に申し出て、教授のOkが得られる
と進学できる。研究者手前に研究計画を提出する。既成の論文を調査整理して、
どれとどれをどう組み合わせるのか文章化し、発表する。根拠をもって研究し、
論理的に説得力をもってまとめている。
日本の博士は修士の古手という感じで、訓練が不足しており、修士との系列化
ができていない。日本は訓練が不足し、修士との差別化ができていない。大学
の訓練と評価を厳しくする。頭の柔らかい時期に、知識として体系を整え、英
語で論文を書き、英語で講演するなどの密度の高い訓練を行って、課程博士の
差別化を進めるべきである。修士との差別化が少ないから、民間企業は博士を
もの足りないと思い、修士で良いと思っている。
博士課程には能力が優れているから行くのではない。課程博士はより多くの訓
練を受けた者と捉えるべきである。特別訓練を受けて特殊なことをやれる者と
捉えるべきである。
特別訓練を行い特殊能力を身につけさせるためには、教員が訓練に時間と情熱
と労力をかけなければならない。しかし、教員も業績主義に束縛されるので、
教員の業績を伸ばすために、博士課程在学生を研究に使う。ボスドクの制度が
拡充すると実験などで、教員が博士課程在学者に依存する度合が減る。そして、
へ博士課程在学生に訓練時間を割くことができる。
そういう特別の訓練を受けて、英語で論文を書いて、外国とも対応できるとい
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う特殊な能力を身につけていれば民間企業は課程博士を必要とするだろう。
アメリカの基礎研究が優れているのは、ボスドク制度があるからではないか。
アメリカでは、教授のみている前で教授から報酬を貰って熱心に教育する。知
識は在学中に学んで十分もっているので、ポストドクターフ工ローの間には実
験の腕を熱心に磨・く。教授の推薦で、次のポジションが与えられる。
日本の基礎研究を深め、ノーベル賞級の仕事をするためには、今の大学院在学
生レベルに頼っているのでは難しい。もう一段高い研究者の協力が欲しい。助
手、助教授がいるというが、それは日本の特殊な制度で、固定化しており、回
転しない。あるテーマにふさわしい人材を集めてくるわけには行かない。ボス
ドクで、プロジェクト毎に短期に変えれば良い。
これからの日本のために、訓練重視のアメリカ型か、論文重視の日本型か。こ
れは学問の捉え方に関連するが、自然科学の基礎を深める、新しい体系をうち
立てるためには、アメリカ型が良いのではないか。そうすれば差別化が達成さ
れるだろう。
ただし、機械工学などの開発研究では、一概にいえない。
こういう考え方に立つと論文博士に対する見方が違ってくる。
（3）化－3教授意見
①’90就職状況　省略
②　博士号授与の考え方
進学時点で厳しくみる。当大学の化学系は、学位取得のためには自己規制でレ
ベルの高い論文が6～7件必要である。留学の場合後期入学であるから3年で
取得できないだろう。
③　進学しない理由
化学はサイエンスに近いから学生は民間企業よりも博士課程に興味をもち進学
者が多いのではないか。しかし、化学には実験と理論とあるが、実験の方はあ
まりにも研究施設が貧弱である。日常の実験に危険を伴っている。新技術に対
応した新実験装置が必要であるが、その購入が難しい。仮に購入できたちして
も、設置するスペースがない。新実験装置の設置が必要性からみて遅れている。
実験系の学生が大学に残りたくないようにしている一因であろう。
エンジニアリングに近い分野は民間企業の研究の方が進んでいると聞いている。
それが学生が博士課程に進学しない一因。
④　大学の後継者
大学のアカデミックポジションを希望している者は多いが質の高い学生が欲し
い。
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⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
分野にもよるが、日本の多くの民間企業は、2～5年の期間で企業の収益につ
ながることを考えている。今まではそれで良かったがこれからは、層の厚い科
学技術にしないと民間企業が世界の技術をリードできないであろう。
民間企業は理論化学の分野の先達を育てていない。修士より上の者がいないの
で、理論化学の中核になる者がいない。余裕のある大企業は理論化学が民間企
業の中でも重要な貢献ができるのではないかと考えはじめている。入社後直ち
に中核になる者として、課程博士を採用する傾向がでている。
⑥　民間企業向け課程博士の育成
民間企業が要請する課程博士が育成されている。以前は就職先がないから、博
士課程に行くときは腹を決めてかかれといわれていた。コンピュータが強力に
発達し、研究レベルがアップライズされてきたので、最近、民間企業に課程博
士が採用され始めた。
⑦　民間企業の処遇
課程博士の研究に対する希望は重要視されている。貢献に応じた処遇はなされ
ているのではないか。
⑧　大学と民間企業の協力
民間企業が大学と研究協力をするのは、人材確保が難しいので人材確保のため
という下心があるのではいけない。大学は基礎研究をやり、民間企業がもう少
し基礎研究に近づいて、大学と民間企業との人事交流が可能となることが望ま
しい。
⑨　教授の研究と博士課程在学生の研究
大学教授の研究テーマを手伝わせることは問題である。理想をいえば、学生が
テーマを選べれれば良い。博士課程からは自分でテーマを探せといっているが
教授がテーマを出さざるを得ないのが実態である。そうすると手伝わされると
いう感じになるのであろう。
⑳　博士課程のあり方
博士課程のあり方として大学を魅力あるものにするという基本意識が欠けてい
る。
（1）大学が民間企業と同じ研究をしていることに問題がある。大学は大学らしい
ベーシックな研究が必要である。文部省の重点領域の研究は民間企業寄りであ
る。基礎研究的な方向を向いていないのではないか。研究人員からみても、大
学は教授1、助教授1、助手2の4人、これに対して民間企業は多人数である。
民間企業の研究人員数、研究施設の実態からみて大学が民間企業と同じ研究を
すれば、短期的には大学が負けるし意味がない。大学は本来、収益、実利から
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離れた研究を志向すべきである。
（2）学生はそんなに打算的に考えていない。大学を支えているのは、サイエンス
に対する情熱、憧れである。研究環境の整備は確かに大切だが、大学は設備で
もっているのではなかろう。国や民間企業はそれを勇気づけることが必要であ
る。サイエンスを重んじ、オリジナリティ（独創性）が大事だと考え、そのた
めに最大の投資をすることが大切ではないか。
（3）大学の教授が本来すべき研究にどれだけの時間を割いているのか。週休2日
制であるが、土曜日、日曜日も大学で仕事をする。助手、助教授のオリジナリ
ティを伸ばす環境がない。総定員法で本来秘書がやるようないろいろな研究室
の雑用を助手がやっている。論文をタイプする職員がいない。最短で27歳ま
で切嵯啄磨して学位をとった者に、事務系の仕事をさせてよいのか。研究に専
念できる環境が必要である。
（4）化－4教授意見
①　進学率を高める方法
博士課程進学を蹄躇するのは親の仕送りを受けることである。育英会奨学金と
アシスタントの収入で修士就職者の貸金に見合うようにすればその躊躇を排除
できる。
アカデミックなポジションに就職した場合と民間企業に就職した場合とで日本
育英会の奨学金免除に差をつけられないのではないか。民間企業に就職した場
合にも奨学金の半額を免除することには賛成である。
②　進学率を高める方法
返済不要の経済的支援をする。。
博士課程在学生に研究費をつける。外国人留学生には学会出席費が認められて
いる。それ並に学会出席費を制度化する。大学教授の処遇を改善する。
博士号を取得していることの社会的地位は、日本の方がアメリカよりも高い。
お金では買えないメリットである。もし、博士課程に進学したことと進学しな
いことの経済的な損益計算をするなら、それを加算する必要がある。しかし、
経済的損益計算をしないで、博士課程をバラ色にしておいた方が進学率を促進
するのではないか。
③　大学の後継者
量的には後継者はいるが、能力的に要求する水準に合う博士課程在学生が少な
い。
大学教授は自由時間があると思われているが実態は時間がなくて大変である。
世界的に知られる良い研究の競争をしたいが、論文競争に追われている。国際
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会議の招致講演も無視される。研究費も自分で集めている。それらに見合った
処遇となっていない。
④　民間企業が課程博士を必要とする理由
博士課程は、1つの問題を教官と討論しながら自分でアイデアを出し、方法を
兄いだし完成させるプロセスを5年間やる。これは研究者として一人前になる
ためには必要である。民間企業は無駄な時間を作らずに、すぐに手助けすると
か交替するが、大学は一人でやる。特に一人でいろいろ悩み、苦しんで完成す
る過程が高級研究者には絶対必要になる。民間企業も独自の領域を開発するこ
とが必要になるから民間企業は課程博士の採用を増大させるときである。
⑤　民間企業の処遇
賃金は学卒同年齢者と同じである。アメリカのように賃金で優遇すれば（「ケ
ミカル＆エンジニアリングニュース」参照）、責任感も違ってくる。
民間企業は、先入観があって課程博士は専門という色眼鏡でみている。博士号
取得者の意見を重要視し過ぎる。もっとその能力を正しく評価し、他のテーマ
をやるように命令し、地位的にも優遇して欲しい。そうすれば能力が伸びるだ
ろう。
⑥　教授の研究と博士課程在学生の研究
「手伝っている」という考え方とは前提が違う。お互いのメリットのために、
同じ研究者として協力しあっている。
⑦　リサーチアシスタント制度
この制度は、研究者として認められたという自覚をもつ。また他のアルバイト
の時間を研究時間に回せるというメリットがある。
⑧　論文博士制度
この制度が存在するということは、日本が階級社会でない証拠である。アメリ
カにないのが不思議である。
（5）化－5教授意見
①’90就職状況　省略
②　進学しない理由
経済的理由がある。給与、地位にあまり差をつけない方が良いと思うが、もう
少し社会的評価（地位、賃金、社会性）が必要と言えると思う。
③　博士課程の存在意義
民間企業では、利益追求の一つの歯車として3年間働いているという一つの制
約がある。大学は純粋な物事の本質を追求できるし、いろいろな経験を積みな
がら能力と努力を注ぎ込める。新しい面で発見経験が積める。そういう過ごし
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方をしている。この差は大きい。
④　博士課程在学生を必要とする理由
博士課程進学者をもう少し増やしたい。博士課程在学者がいると大学のアクテ
ビティが上がることを身に沌みて感じている。そういう意味で博士課程進学者
が増えた方が良いと思う。
⑤　民間企業が課程博士を必要とする理由
課程博士はそれなりの能力をもっているから、入社後早いうちに責任のある仕
事をまかせられる。しかし、課程博士数が多い民間企業とそうでない民間企業
があるので、一般的におしなべて民間企業が課程博士を必要とすると考えるこ
とはできない。課程博士数と技術水準にどれだけ相関があるか解らない。
⑥　民間企業の処遇
初任給は学部の同期と差がないのではないか。少しは課程博士の方が良いと思
うがあまり差があるのはどうか。韓国では博士に重きをおいて、高い賃金と高
い地位を与えている。本人のやれることと民間企業の期待することを考えると
課程博士にあまり高い処遇をするのは良くないのではないか。
⑦　民間企業向けの課程博士の育成
民間企業の要請する課程博士は一概に言えない。大学側から考えると今の課程
博士は、人とのつきあい、研究の専門領域も広い範囲でみられるようにしてい
るので、専門に縛られるとかいうことはないと思う。学部は教育を受ける。修
士は一つの研究をする。博士課程はいくつもの山を越え壁を突き破って広い研
究、考え方の経験を豊富にしていく。博士課程は専門を深くというより、いろ
いろな経験をさせ、判断力、後輩の指導力、解決力、それらを総合してどのへ
んに問題の本質があるか、どういうことをやったら解決に役立つか、そういう
能力が養成されているのではないか。
⑧　大学と民間企業のとの協力
大学は、業種の違う民間企業の基盤となるような工学の普遍的な面を研究でき
る設備となっている。大学が最先端の研究設備をまんべんなく設置するのは実
態上できない。民間企業は特定の最先端を追って、そういう設備をもっている。
民間企業が高価な最先端機器施設を揃えている場合は、使用させていただけれ
ばありがたい。民間企業と討論して実際に動いていることを学生が学ぶことは
良いことである。
⑨　教授の研究と博士課程在学生の研究
研究を手伝わせるというようにセパレートされていない。テーマについて学生
に何をやりたいか。どういう意味があるか議論する。結果について討論する。
それは学生の研究である。ファーストオーサーは、教授の考え方によるだろう。
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私の場合は、ほとんど学生がファーストオーサーとなっている。
⑳　アシスタト制度
実験、計算の演習にアシスタントを採用した経験をもつが、教えるのが好きな
学生とそうでない学生がいるので、この制度が博士課程進学に効果があるかど
うか何ともいえない。
⑪　論文博士制度
生涯教育の考え方もあるので、博士課程に進学しなくても博士号を取得する制
度があってもよい。
（6）化－6教授意見
①’90就職状況　省略
②’90進学状況　1／9
③　進学率を高める方法
博士課程在学生に奨学金を支給し、研究費の補助をしていただきたい。博士課
程在学者は若い研究者との交流をし、国際会議にも出席する必要がある。国内
の学会に出易いようにし、国際会議の出張費用を国費支給して欲しい。ただし、
国費を使用する場合、第三者的立場でみたレポートがいる。レポートの提出は
必ずしも好ましいものではない。
授業料は教育費として親の税額から免除するのも有効だろう。
④　民間企業が課程博士を必要とする理由
民間企業は技術を売る。特に外国に対して技術を高く見せるために課程博士が
必要である。高いレベルの研究には、民間企業の人事構成として、研究者層の
レベルを上げ、研究者層を厚くする必要がある。そのために課程博士を採用す
るだろう。
⑤　民間企業の処遇
実力をつければ民間企業は優遇する。厚遇し過ぎて甘やかして欲しくない。
⑥　アシスタント制度
研究助手なら良いが教育助手は増加することにならないだろう。その時間を割
くのは喜ばないだろう。国際会議を手伝ってもらうことがあるが、それも本人
にプラスになる枠内で考えている。
⑦　論文博士制度
社会に出てから開発研究を行いオリジナルな成果を挙げている者がいる。それ
に報いるチャンスがないというのはいかがなものか。論文博士をまとめるのは
大変らしい。博士号を取得すると部下の指導がやり易くなるという民間企業の
メリットもあるだろう。
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⑧　博士課程のあり方
研究の評価について専門家同士の長期的視点でみた評価が必要である。マスコ
ミを意識しがちであるが、ジャーナリストの評価は公平ではない。新聞記事の
トピックスは素人の評価になる。本当の専門家は違うと思う。研究者の姿勢と
して5年前、20年　前の研究が今の研究とどういう関係にあるか。1、2年
先の話なのか、5ないし7年先にどのようになるのか。それが次の生きている
研究にどのようにつながり、影響するのか。そういう立場で、研究の考え、哲
学、研究の成果をみなければならない。論文数ではない。最近のようにめまぐ
るしくなると日本人は新しいものにとりつく。過去に実績のある本当に良い研
究者が新しいもので成果を挙げる人と、前に何も成果を挙げていないから新し
いものに飛びつく人とある。ヨーロッパはその点しっかりしている。研究に対
する評価の仕方をまじめに考えないといけない。答の解っている研究は誰が評
価しても同じである。「解」の解らない研究を評価しなければならない。その
評価基準をどうするか。
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3－7－3大学教授の意見の翻一迫加
これは、筆者がこの鋼査研究結果を「（素案）線種博士の増強条件は何か　一研究開発社会のオーガ
ナイザー機能の充実を目指して－」としてとりまとめたものに対して、1991年秋に、2－7－2に掲
げる教授のうちの一部の教授に対して求めた意見の結果をとりまとめたものである。教授の略号は、2－
7－2の略号と同一とした。
できるかぎり正確に記載し、再現するように努めたが、不本意にも、主要大学教授の意見と違う点が
あれば、その貢任は全て筆者にあることを明記して、おわびに代える次第である。
ご多忙の時間を割愛して、再度、快くど協力を賜り、貴重な学凛を提供していただいたことに潔く感
謝を申し上げる。
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1理学物理系
物－1教授意見
国立大学の充実や、大学院大学構想がいわれているが、どのように充実したら
良いのかわからない。ロングタームで改善を考えるときには根本を考えて行わな
いといけない。
国立大学は、公務員制度に縛られていて、人材登用の斬新制を持たせることに
無理がある。日本の基礎科学を支えている大学を管轄する部局が国際学術局とい
うのも理解できない。日本を代表する大学が民間企業といろいろな共同研究をし
ようとしても、法的な制約があってうまくいかない。例えば、民間企業の研究資
金を大学にもってくる。しかし、その研究資金は一旦国に入る。また、冠講座も
成果が上がっていないのではないか。
学生が、あの大学に行くと良い、だから行こうというような感情になるようし
むけるような誘導型でないといけない。
社会が高度化すれば社会の要請が複雑化する。複雑な社会の要請を満たすには
単一種類の大学院では無理である。大学を自由にし、いろいろなタイプの大学を
作り、いろいろな領域を勉強したい学生を抱えることが必要ではないか。
博士課程の教育体制は、教授と学生が直接向き合ったシンプルな形が良いと思
う。教授にはボスドクが配置され、ボスドクは2年ないし3年の契約で、教授の
研究テーマや学生の実験のアシスタントをする。今の助教授や助手は独立した共
同研究者的なものと考えたらどうか。
今の制度であれば、一人の教授が指導できる博士課程の学生数は、研究テーマ
にもよるが、3学年で5名、多くて6名がリミットと思う。
博士課程の充実というのは、修士から博士課程に進学した者を育成して次代の
研究者を育てる側面と、一旦社会にでた人が自分の知的欲求などにしたがって、
自由にDrCに入れる仕組みが必要である。
アメリカの大学院生は、ほとんどがフェロシップを受けている。MITでは、大学
院生が一流意識をもっている。教授は、フェロシップを支払えるグラントが必要
である。教授もグラントで研究する。それが大学のアクティビティを高めている。
そういう仕組みが日本に通用するかどうかは解らない。当物理学科の場合、民間
企業から資金はこない。日本学術振興会の特別研究員には毎年一名程度が該当す
る。そうすると学生の間に、頑張れば奨学金が貰えるという意識、競争関係が生
まれる。
大学教授は自由人である。しかし、国に対する責任がある。イギリスの有名基
礎科学の教授は、進んだ考えをもっている。そこには諸外国から学生が集合して
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おり、非常に活力がある。学内の障害を除去して、そういう大学の教授にならな
ければ国に対する責任が果たせないと考える。
大学の理学部と高校教師とは密接なつながりがある。ところが、高校教師は老
齢化しており、社会の動向を良く知らない。高校教師の質のことも考えなければ
ならないのではないか。
物胃2教授意見
①　この裏文からは、博士課程を画一化したいというような感じを受ける。大学
は公教育であるが、その一方で、個性が必要だ。民間企業は、画一的なものから
外れた人材を要求しているのではないか。民間企業は、新しい問題をアクセプト
し、創造的研究開発を今以上に推進しようとするであろう。そうすると、大学の
個性、博士課程の個性的位置づけが重要になると思う。各大学の特質によって、
帽の広いユニークなものであった方がよいのではないか。大学院大学も良いし、
大学院と学部が一緒でも良いだろう。ハーバード大学は隣合って共存している。
大学院大学で、本当の意味の研究者を育成するためには、大学の設備、研究室
のスペース、校費などの資金などの大学の環境を、アメリカ、ヨーロッパ並の状
況に整えるなど抜本的なことを行わなければならない。特に建物の質が問題だし、
学生一人一人に机や椅子を与えられるような十分なスペースが必要ではないか。
②　民間企業の博士課程に対する見方は、現状の流れの中で、会社がどう生き延
びるかという視点から考えている。大学の方向を民間企業の考えだけで決めるの
はどうであろうか。日本全体でどうあるべきかという視点から、大学の方向を考
えるべきだと思う。
大学の研究環境は非常に悪い。民間企業の大学に対する寄付の考えや額は、ア
メリカと日本では大きく違っている。民間企業がその原因をどのようにみている
のか、疑問に思う。
③　臭文の「通常3年で博士課程を修了する」ことについて
修士の場合は、博士課程に進学することも有り得るので、教育的見地からそう
することがいいかどうかという問題は残るが、まだ不十分と思っても、2年で修
了させることが多い。
博士の場合は、基本的に、一生懸命やれば、3年で修了できるように考えるべ
きだと思う。しかし、問題は、3年で博士号を授与するという約束をすると、レ
ベルが低下する。過剰宣伝はすべきでないと思う。一生懸命に、質の問題を気に
しながら、力を入れてやるようにする必要がある。社会的には、奨学金にしても、
学振の特別研究員にしても、3年で修了しないと不利である。
④　案文の「大学院の収容人員を弾力化する」ことについて
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大学院の収容人員の弾力化であるが、人手や資金などが十分にあれば別だが、
今は、2人を抱えるのが無理な状況にある。答が解っていない場合に、教授が学
生と一緒になって考えられるテーマとそうでないテーマがある。何人でも受け入
れられるとは限らないだろう。一様に増やせないのではないか。
⑤　ドクター・トレーニング・フィルドについて
研究者が流動先で第1線で働くためには、相当なトレーニングを積んでいなけ
ればならない。
⑥　論文博士の存続について
理学系の教授にも存続すべきではないという考えもある。社会のシステムとし
て考えればよいのではないか。
⑦　大学院の社会的貢献に対する考え方
大学院は単に学生だけではなく、学問を生み出している。
⑧　学生の生活費について
アメリカの大学院学生は生活費を支給されている。日本も、それに変わるもの
を考えて良いのではないか。
2　理学生物系
生－2教授意見
①　案文の「通常3年で博士課程を修了できるようにする」ことついて
学問のあり方の違いによって、博士課程修了に要する年限は異なるのではない
か。野外の研究活動が重要な生物学では、外的条件に左右される。したがって、
自動的に3年でなければダメであるという考えが広がると困ったことになるので
はない。柔軟な考えが大切だと思う。
大学院の位置づけをどのように考えるのか。博士号取得者は、研究者として仕
上がった。取得後は一人で研究できる者と考えると、学部から5年間の一貫した
コースが必要である。修士課程しか設置されていない大学は予備校化するだろう。
修士課程は腰かけになってしまう。
案文の「修士課程から別の大学の博士課程」に進学することにも関連するが、
博士課程後期によその大学に入学すると、入学してから直ちに研究に着手できる
のではなく、早くてその夏の着手になるだろう。最後の夏はデスカッションの年
だと考えると、野外で研究できるのは2夏しかない。よほど恵まれないとそれは
無理な場合が多い。というのは、2回の実例では、3点をとってどれくらい変動
しているかをみることができない。2点が同じでも、1点が違うことがあり、3
点のいずれもが同じなのか違うのかが重要である。3点をとるのは大きな意味が
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あるから、3夏、すなわち、博士課程に4年が必要ということになる。同じ大学
院で修士課程から博士課程に進学するのなら博士課程3年で良いが、そうでない
場合は問題が生じる。学問の性格によって、長短があるのではないか。
案文の「研究員の流動化」に関係するが、生物学の場合は、民間企業と官公庁
との人事交流が比較的少ない。建設省や通産省でも、バイオを含めて、生物学出
身者が生物的な問題を考えながら行政を考えていかなければならないことは目に
見えている。これから、修士が数年、民間企業の研究所にいて、大学院博士課程
に入学するのが当たり前になるであろう。それを考えると、博士課程修了に要す
る年数は3年ないし4年と余裕を持たせることによって、進学しやすくなると思
－
つ。
（診　ドクター・トレーニング・フィルドについて
助手になる以前に、研究費の助成をどのようにするかが大切な問題である。
生物学の場合には、継続調査が重要である。調査の手法には、幾つも違うやり
方があるが、その中の一つのやり方で継続して調査することが必要な場合がある。
また、広い知識でモノゴトを大事にする必要もある。技官は、教官の下で研究す
るというのではない。博士号取得者に、ちゃんとした仕事のできる技官になって
貰うことを考える必要があるのではないか。ドクターフィルドとして、何年か、
技官的な仕事をするような新しいタイプの助手を考えて良いと思う。技官という
名称を新しい名称に改めることが必要となろう。イギリスやドイツでは、ドクタ
ーの技官がいる。図書館の司書の半分は、その専門分野のドクターである。誰が
どこで何をやっているかを10年もかけて調べて整理している。彼らは、専門性に
裏打ちされた権威者で、過去の学術研究の成果を整理し、少しづつ知的資産の蓄
積を加えている。そのような専門的な技官は、研究者というと古いイメージで考
えられるから、日本では、新しいタイプの研究者といえる。
③　博士の賃金は、博士号を持っているのだから、専門性をもっていることのた
めに、高くなるのは当然である。
④　博士課程を修了して大学の教員になるのは難しい状況にある。例えば、魚の
生態が好きだから、そういうことをやりたいというのでは駄目である。魚は、生
態学の問題を明らかにするために材料として選んだだけである。ショウジョウバ
エでも、大腸菌でもよいのに魚を使ったのは、それが一番良い材料で、一番良い
研究成果を得られるからである。特定の材料の特定の性質を明らかにしただけで
は悪い専門家である。根底に、科学の本質をとらえる能力もったという、そうい
う意味の良い専門家でなければならない。民間企業も良い専門家を求めているの
だと思う。
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3　工学機舶
機－2教授意見
（9　大学院修士課程在学生の考え方について
大学院博士課程に進学することがバラ色ではない。
以前は、学部の研究をそのまま続けたいとか、この研究を大学院で是非やりた
いという動機に基づく進学意識が強かった。工学部の本質は同じで、面白さも同
じであるにもかかわらず、最近は、社会の流れが、大学院大学を目指す方向で動
いている。したがって修士課程位は修了しようということで、普通の学生が進学
するようになった。いわば、安易な知恵によって、体制順応型の学生が進学する
ようになり、修士課程の普遍化、大衆化が生じている。
（診大学研究室の重要性
研究室のオーバーエンジニア（研究室をとり仕切る人）になって、研究費の使
用方法、研究者の使い方を覚える。それは、会社のマネジメントをするときに非
常に役立つ。そういう意味でも、大学研究室は、組織的にみて民間企業の研究所
より優れている。
③大学の研究室の遅れている点
大学は、次の点で遅れている。
（1）民間企業からみて魅力が乏しい。
日本の民間企業は外国の大学に金を使っている。それは、日本の民間企業か
らみて、日本の大学に新規な魅力がないということである。
（2）大学がビジネス感覚に欠けている。
奨学寄付金が増加しているが自分の研究室のアカデミックな研究、悪く言え
ば民間企業のニーズに応えない研究を推進するために奨学寄付金を使用してい
る。
アメリカの大学では、民間企業の研究依頼に対して、ベイバックとして、定
められた期日に研究の成果を提出する。しかし、日本の奨学寄付金は、民間企
業が大学という慈善団体に寄付した形になっており、アメリカのように、見え
る形のベイバックは少ない。民間企業がオーバードクターに金を出し、その能
力を伸ばすことは良い。しかし、金を出す、人を出すだけではなく、ドクター
に対する評価を良くしなければならないと考える。課程博士の能力は、論文に
は表れないかも知れないが、一生懸命に努力したことを民間企業が評価して、
結果として課程博士に努力を強いるような方向で何かをする必要がある。
（3）大学、大学の研究は、人を含めて封建的であり、近代的でない。イメージ
が伸び伸びしていない。学生は精神的3Kを感じている。
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（4）修士に助手として大学に残れといっても民間会社に行く理由は、学生が助
手、助教授をみて、社会的経済的に、また精神的に恵まれた条件がないと考え
るからである。同期生は会社の部長になっていても、大学に残ると場合によっ
たら助手である。
④　大学院修了者は、スペシャリスト、ゼネラリストとして、新しい研究開発社
会のオーガナイザーになる。研究には、スペシャリストとゼネラリストの双方が
必要である。一人の人間にも、スペシャリスト的資質とゼネラリスト的資質とが
必要である。大学院においても、一人でコツコツと論文をまとめるスペシャリス
トの立場と研究室をマネージする立場とがある。人気のない学生が博士課程でス
ペシャリスト的な研究をし、自分の専門に固執すると使い物にならない。民間企
業の研究のオーガナイザー機能を充実するためには、博士課程修了者の人数も増
やしながら、博士の資質も変えていかなければならない。
大学が団地サイズで、よどんだ中で教育しているから、民間企業は課程博士に魅
力を感じないだろう。よどんだ社会で、Dr論文という限られた条件で、研究態度
を身につけたのでは、民間企業に通用しない。このような大学の疲えいした状況
を、次のように改善することが必要である。
社会が豊かになった。社会の娯楽などの設備などをみてものスペースが広々と
なっている。大学の研究設備だけが団地サイズである。社会はフレキシビリティ
になっている。そうした社会の中で、専門分野にこだわるような閉鎖性は適当で
はない。課程博士も、スペシャリスト、ゼネラリストということではなく、フレ
キシビリティでなければならない。課程博士の社会の評価にもフレキくシビリデイ
が必要だ。民間企業が大学に奨学寄付金をだし、大学にベイバックを求める。そ
れに応じて大学が研究するというフレキシビリティも考えなくてはならないだろ
う。人生のコースもフレキシビリティになっている。Mr　からDrになるのも、肝
から民間企業に就職してから　Drコースに行くのも良い。研究者の生涯というこ
とも、企業に就職して大学に戻るのも良いだろう。大学と博士課程間、大学と民
間企業間、民間企業と博士課程間の交流がもっと行われて良い。
要は、建物の近代化とその中身の近代化が必要である。
大学をどのように改善するか
（1）教授を自由に選べる風通しの良さが必要である。
大学の教授は、中小企業のように単独会社のような性格がある。単独会社
でありながら教授間の共同が必要である。講座制の壁を超えて共同して研
究ができるように、風通しを良くする。
（2）風通しを良くする裏付けとして、研究スペースを広げ、建物をきれいにす
ることが重要である。団地サイズではなく、社会の変化に即応して、十分
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な研究スペースのある、きれいな建物にする必要がある。
新しい研究棟、新しい機器、新しい人を大学に取り入れるのは難しい。
だからといって、大学にあまり自由競争を入れると、基礎研究部門が割を
食う。
大学の研究費財源は、文部省と民間企業である。しかし、民間企業の研究
費は、大学という機関の運営のために金を出すということであって、個々
の教授の研究に金を出すだすというようにはなっていない。大学はマルチ
ファンドを考えている。いろんな官庁から金をだすのが良い。
（3）学生に魅力のある都市にすることが大切である。
今偏差値だけが独り歩きをしている。大学受験生も大都市に集中しているの
ではないか。地方大学の所在する都市が、学生に魅力のあるものにしてアピ
ールすることが大切である。
（4）大学は教官に対する評価をしているが、どのようにしたらより合理的にな
るか。
以上をまとめていうと、大学自身が教授団の協力により、建物と中身の近代化
を図り、
生き生きとした教授と
幅広い人間性のある（したがってそのような人間性を形成できる）環境、
組織的にも協力関係のある人的環境で
豊かな研究費を使用できる
ような状況にすれば、民間企業も好む人材になるのではないか。風通しを良くし、
近代化し、魅力あるものにするように改革する必要がある。
⑤　日本でエクセレンスのセンターとしての機能を果たす機関は、民間企業では
ないであろう。それは、民間企業には民間企業の利潤追求という評価基準が働く
からである。それに対して大学の評価は、どのように日本の文化、学術に寄与し
ている－かという基準になる。国家予算という大きな循環論で考えなければならな
い。
⑥論文博士は、企業内人間ではなく、学会、大学との交流のある幅広い人間であ
ることが必要である。
機－3教授意見
①　今、大学の個性化と画一化、課程博士と論文博士という整合性のとれない考
え方が混在している。社会や民間企業の工学系博士課程に対する評価は低く、そ
れが博士課程に進学する学生に影響するという悪い循環が見られる。大学があま
りにも民間企業の需要を無視しているように思う。工学系博士課程には進学メリ
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ットが少ない。博士課程には大学の教員になるために進学するといっても、教授
のメリットが少なく助手の希望者もいない。
大学は、社会的責任を自覚して、大学教官に対する評価を厳しくし、リスクを
負わせながら、手厚い処遇をするなどの改革が必要である。通産省の研究組合的
な大学院も考えたらどうか。スタンフォード大学は、NASAの研究施設と連携
している。フランスのCNRSは、自立した研究者の訓練機関となっている。イ
ギリスは、大学の独立採算制によっているため民間企業の研究の下請け的な存在
になっているように見える。あまり民間企業に迎合すると大学の自殺行為になる
のではないか。民間企業の研究委託で、理想的な研究をゆっくりやって欲しいと
言うものは少ない。成果を要求される。
工学系大学院の研究と開発は、民間企業と同じテーマであってはならない。大
学の現状では、民間企業の人数、組織にはかなわない。
知的所有権がらみで考えると、民間企業も今までとは違わなければならない。
しかし、工学系の課程博士を採用する民間企業は増加しないのではないか。
②　大学院博士課程に魅力がない。魅力をもたせるには、教授が魅力的であり、
学生が伸び伸びと研究できることが必要ではないか。教授がバツラツとすれば学
生もバツラツとなる。助手を長年やって40歳、45歳でやっと助教授になる。助手
を長年やると人間として卑屈になり易く、それは、自主的な研究の独立性を損な
う。助教授に任期制を取り入れる考えがあるが、任期が切れた助教授をどうする
か。日本の全体の文化から離れて、助教授だけをどうこうすることができるので
あろうか。
③　大学においても研究補助者の削減がある。有能な秘書が欲しいが、そういう
高級な秘書を採用できない。
機－4教授意見
①サイエンスとテクノロジーという二つの側面から考えると、当大学の精密機械
工学は、機械工学のサイエンスという側面を強く意識している。精密工学にかか
わらず、工学全体が、今も、次の段階も、もっとサイエンスの側面を意識すべき
であるし、大学もそうでなければならないと思う。今から50年前は、電子は理学
部になかった。しかし、今ではごく当たり前の工学部にある。機械工学でもより
サイエンテイフイックな方向に向かうだろう。
機械工学系の大学院博士課程を、大学向けのサイエンスのコースと民間企業向
けのテクノロジーのコースとに分ける考えは絶対に反対である。大学の機械工学
系の博士課程はサイエンスを目指すべきである。博士課程はサイエンテストを作
ることだと思う。
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現代の自然科学は西欧から生まれた。西欧は自然科学の大先達である′。西欧で
自然科学がどのように考えられているかという歴史をみれば、テクノロジーがど
のような方向に流れているかがわかる。欧米の会社の研究者は、応用的な仕事を
する立場にあっても、その反面で、サイエンティストの側面をもっている。とこ
ろが日本の民間企業関係者には、それがない。
工学といえども自然科学と同じである。何故そうなのか、何故そうなのかを追
究する。サイエンテステックに考えることによって、高品位のテクノロジーがで
てくるのではないか。高品位のテクノロジーとは、グローバルなもの、ヒューマ
ンなもの、したがってそのテクノロジーは結果的に新たな問題を生じないし、生
じても僅かなものである。それは、長生きをするテクノロジーであろう。高品位
のテクノロジーを研究する裏打ちをするのは、サイエンスであり、サイエンティ
ストである。エンジニアリングのためにサイエンスを備えた高品位の人材という
ことになると、課程博士ということになろう。社会が高品位のテクノロジーを求
める。民間企業がそのニーズに応えるためには、課程博士を求めてくるに違いな
い。これからの研究開発社会は、高品位のサイエンス観に基づいて、高品位のテ
クノロジーを社会や民間企業が目指さなければならない。これからの民間企業も
テクノロジーの側面だけではなく、サイエンスの側面を強く意識してきた課程博
士を望むべきではないか。もしも、民間企業が高品位のテクノロジーを目指さな
いならば、その要請は間違っている。そうした民間企業の要請に大学が迎合すべ
きではない。
修士を修了した後の3年間を民間企業で過ごすか、博士課程で過ごすかの差は、
よりサイエンテストかどうかである。
学会には、高品位のテクノロジーの根底にあるサイエンテイフイックな雰囲気
があり、それに触れると、テクノロジー設計者のモラルを上げる効果がある。
②　自分の生涯の仕事は、よりサイエンスティックな仕事をすることだと考えて
いる。ある一つの仕事が終わったからといってそれで終わりと考えてはいない。
そういう大きな流れの中で、次から次へと修士が3人入ってきて、そのうち1人
が博士課程に進学している。工学系の大学院博士課程の研究機能を果たすために
は、学部の4年から共同研究者として考えている。今の制度であまり問題を感じ
ていない。
③　報告書の題名はオーガナイザー機能と言う言葉がよいのではないか。
機－5教授意見
①　研究の評価を誰がするか。どういう研究に価値があるかを決めるのに支配的
な力をもつのは、多数派である。新しい研究は少数派で評価されにくい。日常の
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仕事からして、大勢のやる研究をやっている。レベルの低い方に流れる。いわば、
衆愚的なものになり易い。社会が独創性を認める状況になっていない。多くの人
が平等という状況におかれている。独創性のある研究評価になれていない。そう
いう社会の仕組みの中で大学の評価システムをどうするか。文化の問題、思想の
問題がある。評価の権限は誰がもつことになるのかが問題である。アメリカの大
学では、学部長、学長が権限をもつ。その結果によっては大学を辞めざるを得な
い。責任者があるポリシーをもって導いていくしかない。
②　大学には、一般社会と逆の評価がある。社会で常識として評価されているこ
とが大学で通じない。科学を否定する考えが大学には厳然としてある。科学は悪
であるという見方に対しては、どのような意味があるか、どのような価値がある
かを具体的にいわなければならない。
③　今後、大学院生も量より質の評価をするようになる。民間企業は課程博士を
あまり必要としていないように見受けられる。従来のように、技術導入の段階で
はDrコースは不要である。また、現在は、半導体の分野などでは、民間企業の方
が進んでおり、大学では問題がよくわからず、研究できない。医学に病理学があ
ると同じように、大学も学術的にやることが必要である。
④　博士課程進学者の増減は、そのときの局面による。将来の見通しが暗く、人
がつかえていて大学教員として残れる可能性がなければ、博士課程にはいかない。
当大学の機械系では、1992年4月の博士課程進学者が増えている。博士課程の必要
性が社会的に盛り上がっており、それが学生に伝わり、実際の進学者の増加に表
れているのではないか。
⑤　案文のP123の「教授と相性が合わない」という記述のような事例はある。そ
れは、世の中の移り変わりの境目に起こるのではないか。好みの一致は重要であ
る。
⑥アメリカでは、大学の研究所が独立採算制で研究をやるので、研究を商売にし
ようとする。民間に小規模の研究会社ができて、資金を貰って研究を本業として
いる。大会社が独占していない。アメリカの場合は軍事研究があったからであろ
うか、そういう資金をだすところがある。そこで、大学と民間との交流ができる。
⑦民間企業が大学研究に寄付する′資金には、免税措置を行うとか、基金の利子で
研究所を運営できるような社会に誘導する政策が必要であると考える。
4　工学金属材料系
材－1教授意見
教官の論理と学生の論理がある。
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学生は、良い設備で一生懸命研究したいと考えている。学生は、研究設備に不
公平感をもっている。
教官は、次の理由から、最終的に学生に博士課程に進学するように勧めること
ができない。
（1）国の政策なり、社会全体が博士課程学生に生活できるような待遇をしていな
い。
（2）研究室の面積、校費が少ない。少なくとも今の何倍も必要である。
（3）経済的な問題があり、まっとうな考えの人間が会社に就職する。課程博士は
会社で不遇である。会社が　Dr　を優遇しない。会社の見方、考え方を変えない
といけないのではないか。例えば、新素材、情報化などの技術進歩が生じてい
るので、長期的な見方が必要になっている。それに対して会社の教育は、利益
追求の近視眼的なものになっている。会社は、採用してから再教育するという
前提で、Drの質をみている。それでは、会社の再教育は破綻するのではない
か。会社は、どのような大学教育をして欲しいのか。どのような学生が欲しい
かを明確にして欲しい。
また、大学の教員にもなれない。教授になれれば良いが、助教授、助手には、
研究教育の道を全うできる見通しがなく、不安感がある。将来の展望をもてる
ようにしなければならない。
（4）この頃、博士課程進学者は増えている。修士は1．3倍、博士は留学生を含めて、
3倍になっている。
（5）機械系は大講座制、材料系は講座制をとっている。材料系はシステム的にや
らなければならないので共同研究が必要である。講座制が適当だと考えられて
いる。
（6）博士課程の学生は民間企業に就職しない。それは、民間企業は、一つの研究
を長くやらせないし、一つのことをやっていたらトップになれないからである。
また、大学は論文業績がなければ採用できない。ところが会社は企業秘密を守
るために学会発表を制約する。その制約を可能な限り撤廃し、処遇も良くすれ
ば、民間企業から大学への道が開けることになるので学生が民間企業に行くよ
うになるのではないか。
（7）今、自己評価システムが進められている。これから流れが変わるのではない
か。
（8）大学の仕組みだけではなく、民間企業も含めた全体の仕組みを変えるように
考えなければならない。
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5　工学電気電子系
竜一3教授意見
①　大学は次世代の学問体系を作り、確立していくところである。それは、民間
企業ではやらない。学問を体系化し、その分野の教科書に仕上げていく。体系化
するときに、不足するところを補っていく。地味な場合も派手な場合もある。
②民間企業の目的は、利潤の追求である。大学とは研究と教育を行うところであ
る。大学の研究環境として、建物、予算、スペース、居住、スタッフが重要であ
る。
③　学位取得者とは、いろいろな分野の学問を知っている人、新しい研究テーマ
を自分で見つけられる人、自分で研究計画を立てられる人、一人前の研究者とし
てスタートラインに立てられる人ということである。したがって、学位のための
論文数は、今よりも少なくても多くてもどちらでも良い。ただ、論文を沢山書か
ないと、スタートラインにつけないのではないか。
④　教職の定員削減は問題である。
⑤　案文の題名で「研究開発社会のリード」という表現は狭い。パイオニアとい
う考えもあろう。
竜一4教授意見
①　課程博士の有効性について
学生の能力に関係するのかどうか明きらかでないが、博士課程をでて会社に勤
務して2年ないし3年経過すると、博士は修士に比較して、研究グループの中心
的な仕事をするなど、良い仕事をしている。
②　博士課程とオーガナイザー機能について
課程博士には、民間企業の研究を活性化し、研究業績をあげるなど研究オーガ
ナイザー機能がある。
③　課程博士の養成について
（1）研究の自立
研究の自立は、あまりいき過ぎると教授の指導が中途半端になる。博士課
程は、マン・ツー・マン教育をやるところに値打ちがある。
（2）修士課程の専攻学科と違う博士裸程の学科に行きたいという人はいる。学
生から変わりたいというときには、相談にのり、内部で行き先の話をつける。
（3）博士課程の学生数の多少は、教授の人気を必ずしも反映していない。半導
体分野では、修士の段階で民間企業にさらわれる。それは、民間企業は、理
工学生の絶対数が少ないので、民間企業は早く採用しないと採用競争に負け
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るからである。
（4）研究スペースの拡大は、「言うは易く行うは難し」ではないか。
（5）博士課程学生の研究に教授がファーストオーサーになる問題は、微妙であ
る。
というのは、教授は、研究費の問題など周囲の状況によってテーマを決め
るという現実があるからである。
（6）案文の「普通ならば3年で博士号を取得できるように審査基準を改善する」
という点であるが、博士課程の学生は、現実として博士論文で学位が取得で
きるようになっている。これに対して、必要な単位を取れば博士になれるよ
うにしたらどうかという議論がある。単位だけで、博士課程で主体的に研究
したことをどれだけ取り込むことができるか。博士論文の必要要件を見直そ
うかという考えがある。案文のように、「普通ならば3年で博士号を取得で
きるように審査基準を改善する」ということは、博士論文の質を見直そうと
いう動きを促進するだろう。
（7）　アシスタント制度について
アシスタントに支給する金をどうするのか。
日本の場合は、リサーチアシスタントの位置づけが良く解らない。そうい
う用務は少ないのではないか。問題はテーチングアシスタントで、その資金
源をどうするかか問題であると思う。
④　案文の「民間企業との人的交流」を促進することについて
一般論としてはそのとおりである。若い30歳台の交流ができないのは、大学に
若手研究者が少なく、大学から民間企業にいく者が少ない。民間企業から大学に
呼ぶのは、大学の給料などの処遇の問題で、大学が採用したい者は採用に応じな
い。日本のケースでは、大学から民間企業、民間企業から大学という移動は一回
位で、10年位戻れない。現実問題として、行きっ放なしになると深刻な話になる
ので難しい。そうすると、一回だけの移動になる。同期で、2回、3回移動する
という慣習がなければ駄目なのではないか。
⑤　案文の「ドクタートレエーニングフィルド」について
ドクタートレーニングフィルドは、大学ではプラスである。しかし、分野によ
って成立したり、成立しなかったりするのではないか。電子関係は、民間企業が
企業秘密を漏らしたくないと考えているので、フリーにしないで採用してしまう
から・成立しにくいと思う。学術振興会や民間企業から研究室に奨学金を出して
貰うのはどうか。大学と民間企業との噛み合わせをどうするかが問題である。
⑥　課程博士の評価と処遇
民間企業が課程博士を評価し、処遇することが大切であるが、課程博士が専門
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にこだわるのには、二つの問題がある。一つは、本人の個性が問題になるケース
である。ただし、個性という意味では修士と同じ問題がある。
学生がそれなりのトレーニングをして博士課程を修了し、その力量が評価されて、
修士より早く昇進したり給料が増加することが理想である。
⑦　学生の経済的支援について
民間企業が学生の奨学金を一時肩代わりすることも考えてよいのではないか。
⑧　博士課程に進学する条件のまとめ
学生は世の中の動向に敏感である。博士課程に進学しなさいとすすめられ、そ
の代わり3年で博士論文ができ、それができた段階で民間企業、大学、研究所な
ど行きたいところに就職できる。それに、民間企業の処遇が良くなる方向に回る。
そういう形が見えてくれば博士課程に進学する者が増加するだろう。1992年の博
士課程進学者は電気電子3学科で内部から14人（修士修了者は82人、15％）、外
部から4人、合計18人である。これくらいのベースにもっていきたいと考えている。
6　工学化学系
化－1教授意見
①　大学院博士課程の問題は、基本的には、財政面、研究設備、研究室の面積だ
と思う。研究室の面積は、外国留学生の増加などのために確かに狭くなったと思
う。とにかく、スペースがない。大学院大学を重点に考えていく大学では、研究
設備の機器が大型化している。建物面積の拡充が必要である。
②　案文のllgPの（3）の「体系的な教育課程や研究指導方法の確立」という表現は
不適当ではないか。博士課程はマスプロではなく、それぞれの個性に応じて教え、
能力を引っ弓長りだすことである。体系的というのは博士課程では難しい。
③119Pの（4）に「大講座制」とあるが、その実態や運営が良くわからない。
世界から有力な研究者を集められるような魅力ある研究をするチームを作らなけ
ればならない。チーフのチーム、サブのチームを作り、そのバランスを保つ必要
がある。その運営は、教授が相当の覚悟でやらなければならない。助手には委せ
られない。
大学の研究の主戦力は誰か。アメリカでは、1研究室、1教授で助手もいない。
主戦力はボスドクである。10人もいる例がある。ヨーロッパもボスドクに主戦力
をおいている。日本は大学の研究を博士課程在学生に頼りすぎている。ボスドク
を探してアメリカ型にする必要があるのではないか。そうすると研究室の面積を
広くしなければならない。
ボスドクに重点をおいたときに、大講座制ではある程度制約がある。ボスドク
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と大講座のからみを考えると、閉鎖的な講座のまま大講座制にするのは、あまり
賛成できない。
日本には、日本固有の給料制度があるので、日本型のボスドク制度を考える必
要があるだろう。ボスドクの資質は、教授の研究に賛同して研究協力をする者で、
2つのクラスが考えられる。一つは、ドクター取得直後のクラス、もう一つは、
他大学の助教授、助手クラスである。そうすることの教授のメリットは、基礎教
育が修了しているので即戦力になる。ボスドクは、武者修行できるから良い。
ボスドクは、最低限を決め、有期なものにする。
ボスドクにはサラリーを払う。その拠出は、研究費、人件費の総額を科研費、
財団、あるいは大学の受託費に請求できるようにする。
④　案文の123pに「教授と相性が合わない」という表現があるが、これは大事で
ある。教授からみて、個性が伸ばせないときには、カラーの合う他の大学に斡旋
している。他の大学からもそういう斡旋がある。
⑤　案文の126Pの「ある程度の論文」であるが、論文はインターナショナルの論
文という考え方に立って、教授が徹底的に修正している。
⑥　案文の126Pのように「雑務からの解放」が行われると、教授が学生を指導で
きる時間が生まれるので、是非必要である。
⑦　案文の128Pにサバテカル休暇の導入をいれたらどうか。
⑧　案文の126Pの「学部教授転向」であるが、教授は、生涯一匹狼で研究する過
程で人を育てる。研究能力にピークがあるが、個体差があるので無差別に研究か
ら学部教育専念とはならない。
化－2教授意見
①　どのような博士を育成するか。
博士がオーガナイザー機能を果たすために、自分一人で研究できること、大き
くても小さくても目標のしっかりした一つのプロジェクトの中心として活動でき
ること、何を研究すべきかの値打ちがわかっていること、この三つの能力を養成
する必要がある。研究すべき値打ちとは、応用して儲かるとか産業界に直接役立
つということではなく、ここまで解っている、ここからは解っていない、誰もや
っていない。しかし、解ったら素晴らしいことであることを認識できることであ
る。遥かに優れていることを他の者に認識させ、社会を引っ張っていけることで
ある。具体的には、それがいかに素晴らしい価値をもつか、どのように人、組織、
装置、資金を使へば実現可能であるかを、自由に、かつ理路整然と短時間に説明
し、説得に成功して共鳴させることのできる能力である。
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博士課程では、自大学、他大学の講座を聞き試験を受ける、知識として体系を
整える、英文で論文を書き読破できる必要がある。
修士との差別化ができないと民間企業は物足りないであろう。民間企業は人手
不足のあまり、修士の青田刈をやっているという一面が見受けられる。
修士との差別化を図るためには、大学側が訓練の仕方と評価の仕方を厳しくし、
かつ、密度の高い訓練（特に語学）を施す。アメリカではリサーチプロポーザー
で、研究者手前に、既成の論文を調査整理し、誰もやっていない、しかしやれば
いかに値打ちがあるか、どれとどれをどのように組み合わせれば可能であるかを
プレゼンテーションする。そういう研究計画を提出させて、文章化し、発表する。
教官は、博士のトレーニングに時間と情熱と労力をかけなければならない。教官
も業績主義で束縛されているので、教官の業績を伸ばすために学生を研究に使う。
アメリカの博士課程では、自分の専門以外の分野、例えば有機化学なら無機化学
を必ず一つ二つやらせる。今の日本の博士課程にはこれが欠落している。
要約すれば、実験技術と英語などの語学を訓練し、外国人も説得できるような
博士を養成することであると考える。
アメリカの基礎研究が優れているのは、ボスドク制度があるからである。ボス
ドクは、今の博士課程在学生より一段高い研究者である。
もし日本でも、ボスドク制度が拡充すれば、修士課程などの教育を博士課程在
学生に依存する度合いが減る。そして、教授が博士課程在学生にトレーニングす
る時間を割くことができる。
リサーチアシスタントは、どのように研究を進めるか、実験の腕を磨くことが
できる。博士課程在学生は実践部隊である。ボスドクに実践をやらせる。それを
やれるような厳しい訓練をし、その訓練に耐えられない者は博士課程に入学しな
い。ボスドクに、例えば奨学寄付金、科学研究補助金などの研究補助金の制度の
通用を認める必要がある。
日本がサイエンスに裏打ちされた高品位のテクノロジーを目指していくために
は、アメリカ型の大学院博士課程を志向することになるのではないか。
②　博士課程の選び方
今の日本の状況は、大学院学生を貴重な戦力と考えて囲い込み、ヒモつきにし
ている。学生が自由に博士課程を選択しにくくしている。もしも、博士課程にボ
スドクのようなプロフェッショナルが何人もいれば、そういう囲い込みはなくな
るであろう。
③　ボスドク制度
欧米の考えは、博士号取得だけでは一人前ではない。博士課程は修了している。
しかし、実際の勉強はこれからと考えている。
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④　財政基盤の充実
日本の民間企業全体の問題として、民間企業の連合体という考えのもとに、資
金を委託しその利子で運営するなどの財政基盤の充実を考える必要があるのでは
ないか。
化－3教授意見
（り　ドクタートレーニングフィルド
どうしてもネガティブな面があるので、消極的である。悪用されないように考
える必要がある。
②　建物、研究室、研究設備
大学院生の研究室のスペースがとれていない。研究室のクリーンアップを実行
している。
③　大学院本務の教官の配置
大学は学部が基礎になっている。大学学部本務、大学院兼務のタイプから、大
学学部兼務、大学院本務に変える必要がある。
ー17　－
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4参考文献とその要約
1　参考文献
（1）－1大学審議会「大学部会における審議の概要について一大学院の量的整備に
ついて－」（平成3年7月）
－2「大学部会における審議の概要について－大学院の整備充実について－」
（平成2年10月）
（2）　8大学工学部長懇談会「未来を拓く工学教育」（1991）
（3）「基礎科学振興の為の理学教育・研究のあり方－10大学理学部長による提言
－」
（4）経済団体連合会「21世紀をめざした研究開発体制の確立を望む一大学、国
立試験研究機関の充実と科学技術分野の国際貢献のために－」（平成3年10月）
（5）技術同友会「大学における人材養成・研究機能の強化」（平成3年9月）
（6）経済団体連合会「大学理工系の研究機能強化に関する提言」（1992年4月）
（7）「基礎的先導的科学技術の推進のための研究人材に関する調査研究I」一研
究活動のためのヨコ型社会システムの提青細（未来工学研究所）
平成2年度科学技術庁委託調査研究報告書
（8）NISTEP REPORT No．7　「自然科学系博士号取得の豊的日米比較」
（9）「日経サイエンス」1992年1月号
肩457－
2　参考文献要約
上記の報告等で、大学院博士課程に関連する項目は、次のとおりである。
（）内の数字は、上記文献番号を示す。
①　大学院の教育研究組織、施設の整備
（ア）大学院が固有の目的をもつ教育研究組織としての実体を具備するような方
向で、教員組織、施設設備の充実を図り、その運営の在り方にも改善を加
えること。…（1）－1
学科・専攻分野の再検討と学内の諸制度や組織の改革。…（2）
大学院担当講座の教官陣営の整備を行う必要がある。…（2）
教育研究経費など大学院の教育研究条件の格段の整備を進める。…（1ト2
（イ）数十年先までを見越した建物改築計画の策定。・・・（2）
過去10年で、施設・設備費は50％減、この改善。…（3）
建物の狭あいが切実、基準面積に大学院生を考慮する。…（3）
大学院専用施設の整備、博士講座に対する新しい基準面横の導入。…（2）
大型化・システム化・複合化の傾向にあるので基礎的、基盤的
研究に対応できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　…（6）
（ウ）大学院制度及びマネジメント全般の抜本的な見直しが必要である。…（4）
学長のリーダーシップの確立、学外の意見を積極的に傾聴すること。…（6）
自己評価システムの構築。教員の業績評価と処遇の抜本的な改善。教員の
研修制度の確立。…（2）
体系的な教育課程や研究指導方法の確立を図ること。学部、大学院間でロ
ーテーションを行う工夫も必要。…（1）－2
（エ）大学院改革案の実現。大講座制の要求を満たすようにする。…（3）
（オ）教員については、広く社会に人材を求めることにより、教育研究の幅を広
げること。…（1主2
全国大学間の人事交流の活発化のため、流動研究員、客員講座、教官の任
期制の導入等を考慮。…（3）
教員の公募制の実質的導入。…（5）
大学、省庁等の組織の枠組みや国籍を越えて交流できる機会や場を整備す
る。…（4）
大学教官の流動化の必要性に関する大学人の認識と努力が必要。…（2）
教官の義務感が弱い。意識の改革が必要。…（2）、‥・（3）
人事の流動化。　…（6）
教官が複数専攻併任が望ましい。‥・（2）、…（3）
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暫定的に助手を大学院担当の講師にする。‥・（3）
支援体制が崩壊寸前である。教官の雑用を減らすために大学の管理運営体
制を改善する必要がある。…（3）
支揺職員の活性化。大学人の自律的改善策の検討。支援組織の整備。…（2）
大学事務の合理化。・‥（6）
②　大学院に関する財源措置の充実
（ア）国公私立の大学院全体を通じ、大学院教育に配慮した教育研究経費、施設
設備費等の充実を図る。…（1）－2
また、卓越した教育研究実績をあげることが期待される大学院や教育研究
上の新しい試みに意欲的に取り組もうとしている大学院に対して思い切っ
た財政措置の充実を図る。…（1）－2
大学院重点構想や大学院大学が成功するように一層積極的に支援。　…（6）
（イ）政府の研究開発費を5カ年でGNPの1％まで引き上げるという明確な目
標を設定してその実現を図るべきである。国としては思い切った予算を大
学強化のために投入する。…（4）
（ウ）科挙技術予算並びに高等教育予算を今後5年程度で少なくとも欧米並に倍増。
日は巳
③　民間企業の側面的支援
（ア）産業界は、研究委託、奨学寄付金、研究助成金などの側面的支援を続けて
いくが、これを維持拡大するため、さらに寄付しやすい税制優遇措置を導
入すべきである。…（4）
企業の利益の社会的還元を促進する諸般の措置。…（5）
（イ）経済団体の連合会が拠出した基金の果実を、博士課程学生に給付。博士課
程修了者を採用した企業は、日本育英会の奨学金返還を肩代わりする。
…（2）
（ウ）民間企業に就職した博士課程修了者の優遇。…（2）
（エ）健全な産学共同研究推進のためのルールの確立。…（5）
（オ）大学の研究支援のための基金、財団の創設。…（5）
④　大学院学生の処遇の改善
大学院学生は、学生としての側面と若手研究者としての側面をもち、大学院
の研究の担い手としての役割を有している。このような諸側面に留意して、
その処遇を改善すること。…（1）－2
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（ア）日本育英会の奨学金の貸与額の引き上げ。…（1）－2、…（2）
親の収入を考慮することの改善、給費制度の採用の検討。…（1）－2、
奨学金の部分的に給費制にすること。…（3）
（イ）日本学術振興会の研究奨励金の改善充実。…（1）－2、…（2）
（ウ）研究助成や留学その他の国際交流機会の拡充。…（1）－2
（エ）科学研究費の研究協力になれるようにする。…（3）
（オ）ティーチング・アシスタント等の導入。奨学寄付金による採用。…（1）－2、
…（2）、…（3）、…（6）
（カ）博士課程学生への経済的支援を外国人留学生並に。…（6）
⑤　初等・中等教育、大学入学試験の改善、学位（課程博士）授与の促進
（ア）初等・中等教育で独自の考えを伸ばすようにし、入試センター試験を含め、
入試制度の改善を真剣に考える必要がある。・‥（3）
（イ）中学・高校における理科教育を魅力あるものにする。…（4）
（ウ）後期課程3年内で学位を取得する率が低い。その実態を真剣に見直すべき。
THLは巳
（エ）教師の再教育、科学博物館などの建設。…（6）
⑥　ボスドク問題、学生の流動化の促進
（ア）ポストドクターの問題に対応。…（4）
（イ）学生の流動を、教官の固定観念や囲い込み姿勢が阻害している面を否定で
きない。異動を容易にする環境作りに努力すべき。…（2）
（ウ）研究状況の公開。・・・（5）
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